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M 0 :第贰拾豐轚 


〇太平百'錢 VJ 天師道 

向 陵亭乂 
〇緒言，. '，一： 

太平百錢の吳錄ならすして S 鋳ならんどの說は斯道のへ- 
定說となれ b 而して其時代及鎢造に就き予は道家の壓一： 
勝錢の類ょ4出たる通貨と思ふ先づ茲に道家の起原及 ( 
沿革一般を述て其關係する處を明にす ぐ 
〇道家の起原及沿革. ) 
天師道といふのは専ら後漢，傾 帝漢 安元年に四川省 功 州 
大邑縣鳴鶴山中に起つた張陵(成書張道陵)の法を指 
したのでゐる〇陵を天師其子張術を嗣師如孫張魯を孫 
師とす所謂三張と U 此三人を指•したので陵を以て道家 
の間祖とせ50陵は四川省保甯府蒼溪縣山で死 ; r 


とある 

常に根據地としたるは四川と陕西の境界に當る陕西省 
窗羌州の陽平山でぁる故に傅統の印契に陽平治都功 C 
刻す。其治ご云ぶのは政治と宗敎の兩方面を兼た敎會 
の事で張氏三代に二十四ク所の治がぁつたと云ふ事で 
ある 

魯が子張盛曹操の爲に征討せられ江西劣廣信府貴溪縣 
の龍虎山に移 b て其子孫今1:至る迄速綿£して弘法に 
勉めて居る是れ所謂張天子なる者な b 
〇大師道 -( 7 ) 修法 

魏志日張魯以=鬼通，敎 k 以、 CIP 師稃ブ(中 S 皆 
敎以，載信不=欺詐-有病自，泣其遇 f 大都與黃巾相似" 
諸祭酒皆作。義舍.又置，，義米•肉懸，於袭食 T 行路者 
儀腹 P 足•若畀多鬼道侏病 v 之、犯 k 法^二原•然 
後； JT 刑 + v , [ i : 長吏？皆以饫酒•筠治 、K vitt ! 樂 

雄，，據巴漢ハ垂三十年， 

典略日張角爲.，太半道、修爲. .:/!: 斗米道、- ic 小道者 
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師先持 n 九節伏〖爲符祝、^病人叩頭思彘、因以符 
水飮之•得病 n 後或愈則日此人信 K 道、成不念則爲不 
，信*祭酒主以老子五千文使，，都習 r 云々. 

日本 百科 辭典 日張陵*1典安の雲箱洞に升 b 丹を其 
中に 嫌るこ丄一 一年音 ft 白虎其上に旋繞す丹成れば こ 
れに餌す時に年六十容貌益少し又秘害を得て通神變 
化妖鬼を！！除す云々 

获氏三代蜀地に據て一種の宗敎政治を行ひ一つの Ififfi 
を形成したのである〇太平道に五斗米道ょ b 出て〇之 
を専ら政治1:應用したのは張角である漢末黄巾の! II 是 
な b 張陵の行ふた法は符水治病を主と•し fz 巫現道から 
出たので長命富- li を目的とした者で6-る 
. 〇太平百錢鎢地と年代 

予が太平西«を太牛道の用錢とする理由は前 r. 通た沿 
革と修法 1: 依畧ぼ推察せられたる事と思ふが 其 要點 
を£に摘記する事〜せり 

£太平百供背文に波紋める事は洪遵泉志に載 t る處で 


梁の顧烜時代旣に抵むる處な b 道家の歷勝栽に波软 
あるは類例多き事にして皆符水治病の敎義を表示せ 
る者に外ならす 

( 2 ) 四川省巴水の上流陕西省界に太平と云ふ地名がある 
强氏三代の根懍地は巴淇で6るから此太干の地も二 
十四ヶ所中の治 Ml であつたか tf 思ふ而て此地に行は 
れた道敎を太平道と稱•し其使用した«に太平の文字 
を用ひたのではあるまいか 

(3) 太年百«の！！地を蜀と路定するは袖說に遽合する者" 
である而て其年代は勿論一時限 b のものでなくして 
成る時代繼績した事と思ふ。太平道の提唱者联角が 
叛氟時代1:始ま b 曹操征討頃迄ビ抵むるのは不合理 
でないと思ふ 

(4) d 餞とせしは叛 IIL 當時權苴の處 S にして後に和 a が 

.直百錢進首も此の.先例 t: 依る者と思は 6 

叼太年百錢の宵 II は描々 II 多に*して中には頗る奇形の 
者あ b 是れ普通政府の傭«ならざる微躜ごす 
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( 6 ) 定平一百も此费にして定平め文字は陽卒太平の如く 
治«の地名と思ふ 

W 上所說は全然臆測に蠍ぎすしかも當らすと*も遠か 
らざるが記して大方の敎を請ふ 


〇寬永十三年鑄造錢の研究 (T) 

花林塔 

又寬永十三年鎢造の江戶の酱座の所在地は舊來 は、 芝 
及び淺草のニヶ所とせ b 、 然れども 我% 一己の 考へに 
ては*當時の錢座は芝3み.推定するな-^•芝には現 
に新錢座町 >• いふ地名も遺りぁつで何等一點の疑はし 
き所なきなれども、唯鳴海平藏の書上「芝茏耦緦手」 
VJb るょ6して*今の新錢座町の地を昔 U 芝 m 繩手と 
いへ b と古くょ h 識者の間に誤傅せ.られつ、今=1:及 
る事なり、然れども荇輩 U 是を筆寫の都度誤--を馎へ 
f :. るもの i 解說せん i すろ^り 


其故を如何といふ1:•從來大エ塢を建 R するには** 
會に近き邊齡の地にして*水利の便*.る所を選ひを定 
義とせ b •芝新錢座の地は江戶の最も古き地國を見る 
に•蘆获の生ひ茂 b たる所を H し•海邊ネ毛の地の有 
樣を表現したれ、是最も大工填建設に恰翥なる•地に•し 
て、餞座の此所に定められたる實に理あ^'といふべき 
な b * 由來海岸には防波堤を築造せらる、ものなり* 
此堤防を「繩手」といふな b •又堤防に限らす河沿の 
地を槪して「繩手」といふ•則芝の海岸の堤防睽に造3 
られたるを、時人芝繩-?-の«座といひ、ーッの固有名 
詞となしたるを"鳴海半藏の記錄に記入されたれば後 
人傅寫の際*芝塊手を•1嫌手と誤り"夫ょ b 芝茏繩 
手と重複に記るされ*再び縄の宇芝網ご誤り、終1:芝 
茏網规手^ b たるもの VJ # ふるな.^、其^ご〇ては、 

厶 〇 . 

一書 1:は 芝 jw 繩手と,111 ? H 、 一書 {: は芝 綱褪手 ども•し 
るされあるを見ても知•にるべし 

齒 譜 { : は江戸の 錢 座は ^^ を 本 煺 1 •し之を支爐 (>' 如く 



考へ"各錢譜皆其誤謬を傅へたり、是芝の地名の新錢 
座町といふょ b 聯想して、淺草を古餞座ビ思ひ誤りれ. 
るょり起 b し誤謬1:して-最初 (; 淺草を揭けて後に芝 
を出せるな b- 之最も犬なる誤謬にてあ b しな5、新 
は舊錢則* ■ 敍、鍺錢等に澍するの新餞にして布令 
文1:も寬永の f'r 錢とぁ6•現*:三河も新錢町ビいひ、 
背文考の附記にも皆新錢何々とあるにてし知るべきな 
b、 此誤謬 '<: 圮初山研究者の皆陷 b 具さ所にして"吾 
等も一時 a しか倡じて寬永泉志!: A 人槱本氏の. 

芝の錢座は淺草鉉座の次 K 開設せられたるものにて 
江戶の錢座は淺单を3て本餞座とす 
と揷入したる一項を其次卷に於て抹消するの勇氣なか 
b しなり 

然らば貞幹譜にいふ所の寬永十三年江戶淺や所鎢とい 
ふは如 H との質問は、讀片よ b 起，-•第一蘀なる V し* 
吾？8大.(:說あるな b 、 下に說く所を聞かれよ 
苔钳は正直1:吿白す•寬永|«研究會を起せ*し當時ば藤 


原貞幹の寬永錢譜ょ b 據る所なき時 KGb しかば、と 
にかく貞幹譜を金科玉條として；迫東[たれども、览政 
以後の事は知る能はざれば茲 (: 傷辂府の布合文の穿鑿 
とはな-^たるな b •布令文を探究するに從て负幹1阳の 
社撰採るに足らざる點を多々發見〇*其買被りたるに 
吃鷲したるな b 、 後大日本货幣研究會を起せし時には 
貞幹に爱惟をつかしれる時代なり*しな飜つて當時 
の事を追银する又隔世の威なくんばあらす、但.し貞幹 
_を遇信せ.しは決して我輩のみ1:はならざりしなり、4 
天下皆然 b しな b •實際當時寬永酱に就ては他に雒る 
べき事無かり•しかば萬止むを得ざる {: 出しな5、藤原 
貞幹の寬永譜1:日 

右寬永鈸寬永十三年至明曆中江戶泷$所鎮云々 
とある•か 淺草餞の解說に して、 芝の分は 

右寬永錢寬永十三年江戸芝所姑云々 
なり、則江戶 K 二 < 所の嫌錢弗あ/:る如く記載せ 
膝ルども-貞幹鼸以外には、坂本-江戶の外記述なき 
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なち、江戶の淺草の饅座は明曆の再典に C - て寬永年两 
よゎ明曆 i で繼|«.した.るものにあらす*是等の亊は旣 
に己に舊來意見を發表し打れば今又 Ift 々せすと雖、十 
三年開設の錢座は十四年開 K の«座と共に十七年1:悉 
ぐ停 lh せられたるものな办、貞幹は此十七年に全圃一 
齊に停 lh せられたを知らす•明曆年間1;淺草に錢座 
ありたるを知^'て、宽永年間より繼績しあ bf ? るもの 
と！！^して、十三年よ b とせるなり、此誤謬は今 H に 
至るも大部の古錢家1:語6傅へられて、現に安藤游仙 
堂君の貨幣年表にも此誤謬は傅へられた b 、 宜く寬永 
淺草錢の！項を削て明曆沓名餞の№1へ明曆淺草錢の. 
項を加へらるべきなり、又地名の鳥越町の下？の符合 
は除去す•へきものと知らる•へし(完) 


C 魏權幣文字之別解 

坑州培風室一 ET ^ 

前輩所 1 i 乘坶幣一或日常龙布) 者、 .不桉斷爲#秋以は 


:鶫 M 之權幣 " B 將發明之経«公表於世矣夕見本誌第十 
八號及第十九覼 ) 今因其鞸文树有下徒 E 於言者•謹爲 
泉界之词志冉述之 0 

古泉匯•兀集炚載乘馬幣四穐•其第一種可讀爲梁之帝金 
當夺•第二種可讀爲梁半幣二金當寄•第三穐可讀爲梁 
_新金當寄•第四種可讁爲染_新五當十畀〇此释文在 
發表之初•固 fl - 信爲止確朽〇然與圓足布齊 7 J 及明刀之 
背文對照。似整 m 一种之第二字、與其解爲之字ノ增筆、 
不釦释爲下字增筆之爲愈也齊去化背文有此宇•(槙泉 5 
匯享一第十六 H 參照)明刀之背文亦然◦古泉匯亨五第 
十三頁參照)「之」語助辭。記之於霜、爲無意味「又 
软齊去化之背文有「上」字^^續泉匯享一第十三 n 參 
照)明刀之背文、亦然◦(古泉_享五等十： n 參照)上下 
二字相對、皆紀泉范之次第〇 ( 南宋鐵銥之背文亦釘此 
例)按諸理論、?£不容疑且竹此幣之站一仲、父 WIRI 
足者古. W 瞧元九沿一^所載“之染二：：て下字不增笮火 
可爲改正： J 文之確據矣〇何？ i 下笊。蓋明巩爲赤金也。 



漢書食貨志日"黃金以上•白金爲中"赤金爲下。周語 
日溪夏商周金幣三等、黃爲上幣•銅鐵爲下幣。本品銅 
一^故有下幣之稱。 . 

依右之解释•權箫第一穐•改讀梁下幣金 t 哿。第二種 
以 T 、 释文似無^ 8 P 海内外同志對於鄙說釦有異議者 C 
不佞旦馨香隳祝以求之。(完) 

〇例に據りて右の释文を附記します 理事 
前輩の人の乘馬幣(或 U 當发布ともいひます)といふ 
ものは•私は斯じて春秋以後の醜の ■ の權赘とするの 
です"さぅいふ發明の經通は世間へ公表しました0(本 
誌の第十八號及第十九號を御«下さい)然るに考 
へます i 其释文に少し考へ足りない點御座いますか 
ら、讃んで泉界の同志の爲に再びこ、に通•へることに 
致0ます 

古泉應の元集に載る所の乘馬常は四種あります•其第 
一のものは 11 んで梁之 * 金當香となす •へく、 第二の も 
のは讀んで梁之繫金當香となすべく•第三のものは饋 


んで梁^新金當寄となるべく第四のものは譲んで梁¥ 
新五當十寄 となるべき ものであらぅとの释文の仕方は 
發表の初に在ては*固ょり自信もあ b 正確のものと考 
へだのでした、然るに [11 足布や齊刀や明刀の背文と對 
照しま•して、第一種の第二学の解釋を「之」の字の增 
筆と するょりは 「下」の字の增箄 VJt る方ガ好くはな 
いかと% ゆるに 似た b と考へ直しました 〇 夫は齊去化 
の背文にも此宇•か あ b ます (M 匯亨一第十六頁^照) 
明刀の背文にもあります(古泉匯亨五第十三頁农照) 

1«「之」といふ語は助辭ですから*此字一字を軍獨 
に II に Is した vj すれば無意味になりますからです〇又 
齊法化の背文1:「上」の字のあるものがあ b ( f 匯 
亨一第十三頁*照)明刀の背文にもあり(古泉照亨五 
第頁*照)ま*して、上下の二字が相甲し i すのは•皆泉 
范の次第を紀したものです.(南宋の鐵餞の背文1:も此 
例があ b ます)これを理論から按じましても、すこしも 
疑を 容れ V きでありません〇且考へます1:典 « の第一 
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種に園足のもの•か/) b ます•古泉 ■ の元の九の第一頁 
に出てます、其第二のものは下の字に增筆がありま 
せん、是が释文を改正するの確たる據であ bito そ 
こで何をか下«といひますぞと两はれ去すならば、夫 
は其赤金た|»を明にするためてすと答へます〇漢 f 
货志に、黄金爲上、白金 篇中、赤金 爲 Te あ b ますし。 
«语にも虞夏®金幣三等•黄爲上符"銅鐵爲下赘と 
も あ bito 本品の «| 質は銅で 4> りますから、 こと さ 
らに下符と稱へたのであ-*'ます 

右の解释にょりまして、權幣の第 I 種のものは改めて 
梁下箝金當夺1讀むこと1:致します〇第二種以下の释 
文は不稼當ではなからうと思ひます〇海の內外を两は 
す同志の方々は鄙說に御異譫があるならば拜聽したい 
ものです。私は香を«らし隳祝して御頋ひ致します 


〇盛岡藩錢札に就て S 准*札)卜 

非怫新渡戶仙挢 


典！篇は葬佛先生•か》年來苦心！！蛮せられ、頃 B 
稿を脫せられたるものにて、當時の臺 H 城下*^ 
の樣•目前に見.ゆるが如 X •實に南郁*財政の裏 
-而史 (: して"藩札發行の顧来詳かなれば、 fi •し藩 
枚界を益するこ* v 尠からざるべし、先生の許銪 
を得て之を貴誌に役す 
大正庚申十月 小笠原白迖生嫌 
〇藩礼發行の趣旨 

瘙 W 藩の從來財政の窮乏に困めることは首を俟たざる7 
所なる•か"彼の天保年度引績きの凶荒不最氣に襲はれ 
たる藩內の窮狀言語に絕した b き*されば之れが救濟 
の方法は通貨を多くし、 HI 通を滑かにするの外に良策 
なきものと C 、 一方には儉約を勸め•一方には騫札發 
行を决行•したるなり、而〇て更に永逭の良國を蹲せさ 
るの みならす*その所謂藩札も無に發行し、以て 
自嫌自縛の狀態に格 b た b •盛岡大慈寺記镰寺實矩格 
增補卷 S 三及び南藩秘事記後編卷之九等に*ょく當時 



の狀况を寫せる記事見ゆ 

(備考)右兩書は大卷 (: て南部藩士橫川良助の編する 
所な b 

夫保六年十月二十，七：！：盛岡薄の御沙汰の趣 

覺 

一近年御國中錢不足にて融通不宜一統致迷惑候趣相 
聞得候依之此度爲融通近江屋市.左術門於店別紙員 
歎之錢礼通用被仰付候之條勝手次第通用可致候尤 
諸上納金錢之儀者重に錢札を以て上納可致旨被仰 
出 

.+ 月 

〇 . 

銭札判形員歎. 

一藕綠壽 贰拾四文 寶珠判二つ 
一布袋 參袷贰文 寶珠钾三つ 
一惠 ' it * 百 文 寶珠一•つに籲 
一大黑天 贰百文 寶珠二つに龜 


一辨財天 參百文 衩珠三つに稂 
i 沙門 登貫文 玫珠一つに龜 
一壽老人 贰貫文 寶珠二つに龜 
右之通 b 被仰出 

未十月二十七：：：： 

〇 

(備考) 

右近江屋市左衛門と云ふは當時堪岡の富商にて吳 
服町に住し代々 M 市店と呼べ6 

〇井筒屋預 b 切手引替 

是よ b 先き•藩に於て金 Ift を圓滑なら しめんと.し* 井 
筒屋權右術門(郡山小野權右術門)の支店より、二 K 
年間預り切手を#行せしめたるが、其額また多額に上 
りた*9爲め、文政六癸未年よ〇金賫1 E 六貫八 A * 文相塲. 
に藩に於 -T 据置きたるにも拘はらす、藩より下金なき. 
を以て兩店の波方難涟に陷り、御 T 金なき由にて相斷 
b 居様の嫌たら VT にて•民問の送盛容具ならざ b しこ 
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l な-^期くて Jffcti 札發行の年十一月を以て•此兩店 
切手を薄札と引替ふること、なれり*その時の仰出さ 
れ左の如し 

〇 

演說 

近年井简屋善助井简屋權右術鬥へ被仰付爲 Bk 通金 
預切手通用被仰付候處此度右兩店預切手之分於引 
替金所御取替錢札御渡被成候條是迄所持之者は御 
會所へ追て差出錢札取替可申候右之外相*を以取 
引致候分は是迄の通通用可致播上納金銭共に右に 
准上納可申候 
右之通被仰出 

午十一月十七日 
〇錢札無制限發行の幣 

前にも陳 y たる如く、藩 t : 於ても井筒屋其他赛札に署 
名の商店に於ても、‘正金«の率備もなく籌觸限に騫札 
を發行せ&ものから、發行後歲月を經さる中に•之れ 


が正金«|との引替出來《樣になりて、忽ち藩札の信用 
を失ふに至れ b 、 横川良助編大慈寺記教寺實矩格に、 
當 時の內情を よく 記せれば左に嫌す 
〇 

■光 II 店預切手近年兩年相續被仰付通用に差出候所 
後ち U は往々御 T 金無之1:付兩店にて渡方難雄に 
相成甚不通用也 

〇 

錢札相鴒追て引下 bT . 々難迆に相成候事 
(天保七年夏 の 記事) 

文政癸未年より金壹兩に付代六貫八百文に御据被 
番置融通宜敷候之所去未十一月よぅ肇札正金餞同 
樣豐兩六貫八百文#にして融通** X 致入用之節は吳 
服町御會所御引替所に於て御渡被成旨被仰出當 
正月之頃迄無滯御5 F . 替にも相成尤正金錢同搛大に 
黢通宜敷候の所二三月頃より御上金栽御手配御 1 BI 
被成兼拾貫文札へ費貫文御波と成斯くて追々成少 
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_渡相成候»:付き正金镰1切下々通用嫵之錢札一 
通之通用に相成追て兩替引揭 T 々雕溢に相成候亊 
追て五六月に至文礼へ百文位之鄱谀方に咸 
少いたし正金«1切無之十月に至て兩替旣に豐兩 
. §八貫九貫文ょり蛊拾貫文程正餞豐文は餞札に 
て四倍宇未 ft 約.五貫文萬物右之拫合を以て M 
貝當年大凶作之上に正金«不融通下々大難鏟に至一； 
必死之世之中と相成候事 
。小札發行 

赛札無制限發行の弊に黴り中〇てまた無制限に小札©;: 
發行を企劃し一時を彌纗せんとする淺 W 敷*藩の ft 策：： 
之實施を見.〇に至れるは浩嘆之極なり、その小札とい：： 
ふは 

抢六文 拾«;文 八文 四文 
の四種にてその«質薄く見榮えなきものな b 
ft 時藩の被仰出書左の如•し，. 

- 〇. 


覺 

象て金相9壹兩に付六貫八百文#9据裱成錢札之儀 
者正金餞同搛通用被致旨9沙汰被成 S 候處當年凶 
作1:付相場狂ひ別て路色高值に相成一統迷®に及 
侯趣相 M 得候依之金供並婕札共其時之相鴣にて通 
用被仰付右相鴣赛上を以路上納御 T « も被仰付候 
酣右に准日傭栽諸1段等も正金錢を以て相定め 
被札相鴒にて程能通用可致候旨被仰出 
•伹酱札取引之節小札金之通用楚支候趣相聞得候10 
間此度拾六文、拾政文"八文•四文小札取交 
卿渡被成候明是又通用可致事 
天保七丙申年十月二十六日 

この沙汰.に耽き寺實矩格に栽せたる記事ょく當時の實 
况を詳悉せり 

〇 

右御沙汰以來是迄引替御會所に於て五貫文錢札持 
參候へば IE 錢五十文餞札四貫九 rl 五十文に返す。 



拾貫文錢札持麝候へば正«百文"錢札七貫九百五此等記事を一讀する時は當時豳岡藩財政の窮狀を推知 


十文に返し候處五貫文餞札へ小札四拾文正錢拾文 
錢札四貫九百五十文にて返 C •拾貢文へ小札八拾 
文•正錢 K 拾文錢札九貫九百五十文1:て返す 
(內史略の記事には拾貫文へ小札八拾文正錢十 
六文錢札九貫九百六十文にて返す云々冇之寺 
實矩格と稍相違せり) 

此小札は美濃紙八枚切程にて錢札紙にては無之候 
(內史畧にば六枚切程とあり) 


1 





1露 


せらる、な. 


(未完) 


◎品 評 

〇東洋貨幣協會第拾五回 
出品々評 

I . 5後陽成天皇出—京都 

慶 fe 丁 &薆位 .1.ハ萨 Alsr 軒伊藤庄兵術 









1 






0 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



庚長六年から銀座に命じて補助 貨幣と して發行した、背の平地等が、盡く鋳浚ひされて立派に母錢として使 
丁銀で其定量は普通が四十三匁で ある、 本品は四十二用された樣子が歷然と頭はれて 居る、 元來ば支那錢で 
匁五分强を有して定量に準據した正品で、後代の丁銀 あるが、 慶長期の公爐錢 と. して幕府の撰定された通用 
に範た るの 佳品で ある、 丁銀は時代の如何を問はす、錢に母錢 とすべく 加工された"近代和錢初期の某因た 
其定量を以て白銀壹枚ど•し小判と幷行•して使用せられ-る由緒深かき錢で あ”，、 從つて本品のみならす、此期 
たるものであることを附記す 11の 永樂錢には俗に天正手•元和手又は慶長手なぞと區 

丨 1-別する希少の異書錢並び {: 中正永樂や中正手などもあ 
永樂通寶關4删 磨虎泉庵左々木美山 了て、科學的に硏究すると頗る六ヶ獻且つ趣味の深い 


ものである 
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嫌鑄1:.形大きく 、)'A 肉のもので祝錆特別の品である* 
ffi * 文の祝町大阪とあるのは、此座 {: 關係のある意味で 
もないやうに傅聞して居る、祝字の頭に增筆•かある•か 
これは 特に 何等考究すべき理由のない增點で•鋳工が 
摸寫其當を得なかつた爲めであらうといふ、背穿の上 
下 {: 小松とある*こ n も錯逭人1:關した標記であらう1; 
加島の錢座は元文三年から開始して銅錢を鋳造し、四：一 
年 以後に 鐵錢を错造し C 6 る•そして延享四年まで續.一； 
いて行はれた、塲所は懾津國西成郡上中島村であるブ 

寬永 ㊀ 異書 leK 讎 -W 1 剛大販秋月堂安田多三郞一； 



錢質稍 紅 黑く白 味の他錢で、特刖の名稱を廣穿といひ • 
兩三年以 Irll 迄はこの ㊀ 拖印を^ ■ するものを發見されて 
居らぬ爲め、年代不知品中に加へら H て*典所 M 錢座 
に迷つたものでぁつた、本. , ., , ,{: は锘の子錢もぁつて、 
共に存在が末だ希少で i ) る、背一又は ㊀ 極印の鐵錢は 
寶曆 三年代に紀州で鍺たといふことが今日では確かに 
認められたやうである 

蓮華 念 佛^^辦賴"'•繁 堂畑谷龜 治 


銅色白蒼くそして淡黑〇所^奥州の私鍺錢 f 、 背に蓮 
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の花を配置•した類例に乏〇きもので、產地は大凡南部_銭には下橫文のものがない 
大迫地方のものでかなぁらぅ*製作の様子ょ b 推定 C 新： . ¥海城 
て鐵錢もぁる V き害に思はる、 大泉£十居攝二年後 松林堂末安元太郎 

上橫文五銖_1 粒 辣 §齊中村達太郞 


考靑の古出土錢で肉厚く文字底く •從つて輪郭共に高 
い 爲め錢圖としては鮮明で ない、 而し本品の面背內郭 
靑黑の 古色 美はしく、 面 背の平地 物の 樣ひ 古钂 j ょ b 四隅に决文を射出してあつて*普通品に比し特別 
を以て埋められた•製作端正な上横文五銖である•前の觀を呈して ある、 或ひは祝鎢として別の0的に依り 
澳官爐の第二期錢に鹰 し、 其期の特徵たる面深かく、 錄られたるものか . 

背淺く•錢文狹長にして蛛字金扁の點畫は長くして方尹菱宋神宗鎳洲 

形を示.し、輪の外側：般に磨鍵されて正しく、第！期厢霉 fls ^ 錢熙寧年間 S 軒王璞全 

錢や第一一期錢とは火遇一樣にあらす、？-して此期間の鋦銪で當三鐵錢の l;jrr: るものである、銅色淡黃く白味 
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を含みて厚肉大形の濶緣であるが•製作比較的粗野で 
渾重を免がれない"第拾八號に新井寶水軒が出品した 
嫌錢とは同期のもので同座の品たれども背の甲文をゼ 
さない、本品と同種類のものを今日迄四五品接するこ 
とを得たが、何れも背狀湮沒して輪郭如此に整然たる 
は特に少ない如に思ふ 

昭武通寶明辟吳衫剛 ♦治仙*堂田頭寅 I 
典鍮の錢質で錢文大字、形大樣端正のもので溶に上 



點昭武ビ稱し、類品の代表たる1:足る 
同治通寶逆文§如麟&峰魚京 a 津田繁二 



普通の 錯范 とは 異な b 整然たる 座錢で同 治の 二 文字 だ 
けが、 逆 まに 上下轉動して居る*背の滿文は浙玫で即 
ち浙江錢監の標記を示す•希品である 


ラマ敎の稱名錢 


京都 


掬泉亭金淼正次郞 



淸錢乾隆年代頃の座錢に似た製作で、傅へ聞く所によ 
るとラマ敎の稱名を記したものといふ、背の明元と6 
るのは錢局に關した事なのか"又は敎元の短訓なるか 
未だ分明であらぬ 


大平興寶⑽丁 


三河 


大平年間 . 论行箝.今泉忠左衛門 


鋇色の顯はれたる所は灰褐で•平地1:古き靑錆を留め 

製作大形細喙で、文字肥大平地深かく優等の錢である黑赭褐の銅色で A 色黑揭 、十 綠廣背 の 光咨錢である- 




背穿上の丁字も確然と浮出して美事である•因に此大 
平は北宋の太平と異な b 大平であって、太平でない 


結び淳熙 


敬古堂松本 1从吉 
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俗に古來より結ひ淳痛といひ、元宇の第三盡が捃文を 
表示して 居る •背も中緣廣郭で自 から 南宋の淳搽錢と 
は大なる相違を知ることができる 


大止通寶 pg 商松 . 


3皁鼷闹 


侃 



茶褐色の銅で古色淡黑である、製作小樣澗綠で特に狹 
穿を例とする、錢文短明殊に麗はしぐ•背の平地は恰 
も砥の如く*輪郭亦正しく規則立ちて犯じ難き所*思 
ふに母 錢と •して 加工浚鋳せられ たるものであらう •却 
つて大字の類品よ b 存在は希少である 
其他藤崎 B 笑堂の蟻择錢、飯川畜牝巷の鉛同治•上羽 
珍泉堂の紹牛、篠原虎泉堂安法年太和•北村痴泉の元 


隆年元符•吉田不知海の碰岡外川目《座私札等は諸々 
0-都合と理由とはよりて乍遺城宵客せり 


錢銅貨 


明治三年 


济松 


珍*堂上羽章都 



明治三年鋳菹の一錢銅 ltl : は•面の朝=の中央(:數條 
の細綠•か•有るものと無きものとの二种がある I 本品 
はその無いものに庙して*同期の後銥に In たものと思 
ふ•猶半錢と 一 M との二つが H 年錢に介在してある" 
大阪1:造幣局が雄設？れたのが明治叫年で あるから、 
その以前1:•外圃人の手に W て造ら il /: ものである隨 
分其後に發見されて蚊も增したが、また^山といふ程 


Digitized by Google 


17 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


の現存を示さない 

大正九年十一月七 H 衆評 



の宋朝錢を摸彷したのは後西院天皇の萬治二年から踅 
元天皇の延寶年代頃迄の 問で、 支那では明の桂王永曆 
年代よ b 淸の康照の 初めで、 西曆は千六百五十九年よ 
b 七十年代迄の短期日であつた 

元豊錢の存在が今でも一番多いので•世人が餘 b 注意 
して居らぬが隨分大同小異のあることは、一と通りや 
一た通りではない•上圖に揭げたものは•大字錢の內 
にある、通宇萣の相違で一は短點通即ち點査が一つよ 
- b ないもの、二は重點通で點が二つ重つて居るものを 18 
-示しれ、字文の筆意又は製作等を御寛なさい、思つた 
より以上に相違して居るではあ b ませんか、こればか 
b でなく見るもの何れも小異があり•小字錢の方には 
猶大異を見受けるものであ-^ ます 

文久玉寶錫 sIIII 

.. , • * a .有無*大石三千穂 
錫文久は銀座系の特産物で、何れも文字が草文に屬し 
奠窬の文字餞には錨®を电•しません-本品は隼文玉寶 
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草文 



一—*\ 
'L : 



1いふて*筆者は松平春嶽公だと傅へられてぁります 
兎に角草文錨母錢二炖の國を揭げて御目にかけます、 
草文の方は板倉周防守の筆といふ確かな證書がありま 
す r それ炉ら奠文の類は小笠 M 壹岐守の筆で•金座の 
方の餞爐に取扱はれたものであります 


弘治之寶 


安南阮代 


大逢 


古影 w 速水高虎 



安南の黎末ょ6阮氏代 (: 鍺沿されたもので"此手類を 
俗に建文 手と 中し ます、 安法手に似て 異なり、 稍や大 
きく背は常に夷漫して輪郭を^せす•面は濶緣で內郭 
は僅かに•有るか無きかの體裁であるのを特徵としま 
す其同手類に 

建文、天傾"萬籽•洪武•太平、祥符等の諸品•かぁり 
ま す 
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◎餘 輿 

〇競.鑑- 

第拾九號に於ける背元宇錢の面背拾ひ合せは 
正解左の如くで|) ります 
( 1 ) の背は元の ( 4 )( 2 ) の背は元の ( 6 ) 
( 3 ) の背は元の ( 2 ) ⑷の背は元の ( 3 ) 
( 5 ) の背は元の⑴ ( 6 ) の背は元の ( 5 ) 
で6 b ます 

正確に答案を示さ，れた會員は 

佐渡の藤村好泉君一人であ5まして 
他の回答は何れも二三の相違がありました 
第式拾號の背嫿面推は次號に發表致、します 

◎顧選.函 

〇鐵山通寶 



岩手の 仙人澤班山で山內通用の爲 めに 試鍺 t たもので 
換當價格は不明であ b ます•そして年代は慶應の末年 20 
頃との 事です、背の仙宇は即ち古へよりの恒例»:よる 
座標であ b ます、本品は赭紅褐の銅«でありますが、 
若し實用 VJ して造られた鐵錢もありはせぬか VJ 考へら 
れつ ゞ あ b ますが未だ癸見されて居6ません 


〇各國貨幣單位及價格表 ( 2 ) 

甲賀圓々堂 
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ご殖喜 1 スト同利南 * 
二民望ルクラ國加亞ゴ 
ョ地峰アン合弗 1 


グランド 

コモー， 

米欏合衆 

顴 

加奈陀 
-1 ュ 1' 
7アウン 
•トラン K 


亞典 
J 利加 

^ナィゼ 
IJT 

f ズ ，r 


ク 

ダパ 

C 

キタ 

アス 


―ス 


ストル 


8 木 


ン 

ン 


ビ| 

ビ丨 


單位分教 

百パ， 

百.、〜 

千レアグ 
百センチモ 

四十パ， 

百ナエゾテシモ 

十ミ Bn 工 1 ム 

十ゲ 〆 </ 

百 t ンチ1ム 
百ナンチ14 

百チュンテシモ 
百セント 

•& セント 


價格 

owi 

o * BO 六五 

二 J 六七 
3 - K 七 

0 , 0 五四 

〇、三八七 
o 、 o 九九一 

〇•三八七 
〇、三八七 

〇、三八七 

〇、六五〇八 
〇*六五〇八 


確 

磅 

典 

プ- 

磅 

磅 

碘 


ン 


ラン 

ラン 


弗 

弗 

弗 


二十志 
二十志 

百セ\卜 

百ナンチ. 
二十志 

二十志 

二十志 
百ナ X チ 
百ナンチ 

S セゾト 

百セント 

百セント 


九、七六三二 
九丨七六！ 11 二 

- rooK 一 

0 、三八七 
九、七六三二 

九、七六三二 
九、七六三 11 
〇、三八七 

〇、三 A 七 

二、 00 六一 
(一*九 bo 四四) 

一 roo 六一 

二、1 四 
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アボブパチア.智秘グユ 
リララチル • • ク 


ュ•グ1グヵ=» 
ラエプア ス 




二*。〇六 
OAO 六四 

二'〇六 
〇,五。一五 
〇*一 A 七 
九"七六三二 
一、00 
「〇〇〇 

一一、. 00ハー 

「 QP 三 

一、 00三 

二、 00六 一 


二。0五 
〇•九三三 
3 tA 七 
0、三八七 
1.、九五一一 
0、九七六三- 


〇、 九七六三： 

〇 %七 11111二 

一、九 H 五历 
( r 六三六) 

r 九 u 五四 

j V 突 〆 

(〇、 三三七 八) 
0.、七八一 
1「0七 ra ' 
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Ks? 

1 

ラ 


庚 

州 


磅磅 


十十 


九•七查 1 1 

九•七六三 H 

(完) 


〇赤惻錢問答 • (績) 

〇第四回明治四十四年十一月二十五日八十三號 

所栽 

〇再び赤侧设に就て向陵亭君に質す 

靑貨堂 

野生が第八十號 U 二三の疑48を擧げて • WE を發せる 
に對し、君の样細なる御敎示を得たるは•野生の大に 
威25する所であ-^ます*然るに猶未だ二三氷解し難き 
疑點あるを以て"再び君の敎を仰ぐ次第であ5ます 
野生の考ふ 6 . 所にては西淸古鱷ひ.ど出でし如く"元鼎 
二年に鑄られしもので、その鴒逝の原因と®むべきは 


鑫«多くな b て、鋦董輕きを以て京«に於てのみ造 b 
•レ ものと 致します*然してその廢止せられたるは•所 
箱後二年即ち元鼎四年^^74考〈ます，その換當の 
如きも、三銖の五ではなくて、赤側酱傭造當時の在來 
«の五*:當るべきもので、その中，には、無論^?^#の古 
きもあらんが、私鳙も*1, り 居 h しものと 推定致します 
君は元狩五年に三銖錢 を 罷めた b と 云ふも、實は武帝 
の建元五年に半 M の逭られ居るを見れば、三妹は當時 
旣に通貨として存在を認められて居らす*五铢開銪以 23 
以前は半 M の行通時代で有つたので•三銖の五に當る 
と云ふのは妥當でないと思ひます、假 b に赤侧酱を元 
狩五年に造 b しものとするも•半兩の五に當るとは言 
ひ得らる、も、三錄說は賛成し能は?*る所であります 
君は第七十九號に於て"全然三铢手と同一にして、ょ 
b 以上肥大なるは當五銭の風姿と見るべきものか，と 
說かれ走した、吾輩の考ふる所では三妹手なるものは 
五妹轻中最も初期に出でしもので、或ひは文字短かく 
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三铢に似たり とか*或ひは «« 赤く三铢に似た bvj か 
說かれて•一般に五銖中の最.古のものと認められて居 
る品で*假りに君の說に從は ゞ 、却て第二期以後のも 
のならざるべからす*同截に『又細翰にして谷深かき 
»及輪側の庚く正.しき黏などば殆ど三妹手かと思ふ程 
な6』と言はれたるもの、全然赤側«の製作の證據と 
しての効力を喪失せるの觀があ b ます 

『換當に就き J 其二の如きは相當の利益ある故、盗鑛品 
とても中々立派なものならんとは•思に當て推谅 VJ 云 
ふ V く" 盗鎢 者にそんな 遠 Jt あらんとは思はれざる 所 
な b •今：：： 銀貨の興 造に 全然鉛、或 ひは 銅な どにて 造 
b しものあるを見れば•古代と all も人情に ilb はなか 
らんと思びま t 

其一に就ては、根本の考へが連ふ故•改めて答へ t * 

其三は如何にも他に«:例は！寸見當 b ませぬ 
赤側名稱に就て•第七十九鼸に引かれたると•箱八十 
二號に說かる、處と相違があります"余輩は前說に餐 


成致します 

後說にょる時は*前漢五铢錢は殆んど大部分赤側贤な 
bi 云ふを 得らる、 樣に思はれます 
以上二三心附 きたる 點丈けを揭げ ました、 御敎示を惜 
むなくんば幸福甚大な b と存じます 

第五回明治四十五年二月三日八十四甓 

〇靑貨堂君に問ふ 

向陵迂人 

赤佣錢に耽て靑貨堂君再度の質两が出ましたが、今は 
_の箱®を逸して"全く君の意見と批評とであるか 
ら•必しも迂生が御答へする限 b でない I 思ひます 
尙迂生の反說と抵觸する所•か有から餘白を借りて"反 
問を試る事1:致•しました 

赤侧敍の鑄造は元鼎二年開 II せ b との貴說なり、然ら 
ば所謂三官餞鼷鍺と同年に當れ b 、 敢て网ふ、君は赤 
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側餞と三官錢とを混同せしには非ざるか*或ひは又異 
名同物との意味なるや 

前漢五銖鍺造時代を初期とか二期とか區別せらる、は 
何を根據としたるものにや•其分界及び泉形の槪畧を 
示された•し 

因に日く •前號貴說第四項に當推諒云々の評語ぁりた 
れども、迂生一個の當推諒ではない 
通鑑元鼎二年に 

令天下非三官錢不得行而民之鍺錢益少。 

計其费不能相蓄惟具工大姦乃盜度之。 
又第六項赤側名稱に就き迂生が前說を改めたるやに、 
謂はれたれども•迂生は下の記事を信するもの1:て* 
始終變ることな•し 
古泉匯 

今五妹因民 磨 取鎔故加以周郭復磨 
瓏之磨後其郭色新故赤因名赤側 
以上 (以 T 績次號) 


〇箱舘の大字錢 



安政四年1:松前に於て鋳造された普通品とは•一寸鐵 
の原 質 も異なり、 製法 文字等も大 ひに 相違して*全く 2 
別の成じを見るものに與へる 

大樣 * 大字•厚肉で樣子から質等ょ6推して•或ひは 
仙蠆石之卷の錢座に於て•本錢發行の初めに賴まれて 
試鍺したものかと思はれつ、ある•未だ同害體同形狀 
の銅母錢に接*しないから*確か1:そぅだとと言ひ切る 
こどは出來ないのを道慽とす 



〇秋田通寶 



明和 六 年の四當錢を採 b て、其苋永二字を削りたる跡 
へ、他の余；他又は漆かを以て秋田の二文字を加工し、 
一時の見本に私鋳の錢爐に於て假 b に數品を鋳た"世 
に知られざる奇品で、背は十一波文を浚ひ取り掃ひて 
穿上に、年號の堪畧として久字を置き•文久年間の紀 
標を表はして居る、未だ他に同文錢の散見するものを 
見ぬ けれど、 錢狀を一見したのみで實際錢座の試鍺た 
るを知るべく*戯作の盡錢等と伍すべきものでない 


〇外國貨幣研究の參考書 

東 IK 下谷山鹿義敎 

外國貨幣を研究することは*最も興味あり、 且つ 趣 
味あることです•か、然〇乍ら•參考書•か無 かつた り、 

實 物の入手に困難を感じられて、研究も 中々 に涉ど b 
ませんやぅです、私は、まだ此の方面の硏究に手をつ 
けて•僅々一年 半、 材料も相當に藏するこど、なりま 
した計りでなく*參考書も多數集められたど云ふこと 
は"偏に*仝好者諸君の御引立と深く信じて疑ひませ 26 
ん〇外國人ょりも •中々 熟心(:御援助下さいますから 
漸く、參考書も少しは讀める様」な b ました。皆様の 
御前 1: •些か 乍ら、 是等、貨幣に關して歐文で書かれ 
た數百秫のもの、 中、 良きものを 撰 抜して、特に次に 
記•して S きます、皆樣の御參考とも^^'、御入手の出 
來ることを悅びます〇參考書は原語の谥で記して置き 
ます〇是は原書の意味を誤解されないためであります。 

O Nederlaud 8 c 3 -e penlllllgep 
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〇 scots-staudard Silver gold coiDe. Catalogue, 
o - z •• 00 pper Coins catalogp 

今日本人の最も見易いものとして所 IK されて居ます 
ものは右の二種であります〇是等の农考窨は昔 fM 版 
本であつて、中々安い金では K へないもので御座いま 
す〇僅かの年代の間の货符のこビ を 害い てある*ス n 
ットランドの货帝の本•か四五年前で二百圓だし、ナデ 
ィン タッタ 氏のロシア貨幣解說が六百圓 C 云ふ 高 M で 
す〇古 代 . 1, It の货幣研究畜でも五十圓以上歎千 In の 
ものがあ b ます〇渙考害を蒐季ることは、貨幣研究家 
に 最も必要な こと、は 知5 乍ら*非常に 困難な こ tf で 
あります〇皆樣の中にも定めし良き il 考害御持ちの御 
方が澤山*ること、思つて居ります〇何卒、外國貨蕾砑 
究資料と して 蒐集いた して置きたいと思ひますから* 
是非御知らせを雇ひたいもので御座います OR 今*所« 
してあ b ます 貨幣蠡考害は 全部で 約百五十種 有ます0 
中には寫異が歎千個揷入されて居るのもあり•全々字 


のみで少*しも書の無ぃのが66ます0害炉れてぁる字 
も英語のみでなく、各國の語であ■つて、我々淺學の者の 
弗常に困む ところであ b ます 〇皆樣の御 力を借れて" 
內外貨 寄の研究の步の 進まんことを 希望いたし 孑す0 


.〇會 報 

〇紀亊 

大正九年十一月七 R 定例ょり編輯所に於て第拾五回例 
會を两催 〇て 九年度の納會 として 进大 であつ た27 
出席者は 

岡 侃 林靜男 三上香哉 
大竹寅吉 鷲田信一 鈴木中二 
小林洋之助 北浦大助 田中啓文 
上羽章都 熊瀑直七 本間素夫 
藤井榮三郎 森川穎 I .村上忠太郎 
新井源三郞 山本右術門 
等の賭君で高松の岡昌阜圔•濱松の上羽珍泉堂兩君の 



街席は特に本年掉舄の泉會を魴ちれて餘办ぁつた 
〇來る大正拾年の軔會は一 ^ oAOao 定別ょぅ 
〇入會者前號の績き 紹介 

供濱 渡邊嫌太郎 藤田巳之助 
大鎢 崔鈞款两 侃 
東京 日比谷# 大竹寅宙 
〇寄贈及交換 

吉田泉(完) 爱«古泉會 
朝旦四) 其 it 
考古學驩法(十ーノ三) 其 會’ 
〇地方在住の會員諸君に！！顯ひ致したいのは小包返送 
料として御送附の切手を二錢三*の二種に顧ひます 
〇两侃君は十一月一日上京せられて田中*藤井、林等 
の大家を；し熟心に研究を儘にされて中旬歸嫌 
〇上羽章都も#壤へ出瘠後撤日を f せられて»濱さ 
れた 

〇十一月廿三日大阪よ bM 田、 dt 村•龜島の三名上京 


«日より务家を妨 n 見學されて二十八日歸阪さる 
〇各地泉况' 

觯戶古 II 研究會は十一月第二 H 隈に其例會を開催し 
て不相變出席者も多く、出品も珍貧すべきもの多數 
であつたとの報あ b 

大阪古泉會は若見舊好舍方に本年の納會を開き、幹 
部鳝君の出品出席ありて赈は〇かり•しと M く 
高知古泉會も姫路幣泉會も每月例 會を 開き 初心者を 
銹導 co る由 28 
去る十月十五日豊棰市澜窨館*:於て屬さたる# P 古 
泉會 ■<: 就き同市長より禮狀を寄せられ、同時に濱松 

珍泉宝上羽氏より當日の最况を撖影せる寫具の寄贈 
あ-^た- C ' 

〇藤田樂具君十月十七日死去せ らる 

〇明治四年の金錢表 IT 
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金 0 镧设十文永 lJr 文久 fftAlL 2 音**- Mi 天保”« 

一 朱六百二十五文 六十ニト五文 四十ート十文 三十ート五文 七枚卜六十五文 

二 朱一貫二百五十文百二十五， 八十三卜五文 六十ニト十文 十五枚卜五十文 

三 朱一貫八！文百八十七卜五文 百二十五 九十三卜十 3L 文 廿三枚卜三十五文 

一 分二貫五百文 二白五十 百六十六卜十文 百二十五 三十 I 枚 トニ十 文 
一分一朱三貫百二十五文三百二十ニト五文一一百八卜五文 百五十六卜五文 三十九卜五文 
一分二朱三貫七百五十文三百七十五 一一百五十 百八十七卜十文 四十 ニト七十 文 
一分三朱 四 貫三百七十！^四百卅七卜五文 一一 百九十 ー ト十文 二 百十八卜 十五 文 五十 四卜 五十五 文 

二 分五貢文 五百 三百三十三卜五文二百五十 六十ニト四十文 
一一分一朱五貫六百二十！.一文五百六十ニト五文三百七十五 二百八十ート五文 七十トニ十五文 
二分二朱六貫二百五十文六百二十五 四百十六卜十文 三百十ニト十文 七十八卜十文 
二分三朱六貫八百七十五文六百八十七卜五文四百五十八卜五文三百四士亍十五文八十五卜七十五文 
三，分七貢五百文 七百五十 五百 三百七十五 九十三卜六十文 
三分一朱八寅百二十五文八百十ニト五文 五百四十ート十文四百六卜五文 百！卜四十五文 
三分二朱八貫七百五十文八百七十五文 五 百八十三卜五文四百 肃七卜十 文 百九卜 三十文 
三分三朱九貫五百七十五文九百三十七卜五文六百二十 五文 西百六十八卜十五文百十七 卜 十五文 

一 圆十貫文 千ヲ以|圆 六百六十六*十文五百 百二十五 





金金金 

i 

七三五 

拾 

五 

錢圓圓 
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大正九年十 i 月廿八日印 « 
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懸賞五圓宛進呈 t 

大正十年一月以降十二月迄に亘 9 て 多額の 懸賞金を 誰 方でも得 
る、 容易なる懸賞問題及び懸賞規定は改正新 大目錄の中に 詳記す。 

東京市下 谷帝國スタンプ研究所 

振替口座東京二五五八五番 


改正新大目錄1 S 誠1 I 

.. ^ 

印刷所の都合にょ SN 體鼓を新聞紙型 ごし 八頁に 亘り數千種の一枚、 riginaTY OF 

賣 、數萬種の組賣を 開始す。 新大目 錄の内容に就ては旣に世人に 知ら | 
れ たれば、 以て 東洋 只| の 大目 錄ごして他に譲らず。 印刷 實费御送附 

の 御方へ外國紙幣、外國切手、鱗 票 等百種 以上進呈す。 
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此錢は同書 (: 

同上廣穿 、鐵七 、 M 九 とあるものな り 


貨 播 第贰拾參號 



〇水戶背卜字錢の研究(中) 

花 林 塔 

水戶背卜宇‘の小錢は今：：：迄に發見せられたるものは左 
の數柯とす 



此錢は r 寬永錢1 i 肋編」1: 

安政年間常陸阈水戶 、背卜 字狹 穿、 狨 七、 I ' ri 六とぁ 
る‘もの^り 


窠するに此二錢書骶殆と相同じく、製作酷似せ卜、蓋1 
同一時の出^るべ•し*然れども其鍺造時を安政年 [ U ] と 
せ〇は何等の記錄に據て確定したるにや甚设泶なく思 
ふな b •殊に此錢 V 」铖鉍の邸と斷定し-鐵七 • M 六、 

或は种九とせしは此 を欺くの甚しきものな り、竹 際 今 
H まで 此錢の 銕錢は转 M せられざるなり 
今にして 往時を追恍 マれば、 常 II .1 F 此 ;lt:c の 編著中川养夼 
庵、 脱 IU 考古棠•构本進' rfn 堂の H 氏中に花て" ili 先 ^ 
米と して 春布庵# ら榀总 の衝 にあたりたれば* 卉中 欠 




飛の推定官進の斷定は殆と全部春布庵の說と見るべき 
な5、かくて此錢を安政度と推斷し-其安政頃は鐵錢 
の世の中なれば、本書編凝當時は未だ狃錢を見?'れど 
も•頓ては锇錢を發見せん？位の當推 #. にて譜中に" 
鐵七と 實物の存在せし如き記入をせしものと考ふ 
惟ふに學者の見地ょりして、か、る堪合に處するの道 
は如何にせば可なるやといふ|:、さる無實の記入は後 
世を毒するものとして爲すベからざる事とするなり、 
而して其意見の在る所は例言中»:「銕錢ならん乎然れ 
ども まだ銕錢を見す」との記事に止め"譜中には唯單 
に穐六*種九と正實に當時の實情を記するに止るこそ 
學者の義務なれ、ょし將來かくあらんとの推定が適中 
して、頓てしかある時に遭遇するとも、其空間の短時 
間に まれ、 長年月に まれ、 後進の者を惑はすの罪は同 
1 ab、 學者のゆめ/、爲すベからざる事なり*ま C 
てや古錢家なるものも一面1:於て一箇堂々たる Bi 史家 
なり、歷史は史家の推定や批評を挿入すべきものにあ 


らす、正直に當時の挥阶を财りの谥に記すれば足るな 
り、今水戶錢の研究1:あた b 今後古泉書を著すもの、 
頂門の一針ビして苦言を ild し. , ? 1: くもの な b 



此錢は「寬永錢譜後編」に 

.安政年間常陸 國水戶 、背 卜字廣 穿通異、鐵十とぁる 
ものな-^ 

此錢に至て譜中銕錢とのみ記して母錢に言及せざるは 
前辗の實在せざる子餞の數を揭げたるに比 C 大に正直 
なる點を賞すべし、然れども此錢を曲編同樣安政年間 
まで 引上げたる：：又 tl: 撰を免 がれす、 予の精鑑する所 
にょれば、 此の铋の質ど いひ、 製作と いひ、 維新前後 
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の風貌のほの見ゆる所はあれ*决して安政まで蜀る 4 
のには6らじと考ふるなり•若し夫れ前編に安 ft とし 
たる隋力に孿かれてしか定めしものとすれば、學者と 
.して餘りに腐甲要なき次第 VJ いふべし 

以上三種の錢を比較對照して聊か踱說を試んか•第一 
第二の二種は寬永銭譜編者の意見 - V 異り、反*に瘌銭 
の母錢ならんかと推定せんとするな今其理由を說 
かんに"第一のもの、銕餞の母餞ならざるの理は、餞 
穿の餘りに狭穿なるにあ b , 實際炉 ゞ る狹穿のものに 
、ては如何にして錢锴を M するか*もし些少なりとも穿 
內に鎢張りの胬肉を生じたらんには如何とかする、元 
ょり鐵錢の穿内は鋇酱の夫の如く嫌をかくる事不可能 
な b 、 糸ょ6細き特製の餞稍を作らされば用途を株せ 
さるべ•し•ま•して水戶藩は明和の木崎座以來鐵錢の鎢 
造には經驗あり*何ぞか、る rv 鹿氣たるものを作り出 
さんや、是予の鱗鞔の咏錢にあらざるべしどする所以 
なり*消二のものに至ては•是は又餘 br - 、 庚穿に過る 


にあぅ •本品の* く錢 fit さまで 重厚なら ざる ものが、 
かく M 穿にては！！出されたる班！**は、體*の臃»なる 
ょ b して、枝ょ b モギ取る時手に從て破碎せられん、 
小澤九郎兵術*>累世の ill 驗上か、る不合理のものを出 
すの理なければな b 、 是予が銕錢の母餞に あらさる ベ 
し vj する 理なり(未完) 


〇布ご r ムふ 名稱に就て 

向 陵^ 

古设に布と云ふ名稱がぁる其語源が流布の布から出た 
と云ふ說と實物の布 ( f ) が通貨たり•しょり轉せしと云 
ふ說と•かぁゐ未だ定說とならざるにつき聊か愚見を述 
て大方の敎を請ふ事とせ b 

s 布と甫と字義同一なろ車 
布と甫と字義同一なる著多 LJ 1: 、一例を'•小せば 
画說文： IT 种菜：！：阄围集5 T 興 L * J 同、. WI 足 Jill 也 
集 ($( tt:l 侑 ! HUM . ual : •乂 n -炻 
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此 p 字の中にある文字即ち HI 布布と®ても皆同一義と 
なるは宇源同しければな。殊に布が布となり甫となる 
は變化の順序を示す好適列かと思ふ其他布設と敷狡" 
布團と蒲團に於けるが*1*き又類例多き事なるべし 
音に於て布甫共に「ほ」「ふ」の兩音あり是等も字源 
の同一なるを示す者かと思ふ 

⑼布と甫と形狀同一なる事 
古錢布の龙狀は諸君の知らる、通りにして其原始品は 
東京博物館に廉せる班製器に依-'て農具なる勘の形狀 
である事を知らるベ L 原始的 ft 業時代に於ける利器の 
形狀は餘 b 多岐に渉らす殆ど同形なる V しとの想像は 
石器時 K の遺品(:就ても推想し得らる、な b 惟だ其用 
途に依り柄のまけ方を變更して座にも橫にも又曲^'た 
る柄をも附けたる者であらう隨て其器物の名稱に異名 
を生 U た事と思ふ 

扨て甫と云ふ器物は如 1 »*J なる 者で1)- らう か字#日、甫 
は且なりと此の且の字(:金の字を加ふれば「すき」と 


云ふ字になる又甫の字に金を加ふれば設也布也との 
解說ありて布鈕と同•し働を爲す者と思ふ 
一厝 適切なる 例を廖れば天子紋章？ 一なる 黼 M の M で 
ある 是は絳帛を以て質と厗•し黑白文を爲す其#出した 
者の杉狀は斧である即ち甫は斧であると云ふ事が了解 
出來る のである前にも述た通 b 其用途に依て柄の附け 
方を改め斧とも锄ビも新ともなるので原來の形狀は布 
甫共に同一なる者と考ふ 

⑶ 布と南との 昔義に 就て 

布甫共に同音なる事は前に述た b 而て其母音は文字の 
頭部ょ b 出たのである 

$ 布 S 甫父 

頭部の形狀は父と云ふ字から出た音である斧と云ふ字 
も同じく父と云ふ字が母音である父の字の組機は手に 
«:を執る象形である布と甫の下部にあるけ 或 種の 器物 



を意味する者である何物な b や次に解說せん 
( 4 ) 布甫 T 部の解說 

甫の首部父字を取 b 去れば残る文宇は用の字である布 
の字は巾(即ち手拭の如き布片)の如くなれども⑴に 
述べたる通り布^5の進化とすれば是又用字の橫書な 
き者と見るを至當 VJ す(用に檳書の無き者あ6次を見 
ょ)用と云ひ字は末粍の屬又通也•貨也•とありて II 
具をも云ふ通貨をも云ふのである此通貨は農具の形狀 
なる事自から推想せらる ゞ のである用字古文は 

此の外に多數あれども原始的の文字と見るべき者を摘 
錄せ b 今 H 我國に使用する锄類狀形は 


風呂すき 

風 a な«ふ 


等で此鋤先を|»と稱.し用に當のでぁる用字癀垛は風^ 




を II ふ班 «♦: 當る者で一本又は二本の者あ b 又布字の 
如く全くなき(金！：)者もある 

周語に而て其器用を利すとは此の用を銳利ならしむる 
のである 

⑼用字と金錢の關係 

ィ德川時代金餞の出納を司と b し役を用人と云ふ 
口諸入費會 計を用度と云ふ 
ハ佥錢のつかひみちを用途と云ふ 
•一利用厚生等の語あり 

⑼〇:本語と布 IfJ の關係 

筑後方言に锄の小形なる を「ホスキ」と 云ふ越前福井 
ではすきの事を「フスキ」と云 ふ 飛驊の山中に ては (古 
老語)利器の事を 「ラィフ」と 云 ふ•か 如き皆利器を指 
て 布 fir と稱する者は大 (: 關係ある 言 语に•して 他 H 此方 
面調炎の階梯とせり 
(")阽 論 

以上述じろ渑 b 布づ」云ふ a 葉 a 利戕の形狀一部分ょり 
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出#せる通貨1:其全形の名稱を傅へた者である故に中 
には斯も斧も斜も锹も浞同して居る事と思ふが柄部が 
ないから M 別しかぬるのでめる 

若•し此の名稱を嚴格に詮逯したら利器の一部分なる級 
即ち用に通ぎぬのであるから布 vj 云ふは揉かならす用 
I 稱すべきである。しか•し多年の慣例(:從ひ布と稱す 
るも决して差支はない事と思ふ(完) 


〇雜‘字玫 

. 支那杭州培風室周# 

節宇見於古幣者頗多。泉§志莫不知之〇纽字見於古 
印者絕少〇余於武林市肆中僅見其一。初疑爲古幣之銅 
范〇旣而思之〇僅一钮字、不適於錐鞭之用。其形式又 
舆印章相似〇不得不詆爲中古之私印也。而私印用此古 
畨上之文字、何所取義〇一時不能明瞭0今因相互發明〇 
始得！|於*0&«0「«<»」之古文。則該印爲私人餞姓之物 


可無疑矣 a 當末斷定 r 錢」字 以前、 頗爲仍說所面。及 
魏之權幣一 S 發明。方知此字與貨幣 > fj 同一之意味。此 
不侫於發表前文 時、 所以疑即錢字也。姑將灼說列擧於 
左而辨 M 之。 . 

(-) 金化說此說將此字分析爲二 C 如麂 liff 讀作颼一金 
':■ 化是〇李佐賢 云、 一金化漭 •言 此化可直！金 也。 果 
「従此說 、則 垣節茲纽 等、 於纽字上不冠以數字者 、將 
:作何 解。 

一 (-) 化金說此亦李佐賢之謬說。因其文字之位置與其讀6 
ス方之關 係、 故又释作化金也。其養解較第 I 說爲尤甚 
一： ( H ) 紐字說此誤認纽旁之び爲化宇〇謂即貨字之別體也。 

:i 戴熙古泉叢話云「古者以貝爲 g 故貨从貝。若以 金、 

則貨當从金。靴、即貨之義。省則化矣」不知貨字古 
篆作化。典？=不同。戴氏釋義雖可節取。而釋文仍未 
正確也。 

四新字說此爲今日之通說。解作古幣紀直之名也。然 
我之字典未布所謂新者似嫌杜撰。且如前述垣钳玆纽 
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等不冠以歎字、赙何以爲 le 直耶〇縱退一步言•單位 
之货幣不必冠以 f 而梁率纽一梧、顯然與梁下幣 
齊法化等名相類〇則其 iff 字爲物體之名、非可與後世 
供»之「圓」制餞之「文」同視者、不己不見乎。 

以上四說"皆不足取〇因思此宇右旁之び、旣非化字0 
又非斤字〇其即後世戔宇之所由變化歟〇 5=宇双形〇戔 
亦双形也〇大平百錢之篆害者、尙有从び之遺意〇及變 
爲揩隸 、始 改从 I 。許愼說文"錢爲田器。在六害爲 
象形〇殆指？=字而言〇其制作以金〇故从金旁〇古文亦 
有省金作；：：：者〇如殊布當十び•四 f 十びノ十；： T 舊說 
解作十化誤)其明證也。或者 難 日、古錢專指圜法•不 
賅古布在內〇 ( 據瑯樵通志)布之名在前、錢之名在後 C 
可知古布文宇不應苻錢字。窃謂不然 G 錢之名甚舊上古 
未行貨幣以前、巳有此名〇 _因鍺幣之形*與田器之錢 
相 近•即以 共 名名之。俗稱空首布爲 M 幣•亦因- It 象 田 
器之鏟(一名黎)而命名也。垣敍 濟錢 (泉匯释作齊地 
金 化)等 宇、 不遇 表示其爲成地之通货而巳〇蹶後稍變 


其！ so 而明記爲«者•尙不乏其例〇圓肩方足、則有處 
錢安邑錢梁率錢腹氏錢等〇方肩方足*則有糸酱京錢蒲 
阪錢晋陽錢等0(以上各錢並記软字者、因當時錢制不一* 

故著其換當之價格、可II面法中四化 六 化*照)小形 尖 
足"則僅見兹设一種〇然皆不失爲錢形也0至於長垣酱共 
冷(此宇不明)软等•不具錢形而亦名之日饅者*蓋因„ 
當時田器之！ ST 或巳更名•而通貨之设巳成熟語故耳0 
降至後世〇専用圜«0沿其舊名而亡其本制〇反以古代 
之錢形者爲非錢。則錢字之意義•至此己四變矣〇試皋 7 
其四變如 T 
第一期餅•田器名 
第二期 iff" 象形之通貨也 
第三期钮爲通貨之名〇不以象形者爲限 
第四期錢爲圓貨之名〇象；=形者•不賅括之 

或者之詰難〇乃依第四期之見解而生。溯典忘駔、似不 
能爲或者恝矣〇余欲就錢字•恢復第三期之見解0•特開 
第五期之紀元。未審泉界同志亦以爲何如 
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K 國九年十二月五 H 脫稿 

例に雒 6 和譯を揭げます 理唞 
钮の宇の考へ 

飢の字の古幣に見らはれたるものは隨分あります、泉 
界の誰もが知る所ですが、此字の古印にあるは絕少ご 
いふてょい、私は武林の店で僅にーッ見ました•初は 
古幣の鲴范ではないかと疑ひま•したが•思ひかへして 
見ると•たッた一の餅の字が在るばかりでは鍺幣の用 
には適しません*又其物の形も印章に似て居まして、 
中古の私印と認めねばならぬのです〇すれば私印に货 
幣上の文字を用ひるのは如何なる義があるのでせぅ、 
一寸譯がわからなかッたのです•か、今相互關係から發 
明.しましたば此宇は「錢」の字の古文と斷定した事で 
す、 此印は栽姓の人の私印たる事疑ひないのです、未 
だ此字が錢の字の古文と斷定する前には頗る舊說に囿 
はれて困りましたが魏の權黹を一且發明してからは、 
方に知る ft 字貨常と同一意味である事です*こ、に私 


が前文を發表 する II . VI : 錢の字かと疑つたに就て、姑ら 
く—舊說を列皋して之を辨駁しませう 
(-) 金化と讀む說此說は此字をニッにして讀んだもの 
で•處一纽を讀んで旗 I 金化と作す如きは是です、 

李佐賢は•一 金化とは此化一金に直すべしと也 W い 
ふのです*果、してさうビすれば垣€11や玆纽などの新 
字の上に歎字の 冠ら してないのはどういふ解释をす 
るつ 4 b でせう 

53化金と讀む說是も又李佐賢の謬說です、其文字の8 
位置と其讀み方の關係とに因て、故らに又釋して化 
金と する ので、其解を费す こと 第一說と較らベると 
尤甚むい*!りです 

三靴といふ字だ V 」いふ說これは iff の旁の？：：：を化の宇 
と饑み誤つたので、即貨の字の別禮な bvj いふので 
す、 戴照の古泉叢話に「古は貝を以て貨と .した、 故 
に貨の字には貝の字•かついて居ます、 もし金で 作つ 
たなら當然金偈でなてくはならぬ、して見れば銥の 
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宇は 郎貨の？ ある、 省略すれば 化となるのでぁる」 s 宇も撕んだ形なら。 f 亦双んた形です、太平げ 
といふて居る が、貨の宇の 古篆は化であつて、？ 錢の篆害の ものに尙びに從ふ様子•か見えます - 變じて 
は 同じからさる 事を 知らないのです〇 戴氏の 释 IIO は楷章隸害となる様になつて始めて改めて逢になつた 
節 取すべきです が、釋文はま だ 正確 ビいへません のです、 許愼 の說文には錢は田器な b とあ b - 六書に 
(0)新といふ字だといふ說これが今日の通說で、古幣在ては象形としますが殆 W の宇を指〇て言ふたのです 
に直の名を紀したものと解释するのです *> 、字典で-一其制作は金を以てする故に金旁がついて居るのです、 
考て見ると新といふものはあぅませんから 杜撰の嫌 古文には 亦金を 省畧してびとしたのもあ b ます、殊& 

が t はし ま甘ん か、 且前 f 如く垣纽茲 f どの當 十び や四 布當十 K (十2屢解して十 化と する は 
數宇を冠ら せぬ のは何を 以て 直を紀 するものとする 誤れ b ) の如きは其明證 です、 或 人 難 じて日く、古は 9 
のですか、 縦一步 退いて 單位の貨幣は 必らす 數 字を 錢 といへ ば專 ら圚法を 指. していふので、古耔 i 其 - 
冠ら すに 及は ないといふなら、 梁率 餅とい 土語は 入れません(鄭樵の 通志に據 る) そして 布と いふ名は 
顯然と梁 下幣や齊法化等の 名と 相類 〇 て 居ます、 則 前から在て錢といふ名は後に出來たのですから. 古布 
其新 の 字は 物 體の考41の—の「圓」や 制の 文字に 錢といふ 字を つかふてぁる害はないビ知るべ 
錢の 「文」と 同視すべき ものでないです しですといふのです V i かに M へ らくさラで li あ.^ 
以上の四說ろ 皆 取るに足りません、因て 思 ふに此 字の ません、錢の名は 甚 fi くから在つたので •上古 It 幣を 
右旁の W は旣に 化の宇 1: .あらす又斤の 字でもない tf す一發行. しない以前から23に此名は 肓 つたので す、 K : で 鑛 
れば、 後世の§宇の鼸化する源由では ないでせぅか、 幣の形が 田 器の？ •紙 g に因て 即其 名を以て之に名づ 



けたもので*俗に空首 布を鏡常と 稱するのも 亦田器の 
鏟(一名 鍫)の^だに因て 名 づけられたのです •垣 供 
濟餞 (泉 匯释 て齊地の金化となすもの)等の字は 成地 
の通貨であるといふ事を表示す乙1:遇ぎ W いのです* 
紀後！？其制を# f じて 栽と 明らかに記したものも^^に 
乏しくありません 、圓肩 方 足のものには 處餞安邑錢梁 
率錢窳 氏錢 等があり、 方 M 方 足のものには糸 親京餞蒲 
阪錢晋陽錢等(以上の 各 銭に 歎 字を 並 記•したもの、め 
るは 當時錢 制の一ならざるに因るので故らに 其 換當の 
價 格を著らはしたのです •« 法 中の四化六化と 對 照す 
べきです)が66ます、小形の尖足では僅に茲«の一 
種ょり見ませんが、 皆錢 形たるを 失 ひません* 長垣錢 
共^(此字不明)錢等に至ては錢形を具へすしても亦 
之を名けて錢とい ふは、 蓋翥時田器の錢の方が或は巳 
に名を更へてしまつて•通货の«といふ方が巳に熟語 
となつ て仕舞つ たに 因る のでせ う、降て後世に至ては 
専ら國錢を用ひて、其舊名に沿て其本制を亡ふて、反 


て古代の«形を以て錢にあらすとする搛になつて仕舞 
たのです、則錢宇の意義は此に至て四度變つたので す、 

試 U 其四 SI の晒を擧ぐれば T の如くでせぅ 
第二期纽は田器の名てす 
第二期纽は象形の通貨となつたのです 
第三期纽は通貨の名ですが形は似て居なくもょい 
第四期«は圆貨の名です W 形に象るものは之を括 
に脏す 

或者の館 II は乃ち第四期の見解に依て生じたので、古10 
典に溯て祖を忘 rt 或者の爲に恕すあたはざるに似たり 
です*私は«の字に就て第三期の見解を 恢後 しやぅと 
欲するので、特に第五期の紀元を開きます •か、 泉界同 
志者の亦如何となすかは審1:するを得ません(完) • 

〇盛岡藩錢札に就て ( H ) 

非 佛 

〇酱札及 R 用品相鴒 
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この正月二十七日の 被 仰出以 來敍札相 壌念々 下落し 隨 
て日用品の 價格實 に空前の 昂騰を來 すに至れ b 、 當時 
の狀况は橫川良助之內史罌に詳かなり 

〇 

…右之通り御沙汰に付吳服町御引替所早速御引 
揚取持の者追て御金所へ差出同所預钱高に應し出： 
之 

去る二十一日设札相塲御用達共ょり御上に畜上金' 
壹兩に付百四拾五貫文也内々相鴣取引四百五拾貫 一： 
文程玄米壹耽九百五拾貫文程白米壹升百五拾貫文：： 
程と云ふ豆腐一丁四百五十文程 ^ 
愛に至りて都て大小店に於て前記の如く商賣物隱； 
し置 I 切何品に資 KM 之渐く極內實懇意等に 
て無心1:及び候へば下駄费足拾參貫七百五拾文に 
_候樣成事にて f 由言語に絕せ b 世の中一切正 
錢の通用無之札 I 通りに相成萬民之苦み 言 ふも H - 
也然る處今度梅沙汰に依て錢札に引裼通用御停止 


に付®屋の分舊冬十月二十九日御沙汰にて悉藏空 
黴預品一種も無之候へとも酱札手に有之內はいま 
た潰之沙汰なかりしか此度之御沙汰にて悉く懐中 
空—ち御城下逮近在に至る迄潰申上御域下第一 
の質屋三芦町常陸屋權右衛門錢礼七萬貫餘に近く 
石町井筒屋九郎兵術六萬貫餘八幡町和久屋源右術 
門六萬 II に近く吳服町芳野屋をはじめとして質屋 
の分頃潰申上御城下是ょ b 後質屋壹軒も絕てな〇 
其不自由言はん方な〇 

其外吳服町にて唯井筒屋善助壹軒殘 b 〇 迄にて 平 
治(近江屋治郎兵術)はじめ材市(近江屋治郎兵 
術)吳服屋古手商貴店等諸町1:於て悉く潰し及 遠 
近在々に至る迄其損失嫌离之 事なるか 痛むべし分 
けて 吳脹町歎代の仕に せ 大店の潰に及候事惜むべ 
〇傷むべし此末 この 仕に せ 大店容易には出つ* へか 

〇 餞 礼引替延期 




慕府の嚴 重なる 沙汰に由卜、錢札引替を 爲さ、るを 得 
る こと ゞ な らし も 、正金栽の準備少しも無之爲めに 
また 御金所預6切手と云 ふ ものを作 b 、 之れ1: て 引替 
を爲 さんとの ことな b •しか ば、庶民 も 札を以て切手に 
稃ふることの同しく詮なきこ i を成せし かば* 殊更に 
手數 を勞 して 之れ を 引替ん とするもの もな き 有樣な り 
し•されば復左の沙汰書を出して引替を促せ 


◎品 評 

〇 東洋貨幣協會第拾六回 
出品前半品評 


延喜通寮||!^ 


京都 


b 


〇 

覺 

錢札御差留に付鉻々所持之札御金所へ差出御同所 
預切手に引替可申旨去月二十七日御沙汰被成候へ 
ば銘々錢札所持之者は早速御金所へ差出可申箸に 
候へ ども自然今以差出不申者 も 有之候は ゞ 來る 十 
日限差出可申候延引候ては御調御差支に相成候條 
此旨相心得候之樣御沙汰に候 

酉二月六日 (未完) 


e 畔轩伊藤庄兵衛 




2 

1 


灰黑色に稍や紅味ぁる淀川系の水中ょ b 拾はれたる無 
鍺の精美錢で*褽作厚肉細緣(細緣とは周郭の細きも 
のを指していふ)內郭は殊に 細く、 從つて普通品ょり 
穿(孔)が大きい樣に見受けられる、俗に種別名稱を 
進延 i 呼び(廷字が 少しく 前進して居る)此類に M す 
るものは阿れも美いもの•か多い、背や、接合の位置を 
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興に して 鍺去りの跡を留む るが •輪側{錢の外 • n •ハ 
をいふ)の雜痕 秀精 尤も妙で ぁる、 本誌第十三猇の同 
文錢濶緣-比して前期の鍺た るを 思 ふ 

元璧寶背上脑治|三河 

樹香堂足蛉嘉市 



夫正以降元祿の年代頃迄大隅國加治木の里に於て鋳造 
された類の一純で•他の元祐錢に比.し此錢は常(:澗緣 
(周緣の幅廣きをいふ)である、依つて自から面文も小 
さき理由に從ふ•背穿下に上字を有す、然れども未だ 
何等の標記に®するものであるかを詳かにされて居な 
いのを恨とする、本 rlllll の鋇質は靑味を帶びた灰白で丁 


度洪武の背木又は治字を有するもの、内、支那の背浙 
字洪武から鍺寫された一純等に同じ樣子を存して*長 
始元豊の速中-^は全く其風を則 {: 仕てる 


一字寶永.聽|錯 


松 


n!3 阜 W |»1 





3 


黃銅の禀議錢に•して•寶永通 W 發行前の試錢である • 
背の輪四隅 {: 萬 R 通用と四字を邸錢に打込んだ it に^ 
出されて居る、寶永通致の背は永久世用の四字を存し 
て、これょ b 今少•しく鮮明である、二字寶永には隨分 
n 物が多々あるから6.して窀らる、ことを要する 
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享保通寶 is 門 li 

0 , 

s 保 ‘ 


阪 


M 々堂甲贺宜政 




銷色稍黃味を含みて紫白の質で•恰も元祿十五年代の 
銀 R 通资澗緣肥宇の一純と努齡たる製作を 示し、 精妙 
至鮮の佳品で ある、 背永字は寶永錢の後ちを享けて、 
永久世用の省畧を配し、改元祝鋳の試錢として實に坌 
々たる 近代錢中の®品で ある、 正良本品の如きは頗る 
希少にして後代摸寫の渑重なる品のみ多い 



ざる出土其値の厚肉の布であ4•垂の地名は齊阈(今 
の山東省西部にある泰安の平陰にあ b ) の - r 巴な b 、 

公字布と共に有耳三角形股(有耳とは酋部の兩方に突14 
出あるもの•一二角形股とは普通の方足布に衡しての相 
違を指•して呼ぶ)別の狀布に屬する奇形品である 


#字布■一 


神 P 


有無樓大石三千穂 


梁敬帝 


兩柱五銖奶％年 


名古屋 


rK 


大成堂土方禺雄 


銅色稍や白く古色淡く黑い傅世の錢で、製作小樣铋肉 
ながら形狀 整頓して 至 精で ある*梁の稚泉五铢を其ま 
老靑の古色を 全體に 被む りて まだ手磨れた る 跡を認め、に應 用して、面 穿の 上下1: 兩柱を 設きたる梁朝 末期 
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の特別品で、內郭を々する嫌宇美制の兩柱錢 (: 前提た 
もものである、杭州の周書大人は兩柱五妹の敬帝錢說 
に就て取るに足らざる恐論で あると いはれたが、 それ 
は文書にのみ依りて引證せらる、結果で•內郭五銖の 
陳代錢說を何と見らる、か、思ふに未だ K 物に就ての 
研纘が足 b ない爲めの故である 


天國太平臓秀妓 


濱松 


珍泉堂上羽章都 


大樣厚肉の眞綸錢で皇帝通寶ビ同じく浙江錢監の鋳造 
に係る錢風を具備して他の洪氏諸錢 {: 優れたる錢狀で 
ある 



司 


後代私鍺 


2 xK-r 


魚京堂津田繁二 




5 


俗1;いふ豆道光の類に M する私鍺彷寫の薄小錢で、面 
文太平の太字は點盡を失びて大となり一般の書風に大 
なる相違を示し"背は全々聖孜の二字を排〇て他の淸 
朝錢の醜なるものを應用.し"滿文も上 T を判讀するさ 
へ能はざる不自然の腌なり•然れども其現存は却つて 



珍とするに足るベ〇 

大寶通寶 S ■黎雜宇治山 出—堂— — 


銅色は黎氏初世 nir-M 令の少し赭黑き褐色を含みたる 
製作最も端正*輪も内郭も整然として優(:美しき錢で 
ある、大寶錢には大字"小字•又は濶緣異書等の小異 
•か數品あるが然し本品はそれ等に代表たる正字正樣の 
本爐錢と.して稱すべきものでめる 

景統通寶體^' 亂 * * 王 泉 堂二宮 靜一郞 
黎 氏の 鍺錢中 1: 於る殊に 製作の屘秀 なる を此錢 とす、 



銅色灰褐，大铙 {: して肉2:く輪郭錢文特に勝れて、^ 
錢の本埸と t 稱すべき支那の歷代錢にて其比を見ぬ辟 
の佳作品でぁる•丑つ本錢は類品の最大様(:旭.して、 
正しく一頭地を拔くの觀がゐる 
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鋇質白く古色黑褐を例として*製作粗狀旣に具餘錢の 
時期に垂ん i せる黎末紹統と同年代に於ける阮文岳の 
泰德年代に鍺造された別爐の餞と推定すべく、莫氏代 
の明德とは全く相違し、背の諺文未だ詳譯を得す 


開元篆書錢 


大阪 


好和堂阿部種次部 


00 


紅赭の別柯錢なり、古くは莫陬源の永定通钗1:似て猶 
薄小粗製である、保泰手と稱する紹符元寶の下流 (:M 
する阮代の私鍺錢中(:組す V きものにして、面文は南 
旗の篆書開.兀を採 b て摸彷したるもの•阮代の私鋳錢 


で6-< 


大正十年 n 九 U 衆評 


〇細 


評 


左の三品は一月例曾の出品なれ ど、 特に諸君の注意を 
要望するものと思惟し、各細評を試みて揭ぐ 

な宇多天皇 出—神！！ 

ブ tr 7 Ls ^ 弓 ^: , 平 二年 ® — 


旭械堂小•奴 協17 




頃0：神戶に於て後 M されたる珍品中の一界彩にして銅 


は多く宋•兀明の諸錢文を其ま、應用鍺寫•したるもの常色手磨れたる部分は-淡设く全體に辨く綠色の出十铋 
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シ被むつて掬 tV き Hil 色を保つて居る"製作は此時 
代の皇朝錢 {: 適應して - S の如く粗造でぁるが"錢形は 
其中庸を得て賤しからね ど、 背狀は鍺范して(面と背 
との泉范の合せ方が完全でなかつた爲め、鋳去つたや 
ぅに其位 S •か合致して居ないこ J £) 佳ならざれども却 
つて鍺口の存在を知る爲めには好資料に値する、本品 
の特別名稱を方冠と呼び、類品の^^錢と狹平といふ 
ものとの別流に雇し、殊に寬字のク冠は長くして兩肩 
部に方形を爲し、見畫は肥大扁平且つ、サ盡も長く大 
• して盡く異なり、他の三宇も亦た小異一様に非ら す、 
寬平錢中最も近き發見品1:して其存在未だ數品に過ぎ 
す、 延寬といへ る ものに次位し加之 字 文の鮮麗なるを 
赏す、此二 M の珍品以外苋平大寶には次ぎの如き面文 
名稱の小異數種ぁり初心者の爲めに附記す 
延屡、狹 平* 爪寬•澗大"正字、小字等 

乾 S 兀寶背松 IIII 1 知 足 庵楠田金之 亜 



過般藏主が再度報逍を寄せられた南洋バラセル群島近 
海の海底^礁ょり堀裼げた支那錢中1:先人未見の珍 It 
として一同の垂涎を禁じ能はざりし逸品である 
銅色 TFT て灰黑、丁度淀川下流出の皇朝錢に見る様 
な古色を呈し、製作稍や厚肉で"錢文細く普通に比し 
大きく美•しぎ眞楷の內郭(孔の廻りの匾郭をいふ)比 
轶的細狹の錢で、背穿左傍に松字の巍確たるを記す、 
即ち舒州宿松監の班錢局に於て鋳造せし標記にして、 
鋇錢乾の道に有背文を見たるは穿上1:正字を > fj するも 
の一二の外は未だ嘗てし散見せざる所にして殊 (: 賞揭 
- t るの要あるものなり 
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但し形少しく小樣なる鐵鎢の同標記ある錢は往々坊間 
に其影を存すれども、それは何れも穿上に陰然 VJ 判讀 
するを得る1:遇ぎざ，0程度の粗醜品にして、銅鍺本品 
の如きものを未だ渡來したるを耳にせす 


太平通蠢大錢^宋 fe 

門 E I 堂永野嘉代太 



面太平通寶背穿上に太なる星文を有する大锇錢にして 
製作胡 M 厚肉なれど•手取：0の重量思ひの外に輕るく 


傅世の古色は勿論犯し«|き古雅の態裁を有す、 宋初新 
興の幣制猾未だ定まらざる時代に於て*唐末南方地域 
の錢系に依りて鋳造された大鐵酱にて、其 BL 恰も殷闽 
の大鐵錢と大差なく •當時の拽當憤格も當百として發 
行せられたるを追想して憚りなかるべく*後ちの陝西 
鐵監の製品と比し•一見して大相違あるを知るべし、 
類品元より希少然かも銅鋳錢の舶搿せるものなし 


◎顧選函 

一 〇朝鮮郵便官署國庫金 

i 事務史之一節— f 刊行) 

I 朝鮮總恃府遞信甸發行の同書 中、^ It 幣に關する一節 
|を抜萃して、流域其他を參考の爲 め揭ぐ 
〇現金遞送方法及び遞送道路 
，本節 *: 於て現金遞送资の査定を說くに先ち-洱韓阚貨 
幣制 度の旣往に於ける 沿革 及び本業 務實施 當時に於け 
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る狀况を槪說せんに r 抑も同國に於ける貨箫は、高麗楮箫制度のみ殆んど二 w 年 nQ 持綾し•當國に於けも幣 
成宗の十五年(本朝一條天皇長德二年、西曆紀元九九制中*他に其類例を見ざり•しが*夫れよ b 後孝宗の時 
六 年)班 II を用ゐたるを以て嘴 矢と し、後 ff 餘年を経(本朝後光明帝慶安六年•西曆一六五〇年)交易に逸布 
て* 粛宗の 六年銀一を 制と して龈租を造 b 、 翌七年疋を用ふるを禁じ、官鎢の外1: 私， 错を許し、或ひは逸東 
181方孔の鋇錢を鳙造したるも、僅かに湎铺の類に受授の唐酱を输入し、一般民間に用錢を獎勵したるも"種 
するに止まり、普く民間1:沬通せす•交易は依然米布-;々の弊害發生•したるを以て、同王の七年終に用錢の令 
を以てせり、後高麗明滅 CL " 朝鮮の太祖政權を掌捶一一を撤廢せ.しか ば" 世は再び米布の交易となれ b 、 降つ 
せ〇より以降約五百年(本朝後小松帝自明德三年至明一：て近世に至り太皇帝の三年(本朝孝明帝慶應二年•西 
治 二十 七年*西曆自一三九 二 年至 一八 九四年)間貨幣：一曆 一八 六六年)時の攝政大院君、最福宮造營 の 資に窮20 
制度は蠢興廢極 t なく、歷代皆幣制統一に苦心畫：一し、新窨錢を逭去價伴は1を强制通用せし 
策した. CN 、 今 其變遷の重なるものを皋ぐれば•太宗の一 | め、庶民之が爲め苦みた；^ と* 事餱旣に斯の如くなる 
梵年(本朝後小松帝慶永八年、西5四 〇一 年)始め1一に、此間戦亂數々起り、濫鑄僞造又は密輸人等、頻り 
て楮被を發行し、同£に鱟の通用を禁じた-^しが、に行はれた矣め、幣制奚亂其®に達し、又殆んど 
後世祖の九年(本朝後.花圔帝宽正五年•西曆一 S ハ四收检す•へからざるに到れ*^、兹に於て太皇 S 二十八 
年)に至り、 格 術の流通するに從ひ、漸く WMjl の ^ 1:年(本朝明治二十四年、西曆一八九一年)之が軟濟策 
堪へざもし かば、 其補充とし.*箭幣の硬質を發行 C たとして" 典 豐に命じ 新貨 を择行せ*しむると同時に 帝 
もも" 一役 1:流布するに至らすして其 跡を |@ち、 軍 b B 政府よ b 顧閜を 霣 •し •新式货幣を！！ 逭せしも*未だ 



t 


汎く淹逯するに至らすして日 s « 役两始せられた b 、 
_皇帝の三十一年銀貨本位を採用し、新式貨幣發行 
章程を*布し*玆に始めて成文の§制度を見るに至 
b たるも•其寅路見るべきものなく、却て諸種の弊害 
を釀生せ b 、 是政府の當路者^^め一般民衆に至る迄、 
貨幣の奠理を了解せさるもの多く、貨幣鎢造を以て恰 
も一種の營利事業の如く思惟し•當初本位貨幣たる五 
兩銀貨の發行を咸 じ* 鎢造利益の多き白銅貨を濫發し 
たるのみなら中、特許料を納付せしめて、私錄を許可 
し、其甚しき1:至りては官吏は官製の極印を貸與•し、 
又は I 面に於ては私錄の白銅貨を以て、葉錢に交換し、 
以て私利を逞ふする者すら生 t るに至りだる結果*巨 
額の僞造白鋇貨•民間に汪溢•し其流布全土に洽 ねく、 
本位貨幣及葉錢を靨逐 •して、 品質粗悪の白銅貨の外に 
通貨なきが 如き 奇 銳 を呈せ bl 今國庫 金 出納 保營事務 

開始當時に於ける白鋇貨及葉^の-®なな流通跖域を示 
せば左の如•し •‘ 


一京畿道忠淸南道忠淸北道 
白銅貨* i 域^江原道(杆城以南沿海串を除く) 

/黃海道平安南道平安北道 

H 慶尙南道慶尙北道全羅南道 
全羅北道江原道(杆城以南沿海岸) 
咸鏡南道1北道 

本事務取扱開始當時に於ける通貨の狀况上述の如くな 
るを以て、各局所1:於て取扱ふ現金の受授は"勢其大 
部分は白銅貨又は葉錢たらさるを得す*即ち各局所受 21 
拂取扱上生じたる過剩啥は*殆んど皆是等小餌貨幣た 
るを以て(下畧) 

算出法 

金种 重儀 重坫五贳文“衡—金額 
葉 錢穴錢凡 I 匁 七 HI 五十錢 
T 錢 S 九分五〇四- 二十 六 W 一一 十錢 
一钱銅貨 一匁九分00八二十六圓二十錢 
五‘分鋇貨五 a 凡一匁九分 十三圆十五錢 
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五« 白銅貨 I 奴 二分四四一二 百 圓 
二錢五厘白鋇貨 li 凡 一 奴 一一 分 四 百 DD . 
十錢銀貨 七 分 一八八 約 七] T 圓 
二十錢銀貨 一匁四分三七七同七 百 圓 
五十錢銀货 三匁五分九四二同七 百圓 
五圓金貨 一奴一分一ニ ニ萬二千五百圓 
十圓金貨 二 奴 二分ニニーーニ萬二千五百圆 
二十■圓金貨 四奴四分四四四二萬二千五百圓 
右の外日本貨紙幣の流通せる地方もぁ b 、 右の內葉錢 
及二戔五分白鋇货を除く外の貨幣は漠诚府附近に於て 
のみ流通し、地方に於ては未だ充分流通せ す、 地方に於 
て最も流通せるは葉錢及二戔五分の貨幣にして、葉餞 
は全羅"庚尙•咸鏡各道及江原道の一部に流通す(下畧) 
猾此外舊錢 tf 邦貨との換算の左の如く記せり 

明治三十九年國庫金事務開始の際は"葉餞一個は邦 
貨一厘五毛の割合を以て受授せしも*明治四十一年 
六月以降は一個に付二厘の荆合を以てする ことに 改 


めらる. 

五兩銀貨は邦貨五十錢"一兩銀貨は邦貨十錢 
11五分白銅は邦貨二錢五厘、五分赤銅は邦货五厘 
一分黄銅は邦貨一厘に相當す 
新金貨光武十年に 

二十 ST 十圓> 五圃•の三柿を發行せり 
〇舊白鋇貨に關する命令 

公告 

韓國洱白鋇货は昨年十一月を以て一般通用を禁止せら 
れ只公納金に限り本年十二月末日迄使用し得ること、 
な b 通用し來りしも明年一月！日以降は公 S 金に も 使 
用を禁せら〇、に付同日以降は統監府郵便局所に於て 
も絕衡に同货帑の受入を爲さす 

明治四十二年十一月 統 S 府通信管理简 
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〇元德 M 寶 

滕井深藪庵藏 



銅色帶黃灰白•製作澗綠稍や薄肉、•內郭比較的繊細の 
精 i にして、錢 M は自から北宋の政和宣和等の陝西 
鋳品の銅錢中に於ける一類に近似して少しく相違し、 
元德の二字は類例を見出•し難けれで•通寶の二文字は 
正1:太平通寶の大樣なるものに酷似す•即ち本餞錆造 
に際し其十：臺となりたるを^する1:足るベ.し*天盛•元 
寶錢に前提として、後ちの皇逨光定二錢|:祖たるもの、 
遼錢風の 鋳 法に 依らす して* 尖金の f 5 風!:意を介した 
る頃の鋳錢たるや論なし*現存頗る希少にして內地に 


舫 !| すろもの僅かに 二 品を知る (: 止まる* 元德は丙 s 
崇宗の元にして北宋の宣和元年に當り、逸未金初の骚 
搖時 代に 列するの時な b 依て、自から當 時の支那各地 
I : 大興動を生じ 錢制鍺法等 も、それ < 混交改革を來 
し、谷地特有の鋳錢法1:一定の流義を確めざりし時な 
n ば比較すべき例證 {: 乏しけれども* 其製作錢風鋦贺 
錢文鑪痕又は鍺肌等に依りて、正否を判別すべき部類 
に M す本 Mi の容姿幷び1:錢文の美明なぞ珍 It 類稀に見 
るの逸品なり 23 


〇南洋、バラセル群嶋の古錢 

品評欄 r - 褐けたる乾道背松錢の外に•楠田氏は左の十 
一品を出品として送附せられた何れも同古色の佳品で 
ぁった 

政和通寶當三銅，建炎折二大樣典篆二、乾元常 十、 乾 
道元寶篆蒈•嘉定折二無背、天佑折二-徐天啓折 二、 


天定折 二 •天定當三•大義折二等 


〇赤惻錢問答§ 

第八回明治四十五年七月二十四 H 八十九號 

〇四たび赤側錢に就て 靑 货 堂 
赤側錢に就き前號に於て"又々向陵亭君の御手歎を煩 
しましたが、迂生には未だ合點の行かぬ所もぁり•且 
つ今日まで小生の述べし所にも聊か不俯の點もぁらま 
す故、今一度餘白を借 b ることに致しました 
! •小生は第八十五號に於て西淸古鑑と通艦との正否 
を伺つた稂 b ではなかつたのですが、武帝紀(漢書) y , 
通 艦との輕重に就て申禀したのですが、「専ら古泉家 
の立場から論じたので"史籍の正否に就ては研究して 
居りません」1、史藉の正否輕重等は君は眼中置て居 
られませぬ故•又此事に就ては深く申上げませぬ併し 
君は西淸古鑑は、成島先生が 無用無 签の愚書と M 到せ 


られたる欽定錢銘の 事と 思ひます云々と•暗に野生の 
迂愚を諷せられましたが、模思ふに少くも小生の引用 
〇た場所だけは、無用無益どころか、赤側錢の考證に 
は最も有用有益なる記事と云ふべきであります 
一二、三錄锊云々の件•食货志を引て御說明下されたる 
深く威謝致します•然しながらこれ とても、 武帝の半 
兩を鍺造したこと、明かに武帝紀に出て居る以上•未 
だ三銖を以て、當時の公式通货とは認むへからす•冇 
司日云々*今：！：有司に一錢銅貨は明治何年から何年迄 24 
鎢たかと网ふたら•果して正答を下し得るものが幾人 
あ b ませぅか•是 V 」同じ理屈で、半兩の中に三妹も雜 
つて通用して居つた事が分るけれども、三妹の公式通 
貨ならさるは、前述武帝半兩を打破せさる以上、動か 
すべからさる所であ6、武帝半兩に就ては諸泉害等〇 
く認むる所で•吉金所見錄？如きも、所謂思害西淸古 
磨に據 b て、有郭酱を以て之に塡て居る位であ 6ます 
11 r 磨し箱を取る•か故に周郭を加へた事が本題の主眼 
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で"之を磨 ff したから赤側名稱を生じたのである云々 
此點は君 VJ 同成であることは、前々述べた通りであり 
ますが•當初第七十九號に於ては當五 IK たること*鏑 
造年月も併せて重要なる項目であ bi •した*今に於て 
も亦緊要なる項目であ b ます 

四、 そこで今度欽定錢錄などの愚害にょらす、君も信 
激する吉金所見錄に雄る*:、同窨赤側錢の條下に • 

史記平準書武帝鍺五妹郡國多赛11餞多輕而公卿腈 
令京師鎢鐘官赤側錢一當五賦官非赤側錢不得行 
VJ あ6、属下に箱八十二號に君の引かれたる、後二歲 
云々の記事が接 if して居 b ます、以上の記事を通讀す 
れば、赤佣錢は元狩開鎢のものに非すして•其れょり 
も以後に出來たものであることは敢て嚷々を要〇ませ 

ぬ 

五、 更に古泉家の立填から論すれば•半兩を罷めて新 
式の五銖な6級を作 b たが、又赛餞が出來て仕方がな 
い、玆に於て1層偉大なる錢*所謂赤側«を作った、 


後賤民巧法用之不便と云ふので罷められひ、そこで W 
拔けた錢の必用はなくなる*だが姦餞が出來ては成ら 
ぬ故に、於是悉禁郡圃母鎢錢專令上林三—錢と云ふ 
ことになつたのであ b ませぅ、扨てその赤側錢の後1: 
出た五妹は何の様な«か、と言は ゞ 先づ明治泉譜第一 
集に出て居るのなぞ•かそれであらぅと思ひます、其後 
漸次製作精巧にな b •两鴒當初の三铢手の古撲なると 
は殆んど別物の樣になつてしまい、その®致が第二集 
の所謂後漢錢であると考へます 25 
六、以上の說いさ、か磨興云々とめる1:损突する樣で 
すが、斷して然からす*一例を播ぐれば耳白设と云へ 
ば、古寬永のことなるに、正德龜戶錢のこビになつて 
しまつたと同 L ; で-同じく磨 SI ではあるが一段圈拔け 
た"吾人の所謂赤側錢のみを赤側酱とすべしであ b ま 
す•單に周郭の磨側のみを以て赤側设の標準とすれば 
前滇五铢は大部分赤侧«と云ふを得べし•それでは俗 
人の雄！ K に街し*銅«であれさへすれば直永餞の H を 
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見ても耳白と^ふと同じで、 古泉 家の 耳 白とは正缠龜 
戸 «を揚ぐ6*> 如く、赤側に於て は 第七十九猇钃に歸 
着するので^ b ます 

七*然らば赤侧錢は何時出來て何時止められたか、鎢 
造されたシは•漢畜武帝紀の元鼎二年と云ふが f 僧 
ずべく、製作や文字の結構なども、三妹手と大差♦かな 
いのを見ても開 II 期と著しき年代の距離がないことが 
知れる、形體の雄偉なるは當五錢の風姿とすべく、當 
五とは赤側錢鋳造當時現在の通用錢のことで、三妹の 
五といふにはあらす、其廢止は平準書の後二年即ち元 
鼎四年とすべきものと考へます 
以上前々申述べた所と同きも 6 b •或ば少しく改めた 
るも あ b 、 更に加へたる もあります が•大體 に 於ては 
變更しないつも b であ b ます、 餘 b 败々しきは却て會 
員諸君の御迷想と存じます、し自分も所成の大部分を 
述べ終 b ましたし*向陵亭君に於て御屬存なければ • 
一先づ此邊で赤侧論の結末と致•し度いと思ひます(完) 


以上の蝕き大网答があつて當時の人氣を集めたもの 
であ.^ま〇た 


.〇德 川 氏貨幣史(嫌) 

藎重秀の改鳙說を主張せ しは" 典に財用を足さん とす 
るの意に非す して、 巳を利せん •か 爲か如此の議論を提 
出せしな り、其故は重秀の嚮 に論する 如く•今年使用 
すべき金額は僅々三十七萬兩 に 遇ぎ t 云々"と 言ふを 26 
以て見るべきな b 、 何とな れば 政府の 歲入は今年の歲 
入を以て、直ち1:今年支拂ふべき者に非らざるは論を 
俟たざるな b 、 重秀當時財源の«を3る豈之を知ら ざ 
るの 理ぁらん や、 然而して 云々す* 蓥將軍の鹅 を 騖か 
し、其思ふ所を遂んが爲め なり •而して m 行 はれ t * 遂 
に其部下に 命じ 擅に銀貨を改造し(二寶娥)且つ左の 
如き布令を發布せり 
11 
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近年銀拂底之由其閜苻之通用不自由に相見候につ 
きて銀吹直被仰付候間吹直候銀段々世間へ可栩渡 
候末有來龈と同事に相心得不殘吹直候は >古銀新 
銀入交遺方請取渡 m 替共に無滯通用可致候上納銀 
も可爲同前事 

新金銀出來銀座ょり出•し世間の古銀 i 可引替候其： 
前銀の員敗を增可栩渡候間兩替屋其外 何商寶 にて一 
も勝手次第役所へ持金引替可申事 ；： 
銀引替之儀町人手前ょり引替相成候間武家方其外) 
相*にて町人へ渡•し引替可申事 
寶永七戊年六月 

其後復一曆の劣惡銀貨を鎢造發行せぅ(三寶«)實に： 
寶永七年の事とす 、 

篡府査も之を知らす•元祿金 It の劣悪配合多量にして 
硬固"物に«れ折裂し具きを憂ひ*改鎢して其患を除 
かんことを令せ' [) (寶永七年)世之を稱して乾宇金 
云一方(:於ては貨幣の純ならざるを 憂 ひ、一方に於て 


は 限货を 改鴒して 益 劣悪に赴かし む•裏麻 當時の 状* 

を通険せざる者は、前後矛盾するの威なき能はす•豈 
獨り後世の人のみならんや*然れども深く典內郭を« 
察せぱ利慾の士財賦を IFb 、 檀に之を改造す6あ 
同年に前後良否の二貨幣を鎢逭するも亦怿むに足らざ 
るな b * 當時新湃二貨の交換增步は 
慶長金百兩 乾字金百二十兩 
元祿金百兩 同金百二兩二分 
重秀旣に二寶三寶銀を銪造し • 瓤利を占めた b しが* 27 
正德元年復た之を改鎢せり、資永二年ょ b 是歲に 至る 
供貨を改造する前後凡て四回、日く寶永、日く二赍、 
日く三寶、日く四寶と而して改11するや一间は一间ょ 
b も劣り、四寶鑲に至りては遂に货率を降0て銀一二 
鋇八 八と なすに至れり 

名稱 百分中] ffi 銀 ff 分中 M 分 
寶永 五〇 五〇 
二寶 四〇 六〇 



三 資 三二 六•八 
四寶， ！ 二 ん八 

儀貨の劣惡に赴く*其れ此の如し>物15^變動せざる 
の理1)らんや"正德元年市編取引交換する所の銀貨價 
格を<1ば*則ち物檟の昂騰す るを 知るべきなり 

元—! il g li - 一一 . 5III 

右四回の！！菹額は 

寶永 二七八"一三〇貫〇〇〇 
二寶 五、八三六〇〇〇 
三寶 三七〇、四八七〇〇〇 
四寶 四〇 I 、二四〇〇〇〇 
合計 一、〇五五、六九三貫〇〇〇 
乃前後七ケ年の鎢造に係气是歲(正德二年)重秀遂に 
其職を免せらる％元祿以來重秀理財を司 b 、 貨符を改鎢 
する凡て七0*其毒天下に流布す«すべきなり(未完) 


〇明治四年の金錢表 


永氟目 
一厘六 厘 
二厘一分11厘 
三厘一分八厘 
»厘二分四厘 
五厘三 分 
六厘三分六厘 
七厘四分二厘 
八厘四分八 M 
九;-1五分四 M 
一«六 分 
五酱三 匁 
十錢六 匁 
廿餞十二匁 
五卞酱三十匁 
百«六十匁 


0 

十文 
二十文 
三十文 
四十文 
五十文 
六十文 
七十文 
八十文 
九十文 
百文 
五百文 
一貫文 
二貫文 
五貫文 


金 

金一朱 
金二朱 
金三朱 
金一分 
金一分一朱 
金一分二朱 
金一分三朱 
金二分 
金11分一朱 
金11分二朱 
金二分三朱 
金三分 
金三分一朱 
金三分二朱 
金 H - 分三朱 
十 JI 文|金一圖 


永錢 

六餞二厘五毛 
十二錢半 
十八«七厘五毛 
二十五錢 

三十一酱二厘五毛 
三十七餞半 
四十三餞七厘五毛 28 
五十錢 

五十六錢二 M 五毛 
六十二錢宇 
六十八錢七厘五毛 
七十五錢 

八十一敍二 M 五毛 
八十七錢半 
九十三錢七 Ml 五毛 

百錢 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



◎質 疑. 

〇壹圓銀貨(:就て 

名古屋土方大成堂 

明治三年ょ b 發行せられ旣に通用禁止と成 b たる壹圔 
銨貨は其他の貨符と共に一般の通用貨幣として*行せ 
られたるものと私共は思ふて居ました、或る一部の人 
を除きては無論私共と同じ考を持て居るだらぅと思ひ 
ます、此頃偁然の事から私共の考の全く間違つて居た 
事を後見しました、夫れは廣き意味の通用貨幣でなく 
單に開港塢に於て使用する貿易銀として發行•したるも 
ので、其以外は人民相互の間に承婼 h 授受する事は歎 
許するが、公用の上には通用せしめぬと言ふ趣意であ 
つた事です、然る-明治八年妒ら貿具銀といふもの♦か 
吏ちに發行せられて居るのと、登圓銀貨が引嫌き發行 
せられ*事實一般の通用貨常と.して流通.したる事は周 
知の事柄で あり i すから前記の趣意は 全く 消滅•したる 


事に成つ て 居ますが、是は改めて改正の f か何かゞ 
出で居ろ事ど思ひます、此點が判明•しませ12から何卒 
御敎示を願ひます 

〇會 報 

◦記事 

本會例會第拾六回を大正拾年一月九日定刻ょり編輯所 
に於て開會せり當日の出席者は 
今泉忠左術門 大竹寅吉 小川 锆 
三上香哉 佐野英山 水原岩*郞 
新井源三郎 平渾 淸 藤井漀三郎 
山本右術門 貫井典次郎 森川頴 I 
阿部仙吉 赤地善八 北浦大助 
小休洋之助 梶野卯七 加 ft 千代太郎 
林 靜男鷲田信一 田中啓文. 
等の諸君及び金観者數人とで所挟まきばかり®會を® 
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めたり*三河今泉•大阪佐野•岡山水原等三君の上京 
出席と久々に II 并君の出馬とで一人好况を呈せ为 . 

.次回は來る三月六0〇興會 

〇會養未納の方は急ぎ御携込みを乞ふ 

〇#|員181田秀雄君昨冬死去 せらる 會 より弔詞を呈す 

〇前回後の入會者 

. 〇 特別會員 .：. 紹介 

大•阪圃香堂-•平泉久右衛門 復 會一 
大迚自足軒富田孝四郎 林靜男 
〇通常#員 

臺中珍產堂鈴木善七 旭左京' 
高知堤 II 庵下村龜太郎 今村駑入 
〇今泉诠行館は今回よ b 特別會員に 
二宮玉泉堂よ6基金の內へとて金贰圓を寄附され11有 
受領せり 
〇寄贈及交換 

考古學鑲誌(一！ ノ四)(.ニノ五)其 會 


朝« . 仝 社 
姬路幣 泉會報 (一〇). 仝 會 
大逆 泉 及 會拓影 今： 

古銭(四ノーニ) 仝 社 
〇神戶古錢研究會第 iL 回報大正十年一月十六日市內永 
澤町四丁目黑住敎會に於て本年度初會を開摧す午後 
一時两會本日出塢會員，二十名舂觀者十餘名にて特に 
有益なる泉談ぁ b 小宴の後六時過朗會せり 
〇姐路幣 f 第十一例會は一月九 H 午後一時ょ6市内 ao 
姬路神赴境内に於て開催次匿盛に向ひつ、ぁる， 
本會は雔實なる會員の結束を益々*固にし研究を主 
として發展向上を期せんことを議し、後出品餞に# 
する品評竝意見の交換をなし午後四時散會中々の蹙 
#なりき 
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〇東洋貨幣協會員名簿一一 大阪市* |&; 老松町三 N 四四 笠 南奥年 昌洪 
〇特別 會員 岡山縣字野町宇田井 洗心 * 水累兴太！！ 

雄岡 m 十三 R 町二0 煙草坊水原庄太郎仝縣玉島町字新町 游袖堂安藤惠治査 
大速市羽蘭町牧川洋行 桷寶軒鄉本楠芳東京市芝區良金臺 W 1 ニノ五八 文久童山本右術門 
東京市牛込區津久戶町九. 皆空庵松平勇京都市北猪熊五辻上,_ノ木町和同軒山口獮三即 
支那浙江省杭州橫大方伯二三號培風室周 寄大阪市南 K 苘屋町 虎！ smT 間寅之助 
大阪市南： ES 上本 t 七了目 馨堂平泉久右衛門-:鳥取市立川町ニノニ九 资木舍宮石卯之吉 
大速市滇町四〇, 自足軒富田孝四郞：小石川區水道町三九 氣仙群小野峙勇平 
爱知縣南設樂郡千嫌村字杉山 洤行館.今泉忠 A 術 n 〉!6 岡市通町東入口七七 自笑堂藤崎淸次郎31 
〇通常會員 ) 大阪市西區阿波座三番町 秋月堂安田多三郎 
京郡市押小路通御幸町西へ入 泉貨堂中島辨一郎京都府八幡町字淼ノ町二 羟同森本信话 
東京市本！^!元町ニノ六二 考古堂亀田葵瞬-東京靑山七ノニノ六虢 靑蜂亭縝野義歎 
臺北南門外龍 K 口庄一四五 泳山樓神谷由逍新渴縣高濱町字椎谷 六化坌今井藤吉郎 
¥市神田 Ifil 五軒町一 寶泉舍鷲田信一仙臺市肴町ニノ五一 亀泉堂畑谷龜治 
山口躲三田仉町 芝要梶山升二郎東^.府王子西ヶ塁二七 W 分樓守田重次郎 
束京市本鄉は弓 S •ニノ九 靑貨#貫井銀次郎廣島市 H 泰寺町一二三 活泉舍森本宽 35 
熊本市南千反畑 ir 一八 蒼松亭千代村勉 \以下次 II 
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東京府 T 荏原郡大崎町 T 大崎八十四番地 
發行所 東洋貨幣協會 
東京市神田區五軒町一番地 
發資所 驚田寶泉舍 

電話下谷七£九九番 

錄大0市南區間屋町 下間寅之助 
所柬京市下 S 竹町 t — 帝¥5抚究所 


本誌定價及庚吿料 

冊 定價金四拾錢送费金«餞 
郵券代用一割增 


◎廣 吿 

古 錢、 古金 銀、 左 紙幣 
古 鏡、 書盡 、骨董 

右資買仕り候に付き御用命奉願上候 

東京 -rlj 芝 UI 明舟町七番地 

茶筌堂村上忠太郎 

VRS セ II 4 IB # 


古 錢、古金銀 
古錢參考書籍類 

右正實を旨とし薄利を以て賣買仕 b 候に付多少に不拘 
御用仰付被下度願上候 

京®市押小路御幸町西入 

泉货堂中峰辨一郎商;£ 



◎廣 


大 R 逸幣局£池袋秀太郎明下 H 字1、 

大 i 幣35技@甲 R 宜穿士序下演之取親 

重 lr 大 IE & 淺〇苌第*%0.を1 » IE 價八十« 
四版新供名^«^明»之部全一冊送料二《 

安 II 嘉次彥君序下間寅之助編 

勰黯古錢の菜1 I 5-.1 全5詰*^一^ 

古泉畢道入編 

ilf 大正古錢(5格1!鑑 4 MWIS 七-十 i 


錄月一同十五 B 9 行 


slf 大正古錢 ffi 格 IS 1 鑑 

故一#舍主人編 

宋«符合泉志 


全三冊 i 十 i 


大阪每日新聞社畏本山彥一转題宁 
»幣 S 5 技師エ學博士甲 H 2政 II 序 
玉 ftKffli 局 S 安藤 S 次彥右著 

東洋錢货年表 ^ け：1 全一冊頮 11 

類令-石文拓本*^ is * 1 

詳細御 ra 合次第 it 答可申候 
«:• 他各 fi 古 tl 書取次販寶 


- V 

® 大阪市南眩問 M 町(三汴寺筋東堀西人) 

时£賣買商虎懼樓商店 

振替口座大阪臺九四贰番 

〇弊店宛御照會は必 t 往復はがき又は返信穿住中の外御返：^纹？ t - 唉 11 L 


◎古錢雜誌す j lA /^ rsrs ) 

@古錢第四卷第十一 X 


▲異品錢之紹介 
⑩寄書 
▲和錢考 sa ® 

▲古泉說苑(其二)五妹兩柱卜四柱 培 a 堂周書 
▲粹雅陌珠ノ記 韻泉生 
▲九六錢二付ィタ 右倉陸郞 

ラ X X デム著 

▲東洋古泉學叢書 故常平雇 
⑩考証 UI 科 
▲永野家記錄 
書解題 
#雜 P 

各地古泉會ノ景况其 llil -fj 益ナル記事不尠 
▲ 口檜ニハ愛靜古 . M 會々上•一 於ケル本邦錚々タル古 
泉家諸氏幷_一景况寫輿. 

古錢雜誌社 si§sss 
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改正新大 m 錄. 金五拾錢送附せょ 

• I 

印刷所の都合にょ9體裁を新聞紙型ごし八頁に亘り數千種の一枚 
賣、數萬種の組賣を開始す。新大目錄の內容に就ては旣に世人に知ら 
れたれば、以て東洋只一の大目錄2して他に讓らず•印刷實费御送附 
の御方へ，外國紙幣、外國切手、鱗票等百種以上進呈す • 

懸賞金五圓宛進呈 f 

大正十年一月以降十二月迄に亘9て多額の懸賞金を誰方でも得ら 
,る、容易なる應賞問題及び懸賞規定は改正新大目錄の中に 詳記す。 

東京市 T 谷帝國スタンプ研究所 

娠替口座東京11五五八£番 

. @和 W 午 ®> HTd ? l : TI 匕 
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〇貨幣 (第贰拾五號) 


〇太淸赍樂に就て……：向陵 . . . 

〇水戶背卜字當四錢の研究….(上)：：花林塔 • 

〇藤井貞幹ヲ論ズ….:•韻泉散史 . 

〇寬永背番錢の鎢造年代 …：…(中)……：呆他. 
〇盛岡藩錢札に就て…：…(五)……：非佛 


一頁 
二頁 
五頁 
七頁 
二頁 


©品 評 

〇東洋貨幣協會第拾七回前半出品々評. 
〇奇品圖錄所載の镫書錢.…：：寶泉舍…： 
〇小 解 . 


五頁 
九頁 
九頁 


@顧選凾 

〇泰定元 W :……伊達伯爵家所藏. 
〇安陰一新布 ... 


二一頁 

二 1H 


〇魏權幣に關する問答…•(中)….培風室周宵….ニニ H 
〇 t 打^似揚けら：：：：當知足庵 • ••…一一四 M 

〇七福小制の世說……：(一) . 二五頁 

〇德川氏貨幣史…：：(績) . ；：•…二六頁 

〇舍利錢の金質に就て：……向陵生 . 二八頁 


@質疑應答 


〇銀代通寶に就て1樹古庵尾崎嘉市 I 
〇滿文の譯及鋳地を知りたし：……一會員. 
〇壹圓銀貨1:就て…松本敬古堂 . 

〇0 報 . 

〇廣吿 、其 他 . 


(全項禁榑載) 


二八 n 
二九'1{ 
二九頁 
三〇頁 
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加越能三百通用 

襄應二 年金深藩の 老職村 井大 B 主* 1:て、 加 H 
越中の S 境?:£射水郡の山中太古山 S いへ* 
所|:«を設け、盗府へは元1り藩内へも大»蜜 


な以て 、 M 


»遺に轻練なひ、其 


内の三人4•選ひて、本«か試|3-1£しめれりと 


右說 U その三人の内の横山彌左術門と云へ S 
t の、女桁にして? Ji 今' 4 i 京(:在住- f る中橺太 
兵衛氏の5¢言1:依る 

MKIU 三百五百七百の三 m あり、本«の困《の 
松は松竹梅の笫一 > 示，し•戊 U 十二支の三畨目 
にして、即ち三0の換茁 m 格を a - fit のとす、 
.血の忠字佗押は、思ふ1:付井大隅の印ならんか 
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貨 幣 (第贰拾五號) 

〇太淸豐樂に就て 

向 陵 
f 

古錢第四卷第九號1:支那杭州培風君は從來天淸豊樂又 
豊樂贰銖と唱へし者を太淸遒樂と讀むべきであるとの 
解說があつた〇予も亦た述べんと欲せし處であつたか 
ら蛇足ながら聊か附加して賛成の意を表する 
⑴大字と天宇と同源なる事 
說文大字解に日 ふ、 天 •犬、 地大•人亦大也•故»:大 
字天字共に人形に象るとありて 

大字大命 天字次大 

右に示す 通 5殆ど： HS 別〇得ざる秤度にあり 故 1:頭部(: 
因て大と天と を區 別するよりは下部の 二點を 以て 判定 
するを至當と考ふ 0 


泰の古文に高太等を用る處を見れば泉字1:朿魚等古文 
あると同樣 i : 太字の下部にある二點は水の點下する形 
狀を現はしたろ^かと思ふ果•し- C 水の微象であるとす 
れば泰即 b 太と决定すべき^でゐる 



( 2 ) 太淸 C 樂は梁錢 (: あ*』す 
培風室君は梁武太滴小! 111 の铬造と假定せられたれども 
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此說は未だ適切ならす予は寧ろ否定せんと欲す 
(>1)肉郭廣きは魏錢の特徵な b 梁錢に濶緣なし . 
M 梁の四道は細線な b 此錢は魏錢に似て線太〇 
(-) 文字の結体梁錢の如く維細ならすして初鋳永安錢 
に似た b 

(3) 太淸盌樂は道家 M 勝錢ならん 
北魏時代に冠謙之 i 云ふ人ん b 道家の敎義を大成した 
b 其頃は道家隆盛期なり 

道家(:太 上、太初、太 素、 太淸 等の諸名號ある事は泉 
志に記載せ b 而 L て 太上 云々の壓勝錢ある事も A の知 
る處である此錢 (7)太 淸と云ふのも太 上 云々と同樣に此 
名號から出た奔と思ふ 

豊樂 i 云ふ事は怫家に不似合の文字で.ある道家の長命 
當貴と云意義1:恰當する者である 
玆に道話あ b こと太淸に關すれ lr 拔粹せ b 

陰長生•名位を慕は t * 心を潜めて道を好み、馬明生 
を師とし仕ふる事二十年明生始めで欲す〇所を問ふ 


長生跪て日、生を乞ふのみと、明生其語をあはれみ 
之に吿て日、子、眞に道を求むる^ 也と、 始めて靑 
城山 {: 入6黃十：を然て金と爲し以て之を示す即日授 
けるに太淸金液神丹を以てし乃ち別れ去る云々下略 
以上摘記せし如く錢の製作と文意とを併せ考ひて此錢 
は北魏時代道家の壓勝錢として錢造せし^と思へり 


〇水戶背卜字當四錢の研究(上) 

花 林 塔 



水潘に於ける错錢の背に卜字ゎろものヽ小錢は本誌第 
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二十二號乃至二十四養の三我にて、今日まで發見せら 
れたるものを舉げ盡したり然れども今後又如何なるも 
の、出現するやを保し II .し見るに從て報告を怠らざる 
べし 

本號ょ b は當四錢に就て研究の步を進めんとす 
此錢は r 寬永錢譜」前編に 
慶應二年水戶、背卜字肥宇、鐵九•稀四と記しぁる 

ものなり 

案るに此錢は以下揭出する所の各稀の背卜字錢に比 f 
るに •錢形も雄大に、製作も渑重に して 一見他の諸錢 
に擗たるの資格を充分に備へたれば其代表的ょりする 
も第一位に置くべきものたる論を俟たす•然れども前 
後の順序を定ひるは唯是古錢家の什事にして歴史家と 
しては、 さる 穿鑿は必要なかるべし といへども 此處に 
面白きは書體な h 、 面文は古錢家の對泉的1: いふ 遒勁 
なれば、背文の卜の字も又遒勁に—•たり、故に卜の字 
の槩劃に附 T る點の上は向きとなり居れば、俗に文を 


「I 點の卜」 といひ •略 •して「逆卜」 ともいふ 1: あ b * 
又此錢他の諸錢1:比して存在數、否發見數少•し、夫等 
も他栽の先驅た る 例證た るべきか* 佴し鍺 造 年數の短 
月日なるよ b して考ふるも强ひて先後を論するには 及 
ばさるものなるベ•し 



此錢は同書(:は漏らさ n たるものなれども、前の錢の 
背文の卜の字を刮去せしものな b 
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I t 

此錢は「寬永錢譜」後編に 
慶應二年水戶 、背 卜宇中 字、 鐵十•稀八と記•しある 
ものなり 



此錢は「寬永錢譜」前編に 
同上•同上無背 文、 鐵九•稲三とあるものな彡 
香哉日、同上とは第一圖のもの ゞ 次に圖したるが爲 
め1:同上とあるものなれば「背卜字肥字」の意なり 
然れどもそは謬(:して本錢は前揭「背卜字中字」の 
背文を刮去せしもの*し b 

案するに寬永錢譜の辗者は本品を本誌の第 I に揭けた 
る「背卜字肥字」の無背文と誤鑑してしか記せるなる 


ベし、然れども此錢の鑑別法は編者いふ如く文字の肥 
瘦にはあらす、寬字の几割の跋の長短にある*されば 
其短きに對しては寬短尾とし其 .4 {きものを寬垃 M とせ 
ば一見直ちに鑑別.し易かるべし 

一部の古餞家の間には命名に;$きを置かす、術語の便 
用方に疎なるものありて*後進者の夫が爲め尠からす 
速惑する事屢々あり、今論する所の此卜の字の類に就 
ても杜撰極る命名の爲に今の古錢家は此類(:對し决し 
て編者の命名に伏從せすして「逆卜」1:て耍侦を會得4 
し居れり、錢譜を作るもの、百思千考して命名せし苦 
廉も目的が肯綮にあたらざれば一の榮をも得 t * して抹 
消せらる豈思はざる V けんや 

又放膽なる古錢家は背文の在りたるものを刮去せしも 
のな^'や、背文なきものへ後ょ b 背文を附加せしもの 
なるやの二者甚大なる相違めるものあるに關せす"唯 
一言に「無背文」で推し通すな6、予等の如き小心 m 
々たるむのは到底かく大膽に放言し能はざるな b 、 殊 
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に此水戶錢の如き初は領内限 b の通用(:て認可された 
る ものな れども後には天下一般の通用を許されたるに 
ょり、則背文の必要なき1:至 b 初て背文を刮去して發 
行 t るに至りた6しものには痛切に無背文/-刮未との 
廣別を明らかになしたく思ふ ^ b 
予輩宽永泉志を編簿する時の定義とせし 
〇無背文 

とは其錢が最初ょ b 背文なきものに t て同一種類 
のものに背文あるものに調していふ事 
後に背文を添加せしものに街しても又然 b 
〇刮去 

とは其錢に背文あるものがあつて、後其背文を刮 
b 去りたるものに對してい ふ 事 
は今日も原理”らんと思考す(寬永泉志一卷の二水永 
の細緣は後此錢に背三字あるものを發見したれば•寬 
永錢研究會報告の誌上に評詳せ b 、 寬永錢譜の前親1: 
は此錢を二水永背三字『泉志の廣三』の無背文とせり 


趣 妄も 乂甚 しといふべ し)此卜宇餞 は 則無背 文にあら 
す、 •刮去なり、然 b 刮去の 痕跡を歷々指摘し 得る もの， 
あるな b (未完) 

〇藤井貞幹チ論ズ 

韻泉散史 

藤井貞幹ナルモノハ考古學者トシタ、亦寬永餞研究家 
ノ鼻組トシテ、人々/尊重スル所ナルガ * 余輦近來大 
一一其人格ヲ疑 7 ナソ、何 トナ レバ、此人ノ拓摸セル古 5 
瓦譜ナルモノ 住々 現存セルガ 、中-二 餘リ -I 鮮美二過 
ギテ 、正否ヲ疑フ可キモノアル事ハ、會々斯道研究家 
ノ唱道スル所 ニシク、 佘轚乇亦感ヲ同クスルモノ ナジ" 
頃日亦某先輩ノ說ヲ聰ク -1、 該譜ノ彼是ヲ對照スレバ 
同一品 ニシテ •其文字ノ位置 ノミ嫌分 異動 -1:シモノア 
リトノ事 ナリ、 是ヲ以 テ 推察スレバ、該古瓦譜ナル モ 
ノハ、决シテ 正品-ー アラズシク 、貞幹ガ時々•之ヲ H 
作. S / テ！！ そ シモノト認ム 外 キナリ 、事发 一一 到 リテハ 、 
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最早彼レ貞幹ナル者、 ， 純粹ナル考古學者ニハアラス" 

' 斯學ヲ餌トセ火一種ノ奸商卜謂ツ可キチソ、從テ彼/ 
編セル寬永錢譜ナルモノモ、諸所ユ散在セルガ、是亦收 
利ノ目的ヲ以夕作爲セシモノト視 〆 可シ、此ノ害亦* 
各家ノ藏本ヲ對照スレバ*若干ノ相違點アダナリ"余輩 
ハ從來是等ノ點ハ、其年代ノ異ナ 〆 ガ爲 *•; 其間多少 
ノ差違ヲ生ジタ 〆 モノト/ミ思考シタリシモ、今ハ又 
然力信ス V キニアラズ〇 

貞幹ノ弟子タル稻垣尙友ノ辗セル寬永錢譜二、暾粂卜 
云フ人ノ序文アリ、其晤中-一、尙友總角ニシテ貞幹二 
見工貞幹犬*一 其鑑識-一黧气爾來同好者ノ到〆アラべ 
&ズ尙友ヲ賞揚ストアリ、之二捶ジテ見レバ、實物ノ 
鑑識-一於テハ、貞幹寧口、尙友-一劣レルヲ知ル可シ、 
尙友嘗テ某華胃ノ管地ヨリ、發堀セシ數甕ノ古®^撰 
拔スル-1*三0-ニシテ了シタタトァリ、是レ有名ノ近 
霍ニアリシ伊丹堀ノ栽ナリシナラ i/ 力•斯ノ大數ヲ 
1力±二日ニシク判別セシハ、熟嫌ノ功卜稱スべキモ、 


其撰定 タル、 單ユ錢名ヲ別ケタルニ 11 -. マリ、 到底對泉 
的ノ細別ヲ爲セシモノーーァラザル事 ハ、 論ヲ俟タズシ 
テ明カナリ*之レヲ以テ見レ •ハ、 其當時ノ鑑識家タル 
尙友モ 、今日 ノ諸 先輩-一 比シテ -*'* 頗ル遜色ァルモノ 
ナ9、這ハ單二尙友其人ノ劣レ少ノミー-ァラズシテ * 
其ノ時代ノ相違夕 V パ如何トモナン II キ所タリ*况ン 
ヤ尙友ヨクモ劣レル貞幹•其人ノ鑑識二於テヲヤ•其 
ノ執グ ，一足 ラザルヲ知 〆 可キナリ、旣二其鑑識-一於テ、 
執，二足ラズ、且一方二營利ヲ目的トセ，人物/說、 
豈之ヲ信賴スベケンヤ〇 

而シテ 、彼/尙友モ亦貞幹-一習ヒテ•寬永錢譜7編成 
スルニ當ソ、自已ノ赝 造 セ〆 品 ヲモ、 併 セテ 之レ ヲ敕 
セ • 3 テ 世 ヲ欺瞒セリ、而シ 7-尙友編貞幹校卜書シ * 
貞 幹 /印ヲ押捺シタル モノアリ 、此印ハ貞幹ヨ9讓ソ 
受ケタ，モノト稱セラレァ〆モ•元來寬永錢ヲ贤造ス 
ルニ巧ナル 尙友 ノ事ナ レバ* 貞幹ノ印ノ如キン、 之ヲ 
逭火二甚ダ易シ、印/讓渡ノ如キV、論スルノ價隹ナ 
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キモノナリ、其子古樂堂•亦赝物ヲ造 A " ハ巧ミナ？ 

彼興父子ノ作品、 N 、尤モ精巧•ー シク、 其害毒猶今日 二 
及フ、蓋シ是レガ淵源ヲ探ヌレパ、全ク貞幹ノ不義罪 
惡二胚胎スルモノナ 9、 彼等三者ノ罪惡斯ノ如シ、其 
編著セ 〆 所ノ寬永錢譜 、豈 信ズルニ足ヲンヤ0 
宜ナル 哉、 近时先輩諸士ガ研究ノ結果ヲ發表セラル、 
所、 多ク貞幹等ノ說卜相合 ハス、 余聚深ク諸士ノ勞ヲ 
謝セスンバアラズ、然ル♦一同好者中•ーハ、猶貞幹等ノ 
說力、先入主トナレルモノアリ テ、 現今諸大家ノ新說 
ヲ奇怪視ス，人アルヲ遺慽 トス、 諸先輩ノ說卜雖 用、 
悉ク肓信ス可カラザルハ勿論ナ9卜雖托•彼ノ貞幹等 
ノ舊說二比スレパ、遙力二優越セル所多シ"要ハ唯先 
轚ノ說ヲ聽キ テ、 各自亦之レカ研究ヲ盡シ、以テ其正 
否ヲ斷定ス可キナリ〇 

余輩今愛二大聲叱呼スル所ノモノハ、須ラク諸士ノ腦 
裡ヨリ、彼ノ貞幹等ノ舊說ヲー掃シ去リテ、虛心平靜 
善ク諸先輩ノ說ヲ聽取玩味セラレン事ヲ希望ス，ナ 


”'.今ャ先輩諸士>>、幸二余轚ノ情願？納レテ*技ノ 
硏究ヨリ得タル所ノ新說ヲ、績々斯界二發表セラレン 
トス、此ノ睁二當リテ 佘轚敢 テ"此ノ 文ヲ草 スル モノ 
ハ*恰モ泰西ノ哲人 某督 力、布敎ノ初メニ於テ、之レヲ 
•世間二前 報 セシ豫言者、ヨハネノ行爲二似タル ヲ覺ユ0 

〇寬永 背番錢の鑄造年代： 5： 

呆 仙 

元來淺草錢座の古寬永と芝錢座の寬永錢とは、典錢質 
嗪法等(:於て絕体に相違あるのは周知の事實である、 
所謂淺草系の諸寬永錢類は、遠く寬永三年の古くょ b 
水戶の箱 H に許された折の2法に據 b て、配銅其他 
の秘法を相傅し、追々と進化改正されたるものなれど 
も*其錢風体裁等に^する手加減は、依然として他の 
錢座に產したるものと差異を存.し、自から一稱の錢癖 
を保ちて區別明白で心る0 



事少しく餘談に涉るの嫌はあれど•浅草栽の鎢法に關 
して後ちの寬永«に比6特別に異れ S 箇所あるを言は 
して K ふこと/' する0 

即ち淺草錢といはる、古寬永類は"其鎢造に際しての 
順序が、後ちの諸錢より簡單にして、原母栽よ b 直ち 
に通用錢を鎢造し•其通用錢中より錢形字文の完全な 
るを撰擇して採 b 、 之れに鎢浚ひ磨嫌等の修整を加へ 
たるものを造り、以て之れを第二の#母酱となし、 
それよ b 銪出されたる子錢を通用錢と爲す•の法規に 
よれるものな6、されば一頂形よ-^出でたるもの*>錄 
浚 ひ 等の加工に連れて第二の母錢に小差異を 生じ、 其 
結果は大体1:於て同じけれど*一宇一畫を比較すれば 
何れも小異のあらざるはな-^終ひには志津麇手百種 
の如き頗る繁雜なる一科を残して•今日の硏究家に舆 
へし苦痛*幾分なるやを知るベからす0 
然れども寬永十三年の官說餞座開 it 以前の錢以後 
のものと ^同じ樣な錢文の形と！！法とを備へて居ても 


一見して、 そこに 何等かの區別を言はす•語 ^. すの間 
に推窺し得るものである。 

所で 十三 年の 五月より 天 海 僧正の建言に 依 寬永錢 
を官鳙の錢 e 定め、 新たに 酱 座を is : けたる芝新錢座錢 
幷 ひに 近 江 坂本錢及び 續 いて 開逋せ •し 信州松本等の新 
寬永類は、 淺草の私爐に於て因襲的に行は れ來 たつた 
鎢逭 法 1: 大 改革を 加へて•特に常州水戶在住の 鍺 H 間 
よ b 手腕の 勝れたる ものを 招傭* して、 鲕敍の法は 前と 
異な b 、 一原型よ b 錢質精練なる特別の母 餞を 鋳出し S 
其完全なる を 認めて然る後ちに通用栽を鋳造するの方 
式とす、故に其通用敍の徑寸、重贷等に一定の標準を 
有するもの、 如く、 以前の古寬永の大小 厚薄 輕重等限 
b な-きを 避けて、錢制に法規を設けた るもの、 如し、 

然りと II も其十三年初期の錢よ b 十七年の終熄 迄には 
慕府の都合又は當事者の锒工合等に よ6てか、 錢形も 
縮小し自から重量も輕ろき粗惡の錢を出せ bo 
右の理由によりて薄草系の*»«風と、芝酱以後坂本 
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松本等の諸錢ごは 全体に 於て相逮 して 居る次第で ある 
却說本論に 返りて 淺草番錢 と 芝番錢 とを 採6、其鋇質 
を 比較す る 時は如何？•別段に差異ちない樣に見ゆる 
(製作上に 於ては 巧拙の小別は あ b と雖 も)從 つて 共に 
兩座初期のものでないことは充分に認められ得る。 
而〇て寬永十七 年の 瘐 座後設 骰 された る 錢座は十六年 
目の明替二年十月に開かれた淺草鳥越の官爐である。 





此錢座及び駿河國孜谷の明曆餞は•前二 M の番錢類と 
比 〇 似 もつかぬ別 流の錢で•製作上に於ても飼質に就 
ても全然相違して、即ち緣の遠いものたる1-.疑ふ餘地 
がない こと 1:成る〇 

しかる t : 此明曆鳥越の正座錢と認 める ものに背十六の 
番錢が ある0 


圖の如く錢形稍小様の粗品であるが疑いなき正品でゎ 
つて"本論番錢の年代を推測する上 {: 於て" M る^1益 
なる 參考資料であらねばならぬ、猶同爐の錢背三と背 
十五との二品を各一個づ、東京に存在する。(未完) 
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全體に靑錆を被む b て*所々紐靑のィキレたる鳙色を 
裝 b 、 泥土質の堅鏽を點在して字文秀麗厚肉完全の逸 
品で ある、 形狀銅質は安邑布に大差^ き 所謂邑貨布類 
に屬し 春秋 梁 國の大貨幣で ある" 古來«文を乘充化金 
五 二十 當愛ビ譯 し 傳稱されたれ ども •今 H に 於ては梁 
△新五二十當愛とし、其二番目の篆體に就て精讀を得 
す*充ど いひ或ひは藏字の42宇なれば即ち寶字と同意 


味を表示せるものならんとの說-'^あり、然れども吾等 
は梁國と對當の或る固名ならるざべからすと考ふ、そ 
は當時の法行たる貨幣同盟に於ける他の共通國の名に 
外ならざるを以てな要は此充字又は 藏 字と譯され 
つ、ある文字の正解を得るの時こそ、前贰說の分岐す 
る所にして、又本品類の名稱を確め得るの期なり〇 
而して本品ょり小樣なる梁△新金尙茇なる布あ6、梁 
及△國の 共通 貨幣に•して、斯は一新たる價格を示し、 
金は尙金即ち正良の金たるを意味して 價 格に關する文10 
宇に非す、要は 錢 質と正貨たる£の二樣を意味する" 
尙爱は是亦尙载にて•換言すれば梁△兩國間の一新布 
な b 、 然るに 本品には新字の下に五二十の三字あり、 
今日も猶頗る 判別に躊躇する所にして"到底考說の動 
かし難き 迄の 精 證なきを邋 慽 i す、 今古泉匯所載の記 

事を， 見ょ。 . 

五者謂一枚可直一金之五二十者謂二枚可直一金之 

十吹&一枚直五二枚菹十 歎 目了然令民易曉贖金譯 
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文言此自有害契以來夾行子 注之始 
之れに依 b て羚讓すれば即ち五の字は本布一個の直に 
して、一金の五に當るものとし、 二 十は 二 枚の直にし 
て、.一金の十に當り、民をして其歎目を了然曉るに易 
からしめんが爲めの便に傅へたるが如く*解かれた b 
然れども現に本品の譯 饑 に於てさへ梁を乘とし*新を； 
化金と見る•か如きの鑑査眼を以て記されたる、前述の一 
換當價格なぞも、信を措きて左祖し難きものに外なら- 
す、且つ其文中の金とは鈸に對•して何程の值を有する- 
にや、 加之 一 金の五〜は金の五倍なるや、 又は五分の 
一な b や全く其意味を捕へ難きものとす、今有名なる 
ラクーベリ U 氏の春秋時代 重量 名目表に記せる一部に 
ょ b て銕 に對 する 金* 斤*新 等の量を說き、 而 して 後 
本品の論に入らんとす0 
金=斤=十 新 ==二十兩 
十圃=鍰=二鲟=四斤=四十新*=八十兩 
是を 見るに前の 如く、 五は一金の 五とのみにては" 其 


分董を 知 く、若し五倍とすれば"五金又は五斤に 
して即ち五十新とな五分の一とすれば結局は二 # T 
となる、 されば下に記したる二十に乘じて四十新に相 
當し、一餒の四十新に對する價格適當の貨幣たるを得 
べし0 

却說 こ、 1 : 於て 余は 中央に記されたる五 二十の 五の 字 
は金*又は斤に就ての五分の一たる檟格を示- r ものな 
る♦へしと 確信せ〇〇 

右の 如く五の字の意味を推定 •し •其下の 二十と記せる11 
二小字の意義を判斯すれば、即ち本布二十個を以て • 

當時の 單位 fz る一媛に相當 したる 貨幣な b ごの 意を表 
示した る ものなるべしと 推定せ b 、 匯の如く 二 枚を以 
て 十に當つとのみの解1:ては、薄弱に して* 首肯す る 
> j と能はすと す 〇 

或ひはいはん*假 b に右の說を是ごするとも、金乂は 
斤の五分の一即ち二新の換當檟格を表し•一鍰に相當 
するには二十個を以て充つとしても、單に安邑新の如 
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くに二新と記して明晚に檟格を示し得る文字ぁるに、 
何を 苦んで、 新五二十當鈸の如き «: 多の字句を連ねる 
の必要 ぁらんや tf •然卜、 されど それには又當時相當 
の 慣例と*他邑貨幣との區別す•へき必要等の理由を有 
して如此祓雜 なる 用語を使用せ*しもの なるべき か*本 
品の 後鋳 品と 考へつ ゞ ぁる* 蕖正尙佥當愛及前記梁 △ 
新金尙愛等の如く•當爱の二文字を併記せる必要 上、 
之れに對する分量價格の換當を記しても、當時邑内の 
人民に於て は、 今日 UW か考ふる•か如き不便をも•成 
せすに使用され たるものなるベ 〇〇 
當愛の二大文字は、 ./& の解譯上特に注意を要するもの 
な. CNi す 〇 

而して本品發行の時代は恐らく秦前百四五十年以內の 
箱にして-梁正尙金又は梁△新佥當爱等の二布より 
一步前に行用されたるものたるを推す，其譯如何とな 
れば、五二十當爱の銭文を記して、祓_なる換當價格 
の意味を全國一般に會得せしめ•人民をして本布は二 


新の货»たるを周知せしめたる害なるを以て、後ちに 
は此«文を省き梁△新金尙愛の一新布を•共通邑內に 
發行しても•五一十の文字を記すの要なく、梁正尙金 
當茇を邑內限りの貨幣とし*行して、梁邑の正しき金 
なる當愛布とだけを單に記 しても、 其形狀 i 量目とに 
於て一見、其二新布貨幣たるを認めて行用するに簡易 
なりしなる V きと 考ふるに由る 0 

猶其以後谷地に鑄造せられたる 尖 足布及び方足布の小 
形なるものは何れも竿新の貨幣と斷定 t て惲からす、12 
終りに除み•本布梁字篆體の第二畫に方筆と圓筆との 
二種 あ b 本出品は•其方筆梁に« す。 


〇盛岡藩錢札に就て(五) 

非 佛 

强岡藩»用達 井 商屋其他の 
金錢預切手(即准灌札) 

〇 蹙岡藩の財政 



盛岡灌に於て用途多財政不如意なるょり*正金餞引 
替準愉の更に之れなき潘札を發行し、藩内の不景氣不 
安を將來せる末•慕府の沙汰に镰りて之れ•か通用を停 
止し、 御金所拟切 手と 引替へ たるも、 是亦正金錢の準 
備なきものから•之れを正金 餞と 引替ふるの期なく、 
庶民を0て正金钱同樣之れを通用 t べき旨沙汰せしも 
民間の取引至つて信用なく、世の不最氣ば依然と*して 
恢復せざるのみ^らず藩の財政^日月に窮乏を吿げ、 
如何とも彌縫し得ざるに至れり。 

〇准藩札释行 

是に於て藩の勘定所に於て、豪南御用達井简屋善助井 
简屋權右®:鍵屋茂兵術及び大阪御葳元鴻池伊助肥前 
屋篤兵術ょ b 、 御用金借上の名稱の下に彼等の名儀を 
以て、多額の金錢預切手を發行せ•しむる計畫を立た b 、 
此評議は弘化三年の春より弗々起りたるが、その愈决 
定に至れるは此年の冬^ b き0 
是より先き藩札通用停止後•幾くもなく町«用達井简 


M 善助井筒屋權右術門鍵屋茂兵^の三富豪ょ5薄 M に 
於て、用金借用を企てたるが、三富豪も正金錢を以て、 

用立つ•へき喉備なければ預切手を以て*？用途に向く 
ること、なれ b •此預切手は潘に於て庶民 r - 沙汰〇て 
正金设同樣通用すべきを命じた n ば、 是れまた一種の 
准藩札と見做して差支なきものなりしな bo 
然るに三富豪に於ては正金錢引替の貴任ぁるを以て、 
無制限に之を發行して、藩の用途に充つるを得さりし 
を以て、藩 tt に於てもまた一時を彌縫し得ざるも*渐 18 
次後用途に窮乏を吿げ來 bo 沪ば•終に前記五人の宫 
豪をして金设礼を*行せしむるの計査とな b たるな 
kvo 

〇准*札の通用 

さればこの准藩札の製作に着手•したる は、 弘化四年了 
未歲正月なるが、其钟形は出來上 b たるも藩と五人ご 
の間に於て*其貸借の金額に就き遷延决せす•又五人 
間に於て各自引受の金員 もは か^く協定せ す、 爲 
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めに數ヶ月を空通し其後また"其預切手の金類の割合 
員歎の評織にも大分日時を要し f : れば"之が摺出しに 
着手せるは此年の始なり、かくてその冬藩ょり左の沙 
汰ぁ b た ho 

〇 

演說 

一爲融通大阪御藏元鴻池伊助肥前屋篤兵衛町御用 
遑井筒屋善助井筒屋權右衛門鍵屋茂兵術金錢預 
切手通用申付候條諸上納向幷取引共通用可致候 
佴前書町御用達三人預切手差出嗇候分は是迄 
之通通用可申事 
一右切手正金®引替所左之通 
吳服町大阪出店鴻池伊助肥前屋篤兵術 
騙岡通福岡町又右衡門 
五戶通五戶町泉 七 
野邊地通野邊地町治六郎 
花翰通 花輪町 庄六 


右之通 

佴切手持*正金婕引替之節は壹兩に付錢百文割 ^ 
.切賃引替所へ差出可申事 .. IFORN 
十こ月一王一一日 1 CAL 
是れょ b 先き•藩に於て鴻池伊助、肥前屋篤兵術ょり 

or Dm 

も多分の用金借用し居 b て、それもまた預切手となり、 

庶民一般の通用に充て居 b たれば、此に至 b て藩内に UNIV 


一井筒屋善助并筒屋權右術門鍵屋茂兵術等よ b 發14. 

行せるもの 

一鴻池伊助肥前 21 m 兵術等よ b 發行 せるもの le 
一鴻池伊助肥前 M 篤兵術并筒屋善助井筒屋權右衛°8 
門鍵屋茂兵術等よ b 發行 せるもの ひ 
當時の通貨の膨脹推知すべく•又庶民作計の困難また edby 
知る•へきな.^ (未完 I 


行はる ゞ 准藩札は*左の三種となりたり〇 





銅色黑くして稍や 白 味を帶びて居る、古色は灰黑の薄 
肉錢で•例の加治木から系統を引きたる九州地方の半 
官的に鋳られた•貿易錢であつて•朱の元豊篆書錢か 
ら彫直されて錢文に大なる變化を來した、寶字の特に 
省略されて居る形式上から、二寶兀豊 と稱 されて 居る 


銅色灰褐古色淡く黑い、製作澗緣で內郭の II H が殊に 
巍然として居る、丁度此座の元噩踐と背の樣子なぞは 
殆んと差違 y' ない程(:見ゆる 

isl 永 Ftlcrv. 極 PI] 錢舰吨獅 1^ 堂宮 一)|@藏 



◎品 


元1寶^腿1 


今治 


仙泉堂田 yri 寅 


〇柒洋貨幣協會第拾七回 
前中出品々評 


一寶元豊511難 


出品者盛 W . 

不知海吉田顯次郞 
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此錢の名稱は年代' f 知の廣穿 VJ いひ、本來の銅色は灰 
白色であつて、水戶系の錢座に鋳造せられたものであ 
るが、 本, , ./, は其色稍黃く赭味を有して盛岡栗林座の約 
束に適した*狨錢樣母錢の素質を具備して居る* 即ち 
水戶地方から流れ込んだ母錢を復用したもの VJ 鑑して 
差支ない、それから面背の緣上にある四個づ、の極印 
は、此座の虎錢 V 」 毒比南山 V 」 の二補に存するもの VJ 同 
じ骶饯 U ) 不鮮明なものである、これも何等かの特別の 
換當惯格を表示せし爲めの印か>」思はれるが，未だ發 
If 地の研究家からも具體的の報告がないのを殘念に思 
つて 居る•但し近頃 fi 極印なぞ新たに打込みたる もの 
往々あ b 注意を要す 

變保母 錢龍應 岡 年| 盛 岡 i 土井 1 

錨に鉛分を多量に混入された質脆弱な母錢で、錢文も 
大きく細緣で•內郭殊に穿廣く、天保本座の錫母錢ビ 



は似ても似かぬ^樣で、所謂塲違ひ者で あるが、 存在 
はまだ何程の數をも知られてない 
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咎如布 


本天 


取樂莊古谷若松 建炎通寶1111 


三河 



銅色の願はれた部分は茶褐 (: 黃味を帯び、面も背も一 
體に淡靑錆を被りて、周郭も字文も背の狀も盡 く 至精 
の優品である、古泉匯に次の如く記して鍺地を示す 
芥如 咎字省口字如字作好字左傅成三年晋郤克伐 
腐咎如注赤狄餘民散入渝谷如故討之值二十五年狄入 
伐旖咎如注赤狄別秫 

然れども未だ篆文の譯讀に信を措3難きを惜む、他日 
篆書の精讀全きの：：：を得て•自然本：： 1111 の名稱も鋳地も 
判明するであらう 


榭香庵 M ぬ兹市 




銅色黃褐古色漆黑、傳世の光澤頗る美麗である、製作 
大樣背に於て澗緣を例 V 」する•柿類細別の名稱を四佻 
V 」いひ、本錢に符合する篆書錢の炎字が特別に末赉が 
四ッ共に挑ねて居る爲めに、先輩が名附けた呼唱であ 
つて存在割合に他の同文品よ6少ない 


太平通寶臟19全 


濱松 


珍泉堂上羽章都 


質眞鍮澗緣の奇齊鉍で、其梂子が恰も皇帝通衩背浙字 
の錢ビ大差なく天朝通议の肜狀に酷竹.して居る、矢張 
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洪秀全の勃興當時に鋳出された類 (: M するものビ見て 
誤なきを保す 

共1夔安南黎襄翼帝潮 S 
沒 m 洪順年間 玉泉堂二宮靜一郞 


錮色灰褐で白味を含み、平地の凹所に淡き靑錆を附待 


して製作大樣細緣至精の佳品である、洪字上邊の隆起 
は鍺口の痕跡を語るもので•景統以下本錢迄の製作は 
精秀妙を極め同文諸國中に比すべきものなきを誇る1: 
足るべし 



銅色深黃僅かに蒼味を含みて、製作大樣全く元朝至元 
折二の蒙古書錢に錢風髡餘して差なし、俗に滿刺加錢 
VJ 古來ょ b 傅稱し•內郭六角を爲せるに依りて、龜甲 
穿 VJ いふ•本錢に就ては去る大正五年雑誌いづみ(:於 
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て寶泉舍氏が鮮細を揭げし こ VJ あ**^ 今參考 VJ して 用 
文を記す 

〇奇品圖錄所載の蠻書錢 

寶泉舍 

珍餞奇品國錄所栽の滿刺加餞ビ云へるものには二種の 
小異を有し•同害に揭げさるもの、方、時にふれて龜 
甲穿の緣澗き銅 tt 设を散見す*然るに先つ頃外人の！一 
査にか、る、网品の解譯に依れば左記の如くにして、 
前記の滿 -- J * 加餞たるを憤せり即ち 
爪哇嶋の西部に在るパンタン W > SAM) の鎢造貨幣 
に•して"栽文は馬來文字を用ひたる哇爪嶋語 {: して日 
く (PANGAHAN, 11 ATOPBANTEN) 即ち，ハンタンの 
主權者を意味す•る數語を短つた者であつて、本來の錢 
質は -3 S 鉛若しくば之れに類•したる、白色金«又は^ T 
II 夕 <v 」 云へる錫鉛混交の一金 11 を鳙造したるを正品 
V 」す V 」明文され•日本內地に於て見たるものは*赭褐 


の銅錢 にして、 思 ふに 支那 人の 貿易上‘携11 せるもの 
なるべしビ疑はれてある•然るに未だ内地には銅級以 
外の所謂正 品に會合•したる事な*し云々。 

右に依りて見れば本餞も矢張り支那人の«具上に使用 
の爲め#511したる"元代末世の錯にか ゞ るものか0 

小搛なるものに比して*本栽の存在は今猶頗る希少で 
ある0 

大正十年三月六日衆評 

〇小 解 
S 武の前期錢21な 

A - 阪杨晴堂岡島福松 

大隅 H 加治术村に於て鎢造*した•貿易錢中に土洪武 VJ 
V 」いふ一穐がゐる•明朝福州所飾の背文 M 宇ある洪武 
通寶錢 を採りて土臺ビし•彷 鑛 したる袋の第二期錢な 



正武 - 


省武 

俗日 

士洪定 


❿❹ 



»D 


、背福洪武の背文を治字に改めて鋳寫•したるものを 
第一圖の正式錢 V 」す- m ^ の武字正しきものなり、第 
二_の品を俗(:十：洪武 V 」呼び•武字の11-.迸が土 V 」な b 
たるを 以てい ふな 第一圖の錢 に 於ける武字の止盡 
が破損か消滅かしたる爲め、字文の鮮明を缺きたる結 
果當事錢ェの頓智に基き、母錢又は砂范に對して、武 
字の止盡の第三畫を加工したるに•縱 (: 引、 v きを橫 


に引きたるかして、終ひに如此奇書を錢文の上に顯は 
したる偶然の現表である。 

諸人の氣の附かざる爲めか、未だ第一圖の正武餞は散 
見希少である0 


福建十文 


須磨 


戊泉庵佐々木美山 



福建 M 寶は中華民國の初年、福迚省(:於て一文 VJ 二文 
ごい二種を限り、錆造されたろ眞鍮の鋳放錢でゐる、 
然る(:先年橫濱に於て、其圖樣幷びに錢文形狀を引伸 
したる■/!.义卜文二十文五十夂| , |文-^ゾ'假想品が、營 
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利 m ： 的1:攸 りて m ら n た、本品は即ち其一つで ある* 
今回美山君の 御 出品 {: ょりて •幸ひ諸君に報告して、 
御注意を促す次第で ある、 同時に出品者に謝意を表す G 

I- I I- -1-■-1 -I -J -I I- -I > I I I丨丨I丨丨—丨丨丨丨丨丨丨 1■-_ I 

◎顧選函 

〇泰定元寶 

伊達伯爵家所藏 



元晋宗泰定元年元朝の泰平烺も殷胳な b •し頃の試鍺錢 
なり、銅質^白精煉^めて^明の製作、火榛細緣にし 
て錢文古雅、他の元錢ど離れ/:筆. L !: 殊に奇1 r 肉亦焊 


からす、其錢風恰も金國の正隆大定或ひは皇建光定に 
似て 粗野な b 、 泰定通衩の胡朴小様 なる廟 宇錢流の錢 
風ビは大 ひ (:異な b て、 遠く至正通寶の錢流に起因た 
る趣きある ものと す、現存す る 正品僅かに本錢を見る 
1:止まり希觏の錢なり、昔其藩十靑木文藏の蒐集せ〇 
和漢諸錢中に冠たるもの•未だ他の追從を容れす0 


〇安陰 一 rr 布 



春秋の魏阈安邑の北地に於て鋳造された安险布 は、 3 C - 
形式を鞍幣乂は：巴貨布の別 M と稱されて*恰も^新布 
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や、 安 邑半斯 布等と同形の 一 科に屬し •今日迄 知られ いふお說はわか b ましたが* 率と いふ字の释文はま 
たる安陰布は陰字の下、脚部|:€^なる二の字を有し だ妥なら W 嫌ですのに、率銭とはどぅも熟字しない 
て其 換當價 格を！®記して 居る •即ち二新布のみであつ 樣ですが、なせ御再考ならぬのです 
た然るに今度右國の如き小形鮮美にして*無記檟格の答ふ率栽とは其級が$を有つもの也との袭で、制 
一新布に相當 する 珍貨の新舶を見ることが出來た0 设といふのビ同意味です、此事は「魏權幣發明之經 

- - 〆 退」の文中1:も述ょした•(本誌第十九號參照)此文 

〇魏權幣に關する問答(中) ；を發表した時には僅に其二字の意義だけを斷定した ゞ 

支！ gs 置 室 周«;:けで释 文には尙疑を懷 いて「それ 惟ふに率の 字 か」 と 
或日銷字爲酱之古文、巳得正確之软懺矣〇牵字释文：未確定の詞で したが、^^ 纽の字が錢の字であると考22 
未妥〇因率錢二字不相聯 aa •蛊再玫之 -定 してから、 卒の字に對 •して 又一步研究の步を進めて 
答 率餞者•言其錢有定率者也〇鷂奥制錢相 同。巳 一 此字は制の字の古 Hi 直斷 しました、 故に前には制錢 
於「魏權幣發明之經通」一篇畧述之ズ本誌第十九期參一：と同 II と.«しました のを今は改めて制錢の二字である 
照)當發表前文時0僅斷定其11宇之意||0而释文因尙と改めます 
懐疑也。「其惟率字乎」一語即未確定之詞〇自擧玫成两實以知其爲制字耶 

定爲錢宇以後〇衡於拿亦進一步研究。直斷爲調宇答供字左 旁 从伟〇裏即爲拿。巾篆作ァ。他字 
之古文〇前之路爲期餞同義者〇今且抵爲供设二字矣 不乏其例〇制字去リ〇猶齊刀法字之去シ也 
ある人いふ钮といふ宇は餞といふ字の古文であるとある人网ふどぅして制の宇といふ事がわか b ました 



答ふ«の宇の左旁は第になつてゐます、古い篆體は 
卒です〇巾の字の篆«は y です、かぅいふ例は澤山 
あれます、锎の字のリを畧し/:のです丁度齊刀の 法 
の宇シを畧•したやぅに 

或日制錢 二字、 固相聯屬。登在周代早有此名耶 
答 制錢之名甚古 C 苟悅潢紀云。 周制錢 有文。即其 
明證 

* $s 

ある人いふ制 M ビいふ字は固ょ-^熟字して居ますが 
まさか周の時分からの熟焐ではあすまい 
答ふいや制錢といふ名は随分古くからあるのです、 
苟悅の漢紀にも、 周 制の有文酱あるのも明らかな證 
據ではあ b ませんか 

成日五當十寄•即金當二夺•記明其重量爲單位通寶 
之一倍。奚必再加「二」字爲書蚊添足乎 
答 如 前 所述〇當 時 通貨"以重一寄者爲單 位。 故客 
觀的释此「二」字"謂之紀直可〇謂之紀 m - * 亦無不 
可〇然推！！作者之本意。著此 r 二」字專爲紀直。與 


五當十寄紀重之 文字、 截然爲兩寧 C 譬如洪 武、*靖、 
天啓、天 n 等餞背 文 十一兩0 r 十」 字、 紀 直。 「一 
兩」紀重〇至正通寶大酱背文壹兩重者〇穿上 f 
「十」宇〇亦属紀直〇顧州所鎢之咸豊重寶〇背穿上下 
爲紀直〇躲之 四周、 則銪出針重若干。古今一辙〇成 
例 頗多〇明乎此理 •則 蚊足之誚 、庶可 免矣〇 

ある人い ふ 五當十夺は即ち金當二寄で、記して其重 
量が單位通貨の一倍/2.る事を明かにして居ます"奚 
で必らすして再び二の字を加へて蚊を畜いて足を添23 
へるやうな事をしましようや 

答ふ前にもいふた通り、當時の通貨は重さ一夺を單 
位としました*故に客觀的の解释で此二の字は、« 

直 だといふても可し、 le 重 だといふても又不可なし 
です、しかも 制作 者の本意を 推 渡すれば 此 二の字は 
專ら紀直の方であるので す、 五當十寄の紀重の文字 
とは截然と別事にしたので す、 #ば洪武 •嘉靖 、天 
啓、天聰等の背文に十一兩とあるやうなもので•十 
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の字は紀直で • I 兩は紀重です、至正通寶の大錢で 
背に壹兩重とあるもの/'穿上の蒙古字は、十で是も 
紀直です、咸豐重 W の寶福是も皆背の上下は紀直で 
緣の四周は紀重古今一轍です*この例は頗る多くあ 
りますから此理が明らかになれば蚊足といふ誚は免 
がれませう(未完) 


〇海中よ9拾ひ揚けられ 
* る折二錢 


打狗 楠田知足庵 


天佑 
折二 
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右四品は前就出品の乾道折二松背錢と共に南洋の海中 
ょ b 拾 ひ 揚げられた る 折二錢中に 錚々 たる もの •何れ 
も 磨滅せざる®品で ある0 

〇七福小判の世說 

一小吉小判 



此小判も名頭に小の宇と^ 一の 字を附 したるもの、自然 
と其 H 寄合て作れる金な b ， 扨て此金は大吉程 どには 


至らねども•都て十分にみつればかくる事も有べし、 
小吉は末に大吉の勢を含みて 花のつぼみのごとく末廣 
•かりの 金 なれば、先纔 にして 立身出世を願ふ人は、小 
を大切1:所持 L て、 いのれば願ひ不 叶と いふ事な く 
其上養生の莨は小を用ゆれば長壽に して、 次第に鯧徳 
成り終には 金みちて十分になるゆへ、七 福第二の 實と 
定むるよ〇承な b 
一馬神小判 



此小判は昔佐渡の國ょり金盛(:出る頃、彼國の吹手の 
名頭に馬の字と神の宇を附もの. J ) つて*元文の頃なり 


今の坎替のころも其家筋のもの江戶へ來 、吹 時壹人は 
馬の字の印を用ひ"費人は甚の宇は外 U も同字差合あ 
ればとて*神の字唱ひ通•したるとて印に用ひ、此兩人 
其日寄合て作たるを馬神とたれか名附く、然るに我 困 
の金は多分佐波の®ょ6堳出し、最初此もの、先祖吹 
初たる事なれば•金山の元にて、金勢自然馬神の小 
判两り*世上の金此金の有る所へ來集6•又此金の妙 
にはいか成放蕩不埒の人にても金錢を遺ふ事しきりお 
しく成、正に入事出來ても人に5とまる ゞ 程いやに戍 
て遺はず、只金をためるのみ一途に成て、夫々業をな 
すゆへ、金をためた く 思ふ人は大口小吉の小判ょ b も 
金綠ふかく、.±農工商の四民共に外に望みなく、只金 
を好む人は此馬神小铒を所持するに•しくはあらじとな 
ん〇 

しかあれば戈滿 •し、 いつ•しか遺ふ事嫌 ひ、 金の山を積 
んで子孫へ a ること疑ひなしとて、七福第三の*と定 
むるよ•し承るなり(未完) 


〇德川氏貨幣史(績) 

四年五月十 IH 遂に金銀貨幣改鶬の令を布告し、從來 
法通する所の貨幣を交換して 、悉皆* 長の古 U 復し、 
品位重量毫も古制に異なる勿らしむ其令に日，、。 

觸 

庚長中定置れ候金銀の法元祿年中に至て始て其品 
を改められ寶永の始めふた/'び银の品を改められ 
候よ5 このかた諸物の價は年々高價に成來世の難 26 
醆に及び候によつて前御代(家宣將軍)御治世の 
始めよ b 金供の品慶長の法の如にしかへさるべき 
由御來意に候へども近世以來諸國山々より出來金 
銀の歎古來の如くに無之候を以てたやすくその御 
沙汰に及ばれす候典*:元祿の金はそんし候に付て 
其通用難 II 候由を聞召され先御沙汰有之其後に至 
て寶永の銀も其通用難迪候事御賭に達し其故を尋 
ねきはめられ挨に及び世に通用し候所の銀次第に 
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其嫌 宜しからざる ものと も出來候事相知れ早速集 心得候べき ものなり 
吹出し候を停止せられ其事の由來を»轧明の上其 正德四甲午年五月十五 
沙汰 ある •へき御 旨に 候# K に鲫不例 日々 に重られ面して%11造額は 

候に 付て 去々年辰の十月十一日 _害付を 以て思召 金貨武康判 二十一萬三千五百兩 
の程を被仰 付 候依之當御代に至 6 候より以來人の 享保銀 三值三千百四十二萬貫目 
申沙汰0候事共を尋ねきはめられ答拴 II の上を以八(享保丁銀は正德四年よ b « 造さるる vj 雎も世間之 
て金銀の品庚長の法のごとくにな-〇かへさるべき：- を lil 〇て蠢鈒ビいふ) 

事に議定せられ候其通用の法引替のことはつまび 一： 從來騰貴せ*し物價も是に於て漸く T 落し•人民皆な.容 
らかに別紙に相見へ候ごとくに候此度此御沙汰に：|易に生產を詧む事を得たり27 
おいてば前御代の御旨によられ天下後代までのた：：當時の交換價格は 

めを以ての御事に候へば貴贱贫富を撰ばす皆々御二 慶長佥並新金百兩 乾字金二6*兩 
定の旨を相守其功の M るべき所をよろしく%悟あ 一： 元祿金百兩 同 百二兩二分 
るべき事に候若一身の利«|をはか6候ため何事に 慶長銀並新銀一貫目 二寶三寶四寶二貫 E 
よらす其通用相潘候事ビも仕出 L 候に於ては前御 元祿銀一貫目 同 一貫二百目 
代々«旨當御代の御沙汰を違犯候のみにあらす天 寶宇銀一貫目 同 一貫三百 E 
下後代迄の罪人たるべ—のに候へば董薰を 111長新龈一貫目 元祿銀一貫二百五十目 
轧され候て嚴科に行はるべき事に候是又其旨を 相 武廉判雔造頦は極めて僅少にして•未だ 全國 一般に供 
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給す る 能はざるを以て、享保元年 更に 貨幣を li 造し 以 
て其不足を充たしたり、享保の錄造額八百二十八萬兩 
に •して、之を正德間鎢造の貨併£合算す るに 〇 

八百四十九萬三千五百兩 S す (未完) 


〇舍利錢の金質に就て 

向陵生 

中外錢史〇 r 登劣牟」唐金 JII 鍮は之を加へざれば成ら 
す r 舍利」永利通寶の屬其質脆して撓べからす鉛の如 
して光澤なし 

其他の錢書にも砂利、又は砂嫌等記してぁる•か其主要 
金質如何なる者かは說明してない0 
三才圖繪には凡錫雜鉛者不佳爲器弱而成凸凹其具錫器 
俗云舍利 VJ ありて眞錨器を舍利 VJ 云ふ樣に記してある 
如斯諸說一致せぬ•か聞く處に據れば「マレーチシマ彳」 
は錫、鉛、亞鉛の總名に•して錨は.「チンマーブチー」 


粉は「チ 〆 マ1ビタム」亞»は「チンマ1ナソ」 VJ 云 
ふ由依之見るビきは舍利は印度語「チンマーサリ」の 
對音なる者の如：し「ベルンャ」語にて土丹の事を「ッ 
クター」 VJ 云ふ由なればトタンは「ベルンャ」語「ナリ J 
は 印度 語にして異名同物なる 事 VJ 知るべし。 

故に舍利、砂利、砂蠟等の錢質は亞鉛でぁる VJ 云ふ事 
になる果して然るや否確定するには分析の結果に俟ね 
ばならぬ0 

◎質疑應答 

〇銀代通寶に就て 

三河.樹古庵尾觭嘉市 

龈代通寶の中で銅錢のものは、元祿十六年伊勢屋道喜 
なる 者が、私鍺 した もので通用錢でなかつたこ VJ は、 
百科大齡典に 明記されて居ります が、明治新撰泉譜第 



三集備考の部にある銀代錢は•何時頃"何 VJ いふ人が 
鋳造したもの.でありますか、まだ質蒼鉛に似た り VJ あ 
るは蒼鉛でなければ、本質は何>」いふ金雇ですか"御 
敎示を願ひます0 

また會員諸君の中で"御秘藏の方•かありますならば" 
協 f / へ御出品下さるこ vj を、希望いた；します。 


〇滿文の譯及鑄地を知り 

たし . 

1 會 員 

淸朝錢順治通寶以後の背の滿文の f び鍺地を明細に 

御 答へ 願 ひます 

tf 7\/v/ /}^/t/\/\/\Jr/sc 

〇壹 lil 銀貨(:就て 

山田市 松本敬古堂 

本稿は一■一月初旬到着せしも旣に三月號 〆 切後な b 
しを以て本號ベ挿入せ b 


本誌第二十三鼸に土方大成堂君ょ b 壹 S 銀貨に就て 
「一般の通用貨幣でなく云々、改正の布吿が出て居る 
事 VJ 思ふ云々 」 VJ あ b ましたが、私方に左の布達の寫 
しがあ b ますから貴重な餘白を借り御參考迄に褐けま 
す〇 

甲第贰拾號 

舊金銀貨幣交換代り金の儀昨十一年天甲第百三十三 
號以て金貨-貿易銀にて交換可取計314及布達 S 候處 
猶乂今般便宜の爲め價格二百圓以上の II 金銀 Itffip を5 
大阪國偾局出張所1;齋•し造幣局精製分拆所(:於て携 
帶人立會鎔解の上試驗分拆の順序を經て.…中略：：金 
分は金貨銀分 ti 貿易一圈供を以て速に阐偾局出張所 
に於て立替可相渡候.…中略：：疗大藏卿ょ b 被逮候條 
爲心得此旨布達候事 
明治：十二年二月二- f 六日 

三重睬令 3 rj 村定高 

此布達に依て見れぱ一圓銀货は明治十一年頃旣に公用 
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上及 I 般の通货でぁつたこ W ど » めます 

〇會 報 

〇記事‘ 

大正十年三月六日定刻ょり所に於て本會第十七 
回例會を開會•花林塔君が礙物博 91 會にさるべ 
'き*麝考品ビして M へられたる铕造錢に n する篇材 
料を携帯されたるに花を添え、出席者及參！左の 
如くで、！ i 會でぁつた、出席會員は 

林 靜男小川 浩大竹寅吉 
新井源三郎三上香哉藤川癸巳雄 
森川潁一 阿部仙吉安達俊介 
本間素夫鈴木中二北*大介 
梶野卯七九山源次郎守田重次郎 
木村昌司田中啓文鷲田信一 
及山鹿、江藤の二氏ら見へた0 


〇閉會後幹部會の决遘に依 b て、 林紹治金翁が喜壽の 
* を ie すべく*列席幹部集ま b て心ばかりの w 宴を 
一旗亭に張 b 午後八時散會せ bo 
次回は來る五月一日定刹ょ bjam 所1:於て開く 
〇入會者前轚の！！き 紹介 
大阪 榮 AL 堂 获累六作 下間寅 之 助 
濟南 i 庵 梼上！！次 谷澤喜一郎 
今回ょり石井蝶々園は特別會員に 

〆 «下次號に ao 
〇寄贈及交換 . 

考古學軀誌(ニノ六) 其 會 
古錢(五ノニ). 同 社 
姬路1會誌 ( I 二) 同 會 
〇大阪古泉#、京都古泉會は三月六 H 其例會を開催せ 
る由、 jpli 戶研究會は十三日例會を催せし報あり〇 
〇次截に苽永鑛鳙地に關する新說を花林塔ょり發衣す 
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吿 

前造幣局長池袋秀太郎 HT 題字造繫局族務課長安原春輝氏序 
H 學博士甲賀宜政間下校閱造*局屬塚本豊次郎編 

r 貨幣沿革圖錄 (實费分癟、送料共七圔) 

本*ハ明治維新以降大正九年十二月迄-一於ケル货幣ノ沿革、貨幣面二印シタル年別發行枚 歎、 試製品其 
他-1付逭幣局所葳品ヨ？押形ヲ取グタ,圖ヲ揷入シ懇切*簡明ノ說明ヲ附シタル美本ナリ0 
(貨幣讀者諸君其他爱餞家必携ノ良參考書) 

大阪市東區北久太郎町ニノニ七 

愛 久商會 

◎第一回正誤表未着ノ御方ハ各其買先二御請求相成度 

◎殘本小«;ナレトモ東京市及大阪市一一各一個所ノー 手販資所募集 


一、 貨幣沿革圓錄追錄 

本害ハ右® m 後出テタル試製品十一個-一付有志ノ切ナ.ル希望一一基キ實物ヨ J 押形ヲ取リタル箕本能力*一 
限度 アリ ニ十 部乃至五十部製作ノ豫定一一 付 御希望者ハ有志金員 ヲ偏者へ 御 送付-1預 リ度シ先着顧一一 送付 
ス送本セナ ル 向へ-*'返金 
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料 

四半一 

分 

之 

頁頁頁 


金金金 

__ • 

i 

七三五 

拾 

五 

錢圓圓 


一 


本誌定價及庚咨料 

冊 定價金五拾钱送費金贰錢 
郵券代用一割增 


大正十年三月廿九日印刷 
大正十年四月一日》行 

東京市神田 K 五軒町一番地 

舰§ S §1田信！ 
東京市神田 K 紺屋町三十番地 
印 H 者 高橋與四郎 
東京市神田 H 北乘物町三番地 
HIJ 5 所 万 文 堂 


東京市深川 E 蜜岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

電話 本所11三五三* 

東京市神田區五軒町一番 m 

發賣所 驚田寶泉舍 

電話下谷七五九九番 

⑽大 R 市南 KW 屋町 下問寅之助 
所東京市下谷 K 竹町-1-三番地 帝國《夕5研究所 


◎廣 吿‘ 

古錢、古金銀、古紙幣 
古鏡、書盡、骨董 

右賣買仕り候に付き御用命奉願上候 

東京市芝區明舟町七番地 

茶筌堂村上忠太郞 


古.錢、古金銀 
古錢參考書籍類 

右正實を旨と し 薄利を 以て 賣貢仕 b 候1:付 多少に不拘 
御用仰付被下度願上候 

京都市押小路御幸町西入 

泉貨堂中鳴弊一郎商苦 
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◎廣 吿 

• t 

大阪造箝局長池袋秀太郎 rs > H 字 f eg め® 

大 R 造幣局技®甲？政博士序飞挺寅之® 8 

Mis^ 古^の sgl il 全 一 ^ s_Aj 千 f 


安蘿嘉次彥君序下問寅之助編 
增補大正古錢の菜 


一一版*撰 


rn 


全一冊 


SJ 


古泉學道入編 

13?大正古錢價格11鑑 

故一豊舍主人 ffi 

宋期符 合 泉 志 

大阪每日新聞社長本山彥一君 H 字 
aw 局技師ェ學馎士甲 K 立致君序 
玉岛鄯便局長安璇 ■ 次彥沿著 

東洋錢貨年表 


全 一 |»正價七十 fl 

5 lffis 料1 i 

fe 三&正價 ★ 

I ■送料六 fi 


月 刊 


IH 一 古錢雜誌 


:?け：|全一冊|£?!5 


II 金石文 fe 本^等11持^ 


^^11 


! 册金參拾錢 
# ft 六ヶ月金壹圓五拾錢 
I ケ年金參圆 

(切孚代用一割增) 



大阪市南： El 問屋町(三渖寺筋束堀丙入) 

tU •讓 W 買商虎.權樓商店 

振替口座大阴查九四贰番 

〇弊店宛御照矜は必す注復はがき又は返信券在中の外御返事致さす候也 
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所究 研ブンタス 國帝 I 


谷下京器 
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切手 VJ 貨幣 

詳細說明付世界唯一の邦文改正新大目錄 

一部印刷實費金五拾錢 (送料二錢) 

右金額御送附の御方へ百種以上の見本品 

(外國切手、外國貨幣、マツチべーパ)等を特に添附直送す 

誰 方に も出来る 極めて 面白き li ® 問題募集' 應募規 
定は改正新大目錄 K 詳し 

紙幣燐票 



述陵向尾灞 
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〇永安五銖研究資料目次 S 5 


第一章緒 言 
第二章重 量 

⑷史籍に依て算出せる永安五銖重量 
ろ實在品の重量 
は0-方の最輕き者 
に目方の最重き者 
( 11史籍ょ b 算出せ る M に 適 An せる 者 

第三章錢 質 

い古來錢色觀 

ろ餞質の區別は分析に據る带 
は赤牽に就て 


第四章形 體 

い面翰庚く背翰狹き者 
M 粗酱 

⑴反錢 
に' 文字肥瘦 
ほ«面のひすみ 
へ片肉 
(〇鐵月形痕跡 
ち錢面荒ひたる者 
6輪の厚狭 

笫. 71 :章文 字 

い支那 餞 書に * 瞪を以 て 分頒せる考 
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ろ我 H 錢 « の文字に依る分類 

其一泉貨艦 

は其二錢幣考逍 
.に其三 鑑識 訓蒙 
ほ其四古泉大全 

第六章行 用 

い一般的行用年數 
ろ地方的行用種類 
は' 地方別行用(向陵私考) 

に行用年教 VI 存在 w の比 
ほ令公百爐錢 

附 表 

( 1 ) 永安錢年譜 


錢 ■ 

存在表 
重量分別表 


絳 
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永 安 錢 年譜 

永安元年魏大歟改元永安 

同 ニギ爾朱榮破元類陳 M 之等復洛瞬〇榮加大丞相天柱大將軍〇 If 永安 £o«o«o 
建明元年萬俟醜奴搔關中爾朱天光討之〇孝莊帝自殺爾朱榮。 

晋泰元年高歡反罪狀爾朱氏0高歡大 i 於廣阿。 

永賊元年孝武帝立。高歎大破兆於韓稜〇高歎建於晋限大丞相府而居之0 
同 二年大成樂成 

|魏天平扫3;孝|西奔長安 柬瑰孝靜帝立 0 遷都於鄹〇 
西魏大統元年西魏文帝立 東瑰天平二年 
、同.二年 同 三年以高澄爲肖害令(或云ふ元年) 
同 三年獨孤信逼洛陽遂雒金墉域 闻 四年 
同 '四年邙山會戦面魏大敗 1.元象元年 
同 五年 |籌和元年東魏行典光曆 
同 六年鑛五銖«0 I 两 こ年 
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西魏大統七年 
网 八 年 

同 、九 年邙山會戦西魏敗走 
同 十年更權衡 度量 
网 十一 年 
鬨 - 十 こ 年！ i 3 LO«oao 

同 十三年 

阈 十四年 

鬨 十3£ギ 

同 十六 年 

阈 十七年 

X 平 一 姿 

阕 二年 

此間七年略ス 

北周保定元年七月改鎢日布泉以 I 當五•與五錄無 行* 


典和三年麟趾格ヲ定ム 
同 四年 

武定元年北豫洛二州入於東魏 
同 二年 
同 三年 
闻 四 年 
同 、五年高歡卒 
同 六年 

闻 七年高澄爲盗殺 
齊天保元年 
阕 二年 
同 三年 

同 四年改鎢文日常牛五銖 
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陽て部} ii 字缺朱 短足 



U 字左接 朱左昂 
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〇永安五銖研究資料 

瀬尾向睐述 

第一章緒言 

永安五銖は北魏末年に鎢造した通貨である。北魏に.は 
太和五銖、永平五銖、の二種が旣に通貨と爲て居たが 
段々輕薄となりて甚しきは二妹の量も無い程であるか 
ら孝莊帝永安二年に大改造したのが此の永安五銖であ 
る〇而して魏か東西に分立してょり東魏は終世是を使 
用し北齊天保年間に至りて初て常平五妹に改造したの 
である〇西魏は大統六年に至 b て五銖錢を鎢造したり 
故に繼嫌使用は東魏に比して短期間なりし。如斯關係 
であるから其間自から胍絡の存嫌する者あらん事を思 
ひ其系統を尋て以て完全なる分類を試る考である0 * し 
かし多歎の材料に據らすして漫に斷定を下すは頗る危 
險である〇多數の材奸を得るには少數の歲月では集ま 
らぬから未だ意見を發表する時機に達して居らぬ0 


今 H 迄得たる資料の數は四千八百四拾费個である是を 
(いろは)三段に別ち更に四十一種に細別•して部分的私 
見を附加し以て斯道研究者の參考に供する事とせ卜〇 
其分類名稱は唯だ自分が記臆し易き爲に命名せ b 泉學 
上ょり謂ふ時は當らぬ者も多かるべし是等は他日諸家 
の說を聞て順次訂正する稂である。 

出土品の地各は分類上必要事項なれども正確なる地名 
は容易に知 b 得る者にあらす唯た言傅へたる儘に記載 
せれ〇大阪下間氏仲介1:て得たるもの獨特の鏽色あ b 
故1:下間の字を冠して是に類するもの皆併合6て記載 
せ bo 

傅世 品とは 其の傅世程度漠然として 明なら す〇しかし 
代る•へき適切なる名稱を得ざる1:付言傅の依に典用せ 
り〇發掘後多年流通して钂色 新たなら ざる者は皆此部 
に併合せ bo 

第二章重量 



い史籍に依 L 算出せる永安五株の重量 
永安五妹は別表重量分別表に示す通 b 重きは一匁三分 
軽きは三分のものあ6て其差一匁以上に及び本來の m 
方は何程あるべき者か殆ど捕捉出來ぬ有樣であるから 
史籍1:依て正當量の算出を試みる事とせ bo 
唐の重量一斤は日本の百六抢匁に當 bo 北周の玉稱は 
唐量の二分の一に？ i ^ UJ ^$» f -^« n ^ ff $ BKr 碑 
S ) ビ謂ふから玉稱一斤は八十匁で6る玉稱と潢秤と 
は四と四半との割合即ち玉稱一斤は漢秤一斤一分二厘 
五毛に相當する〇故に漢秤一斤は H 本目方七十一匁 I 
分一厘餘となる此の目方ょ b 算出せる五铢の目方は九 
分贰厘六毛弱と云ふ十呂盤が出る。此魏時代には漢秤 
を用ひた i 聞くから永安五銖本來の目方は約九分贰三 
M を正當なる重 JI と認むる0 

資治通鑑には一斤成す處七十錢に止む〇とあるが古今 
錢略には魏害本傅高道稼の表を栽せて一斤成す處七十 
六文とある何 rl を是とす•へき歟〇通£に雒れば一個は 


五銶五參程1:當 b 1匁以上め*0べき筈であるが一斤は 
三' m 八十四錄で是を五株で«ると七十六と四鎵を餘す 
事となるから後者即ち七十六文を以て正當と思ふ〇然 
るときは I 斤の目方七十一 匁 I 分 一厘を七十六に 荆れ 
ば一個の董九分三厘五毛六と云ふ算當が出る0 
同じ時代の永安四道五妹は庚量二銖五黍(黎は龚の誤 
なるべし)あつたと張台♦か云ふて居るから開元通寶の 
重二妹四泰ょり重い。今の目方で一匁〇四厘餘に當る 
此等は就中大樣なる品を撰みたる事と思ふ。現存四道 
銭には此量に該當する者を稀に見受る事がある*しか 
し槪括•して謂ふときは一匁以上あるのではない矢張九 
分贰毖厘を正思ふ0 
ろ實在品の重 JI 

史籍上ょ b 見たる重量は前に述た bo 實在品の重量は 
左表に示す通である〇 

種別俚 fttt 重量 A'fIHmgA 
傅 世品 六八一*五〇八 * 一四 、七八五 
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發掘品四一五九、三六 八 九、〇二 •八八 五 
0 針四 八 四-;四 j 九七*一六 、八六七 

铱に於て傅世品と發掘品と想像外なる差量ある事を發 
見せ bo 槪畧ではあ S •か其磨滅程度約一割五六步なる 
事を知り得た I 本表示す通-^發掘品でも各種を概括 
して見るときは尙且つ史籍に示す重董に達せす况や傅 
世品に至りては達せざる1に逭し0分量考などに實 
在傅世品の重 a を根镰として 3 i せる者あるは大なる缺 
點たる事を思へ bo 

右表は M 數に就ての比較である故に中には傳世品のみ 
1:て發掘品の無い種類もある又た全く反*のものもあ 
るから更に存在一 IW 1 中最も多歎なる II 穿に就て比較を試 
たろに T の結果を得たり〇此の II 穿は傅世品も發掘品 
も具偁した品顱であるから舆の比較標準と爲に足るも 
のと思ふ傅世品と發掘品との差量割合は一割六分六厘 
の戚®である0 


種別個數 iBttwiAtflTrcMA 
傅世品 H ハ 九、 一二 八、 〇一 〇 、七 五七 
發掘品一四四五、 ニニ ー六" 八 七 ◦、九一一 
合 計 一六 一四、 一四 四 四、 八八 〇 、八 九五 

扨存在品總數四八四 I 個を九分以上と九分以 T とに別 
つときは分別表に示す通 b 以上の者二一三八個以下の 
者二七〇三個となる前にも述た通り傅世の爲め戚最せ 
し者を見込むときは九分以上の者大多數なるべき事が 
想像出來る史籍示す輿の量九分一一三 M に符合するなら10 
んと思ふのである〇 

は目方の最輕き者 

永安四道五铢三?®の總平均目方は六分九厘九毛で永安 
餞中最も輕き平均目方である〇後魏食 It 志に謂ふ所の 
遜鄴後輕濫尤も多じとは此の錢の時代を云ふなるべし 
果て然るときは存在品の輕量なる亦當然の結果と云ふ 
ベし〇如斯輕量なるにも係らす重きは一匁一分以上輕 
きは四分に及ぶ者ありて其差大なり而•して他の傅世品 
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に比•して存在稀少なるは行川の範圍狭ん b しには非ざ 
名かと思.〇 

三國典塞 日•渤海王高歡の世子僚、乃ち百 tit に令し 

て圳に此錢を鎢る鄞中にて令公百爐«と號す0 
高澄が別に此錢を銪ると云ふ意味は普通永安銭の外に 
i 鞘ふ事である。同時に同文別棟の餞を！！るとせば何 
にか特異の標證あるは必然ど思ふ〇教氏が四道ある者 
を以て是に充たるは頗る要を得たる推定と思ふ〇鄹中 
百爐錢と號する者はあまり他の地方へ嫌出せざりし事 
を意味するのではあるまいか〇其行用の範圍狹小なり 
し爲め今日存在の砂少なるのも當然の結果であるまい 
か〇三阈典罂が大統七年の！！造 tf せし事は聊か疑問あ 
b 行用の部に於て述る處あるべし0 

に目方の最重き者 

就中目方の重きは短五 i 稱する品であ .0 が僅かに贰個 
に遇ぎぬから檯準と.：出來其次は阔じく土宇*手 
の小頭五と稱する品である其百二十一園の平均目方 li 


I 匁 〇二： if 四毛である 他 rlIIII . J : 比し 逢 かに趄趑した m ^ 
で史箝より算出した重最よりも一割以上超遇して居る 
是れ l : u 何 I - か理由ある事 i 思ふが未 fr « 見し得ざる 
を遺«として居る0 

分別階級は七級ありて存在も尠くないから相當年間使 
用せし者と思ふ〇軾に的揭四道餞の年均重 Hi 六分九 M 
九毛と比校する VJ 四割六分以上の差增である內容の相 
違は 小頭五、一匁內外最多六七分最少 
四道餞 •！ 匁內外最少六七分最多 
全然反對の結果である。尤も小頭五は發掘品が主で C 
四道酱は傳世品が主となつて居る是れが差のある大な 
る原因ではあらぅが四割以上の差 M めるのは時代も地 
方も異な6て居ると云ふ事は認めらる、のでめる。 

ほ史籍よ5算出せる^に} S 5< n せる者 
庚 穿と稱する者は分別階級十級あ b て傅世品中存在最 
多き者に屬し麄高の約四分ノ；を占て居る此種發掘品 
總平均は九分一厘五毛强にして史箝より算出せる氓兑 



に孩當するのである。如斯分則 » 級の庚き*存在の多 
き•目方の適合する等三者具備〇た«は四十一種中此 
の品の右に出る者は無い。蓋0武定年間大改造之際主 
都に於る！！造货と〇で聊か差支ないのである 0 

一隋害食货志日ふ神武帝乃ち境内の銅及錢を收めて 
仍ほ舊文に依て更め鳙 S 云々 
一後魏食貨志日ふ鄹に都を*して後ら輻濫尤も多し 
武定の初め齊文襄王(高澄)奏して其弊を改めし 
ひ是に於て詔して使人をして諸 1 W - 镇に詣り銅及錢 
を收めて悉く更め«る其文字仍ほ舊に依る云々 
右は東魏最衋時代なる武定年間の大改道なれば鳙造高 
も定て多かりしななべし亦其實質も厚重に〇て時秤に 
適合せる者と思はる〇而〇て永安供最後の改造なるが 
故に今日存在する者多大なる V きは勿論 I 思ふ〇此の 
本文に»當する«は庚穿と稱する者を措て U 德に f 
なる品を見出す事か出來ぬので/)石。. 


第三章錢質 

い古來 酱色觀 

古來鋇色を W て古泉種別の一科目とせ〇據て以て時代 
の81遷と地方的分類に資する事多•し〇然れざも肉眼1: 
て色合を區別せし丈けに唯だ赤いとか靑いとか漠然た 
る 言葉にて命名せ， しに 遇ぎ す 故に其の大槪を知 6 得れ 
ども明瞭に分類せし者を聞かす。 

一隋耆食貨志日ふ齊神武覇政之初め魏に承て猶永安五 
妹を用ゆ鄹に遷りて己後百性私鎢せる者ありて體制 
漸く別あ b 遂に各以て名となす0 
雍州靑 赤、 梁州生厚緊錢吉 嫌、 河陽生澀、 

天柱赤牽〇 . 
二五代志日ふ乾明-1り皇建に至るの間牲牲私鎢あり、 
部中用ゆる餞に赤黧、靑熟、細眉、赤生之異稱6 

河*15ゆる所ろ靑薄"»«6り0 
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靑齊徐兗梁豫輩類各殊な b 云々0 
三洪氏泉志日、-^安五铢慕文有4:字徑九分重二铢四銮 
銅色純#〇 

四李孝美 日ふ此铥見る所に據るに 背文 大小 皆 封 張兩氏 
說く所の 如し 面文輕 « 魏錢 i 小異あ J ; t - 銅色 § #o 
以上記す處の支那文 ». では 靑ご 赤との 二色の みなれ ど 
事實は 蒼白の もの 6 り带黃色のものありて中々單純で 
ない。由來支那の 人は 五行說に戚 化せられて黄白赤# 
黑の五色に引き附る癖が ある故に 支那文 * 1 : て敍の其 
正なる 色 合を 識別す る 事は不可能で ある 〇假令 ば鉛錫 
を 總稱して靑金と 云 ふかと思へば餳を白餳、鉛を黑錫 
と 云ふが如き一寸色合の想像が附か 《 のである 0 
ろ錢質の區別は分柝 に據る事 
今や務學は 進步せり依然 VJ して舊法に甘する 能は す若 
•し是を 分析の結果 {: 埃つ 事とせば 必らす得 6處多大な 
るぺ〇と思ふ〇故に得る U 從て順次報吿する こと、 せ 


5512品备銅％沿％癸鐵欠，嫌％ 

河南鄹廣穿六六•二六 E ニー、八二 K 4一一突，七〇〇 •八四〇 
T 赤洛陽大躍金1、七二九七.六^へ六八〇 、 SI 1 一六1 ion 查 
.楽陽長安尖郭 t 八二四二；-「美1九 • 六 g ,一三八一.九§0^九 

下.泥長安缺金1老、ーニ九0二3-ハ八0|11、1一八二、二五一'六一 

一 

廣穿が鄹地方の通貨なる事は重 M の部にて述たり〇大 
頭金に就ては土字錢研究中に洛陽鎢造なる事を述た 
bo 次の尖郭ご缺金とに就て說明を試むべし0 
尖郭は銅分»く鉛餳が他品に比して多量なり故に錢色13 
蒼白、滑渾の美を缺く五代志謂ふ所の 河南 鉛錨錢に相 
當 する搛なれども西魏地方にも鉛餳の 產地ぁ る者 VJ 見 
へて蜀漢時代旣に白色の級ぁりし事は諸君の知らる ゞ 
處でぁる。亦隋の世とな6て白錢を鎢たのも是れ有る 
が爲で6る i 思ふ〇翁 s 泉は此間の消息を詳說して居 
るから書拔て S く事とせ - CNO 
隋の白餞は嫌を用ゆる 事® ほ大定の銀を用ゆるが如 
C 故に色臼し•其！！ 作を細かに 〇らべ て 見る i 文字 



は永安«と栩近し〇隋の開_丑は*^己酉の年を 
去ろ事纔かに五十三年な b 盖し永安五銖已に嫌を用 
て鍺る者あ b 故に銅亦白〇〇今見る所の開 I 兀«に色 
靑白に•して白錢に似たる者がある皆是唐初の錢であ 
る是を以て自分は白錢は上は魏の制に沿ひ下は唐の 
規を啓いた者だと謂ふ0 

陪は西魏北周の系統に出て 5 . 方に立國せるを以て銭も 
又此系統をたどる者ご思ふ故に予も翁說に賛成するの 
である。五代志に河南鉛錨の語あればとて尖郭缺金類 
を直 4 : 河南«と認むる事は出來ぬ〇獨り錢色のみなら 
中形狀書體に於ても西魏栽とするに立派な理由がある 
からである。而して予は此の二種を以て隋書謂ふ所の 
雍州靑赤の二種に充てたいと思ふ其尖郭は鍬錫の混合 
多きを以て色合蒼白なり欽金は銅の含量多きを以て M 
赤な b 故1:前者は靑に後者は赤に相當する 者と 思ふ形 
«文字に就ては各其部に於て述る事とせ60 
は赤牽•に就て 


隋 f 货志に赤 f 云ふ名稱がある£:は一種の廉語か 
ご思ふ f に 09 係はない/) >* 序だから此處に述る 事と せ 
6°左1:記す所は赤牽と云ふ言葉に關係ある樣(:思ふ 
から寄抜て參考に供す。思ふ 1 : 亦米とは牛の 糞と でも 
云ふ隱語ではあるまいか？ 

一潲中記に D 1 ふ長沙西南1:金牛岡あ b 漠武帝の時一田 
夫6り赤牛を糸き來りて漁人に吿て H く江を渡さん 
事を寄むと。漁人云ふ船小な 6 豈に牛を得に勝 へん 
やと〇田夫日く佴だ相容ょ君.か船に重しとせすと014 
是に於て人"牛俱に上る〇江の半にして牛船中に蔣 
す田夫日く此を以て贈ると〇旣にして渡る。漁夫其 
の船を汚すを怒 b 徺撥(搔交せて)以て薷を水に棄 
つ. 金 きんと.して方に是れ金なる事を覺る〇其神異を 
.釾 b 之を舐するに人*牛*嶺に入を見る隨て之を掘 
るも能く及ふなし〇 

二栽神志日ふ晋元典 中、 東陽太守朱牙 之、 妾董の牀 T 
ょ b 一老公忽に L て出づ黄裳衿帽を著く •出る 所の 
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炉は甚だ搰澤にして泉有.〇〇遂に董と交6好し0若 
し 吉凶ゎれば 遂に以て牙之に 吿 Co 兒ぁ 6 庵を疾ふ 
老公日く 此れ 應に虎卵を得て之を 服す ベ otf 牙之戟 
を持ち山に向へ lr 果して虎陰を得た bo 尙ほ 煖氣ぁ 
6兒をして炙て瞰しむるに癒即ち斷絕せり〇老公常 
に董をして梳しむるに頭髮野楮の毛の如し〇牙之祭 
酒 上 章に 詣る是 に於て老公跡を絕つ〇乃ち沸湯を作 
b 試に此泊に澆くに大蟻數斛を得た bo 日なら すし 
て 村人 大刀を捉りて野を行きしに I 丈夫に 逢 ふ黃金 
一辨を操6て其カビ易へん事を求む乃ち刀を授く〇 
奄 にして人の所在を失ふ。重て向の金を察れば乃ち 
牛 莢な り〇 計るに 此れ 乃ち牙之の 家鬼なる を〇 

第四章形#5 

い面翰廣く背輪狹き事 

三期錢と目すべき者に錢の外輪が面と背と廣さの差が 
ある溝を見る〇中にも目立つは尖郭であろ廣穿 (:< 、又 


A 傾向を認むるから時代的特徵とでも云ふべきであら 
ぅ〇尖郭と酷肯せる製作は隋の小五銖と稱する者であ 
る予が小五銖を以て西魏の錢と認めしも此點が 主要な 
る理由 i •して居る。今茲に尖郭と小五銖ご白錢とを併 
して何れ1:多く似寄 b たるかを比較すれば製作上か 
ら云ふも書體から見るも尖郭と小五銖と類似して白錢 
と小五銖ごに異點の多きを認むる事を得べし故に小五 
妹を两魏錢と爲すと同時に尖郭を も 两魏錢 と假定 した 
のである〇 






ろ粗錢 

五行大布、永通萬國に形餵倭小粗薄なる品がある是等 
の錢は皆な西方に立國せる北周の鍺逭である前揭せ•し 
尖郭の末錆とも見るべき品に此秫粗薄の錢があ，つて殆 
んど同爐かと疑れる程酷宵して居る。此の方面から觀 
察するも^郭を西魏の鎗 造と 推定したのも間違では無 
A らぅと思ふ0 








は反錢 

尖郭 * 欽 金の 中には 錢の 面が 平坦でない 者 か ぁろ表面 
は穿に近き處に高く裏面は輪ょ b 郭に向て順次遞下し 
て 居る。 他にも此形狀 せる 者が ぁるか も知れぬ が 今 H 
迄に見た る® では此の二種に限る樣で める 是れ錆造上 
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竿法の「くせ」とでも申すべきか予は是を反鋟と^名 
せ.〇 〇 ’ 

. に文字 e 瘦 ... 

常牛五錄に肥宇と瘦字とがある〇肥字は錢面平坦に± 
上てあるから文字が太いのである 〇瘦字も仕上てはあ 
る •か元 來細字で 高低が あるから 所々 陰 起の儘となりて 
仕上の行渡らぬ處がある〇故に猶更瘦て見へる〇永安 
錢 にも同じく肥瘦がある短五小頭五•即ち土字錢 類は 
肥字に Ji し〇廣穿頌は瘦字 {: 屬す 〇單に文字 而已なら 
す 背内郭 に於ても似寄たる處がある〇阑示 
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へ片肉 

錢の厚さは l 見平坦なる樣1:見ゆるが二三十枚賴むと 
一方1:傾く者である何處かに厚薄があるのである。永 
安五妹は夫れが稀類に依て方向が極つて居る様に思 
ふ〇其方向の相違は稍や地方的に！51別し得らる、樣で 
ある 〇地方 的に®造手法に 變化 める 者歟未 /: • 資料不足 
にて斷言は出來ぬが今河南出土と稱する者に就て調丧 
した結果を左表とす0 


重 tt の部にて II たる通 b 廣穿を東魏武定年間改造の錢 
とす〇常平瘦宇も常平中最も多き穐類であるから東魏 
主都の鎢錢な6べきは勿論と思ふ〇此兩者•か互に連絡 
あるのは自炫の結果で6らぅ。 

短五が洛陽鍺造なる事は味に述にり肥宇常平も或は洛 
陽附近の鎢造ならん Q 

ほ錢面のひすみ 

廣穿の製作を見るに五字の翰に接する方面約半部ビ銖 
宇の中間(朱と金との間)1:於てひすみたる處あり長 
字(は 號) にも又是に類する特徵あ b 太和五妹以來銪 
造上終始一貫せる特徴であ&から北魏錢一種の手法と 
見るべき者と思ふ。前に反錢と命名せる者は鍺型を合 
せたる時に表裏共同〇方向に反りたる者で本項の_ 
は表泡のみ反りて裏笵は平正を保 t > たる結果かと思 
ふ〇亦陰點 、運永、 大點類等錢の上 T に於て(永字初 
11 と安 字 下窬)陰起せり是れ方向が上下と雨横との 相 
違で同一の原因ょ 6生じた 者と思 ふ。 



u « 月痕鼙 

背平地1:籲月形の痕鐮ゐが多い是は察するに秭酱 
を以て砂箔に印記する際に生じたものと思ふ〇成型の 
傾序は面港の印記を了 b 褰港を乘せて是を反覆し面港 
を取除くの1:-ある。其際種錢は面港より脫离〇て裏港 
の上1:あるべき萤であ6が手法拙劣なるときは種 M •か 
面范に W 着して上る車がある夫れが裏港の上に落下•し 
て镛の側角で班が附く則ち是れが嫌月形の痕跡と爲つ 
て嫌の裏に IH はれるのである〇永安五妹の错箝〇石港、 
陶港等を見ないのと ft の雄月形の痕跡とを併せ考ふる 
ときは此時代旣に砂笵鎢造の方法•か行れた者と思ふ〇 
しかも ir 法日淺く不完圣なる爲め此痕跡を生じた者で 
6 らぅ 〇 

ち錢面荒びたるもの 

&宇歎朱{は號)の類は眚な面の平地•か荒びて少しも 
滑潭なる處がない然るに背孕 ift : は存外平滑なるは面裕 
と背祖との»資が遠つて居のでは無いかと m ふ oft 宇 


程甚* は 鏟いが 庚 穿 も 稍 や*傾向を 13 ひるのである〇 
是は北方に於ける手法•か稍や似て居る からで U あるま 
いか〇西方及南方の諸嫌には此徵候がない。 

り II の廣狹 

一李孝美日周郭完厚見る所至て多•し。, 

に洪氏泉志日寡文一上字あり銅色純赤輪濶背夷云々 
以上二項は永安以外の«と比較して厚澗なる事を示し 
た者で永安錢其者の廣狹では無い〇永安酱枏互の廣狹 
言明したのは泉货鑑を初めとす。日、 

一後魏永安錢は周郭完厚形勢隋の五妹に相似たり 
二北齊永安餞は周郭嫌く背の好郭少•しく返郭をなし 
常平五铢に 

右%れ4適當の說なれども余は M に三段に分つ事 S せ 
り (1) 後魏初 II 中|» 5 字平澗 なる 者) 

( 2 ) 第二 m 濶緣 

(3) 第三期 細|« 

第三の細緣が東 II か北齊かと請ふ饑論が生じたので双 
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.非也。 . 广 - V , 

として 一 II 税を主張せ bo 

ろ我國錢書の文字(:依る分類 
..其一泉货鑑 ^ . 

泉貨鑑は泉志に依 b て分明に說示せり日く後魏永安錢 
は 文字 小篆の 如く 厨郭完厚に.して 形勢 隋の 五銖錢 に 相 
似た b と(圖示圖下に記したるは予が假定名稱) 


其 二に 日北 齊永安錢は文字明撤製作甚精 I 面文大篆の 


方に整成者がある予は其の爭點に就 t ば東魏說に賛成 
するが細緣必すしも東魏錢ではな lr と云ふ事を斷りて 
置く細躲中には西魏錢も混じで居杪からである0 

V 、::气 

第五章文字 

〜 い支那錢書に書體を以て分類せる者、' 
書體に依て分類を試みたるは遠く董追に始まり宋の洪 
遵是が可否を論せ60然れども錢圚拙劣に〇て何種を 
指たのであるか分明ならぬ。 

一泉志日余按するに齊神武文襄皆東魏に相たり文宣に 
至 b て始めて禪を受く此錢當に之れ東魏に繫る董追 
之を北齊永安五妹と謂は非也。： . 

錢志新篇、古今錢畧•古泉匯等は泉志を踏 M せしのみ 
にて新: • 分 Ifi を试みたるを聞かす吉金所見錄は泉志の 
說を否認〇て .- 

二此錢行用頗る久〇故に董遒乂以て北齊の永安五銖と 
云ふ而して洪志乃別に束魏に繫るも實は二种あるに 



如く周郭細ぐ背 »- 郭少.しく返郭を爲.して常平五妹に彷 
桃 f ; りと0 ' 



後者は蓳適の說を町と して 北齊の錢とせり〇前(:も謂 
ふ通り泉志の圖锿不分明に付泉貨蜜に揭げたる品が 果 
して董迤の謂ふ處の ものなる や甚疑. しき 事で ある 〇 
泉貨鑑編蒭時代は類品稀少なるを以て撰定未た精〇か 
らさる處•かある〇假分ば隋錢に似た b と云ふ錢は予 »>• 
小 m 朱と命名せる：：1111で金字•姐部正しく輪の巾が表裏同 


樣である是を下 t ; 褐たる小 樣と稱する 者(: 換へたなら 
一 M 適切なる隋錢 との 類似點 を見出す 事と思 ふ 〇北齊 
錢と稱する者と 同樣 にして廣穿と稱する者が常平に 似 
たる處多い樣に思 ふ 。共に兹に揭げて參考 iTo 



しかし泉货鑑の趣. U ;: は周郭完厚のものと細いものとあ 
る^を大別して.•小した者と見れば相當り理由あれとも 
細緣の著は诗東魏若くは北齊のものと見るのは少し，、 
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(2) 樣小字濶 



早計の樣に思ふ細緣中 {: は西魏の品類もぁるから一槪 
には申されぬ〇 

は 其二錢幣#双 

泉貨鑑の補遺として左の三種を增たり但し其一澗字と 
稱する者は背に四道が ぁる 者な bo 或は其當時漫滅し 
て 認識し得 ざ b らん 類 品 稀少の折柄に つき 恕すべ 
き 誤謬 ビ日ふ VOO 

澗 

宇 

1 ) 



({: 其三鑑識訓蒙 

長字、大字、小字 あ b と說て¢5 るが 錢阖が ないから 判 
明せぬ月旦衆評錢譜は其頃の錢譜であるから調べて見 
たるに大字として泉貨鑑が北齊钱と云ひ.し者を載せ長 
字と して考遺の文字狹長と云ふ者を載せたれば此本は 
前記 二會 に據 b たる事を知れ bo 小字とは明治泉譜に 
載たる者即ち泉貨鑑が後魏の者と云ふ品を指して命名 
せる 者と 思へ bo 

ほ其四古泉大全22 
分類銘目及錢圃共に泉貨鑑と考遺に從ひたる者にして 
其內濶宇小字と稱する者は考遺が{软安)なるを大全 
は(小字)に改めたるのみ。 

考遺が誤認せし濶字を其傻踏 M して改めざ b しは 聊か 
穿鑿の足らざる處あるは似た bo 

第 六 章行用 

い一般的行用年數 
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月二年六繞大 


年元平天鵪* 年三想永 , 


鐘初月九年二安永 


遂 


止年 B 保天 ■* 
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西 繾大* 元年 
五年二 y 月 


十八¥1 V 月 


五 年 四少月 


ろ地方的行用櫂類 

一陳書日ふ遷鄹の後 W 性私鲭形 II 製作渐く別ぁ 
以て名を爲す〇 

⑴窠州靑赤。 ( 2 ) 梁洲生厚緊錢吉饅〇 


に全然一!年正月よ絕した者とは思はれ<20 
官11はなくとも逮方の鎢造又は私讅等は引籟き行 rt た 
者と 見る のが 至曾と 思ふ0 

其後"苗魏太統六年改讅屯使用し。来 a は錄世永安嫌 
を用い北•用天像 PM 年常平五姝に改觚甘る笾使用したの 
である行用年數を表示すれば左之通である。 


永安五銖を行用せ.し始終を史焐に求て玆に拔萃せ办 
一後篇食货志日、孝莊帝永安二年秋九月ょり起6て三 
年正 >1に 1*5 て III ひ 〇 . 

二隋害食货志日•齊 i 武覉政の梯め聽 に 承て永安五嫌 
を用ゆ〇 

三後魏 f 志日、®分癱.に 3 BC て後ち ft * 尤多し。 

四通鑀日、齊无侏卧年春正月 B 丑齊改錄文日常平五嫌。 
五五代志日、齊文宣除癔_五«改て常年五銖を饞る 
六西 II は永安の行用を ih めたる事を M さいるも大統六 
年二月五銖«を«るとあれば ft . 時旣 U 永安の二字を 
削り去 b て m に五妹 t 云ふ酱を11たるなるべし0 
初飾*1永安 一 年九月にして三年正月に至 b て止む.¢6 
れども行用は»然として行はれた事と思ふ.〇齊 t 武魏 
に承て»ほ用ゆ vj ある以て此明の淸患を知る1:足* •へ 
し ： 0 11 N 3も三年正月に一時中止したかも知れぬが其後 
.亦！！ を始めた者と見ゆる纖篇巳後*!®尤多しとは其 
油にも栩當に1!量の！！逭•かあ C たかの樣に聞へる。故 



(3) 河麻生澀 o , C 4) 天柱赤牽 O • .“ の厚敦なるは勿論な6-1精熟ならざん #' を云ふなるべ 
め»あ害てある、含鑛方に依で種々 m {^ すを樣- k 郭類には随分滑渾を软く者多し此等の錢を指て名 
に思ふ- :0 假分ば雍州酱"赤«、靑錢、と瓤命別々に饋-附比し者歟0 : rl 
むのと雍州の靑酱、1 1 州の赤 M と一！けて讀むの. i ' 大な，緊栽と，は用法に依て命名せし者と思ふ緊は(まごぅ) 

る相違を生 t * s 0. である若し後者とせば雍州で出来たと云ふ意味の文字であるから II 結•して使用した錢を云 
赤蕺青敍 i 云ふ意味^解鞸せられて餞の頭に！！造或は：ふなるベ•し定て薄薄なる®なるべし一文遺の出來ぬ錢 
使用地名を冠し^事とな.〇予ば此讀法を正しい者と思：：で1)るから一枚の目方五分以內の輕量品な^ん下間泥 
<1 、： •/、• 、•二^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 
元來 ft の記事は«觸之異な b たる^!を列記した0で一：で平均五分三厘に管る中には三分二厘と云ふ薄小の品 24 
来魏の制敍以外の品を云ふ©である。故に其地名雍梁一| •かあ〇思ふに如斯品は當時緊結しで使用せし者なら 
，河 陽 等は 皆 西魏所属 の者の、みである 天柱とは f 初鎢：：ん〇 

錢を云ふので是又東魏錢と體綱の異なりた *0 品であ二吉设 tf は ft 山公が土字餞を云ふなるべしとの假定說あ 
る。{天柱に犹ては次に解释する) れど歎学る程の R ではない〇又吉金を用いて鎢た« 
雍州£は西魏の主都長安地方の州名で靑赤の别は«質，とす&人も6る。成る程屑時代の鏟鋪等に吉金を擇ぶ 
の部で違てある通 b 含有物の差で白靑なると] ffi 赤なる|£,か吉金を用ゆとか或は吉金を用て自ら寶を作るとか 
i の區別を附げた者で*らぅ。 ，フ銘に彫て f 是等は鑛造地金を意味して居るが此贫に 
篥州とは汴梁地方の事で两魏山屬地な b 生厚とは其«吉覦 i . 云ぶのは周時代の如く地金を抿て名»たのでは 
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あるまいと思ふ兹に予•か新說6>記して大方の敎を請 
ふ事とせり〇 

吉は結の署字\^前記の緊錢と畧ぼ近ぃ意味を爲す者で 
装雄は®ふ r ? •る錢で吉錢は結びたる a を云ふなるべし 
唐書四十三食货志に(雨京錢有鵝眼古文教瓚之別)と 
ある絨ど云ふ宇は(しばる)(くくる)(つなぐ)と 
云ふ意味があるから矢張 b 緊嫌結錢と似寄たる使用方 
法である斯く似寄たる用語ある處ょ b 吉宇も結の畧な 
&.V •しと思ふのであ so 其方法は知るに由なし或は琉 
球封錢の如く緊結の依にて使用した者かと思ふ。 

夫柱 i は永安二年孝莊帝が爾朱彔の功勞高きを思ひ特 
に天柱大將軍と云號を狡けて以て之を授けたのでわる 
此の天柱の猇は何人に も 授けた事が 無い 獨 b 爾朱榮に 
限ぎ つて 居る〇當時爾朱氏の勢力は漠末に於る王莽の 
如き者办6て殆ど纂 立せんとして 反て孝莊帝に殺され 
たのである〇畤恰も永安«が»造されたので後世爾朱 
氏の通貨として天柱の名が生れた 事と 思ふ®高澄の« 


た東2»の錢を北齊であると云ふ董 a の笨法で謂ふなら 
ば此穐の al を W 朱氏の II と云ふのはょ b 以上的確なる 
名稱と思ふ況や其時代から天柱«と云ふ特種名稱66 
者をや: 0 

赤牽と云ふ言葉は前に說明せし通6牛糞の異稱で天柱 
期の錢•か文字平濶輪郭完厚如何にも(べつた b ) とし 
て形容*'似て居るからであらぅ。 

二五代志日"乾明ょり皇建の間に住々私！！あ b て 
⑴鄴中では赤熟、靑熟、細眉*赤生*の異稱あり*25 

( 2 ) 河南では靑"薄•鉛錤の錢を用ゆ 

(3) 靑•齊•徐、兗•梁、豫、 

等辈類各殊なり武平巳後私銪する者«た甚しく生儎を 
以て銅に和せる者あ VJ 杳てある此記事は永安と常 
平とを通じての事を通 V てあるめで|>る。しかし其の 
地方的行用を明記した唯一の文害である。 

は地方別行用(向陵私考) 

我國先辈•か分類せる«は第五幸に述た通り五六稽に過 
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ぎす然れども古畜1:謂ふ所の & 類は如期少教の者に 6 
らす隋畜には八種五代志には十二種もありて®此外に 
本あるかの如く記•して1}る故に仔細に苗分したなら隨 
分多種ある事と思ふ极下予が假定類別に依て聊か私見 
を加へる事とせ bo 

其！ 洛» 

第一3號は貨努十九號土字餞研究として*表せり故に 
此處には畧せ彡〇但•し肥朱、方點•苌金、三種を加へ 
たるは類似を求めて«入せし迄にて必しも土字®の後 
11と越めたるにはあらす或は別に！科を成す者かも知 
れぬ〇他日賫籽を得て確定する亊と思ふ〇 
其二長安地方 

第二(に甓 ) 欽朱と命名せしも©. • は泉協曾鯉誌 
第九十%1:鷲田君が評して{妹宇金逼は隋设に近き白 
編のものと近似して脊曲をなし云々)の品で予も又同 
威な bo 此れに類するは大字县宇の二品な5亦後！！と 
も見る*へき漘緣の品(:小宇俯永の二品を得たり〇而し 


て その 小字嫌五銖とを比較すれば駑田君の說の如 
く銖字に於て 酷 肖する IK がめ る。 殊に朱字の 方 折して 
居るのと金の頭部が傾て其の 中畫が 獨り技<翰に接し 
て居る具合は魏餞の外に見る事の出來ぬ特徵である。 
旣に形體の部に述た通 b ( 製作 1: も似た點が あれて 文字 
も 如 斯一致する處を見れば必や近い時代にあるべきで 
は あるまい か然る1:是を隋酱としたのは後世誤傅した 
者で舊來から斯，、言傅へたのではない宋の洪遵泉志に 
舊譜を引て明か-鹿分してあつて决して迷ふ典•かない 26 
ので ある〇 

|泉志0*史西魏文帝大統六年二月鏑五妹酱十二年三 
月鏡五銖«舊譜日以赤鋦鳙。 

所謂®嫌五妹なる者は鋦色旄赤舊譜謂ふ處に符合せり 
北史に此記事ある而己ならず後周保定元年布泉改造の 
節に も布 泉 一を以て 五に 奮る五蛛と 並行せ しむとある 
から布泉改造當時には永 安， 栽の通用では なくして 五妹 
が 通用して居る のであつた。 
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二泻譜日徑一寸 重 一吋六 II 內郭 年澗五 字右邊傍好 有一 
盡妹 三面 無郭用鐵私鍺故錢色白。 

右は隋の白錢に就ての記事である其 SI 色に於て 西魏錢 
は純赤後周錢は白色と明かに區別•か出來て居る〇玆に 
永安錢ど®樣と白錢を併列して置樣五妹が前後孰れ1: 
似寄たるかを示す事とせ bo 




文書の上から見ても亦事 K ょり見ても中央の匿樣が西 
魏の錢なる事は明であるから此上說明する要は無いと 
思ふ舊來の誤謬を改めて 爾 來大統五銖と稱する事にせ 
られん事を踅む〇 

扨潢樣 五銖と 小五妹とは如何なる關係あるか置樣は六 
年小五銖は十二 年 改造とすべきなれども餘りに穿藤に 
過ぎて面白からす總 じて 大統五姝€唱 へる 事に したい 

is ふ〇 

小五銖の書體と似たる永安錢は尖郭と欽金の二稀であ 
る〇獨6文字の 結體而 己ならす糨細なるのも特色であ 
る此の文宇の細いのは西方の特色ご思ふ五行大布永通 
萬國なども細字で白錢に至りて尤も細く書てある全く 




皆同し系統であるからである0 

泉會に於て 鷲田 君が六朝の錢式を標榜せる異品 として 
大小二種を撰まれ其小樣なる者の評に(隋錢の€1 質と 
近く似寄たる末鋳云々) i 說かれたのは小五銖を隋錢 
と* しての評と思ふ此の意味に於て予も同感で ある 此錢 
が如何に小五铢に似たるかを示さん爲め茲に拓出す0 



其三河南 

第三(か號)此部の錢は安宇昂 b て丈けの高きを特徴 
とせ b (は)に M する者は古來大字と稱せし者で ある 
河南は始め西魏に屬し武定頃に至 b て全く朿魏に入り 
たる地方なれば餞貨も自から西魏の系統にたどるべき 


者と思ふ今 Jit 種の諸錢を見るに 西 魏諸錢と 類似せ る 
點多 し予が 本 品を以て河南とせしは又是が 爲 のみ 0 

其四 B , 

第四(き號)此部中心點は四道錢である夫に存在多き 
廣穿を配するから東魏中樞の通貨と謂はねばなら120 
廣穿の深字反郭と常平瘦字の深字反郭と同一狀態にあ 
るのも是れが爲めな b 予が此種を東魏主郡の鋳貨と認 
めたるのも亦是れに據る〇 * 
其五晋陽 

第五(し號)晋陽は東魏の倍都である高歡が大丞相府 
を此地に建て毎1:重錤とした處である兵權-〇共に經濟 
的中心をも掌捱した事と思ふから貨被の鍺造をも行ふ 
た事と推定する〇 BS 通貨なる廣穿に比し北方1:偏し 
て居ろから文字製作等一曆劣惡な貨幣であつたご思ふ 
今存在品中是れに相當する者は長字欽朱類即ち面の平 
地荒びた^ • 文字が廣穿に似た者を以て是に充てるを適 
営と思ふ#在數が廣穿に次ぎ多歎なれば恐らく間違は. 
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あるまいと思ふ0 

に行用年數と存 rl - との比 

前に述た行用年歎を以て予が暇定せる稱顴の存在高を 
割れば次に示す結果を見る佴•し割合を算出するには出 
土品を除きた b 出土品は時代も地方も偈する虞がぁれ 

1)匕塊宋 用 年數五 年西ヶ 月*#*二七'«五 r 
C 4费本年 jMs # 百 S 拾七«一 少年--付七五六 

5西魏四一し七 f 

(3)東魏及北周 isupH -一>こ 

第三の割合尠なきは東西分立後戦爭終末して一^する 
者多炉らざ6し爲め傅はる事も多からさ b しならん歎 

ほ令公百《銭 

東魏高澄が大統七年に！！た S 三國典畧に*てあるのが 
基となつて居る是を成害(害 ff ) には大通七年 
S してある梁の大通では時代が違ふ成は中大通七年の 


事では あるまいか 若中大通七年なら東 a 天平 二 年 1: 當 
る n t > 柬西分立の始にして高潦が锊畜 令とな b 諸般の 
事業改革に着手せ •し 時であるか A 貨格改造を 企る 事も 
あり得べきこと思ふ〇典客に害てある通すれば武 
定改鑛迄僅かに二三年の間隔しかない夫れではあまり 
接近し遇て居る錢に大小輕重の差が 多い から决して如 
斯短期間の通貨で ない 事は明かで * る予は遷鄹當時 
(即ち天平初年)の鎢 造と假定 して居るが聊か疑は、 しき 
典 もある炉ら 他日の研 題と•し T . 居る。 29 

(終り) 

大正九年十二月 
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貨 幣 (mi 六 to 

『論 說』 

〇寬永十四年長門國に於ける 
鑄錢地の調査報告 

花 林 塔 

宽永十三年に於ける慕府の鎢錢事業は•初め政府の直 
轄事業として江戶•坂本のニケ所にて大規模に盛んに 
鍺出したるが如きも*全國に普及せしむるには此ニケ 
所のみにては足れりとすべがら t と氣付きてか、超て 
十四年八月左の令を下せり 
鍺鐵所 

水戶 仙臺 吉田 松本 高田 

長門 備前 豊後中川內膳钮内 

一只今迄被仰付候分 ♦: 而は諸方へ弘彡兼候之間代物 
澤山鍺させ其國は勿論他國えも御定の如く金豐兩 


1:四貫文豐分に壹貫文宛拂候樣 U 可申付候 
一寬永之新 li 本を越候而如此いさせ可申事 
一錢鎢申候者聞立锁內勝手克所々に而可被申付候事 
寬永十四年 3 t 八月 

此法令に指定せられたる常陸、陸1111•三河、信 is 、 越 
後、長門•備前•豊後の 八 ヶ國の諸侯は慕命に ょりて 
いづれも我藩內適當の地を撰んで"銪錢座を建設し、 
奉行 も命じ、 下請負人な ども 定め. しめて 盛んに鍺造せ 
しもの、如•し•是各地に於ける逍蹟の皆 ii « 內樞要の地 
1:ありし を 見ても知るべきな り 

就中長門は此地方唯一の大藩に •して、 藩政外に揚り財 
力内に^に*人材も乂多士濟 々たる ものありて、日本 
國內五指の內の雄 藩たり、 此藩1:して鍺錢 なすと せば 
定めし幕府 か 配布せし見本以上の錢をも鍺 出したらん 
と 思は るれども* 今：！： 迄は未だ此藩の鍺錢事蹟を だに 
知るものなく •勿論 如何なる 糊類の餞が此潘の ものな 
る や も 知 -4 を 得ざ^'* しなり 
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予が長門の人 重友毅 君と知を得たるは實に昨年の事ご 
す、 癖談忽ち長潘鋳錢の事に及ぶ"君日く萩に中學校 
長た b し安藤紀一先生は 藩史に 精通せ り、 或は要領を 
得る事もやめらん、學期の終に歸鄉せば其門を敲くべ 
しと 約 さる、さる 篤學の士たらんには必らす期待に背 
かざるべし VJ 樂んで其報を待ち*しに•果せる哉左の信 
書を交附せられたり、文中の八ヶ國の順序が當時の法 
令ビ少しも違はざるは誠に古錢家以外の古錢家とも申 
すべきか"翁の謹直なる風貌を見る心地す 

前畧御尋の趣に對しては老生是まで承知致候事を 
左に記載致候間御窠被下 度、 是ょり詳細の事は 目下 
取調 中に候 

〇寬永十三年將軍德川家光寬永通寶を 錆、 且諸國に 
令して官薄に傲ひ之を作るこ VJ を得せしむ 
この諸國 VJ は：：一本國中いづれの國にてもいふ譯 
にてはなく.して、水戶、仙臺•吉 田、 松本•高田 
長門•備前•豊後などの地に限りた るが 如し 


〇寬永十四年長門國美禰郡赤衬に新錢を鋳る、慕府 
の命に依るなり、此時長藩にては田邊市郞左術門 
佐々木四郞兵術、杉十左術門を鍺錢奉行どなせり 
〇寬永十七年十一月二十二：：：幕府新錢の鋳造を停め 
た*^ 

是位の事にては决して御役には立ち申さ t * と存じ候 
らへども夫よ b 以上は存せす候間其邊 U て御濟し被 
下度下畧 

此後萩にては錢は作らす、只札銀ビて紙幣に當る2 
ものを御藏元(役所な b ) にて作りしのみなりと 


先般長門鍺錢の件に就き聊の材料御答申候所、美禰 
郡赤村の 内 (:て 今に字 名 r 錢屋」 V 」申處有之 由に て 
其地の人よ b 知らせ來り候•其箇所は當時「勘塲」 
ビて役所の ありし 所な b と、今も金滓多く出候 由、 
又此近傍よ b 鍺造用の金 M を出し/ 2 るが 爲な b ビ 
重友君の說明によれば美禰郡の赤村は萩の城下を去る 
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三里程の地なりと 

盡 二つ の信胄 を 讀て實 に 偸 快に堪えざるは當時の 奉 
行の名まで知 b 得たる VJ 、 酱座の遺踵地まで知6得た 
るにあり、按るに金屬を出•したる地が赤村ごいふも銅 
に聯想せられ、或は遡て長府の鍺錢司時代にも出鑛せ 
し事なきやと空想せられ-城下を去る三里はさして僻 
逮の地 V 」もいふべからす•出鑛の地1:錢座を置くは鍺 
造上にも利便あり又恰當の地といふべく、殊に其地に 
錢屋といふ字の残れるは吾人をして 最 心強く 威せ しむ 
るなり、水戶の遺蹐も錢屋といふ岡山にも錢屋敷あり、 
t 門又錢 M といふ、其遺蹟の地たる疑ふべからざるな 
b * 蓋錢 M とは錢屋敷の下畧せられたるものなるべし 
{昔は唯錢屋といへば兩替屋の事なれども、屋敷どい 
ふは今日いふ官廳などの敬稱なり、水戶にせよ長門に 
せよ皆藩史の簡沭せられたるなれば、時人錢屋擻と呼 
び*しは當然な b ) 

隴を得て蜀を望 lr は硏究家の常僻^ b 、 今長門の鋳錢 


事情を 知6た如何なる錢 r か 鑄 出しつらん、挑永 
の類か嫌文の類か、將又太細の手か俯永の f - か"何れ 
にしても 一樺類に して 多软の變化 あるものなる r し 
本耱一文安藤遊仙堂君に呈し其年表に 

寬永萩^ IJts ” & 門 S — 郡赤 W 

の一項の揷入を盟ひ 

又此長門錄餞事蹟を古錢家に向て初めて報告するの光 
榮を擔ふに就て多大の技助を賜は 5. し 3 E 友毅君、安藤 
紀一翁に敬总を表す(完) 

〇和同開珍(:就て 

韻^散史 

序說 

和同 開 珍は"元明天: 3 和同元年に初めて鍺边せられた 
る ものにして、其以前に於ては决して此錢 ある 事なし、 


Digitized by Google 


3 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



余 tfft に黄薇古泉會誌に於て之を論述せし所あ b 、 然 
るに今春*東都の泉友諸氏を歴訪するの機を得たり、 
一日藤井深藪庵氏を其邱に訪 ひ、 煌富^る蒇泉を閱し 
つ、泉談の中採て示さる、泉書あり"之ぞ氏 , i 鷲田兩 
氏が 編し將來 刊行の冀圖ある稿本にして大略其稿を終 
られたるもの、如し、然るに和同錢に就ては余輩と頗 
る相異せる新說を其の中1:戴せられしを見る、此餞書 
1たび刊行せられんか、或は世人の疑惑を惹起せす、 
ビ爲せす由て愛に再び和同錢に對する佘輩の持說を論 
述して兩氏の反省を促がさんと欲す、願くは平靜善く 
佘の說を讀熟玩味せられ"再應考廉あらん事を 祈る、 
愛に斯論を述ぶる1:當彡便宜上三項に分ちて叙せん、 
即ち第一•史の明文•第二•錢文•第三、實証是な b 
一•史の明文 

顯宗天皇紀に、稻斛銀錢一文‘の語あるは後漢書を模 
倣せし虛飾の辭に C て、當時未だ銀の あら ざりし事は 
諸士の熟知せらる、所ならん 


天武天皇紀、十二年四月戍午朔"詔日"自今已後必用 
銅錢"莫用銀錢、乙亥詔日、用銀錢奠止 
按るに此頃に在ては旣に錢貨ありし VJ 思はる、盖其錢 
貨は如何なるものなり*しか、我九州地方には古くよ b 
漢韓ど交通あ bo を以て•彼地の錢貨幾分輸入せられ 
あり、而して其地に往來せる官人等之を見聞して•京 
畿に於ても多少私錆して通用せしものなる可し、其品 
類は漢土より輸入せしものも多少は持歸りしなる可 
く、我邦にて私鋳せしものは全く無文錢なる可きなり、4 
其流通額たる素よ b 僅少のものなる可く、半ば裝飾的 
玩弄的のものなるべきな b 其一旦銅錢を用ひ銀錢を用 
ふる 勿れと諭したる如きは之を裝飾に用ひて華美に流 
る、 を戒めたるもの >」見る 可し、 朝鮮にても古くは 無 
文錢を使用せし證蹟めり、我邦此頃の鋳錢も必ず無文 
錢ならざる ベから t •此點猶後に詳說す 可し 

天武天皇六年十二月初めて鋳錢司を笛かる 

持統天皇八年三月朔•以陵廣肆¥宅朝臣麻呂"勤大贰 
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臺忌寸 •八 島黃害連本實等•拜 11 栽 IF 

文武天皇紀三年十二月•始置雔錢 司、 以直大肆中臣朝 

臣意类麻呂爲 li 官•以某爲次官 

天武朝及文武朝に初めて銪餞司を置くの明文あるも何 
等鍺錢せし實證なし"唯庚制に換做•して其官名を置け 
るのみなり*持統朝に鍺錢司補任あるも、拜鍺錢司と 
あ b て 任と日は中、是此頃の銪錢司は 實 際の官職に あ 
らすして一種の官位たる事を表白するものな6•文武 
朝にあ b ては •爲 長官、 爲 次官とあ 6 て、持統朝の時 
ょりは稍贲施期に近づきたる如きも、猶未だ鍺錢する 
には至らざ6しなり、夫は次の項を見て知る可•し 
文武天祭紀、四年六月甲午、勅淨大參忍壁親王、商廣 
壹藤原朝 HH 不比等撰定律令•職員令大藏省條日、掌出 
納諸阈調及錢金銀珠玉鋇鐵骨角齒羽毛漆帳幕權衡度量 
寶買沽伯諸方貢献雑物 事、 又當省所管典鍺司條 日、 掌 
鎢造金銀鋇鐵等事 

即錢の出納を掌る^は載せあるを以て•錢 Ithb •しは 


明白なるも錡餞の目なし*昨三年鶬酱司の官名は S か 
れたるも«際鍺錢の事なきは明かなり、而して此時の 
餞货は如何•余輩は尙漢土傅來のものと、我邦私鍺の 
無文餞とを以て、之れ(:充つるを允當 vj するな b 
元明天皇紀 日、 和銅元年戊申正月乙巳•武藏國秩父郡 
献和銅•焐日聞看食 國中乃 東方武藏 國爾 自然作成和銅 
出在止奏而献焉(中略)故改慶雲五年而和銅元年 Jh 爲 
而御世年號止定賜云々 

二月甲戍•始 S 催鍺錢司以從五位上多治比典人三宅麻5 
呂仟之、五; I 壬. W 始行銀錢、七月丙辰令近 1C 國銥銅錢 
八月己己始行銅錢 

即前の官位に對して^際の催鍺錢司を®れたるもの1: 
して、多治比與人を之に任じた b •前後史の文. a を Rk 
ふべし•而して雔錢司なるもの宵際の官職 VJ な b たる 
を以て、是ょ b 以後之に代るべき官位の生じたるなり 
神譏景雲元年二;1丁未、從五位下吉備朝!:>眞事、尨飴 
錢司 R 外次官 
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是乃ち官位にして" 催銪錢 司なら ざる 官位 時代の鍺錢 
司と同樣な るもの す 

二年正 n 壬午•詔日、向者頒銀錢以代前錢"又銅錢並 
行、比姦盜逐利、私作濫錆紛亂公錢、自今以後、私鍺 
铙者、其身沒官財入吿人、行濫逐利者、加杖二百、加 
役當徒、知情不吿者•各與同罪 
以て前錢に代ふとは、和同餞を以て其以前の私鋳錢に 
代るの義なり、反衡論者は多く此詔勅の出づる事、和 
同餞開鋳ょ b 短時日の間なをを以て、元年開錆のもの 
ミしては斯く迄早く私錢簇出 L 公錢を紛 III するに至ら 
す、必す和鋇以前ょ b 和同錢は有しものな b と說ける 
も、斯は未だ實際を洞察せざる言な b 、 何となれば我 
邦錢貨の起りは先私銪餞なり、私鎢錢を使用する事幾 
許年かを歷たる後、漸く愛1:官鎮錢の出たるなり、而 
して 其官鋳錢たる鋳造の額尙僅少な b しものなり"故 
を以て官錢出づると SI 以て私錢を防壓するに至らす、 
返て 弘鍺錢に紛讯せらる/' に 至 b しものなり、且夫惡 


錢♦か良錢を凌ぎて橫行するは古今の通弊ならす や、 之 
を矯正す可く此詔勅を出し•私鍺を禁塍するの刑法を 
設けたるなり、故 {: 贲除に於て此刑法を施行*したる事 
ぁる哉否哉は猶未だ知る可らす、勿論其當時に於ては 
其通用區域は京幾を出です•然も其內一部分の士人に 
限れるもの、如く、總骶の流通額も僅少なりしなり 

三年正月丙寅•太宰府献銅錢 、戊 寅播摩國献鋇錢 
即ち京幾の公錢尙少額なるを以て、貫献ぁ b しもの VJ 
思はる 

四年五月己未、以穀六升當錢一文、令百姓交關各得其 
利 

此時に至 b て、穀の價を定め、百姓に錢貨を使用すベ 
きを 敎え たり、 百姓未だ錢貨の利を知らざりし事を察 
知す可し 

十月甲子、是 H 詔日、夫餞之爲用、所以通財貨易有無 
也•當今百姓尙迷習俗、未解其理、僅雖賣貝•猶無蓄 
錢者、隨其多少節級授位(下略) 
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五 年十月乙丑•詔 日、 令行族人必齎餞爲资 、因 息重擔 
之勞•亦知用錢之便 

六年奏丑三月壬午•詔賣買田以餞爲檟 、若 W 他物爲價， 
田並共沒官 

此等の詔勅に依れば、百姓尙僅に賣買に餞貨を使用す 
るも之を蓄ふるを知らす、行旅に餞貨を携箱すれば諸 
物を携箱するょ^'便なるをも知らす*田を賣 sit する如 
き多額のものも、尙錢貨を用ふるを知らざ^'し如き狀 
體なり、朝廷錢貨の使用を獎_するに腐心せられしを 
想像す可きな b 、 夫斯の如し是尙公用錢貨を流通する 
事累朝の久しきに亘れるものと謂ふを得ん や、 見累朝 
の久き官鎢錢貨ぁ b な•から此時迄毫も之•か使用を獎脚 
せ Vj b し如き靴玫ぁ b * しとも信す可ら^、尙此以後1: 
於て又餞貨の使用を獎勵する事^の如く蹇せ5を見 
す、彼を思ひ是を思は>和鋇元年官餺錢貨の初めなる 
事動かす可からざるを知る^し 

而 して 反對論者が II )淛以前の ものと 稱 する品：：ス合輩 


の以て和鋦兀年以後と稱するものに • して、 長門周防等 
の鍺餞迫跡よ b 發見せ6れし錢笵の文字と同一撤に出 
づるもの：：*依て其\等は此長門周防の雔錢をも和 
銅以肋よ b 起り 居たる ものと 稱 せらる、 •か如し、今笼 
に長防二州の鍺錢司を史に求むるに 

聖武天皇天平二年庚 午、 三月丁酉•周芳國熊毛郡牛島 
西汀吉敷郡達理山出銅試加冶鍊並堪爲用•便令當國採 
冶"以充長門鎢钱 

之乃ち長門鍺錢の史に顯はる、の始めと す、 此時を以 
て必すしも長門鍺餞の開始 VJ は斷定出來雌きも•是よ 
b 逮き以前に あらざる 事は察するに足 •るな b 、 而 して 
是よ b 先き 文武の朝、當國よ b 旣に鋇鑛を献 せし 事あ 
るを以て、或は其頃より開鎮せし如く思意する人あら 
んも、然る可からす*文武の朝に貫献せしは銅 (7) 鑛石 
にして未た製铁の法を 知ら ざりしものなり、我邦に U 
鋇鑛製竦の法案外後れた5、 和 銅の 發見も 自然銅な り、 
决 して 製練-たる鋇にあらす、此時初めて達理山の銅 
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鑛を試練*したるを知る可し、周防の鍺錢司は此達理山 
の附近にあ b •其開銪は天長の初年と稱せ らる ゞ も-^ 
だ史に明文を見す 

淳和天皇天長八年三月五日癸卯、下式部省符偁大納言 
正二位兼行左近術大將民部卿淸原異人夏野•宣 、奉 勅 
錄錢司逮置周防•赴任之吏不異阈 司、 自今已後秩滿解 
任、 一准國 司、 任期 四 年、 伹鑄 錢師等非此限 
是周防錄錢司の史に顯はる4初めと す、 故に天長の初 
年開鍺の說事實に近*し•而して長門鍺錢司も尙暫くは 
存在し、後には採銅司となれ6、又周防鎢錢司の終は 
左の如し 

天庚三年十一月七 R 戊辰"周防國飛驛言錄錢司•爲賊 
被燒之由 

即此 時、 藤原 純 友叛して之を燒き*兹に至りて其跡を 
絕 - P と云ふ"夫斯の如く二州 嫌 栽の 事、 天平頃を以て 
初めと6天慶に到りて終息す•而して兩所共に和同開 
珍の錢笵を出すを以て見れば、京幾にあ b ては ie に幾 


度か錢文の變はれるあるも、此所にては尙永く和同錢 

を鍺造せし ものと 思はる、然も此の錢笵と同一の書體 

を有する錢貨を以て和銅以前の所鍺となすは其理果し 
00000000000 
て何邊にある哉を知らす 

TI 錢文 

和同開珍は即和銅開寶の省粛な b との說あるも"余聚 
は必しも然 b とせす、同は銅の省盡となして敢て支障 
な.しとするも、同と銅は同じ音なれば、同と書して領 
の義に通じたるものなり、珍は寶の省霤とは云ふ V か 
らす"唯珍 W 寶、其意義相似たるを以て、珍と書して 
寶の義に通じたるな b 、 此頃の我邦にては、滇文學を 
咀喷して之を日本的 {: 構成したる時期たる事は、少し 
く歷史を繙る A の認る所にして、文字に於ても幾多 H 
本的の新字を作 b 出したる||$代な b 、 吉備奧備公の片 
假名五十音、僧空海の平假名いろは歌等は•尤完成.し 
たるものとす•彼の背公の唱導せられ - L 和魂漢才の趨 
勢にして、渾て大陸文明を我國民性に適應せ〇めたる 



ものなり"和銅の 年 K も 或 文害には和网と害せるもの 
あ b と云ふも、斯は公文害にはあらす、一の私文#た 
るを以て年號も和同と害した bvj の引證には不充分な 
る•か唯一般に斯かる氣風 あ bo を見る可し*故に和銅 
两寶と*す可き錢文を和同開珍と害して得々たる S , 潮 
あ b •是乃ち當時の高襟な b しなり、且一方には未だ 
銪錢に慣れざるが故に成る可<«文の宇窬を尠なくす 
る事の必要あ b しものと見る可く、彼の古和同£稱す 
る品の製作不整古樸なるを看て知る可し、次て支那の 
鎢法を傅習し、初めて整然たる«貨を 製 出したり•新 
和同と稱 する 類即ち是れな b 、 然るに反衡論者は、和 
同とは和銅の年號に依るならすして、上下和同の意な 
b と說け b 、 此說 たる 近く明治の頃ょ6或一部の人士 
が唱ふる所なるが夫は全く其年代の風潮を唯支那に模 
傲せ るごのみ «|察した6結果にして、夫れ以前にあ b 
て何等の根雄なき浮說なり、勿論 餞 文なるものは吉語 
となるは自然の理た b •年號も亦必ず吉捂に雄れるも 


のなれば、時に暗合する事もある可し•而して元來漢 
宇を用る•か故に自然に支那的の意味あるは免がれざる 
所な b 、 苟くも支那の熟語に似なるを以て輕々しく模 
傲となすを得んや、此頃の古記錄等には往々支那に模 
傲せるものはあり〇も、«货に於ては案外支那に模做 
せすして我が國獨步の氣風を示すもの多し、試に見ょ、 
和同«は開珍 vj あ6、開珍の語支那餞貨に例なし、次 
に生じたるは開基勝赍、大平元寶、萬年通寶の三者な 
b •而 L て最上位の錢に勝寶とあ b •是語亦支那に例 
なし"元寶、通寶の二稀は支那に例あるも、斯は三种 
同時に鴒逭して殊更に其錢文を異にしたるの結果にし 
て"夫すら支那の例 r 倣はす、若支那の例を引かば、 
小錢を萬年通寶 V 」せるならば當十錢は萬年重寶 VJ し、 

t 

當百錢は萬年大寶 とも 稱す可き所な らんに、 同時に 三 
種を造りて全然各稱を異する事是又支那に例な•し•次 
には1¢功開寶 、隆 平永寶•富#神寶 、承 和昌寶等何れ 
も開寶"永寶•神寶、昌寶など支那に其例を見す長年 
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栽よ 5 以下は、或は支那に例ぁ b •又我邦にても重復 
の稱呼ぁるが、此頃に及びては幾分錢制も亂れたる可 
く •且旣に幾多の稱呼を用ひ來 b たる爲め、勢ひ斯く 
な b r: るものと見る 可し*斯の如く可及的支那の風を 
離れて我邦獨々の稱呼を用ひたるは國粹の意氣を見る 
可く"殊に神寶の如きは我神洲の精華を發撣したるも 
のな b 、 又此頃の錢文は悉く循讀な b 、 斯は非幾何學 
的なる 曲線美を悅ぶ我邦の國民性より來れるものな b 
支那の人稀は多く幾何學的直線美を尙ぶ、其錢文の如 
きも元來年兩、五銖等の如く二字より起 b •之れに上 

下二字を加へ澍讀のもの多し、佴.し北宋錢の循讀多き 
は特例なり、此時代は文華熾んに〇て武を疎んじ寧ろ 
文に惑溺したるの風 6 b 、 爲に本来の幾何學的志藻に 
移りたるものなり、其時代の錢文の優美なる事前後無 
比なるを以て見る可し*尙後世に至 b ては彼我共に種 
々の事情起うて、必すしも單純なる志藻を見る可から 
ざるなり、此等の點に就て U 余輩、國民性よ b 觀たる 


錢貨の威想を、異日稿を改めて 渝述 せんと欲す、愛に 
は 唯 和同«に於ける 意義が* 決して支那熟語に泥ます 
•して、我國民性の存在せる事を說くに止むるな b 、 故 
を以て 論捶 薄弱なる支那の熟語に依れるもの S の說ょ 
b も•寧ろ當然に 據 るべき年號其物ょ b 來れるものと 
見做すを允當とす 

次に開の字に就て少•しく述べん に、 此開の宇は女帝、 
若く は、 女上皇•皇后、皇太后等の當時權勢ぁる人の 
女德を頌するものな6 とは* 古來研究家の往々說ける10 
所にして、余輩ん亦之れと感を同じぅするものなり" 

元明天皇は女帝に御在しま*し"其御代に初めて銅を產 
し、依て年號をも改め而して錢を鍺たり、故を以て此 
天皇の女德を謳歌す可く和同開珍と稱せしは正に當然 
の事 I 」 す、 次に見る淳仁天皇の御代、三種の錢貨を造 
b たるに、當時孝謙上皇女子に御在しまし、院中に在 
b て、玫を専らに爲〇賜ふが故に此上皇の女德を謳歌 
す可く*最上位の金錢を開基勝寶と名づけた6、殊に 
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此金供は當時の 事情 ビして 其饞逭歎 も少なく至て重寶 
せし ものなり、殆んど一種の裝飾的貨幣と見做す可.し* 
其故は勝の宇たる實に孝 嫌 上皇の法名"勝滿の I 字た 
ればな b 、 旣に開の字を以て其德を頌し•又御名の一 
宇を付〇たる 如き、 殆んど神秘的貨幣たるを知る可き 
な b * 次で淳仁天皇を廢 •し、 上皇重祚せらる ゞ に及び 
て造 b し錢を神功開寶と云 ふ、 是又其女德を頌する爲 
に開の字を 用 ひあ b 、 饋者幸に此理を熟察せょ•是佘 
轚が 、和 同開珍^: る 餞文は必中和鋇元年に發生したる 
も Q とする の理由^^' 

( H ) 實証 

彼の古和同と稱する不隸開の銀鋇錢は"製作粗樸なる 
を以て、或は私鎢ならんと說ける人あるも•然らす、 
余輩は是必^^銅元年に於ける官錄のものと認むるな 
b " 此頃我吉備地方に繁殖せし吉備氏一族は、孝靈天 
皇の皇子にして、崇神の朝*四道將軍と•して此國に來 
，られ し吉備津彥命よ b 出て、日本武奪の東征せられ0 


際•隨行武將の第一人にして•其功尤も多き吉供武逢 
の後なり"一族成は京»に出で、或は此國に居 b 、 當 
時の大族た b •吉術典備公實に茇に生る•備中小田郡 
東三成村•吉備公累代の墓地ょり發見せし*吉佛公大 
夫人の納骨器銅製のもの、今同村國勝寺に葳す•其銘 
に日く、銘下道囿勝"弟囿依朝臣、右二人母夫人之骨 
葳器、故知後人明不可移礎•和銅元年歲次戊申十一月 
廿七日成、 と あり、固勝朝臣は眞備公の 父な b 、 真 備 
公此の時十四歲な b と 云 ふ、 此の納骨器中に和同開珍 11 
一個存在せしもの俱に保存しあ b 、 夫は銅錡不隸開の 
古和同にして、稍廣穿中字のものな6•此の名族1:し 
て母夫人の遺骨と共に埋葳する唯一個の鍺貨に 、私鉛 
のものを 用る 如きは有り得べ がらざる 事な b 、 必中 官 
銪のものたるは爭ふ ベから す、和同元年十一月廿七 H 
は古和同銅錢の生じてょ b 纔かの後なれば之を遺骨に 
付して 埋葬するは一族の 誇 b とせし所た b と 信す、次 

に我備前兒島郡に屬せる水鳥發見の古錢 は、 和同•萬 
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年、神功の三種なが•此の內には古和同と稱する 
ものは存在せす•何れも隸開の新和同のみな b しな 
新和同は萬年神功等と混 t て共に流通せ〇事動かすベ 
からす、此の頃に到りては旣に古和同なるものは存在 
S めて少なか bo ものなり、各地の發見品に於て何れ 
も同樣の結果たるを見る可 oj かの近江、岡田、河內、 
播磨、太宰府等の鍺造せしものは如何なる種類たるを 
知る能はすと雖、長門、周防の鋳栽は其發見錢笵にょ 
b て隸開の新和同たる事を知り得べし、而して不隸開 
の古和同も元年官鍺品たる事前述の証蹟あり、然るに 
反對論漭の說の如く長 門、 周防の銪造錢と等しきもの 
を和同以前の所鍺と見供す時は、和同以前1:在りて旣 
に 整然たる錢貨を 造るの 能力あるに、和同元年に限り 
不整の不隸開錢を造 りたる の 理由を知るあたわす、唯 
此元年(:のみ一種古模の官链品ありて"其前後に整然 
たる隸開和同錢を造りた bvJM 、 如何にしても合理せ 
ざるに 6 らすや、 而して 現存 和同錢を 初めとし •以降 


十一稱の錢貨中私«| VJ 見俄すべきものはあらざるな 
b 、 是余轚か此頃の私錄餞は必中無文のものたる可し 
と斷定する所以な-'、無文のものは一朝其流通力を失 
ひたる上は早速に其形を變じて他物となる可き性質の， 
ものな^'•故に其品の今日に傳らざるを當然とす我邦 
の私鋳錢にして現存せるものは"彼島錢を以て尤古き 
もの VJ す、島錢なるものは天德以降、我邦の鋳造絕へ 
専ら支那錢を輸入して通用せる時代に起りたるものた 
b 、 夫は其錢文たる開元通寶、太平通寶等のもの尤も 12 
多く*且尤も古きものたるを以て知る可し、但し此間 
僅少の和同開珍の島錢あ b と雖も其風貌決して和同年 • 
間前後のものに6らす、他の島錢と等しく天德以後の 
ものたるな-、支那錢流通の際と雖、其初期に在りて 
は僅少の皇朝錢殘存混入しあ b たる事は疑 ふ 可から 
す、而して此島錢 なる ものは悉く其文字醜惡 に.して一 
見公爐のものと似るべくもあらす、此頃に於けろ我邦 

私鎢錢の文字劣惡なる斯の如し、况んや和同前後に於 
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て豈正し？ 餞 文の ものを 私 ilt るの 能力 あらん や、且 
島錢私銪の頃に ありても •搴ろ無文の私が、より 
多く製造流通せ られつ/'あ b しは 認定 <: 難からす*故 
を以て和銅の頃及び其以前 {: 於ける私銪錢は必す無文 
ならざる可から?るな b 

結論 

爱に上來說く所のものを綜合せんに 
第一、和銅以前に鑄錢司の事史に見えたるも、單に其 
官位を置かれたるものにして•未だ實胯に鍺錢はあら 
ざ-^ •しものなり ' 

第二、和銅以前に旣に錢貨ありしも、夫は大陸より傳 
來の もの VJ 、 我邦に て 私箱せ し 無文の ものなり" 而し 
て 其額た る 素より僅少の ものたる 可し 
第三•和銅元年初めて銀銅の和同開珍を銪造せられた 
b 、 不隸 開の もの即是な h . 

第四、 和同の文字は、上下和同の語に依れるにあらす 
して 和銅の 年號よ b 採 b たるものな b 


第五•二年以後•支那の鯖法を傅？ D . して整然たる M 開 
の和同錢を»造する!:至 n 

第六、和銅年間*种々鉍货の使用を奨雜して次第に庚 
く流通するに至れ6 

第七•此頃の私鍺錢も、尙必す無文のものたる可•し 
第八*長 門、 周防の 鍺錢 司は、 和鋇以後に■起れるもの 
にして•旣に他の錢貨の出たる後も或期間迄は尙和同 
錢を鑄造した る^^のと^^ 

余輩の持論斯の如し二君幸に之れを通讀して再應熟慮 13 
せられん事を乞ふ、而して好く此論 3 U を了解せらる、 
あら ば潔ょ く 持說を粟て られょ •佴し佘輩と雖も此說 
を以て確固不拔のものとは自負せす、故に若し之を打 
&す可^〇證蹟と明論あらば請ふ高敎を惜む勿れ"余輩 
不敏と雖も其說の採る V き あら ば自說を抛ち貴說に服 
すべし、唯說の據る所を明示せすして、漫然異餚を胞 
持せらる、は斯道の爲め遺慽とせざるを得す"其唯に 
自巳に胞持せらる、は.尙ほ可なるも、之を泉寄として 
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系の職工にょりて錆られたるものに相違なきこ VJ * 如 
何に頑迷なる泉士と雖も•左初す るに 吝ならざる* へし 
而して明曆鳥越餞の f 種(前號揭載錢)及び正保 二 年 
祝鋳といふ銀永樂 とに#する 背番錢 VJ は、其以前に表 
はれた何等かの前例よ^'出た る ものならざるべ から t - 
されば是等二槠 の 背番錢 (: 前提た る ものを物色し•そ 


れを前例に適當な るものと 定む ると 共に•本論寬永番 


刊行發表せらる、に於ては必す相當の理由を說明せ ら 
れざる可から t - •一般同好諸±も余輩の論旨を通讀せ 
られて、又谷自に之が研究.^遊され*以て斯說の當否 
を論議せられん事を希望す二元) 

〇寬永背番錢の鑄造年代 (T) 

呆 仙 

明曆以後幕府公認の錢座を宽文、延资と順次1:設筲し 
新寬永錢鍺造を行はれたれで、それ等は皆本論と關係 
を有せす 

海治二年より半官的に九州長崎の地に於て鋳造を許さ 
れた、貿易用の摸彷錢類は此番錢に深き緣故は非され 
ど•其製作並びに銅色錢風等は盡く二種の背番錢に酷 
似•して、同一錢系より出で /:ることを 窺 ひ知る1:足る 
ベく、恰も弟た るの 觀を具備. して居る 
長崎錢の主要なる數品が其錢風より推て、正しく芝錢 
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錢の鎢造年代を推定せんと思ふのである すれば"恐らく寬永十七年の末期に近かき時代に於て 
抑も淺草番錢といへ る もの其作其質等よ 5 鑑.して-寬何等か祝 鑄た る目的によ b 錢座に鎢造せられ たものと 
永十三年政府直轄以後(十三年以前の浅草錢は以後の極言して wb な^ものど思ふ •富餞和五銖 が 同製作の 
錢 VJ 等 t く請負人の鎢逭 する 所なれど政府直接の關係同爐錢であることを證として上扁說♦か如く、單に職 X 
なき 全くの私爐な b しな 6) 十七年八月迄行はれたるの戯鎢ビのみ考ふるは少しく早計である 
もの、內•尤も其_に«する品たるは論なき所にし而して淺草番錢といへるものに限り、其製作の善美な 
て何等かの祝鎢 1: 際して番«を菹る V きの堪合に其母：るに依 b 或ひは當路の命令に從ひて鋳造された贶鎢« 
錢とす•へく採 b て擇ひたる錢が愚然にも今日所謂淺草；：であらふかと考へらる ゞ •佴し芝番錢は全く粗野にし 
の正郭といへる者であつたと考ふ芝番錢亦普通の子錢-:てこれと比肩すべきものでないことを附言仕度い 
に比し錢形暹かに萎縮して肉も薄く殊に背文常に鮮明：：要するに寬永番錢類 a 寬永年代に於ける末期の座錢に 
を缺き暗漫として粗な b 勿論本來の母錢より鍺出され；：して、後ちに存 する 背番錢に前例を做す者たるべく必 
たるものに#ざることは明瞭にして"後ちに通用錢へ：：す其以後の年代に鋳造されたものには非るベ•し(完) 
背番を假設して»£したる末期の口 nl に外^らすとす ?}11(™ 1-- 

前章述ふるが如く其銅質共に相近似したる點等よ b 親 〇盛岡藩錢：：£に就て(六) 

ふも共 1 :初期時代の！ K 質に區別あ b し頃のものではあ fcr 弗 

らぬ 〇准藩札の形式 

さて前述の諸項を綜合.して寬永番錢の鎢造年代を推定前記五名より發行せる此准潘札は"其紙質天保六年發 
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行の藩札に酷似すれども"この方稍々厚くその大さ畧 
ク 同一な 而 .して その判樣繪樣字樣等 また 甚酷似せ 
b 、 是れその判下の害書は、 かの 藩札を かきたる 高橋 
操の手に成り•而して其彫刻はまたかの藩札の彫刻者 
たる 鈴江四郞佐正意の刀に係れは な- 
(表面) 

上部松竹に鶴龜(その中央に朱印あり) 

中部中央金額 左®岡通用 

右弘化四丁未歲正月 
T 部上の方横に蹙岡國中 

中央に產物仕入方⑩ 

左井筒屋權右術門@ 

右井筒屋善助© 

(裏面} 

上部日の出波に入船 

中部空白(こ ゞ にいつ渡に印を押す所) 

T 部右方より左の傾に署名あ b (印も) 


大阪藏元出店 

鴻池 伊助 
同 

肥前屋篤兵術 
鍵屋茂兵術 
•尙表面金額にも小印を捺せ b 
〇引替所及引替期限 

准藩札引替所は前記五ケ所に定めらんたるか*之れに 
就てそれ（命令を發せ b •豳岡の分左の如し 

吳服町近江屋長戋術店 
右者大阪御藏元鴻池伊助肥前屋篤兵衡町御用達 
井筒屋善助井筒 M 權右術門鍵屋茂兵術金錢預切 
手引替所被成候 
十二月 ■ 

次で前記一種二穐金 II 札通用取引に關•し特に左の沙汰 
を發せ b 

〇 
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當暮諸鲫渡方大阪鴻池伊助肥前屋篤兵術出店切 
■ 手並井筒屋善助井筒 M 權右術門 ftM 茂兵術二名 
預切手を以て御渡被成候尤引替の儀は別紙三通 
御沙汰被成候條正金錢同樣無滯通用可致候 

十二月 

是れと同時に右一秤二種の預切手引替制限及び期限等 
す關し左の覺書を出たせ b 

〇 

覺 

一鴻池伊助肥前屋篤兵術店ょ b 兼々差出候金錢預 
切手之義は是迄之通引替候事 
一井筒屋善助井筒屋權右術門鍵 M 茂兵術店ょり兼 
て差出候通用切手之儀は三百文以下引替候事 
但五百文以上金錢預切手之儀は來る三月(即 
嘉永%年)より引替候事 
一井筒 M •善助井筒 M 權右術門雜屋茂兵術 三 名にて 
差出候切手並鴻池伊助肥舫堵篤兵術店ょり差出 


候 嫵之預切手之儀は來る五月ょり引替候事 
十二月 

〇一種二種は切手にて引替 

前述の如く三月五一::引替と云ふも"是は正金錢との引 
替にあらすして、又預切手を新たに製し以て之れと引 
替ふるのみなら t •その爲替相塲の如きも、相對勝手 
の相塲を定めて差支なしとす るに 至りては、庶民の迷 
想また言語道斷なり，かの引替の沙汰出て、、未だ一 
ヶ月を 經さるに 左の沙汰書を出 f 2 せ b 
〇 

三月五月引替店預切手月間も有之候事故融通向 
片事に相成候ては不〖且候間相■を以て程能取引 
可致事 

一諸上納金錢之儀は右三月五月渡預切手を以上 
納不若候事 

一兩替相塲之儀は金一兩に付六貫八百文相定屘 
候處近頃に至り正錢不足之趣相聞得候依之巳來 



相對幻以て相鴒相定差支無之樣取引可致候事 
正月七 H 

この沙汰によりて世人愈々不安の念を增し皆正金錢を 
隱し®きて出す•ものなく、殆んど正金錢を見るを得ざ 
る世の中となれ^' (未完) 


◎品 評 

〇來洋貨幣協會第拾七回 
■ 出品後半品評 

S 椬武天皇出" S 者山田 

睹气为#延曆十五年 敬古堂松本謇 



銅色黑く灰色を今：：み、古色黑褐でぁる、古く淀川流域 
の河川ょ b 出たろ蹯のなき、美しき製作大樣の佳品で 
ぁつて•稲類細別を俗に狭¥又は縮字 VJ もいひ、其內 RNIA 
でも錢文肥へて大小なき®大の一神で、隆平初鍺錢の omAUFO 
特徵と見る V き背に反郭樣の癖を冬：：んで居る(反郭と i OFC 
は內郭の四邊が稍や外側に反 b たるを いふ)長頭 永と. oriaSITY 
稱 する 永の字の第二畫が、其第三盡より伸 ひたる 類が、 NIVER 
恰も本錢の書体と同じ漦の本裁を有して居る 


司 


上翻暦年 R 3 ± 


8 


綱—阿部仙吉 




e 
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.IZ 


舴靑の古き^讁を被むりて古色頗る古雅である*製作 




餉色例に依りて紫白、製作至精なる難波の澗緣と稱す19| 

るもの、垵錢で、元祿年代の試鉻錢鈒代通寶又は享保 le 
通货の祝鍺錢等を鍺造•した職工の鍺法を享けて、等し OS 
く至精の錢風を誇りか 1: 表示して 店る、 此年代に此錢 Go 
座に於て鋳造された錢は、何れも形大きく美鹿でもあ edby 
b することから、 後ちの時代には元文以後の諸苋永 II Digitiz 
の貧弱なのと比へて*遙かに良錢なりし爲め、此座錢 
の特徵、永の字のハネたるのを別名に•して、ハネ览永 
な そと 稱.し、通用錢 中よ b 撰拔 して 所謂庫中 {: 藏匿し 


小樣焯肉で背の平地殊に深かく、穐別は寬字類の小樣 
小字と呼，ひ嫌字細郭でぁる、 B . I 阚の品1:比し同じ隆平 
錢にも、初鍺ご後鍺とでは其差の多大なること驚くば 
か b で、 從 つて 其小異の數多 きこ ど、殆んど每錢を異 
にする i いふも敢て過言ではない 

元祿豆板銀/\7£_ 5 fc •亭森川頴一 



東山天皇%祿八年九月ょり通用して•寶永三年五月ま 
で十ニヶ年間、丁銀に添ひて使用せられたるもの"其 
形大小輕重殆んど 限りなく、 規定の贷目を以て通用さ 
れたもの e はない 




た人が多分に在つ たものと 見えて今時で も 時々百枚 二 
百枚と 一粮 にして 坊間に 見ることがある 

寬永背ァ四當錢雜％年| 

た阪半文泉濱村榮三郞 



銅色紅黃く}〇色赭黑、製作大樣で肉稍厚く、面背共に 
平地淺き爲め字文も波文も*陰起して鮮明を缺いて居 
る•素銅の原型から鋳為して 外輪 及び内郭の內側等1: 
整然たる狨痕を有し、正しくゆ錢たるの品位を備ふ、 
即ち鐵の子錢に對する母錢として是認するを得る良錢 
たるを失は ぬ、 普通の铖子錢を見ると小異二秫があつ 
て、内郭の廣く自から狹穿のものと•細郭でより廣穿 
のものとの別がある、大〇た相違を餞文其他に於て* 
見分け難いけれとも、よく見ると永字の^四$の筆^ 20 
ビ寶字具盡の八點に小異があ b * 背のァ宇下の波文が 
文字より少しく離れて、橫線に近かいのと、接近して 
曲線のものとの別が ある 

今本品を見る I 」其旗郭1:班して、背ァ字の下波文が№1 
曲した方の類で、麽錬鍺浚ひ等の|?.度少き方の錢で、 
思ふに本品の方が普通錢の初期に〇て面細郭の背橫線 
(:近かき方1-、寶字貝の前足が四角(:曲つて居る方が 
この 錢より 後ちの鍺造 (: か、るもので あらぅ* 鐵錢 VJ 
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O て其存在は廣郭のもの、方が少较であろ 


五銖背錯范’ U 武％韻 菜奸新井源 i 



銅色稍や黃色を帯 ひて 全然靑錆の 跡を留な い-古色は 
黑褐の 淡 さを 見る、 製作^ 肉面に於て僅かに深かく、 
背1: 稍や淺き第二期前漢錢の特點を 示して居るが- 銖 
字は殆んど煙沒 して流 銅の 不手際なり.しこと を 物語つ. 
て慘たる姿を留め、背は 岡 の 如く 其 位 is を«じて 奇形 
でゐ.る*何の爲めにか、ろ結果を / |-::じたが-迚想マる 
興味の津々たるもの.がぁる•即ち本鍺を鍺造 に 際し 


Id 


ま、鎔鋇を注入したれば*背范の位 skb たる其儘1: 
鍺出され、如此磚范に印せられた中心點迄が、顯然と 
形を現はし*且つ隣接せる他錢の一部分をも呼び込ん 
で居る*従つて錢范上に於ける餞形の配列工合も窺ふ 
ことが出來、资料の參考として起越せる逸品である 


政和雲 g | f | 


大阪 


戊 m 樓下間 iii 之助 


21 




古き出土鉍なるを以て靑黑1:古铖を被む〇銅色を邸は 
して居らぬ、製作小樣澗緣の細祁錢で•文政楷書の一 


て面ご背との磚范を接合する特に、其適當ならざりし別爐品である 



◎顧選函 

〇七福小判の世說 



寧民通寶1§1料一一一 ほ行 館今 泉 忠左術 門 


銅色淡く黃褐の傅世 品で、 製作類 品 中に最も大樣薄肉 
且つ澗緣肥文で ぁる、 銅質に今一秫灰白のものがぁる 
背は何れも夷漫(輪郭共に不明瞭のものをいふ)を常 
と•し、稀に細緣の糨字錢に內郭を有するものがある、 
鋳造年代は未た正確を 期し 難いけれども、諸々の事情 
よ b 推して 黎末景興附近の安南錢中に 認られて居る 
大正拾年三月六日衆詳 


此小判は衣食住思ひのま、1:事足り•壽き長子孫繁榮 
の久吉を身に受る吉事の金とて、世の人好衣食住の物 
好に入用を不厭其身長 生、 子孫多ければ金の遺道も多 
ければ"一生の間望の儘1:金を逍ひ、子孫への讓6金 
も多く十分なる ゆへ 七福第四の资 i 定る(未完) 
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〇德川氏貨幣史(嫌) 

慶長以來•一 M の劣惡貨幣を嬸造し、物價に響影を及ば 
し、 高低 常なく 之を IT ふるに 猶茫 々たる 洋中 に 漂流す 
る孤舟の こ V 」〇 •是故に商業家： T 皆商業を詧むの危 
瞼なる を 知り* 銳 意之れ か 取引に 從事 せす •僅々 其 業 
の衰退甚 しく 金融 逼迫し爲めに、其害を蒙むる もの 蓋 
幾千萬人なるを知らす*而して其本は皆劣惡货幣を鎢 
造する1:起因す•正德享保*:至 b 遂に劣惡貨幣を改め 
慶長の古制に復せしかば、物價始めて平準し•商業を 
詧む者も安堵して、之れか取引に從 事す る1:至れ b 、 
蓋元祿以來日に貨幣を劣悪に •し、 物價踴蹯 す-墓 府之 
を改鋳せんとするの葸なきに非-€、然れども蒲阈出す 
所の金銀、近年大に狨少し未た^意を遂くる能はす、 
荏茁歲月を辟過せ しか •正徳 一: 年將眾家繼の時、執政 
有司 先將 軍の旨を 艇き、 M - 年の 宿弊を 一掃 せんとし* 
地金銀の姦乏な るに も關せす、銳意舊貨を改鍺 •した¬ 


しか、 未だ其目的を達せす. して 薨す、 將軍吉宗入て大 
統を承るに至り、益々遺緒を*充し、享保年間貨瘠を 
鎢造•し*其制を*長故•貨の如くなら.しめ、之を沫通せ 
しむ、兹二回の錡造貨幣は、慶長の古制に软ふ VJ 雖も 
其重量は舊貨1:超ゆと云ふ(庚長貨の重量も正德享保 
の幕ビ同しか b しか磨損して然るなり)右の如く前 
後將軍の出るぁ6て、元祿以來十九年間祺雑不正の貨 
惟を整理せしは*其功教實 I :大なりと荫ふべきなり、 
旣に貨幣を整理せしか、外國貿易を檢束せざれば、貨23 
幣濫出の處なき能はす•元祿八年の貨幣缺乏も職とし 
て貨幣濫出し•內國窗用すべき貨幣の缺乏に是れ由れ 
b 、 是故に貿易を檢朿し*貨幣の濫出を防止す るは、 

藎當時の最大要件とす、大凡古來の貿易は毫も制限を 
其間に置か t 唯其出す所 U 任せた6し炉ば•人民生 
活の程度漸く奢侈 {: 赴くに迨んては交通し•彼我の足 
らざる者を貿易す&に止まらす、無用奢節の玩具まで 
も彼れの喻入を仰ぐに至り•一國の流通に資せんとす 



i 貨幣も多くは濫出して內國の供給に充す能はざるに 
至る•限 b ある貨幣、豈限 b なき欲^を滿足するを得 
んや、是を以て貞享二年始め て 貿易制限法を設け•輸 
出の货幣をーヶ年唐船は銀貨六千貫目蘭船は金貨五萬 
1 IE と 定めた b し•か、此法は永筘する ことを 得 t *、 三年 
を閱して元祿元年に至り、唐船の數七十隻を限り•輪 
出の歳額銀貨も其數を增加せり、何故斯く貞享年間制 
定せし貴具制限法は之を永年履行する能はすとならば 
人民漸 <- 治平に馴れ、隨て奢侈の風を致*し•且つ當時 
は淸國康賊帝海禁を解きし年に當るを以て•唐船の長 
崎に輻湊する者、二百隻の多きに迨 V 明に於て代 
物替な る 方法起る、代物 替と は假令へ ば 銀貨一貫 目を 
以て貿易せんに其仕拂は銀貨を以てせす、之に 代るに 
銀貨一貫 目に 適當すべき 銅を 以てする こと是なり •此 
代物替の方法は元截八年に長崎商人某の請求する所に 
して、其後貿易税を出す•へければ、請求の代物替を許 
されんことを請 ふ 者 あり •慕府又其聃を許す*是後此 


請を盟む者多く、或は官の利を名と t 其望を滿さんと 
する者ありて、同十一年には唐船額十隻を增加し、八 
十隻とし、額銀の外二千貫目代物替を許す•代物# 
一たび行はれしょり鋇減少し*其價胨貴す且つ金銀の 
濫出極めて夥し•論者謂ふ今に於て嚴に之れが制限を 
設けすんば、?1年を出すして金銀銅の用ゆべきものあ 
るべからざる1:至る、國寒萬代の寶貨之を一時の玩好 
に傾衋す、其幣測知す*へからざるに至らんと、正德五 
年新に海舶互市の令を定む、而して其貿易に資する鋇24 
額はーヶ年四百萬斤ょり四百五十萬斤を限 b とし*唐 
船の數三十隻•銅三百萬斤 

蘭船二隻銀三千貫目銅百五十斤と定む 
旣に貨幣を古制に復•し、且つ霣易法を改む•是後貨幣 
濫出の奥なく、物價の騰踴も元祿以前の低下*;復し、 
努力 it 會の如き 物價朦 貴せば、 «£ 接 {: 其影况を 蒙ろ 者 
亦容易に其生計を詧むことを得るに至る、家艇吉宗二 
將軍の货幣に功勞ある蓋少なからざ6なり(未完) 
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〇魏權幣に關する問答 <T) 

支5州培 風 室用* 

成日釦子所言〇周錢紀 e 之數宇〇多冠於兹字化字之 
上0何獨於此錢而違其例 

答•此因制錢二字不可分故也。若將「二_置於「餞」 
宇之上。則日梁制二錢〇有是故欲 守 錢文之通 
例•非删去制字不可(梁年幣删去「下」字即本此理) 

6る人いふぁなれのお說の 通りと す〇 と •周®の紀 
窿の歎宇は多く錢の字、化の字の上に宼らしてぁる 
.のに獨此錢に限つて變則なのはどぅいふ譯ですか 

答それは制栽の二字が二つに 分ける 事が出來ないか 
らです、もし二の字を錢の宇の上に置く とすると 
篥锎11敍とな6ます、そんな道理はぁ6ません、で 
すから錢文の通例を守らんとするには3 i の字を取り 
去らぬぼな りません (梁半被の下の宇を取 b 去つ た 
のも此の理に外な^'ません) 


或日「二」字 ft 於 «字 之 上、 不瀏刺 字* SMVf 文 D 
今瘠「二」字澄於「五」宇之下•十字之旁〇豈待謂 
合於文理乎 

答 古布文字"不外紀地紀度紀重及其他之符號。非 
逆艇成文而可讀者〇此布梁制餞三宇爲一符號〇五當 
十夺四宇爲一符號〇「一一」宇又一符號也〇他若同形 
安陰之「二」0圓足魯陽之「一」〇各穐小布之「字 jo 
皆屬紀直之符號〇而不冠於錢幣等宇之上〇若以後世 
開通元寶(歐陽詢制詞)之眼光規察之〇無怪其詆古 25 
布爲不文矣 

ある人い ふ 二の 字を錢の字の 上に®いて制の宇を取 
6去らぬは固ょり文法に 適 ひません♦か、今將一 。一の字 
を五の 字の 下 十の字の 旁に置くならば猶更理屈に合 
はぬ事では あ^ 'ませんか 

答 ふ古布の文宇は地名とか價格とか重量とか其他の 
符虢を記したに外な b ません、あながち速綴て成文 
として 譲むべき ものでもないのです*此布では梁 M 
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錢の三字で ーッ の符號 となつて 居る、五當十夺 は 四 
宇で ーッ の符號 となして 居るのです•二の宇も又 一 
の符號です、他の同乙形の安陰の二や、圓足の魯陽 
の一 や、 各種小布の半な tf の若きは皆紀直の符 K で 
錢幣等の字の上に冠らせません"もし後世の IB 通元 
寶(歐陽詢の詞を锎、したる)の眼で II たならば•古 
布の文法に適はぬを怪しむに足らぬ譯です 

成日庚錢•京錢 、糸 錢 、安邑 餞、晋隖雔、甫反錢等 
重量與「金當夺」相同者。皆紀一字◦重量與「二金 
當寄」相同者。皆紀半字〇重量與「五當十夺」相同 
者。皆紀二字 o ' 其以一守爲單位〇固己照然〇唯所見 
安陰•僅重一守。何以紀二。小樣魚陽(圓足)僅重 
半寄。何以紀一。請苘其故 

答.蕃 哉、 吾子之爲是問也〇周季幣制之變遷〇初以 
一守爲單位矜。後改爲半寄〇安陰魚陽二布鎢造之年 
代較後。當與方足小布同屬周末秦初之物。.非可與魏 
之權幣 ffi 論也。其沿革頗有線索可尋 C 擬別著論文以 


表於世。今可先示其梗槪者。大抵尖足布®行時代爲 
其*渡耳 

ある人いふ奧錢、京錢•糸设、安邑錢•晋陽錢、甫 

反®などの重量 か 金當夺 と 同じものには皆一の宇が 
あ m 量が二金當寄と同 C ものには皆半の字があ 
6、重量が五當十夺と同じものには皆二の字が あ b 
ますから一 寄が單位 たる 事は照然です♦か*唯 こ ゞ に 
安陰は僅1:重さ一夺ょりないのに、な也二の字をつ 
けたのでせ，フ、小形の魚陽(囬足)も僅に重さ竿寻 26 
ょりない のに、なせ一の宇をつけたので せぅ 

答ふ善い哉あなたの是の网ひやです*周の代の季に 
なつての幣制の變遜で"初は一守を單位1:したのが 
後には改めて半^となつたのです、安 陰 魚陽の二布 
は鋳造の年代が較後れてゐ ます、 方足小布と同じく 
周末秦初のもので せぅ、 魏の權幣と同じに論 -T- る 事 
は出來ません*其沿革は頗る線•かあつて索めて尋ぬ 
べきです•これは別に論文を著はして世に發表 しま 
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すから今はまづ其®概を示す fr けですが大抵は尖足 
布の蹙に行はれた時代の遇渡期のものでせう 
成又两上古重量之寄•至何時而涫滅其名稱、其與後 
世熏量之比格、可得聞歟 

答 深遒哉"重要哉、吾子之爲是网也。寄至泰初而 
代之以兩。周末貨幣之單位改重半夺❶即開秦制年兩 
之先 IT 欲知其詳 C 亦須另撰長篇以表於世。今先畧 
示其端保。則圓足魚陽背文十二朱者。輿宇夺之下幣 
相當 C 可謂此問題解決之鬮鍵也(完) 

民國十年元旦脫稿 

ある人又問ふ上古の m 量の夺は、いつ頃から其名稱 
が消滅したのでせう、其後世の重量ビ比べた4どう 
いふ風になるのでせう御說がうか ゞ へませうか 
答ふ深い哉邈なる哉、重要ある®問なる哉です、寄 
の名は秦の初の頃に兩と代りました、周の末に貨幣 
の單位の重量が半夺に變更されたのは、秦の制度の 
半兩の先«|になつたのです•此詳細の事は別に長篇 


の 論文を 草して#表 t べきで t が今 tl 先づ其 組 阳を 
示すだけです、則圓足魚陽の背文十二朱の ものは 宇 
守の下幣：相當するので•此网題を解决するの W 鍵 

-〇いふべ^ Ti で T (^しい) 


◎質疑應答 

〇濱村氏の質疑に答ふ 

向 陵 生27 

第一項本誌二十四號に御尋ありし未開時代に於ける 
交通不便の奥地(:ては如何なる狀態なり‘しや」1:就て 
は適切なる御答は出來ませぬ余：^推想を述れば御尋の 
如き未開地方では物々交換で事足りし事ビ存じま to 
夫れから段々交通貿易が進むに從ひ通貨の必要を生じ 
たのであらぅ貝貨は此時代の使用物と思ふて居ます0 
貝貨が通貨に選まれたる濫觼は同號に矢倉氏の論斷•か 
あ b ましたが田中忠夫氏著「支那經濟研究」に殆ど要 



を金して 6 る 様に思ひます から 左に拔萃して御答に換 
ハ ます 

1貨幣の重 

需給の投合〇價格决定〇此の二條件を充す爲めに一社 
會に普遍的にして永久的なる價格測定の基準並に移轉 
の手段を I 定する財物即ち貨幣を創設す 
2 貝貨幣 寒 用原因 

甲多人數を通じて庚く客觀的利用價僅に富める財物な 
るを要す貝は左の効能あり 

一裝飾的効能二藥物的効能三迷信的効 te 
乙何人も I 見して其品質を認知し得る財物を可とす0 
一貝は形狀色澤一定せるを以て： n 常取引の際眞僞の 
識別容易なる事 

丙携帶運搬を便なら〇むる爲め價值に比〇容賴重量手 
頃なるを要す 

一上古1:於ける只子は^用の强烈な b し爲め價格大 


丁分割•し易く一樣等質なる事〇分割せし各部^>同じ割 
合一81隹なるを要す 
I 寶貝は分割し得す 

J 1 個々にて適宜の價値を有す〇且つ略一樣等質を有 


す 


〇 

F 

omi 

fr c 

ndlOF 

IS 


三任意集積して随意の價值を構成し得 
戊保存性に富み効能變化な<貯廉に容積寡少なるを耍 
す 

一貝類は此點に於て金石類に劣るも殺物に勝る 28 
3貝貨廢罷原因 
甲時代變遜交易發達 
乙新らしき貨幣の材料出現 

以上は田中氏所論の大要なダィヤモンドは我國に 
於て得難き品である•か通貨にせぬのは前記の條件に软 、 
けたる處があるからでめる〇得難きを以て寶とするの 
は理由あれども得難を以て通貨-^すると云ふのは余の 
同意せぬ次第である 


C 

S1 

6 

G 


giti 
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箱二項の古色の附^！具合1:就ては例 s となるべき 者 
を見ませぬが旅«附近の貝墓から出た骨ビ貝との II 子 
を聞くに骨ょりは貝の方が保存力•か强ひ樣でぁ5ま 
す〇殷墟から出たと云ふ龜骨類は殆ど化石して M るの 
に貝は化石した者を見ませぬ骨製貝^^品は龜骨類と 
同樣に化石し；：ものがぁるから濱村君のいはる ゞ 通り 
古い樣に見へるのであらう〇化石の原因は周困の臈係 
が 重要なる 素因を爲す 者と 考 へます 故に適確なる %料 
なぎ限りは斷言出來ませぬ 
以上三月九 B 


〇會 吿 

〇關西各地の古泉會を廻りて 

去る四月 ln 午後七時半發の列車に 乘じ て、藤井*三 
上•抹 、鷲 田の同行四人、豫定の如く藺西各地の古泉 
會を媵訪す v く出發•し、二；：：朗京榔に到着して泉 货觉 


より*直ちに四條寺町 TA 大雲院の會孃へ S み舊 SI : 
於ける熟心家の所藏品を艦貧し•午後二時竿の下り列 
車にて再び車中に R 刻を费し*午後九時に近き頃岡山 
驛に着せば水原平井難波の三君旣に改札口にぁりて余 
等を迎ふ、一同其好意を謝 t つ、、一旅亭に投す•三 
日一度上りたる雨は未明よ b 風を伴ふて沛然と降下 
し*此日の行に障り多か b しを恨む•林翁は故鄕の事 
とて墓參と緣者訪問 iu 早天車を走らせて後は、殘り 
の三人大風雨を意ともせ t *、 腕車を雇ひ後樂園に池田29 
侯の昔を®び"正午に至 b て市內上ノ町甚九郞社の會 
填に 入る、黃微古泉會の幹部諸君並びに 縣下に於け る 
斯界の名士安) ( i 遊 仙、 赤松老泉居等座にぁり*陳列の 
珍貨殆ん と所狹まきば かり •新 井 寶水軒 晚れ 杨 に 東京 
を發して來 b 會し同行亦一人を加ふ、程なく高松の岡 
氏と大阪の下間虎傅樓來着して當地 稀なる 进况を 呈 
す、同行五人及び安藤下間岡等の II 氏は明日の準備と 
•して渡 m す•へく二組に分れて宇野より*車を捨て速絡 
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船に身を托す風兩猶猛成を振 ひて 風波高く平素の瀨戶 
内海を裏切る車夥〇•幸 ひ 船辨慶の厄にも逢はす旅宿 
に盃を皋げて運日の旅疲を休 tp ベく頭を幷べて横臥す 
れば•猛者數人の街骞恰も雷の如く、戶外の風雨と呼 
應 C て、 夢圆 かなら す*四日夜來の雨、名残 6なく 晴 
れて雀鴉の聲も澄み、朗かな朝 U を浴びて源平の古戦 
編屋鳩增の浦の勝婧を山61にょ b て探り、歸途栗林公 
園の松靑き風致を湿步して、高松市天神前に II 然たる 
表賊館の會塢に入气此所も亦市內の古泉家集まりて、 
陳列品長蛇の如く堉上に幷びそれ < の長所を發揮せ 
るを認む、岡氏の需めに應 じて 列席者一統記念の撮影 
を濟まし直ちに各自志す所に向つ會鴒を辭す•新井氏 
は皇陵參拜の目的を 以て、 琴平ょり阿波淡路に發足し、 
林翁は尾道の 緣者を訪んと志し、 安藤氏は 玉 鳩に歸宅 
せらる、藤井•三 上， 驚田*下間の四人は午後四時の 
波船 1:て 大阪へ直行前 r の 波浪靜まり て* 舟行疊 
上に在るが 如く舷上 殊に 限 かなりき 


五日 自由行動•藤 井、 三 上 二氏は原田元寶堂君を訪ね 
て收蔵の古金銀を£寅•し、夕暮林翁の入阪を待ちて旅 
舍に一泊せ6 

六日朝田中會長は着阪せり、打揃ふて虎傅樓主催の會 
塲本町橋畔博物壤內衆樂館(:入れば、阪京の同好綺 M 
星の如く席に在 b 、 博物鴣所蒇の古金銀古錢洋貨等を 
始めとして、谷地方ょ6の出品亦*內諸氏の數に劣ら 
ず、尨々玩貧を镘にして18暮旅宿に歸れば、原田*濱 
村£嶋下間の諸氏は同人一同を遇する甚だ厚し、特に 30 
謝意を表す、午後十時花林塔氏は先約ぁりとて獨 b 歸 
京すべく列車に投ず 

七日明來再び雨切 b なれ ど、行程を替ふ •へく も ぁら ざ 
れば正午ょ b 阪神急行の電車を利用して神 戶、* 路の 
聯合會に出席す、途中の降雨更らに激し、幾度か路上 
に會場た る永澤 町の黑住敎曾を尋ねつ、漸く到達す る 
を得て、神姫兩市の同好に會す例に依て席上陳列品の 
觀覽を終り•有志餚君の好遇を辭 して、 再び大阪に歸 
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春し*夔餐を共に•して田中*藤井の HE 君は 1 C 用を便 t 
•へく 京都に 向か ひ •林翁は午後十時車中 一夢を迎炉へ 
て鲟東せり 

今回の行や不幸にし^^風兩連日に涉り行動便ならざ 
b •しを•豫定の如く遂行せしは、各地泉友の斯界1:貫 
献少なからざる熟心1:誘はれて奮起决行せ乙所に外な 
らす*而して各地自から長所あり、また短所もなき»: 
あらすと雖 、全體 に研鑽の實を攀げ以て斯界の啓發に 
傾注せられんとするの氣風横溢せるを喜ぶ 
終 b に瞄んで各地諸君ょ b 與へられたる御好意を«謝 

‘ 同人一同 

0會員往來 

四月中上京せる會員は•天津、西村洗玉齋氏東亞新聞 
記者大會1:列席の爲あ築地精養軒に投宿し 
〇勝山因泉庵氏は屮旬北京よ b 歸京せり 
0瀬尾向陵亭氏亦下句私用にて上京せらち 


(?) 瀬尾向険君は前%1:附錄とし1配布せる永安五錄砑 
究資籽三百册を寄附せられたるを以つて本會よ5成謝 
狀を呈上せり 


古錢專業並に交換 
古錢古金銀參考書籍頬 

右正實を旨と•し寶買仕候に付き多少に係らす御用仰付 
被下皮候 

大阪市西區阿波座三番町立賣橋筋 

秋月堂安田多三郞商店 

振 •□!! 一大 Rso - b 九 0 # 



吿 

料 

四半一 

分 
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頁頁頁 


廣 一 


印 


印發編 


綱*!行輯 


所東者柬者兼東 
京 京 
市 市 
神 神 


大大 
正正 
十十 
年年 
玉四 

n n 

廿 

一八 


#日日 
市8 EP 

万ミ高ま絮=行* 

播屋田 S 
町軒 



S 四 


町 


5信 * 

嬙地 


堂郎一 


金 五 n 
金一圄七拾五錢 


本誌定價及廣吿料 

冊 定價金五拾餞送费分£銭 
郵券代用一割增 


東京市深川 E 靈岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

翬話本所11三五三# 
東京市神田區五軒町一番地 

發資所 鷲田寶泉舍 

電話下谷七五九九番 

取大 B 市南！！！网屋町 T 間寅之助 
触東京市下2竹町十三番地 帝？，ブ研究所 


◎廣 吿 

古錢、古金 銀、 古紙幣 
古 鏡、 書肅、骨董 

右賣買仕 b 候に付き御用命奉预上候 

東凉市芝 SI 明舟町七番地 

茶筌堂村上忠太郞 


古 錢、古金銀 
古錢參考書籍類 

右正寅を旨とし薄利を以て賣買仕り候に付多少に不拘 
御用仰付被下度顧上候 

京«市押小路御幸町西入 
泉貨堂や鳴^一郎商店 
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全 i 冊 


紅 


古泉學迸人 <B 

11?大正古錢價格|1經 5冊^- fc -一十§ 

故1登舍主人編 

宋 W 符合泉志 晝冊«£|«^八十§ 

大阪每日新聞肚長本山彥一君 ■ 字 
遺常局技師エ學博士甲 V 立政封序 
玉岛 K 便局長安薦 B 次彥君著 

東洋錢貨年表;:? け；： IBn! 全一冊 ^ fj I 

II 金石文拓本1 

醉細 « E 合次 f 確答可申候 
其 ft 各種古 fl «1 政次販資 


月 ft 

古錢雜誌 

! 册金參拾錢 
會費 H ハヶ月佥壹圓五拾錢 
■ ケ年金叁圓 

(切手代用一割增) 


(三^寺筋束堀西入) 

樓商店 

振 S 口座大阪査九四贰番 


〇弊店宛御照會は必す 往復はがき乂 “返信券在中の外御返唞致さす候也 



奎八*五せ所究研ブンタス國帝备下京§ 

广、八 Original from 
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興國チエツクスロハキァ共和國ホ^*ーフンド國フ 

ィンランド國 等の 品 各種 到着す。 

世界各國の貨幣、紙幣四千五百種の準備品ぁり。新大目錄に詳記目錄以外 
の 品は送達拔取法に依り頒 つ。 


改正新大目錄一組 


送料共 

印刷實費金五拾贰錢 


見本として外國紙幣、外國切手、燐票等百種以上の品を特に添附直送す 


買入れ/: 


外國貨幣整理のため貨幣收藏用桐材二十收重ね箱拾組中古品にて買入れたし、御^〃被下- 
御方は値段御通知被 T I2 し • 

朝鮮貨幣各種高價買 入る。 分賣希望者は拓本に賣價を 附しノ 返信 券つき一 
て詳報せられた し。 . ： 
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〇貨幣 (第贰拾七醮 ) 


目 次 


@論 說 

000 i !:•••(上) •：！• 花畢 

〇常陸國水戶濱田衬錢座. 


培風室用害. 

…•葬佛 . 


ぅ八木氏•の r 遼陽發 見の 壁 生. 

〇赛裏」を讀 D 

〇兩柱五銖に就て…••…(上)：： 

〇雄岡藩錢札に就て……：(七) 

@品 評 

〇東洋貨幣協會1八回前半出品々評 

⑥餘 興 

〇妓 進 . 

© 顧選凾 

〇嘉晴通寶當三錢：……深璇庵* . 


一頁 
一一頁 
六頁 

九頁 

二頁 

四頁 


二一一頁 


ニニ頁 


〇德川氏货幣史…. 
〇七福小判の世說. 

〇久長小科 . 

〇大平通寶 . 

〇德川氏貨幣表1‘ 
〇國際通貨發行：： 


-( 續) …： 
:…(三). 


•(一)甲货宜政編. 
.半文泉報 . 


3 宽永番錢に耽て呆仙君に …：… K T 生 . 
〇鲫尋ね致します 

oKTn に御答へ致します . 呆仙 

〇會員勘靜 . 

〇# 0 . 
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貨幣 第贰袷七號 
「論 說』 

〇常陸國に於け る鑄錢 座の 
調査報告(上1 

花 林 塔 

舫號に「長門國に於ける麵鋟座の aa 査報告」の一文は 
未だ一般古錢界に知れざり'し事な今常陸の嫌餞座 
の調査報告に就ては事の順序として先づ寬永二年水戶 
の人佐藤新助の創設せ b といふ濱田の鎢錢座ょり說き 
起さん 

按るに常陸の國に於て傅ふる所に雒れば佐藤新助の鑄 
錢發起は實に寬永二年な bw いふ、葬年ならすして新 
助死 t 其子幼なればとて la 中絕し宽永十二年に至り 
て又苒典せしといふ、若〇も是を畫とすれば篡府の 
鏤錢事業に先つ事實に十年•中典座としても賓に一年 


の先 ft 者たり、予 U 0 T じて 此佐藤座が最初 {: 鎮出した 
る錢の面文は寬永通寶にはあらざるべしと思 ふなり、 
前後の事情と當時の時勢とを考察して鏟錢中の精诞。 
る方|:屬する大樣淳雅の永樂通寶ならんと考ふるな 
り、其故を如何といふに永«何文といへる公稱 語は、 
三代將箪の日光御社參の公文書1:も見えたれば永とは 
精良といふを意味し•則寬永通寶も後には含まれたれ 
ども一般には北條氏時代ょりの惰力にて永樂錢を専 m 
する の酞は 永く脫せ H . b しなり、されば宽 永の面文を 1 
用ぅベからすと命令せられ萬治長崎の贸易錢が支那輸 
出の目的たる爲めに天畢 •元豊等の錢文を用ゐたると同 
じき心理狀態は•此佐藤座1:も適合すべき^なれば、 
內地向き殊に澜東向きの錢の面文は•京錢と n '- しみし 
唐宋の餞文を用ゐるの理 なし* 必らす關東一般に愛好 
せ L 永樂通寶の面文ならざるべからす*是理に於て正 
に然るべき事な bvj f •故に常陸の H I: て傳ふる所の 
說を正〇として佐藤座が果して二年及十二年の两爐な 



らば寬永通寶ならざる錢を鎢た b とすべし•此座* >* 其 
十四年以後までも存在.しありたるならば無論均霑•して 
寬永通寶の面文を用ゐたる ii 論を俟たす•唯御阐自慢 
的に佐藤座が寬永二年旣に寬永通寶の面文ある錢を銪 
て幕府の十三年錢ょり數步先んじたりビするは首肯す 
る能はざるなり、 こは 例の加賀の花降銀のあるもの ゞ 
如く御國名物を作らんとする一種の好奇心 VJ 見て差支 
なかるべし 

嫌 lir は議論として以下其二年十二年開爐せりと.いふ水 
戶濱田村の錢座に就て說んとす 
今兹に說く所は先年中川春 f が予に致したる報吿を 
揭ぐるを以て.®捷ビすれば宇匈の修正をもなさす原文 
のま、載出す•本文は彼が！！錢座逍跡考の續辗とせん 
とせしものなり 


〇常^國水戶濱田村錢座 

第一遣跡の位 S 


水戶濱田村の錢座は水戶 T 市襄六了目"同七丁目の束 
南にあ b て、南に磯濱 * 鹿島に通する道路を望み、東 
は上大野村に連なれる渺々れる田畑となた な、 此邊一 
帯の字を「凝谷」と呼び「南端に錢谷稱荷 あり、 稻荷 
の飼前十間餘にして古松一株を 看る、 里人傅へて錢座 
內の松といふ•鋇滓の埋沒せる此邊最も多く、耕作者 
の锹に懸つて堀出す由なれば、當時鍺錢の塲所は此稻 
荷の四邊なる こと 疑な きなり" 今其區域を考ふ るに、 
鳥居の前ょり菓町に通する道を横ぎりて流る/ Ml 筋の2 
川あ b 、 其幅數戶に過ぎざれど流れ稍急な卜、此流れ 
を東へ と上ること 七十間に〇て兩 川に通す る小沬 あ 
り、此所錢座の東面なり〇と考ふべき形跡を存す、假 
6に鳥居の正面ょ b 左右百 四十間の一面あ b とせば* 

其奥行も大略 V 想像し得 y し、 然る 時は稻荷の境內は 
殆と錢座の中心となベ.し 

第二錢谷の傅說 

錢谷の傅說たる唯饅を鳙し跡といふばかりにして土地 
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1:於ては何の考證すべきこ tf もな•し • 饅 谷稻荷の 神 戰 
も亦其稻荷の創建時代を知らす、僅に二川重兵術なる 
ものは此稻荷信者の重なる人なれば之1:钬て网ふべ，、 
ビ答ふるのみ 

二川氏は水戶市下市二了目に住する吳 M なり•糨者 
は直ちに此人を訪ひ、稻荷の事を質問する'に、帳簿に 
控へ•し舊記を示された b 其中に 

餞谷武田滿千代君•麋長の頃佐藤新助といふもの 
餞を鍺たる由*故に名どするなる•へく、耳す 
b 砥といふ钱の形九みに滅 b たる砥石、此邊 
よ b 出る*.此砥村田利兵術より得て神前に納 
む"此記錄佐藤大洗明神へ收めしよしなり* 
存不詳 

又稻荷に就ては左の如く記せり 
當社稻荷大明神〇初. tt 于玉屋權兵衛宅地〇寶磨十三 
癸未歲買其宅地。明和三丙戍歲邊肚于茲〇文化六年 
己巳四月初午建華表-"〇 


是等に依て見れば、稻荷は元今の場所1:ぁらすして* 
他ょ b 遷し來 b しものな b 、 而 して 玉序權兵術は何者 
U して H れ1;住せ•しやも知れざれば*此稻荷は果して 
«座の遺物なりや否や、大に不分明の次第 VJ はな b た 
b 、 然れども編者は此稻荷元來今の塲所に在らざりし 
は、推量せし«座の K 域が誤らざ b しを信する一端と 
なし A 

錢谷の記事に至ては、此«座を以て念々佐藤新助が鍺 
錢•し；：：る跡な hi 言はざるべからす「水戶紀年一に 3 
寬永十二年乙亥•今年寬永通寶を鎢る、向井町片町 
煙草町の裏町 II 酱座になる 
「桃蹊鐮話」に 

酱屋の錡酱の 事、% 永十二年冏十七年迄鍺る、 

佐藤庄兵術といふ商人なり、宽永錢を銪しは之を始 
めとす 

熥草町とは現今に殘らぬ町名なれども•裏町六丁目ょ 
b 逆なる曲尺手町には有名なる煙草 M ぁ b 、 毎月煻草 
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の市の两かる ゞ も此邊なれば•煙草町の裏町といへば 
錢谷の事なる爭ふべきなし 

佐藤鎢栽の事は*«家の能く知る所なれど、兹に一應 
引證すべし"小宮山昌秀氏の「農政座右」に 
秀按に水戶町人佐藤氏家記日"祖父佐藤新助 
元和中ょり勘辨を以て•寬永二年新錢鍺立*願江戶 
相濟 、錢座 取立無間死す、子庄兵衛十四歲故相姑 止、 
十二年又相顦 、江戸 町人三久保屋甚右術門と寬永の 
新 錢元駔の 旨願濟 •水戶 K て新錢 大分造り 出 L た b 
(下客) 

此事は江水金龈米布通货考にもぁ b て•世人の一般 r : 
信を逋\所ビなれ6、然れども其鏑造したる錢に至り 
ては如何なる銭か今以て詳ならす、多數の意見に依れ 
ば•寛永の永字を二永に*したるものと t 、 又其背文 
1:三成は十三 >字ぁる•か故に、三年に起業し、十三年 
に復活せしとの事跡に»會せしむるもあ然れども 


編者は背文の三を以て年歎を意味す W 信する能はす* 
十三の字あるものを正しき錢貨と認めざるなり{後に 
說かん)又滿千代君に關する事は r 鄕黨通聞」に 
古酱水戶手とい•ふものあ卜、大栽の皇宋通寶など種 
ゞ あな、されば萬千代君如此事好みたまひて、戯に 
鎢さしめられしとな其處は今の錢 M な b といふ 
然れども滿千代は家康の五男にして、庚長七年水戶二 
十五萬石に封せられ同八年九月に卒し•未だ水戶入國 
に至らざ5し事なれば•素ょ6信すべきにあら^、唯4 
二川氏の記錄に•佐藤の其記錄を大洗明神に納めた b 
といふ事は*其存不存を間はず等閑に附すベからざる 
事なれば、綞者は水戶を距る三里の大洗明神に至り神 
職 t : 之が橙索を乞ひ LU 、 今の神職は近年の襲職ビい 
ひ.前神職と^ I 繼の際凡て記銳を引受けす、又搜索の 
見込もなしとの事なれば*編者は遂に佐藤鎢錢の事に 
_し新に立論するの材料を得す"今 U の現况を以て 押 
す時は"栽其物ょ b 背文の關係を元和栽に比較 f 研究 



するの外あらざる V * し 


以上は 春布 庵が«吿 (;) 全篇なり，事蹟の件は夫-〇 .して、 
文中に 議論 A ける fsf 所は兹に 01 :可否を論斷し置かざる 
V から t - そは 

其鎢造したる 酱 に至りては如何なる錢が今以て詳な 
らす、多數の意見に依れば、寬永の永宇を二水に書 
したるものとし、又其背文に三成は十三の字あるが 
故に、三年に起業•し、十三年に復活せしとの事跡に 
附會せしむるもあ6、然れども編者は背文の三を以 
, 1 : 年數を意味するビ信する能はす、十三の宇めるも 
の E •しき錢貨と認めざろなり(後(:說かん) 

香哉日*玆に後に說かんとあるも、後段に少•しも 
論究〇あらす*或は次にいふ末尾の语が夫か 
V 」 いひ*最後 1: 

編者は遂に佐藤鉻錢の事に關し新に立論するの材料 
を得す、若し向後如 H なる考箝の鼙らん限 b もなけ 


れ ど*今： n の現况を W て押す畤は*#其物よ6背文 
の鼷係を元和 «に比较し 研究す るの 外 あらざるべし 

vj 檷筆したるよ b 察して-彼の說は暗に元和孚寬永の 
I 類を指すもの、如し•然れ VJ & 元和手^るものは今 
H までの研究によれば*其正しきものは皆銀餞にして 
銅餞に正しき座錢 VJ 許すべきものなし•又其正〇きと 
見るに足る程の鋇栽も古酱家に廒するものな•し、佐藤 
I 座は金主を擁し堂々と公許を得て立ちしものにて、〇 
かも大分薄出した b といはる、座なれば•元和手寬永5 
の如く世に絕少なるものたる理あるべからす*春布庵 
，の此說は背十三の二水宽永に正座のものなきに出發し 
て針路を語れ、あらぬ邪道に踏込みたるものにあらす 
や、且佐藤座の初銪のものを寬永餞中よ6物色せん VJ 
する如きは"餘6に次城縣人氣質になり濟〇たるかの 
或あり"唯其佐藤座の餞を按じて「如何なる錢か以て 
詳かならす J V 」いひし一句は平凡にして非凡なる語と 
•して#し釐かん V 」す(此稿了 W : (未完) 
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〇八木 氏の「遼陽發見の壁書 
古墳」 を讀む 

向 陵 生 

本年一月發行學報十一卷一胧1:八木矣三郎氏が揭 
題の 記述 あ bo さすが斯道大家の考證 とて 引證該博年 
代* t 民族とを考定 せる 上に於て敬服す る 次第なるが事 
の泉貨に關する者には聊か異論を挿むべき餘地ある嫌 
に思ふ . 

八木氏は此の石室內發見遺物中 
⑴半兩一枚 (2) 五 妹 六十餘枚 (3) 貨泉二枚 
ありしとて 右之品を 以て 有力なる 傍證と 想め所見を通 
ベられたる者あり〇先づ是を兹に紹介する事と せり 
⑴半兩は全徑八分周团翰郭な*し前滇文帝の人宇半兩 
と稱 する 者に類す る 

( 2 ) 货泉は王莽時代 |: 屬す。此«ぁるが爲め其以前の 
古墳にあらざる事を推察す 

(3) 五铢设は其形狀字體宣帝武帝時代に JB する者あ 6 


(4) 因 出五铢一個 1 ) b 後漢 光武時代に當る 

(5) 無輪五妹數枚6卜 

邊ビ孔邊と俱に郭^き文字不鮮明の者あり又全 
く見へ r る者あ b 

右之內⑴ょり (4) 迄は八木氏自身に年代を認定せられ⑼ 

⑹に就ては「是等の古泉は世 (; 劣少の議論めるべ—' と 
蹼も往年中川近禮君の考證正鵠を得た6」とて左の一 
文を引15して日く五妹の小1:して郭なく文字を半折せ 
る如き者を漢代の作と斷じ晋代の沈郎錢に非らざる事6 
を明かにせしは中川君の卓見な6と寅掲し遼陽發見の 
小錢五銖に實に此類にて矢張漠代の作と見て不可なか 
る V しと斷定せられたり 
中川近禮君の考證 

抑も此小樣なる五銖錢を以て吳興の沈充が所鍺に宛 
てたるは何故ぞ〇晋書の食貨志に「吳興沈充又鎢小 
«謂之沈郎錢」とありて其錢文を載せ- r * 洪遵の泉志 
に r 舊譜に日く成日五銖ょ b 小な bvj 文字輕重未だ 
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るだ所が m . E 4 因 
球け联岈氏氏|二 
K 存時蔵の所公 
な在代す有《ふ 
り《|ころに品右 
L C は者歸に方 
ごの？免なこしの 
云み味 h ] 轉て泉 
ふにに守 C 後 it 
て三田て* •> 故 
® 品氏余守成 


Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


の說中にある下半星沈 ffi 餞を拓出する事とせ b < 阖甲) 


次に八木氏の述べられたる (5) ⑼項には 無 輪無郭どある 
か 中川 君の說では輪郭の存在を認て居る〇則ち發掘. 1 .?! 
と引例とが矛盾して居る。是れが笛二の疑問な b 
以上二項の疑問に就き余が臆見を述べんに 無 輪無郭の 
小形五銖を以て八 木 氏は小様なる錢と云ふ事に重きを 
It き 直ち(:中 川 氏の所謂非沈郎錢に當嵌めたのが 起因 
を成し rz 事と思ふ。中 川 氏の說には輪郭と云ひ文字と 
云ひ穿下に半 M あるものと云ひ1と.して漢の製作1:從 
はざる者なし」と述 v ら n た6獨6中川君のみならす 
劉靑圚荇 も r 此等の錢は輪郭字體潢五妹と神肖せり位 
ふ1:翁氏所集拓本1:此品を以て漢五銖の後に附したる 


聞かす」又李孝美が日く「按此钱雖未之見、而李貧 
集有殘絲曲云、楡莢相催不知数•沈郞青錢夾城路、 
窃謂自古詩人比興其則不遠 * 得非此錢大小與漢興所 
鎗如楡莢者不多較耳」 V 」後 lit 支那の古泉家が小樣な 
る五铢を以て沈郞錢どしたるは李孝美の膛說に拘泥 
したるに依る0堂々たる歷代の通貨を考證する{:1 
詩人の對句に據るが如きは輕忽も甚しと云ふべ〇〇 
成岛柳北翁が支那人は書物上の考證に長じ實物の鑑 
識 {: 疎•しと云はれしは實 I :當れりとす。誠 {: 沈郞五 
妹の製作を見ょ輪郭 i 云ひ文宇と云き穿下に半星ぁ 
るものと云ひ(穿上橫文の者も必ず有らん一一ごし 
て漢の製作に從がはざるは^し其形極て小なれども 
豚肉にして卑しからす。况んや其泉范 A 共に两漢の 
M 部なる S 安ょ b 發掘し r 2 るに於てをや云々 

以上は八木氏の所見な b 遼陽發見の小形五銖鈸は中川 

君の所謂極て小なる •rf 洙錢即ら lit 俗沈郞錢と稱する者 

な6や否ゃが余の疑刖_すろ筘|な卜依て茲|:中川君 



は特識ある »•: 似た b 且つ穿上横文穿上一星亦惟漠五株 
に これ あ b 」 云々 VJ て皆输郭の存在を認めて 居る 〇世 
俗沈郞餞と稱する者に輪郭ある事は疑ふの餘地なき者 
である〇故1:若し遼陽發見の五銖錢♦か無膾無郭である 
ならば中川君說と何等關係なき全く別箇の泉貨ビ謂は 
ねばならぬ從て此中川說を引證ど爲す事•か出來《ので 
6る 

以上述た通り無翰無郭品は中川說と沒交涉であるから 
如何なる年代稀•類である.かを改めて研究する必要があ 
ると思ふ。現品精査の上でなければ斷言出來ぬは勿膾 
なれど從來發見の例から申せば下に示す如き者ならん 
と想像する〇此想像を生じたのは八木氏記述中に「文 
字不鮮明の者又全く見へざる者あ^'」とあるから次に 
示す如き乙丙丁の關係から推想したのである(國示乙 
丙丁) 

此の想像品の年代は後漠末年の製作と余は信じて居る 
或る人は梁時代に摄して居るが恐ら <は間違つた ft 察 


であらぅ。八木氏は壁書古填の年代を「後漠時代若く 
は 三國 初期を下らさる者」 i 云ふ廣き範阐にて考定せ 
られた卜〇幸に余が 想像 通とせ ば 此考定に M 答動搖を 
起さぬが此錢が梁代の者であつたら大なる影響ある事 
と 思 ふ殊に四出五妹には稱々議論め b 且つ 光武帝 靈帝 
梁時代等柯類 Si ® 別困難なる者であるから此稀の發掘 
品は斯道専門家に囑し精食せらる、が安全ならんと思 
ふ〇序ながら協會に申す近來古墳中ょ6泉货の発掘せ 
らる 、者多し若.し此純鑀定を求むる者 あら ば ^ んで是 S 
を迎へ粮密なる調査を逐げて考古家の參考に供〇たら 
ん1:は世益多大なるべし€思ふ宜しく寶行せられん事 
^望1/ 

本題に於ては逸陽發見の五銖錢と中川氏說とは全く無 
關係なる事及無輪無郭の五銖ごは前揭の如き類ではあ 
るまいかと思ふ想像を述べたに遢ぎぬ 他：！： 現品を見の 
機#6らば再說 する事と せん。終り 
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(丁） 

如輪ざ文 
き無る字 
者郭者見 

の無へ 



〇兩柱五銖に就て(上) 

支那杭州 培 風室 周 # 

今讀务誌第廿三猇土方大成堂出品兩柱五妹之品評〇與 
鄙人之意見相左〇 ( 古錢四卷十一號拙者「五銖兩柱と 
四柱」參照)教有不能巳於言漭〇譴爲同人商^之 
語日、^信嘗則不如無書•言古書之不可溢信也。然古 
宵紀實〇苟無反證以推飜之〇似不能不信〇如 W 他書或 
寶物足资佐^。則不可不信矣〇從來我國古錢家偏; Is : 文 9 
書之软據而疎於矜物。所鍺泉1 S 不堪入目〇我 M 常引爲 
钺事〇然僅爲竹物之研究〇而蔑視文宵之紀實〇典弊維 
均〇此成島柳北氏所以有漑乎 言 之也〇窃以 W 物文典、 
二者並甫0文咨妨鍺誤莕、常依界物以糾正之0如漢志 
契刀誤作契刀•逸史毒昌誤作毒隆是。文 ilct ^ fj 疏漏者0 
可依 實物以 補充 之〇如梁 元帝當十錢 爲兩柱 五銖 、其 一 
例也 
右和譯 


} 無輪錢文 
乙字半折せ 
{る如き者 



文字不鮮 
引明(:して 

ぼ無輪無郭 
の如き者 




今本誌二十三%に載せられた土方大成堂の出品兩柱五も文耆もどちらも重いのです"文害に錯誤のあるもの 
铢の品評を讀みま C たら•私の意見と 違 ひます 所 •かあは常に實物に依て之を料正することが出來ます、漠志 
b - (古錢四卷 十一 號拙著「五銖兩柱と四柱」鑫照)まに粲刀を契刀と誤つた b 、 速史に壽昌を壽陵し誤つた 
すから* &むあたはすして茲に一言し謹で同人 VJ 商議のは是です•文害に疏漏 ある ものは實物に依て之を補 
せん VJ する次第で* b ます 充 すを 事が 出來ます"梁の元帝の 當十« を 兩柱五 妹と 
盡く畜を信するは 害な r にしかすといふ語は、古書たするの如きは其一例です 

b とも璇く信す* へからざるごとを いふたのです、けれ：-北史姚僧垣傅日•.梁元帝時初鴒錢•一當十。賜僧垣十 
ども 古害に事實を紀 •したものは、 反證 のない 限 b は 推 一： 萬、實百萬 

量で之を覼へさぅとするのは信することが出來ません梁書敬帝紀日"大平二年夏四月巳卯銪四柱钱〇一準二 
が、其*以外の書や或は實物が有て資するに足 b 證と：十〇壬辰改一準十〇丙申復同細錢 
する に 足る ものがあつたなら ば是は信.しなければ な b : 隋書食貨志日、陳文帝天嘉三年改鎢五妹錢。初出一當 
ません、是まで我支那の古錢家は文書の考據にのみ偏瓶眼之十 

重して實物の撰定に疎漏でしたから著はした泉譜は目此三段記事•互相發 明、 試述其關係如下 
に入る、 {: 足りません、私は常に此事を遺钺として居 ㈠ 北史姚僧垣傅所謂一當十者〇亦鵝眼«之十 
b ます、然れども僅に實物の硏究の爲に文書の le 實を (-) 梁害敬帝紀所猬一準二十者。亦準鵡眼錢之二十也 
蔑視する人があ b とすれば其弊は同じです、成島柳北 ( H ) 鵝眼錢即梁書之所謂細 II 0因其細如鹅眼、故名 
氏も慨乎と•して此言のある次第です、私の思ふ(:實物四梁元帝錢初鍺一當十〇可知其末鎢之換當價格、不能 
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如初 右和譯 
( 51 )梁敬帝錢開蝽十七日«网細|| 0 其宇句上加一復字 0 北史の狭僧垣の傅に日く •粱の元帝の時初めて！！を鑛 
} 可知未！！四柱銭以前曾有大酱値同細錢之事實 る一を十に當つ、僧垣に十萬を賜ふ、實は百萬なり 
は梁敬帝即位、乃繼元帝之後。其前次 M 间細餞者、葬梁害の敬帝紀に日く、大平二年夏四月巳卯四柱酱を鎢 
梁元帝之當十錢而何 る、一を二十に準す、壬辰改めて一を十に準す、丙申 
此一準二十者以四柱爲特微0則一準十者•可推定爲兩復細錢に同じ 

:一 雲®賽 f 日く、陳 Q 文帝 ill 年 I ?改鍺 

(A 梁元帝之當十 栽、 旣以兩柱爲特微〇則陳文帝初出之： す •初めて 出る 時 一を 鹅 眼の十に裳つ 
當十 餞、 得母依先朝之舊例亦1以兩柱•加大其錢此三段の記事は互に 相# 明す •へきです、 試に其 明 係を U 
形耶帝未宵銘 $0 述 ませぅなら 下の 如くになるのでせ•フ 
更與實物對照之。四柱錢姑匱勿論〇兩柱五銖依余所藏： T 北史の姚僧垣の傅に いふ*一を十 {: 當る ものとある 
及直接所見者約計十數品〇其大別有四 は、 亦鵝眼錢の十に當るでのす 
(二面好周郭者(較普通內郭五錄爲小) 一一梁書の敬帝紀に いふ、 一を二十に準する ものとある 

(二) 面無好郭者(曾見稚泉手數種、在兩柱錢中爲最 は 矢强り鵞眼錢 の二十に挛するのです 

多) 、 llls 眼錢とい - J , のは"即ち梁宵にいふ細錢です 、 tn 

(三) 面好上下有郭者(即泉匯所栽之第四品) き事 S 眼の如きに因て名づけられたのです 

(四) 面好左右有郭者(菜一種、舊嫌未見)(未完)(0)梁の元帝酱 は、初！！一翥十とあるから、其末鴒の換 



當價格は能く初めの如くなる能はざるを知るべしで 
す 

g 梁敬帝栽は開鋳十七日 m に復細錢に同じとなつた、 
此字句の上には一の榧の字を加へてぁる* 〇て見れ 
ばまだ四柱錢を鑛ない以前に曾て大錢が有て其隹は 
細錢と同じかつたといふ事實•かぁつた事が知れます 
却梁敬帝の位に即いたのは元帝の後を繼いたので、其 
前に隹ひ細餞と同じきものを次したのは、梁の元帝 
の當十錢でなくて何でせぅか 
ゼーを二十に準するものは四柱を以て特徴と C ます、 
して見れば一を十に弗するものは兩柱ど推定して好 
いでせぅ 

( A ) 梁の元帝の當十錢は旣に兩柱を以て特徵とすれば、 
則ち陳の文帝が初出の當十敍は先朝の舊例に依て亦 
甞て S くに兩柱を以てし其嫌形&大きくしたのではめ 
b ませんか(陳の武帝は餞を！！ません) 

更に實物と翻照しますと、四柱錢ば姑らく置て論じま 


せんが、 HE 柱五銖は私の所廉栽や直接見た所のもので 
約十數品を針へます凡そ四つに大別せられます 

(一) 面好に周郭あるもの{普通の內鶉五铢に較べる 
と小さい) 

(二) 面に好郭なきもの(曾て稚泉手數種を見たるが、 
兩柱酱中では最多ぃ) , 

(三) 面好の上下に郭のあるもの(即ち泉匯所載の第 
四の品). 

{四)面好の左右1:郭のあるもの(私が I 種所蔵して 
居るのみで舊譜には未だ見えません)(未完) 

0盛岡藩錢札に就て(セ) 

非 佛 

〇物價の暴騰商店附鋇 

されば此時の世態は恰も天保年度藩札 « L # 當時と全く 
阕一の狀况を呈し、米麥の賣貫は勿論•日常諸品を賣 
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货するものなく、民生上容易ならぬ恐悚を來せること 
は寺實矩格中の記事等によりて明かなり 

〇 

. 此札切手海各相渡候已來世の中正錢 

一切無之典物調候樣無之たとへ正 »(: て買候と 
ても若や三五月渡切手かと疑ひ諸店にて望之諸 
品有合不申由相斯資寅一切無之多くは諸店取仕 
舞戶を締め候も間々有之或は有品悉取在舞其不 
通用言語に述べかた.し-]£金登兩も錢不足と成6 
て兩替致者無之漸く六貫 - K 百文位に兩替せり然 
るに再び此御沙汰によりて錢札壹兩贰貫四百文 
位に成在々より米出不申米資貢無之大凶作の如 
し御上より善印(善印ビは井简屋善助即ち小野 
善助なり ) へ御下げ米梅波拂被仰付玄米一升六 
十一文直に 〆 金设札を以て拂方被仰付然るに右 
錢壹步以下の小札無之に付兩人申合登步と四、 
にて二斗八夕善印豐軒にて至て混 ！！91 致候者間 


々办之(四ッ時より七ッ時迄)其後町内限目立 
候店へ壹軒つ、拂方被仰付各檢斷印形手形を以 
て調之大凶作の如•し此御拂米諸丁へ三百駄也其 
後1:御渡不被成益々不自由極窮す米赍駄此錢札 
にて拾«貫文程の直段也 

一〇三種類の切手無期限使用 

:前に揭げたる預切手顛引替之沙汰は延期に延期飧んど 
無制限に通用せしめたる爲め、庶民は念々正金錢之设 
きを戚じ、 II 匿して之を出ださす、市上全く正金錢を13 
見るを得す*人心益々不安となれ\*斯くて嘉永三年 
|:至り、左の沙汰66たるもまた延期に延期して際限 
なか b け.^ 

〇 

演說 

町御用達井简保善助"弁简 M 權右 igsr 鍵, M 茂. 
兵術店より鮝て差出 S 候通用金錢預切手之內五 
百文以上當十二月より引接之儀申達混候所來七 
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月迄月廷被仰付候條是迄之通相衡を以て取 ?' I 不 
申事 

十二月十四日 

數日を経ざるにまた左の沙汰書を出だせり 

〇 . 
市中 II 拂底に付小間居之者迷想致候！！^聞得候 
に付鴻池伊助井筒屋善助呀筒屋權右術門鍵屬茂 
兵術店ょり差出置候五百文以下餞預切手 e 來金 
壹兩六貫八百文之割合を以て通用致すへき事 
但鴻池伊助幷井筒屋善助井筒屋權右衛門鍵屋 
茂兵術店にて引替渡方共に金子にて引取申 v 
き事 

ノ かく御沙汰せしも唯庶民一時の氣休めに邊ぎす C て* 

• 實際彼の五人の商人に 於ても、 之れが引替に JK する に 
足る 丈の正金铥の準！ I ならざり しを以て、 自然 また 延 
期せざるを得ざる1:至れる は當然の事なり 

〇 


尙當時 It 人のものせるにや今に地方の人 P に) it 炎せる 
.落首あり面白ければ褐ぐ 

讀人不知 

千 早振紙世と なる も君*>爲め 

から繰合に年く>るとは 

〇吉田松陰の准藩札評 

茲に吉田松陰の東北遊 H 記中嘉永五年三月十二日の記 
事を抄嫌して本稿の結末と爲す 

::::南部 鈔幣〇 盖阪都 豪商 所出 〇署商三人 名 011 
雎不知其制度何如。安得非國用乏缺〇不得己屈 
膝於 io 以彌縫 m 前者。堂々大藩。不能行國 
一 鈔〇而用商鈔〇其如國體何哉。(完) 


◎品 評 

〇東洋貨幣協會第拾八前半 
出品々評 




甲 州 松 木壹分金 g 71 clllil 

出品者門 w ]# ffi 堂永野嘉代太 

申州松木座の古鍺一分金で背(:忠字と其花押との禅印 
が ある、 細字一分といふ類 (: M し金質も正純で ある、 
背安、重、定等の後！！品 {: 比して存在の數も少ない 


寬永 . M 寶额山一^%“®网九用坊佐々木休人 

古來若山錢といひ和歌山藩の錢と傅 ふ、 錢文極めて嫌 
細 正美である•特別に他 >-異りたる箇所は寬字サ畫の 
堅二 本が 橫畫の 上に乘 りて區劃を有すろ、本誌第二 十 
號 (: 掲げたる異永といへるもの亦是れに.-:？しき例あ b 


何れも元文小梅式の製作1:係かる所謂關東風の«快な 
る錢でぁる、 從つて頃 H 本錢の鍺地に就て頻りに異說 
を 稱へ らる it . 



5 

同 ffi 錢雏 子狩錢 丨 菜古 庵 土井福治 
鉛白の質加 b たる銀錢 で、 錢文秤 別を大永といひ寬永 
初期の仙臺所鋳錢を母錢 として 鍺寫され たもので、 俗 
(: 仙畺藩の雉子狩銀錢と唱へられ、別稗に跛寶といふ 
同期錢の錢文を表は す ものも おる、 共1:潘公の 遊 狩に 
際して、 士卒の雉子 一 羽を獲たるものに本錢 I 個を赏 
與 L 後に一 朱し 替へたるものな りと 傅稱 す、 しかしな 
がら 未だ其使用せ しといふ 時代を明かに證同立てたる 
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もの•かないのを戚みとする 



天平通寶狀 ノ阪尙泉堂島田吉一 

薄く 小さく、 粗醜の製作で、 字 文亦兒戯に等. しき 下拙 
の 私鍺品 で、 古來岛 錢と 稱し來 りたる 類に 類す、 追々 
研究の結果近頃では此種類を遠く足利朝より天正以前 



頃迄の本邦に於ける私鋳錢類 V 」定め溪土ょ b 、 渡來せ 
る唐宋錢に樽倣せるものと認められるやぅに成つた" 
本錢は天聖-兀寶 i 太平通寶 >」鍺文を浞用して成立つた 
ものである、島錢類(:は多く -1 H : 例， r 存して、隨分奇妙 
な錢文を科 t るものがあ6 

寶四化鶴^と抓® W 不知海吉田顯次郞 
薄靑き泥土 M を被むりて銅色は顯はれて居らぬ古出十： 
の 稍や 人手(: 觸 れ たる 錢である、周郭 (まは b の緣線) 
が外の類品に比して遙かに完全を保ち高くそして細く 
ある〇錢文も亦美明で字畫か判然と認められ得る、古 
色も M の赌裁も丁度#法化の出十錢ど差異な.<、矜刀 
の通用價格三十 {: 對して、本錢は七枚半を以て相當す 
る價四化を表示して； S ? る、 六化錢が五校を以て充つる 
と同じ 様‘！ . 

然れども左の文字(古來衩字と譯 f : る、 向つて右の 
字)は今 H 迄隨分久しき 間、 北譯讀 (: 安定を得すして 
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宝、賭•賈、胝、其他色々に見る A の參考宵1:依りて 

♦唱へられ、未だこれが確かであるご定欵を得ざるもの 
であるが、こ、には舊來の傅稱を記して歷、 

頃 H 支那の熟心家間に在りては、此字を全く象形文字 
であると解き•註するに燕の飛びたる形 V 」なして、直 
ちに燕の字だらぅといふ-これらの說も一理なきに非 
すで、或ひは趣に羅振玉氏の主唱せられた鳳字といふ 
(: 相當せるものであるといふ•か、それは價格に關係あ 
る場合の文字と興るものであらう、何故なれば一方に 
四化即ち二十四銖の換當價格•か示されてあるからで6 



る、而•して本錢の鍺造年 R は、周郭、孔齡等の美を有 
して半兩の無周無郭なぞ(:比し m や進化^)風を有する 
•か如くなれども•其鍺口の必ら 1 1力にのみ存(1;する 
古風よ b 推.して•半兩類の連錢の跡(即％兩方に鍺口 
の痕跡ある式)あるものより*僅かに一：：：の長めるも 
のかと考へらる、樣でゐる 

尚 1 FC た凑 {木代の 大速 

B-71 ブ®祝爐錢？ 古影堂速水 1SS 虎 

銅色淡く黃味ある灰白を示し*古色美しき細緣の大錢 
でゐる、宋徽宗帝の大觀 M 寶當十錢を採〇て十^とし 
其大龈二字を開元と改めたる nir 錢より®びせられた* 
祝鍺錢1:庙するものである、開-兀の大线には往々如此 
形式に依る後代の祝煺錢.こ思はる、數种の品がある、 
其理由は隸書錢の最初 {; 出じた古錢で、何れの時代の 
人々の腦裡にも開通錢は、錢の初めに出來たもの位1; 
考へられて居つた爲め * 錢座の祝鏑等に物せられたも 
ので あらぅ か 
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.輿鍮至晴の錢 で、 俗に永の永昌といふ、數種あ u 永昌 


錢の永字は何れも二水に从ひ、本錢に限り二水なら？ 
るが爲めにかく奇品 として 先輩の呼び惯らしたもので 
ある、因1:李自成は明毅宗崇 M 十七年に借立して元を 
永昌と•した明末の fi 者であつた 



此類には一錢も壹錢もありて明末の座錢ではあるが、 
何れも 局のものである か 又は何のやぅな目的に際して 
造られたものである か、 未だ正確に知られてない、勿 
論壓勝品ゃ戯玩の品では なく、 或る一地方限りに使用 
せられて一®時間に罷められたものであらぅ 



元通通寶炫 < 職 


今治 


仙泉堂田頭 . W 


質紅味ある鍮錢で阮氏代の建文手に JB する薄肉錢であ 
る以前には景興别穐と稱され開元や元豊等の諸錢があ 
るが•元通通寶といふ錢文は一寸散見に乏.しい 




篇ビタ錢纏_ 


佐渡 


好接堂胳村太郞 


灰白色の小樣薄肉なる私鋳の摸彷錢である•南宋理宗 
代の背に番號のあるものを採 b て•其背文を刮りたる 
もの、面に又刀を入れて文字を浚らひ、却つて醜粗な 
ものにして鍺寫したもので、自から本來の支那錢とは 


有搛を興に*して居る•これと同じ風の 餞 1:淳化%宝の 
奇風な るものと、 咸通通 . W といへ る ものがあつて、共 
に薄肉粗樣の下劣な：：1111である、本誌第贰拾四猇に揭げ 
た宣和通宝のビタ錢も亦同じ畑のものである、 Hil 褐の 
峨錢等から見る VJ 稍や時代を後ちにしたものである 




す保豆板銀 ^ lE^lfl^ 

• 商知松旭 W 今村 M 

量約六匁八分を有する豆板銀の大樣なるもので、蔵主 
は慶長期の產なるべしと添記されたが、銀質古色及び 
極印の體栽等ょり鑑て享保代の品と推定す、即ち丁銀 
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四拾四匁に附隨する豆板銀の•太な '6 ものに M する 



寬永通寶元次支，年宇治山田 


山城橫大路村 


敬-, V 堂«:本普吉 


銅質白銅精練なる母錢で俗に淸水錢とい ふ、 錢錄に記 
せる は左の 如し 

元文元年より延亨二年迄山城國乙訓郡橫大路村にて鍺 
る所な b 、 淀より京街道鳥利の間な b . 今に字錢座ビ 
いふ所あり、街道より少東の方な b 
m 水錢請負人京淸水淸右衞門金主京四條近江屋小四郞 
电來錢請負人浦井新兵術金主大阪大阪屋三右術門同嫄 
兵術 .1 • 





寶 


歲額五萬貫 文、 年季十年の定なり 
「鋳錢重寶記」淸水浦井ニケ所元はーヶ所に候へ共仲ヶ 
間割いたし金主も右之通別に成 b 吹所は同所にてニヶ 
所に割し吹申候錢相庭金一雨に五拾文安に資出し候由 
尤寶塲所之三條通にて賣申候 

右の如くで淸水錢も浦井錢(珩來錢とも記す)もーケ 
所の鍺故 、錢質 も殆んど相違なき美麗な助錢を存する 


甸.陽布額_ 


准天 


草樂莊古谷若松 


老靑の粗末な靑销を被むり、製作小桡下拙でぁる、背 
の平地左右に右の字と化字と譯〇つ、ぁる奇形の字と 
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を幷べて配 S してある、本誌第十九號に U 背左ビある1:は左、右、又は左—、右丨等の類を有し本品樣のも 
普通品を揭げてあ4が、一見して其鍺造期の前後を知のは最も希觀である、背左方の化 V 」いはれて居る文字 
る事*か出來得る程本|||||)は小様柑拙でぁる、甸陽布の背 t 或ひ 1-1 右の一が辍化したものかとの說がある 


書 SAS 1 f| 



商松 


昌阜阅 51* 





侃 


僅かに火氣を存〇て M 色を留めてない、大樣1:.して外 
輪に鑪をかけられた類の初鍺錢に坳し、背の穿左に爲 
字を > ff する、即ち蜀地牠爲郡の鍺造に係かな局標を示 
すもので、面文は此類に限 b 特に大字で陰起して居る 


光中大寶^111 


三河 


光中年問 汶行筘今來忠左術門 
眞綸薄肉恰も水に浮くが如き輕 S な錢で•文字亦椹細 
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比校的澗緣である、昨今は舶来品も多く成り從つてこ 
れにも面文の小異♦か七八種を區別せらる、樣に成つた 



而して本品及景辎大宝に限6寶字が略されて玉宝に成 
つて居る、光中通寶、景盛通衩共に窆になつて居るも 
のは决•してないものである 
大正十年五月一日席上衆評 

◎餘 興 

〇競 鑑 

久しく休揭して居 b ましたが*諸君から要求•かあ6ま 


.したから*左の二個を選び出しました • M ぅぞ確たる 
御答へを願ひます 

正解の方へは例の通り木：： E を進呈すろことに致します 



@顧選西 

〇嘉靖通寶當三錢 

深藪庵葳 

明朝の嘉靖錢は小平"折 二、 當 三、 當五•當十等の五 
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科がぁつて小平錢の外 »: は當五餞が時々舶齎5れたが 

折二、 當三の二種は 存 作殊に希少で-未だ 各 二三品の 
みを散見す るに 過ない、洪武通寶の錢制を襲踏.した も 
の•^•背文の换當價格も自然.||.、锚を應用さ0てぁる. 
因に當十錢は往年古泉匯の原 tv . 唯一個の正品^實見し 
た以來•未だ 同品の疑ひなき佳品を輸入した報告に接 
しない . 



〇德川氏货幣史續 


彳.第七章. 

• • V 


再び貨幣を劣惡にせし事 

正德享保二回の改鍺貨幣は、前述の如く社會一般に • 
其裨益を受け、庶民從來物價の昂騰に困苦せしも、此 
二回の改鋳ありて*漸く愁眉を開き、金融逼迫し*商 
業衰退せしも、亦皆之を挽回す ることを 得たしが、 
未だ二十餘年を出すして•元文元年に至り*慕府爯び 
之を改鍺して其雜分を增し、其重 M を縮め之を發行せ 
卜、嚮には貨幣の醇粹ならす品位低減せ.しを憂 ひ、 之 
を慶長古 It の制に復し流通する事、二十餘年を出すし23 
て又之を改鋳し、其所爲毫も事理に合せざる者の如〇 
盖其故を尋ぬるに M 因凡て二あり•一は It 額減少し* 
二は米 m 低落す是な b •何を It 額減少と凋ふ、元祿年 
間貨幣品位を低下*し•之を發行するに常りてや、良 It 
は富人の庫中に藏匿せられ、之を出す•者なか6ければ 
慕府嚴命を發して新 It と交換せ•しむと雖も、人 K 皆兆 
令を奉せざりき*正德享保二回の改鍺 It 幣は其品位 m 
镇 、彼慶 長古貨に 過ぐ るも及ばざることなく、 純 乎 VJ 
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して純なる者な b •し •か、 之を發行するに當りて*從來 
世上1:流通せし寶永の劣惡貨幣(元祿貨幣は享保中銪 
毀せられたり)は•爭て其威を市旗に逞ふし、新貨は 
富人の庫中に藏匿せ6•蓋享保の良貨幣を廢行 するに 
営り、 一時乾宇小判二枚を以て享保‘貨の一兩に當て並 
用せしめた b しか ば、彼 「ト ーマス グレシャム」の謂 
ふ所の惡餞は良栽を市供外に驅除す るの 確言に洩れ 
す •良貨は 悪貨の爲めに市鴒外に驅除徘出せられ し 者 
S す、 元來人の性善を擇び惡を嫌ふ ものな れ ども、 貨 
幣に至りては惡貨を沬通せ. しめ、 蕃貨を保存す るの 勢 
あ り、其故 何と なれば貨幣は交換の媒を爲す者にして、 
其職を さへ に爲したらん には、 其善たり 惡たるを 論せ 
す、 是故に苟も良貨の1に出る あるか •人皆之を寶 
藏〇"之に R ふるに惡貨を以てす、是を 以て 惡貨獨 b 
.市鴣に沭通し、良货は排出せらる、 に 至る、正德享保 

二阏の貨幣も、其鎢造するに當りて*政府は新货を沫 
通し悪貨を市場外に排出せんと企てし者ならんか「ダ 


レシャ▲」の定則を知らす*其希 19 する所を遂げす、 
反つて惡貨の爲めに排出せらる、1:至る 
然れども其改鍺を布吿せし文面 V 観るに.、芯一身の利 
澜をはか-候爲め何事にょらす其通用.相滯候事とも仕 
b 出し候に於ては前御代々御旨當御代の御沙汰を違犯 
候のみにあらす天下後代迄の罪人云々を以て觀れば、 

成ひは良貨を出せば富人の庫 f -に藏匿せらる•へきやの 
懸念なき1:はあらざるべし、然れども良货を出せば* 
則ち必ず惡貨に排出せらるべきの定則あるを知らす*24 
遂に其皋をして永績 する 事を得せしめざ b き(未完) 


. 〇七福小判の世說 (H 

〇堺長小判 

此小判其前の久吉とは事替て、昔奥州金成村 i 申紂內 
に炭燒藏吉といへるもの、子に金賣吉次"同吉內、同 
吉六とて三人の兄弟あいづれも並の生附にて差た 
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る働きものにもあらず、然るに三人の內兄の吉次は* 
天性金に綠あ，る生れ1:て子供心の手遊に庭先をぅかち 
候處"小判壹枚土中掘出し•それを洗ひ見れば、 
菓堺 長と 極印 あ b 、 其 頃近邊に物每巧者に て锻 練成者 
あり、彼のもの方江持行見せ候處、是は其昔堺に長者 
の聞へ ある もの、所持の小判に て 其 家富榮へけ る金に 
て秘藏す v きは勿論•此品手に入る時は其家富榮へき 
隨和のょし申聞候通り次第に身代充滿し-大金持と成 
ても奢氣色もなく、足る事を知り、此金我壹人にて持 
にもあらす、兄弟も貧といふ|:もあらねどち、我身代 
には不及、父母は三人とも同じ樣に愛し給へば、此金 
を三つ 割、 貳人の弟へ分け與へ愛し給ふ•父母の心を 
慰め孝行をなすべし とぞ 、管.して右の如く計へば、父 
母弟共の悦び限6なく、夫より三人共に睦 C く申合せ 
今の兩# 尾 體の渡世して"兄弟三人何不足なく暮 した 
る事なれども、吉次が傳へは今に殘、吉內吉 六 かいは 
れはしらぬ A 多し、右富貴にあやかるとて世の人 Jlfc 金 


を好み"七福第五の寶と定るものと承也 


〇久長小判 

此小判は二人の男子ぁ.9•兄は先妻の子弟は後妻連來 
子なれども二人共父聊自他の隔な•し兄弟幼けなき時ょ 
b 同じょぅに不便を加へ育て上げ父老たる後兄弟を招 
き我若かりし時：！：々肩持の渡世して一 H に贰錢つ ゞ 四 
千 H の間錢を溜め八貫文と成を小判贰兩に稃 へこれ を 25 
見るに久長守神の小判なり此金は前に申如く多年成人 
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の後遺すベ.しと思ひいか成苦敷時1:も不遣之殘し置て 
久長は兄江雄り守神は弟へ遣す間二人共乍後是を元手 
ざな•し銘々心に叶ふたる業を始兄弟劣らぬょぅ!: 精を 
出.し稼いて身代を持子孫繁昌を願ふビ父子の實意を述 
•へて渡之兄は一體畀振ぁしく正直律儀者にていかにも 
父の命を難^請此金を父と思ひ金かしに成利安に貸し 
て渡世をなさ lr 末ょかるぺ〇と見付人を撰みかし遺し 
非道の催促をせす中には不糙成者にもかせとも自他の 
爲を思ひ慈悲の心を第一に渡世したるゆへ如何成無法 
ものにても持主の德にょ b 元利取揃へ持參いた〇又は 
利拂して俏返すゆへ日に增し年を經ろ {: 隨ひ大金持と 
なつても元貧き時の事を不忘か6たる人の難儀を推察 
し施す事を重とするゆへ II 理にせま^'命にかへて ご ゞ 
のへ返せば猶も慈悲を加へ供む志を威じ神佛と尊まれ 
自然天道に叶ふて一生豊に基したる故此人にあやかる 
V 」て金かす人好み七福第六の寶 VJ 定る よし 承 之扨弟の 
傳は次き {: しるす(未完} 


〇大平通寶 


支那の陕西省の錢風を帶びた鐵錢でぁる、製作細綠端 
正、其風恰も北宋哲宗期の元符通寶背上字 6 る鐵錢に 26 
酷肖して、僅かに小樣美制を 保つ、 往年山中共古齋氏 
は安南錢史畧の記事に依りて、次ぎの如く本錢の鍺造 
年代を證明せられた、現存する正品僅三品に過ぎぬ* 
安南黎朝の威穆帝端慶年間1:其將黎 II の兄弟たる金 
江の宗を立て5大平王となせ b 
右者は當時の反將にして、明朝の援助を乞 ひたるもの 
、如<時は明の正德年間に充る 
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同七年(西紐一七1〇年 )- 
月まで五年 


寶永七年三月中 


pf I 


一年 


1七一一〕年七月まで 


c 西耙一七一四年〕主で五年 


一天*一一10貫 

五•八三六貫 

一宅2八查 

一一、 i,sM 


正德以 T 次號 


‘ 〇國際通貨發行 

大 R 半 文泉報 

阈際貨幣を發行し是に依りて各國財政の急を救はんと 
する政策は、 各憤務國が略ぼ九步に相當 せる 利拂を要 
する巨額を 負擔 さる/* U 比して 一 曆簡單 なる 方法にし 


て、 現在の難關に衡して展開の光明を與ふるものでぁ 
る、 國際通貨の發行は云は)國際公債と均しき策でぁ 
る、 一面ょ b 覽れば是れは一國内の必要ょりも過剰な 
る生產をなしぅる國の產物を、向後數年間は輸入超過 
た甘んじなければならぬ國へ賣 b 出す事となる"國際 
通貨協會は一つの規則を作6、貨幣を發行レ>1國玫 




府は協會ょ々之を借 <入る、、各國は相 !£(: 其施政に 
於て 各通貨の効力を維持す るに 冓意なる事の宣誓をな 
し•現在工業組嫌の破壌を袭りたる國民が後 H 產業の 
回復をなし、其生產物を輸出す るに及びて U 其輸入し 
たる國は其量に從 ひて かの國除通貨が金に換算せらる 
ゞ の理であ/.、換言すれば一圃が國際 貨幣を 借り 入る 
、事は各國の產 f を 逆結し•一國值務が完濟 さる ゞ 
までは爲替の國際的仲介物の代用をなす處の國際通貨 
を作る事である • 

扨て®際貨幣の金； T 分配及び交換條件は即ち貨幣の 
基礎の安./ a を與へ通貨犯濫を生せ ざる かの要素である 
a 際通貨が金行され"其効果を示す «全なる 案が見出 
され卜る時は國民の信用の性質は只«度が II 意を以て 
利用 さる、か の gggj である 

辑際通貨委員會は金货本位制度により法貨の爲替が行 
はる可き率の一定するの方策を 採用す る 
困際通貨供度の成立したる編合之に同意したる 28 々は 


貨幣の借入れに對して相 E に利子を要求すべきかの两 
題 r 生する•國際通貨制度の本質の解剖をして見る1: 
之を借入る、國は現在1:於ては他國より貨物の翰入を 
なし、嫌年かの後に物貨を返へすの意味である'•か、 
る编合に利子を要求する事•か經濟上の必要であるかを 
疑はねばならぬ、利用貨幣に利子の要求をする事は容 
具なる事なれども*世界の復活を一目も早からしむる 
事は更らに重大事である•爲替によ h て 一^乃至二^ 

の要求を行へば國際局の摒费は之を支辨されて餘りあ29 
も事とな b 鈍收得は输出趄逯によ b て金を得たる國民 
の間に分配さる、1:至る であらぅ 

國際通貨 策は _洲復活の爲めには重大なる檐_ である 
其諸國 は外債の 利拂の爲に泥田に踏み込み•し車辆の成 
がある•此組嫌は歐洲に限らす•世界人類の永遠の幸 
一賴に導くものにして現存貨幣の健全なる基礎を有せざ 
る路圔に永久的なる不動の通貨を樹立せしむるに«効 
力がある ァナリメト誌よ b 拔萃 
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.◎質疑應答 

.’， 〇寬永番錢に就て呆仙君に 
御尋ね致 tit 

KT 生 

寬永畨餞の！！造年代に就ての御論の最後の«結論では 
題外の祝鑄戯鏑ビ云ふ事に言及して居 k ますが、 祝 tt 
であると；^ ふ御論據 •か初めょ b 見當 6まセん搛ですが 
御明示 ^ 願ひ ます 

そ•して御序に 

(--) 初期 H.V 代の如く栽質に E 別なく共に近似せる理由 
に番«と同製作同爐の*錢和五蛛がぁるのですか 
三栽座で何等かの祝鳙に際〇母设 S すべき酱を自分 
の座の栽を採らす他座の子錢を採 b し理由 
(0)淺草番銭のみ當路の命令で鎢造された祝！！と御考 
i の事然らば^!餞は何の理由で鎢造されたので 
せう 

右御半數ながら御敎示を願ます 


'〇 KT 君に御答へ致します 

呆 仙 

宽永番«が祝！！であるといふ論據が初めから見當らぬ 
€の御尋ねですが、結論に祝雔錢であらぅかと*記し 
ま•したのは、銷造年代に關係なき餘謓でありまして、 
第二十四號 (- h ) 編に先 M が甲は職工の戴れ1:無聊を慰む 
る爲めの鎢逭といひ*乙は祝鎢として明白ならん VJ 、 

二槺の說がありましたか<ら、筆の順序として其一つを80 
决す爲めに、自分の考へを認めました、正保年間の銀永 
樂番餞が四代將軍たる家網の元服贶ひに餳造されて" 
三十番神を象つたものだと、聞及んで居ります例に依 
つて見ましても、宽永番錢も亦何等かの意味に於て、 

貺鎢されたものかと愚考致して居ります 
それから 

(--) の餞質•か淺草も芝も近似せる理由は、十四年初期の- 
產なちざる限 b 、 主管 a 座の配銅法に基きて、其配下 
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1:雇する各別值 《 は•鬍く末鑄に近く程•本座の«涞 
に一般0-方法を支配されノ芝も淺草も自から餞質の大. 
差なきに至つた爲め炉と心得ます 
TT 先年岡山の水原洗心齋君の手元に於て所謂淺草番« 

の正良と 鑑したもの一ょ b 十六迄揃ひの 品と 共に、同 
じ鋇質、同 C 製作の！和五妹を約十數 個、 番錢と一:一 
伸に K 入れられたとの事*自分もそれビ比較して、正- 
•しく 間違ひなきものビ 鑑定 〇た事が ぁりました 二 
( H ) 後草の 番錢といへ るものは、矢張 6 淺草座の末葉に： 
作ら n たる品と自分は考へて 居 b ます、 芝番錢 も亦 其 
の如くでぁらぅ と 思ひます*第二十六號一五頁上段に； 
も 「何等かの祝！！に 際して 番錢を造るベさ場合に其母一 
敍 VJ すべ 一く 採りて 擇ひたる錢 ♦か 思然 にも今：！： 所謂淺草 

の正郭 といへる 奢で あつたと 考ふ . j と 記*してあ 

b ますから御再讀を願ひます 

_芝番酱は淺草番錢の如く •整然と一より十六迄揃つ 
たものを有せす，且〇■背文の字書も T 劣にして•前者 


の如く威權あるものに非らす*或ひは淺草番銭の鑄逭 
あるを洩れ聞いた、芝座の下級役人が此方でもといふ 
樣な張合から、作つたものかも知れません、故に現存 
の數も少なく*粗野なのでありませう*そ* T \ する i 此 
方の番餞は祝鎢でな くて、 戲鎢 とい ふ類のものに屬す 
事1:成-^終るか1..•存じます 
右思つたま/'を御答へ致しました 


〇會員動靜 

入會 

漢口财 i 蘭 SI 通— 

〇九岡の藤山幸之助君は四月ょ b 餐助會員に 
〇京都の伊藤庄兵術君は同 特別會員に 
〇京郡滩邊定次郎君五月上旬上京せられたる*1:就き事 
務所に幹部會を催.1.て •«: 迎の意を表せり 




Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


會 .報 
記事 

本會第捨 八 Ipl 例會は •人 正十年五月 一日 定刻ょ b 編輯所 
に於て開會•出席會員は 
小川 消 大竹寅吉 
三上香哉 梅谷勝一 
勝山 ( rf 陽 林 靜男 
阿部仙吉 梶野字吉 
鈴木中二.淼川潁一 
鷲田信一 
等の諸君であつた 

次-®は來る七月三 H 午後.一時ょり同所に開く 
〇會費未納又は滿 rl : 近き諸君は至急御拂込相成度し 
〇 出品物返送料は可成小額切手(二錢又は三錢)にて 
御送附を乞ふ 

〇投稿御望みの方は事務所へ御申込次第原稿用紙を送 
卜上げます 
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大正十年五月廿九日印« 
大正十年六月 一日》行 


東京市神 BK 五軒町一番地 

» ^ 驚田.信1 

東京市神田 SMM 町三十番地 
印 ■ 者 高橋與四郎 
東京市神田 K 北乘物町三番地 
印0所 万 文 堂 


東京 市深 川區靈 岸 町 百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

電話本所11三£三番 
東京市神田阽五軒町一番地 

發資所1田寶泉舍 

• 電話下谷七五九九番 
取大腰市南 teM 屋町 下間寅之 to 
_来京市下谷 K 竹町十-§地 帝國；>ブ研究所 


西衬 博 
田中啓文 
熊澤直七 
貫井銀次郞 
藤井榮三郎 
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◎廣 吿 

囍鵾 giislsr 下? stl 助辊 _ 、卜， 

|1?5^古錢の菜期錢之部全一冊送料ノ1«| 
安藤*次彥君序下間寅之助 n 

is 醆4〇 * の菜 rim 全 一 «- 額 sHI + g 


古泉學逍人« 

大正-/，*錢價格圖鑑 

故 一*舍主人31 

宋 W 符合泉志 

大阪每 n 新聞 ifce 本山彥一 nH * T = 
»幣局技師ェ學博士中««政对序 
玉鳥 W 便局長安藤 S 次彥®著 

東洋錢貨年表 


全一冊 正«七十 fl i 

全一冊 S 料二 ttj 

- 

正 m « lnl 八十 ST 


全三冊 


S 料六 « 


がケク を- & IF 價« Ini 
ク B 丨 K « 全-*送料二¢1 

sftfe Ui 史拓仁吠和•河內、攝律 
地方金次拉_播摩等各種持合有 




• YB « x®®»^nxw 


月 刊 


古錢雜誌 


會費 


! 册金參拾錢 
六ヶ=：余壹圓五拾錢 
ーヶ年 金 參 [»] 

(切手代用I荆堺) 


g \ 屦_|_賣買商 


阪市南區問屋町(三渖寺筋東堀西入) 

虎僭樓商店 

振«口座大阪壶九四贰番 

C 弊店宛御照宵は必す往復はがき又は返信券在中の外御返事致さす候也 





• 貨幣蒐集研究家への：福音 

貨幣の拓本製作に最必要なる極上質柔軟性平ゴム板を一個宛特別(:製作し/:るもの 
なり. 0 使用中毫も移動するこごな く" 樂 {: 美麗に印刷し 得らる は本品の特色な り。 
左の價にて諸兄姉に提供す。 

.石れ甲 n 臺三號堅六寸橫五寸厚サニ分金壹圆 
¢6ホ? fpl 四號竪八寸五分橫六寸厚サニ分金貳_ 


一時に五 個 以上 御 注文の 堪合は 五個毎に 仝 一品一個特に無代進呈す 

東京下谷竹町 

帝國スタンプ研究所 

振*口座東京 1 I . S . 五八五番 

0世界各國ょ9白金•金•銀•銅•鐵•眞銅•硝子•アルミニウム•セルロィド等の貨幣約四千 
種及外國紙幣三千種新着。一枚々々 r - 値段を附し御希望の品のみ御拔収りの出來 
る便宜送達販賣法にて御頒ち致します。御希望の御方は御申込み下さい。道(:御 
送り致*します〇 

# 供物や携造 品は I 枚 も 取扱 ひません 〇御 安心して 御 入手*>出來ます〇 
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〇貨幣 (第贰拾八號 ) 


@論 說 

謹織■和 .!•: 深酱庵 . 一頁 

0魅識獻翳る薄錢 ：：：•• (中) ：…… 花— …：••： 九頁 


〇燼心餘赤：！：松浦多氣四郎記 • 

@顧選凾 


i : 〇貨幣御變白書•……(一) . 二三頁 

九頁一： 

; o 銀代通寶背壹分錢 . 二四頁 

三買：一〇裏の裏…：…(明治新撰泉譜月旦) . 二五頁 


0 fIIifi^ ::::I 


〇兩柱五妹に耽て:……(下)…：…培風室周書.…一五頁〇洪憲通寶. 


@品 評 

〇東洋貨幣協會第拾八回後半出品々評. 


マ@質疑應答 

七頁11〇淸朝《背文之研究：：：：張晋. 


@小 


〇庚吿其他. 


〇箱館通寶. 


二〇頁 


(全項禁縳載) 


二1 H 


二七 n 


二八頁 
三二頁 
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貨 糖 (罢拾 A 號) 



〇日本最古の貨幣を論じ和同 
開珍錢の新古に及ぶ 

.深.薇 庵 

當紙第二十六%に於て•先日韻泉君が拙宅へ來訪の節、 
小生が鷲田君と共に"斯界の爲に編纂せんと企 H せし、 
泉書の原稿を一覽せられ、其第一頁にある所の、和同 
開珍錢の新古顛倒せるを見て、非常(:驚かれ*和同開 
珍に 就きなる 一篇を起草せられたり*こ# X を 見る1: 別 
に新なる說にも非す、從來の古錢家並に歴史家は槪•し 
t 同君ビ大同小異の說に して •小生 是迄 見る 典の 古餞 
書は皆和同錢は和同元年後の！！造にして、彼の古雅な 
名物を古和同-^稱し*皤魇にして其製作唐の 開% 通寶 
錢に似 たるものを 新和同と稱す るは、 諸君も旣に承知 


せらる 、處にして、. 是等の說は恰も汽車旅行者の名所 
舊»を窓から見て濟し • 鐵道省の旅行案內に滿足して 
居る II と 同じで韻泉君の說 は、 其又讀賣に遇ぎ ます ま 
い、 然るに小生は大正五六年の交ょり和漢韓の歷史を 
見•且つ實物に就き養照す るに、 不思議の點少な、か S 
八す、 彼是研究の結果彼の、新和同なる ものは 古和同に し 
て、 彼の古雅なるものを新 和同と なし、且つ其端麗なる 
::舊來新和间ビ稱するものは、和鋇以前、文武天皇三 四 年 
一一の 交ょ^'鳙造し 初め、 從來古和 同と 稱する ものこを 和 
マ同元年以後の錡 造と定めさるを 得ざる 事となり、尙こ 
一れを恐友鷲田君に語-しに•同君は 熟聽の 上*この說 
:に賛同せられ且つ飇多寶見上の材料を與へられた b 、 
然れども此說は U 本餞史上 m 且大なる事件にして、輕 
々しく泉#にて公表す v きものに非す、先づ先蜚諸君 
の賛同を得 v く貨幣紙上にて報告し、鬪淪の結果、完 
全と認めた&上•公表するも M からず且つ他に校正す 
V %‘點もぁ b たるを以て泉* IMr 發行を延期し居りしに* 



此頃 H らす韻泉君の眼に止ま b 當誌に發表せざるを -41 
ざる鴒合 i な^'*聊か長文なれども玆に拙文を揭載し* 
諸荇の批評を乞ふ事 VI なれり•小生は日本の事情を研 
究する前に日本以外の關係ょり調査し、且つ各間道を 
も蹐査し•本街道に及ぶものにて•浓車旅行者に#す、 
然れども M 道は II 數にあぅて*一生旅行するとも尙且 
つ及ばざるベければ、諸君無遠慮に足らざるを補ひ* 
斯道の爲めに研究あらんこビを乞ふ 
第一章顧宗天臬以前の事情 
E 本に於て"设に就き初めて史に顯れたるは、紀元千 
百■四十六年にして、 m 本害記第十五卷•顯宗天皇二年 
记こ 

冬十月戊午朔癸亥" _ s _ 群臣是時天下安平 
民無徭役、歲比登稔百姓殷富稻料銀錢。一 
文、牛馬被野、 

とぁ\昔の古«家歷史家は*單に當時旣に銀«66 


て•民間に流通せし如く思ひた b •大 H 本貨幣史にも、 
顯宗天皇の章に. 

天皇ノ時銀錢ァリ世•一行ハグ•是時天 TX 安百姓 殷 

，富稻一斛ヲ銀錢一文 5懸： 

と記し、次に 無 文の»«一一個を揭げ次1: 

謹按是ハ神功皇后以來外國ヨリ金銀ヲ貢スダコト 
ノ多キ 9.9- 遂11錡錢ノコトアル，一至7*/ナラ 〆 
新井君美ハ白凰ヨ？以前物ヲ交易スル-一米穀梅布ノ 
類ヲ以タシ、餞幣ハナキヤクニ論ジタレド#*葙解 * 
銀錢一文ノ明文、日本害記-一見ユレパ米穀綿布ノ外" 

銭モ行レタルコト^然タルユへ、斷 S ? テ銀錢行ハル 
トィフ、然レドモ銅錢ノコトナク*銀錢ニテ解一文 
4 n レハ斛以 HK 買ハ布等ヲ用 t シナル•へシ•而シタ 
此«ハ栽害-1從テ姑ク載スレドモ*實-1當時ノモノ 
ハ未决， 

是レ my 以曲反正天皇ノトキ*金鑲銅ノ三錢アリ 
テ、 云々"和溴三才國會等二戴 セ タレドモ確據ナク 
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且ッ先輩ノ論ユモ之レ後人ノ妄說ナ y スルユへ • 
今之 f 本文-一载セ•サルナ J 

i ぁり、然るに考古學會臃益第九號、日本古代通貨の 
起源 S 頭し寺石正路氏が後漢明帝永平十二年記に(紀 
元七百二十九年垂仁天皇九十七年) 

冬十月•是歲天平人無徭役、歳比登稔百姓殷當 
栗供三十牛羊被野 M 史第ムハ着 

ビぁるを見て*日本害記の著者6>*當時の天下泰平な 
るを頌する爲め支那の美文を籍6て梅りたるのみに 
て、銀錢の如き當時未だ金行せしことなかるべし 、 i 
酱說を排せ b 

按す るに、 當時我 r 本に於ては 供の產 出したる形迹は 
更になく•支那には以前ょり銅栽ぁ b て永く使用し來 
6たるは明昧なれども*銀錢ぁりたるを聞かす*加之 
其 交通は 大概朝鮮を 通してのものにて ig 接*錢を輸人 
す V き理由な、、只朝鮮の新羅•高勾魇-地方は由來 
錶產 地 1: して H 本への 翰出は 從來頻 々ありたる U •相 


互®史が充分立赶し居れり•即 t > 朝鮮產銀の»として 
は、通史百九十四卷四夷傅に- 7 i (^- t -» s 5^^ l : jc*rA 

S 籍葬讀江藤) i を序したる文—中 

こ.' 

. - • ■ 

_ llft 魇_同種、言語法俗大抵相類-其人性思怒少嗜、 
不請甸•男女皆衣曲領、裝紙勤歡 
/不以珠玉爲寶、 _ 

ご* b て銀の豊富なるを示し又朝鮮の歷史東國通鑑 • 
新—聖王十一年(§我|1|年)記に 

二月、新羅郡日•農者政本•食惟民天*其修堤 
防一、- BI 一田野 - *又禁用佥銀珠玉、 .一- 
とありて金銀珠玉を都會或は國外へ 放散せしめ、 農民 
をじて専ら土地開拓に從事せし1/る政策を採れ又 
朿國綱目の•新雪文王九年 ( II 2 I +53 の部 

こ 

ft 

學生李 fei 等三人*隨胤牲 JR : 業，屬贷書銀三百雨- 
後在康猙第 • 


S 
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v あ b て朝鮮に ft の書な6七は疑ふ餘地更にな•し. 
顧て日本の歷史を繙けば、神代ょり熊典(熊襲は高麗 
人の意味にして、こまそ、な5今日»:ても^!人は、 
全羅道の人を全羅そ•签山の人を釜山そど云ふ)の所 
持する金銀を見て垂涎しつ ゞ ありて、素戔鳴尊は 
韓鄉之嶋是有金銀"若使吾見、所御之國、不有浮寶 
者*未是佳也云々抑 IB * 

と宣ひ又仲哀天皇八年秋九月乙亥朔巳卯には 
詔群臣以链討熊酱、時有神託皇后而誨 m 、 天皇、何 
憂熊襲之不服、是 f 之室圃也•豈足皋兵伐乎、愈茲 
國而有寶國•醬如美女之晚 *- 有向津國1 tf * 眼炎 
之金銀 f 多在其固、是謂特衾新羅 mr 若能祭吾 
者•則曾不血刀其國必自矣、復熊襲爲服*云々 * EI 

祀 

の事ありて天皇は直ちに朝鮮を征伐.し I は熊 M の後援 
を斷ち一は垂延しつ、あ b たる金銀を輸入す V かりし 
に天皇尙未だ«躇しつ、ある M に^の爲に弑せられ 


た b 然るに時の皇后即ち神功皇后は朝鮮の金銀を收む 
ベく翌九年斷然師を起したサ•是即ち冇名なる三韓征 
伐1;して*其大目的は朝鮮に存在する佥銀に在ること 
は左の勅語に *- c 知るを得べし 
或人新羅王を誅すべしと賓ひしに對•し皇后は 

初承神敎將授金銀之國、又號令三軍日•勿殺自服、 
今旣護財國•亦人自降服•殺之不祥"乃 1 縛•爲こ 
飼邡•遂入_其國中、封重寶府庫、收圖籍文書£_ 

又其目的を達したるは左の文にて明かなり 
愛新羅王波沙寐錦•即以徵吒己知波珍干岐、爲質、 

仍賫金銀、彩色、 及、 綾羅練絹"載干八十艘 船、 令 

000 00000 00000000 0000 
從官軍、是以新晨 王、 常以八 ■+ 艘船之調、貢 干 日本 

國"其是之躲也•於是•高麗•百濟二國王•聞新 II 
收國籍降於日本國 " 密>伺其軍勢•則知不可良*-自 
來干资外、叩頭而歎日從今以後•永稱西蕃不絕朝貫 
故因以定內官、是所謂之三韓也" 5 g 
以上の事項を味へば顙籮は農民等に頒布せられ居れな 
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金銀を* 紀元 八 百 四年 a ■王當時 «:•» 會に集中せ•し 
めあ.〇しを*紀元八百六十年に蹇く fl 本の； t 功皇后に 
提供したろ形狀にな b 居れり•然らば其數は明文なく 
とも莫大なるは明瞭にして、其後も年々輸入したる餌 
は奠大なるものにして日本國中に一粒の產出なくと 
も、それょ 6 二百 八十 四年間交通 斷へす して經過した 
る、紀元千百四十六年の顯宗天皇當時に於て銀の通貨 
化したるは決して不思議なるこビ i ; 非す•故に余は犬. 
日本货幣史 (: 揭げたる"無文の銀錢を是認するものに 
非ざるも、近頃古錢家の所謂顯宗天皇 二 年の記事も、 
軍に 支那の 美文を籍 b 來れる價なきものな りと"一蹴 
に附すも名のに非す 

佘は先づ大日本貸幣史に揭けあ A たる•無文の銀錢な 
るものよ b 論すべし、余は彼の銀錢なるものは鎢造し 
たるものに非中して、中央に孔穿ある銀玉を打平めな 
るものビ思ふ•如®どなれ.!1*、第1.、孔の位置不定に 
して正中に非す•第一 r . 面、背、 孔の位霞異 U して、 


耕に貫通し、第三•周圍正圓に弈す歪66*第四、模 

樣に意味なし、假に鍺造物とせば、孔を正中にして周 
圍は正圓になすは製型上*最も便利に•して*又模様を 
附するなれば意味あるものを附すべきは至當な b •然 
るに一も其理に適合せざればなり*而して余の云ふ如 
く、此銀錢は銀玉を打平めたるものとせば、當時未だ 
支那鋇錢の输入前なれば、支那錢に槙する必要もなく* 
通貨は角にあれ棒にあれ•其價のある限 b 如何なる形 
狀にでも差閊なき時代なれば*特に扁平となす要なき 
笑な故に余は原料は同時代のものとなすも"其形 
狀は糙に當時のものに非すして•支那の货幣を見知り 
居る者の製作にして後作品と見做すを至當ざ考ふ、而 
して若.し當游の银錢なるもの a 銀玉の事としても* H 
本宵記の著者を貴むべき理由なく、當時は今 H の如く、 
貨幣•通貨等の言語なく、物品交換の仲介物を單»:錢 
と稱したる時代にして•錢なるものは圆形に〇て方孔 
あるものと思ひしは•其圓形方孔に憤れたろ後世の東 
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洋人にして、.. 0 本畜記著述 當時 は* Bo 形 方孔酱 I : 變じ にして" 龜田考古堂君が鋦敍 i 共 1: 朝鮮よ 6 輸入し* 
たる三四十年後にして、大正十年の今 H 圓形方孔錢に三上花林塔君の手を經て方今 • B 中和泉君の IK する所 
»する 憤 想と f ん w 同一なる時期にして、今日 圈形無 のものな り* 全部 銅繍を蒙 り-量目四 匁 二分 •中央に 
孔の錢に慣れたる 兒童は BD 形 方孔の« は 銭に非す ビ 思徑 I 分强の穿孔あら、稍扁平に 〇て 其扁平なる部分は、 

ひ居るが如くならん -出碧等にぬれる曲玉奴穿孔の周邊に糖似し•この銀 
而して當時の銀®なるのを龈玉となせば、前に述べた；玉數十個を*繫し頸等に懸け自然互に栩磨滅し U 牛に 
る濾國人の銀花康さ數寸を繫き以て飾となす•なる其一なりたる形迹充分に認定し得るものな b 、 朝鮮にて初 
銀を直ちに貨 « として使用したるものと思はる-又今て鋇錢を鱗造したるは、 日本 紀元千六 W . 六十年頃高麗 
井風山軒君の古泉大全•無文搌设の部に* の稂宗時代及千七百五十七年肅宗當時なれば*其鋇錢6 
寶曆十 I 年、辑津天王寺村出土、此设凡百枚官納 一； と共に存在せしを見れば、當時以前此銀玉を通貨と し 
とあるを事實としても有り得•へきこと、考ふ(玉は一-て使用せしものと考へ得る I 同時に、朝鮮錢史の著者 
個を一枚と云ふこ1:古文害にあ b ) 故1:大日本货幣史-藤間常平庵君*其錢史に新羅、高勾麗、百濟の三國並 
の疑問となしたるは當然にして、余は疑网以上に後作起時代には*各地其土產を以て貨幣とな〇*高勾麗は 
品と断定す る ものなり 主として金銀馬匹を用 ひ、 新羅は槪こて金銀布穀を以 
而して余は茲に(第一國)に示す一個の銀玉を提供すて相換へ*百濟にては専ら殺類のみに依 b 耵無相通し 
、これは近年朝鮮 n 城(祀元千五百九十年頃よ b 商魔の•たるか如し云々に適合せ6 

首府)附近の填墓よ^1«と共に金掘せられたるもの明鮮にて使用ぜし銀货なるものが R 一颺の銀玉とせば 
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日本へ渡來せし镢なるものは此形狀のものならんとは 
推察すること得るが•余は未だか、る饊玉の日本に於 
て發掘せられたるを見 W せざるを遑诫とす、然れども 
11功皇后當時•無襲なる朝鮮人種が旣に貨併として使 
用せしものなれば、倭人種も其時ょ bte に货幣として 
使用せし〇に相運なく •貨解 ビ〇て 使用せしものなれ 
ば幾分遘失した b としても*今 H 猞扮は最も困難なる 
ことにて 、又盗嫌を防儀する爲等にて埋«したるもの 
あ be するも*奈良明時代豊富なる古餞 にても 其發掘 
は實に寥々たるもの1:して*况んや當時最も大切1:な 
したる銀貨を多量1:埋廒する理由もなく •又發掘した 
b とするも古餞類£異な. CS * 心なきものは煙草入の緒 
〆 位に應用する 外！！ 潰さるべく •吾人の眼に觸れざる 
は止を得ざる ことなり • K ! 觸れ /: b とする も 銀玉を 
貨幣に非すやと發表したるは、大正十年の今 H 余が初 
めて ^れば尙更のことな b •又神功皇后當時より若干 
年の間通幣と A な〇且つ裝飾用に兼用したる ものとす 


ればノ云ふ迄もなく頸 tt に•して•軍に鑲玉のみを繫ぎ 
てなしたるか•珠玉類ビ共に繫きた S かなる•か*何れ 
にしても* 想像し得らる ゞ ことな b * 若し然り C せば 
成は 埴 墓より發掘せらる、こ tf あるべく*墳墓より發 
掘せらる、とせば；一功皇后當時より成る期間に•して降 
b ても孝德天皇當時迄四百五十年間の填墓にして•主 
i •して嫌内地方にこれに次て山限•九州北部に限定せ 
らるべく、且埴輪人形の頸部に珠數の如き頸飾を懸け 
たるものと同居し•珠玉の頸钸と同列し成は同列せ t - 
餵玉のみ四五十個位發掘せらるぺきものと考へる•將 
來右之條件を具備•したる拟墓ぁ b て其發掘品中に銀玉 
あれば•これ余が說に裏書したるもににして疑ふ餘地 
更になきものなり 

成人は•今 HJS * 發掘せられたる墳慕は多數にて、頸钸 
用玉類の出土は無數なるに皆玉石類にして金雇製のも 
のは61金銀 L たる僅かの數のみな6又埴輪人形も秫々 
多數に發掘せられ、內頸飾したる人形は最も多きに、 



1 個の銀玉なきを見れば* a 本にては全然さることな 
かるべく特に f 正倉院古文窨にも玉類の記錄あれど 
i 銀玉の記事な•し e、 辨駁す •?> ★のあらんも、余の知 
る處にては"通製品出所一觀表* A 料雜 ItHgA の百十六笛 
所の內佘の指定したる諸國にて發掘せられたる者二十 
齒所にして內土偁の出土地は十五箇所に«す其內頸飾 
を掛けざるもの多少ある•へく、又頸饰ある土偶の H を 
見たるば同害と同君著日本考古學及高棰健自君著•嫌 
と劍と 玉、 なるIIに -C- 合計三十個にして內指定地にて 
發掘せられたるは筑前國早良郡西新町にて發掘せられ 
たるもの只一個のみに遇ぎす1故に振玉の發見せられ 
ざるは故なきに非す*又正倉院の記錄は圓形方孔なる 
振錢發行後の記事にて•世の銀は雄て圓形方孔餵鉉に 
變化したれば有るとめれば•不思譏にして論するに足 
らす(銀玉の H は後編に揭ぐ) 

さて改て韻泉君に尋問したき一事あり、從來より言ふ 
如く、日本書記顯宗天皇二年 Be 十月の記事は*余も铠 


に支那の美文を籍りたるは賛成するものにて•其牛馬 
野を覆ふ如き餘りに形容し遇ぎ批評の限にあらざれど 
も、其豊年相績きたるこビは决して抹殺すべきに非す* 
又當時銀は如何なる形狀なる1:せよ • H 本に多 fi に存 
在した るは、 前後の事情によ b 非認すべきことに非す* 
若し餵»:して多量に存在•した6として、是を如例に庳 
分せしか、國庫に死葳して•民間に領布•し其價値を人 
民に知らしめ S かざれば•瓦石を貯藏する W !般有事 
の日にも檟隹なきものな^'何時の政事家 U てもか、る 
啟策は採るべきものに非す、然らば装飾品として頒布 
•し置くか高等貨幣として頒布〇置くが"將又兩樣兼用 
の ものと して頒布し置くか其何れかになし置，、ベ.きも 
のなら t * や•登や貨幣たる完全なる性質を備へたる餵 
を如何に所理せしや，これ其一なり、又後章に論すベ 
き所の和鋇元年に鋪逭したる•銀の和同開珍錢 は、 其 
原料を何時何®よ6得たるか•銀の和闻開珍酱は現今 
にても多數存在せこれ其二なり、如何 
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〇常陸國に於ける鑄錢座の たらの考へにては*#々よ知在る所の佐藤座へ何故命 
調査報告(中) せ H とか、いぶかしき限りな宽永典錄には常陵 

花袜塔 志料を引いて 

德川氏慕政三百年を通じて一定不變の文字を歎し** 又水戶市贾等五人*各雔子其家云•所鑄大小不一" 
の基調を DB 滑ならしめし宽永通寶酱が•常陸の國 因而定爐向井町鎢之 
よ b 始めて出たは水芦人の挎りとする所なれど一とあるを以て考ふるに、此市賈五人の鎢る所のものも 
も*道理の上に立て之を判斷せば、そは有り得べから一予は矢張 b 永樂钱ならん I 思ふなり•何となれば鋳る 
ざる義にして"假に此水戶の傅說 VJ * 嗚海家の言ひ傅：所大小 j ならす£は絰式永樂の特長なり*本質なれば 
へ•とを冷靜に比較し見.〇時は•如何に慾自を以て見る二な b 、 Jft 藩の爲政者が慕命によ6是等私爐所有者を 一 
も、水戶の方の條理の锇溫的なるに對して•鳴海家の八堂に集めて T 請を命せんとしたせば、彼等の間に 
方は灼熟的なるを*ゆ、吾人は强ち嗚海の書上げを通-在ても資力の乏しきものは買收されんこ S を望むも* 
信するものならねども、水芦人の傅說の方誇張なるが〉財力豊かなりと思ふ佐藤座の如きは事ろ獨立を利なり 
如き感を起すな^'、故に予は道理上より推斷して水戶と•して應せざり〇ならんと考ふるを*當時の狀勢にて 
の二年！！ f も十二年錢も1永麋酱を鎮しならんといふな有 b 得べき事と思ふな-^、®し是は予が一己の隹凋な 
b れば•將來此土地の記錄 U ても出る事のありたらん時 
寬永十四年に至6て八ヶ« の賭侯に鎢嫌の命アるや* |予の^5^の當否を庆する事とせん*唯昔も今も變らぬ 
水 戶の爲 政 者は新に餞座を 建狡せ C が如 -L •普通 一わは 人佾 なれば、今を以て昔を考ふるも又 * s らすと雖遠 
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からざる v きか、 典併合せ^ ■ れし五 it •か一の官座とな 
りての後、佐藤座の狀况は如何、 SI 庭規換の上に於て 
は官座1:は及ぶべく も あらね ども 又私 tt の氣易 さに 存 
外苦痛も少く駢立して鎢«事業に、いそ0み居しなら 
んと思 ふ、是は水戶記年に 搌るも 十四年には水戶 に、 
上市*下市に 二爐(成は 五逋) あ b たるやぅ 說くに 、 
見ても否む能は ざる 事とす 

藩に て 公命に ょ b 寬永酱を鑄出す やぅな b たる後の佐 
藤座は如何1: して 之と！ K 抗した b しやを考 ふるに、 其 
時に至 b て始めて 寬永通寶«を11 んこ w を願ひたるも 
のならんと思 ふV 其願害を想像す るに 勿論佐藤家の水 
戶にて鎢奶の初發座の事を糗陳し寬永设に均霑せんど 
の主意な b しならん、之を藩毛許した るに て、 夫を土 
地の 人々 の間に傅へ つ、 ある內に新錢元祖なる誤りを 
生じて •寬永錢は水戶が始めな b と 傅へしものならん 
乎、もし此«測の通 b とせば 前後の事情にも無理なく 
舊記も生き" 傅銳にも一條®-活路を典ふるものなる•へ 


C 

さて此十四年水戶向井町座の事蹌に就ては又中川近 aft 
の货地蹈鸯せし報吿を予に致せ t 原文の儘揭ぐ 
〇常陸國水戶向井町片町錢座 
向井町片町の錢座は從來焚泉家の記錄に上らす"其遺 
蹟の有無及鑄たる錢に至 b ては、何人も之をいふ事な 
かりしが、今度縝者が其地を蹈査して其遺蹟を»見せ 
しのみならす、鎢造の錢貨まで確定するに至 b しは* 
實に意外の好結果な？し S す 
其一遺跡の位置 

向井町 - H * 町は水戶市上市にありて、遑跡の在る處は、 
今、馬 P • 勞町片町ビ稱すと雎•餞座時代は其等の町名 
なか b しやぅ なれば、玆には向井町片町と呼べ6、此 
地は元來寂莫たる畑地な b しも、近年道路を開き人家 
を建て增•し、遺跡の固形は少しも存分す、松の小路ょ 
b 曲 b て向井町に出る下6道なり•錢座は殆んと其中 
程にして"新道路の爲に爾 斷 せられし•か如し、其區域 
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の如きは今や少しも考ふる能はすと JT 編者の遺物を 
發見せし所は、則ち§の中心なるべし、土地の形勢 
に依て見れば、其規慎も餘り廣からざりしものと思は 
る ゞ なら 

. 其二逍物及！！造の年度 
編者が此錢座を金見するまでは甚しく辛苦•したるも、 

倉々其地を得るに及びては•道路の東侧に•家を建て 
地を穿つものありて、大に1の便宜を輿へたり、其； 
家の裏手に大きさ六尺有餘•厚さ五寸程の粘板岩を布一 
きたる跡あり"巳に半ばを破壊し*上部の土には炭» 
を交へ"當時溶爐を据へたるかと思はる、所あ--、附- 
近の 人々 に 質す に* 錢は此邊 ょり 出る事あ b との 事な？ 
れば、歎時搜索して、11放〇錢七 枚と* 枝5道 )I 
片を 得たり(香哉日•本號口繪 に 出したり、鏖照 せら 
れたし) 

此錢は古來•古寬永の一種 K して II 作沓谷餞に類する 
ものなり、今や此遺跡に於て見出す以上は、此地の薄 


造たる確寅にして、斯道の M 事 vj いふべし•他には鋼 
滓を得しのみにて*坩堝を始め•士器樣のものは一も 
見出さす、又班石は嘗て道路の西側に於て多く見出せ 
し 事 あ**'しが、悉く井中に投入し、又大なる鐵製の済 
柄汐を得•しが*同じく井底に投入した6とぞ 
鍺逭の年度は、前きにも述べたる如く愛栽家の筆頭に 
か/•らざる錢座なれば•是等ょ 6 考箝 する 所はなけれ 
ども、水戶紀年に、寬永十二年向井町片町は煙草町と 
共に栽座となりし事を記し更に又 
寬永十四年了丑、水戶にて錢を鍺る、錢文宽永通實 
世之を水戶手ビいふ 

宽永十六年己卯*新錢を鍺る、下町八丁目裏に一筒 
所•上町に一箇所"此二箇所にて鍺る 

寬永十七年、鋳餞上町 T 町、歉、大抵毎月二三•白ほ 

どな- C ' 

等の8&事を見れば•其寬永年間に鎢錢せ〇や疑ひな•し 
VJMI •其鎢«したる年度は判然定め難し*寬永十四年 
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了3:八有の布令に* .11錢所を水芦外七ヶ所に置く事 6 向井 W 片町座十 Z 1 年ふり 煙車町座同上 
b て、 公然之を仰せ付けられしは$なるべし*信州 官命 座十 H 年ょり 
松本以 T 皆寬永十四年ょりの鎢造とせば、水戶も又十- 下町八丁目裏座十力年 i り 上町座同上 
四年以耗痛造せし^:のとするこそ 8 かなるべし、殊にの五鹿ありて、ーヶ月僅々二三百(文？)なる箸なし 
今回 發見せし所の栽も] K 然たる古宽永の一種1:して、百程の間に餵とか貫文 vj かの落字あるは予が指摘を待 
新錢本を越筷而如此いさせ可申といへる十四年の布令二た I 4 して知るべきな他畨を引用せん€するものは 
に 適合す V き嫌質なればな b 其眼光の紙背を徹す事に心掛くるにあらざれば"百の 
以上は 春布庵•か實地蹈査の報吿な b 、 文中不穩の箇所一古*を引用するも何の得る所かあらん、世人ゆめ春布 
を訂正せんに、水戶紀年 1 : ある「十二年向井町片町」 i 一 庵の0にならひたまひそ 

を私見に基きて 」 とせし事^す、一又逍蹟ょ b 出たる錢を沓谷の類とは鑑識を誤れ b •口 
水戶紀年に據るならば正直に十二年向井町片町とすべ一繪に見る如く寃永泉志載る所の長永の類な b 、 單に古 
く、常陸忘料に懞らば和 il -* i # o » IO とすべきなり*擅宽永铁中とのみならば、辨明の要もなけれど沓谷と細 
に抜き差しをなすは採ら•さる所な b •又此水戶紀年も別せんとするには大に膾議な炉るべからす*古寬永錢 
古事類苑の孫引なるベければ「寬永十七年の雔數は上はニッに別ちて寬永 期、 明曆期ビなす*其間截然たる 
町下町を合ぜて大抵每月一0 HOWO &」 とあるを平然と引 K 劃な b て、 宛も新寬永餞中*%文期と元文期芒ある 
用して疑點を加へざる名不穿®といふべし、耜年說く如し*元文期*>新寬永錢中に一期を劃する S 同じき古 
祈こょれ1 宽永餞中の明曆期の餚酱は又一種の約束あつて決して 
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混同 せらるべきものにあらざるなり*#谷座は 寅に 其 
明曆期に屬す*春布庵にして宽永錢の鑑鼸眼6らば* 
か、る說も出す まじき も•如何にせん當時我寬永錢砑 
究會と學說上(:意志の嫌通を软き共に研躜するの雅量 
に乏 C か^'し爲め、かく嗤を後世に遺す•今の世の古 
錢研究者又此春布庵の失廉に鑑みて忸怩たらざる人な 
.き や、戒むべ 〇 •愼 しむべ •し 
本編一章、畏友遊袖安藤君に呈せば 

寬永水戶錢3錁 fsi^^fSMrs 

i 其年表に一項を加 へられん 光榮を擔 はんこと を哀心 
より歎ぶ(此稿完) (未完) 


〇韻泉君の和同開珍に就てを 
讀みて所見を述ぶ ， 

供 仙 

合は未だ 深薇庵寶泉舍兩君«著灌泉君の所謂刊行の 企 


■ある稿本なる者を一讀せ r るを以て兩君の說•か如何 
なる新說なる.か內容を知らすして諭評を加ふる事は絕 
费に不合理にして今は唯兩君對韻泉君の li 戰を離れ單 
に韻泉君の所說に就て余の所見の一端を披瀝して諸士 
の高敎を俟つ 

韻泉君の結 lir 中第一第三第四第六第八項は余の全然同 
意見なる事を發表すると同時に其他の諸項に就ては粗 
ぼ同意見なるも少•しく相違あるを以て逐次相違の點を 
說述し韻泉君並に各位の指敎を仰がんとす余は宵て貨 18 
幣の前身たる 

東京古泉協會雜誌第八抢號ょ彡八拾參號に亘り古泉餘 
滴の名稱の T に和闻錢に就て所見を述べた b 今日韻泉 
君の此稿を饋みて今昔の威殊に深し是れ余の所見を通 
ぶる裡由の一 U して韻泉君の結論中第二項中我邦1:て 
私！！せし無文のものな b は少•しく英斷に通ぎすやと思 
考 するなれ、 第 四 項第五項も同斷 にして 殊に第五項 二 
年以後支那の鎢法を傅 WO て云々とあ b 是も闻斷英 K 
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に 逢ぎ t * やと思料す 第 七 項 亦阏じ要するに結鳋は大同 
少異今少•し寬裕に記述さるれば全然闻意なり ン • 

次1:史の明文中意見の相違の主^る點は元明天皇紀 二 
月甲戍始置催！！餞司 云々の 文中余は催字. に殊に 重きを 
置く者な 6 催字は促の意迫の II にして 是迄鳙餞 司なる 
者は 存じながら 其實皋 •からざるを 以て催促す るの 義 に 
て催 字を 特に 冠せ しに2>らす やと 推す るな b 即ち 和同 
元年以前の鎢錢司なるものは官職はあるも實除は鎢錢 
を實施せざる者と信するな-®' 

次の餞文の項反* IT 者は和闻 tf は和銅の年號に依らす 
して上 ' T 和同の意なりと說けり云々と6 るは 余の不明 
の點に - C て旣に中外覦史著者稼井田忠友は H 語周語1: 
財用不乏民以和同の文を 採りしならんと唱導せ b 余の 
提友三上花林堪君も亦此說を採用さる ゞ 如し(古！#第 
四月狭所載)穴磨ち近く明治の頃よ b 成一部人士の唱 
ふる 所とは ft 語な り や成は他の銳な り や敎 示を 仰ぐ次 
に開の字な b 開宇女德を頌すビは余1:初耳に t て余の 


僧する所にょれば開字は啓也 W 也通也«ゐ6此通也の 
義 を 取か* しに ly ' らざるか 此字に 就き 19記には故君子之 
敎譫也開而勿連と記し漢書に開歲發春兮百弁含 英とあ 
b 後漠瘙應劭傅に開 H 以來莫成兹醋 とある 等の意 ある 
も女德の敬稱を見中!11典を敎示されたし珍字は俗の珍 
宇 U . L て說文(:寶也とあ b 處議の詩に不待卞和顯自爲 
命世珍又瑞也、詩經に我周家大受其光明謂爲珍瑞天下 
所休慶 也、 又後漠書に聖キ；乃握乾符閛坤珍との 意あり 
此開珍二字の意の一部のみを集むれば通寶の 意となる 14 
な^' 

以上の理由と和同なる語は余は年 號ビ解 〇同は銅の 畧 
即ち 通 音と別に余は 韻 泉君の私文書と せらる/' 文書は 
一は純然たる公文書と信するなり(僧尼令集解和同元 
年正月二十二日の太玫 官處 分) 

又勝寶に就ては全然余は君の所見と異にす則ち勝れた 
る寶の装にして此宇の出所は天平寶宇二年八月勅云、 

昔先帝敬發洪餐攀造廬舍那旅金銅大像 I 若有朕時不得 
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造了 V 顦於來世改身15作"旣成•瘇金不足•天成至心 
之倌•終出 » o 寶之金•我！！家於是始有舟珍•两_己來 
未聞 若 斯硌德也*此紹勅.1: ある 勝資の 金とある雄より 
勝寶 と附せしにて 女德鼷歌の頌辭 U もあらす法名より 
东 b し U も非すと信するな b 神 功開寶 も亦隨て 女德の 
意に非 t して余は黄金.產出を喜ぶ意より來 b し文字ビ 
解するな-^ 

序1:實証中にある和同设 ii 聊か.余の見聞と異なるを以 
て附言す余の見聞»:據れば納骨 S 内には骨の外一物を 
存せざ b し此骨藏器は元祿十二年掘出されたるが此骨 
廉器近傍土中に他の埋藏物めるならんと明治三十二三 
年頃小屑の傍を發堳中陶磁器の破片多 ft と共に現存古 
和同錢壹枚を獲寶物とすと住職の直話^ b 其何れにし 
ても吉儸公妣播食氏墓地內よ b 出でしはにして唯 
脅藏器内1:あら？る相違のみ要するに f 君の結論は 
余と殆んど网意見なるも其序述に於て意見 U 多少の相 
锺を鰓む(大正十•五•五稿) 


〇兩柱五銖に就て(下) 

M 州塘風塞周 咨 

右釗各 ii •槪與梁 fis 錢苻類似之點。三四兩秫尤爲梁« 
之特徵。以視新說所謂陳代初期之內郭五妹〇文字雌闻 
而制怍不合。蓋元帝鎢 級、 上承武帝銕酱之後。無怪其 
15作與锇錢相近也 

如以兩柱五妹爲梁敬帝设 C 則不倌梁害敬帝|&之所載0 
而ド列二疑問•必須一々解決之 16 
H 今所見之四柱五銖•究屬何代鋳造耶 
If 梁元帝曾錤當十《"將以何錢充之 
右二疑問不能解决 C 則兩柱五妹•不如躕爲梁元帝承經 
年間所！ r 較爲有據 C 且按其文宇镧 作、 亦無不合 
十：方大成堂之出品〇屬於稚錢手。固也。申首之、即承 
鼷年間私爐彷鎢之品〇旣爲私爐彷鎢 C 自必有1者爲 
前提。其前提乃如上所通之谷禅。非內郭五銖之大樣者 
也。故郦人之 意見、 典內郭五铢之陳代鑛脫"弗不相容 a 
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丑奥內郭五銖之陳代錢說、有前後相應之妙 〇要之内郭 
.五銖不始於陳 O i 武實两其先例-. 0 天 a 五妹之 H 
亦有內郭 e 而较天嘉五妹爲稍小0天嘉五妹初鎢爲當十之 
用〇自喊天 S 五铢爲稍大〇縱衡於天監五妹亦有內郭說 * 
而持異譏。普通儎餞之苻內郭❶無鍮何人•不能否認者 
也。天惠初銪之五妹•或曾_先朝之例"亦置以兩柱 C 
不遇 M - 柱五妹非盡爲梁元帝之當十錢。却不得諝梁元帝 
.之當十《 、决 非兩柱。描著「五銖兩柱卜四柱」一篇" 
僅就梁末之餞制立論。且未見大搛內郭五妹之兩柱 錢、. 
故對於內郭五銖之陳代《說 、不 S 可否。先就實物硏究 
有 得、適與史載相符者•發表之。績者尙疑余 言爲不實 
乎 a 佘將於下次會期漸 出實物以證 之。(完) 

理事日〇例によ6释文を揭げます* 

右の各«を列べて見ます石と嵌ね粱の鐵錢と似依りの 
點•かあります•三*四の兩種 -ii 尤も楽餞の特微です、 
以て親まする}新說に所謂味代初期の內郭五铢なるも 


のは文字は网じなれども« 作 •か合ひません 、蛋し 元 帝 
の鎢钱は、上は武帝の鐵«の後を承けたのですから其 
«作の銕錢4相近きは怪しむに及びません • 

兩柱五銖て梁の敬帝の餞*-する如きは則 V 梁書の 
敬帝紀に載せたる紀實を信せざること、な b ます*さ 
すれば下にニクの疑网を列ねますから必らす一々解决 
なさらねばな-^ませ A 

一 今見る所の四柱五妹は果して何の 代の 鋳造と なさる 
つも - S ' ですか 16 
n 梁の元帝が曾て當十錢を餹たのは•將た何の餞を以 
て 之に充て やぅとする のです か 
右 -0 ニッの疑两が解決する事が出來ぬとすれば*則ち 
兩柱五銖は斷じて梁の元帝の承經年間の所 薄と する U 
如かすです較ち據所も有るからです、且其*文字！！作 
を按するに亦合はざるなしです 
土方 大成 堂の出品は固ょ b 稚錢手に JB します詞を 替え 
て云へば即ち承經年間の私爐仿饋の品です•旣に私逋 



仿鑭 6 り、自ら必ら中ものが有て* r 提とな ot 
居たのでせぅ•其前提のものは乃ち上に通る所の各種 一 
の如しで內郭五錄の大樣のものではありません•故に 
私の意見は內郭五妹を陳代錢とする說とは相容れざる 
にはあらす•且つ內郭五 _ 代酱說と 前後 相應の妙が 
あ b ます •之を 要するに內郭五妹は^代に始らす L て、 
橥の武帝が實に其先例を開いたのです、天 M の五妹の 
一稀に亦內郭があります***>天嘉の五妹-〇较ベる-〇稍 
小さいです*天嘉の五妹は初銪の當十の用をなしたの 
ですから*自然天監の -S 妹に較べると稍大きいのです、 
縦ひ天監の五銖には亦內郭•か有るといふ說に對して晁 
嫌を持す VJ も、普通の鐡錢に內郭のあるのは何人に論 
なく否認する こと は出來ますまい"天 嘉初鎢の五铢 は 
或は先朝の例を 襲用して 亦置くに兩柱を 以てした の 
で•兩柱五錄 は盡し 梁の元帝の當十錢となす にあら す 
却て梁の元帝の當十栽は决 して 兩柱にあらすとい ふを 
得ざるに遇ぎ ません*私の書いた 「五妹兩柱と四柱」 


:の一篇は僅1:梁末の 錢制に就て 腧を 立てたので•且ま 
た大檨の內郭五妹の 南 柱ぁる栽を見ません、故に內郭 
五銖の陳餞說に衡しては可否をいひません* 先づ實物 
に就て研究〇て得る所* »* ぁり、適々史載と符合するも 
のは之を發表するのです*讀者中私の言を不货と疑は 
る、ならば•私は次回に寅物を出品〇て之を攒據立て 
ませう (おしまい) 


◎品 評 

〇東洋貨幣協 fr 第拾八回 
出品後半品評 

寛— 寶職薦 ！ 遊泉#鈴木中二 

質蒼味を帯びて黑褐の钱形稍や大なる文字淺き銭でぁ 
る，釉別を幺永といひ本品の後品と犯はる稍や小形の 
宽宇殊に退りなるものを歪永と稱し • 闻|の錢流に M 
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〇、其方は質常(:赭黑 e ぁつて•錢文の筆意ょ b 味へ 
は或ひは仙^の大永といへるらの、後系ではあるまい 


寬永通寶駿誌 



俗に狹穿といひ紀州餞と傅稱 して、 比敕的存在の子錢 
あり 


熙寧元寶 glsg 


煤外熊澤直七 


00 


8 


禾亭淼川穎一 一其銅質例に依つて紅赭黑•製作芝錢 w いへる寬永錢と 

大差がない第十九號の本誌に同座の嘉祐通寶を揭げて 
同爐の品名を記した通 b 數柯の品が鍺造 せられて 何れ 
も支那錢に比•し文字下拙、一見して初心者にも其相違 
せることを知るこ VJ が出來得る 

大唐通寶舖倾一£踪 I 庵藤井榮三郞 

銅色白灰の內に！か黃味を^する至精の母錢にして* 鋇色淡黃赭黑、古色紅褐•製作厚肉澗掾、銭文肥へて 
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下劣頗る稚氣を存し、背に於て殊に平地深かく端正で 
ある、 Ml ち別爐所謂胡范の鍺に〇て•普通の大唐錢と 
製作上の差異多大な^'•南唐保大元年は兇勇般延政の 
天德元年に當 b 、 殷龈の永隆五 年な\两 方に 蜀は一 
_をな して 代々錯錢の事 ありと 雖 も* 南方福建の 地方 
は又一秫蠻胡の錢風を傅へ て* 天策府寶•永隆通寶天 
德 mw 等の當百大錢を敢行せり-保大年間の 大唐錢 は 
主 2して* 典錢風を唐朝の秀精な るものに傚らい、銅 
寶も常に白銅に して •陪錢 の 系 {: -依りた れど-南方に 
M を姐てたる 關係猶闽殷の地方に 於ても*鍺逭 .し 
たもの、如く、從 つて 本 MMII 檢の異品を も散見す 



重熙通寶魏み 一 f 两村博 

遼錢も本錢ょり以下 M れも巩鋇色赭褐を例とし、两方 
支那0特有なる錢質を表示するもの- *j す、類 tlllll の正字 
として、製作字文等に缺陷 なき ®秀の 品である、 m 憋 
は元年より二十二年迄ありて、最後の年の鍺造 にか，， 

b 、 翌淸祺元年には淸寧錢あり、共に北面文小異頗る 
多し* 


隆武通寶 1 M ! 阿部仙吉 
眞綸澗綠の竹 MM lltl にして、 武字の K 溢 1 --J れも上にぁり 





折二錢様の下點なる字文縮小なる一柯は殊に希である 
大正十年五月一 H 席上衆評 


，•◎小 解 

〇箱舘通寶 

左の 八角 穿は 貫 井 靑货堂君の出品で ある、 普通品の丸 
穿なるに 比隨分奇拔な形狀を爲 せるものである、 
即ち箱館錢の錆造末期に 於て 案出され たものであるか 
ら、銅 助錢のみを存 して、 通用の鐵錢を存在 C てない 
元來箱館錢に就て錆造の事條は故松浦多氣四郞逍稿に 



依り、普く泉友諸子の熟知せらる、所•然れども其銅 
錢鋳立に就ての願書 S いへ るを、 往年井上通泰先生ょ 
b 詳細報告せられたもの あり、 盤に東京古泉會雜誌に 
記したることあれど、新進諸君の爲めに、類品二三の20 
小異と 共に、 故人の 存意を報吿 する こ す 
其前 VJ して箱舘錢の鋳造年代 W 係り役人及び錢文筆者 
とを記して參考に 資す 

箱館通寶の本意は鐵錢に•して吾人の傳へ聞ける所に 
ょれば、其年代は 

安政三辰年冬暇夷地通用の爲め箱館に於て之を鋳る 
時の奉行は竹內下野守•堀織部 正、 村垣淡路守 
支配人小林屋重吉•渡邊熊次郞 
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定役太田爲三郞の宵也 
翌四巳年より錢形を小にす 


大樣 



1腿 


綱緣 


一® 

©❹ 


ビぁ b 、 されば三年の冬に開鋳して俥かに烛に m れた 
ばか b に其年を終 b 翌四年ょ b 錢形を小にしたといふ 
其結果として、錢形大なるものは、小なるものよ 
現存する數が頗る少數なる理由である*而して谷其銅 
質•製作等に變化があるのも•技術の不練ど熟練との 
篇めに外ならぬ次第であらう 


〇燼心餘赤 

安政 四 巳松浦多氣四郎記 
鋇錢鋅立の依願書 
以書附奉嘆願候 

私儀去る霜 Ji より病氣に附打臥.罷在候處此比漸少々 
快方 {: 相成申候右に附^1吳候によ b 追々諸方の風聞 
等承り申候に渡邊熊次郎巾立候新錢鉛立之依に付て 
は御役 /V 衆中搽御益御不益之御^論も紛紜も御座候 
由之所は兼 [In 市中にて病氣前よ6承り店候所全く市 
在不融通之依は不中及贫民共 {■: ては^貸共(:つ b $« 
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に如何共難澁致居候次第に付全く御憐愍に付右紛紜 
の御議論をも無御懸念實に滑川之一大美事に百倍之 
御英斷被爲在候御»立被仰付候由此儀に相增候萬々 
世之御尊盧有之間敷奉存候市在共如何斗難有奉存居 
候哉に承り申候左候に付ては何卒此度御試被成遊候 
壹萬五千貫御鎢立と風聞承 b 申候に右之內へ百分ヶ 
!(百五十貫)1:ても千分ヶー ( 十五貫)にても萬 
分ヶー(一貫五百文)にても宜敷候間始之內銅錢御 
鎢立にて通用取接兩替被仰付候は ゞ 先以奥羽各々之 
私領等之儀箱館通寶之文宇御座候共當所ょ b 洩行候 
事は必定に御座候間箱館表にて新錢鋳立とは不申鏟 
餞御雔立ご風聞什候右錘は一字にて難有御英斷を淺 
らぎ候樣に愚存仕候其餘海陸之好便にて諸固へ相聞 
へ候ても鏟錢にては聞惡く新设御薄立の方如何斗 b 
か宜敷候又當所問屋舶宿請負人共より諸方取引先へ 
夫々見本乂は土產物等に一文二文宛相贈り申候にて 
も館と銅ど出來仕候は ゞ 譬百文の內一文二文有之候 


共二文ならで無御座候共銅之方を撰出し贈6候は人 
情之毎に御座候間極纔之員數御試吹中1:御鋳立被遊 
候百文の內！二文宛其當座通用被仰付候は ゞ 鏟錢御 
鎢立と申立候者は無御座新錢御鋳立と申候樣に相成 
候只暫時之間之事に御座候左様被遊候は ゞ 是全く河 
流に-:杯の酒を入られ候先哲之美事にも相當候哉に 
窣存候右に付ては私共御當地へ引移り罷越候節持參 
仕候山道用意之鋇鍋鍬子煙管火箸其外文房具等に至 
■る迄相合ーニ三四五貫御座候哉に存候間爲冥加右を22 
先つ以第一差止度奉存候左候上入魂之者兩三辈も左 
候はい差上度申居候者も御座候其者共1:も爲差上度 
奉存候左樣に相成候は ゞ 市在共御思召之程に感佩仕 
候者並商賣融通之儀難有窣存候實は天 T の寶たる事 
を辨居候は貴賤に不限少々宛にても其躲故に募り候 
者も又々御座候百分の一千分ヶー御吹立に相成候程 
出來申間敷とも難申候間何卒御英斷被成遊候私共持 
合之銅器願之通 b 御聞濟褲用ひ被成下候樣嫌重にも 
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窣願上候左樣如何にも私共小器固陋無墓く^^候間 
右の御沙汰承り申候ょ6畫夜之無隔一睡とて不仕痴 
按折角籽築を以快方に相向ひ候處却て II 氣の症にも 
相成申候靑囊之功驗一朝之書餅にも相成候哉に奉存 
候哀と被爲御思召御聞濟被成下候はぃ萬々難有仕合 
に奉存候間偏に此段奉相願候以上 
正月二十日 御雇之者松浦竹四郎 
鈴木尙太郎殿 

右の如き建白害を 差出して、 係 b 役人に嘆願が してあ 
る、眼の當り其當時の人情が浮んで來る樣 に 思はれる 
癱心餘赤と いへる 書は安政年間■松浦武四郎 •か 墓府の命 
にょり、蝦夷、樺太を探檢せる際"新道開發の個所其他 
見込の赴等總 •へて 旅中よ b め 献言害附を 集めたる 者也 

◎顧選函： 

〇貨幣御變革建白書二) 

貨幣御礙革の儀に付奉申上候 □ 上赀 


"今般镩復 古の 御玫務被 仰出候に付ては 
.皇國御爲 筋の 儀見込 有 之候者は不抱貴賤に可奉申. 

上 趣 粗承-及至極難有 御 儀に奉存候郧磁 の 身分不 
顧 M 慮奉申上候 

"皇國货幣之儀者元來其品類數多御座候得共 
御復古被爲遊候 {: 付如古昔砂金通用に有之度奉存 
•候得共時勢變革萬國交通等如當今相開候上は矢張 
流し金切金等之形に基き製作仕候外無之と奉存候 
•乍併 8 
皇國中古國々に於て樣々の金銀货幣製作通用罷在 
候典奴臣家大一統の後庚長度货幣製作性相等一缽 
に被相改尤其品位四^之候處元祿己來种々(:吹将 
品格相下ヽ變革の度每奸商共俱惡 評 諸物俏動搖爲 
致尙亦近來外國交易相開け候上には貨幣の 品位不 
規則に付ては莫大の阈费有之 
阜阈の貨幣彼等分柝仕淇位悉相辨居上正の金銀は 
彼等に被持行卜 y ラル樣相唱候下 Mg の货幣を以 
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皇國の物品と取替行終に今0-に至りトルラル直 t 
の貨幣而己通用仕候樣成行金貨に至り候而は外面 
而己裝金いたし候樣なる下品の位に相成何とも歎 
敷残念至極に舉存居候所今般御復古御改政の御 
儀に付而は乍恐貨幣上正の金婊を以御吹替被爲遊 
候儀御急務の御儀と奉存候依而は私儀年來 
皇國萬國新古之货幣格合等眞品並に嘗籍1:ょり篤 
' と參考仕方今至當之#革且御入费操出し製作分量 
，品位等委細に取調御座候間御採用被下置候におい 
ては尙別柢に相認め可舉申上候以上 
松平陸奧守元家來 

庚應四辰年正月 浪人三浦阐廉乾也 

〇銀代通寶背壹分錢 

本誌第^46五虢の—欄にて•尾崎嘉市君よ b 要求せ 
られたる银代餞は、下 H の一稀でありまして"如仰質 
輪郭も份蒼、錢文も平地凹所よ b 突起0た部分は殊更 


らに磨雄の路•か美しく、恰も錢の樣に沮なるもので* 
栽狀特別に綺麗であ6ます•元祿年中 {: 試鑄されたも 
のと渚人の許して6るものは•鋇質紫白に稍黃味を含 
みて製作遏かに古雅、且つ平地背に於て尤も淺く、練 
痕の®栽も異れば"钱文の筆意も全く其風を別.;*し" 

一切背に換當の價格を有したものが あ b ません、左れ 
ば本设の鎢られた年代も自から相違ある事は勿論であ 
b ます、元來明治泉譜第三集備考 部1: 揭げられ たもの 
は、 鵪者 自身に於ても*少しく疑點を有する ものと か、 24 
又は其當時初見の品 •成 ひは正用品なれど" 版木彫刻 
後に心 附 き本軀に漏れたるもの等であつて* 隨分賴み 
少ない泉書であることを承知して S いて頂き度い*そ 
の譯は 柳 北翁の沒後風山軒が 獨 奪の時代に、弄泉の 癖. 

が額度に達したる結果、具僞の鑑別力盡ぐ明を失し"替 
つて居れば珍ら0いものだ位に#.へられた際の著で6 
るからであります、(何れ本會に於て諸君の迷を除く爲 
め、明治泉瞄揭栽品の僞物調べを發表致す箸です)話 
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しが脇道へ外れて濟みませんでした*扨て此錢の造ら 
れた年代、それは糙かに確定する證固が6りません•か* 
併〇餘り古くはあ bi せん、恐らく天保以後の•古錢眼 
ある人の案出假鋳した類のもので、一秫の虛榮的又は 
鰲利的の作品であら n ばなりません、明治泉譜第三集 
の原品として揭げられた同品は、以前守田寶丹樓に在 
b たる錫の母錢式風彩を有する品で、殊に整然たる製 
作の比難仕•かたき程結構なもので あ b ます、そして本 
圈の錢 も、 右錨母から出た ものに 相違な き 佳作の銭で 
あ b ますが •本品以外に同質の優等品に接した事があ 
b ません、多く他に存するものは、私鋳粛錢畑の淡赭 



黑不整練の肉薄き•平地のデコボ n . した•錢文の陰起 
不精の粗品のみを散見し ます 0 

序ですから附記しますが*錫母錢を使用し初めたのは 
元文二年の佐渡所鋳の寬永錢ょ b 起り、其以前の 時代 
に於ては、决して錫母錢を應用した事がないと斷言〇 
て撺6ません•後ちに最も盛ん1:錫錢を使用したのは 
明和年代の水戶錢から天保當百の時代であ6ました。 

〇裏の裏 (1111) 

愛泉家「#1から古枭に關する書物も隨分渾山あります 
が、日本で刊行し T 2 泉書の中では、明治新撰 M 
譜の三册位、恐らく立派に洗練さ n て結構なも 
のは先づ外に見當りせんな 

古老「そぅですとも、ですから私共は、初心の人々 
，に向つては、いつも明治泉譜に依つてお集めな 
さいょ、そして毎月古泉科がある度に一品か、 
二品位づ ゞ を心掛げて居ると、贲に樂みなもの 
であると、敎へて居るのですが，今時の若い者 




共は、唯々歷史的だの、 M 的 U せにや成らん 
のといふて、全く爱泉の趣味を取り違へて •昔 
から名物に成つて居る一品物の珍貨や、又は先 
輩•か取 k 極めた結構な傅說なぞを輕んじて、少 
しも奪重せんのみならす、あの品は駄目だの、 
此說は採る»:足らんのと、恰も路傍の一芥とも 
思はす、自分等•か古«の中から生れて來たやぅ 
な、. 勝手氣僅な愚論を振れ班乙て居るのを*見. 
た h 聞た b すると、實に末が案じられてなァ 
物知い「古老さんのおつしやる通り•元來古錢は樂む 
V きもので* 研究す•へきものでは御座らんよ • 
眛に明^^譜一集の例言にも、古餞を* i 玩す ?>• 
もの*^炉、亦拮据して愛玩するを得可し"と明 
か1:害いてある、猶其次にくどくも、第一集のみ 
と al も亦樂しむに餘りあらん*といひ夫でも滿 
足せす に、往々 爱玩すべきもの あ bt si •ど重々 
於1 S か4と害いてある*頭顧の禿げた若者共•か" 
硏究々 々は 聞く度に片腹痛ふ御座る•爱玩なる 
哉、 享樂なるかな、宜しく先づ 、明 i 譜一集 


の%集を試みよ、共1:受樂の具味を睹らんです 
初心着：「成る程ね*すると古老先生•明治泉譜には恐 
らべ§ゃ"獮物は勿渝揭裁•してないでせぅな 
古老「何1-せよあの頃の大博士成島と、守田長錄翁 
それに土佐の風山軒といふ"三大家が撰定取捨 
したものですからな、柳北は其當時の新智識で 
學者であつたし•寶丹は小僧時代から古泉•か好 
きで終ひには遼錢の筆法を會得して寶丹流の一 
家を爲した位の爱§だクたし•風山は普く全 
國を漫遊して、各地の古泉家を歴訪し、仕舞に昶 
は暗應迄提げて步いたといふ程だからな 
* 生「へ H 昔し ii 古泉を見0の|:、暗燈提げたのか 
新進「然しあの三冊の中で も*ちよい —腑に落ち 
ないものが有るやぅ1:思ひます•か… • 

鑑識家 r 御尤 です、 古老さんはあの榛に言はれますが 
ね•あれには可也手前味咁があるのさ 
悪 口 「网ふ者を俟つて語らん の 式です か 
稼和派「まァ-^そぅ切り込みなさんな、世間はあれ 
.，で通つて居^のだから さ、 夫に就ても鑑識訓康 
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をお讀みなさいとお 8 めする、 一度 It て _« な 
さい、 忽ち_ 北崇拜 の一人たる 事猜 合ですよ 
研究家 T それが惡いよ*それだから 供物を板へ て 堂々 
と論說を害いたり•又は傅來が良くつて本に載 
つて居るから vj いふて*大金を出•して脊負込ん 
で蔭で笑はれた5するんだよ、何だい明治§ 
なんか、 第一集 だつて初心者の 鏖考に 成りや•し 
ないや•况んや二集三集と來たらまるで蜂の巢 
か、 遘の實 のやうに穴だらけだ*そうじやない 
炉ね H 鰹定さん 
鑑定家？……： 

一同 r ナァ£いはないで、研究家さんの言はれる通 
りなら*一般の人の爲に成る事ですから、何う 
ぞ忌镡なく敎へて T さいませんか 
鑑定家「ですがね•これをお括しますと•勢い故先輩 
の箔が落ることに成りますからな•それ1:故人 
の悪口は M くに塔へんなどといぶ大人君子•か多 
いから一寸困*®'ますな 

研究家「イ、ヨ*かまは I 4 ドシおやりよ 


古 an 植「蕃截 -^*11 人助けの爲めに、汝代つて吿げょ 

© WSS 「篇つたなこれはど5も 

緩定家 r 轉篇もゐつた事ですから、それでは自分の艦 
た ゞ けを、一通 b 御話しすることに致ませぅ 

一同「_有ィ{御面倒ですが、何，フぞ成るベく委 
し^^御 ffi ひ申し^^す 

鑑定家「では始めますょ、第一集は流石に柳北さんの 
膽入だけに、原品中の赝物は僅•か一品.だけです 
それは、寶永の母餞として揭げた、覆輪をかけ 
て大濶緣にした蒼白の品で•寬永堂が作つた營 J 9 
利的の携造物であります 

一同「成る程ね•逍理で之れ1:-出合ふ澗緣の品•かな 
いと思つた 

悪口’「两山の泉譜でも M 物の交らない平凡錢斗りで 
濟むのだから其外に赝物があつたら可笑イや 

(續く) 
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奥餘の大樣厚肉なる試鋳にして、錢風恰も祺祥通寶か 
祺祥重寶に似て*所謂萬選錢式の假り1:一時的鋳造さ 
れた類のものである、洪憲は故袁世凱氏中華帝國を建 
國せんとせし際に唱へたる年號に f ) て•極めて短時日 
間に勢を得て、正に天下に發表されんとした偫號で、 
終 ひに 徨頭する1:至らなかつた、 そ* して この 錢と同時 
代に造られた一錢銅貨及壹圓の銀貨等に洪憲の年號を 
刻したものが ある 

◎質疑應答 


〇淸朝錢背文之研究 

天津 張 晋 

貨幣第贰拾伍質疑應答禰內•一會員之問有淸朝錢順治 
通衩以後の背の滿文又び鋳地を明細に御答へ願ひます 
一條、按淸朝自順治元年、於戶エニ部設寶泉寶源局、及 
各省鎭開铖欺鍺 泊、 至宣統背紀局 名、 或漢字或滿字或滿 
漢各 一字、 綜計得四十九純胳擧如左 並、 加注释以備同好 
之參玫爲其紀重紀直稀類亦紛繁 、顧 於本題無關茲從客 

1)日無滿文戶部寶泉局 f 初§用此11字盖仍灭啓 
( t / I ^ TS 之式後—趲资 

一源滿文二字故惟顚治 a 有 

(2)1 同 ェ部寶源局/ , - 1 之 


泉^^ 

源^/ 

河多 


戶部寶泉局 


ェ部寶源局 


河南局又日寶河局 
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'(6) 陕^/ 陕面局又日寶陕局(15日!!! レ^づ江！ a 南昌局又日寶昌局 

⑺臨 E 寧^ T ' 甘粛寶皐局 

(8) .宣ブ宣府局 (H) 廣庚東窆日寶廣兄 

(0) 莉^% 截局 (18) 江^^ ■江寧^ 

s 延篇文延綏局旋設廢故惟膜治錢布之 1 淅 rV 淅江局又日衩浙鳩 

g 原史 il 鼸囊震 一|東崖弱—龄 S * 

1同彦 

• ■一 東1^雲南東川局|1__1 

(13) 云無滿文山西密云局一未久即廢 1 (22)福^〇福建—日贏局 

(14) 荆 同 湖北荆州局 I 、無 i (23) 陽 

無滿 文、山西躲和 厨惟顧治級 有 之 



鉍襄無滿次湖北襄陽局椹順治设有之 
如 s 雲南局又日寶雲局 

1蘇矛 江蘇局又日寶蘇局 

$南 一 i 又日置 II 少 

(28) :p , 010 廣西桂林局又日寶桂局 

£ 漳 漳州局榷康勝栽有之 

: * . 

1，臺 4rO 臺海局又日寶臺局 
沿！一^無滿文無玫古今栽略栽傾治錢有此字 


㈣ 鞏 


S 5111 

(34)晋7 


1濟 


(38 


山西寶晋局 


1 直名 直隸寶商局 



山 i 濟局 


r : •せ 

(37) 龄農 贵州寶黔局貴字錢未見 




四川寶川局漢文川宇錢未見 



(39 武 湖北寶武局漠字武字栽未見 
甘粛鞏昌局又日字寶葷局 - I 德4 湖南寶德局. 
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cv 


(42) 吉 





46) 阿 

/— \ VL_i 
(47) 葉 






吉林衩吉局_滿文吉字與薊宇 


(43 伊 VO 伊犁衩伊局 


新骝钗新 ：： H 


庫車资庫局回文作^ 


9 

4 


烏 

喀^ W 


回文作^^ 


咪什哝爾局间文作 



以上合計四十九种： SIS 諸錢在内典滿回谷文传據抨品染 
寫^ f 譜多載及明泉向止惟唐西源氏之制錢通#^迂 
存氏之古今錢略、鲍子年氏之古泉圖錄及風山軒氏之古 
泉 大全、 收及淸錢第亦勿能備以上所列容珩未 趣、 或有 
謬爲海内同好不吝賜敎以侬不逮 Tr 爲幸甚 
民國十年五月 後素樓張晋 
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阿克蘇局 回文作或作* - T - 



葉爾鬼局 回文作 



或作 


J1 



1 I I I I 1—J I 1 1-I ■ ■ -s- -— - > -I I I I I t I fit 

廣 .. 吿： 

古 錢 、古： 券、骨董 
右賣'買應需 

大迚市東癤酊一丁0福音堂內 

.. < 崔 家 平 

御問合は返信料御加封を乞ふ 


古錢專業並に交換 
古錢古金銀參考書籍類 

右 正實を旨と し 賣買仕候に 付き 多少に 係らず御用仰 付 
被 T 度候 

大阪市西區阿波座三番町立資橋筋 

秋月堂安田多三郞商店 

攘醬口瘺 大 BlHo セ九0« 


，.本誌.定價及廣吿料 

一 冊..定價金五拾錢送費金贰錢 
郵券代用一荆增 

fl 、' 頁 金五圓 
廣吿料 j 半 頁 金 三 SI 
r 四分之一頁 金 I 圓七拾五錢 


大正十年六 n 廿 
大正十年七月 

編轉 
發行 


:八日印« 

一 日9行 

柬京 市 神 mlc 五軒町 1 番蟪 

1 鷲田 信 一 

東京 市 神田 B 耕屋町 三十 番地 

者•高棰•與四郎 
東京市轉田 B 北乘物 W 三# 地 
所 万 文 堂 


東京市深川區靈岸町百六十六番地 

發行所 東洋貨幣協會 

電括木所111111* 
東京市神田區五軒町一番地 

發賣所 駑田*泉舍 

電話下谷七五九九番 

大腰市南 VSM 屋町 下間寅之助 
柬京市下«廛竹町十三番地 帝國5ブ研究 W 
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a 


器^古錢の菜 1 SS 1 全一 ffi - gsA+d 


二 ti 


安藤 X 次彥君序下 ra 寅之助 fi 

舔黠古錢の菜貶“全一冊 siElsraH ^ 


mII 大正古錢價格圖鑑 


古泉學道入 fi 
重 IT 

五版 

故一*舍主人锔 

宋期符合泉志 

大阪毎日斩 ntfc 長本山彥1君租字 
aw 局技師 H 畢博士甲 K 1 S 政 7 T ;? 
玉岛»便局長安蕗》次彥对著 

東洋錢貨年表 




全一冊正價七十 a 
全 - ffl 逸料二« 

全三 t 正 m 瓷阆八十« 
— i 送料六錢 


け ： T 一 ,, i 


1 g 金石文拓本^ 等 1黔 II 


a ^—1 


月 刊 


古錢雜.誌 


會費 


一册金參拾錢 
六ヶ月金壹回五拾錢 
ーケ年金參圓 

(切手代用一割增) 





i ? 大阪市南區問屋町(三雄寺筋東堀西入) 

⑽賣買 E 虎偎樓商店 

( 振替口座大阪査九四贰番 

〇弊店宛御照會は必す往復はがき又は返信券在中の外御返事致さす候也 
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•貨幣 蒐集研究家への：福音 

貨幣の 拓本製作に最 必要なろ 極上 質 柔軟性^ ゴム板を一個 宛 特別に 製作し/: るもの 
な 90使用中 毫も 移動す る こごな く* 樂 (; 美麗に印刷し 得らる は 本 品の特色なり'。 
左の價にて 諸兄姉に 提供す。 

三號堅六寸橫五寸厚サニ分金壹圆 
拓本押自臺四號竪八寸五分橫六寸厚サニ分金貳圓 

一時に五個以上御注文の堪合は五個毎に仝一品一個特に無代進呈す 

東京下 谷竹 町 

帝國 スタンプ 研究所 

振譬口座東京11 .5BL 五八五番 

0世界各國ょ9白金•金•銀•銅•鐵•眞銅•硝于アルミニウム•セルロィド等の貨幣約四千 
種及外國紙幣三千種新着。一枚々々に値段を附し御希望の品のみ御拔取りの出來 
る便宜送達販賣法にて御頒ち致します。御希望の御方は御申込み下さい。直に御 
送り致し ます。 

#僞 物や換 埴品は一枚も取扱ひません〇 »安心して 御 入手が出來 ます。 
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〇寬永淺草錢座(:就て…：…韻泉散史 . 一六頁 

〇扶布に就て：：(乾)…••…抗州培風室周寄….一九頁 


〇宽永四當極印錢， 
〇元符通寶の面星. 
〇天定通寶の！8錢. 
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貨幣 (第貳拾九諕) 
『論説』 

〇日本最古の貨幣を論じ和 

同開珍錢の新古に及ぶ(ギ1 

深蔽庵 

第二章顯宗天皇治世後大武天皇白風十二年 
に至る間の事 

顯宗天皇治世後錢貨 の 正史， (. 栽せられ たるは、 其ょ b 
冉九十八年後の天武天皇白風十二年にして 

夏四月戊午朔壬申詔日自今以後' 必用 
銅錢 、莫 用銀錢 、乙 亥詔日用銀莫止们砂 

の記事なり*これを M れは當昤銀錢は勿論、銅錢をも 
通用せ〇か如し、顧宗天皇當時ぃ銀錢なるらのは*証 
璩 不充分に•して*今一証を得る迄は•全然確認爲すを 


得されとも•この記事は、著者として曲筆する程の皇 
室の秘事に 關 するものにあらす* 幾分 朝令暮改的失坎 
を意味するものを赤裸々に記せしもの1:して、殊に：！： 

本害記の著者舍人親王は天武天皇の皇子にして、 HP ち 
父帝治世中の記事なれば、决して誤謬等 あるべき もの 
に 非す と 信す、只其如何なる形狀のものた るを 硏究す 
れば足るものなれば"余は其間の腰史を 基礎とし 其如 
何なる形狀の ものなる やを辨明 せんと 欲す 
顯宗天皇治世後大武天皇白 M , 十二年迄乜九十 八 年間1 
は" 朝鮮 ごの 交通 •以前ょ b 頻繁 {: •して歷史 に：： HL せら 
れた るのみに ても 

貢献 來使 逍使 
新羅 三十八回 七：！！ 十三回 
高勾麗二十四回 九间 五 IP1 
百#三十一回二十二回 二十间 
仟那 六回 三 M 
耽羅 五一: 
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其外新 M 討伐三回、高勾魇討伐及載利品獲得とも一回曲章旣に陳述したる如く1:して"朝鮮よりの輸入なく 
宛にし殊に任那地方(签山の西方今の錤海海馬山浦附日本1:て鎢造は勿論なし、先づ支那より輪入したるも 
近にて當時加羅安羅耽蘿等)は古來日本の保護國にしのと思はざるべからす、然らば鋇錢を語らんとするに 
て其廣袍大なる時は我嫌內全部よ b 廣く小なる時も山は、先づ支那 vj の交通を考察せざるべからす 
城大和ニヶ國の地域を合せたる位ありて、これに日本砷功皇后三十年•吳王孫權其將をして卒萬人を率ひ、 
府を置き日本の官吏常住し居た.れば本國と、初無相通：我西國を侵して克たす、三十四年には漢の献帝の子都 
し交易盛なりしは理の當然に乙て•自然銀も多量に输：德王等我國 (: 來奔し、爾來數年間漢土との交渉甚だ多 
入せられたるは疑ふ餘地更になき所にして其形狀は朝；一く、應神天皇二十年」は、漢の靈帝の裔阿知使主其黨 
鮮の餵幣ビ同様なるべきも亦推察せざるべ tt :;類十七縣の民を串ひて歸化す、降て雄客天皇治世中、 
尙頭宗天皇より十代百五六年後の崇神天皇御書高祖遺一一宋一支那南方揚子江附近にて三國當時の吳に當る)ビ 
畲 の i 卷に 一：の交通はありたれども、前者は支那にては三國時代に 
fi ' 和 %'— > .於一， ^> - て、 吳は大泉丑百一目形壺匆“ハセ 分よ'^ 一一 奴 位 S 錢 
の 語 あり、 この錢は銀か銅か不明なれども、若し銀錢を鑄造し•量！！！壹匁の五姝 、五 •白文壹千文と交換せん 
とす^ば、餐 ぐことを 得べ く孔穿あるものと 察するをと 企 圖 * し 後者は所謂南北朝時代;:して當時宋は最 
得べく、切銀、板銀、捧銀等に非ざるは明かなり、又も錢貨に困難し"人民 U 漢時代に鏑造せし五铢餞其他 
5 K あ b •し一証たるべし あらゆる錢の周圍を剪取し、.所謂剪輪五妹なるものを 
鰣餞に就ては、會時朝样に銅饉通用したる形迹なきは製造し其盜取りた る 輪郭を以て五朱錢を造 b 通用する 
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等錢货の紛亂其極に達し、當時の政府も Ik を得す孝 

建 四妹なる餞を 鎢造〇 四 株相當の價 を保持せ0めん 
せ•しも銅の 拂 底の爲め斯 次最 目を联じ終に末鎢孝建四 
妹(量目一分八屈)を錄造するの悲境にあ6し時代に 
て、 他國へ鋇錢 を輸出するの餘綹なきは、 勿論 なれば* 
支那と交通は頗繁な byj するも、錢の輸入ありたるは 
其 後なら中んばある*へからす、かくて雄畧天皇の末年、 
宋朝も滅び、 爾來百二十 年 liiJIIL 接支那どの交通は殆ん 
と杜絕せしが如し、只北部支那と朝鮮を通じての交通 
はありて、支那の 文物駸々 と. して渡來し、推古天皇初 ™ 
年ょ b 佛敎も|時に勃興し、朝鮮經由の交 M は却て緩 
侵を感じ、遂に八 年 使を隨に遺したるを隨畜に見に至 
れ b * 十五年には小 野妹 子をして 留學 生を举ひ隨1: 道 
し、翌 十六 年 1:は小 野妹 子の 歸 朝と同時に隨使袭世淸 
來り方物を献す九月妹子再び留舉生等八 人难ひ隨に 使 
す、二十二年六月|:|1 、犬ヒ御田锹等を隨(:遣す*翌 
年犬上御田锹等歸朝す、其十六年 {: 至り支那に ては 


隨滅びて唐の代となれ-^ 

三十 I 年秋七月新 M 大使に從ひ歸朝せる留學生心彳其 
記事左1: 

是時大唐學問者僧惠齊 、惠光、 及醫惠 H 、 
福因事 並從、 1?洗爾(新羅 使の 名) 等來之 、 
於是 、惠 日等共奏聞日留干唐學者矜 學 
以 成業、 應 喚、 且其大唐國者法式備完珍 
國也 、常 須達、雜 

右の如く段(染師1:して今日の H 學士•な i 患=等 U 
唐國の文明を券上•し居れり、其^々年は旃は開通元孜 
餞を發行•したる年なれば*是等の事は初見 UJ 小 ff な i'l 
ば必す奏上し*見本の献上位はありたると察せ C - る、 
其後八年にして舒明天皇二年記1: 

秋八月 癸巳朔丁酉以大仁犬上沿： 一一 田 IG 
大仁藥師惠 y 、 遣於大唐 _、K 

即ち H 學士の惠： ：：を 通辨 ごして三 (1| 耜^ して帘の夂勿 



を視察せしめたるものなり"翌々四年及五年に左の記 

事 t 

四年秋八月、大唐遣高表人送三田耜共 
.泊干對馬 、是 時學問僧靈雲、 tt _ 焚及勝鳥 
養、新羅送使等從 之、冬 十月 辛亥 朔甲寅 
唐國使人高表人 等、 到干難波津 、則 遣大 
件連馬養迎於江口、船三十二艘及鼓吹 
旗幟皆具整铹便吿高表仁等 日、 聞天子 
(唐帝の事)所命之於到千天皇朝迎>一、時 
高表仁對日風寒之日铹整船艘以屬迎之 
歡愧也、 於是令難波吉士小槻、大河内直 
失伏: S 導 者、 到舘前乃遣伊岐史乙等難 
波吉±:八 t 引客等入於舘即 U 給神酒 
五年春正月已卯朔甲辰大唐客卨表人等 
歸國、送使吉士雄麻呂黑麻呂等到對馬 

而還之、5| ■' . 


この記事を見れば II に渡牌したる惠 H 等は、當時如何 
なる事を奏上せ*しか察するに餘りあるべく、其唐國に 
谢する禮遇の厚き、其支那崇拜の狀、歴然たるは何人 
も異議なき所なる べし、 時は唐にては開通元寶餞を鎢 
造して十二三年の交なれば•其流通の狀况等は、日本 
大官の腦裡に注入せられたるは必然の事な b 
十一年 こ i 

秋九月 大唐學問僧惠隱 、惠 S 從新羅送 
使 A 京 II : 

十二年には 

冬十月乙丑朔乙亥大旃學問僧淸 安、 學 

生高向漢人玄理傳新羅而至之仍百濟新 

羅朝貢之使北ハ從，來之則各賜爵一級，^ 
卑換天皇元年六 W 庚戍左右大臣内臣を置くど同時に顧 

問 , p ;> i . して歸唐^中の 

•• 以„沙門受法帥、高向史 iKf 爲國博士)^ 

洋行歸學者速の得意思ふべし、是等の人の建議に 
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や支那に 傲 ひ 年 % を創め 大 化と 云ふに至れ b 
五年ニルには唐制に 傲 ひ冠 制を 行ひ同月 

詔博士高向玄理 、與 釋僧旻、置八省百 

これ皆唐の制度を實行したるものな b 、 翌年は白雉と 
改元せ b 其四年夏五月辛亥朔壬戌 ： 

發遣大唐。大使小山上吉士長 丹、 副使小- 
乙上吉士输 、學問僧 道 厳、 道 通、 道光、 惠： 
施、 覺 勝、 辨正 、惠照、僧 忍•知聰 、道昭， 定： 
惠、 II 益 e 安達 I 1 IS 道観 sIIsr 學 | 
生巨勢臣藥 1 IW 氷連老人野^2 II 
1百二十一人俱乘一船、以室原首 
御田、 爲送 使、 又大使大山下高 田 首根 麻 
呂 、副使小乙^!掃守連小 麻呂 、學問 僧 道 
福、 義向幷一百二十 人、 俱乘一 船、 以土 
師連八手爲送使則 ㈣ 


其支那視察の大曆なる空前とす斯の如く^>て支那の文 
明が潮の如く H 本へ殺到するは偶然にあ.いす"殊に大 
官迷の子息は K ふて洋行するは注目に價す べし、 然る 
に惜むべし內一艘は不盧の災難 {: 遭遇せ5 

秋七月被遣大府使\高田根麻呂等、於 
薩摩之 曲、 竹島之門合船沒 死、 唯有五人 
繫背一 板 流遇竹 鳴、 不知所 計、 五人之 
中、 門部 金、 採竹爲筏泊千神嶋凡此五人 
經六日六夜而全不食飯、於足褒美舍 
進レ位、給裘 

從來の遣唐使は朝鮮を經由し唐に至 b たるが如きも、 
此時-65は海路支那に直航〇た b 、 竹唣は^摩の正南 
M 久鳩との中間に在りて舊暦五月ょり七月の間は東南 
風の吹く時節なるに博多ょ bMi 山、錤南浦•附近に渡 
航する正反對の方向に漂流したるは、大膽なる航路を 
採 b たる ものと 察せら る 
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翌五年二月には又 

遣大唐押使大錦上高向史玄理(國博士) 
大使小錦下河邊臣麻呂 、副使 大山下薬 
師惠日(第一回留學生)判官大乙上書直 
麻呂 、高 首阿彌陀 、小 乙上崗君宜 、置 始バ 
連大 伯、 小乙下中臣間人連老 、田 邊史鳥： 
等、 分乗二 船 留連數 月、 取_新羅道泊千萊： 
州、 遂 、到 千京奉覲天^. r 是東皂監門 一！ 
1 文擧、 1間日本國之地 里、 及國初之神：： 
名、 皆 隨問而 答、 押 使 高向立理卒於大一 

この 遺 唐 船は SI 津ょ b 馬閲 海峡を經て博 多に至 b 朝鮮 
西海岸を 海路山東省萊州(芝罘の西五十里の港) へ 着 
し尙 海路 六十里にして 黄河口に 至り 黄河を薄れば帝都 
東京(當時の都)に到着すべく"支那 S の交通は愈接 
近し有無の 交換は牲徂の 頻繁と 共に益® となれり 


七月甲戌朔丁酉、 昨四年唐國 K 使したる使節は歸れり 

西海使者吉士長丹 等、 共百濟新羅遣使 

泊于筑紫 一一 

是月褒 T l 西海使等奉對唐國天子、多？！ 

文書寶 物、 授小山上大使吉士長丹以小 
華下、賜封 二百 戶、賜姓爲吳氏、 授小乙 
下副使吉士齣以小山ユ抑 g 

この使節の役は何事に在りしか*今にして了解す る こ 
とを得た^'*即ち寶物(大日本史には寶貨とあり)に 
あ b しなり其褒美の多大なる、尋常の賞に あらす •是 
迄' - ji 唐使は皆無形なる文明を持ち歸りた b •然る1:長 
丹等は有形なる寶貨を持ち來れり*而して其寶物とは 
如何なるものなるや、余は開通元寶酱の幾千貫と斷定 
する ものなり 其 理由は左の二項を以て 說 明すべし」 • 
第一項は宝物の其宅宇に就き說明せんに、支那は古代 
商用 時代ょ b 銅器に ft し*寶と稱せ b 、 即ち鋦鼎を宝 



鼎と稱し鋇鐘を宝鐘と稱し其他»* 壺> » 尊等皆然 b 例 
せは銅器の銘文に(中作寶鼎其萬年永用)(走作朕皇 
M 文考寶和鏟 云々) 又宝字ば大切な6ものと 云 ふ意味 
にも 使用せ り {料 討爲其鼎 子々孫々永宝用)兩方使用 
せ.しものは(大作父乙寶彝其子々孫々永宝用)(廣作 
叔彭父寶宝敦其邁子々孫々永宝用)等(:して 
降て值 時代の開通元宝錢乾元 m 宝錢其他近代に 至る 迄 
鋇錢1:皆定字を附せ5、吾 八は 宝物とは稀 有なる 古器 
物 {: して 書竇骨董に 至.る迄 宝物 V 」 稱せ ども" 當時は即 
今 製作せ る 銅器 (: 對し资 と云ふ Is を使 川せしもの 
第一; 項 W 腠史的 順序に•して"资物を持ち 歸 b しょ4一 
十二 年前推古天皇三十一年、 鬌惠日唐國の文明を奏上 
せ •しに始 5、 其十年後舒明天皇四年 唐 使高表仁の來朝 
にて其 文明の n 本に超越せ6 事 判明し、其八年後 同 天 
皇十二年高向支理歸朝後、彼等の 實 見したる唐國 の II 
ての文明を日本に 應 用-たるも* 只實 物なくては應用 
の道なき、錢貨は H 本に於て銪造したくとも原料もな 


く技術者もなく"これを牌國に仰げば H 本政府の利益 
は甚大に•して"且つ貧弱なる朝鮮等1:なき銅货を沫通 
せば國の誇りとなれば•彼國の欲する物品を提供し、 
開通元寶錢と交換す•へく •長丹•根麻呂等を唐都に使 
したるに唐に於ては開通-兀资餞開鍺後三十二年にて存 
在も多量に蓄藏•しぁ b たれば、唐帝の許可も得られ目 
的をも達し•翌五年に歸朝したるものとせば、其順序 
は整然として疑問を挾む餘地更になし VJ 考ふ佘をして 
當時の爲政者にてぁ50なれば必す筲行せしことな7 
b 、 故に佘は其孝德天皇白雉五年ょり鋇錢 V 使用し始 
めたるものと思ふ 
其後齊明天皇五年 

七月朔丙子朔戊 寅、 遣小錦下坂合部連 
■石 布、 大山下津守連吉祥使府國 、仍以 陸 
奥 蝦夷男女 二人、 示 W 天子 ？ i 

是等も長丹等と W 目的の如く大船一一艘に分乘し諸調度 
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之物即ち 鋦錢 ビの交轉品を M 込み、七月三 H _ 波三津 
の滇を癸し八月十一日筑紫大津の浦、九月十三日朝鮮 
南方の嶋に泊し十四日大海1:放出し•十五 B 石布の船 
は逆風に 遣 ひ"南海の鳩に漂着し嶋人の爲めに殺戮せ 
られ內五人のみ脫れて括 州 (今の浙江省の南方)に上 
陸し 州 吏に送られて、 洛陽 (唐の第二の都)に到る吉 
祥等の船は十六日の夜半•越 州會稽縣 (今の淅江省 髯 
波)に 着 〇一一十三日餘 姚縣 (今の抗州にて泉友 周畜君 
の居住地)に至り-乗る所の大舭及調物を此典に留置 
き、十月二十九日 f に至 b 唐帝に謁見したるは其註 
に見へた b 

然るに當時朝鮮に於ては新 II •唐兵を借りて、百濟を 
攻め、百濟は日本に援兵を乞ひ" H 本は德義上百濟を 
援助し唐とは自然败親する1:至れり、故に該使節等及 
び在唐日本人は"近頃歃州戦爭に對する獨乙在留の日 
本人の如く彝常なる迷惑を蒙れ-、而乙て今日の如く 
他國へ避 li する等の餘地もなく轰く抑留せらる"從て 


目的を達する事不可能>」なれり"越て七年天智天皇二 
年八月には日本海軍は、朝鮮白江村今の錦 江、 全羅北 
道群山附近)にて唐の海軍と街突し、 H 本軍は敗北し、 
九月日本軍は朝鮮ょ b 撤兵せり、從て百濟も滅亡し • 

高勾麗も七年に滅亡した b 、 日本も又朝鮮の領土を失 
へり、而して百濟の王及氓民は陸續日本へ歸化せり • 

有黄長雄博士は其著大 H 本歷史にて、三韓を失ひたる 
は惜むべきも*之を保有せんには*大に資力を要し得 
失相惯はす、且文物技蘸の我1:益ぁるものは旣に悉く S 
之を收めたるを以て•之を失ふも神功征服の功は决〇 
て徒勞に屬せしに非 t と*今後は唐の文明を吸取する 
を怜悧なる方法な負惜を云ひ居れり*併し當時 R 
本の爲政者もその如ィなせり、即 V 三年五月戊申朔甲 
子 

百濟鎭將劉仁願(唐人)遣朝散大夫郭務 
惊等、 進表幽與献物 _、 冬十月乙亥朔戊 寅、 
發遣 郭務棕 等勒 、是 日中 臣內臣 (藤 原 鎌 
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足の 事)、 比沙門智祥賜物 於郭務悅 戊寅 
餐賜 郭務惊等、 十二月甲戍朔乙 B _ 郭務 
惊等罷歸群 

即ち 唐との 講和條約成り相互他意なきを 示せ5 

四 年九月庚午朔壬辰、唐國、遣 朝 散大夫 
沂州司馬上柱國劉德 高等、 十一月已巳 
朔辛巳響賜劉德 高等、 十二月戊戍朔辛 
亥、賜_ 物於劉德 高等、 是月劉德高等罷 
歸 、是 -5S" 小錦守君大石等於大唐 

三年郭務你の來れるは唐の朝鮮軍長官の使»:.して四年 
.の劉德の來れるは、唐帝の批准せられ たる 本條約を if 
したるらのな b 、 我朝 も 亦天皇の信書を唐 帝に 贈^: し 
ものな5、 故に 日本と 唐の_和 は完成乙たるものなり 

六年 十一月丁巳朔乙丑、 百 濟鎭將劉 仁 
願、！1津都督府熊山縣(朝鮮地名)令 


上柱國司馬法聰 等。 送大山下境部連石 
積等筑紫都督府 、已已 司馬法聰 等 罷歸、 
以_小山下伊吉連博德 、大乙 下笠臣諸石、 
1送使 _ 
八年遣小錦中河内直嫁等使大唐、又大 
患遣郭務惊等二千餘た' 

十年 正月、 百濟鎭將劉仁願、遣孛守眞等 

上表 こ 一 

右の忭來は講和後相互の便宜-即ち有無交換をの相談 
なるべし•中には必用品購入の爲め來 りれるものもあ 
るべ •し(此項未究) 

〇常陸國に於ける鑄錢奎の 

調査報告(下)の一 

花 林 塔 

常陸固に於ける鎢錢座の調査報告は、宽永二年、十二 
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年の 水戶演 田の佐藤 座、 十四年の向井町座を報せり、 
今回は年次順 I して太田の木崎座の事を說かんとす、 
此木崎座の記錄に就ては同地の銪錢事業を主管したり 
し 小澤九郞兵 術の家に傅はる舊記類を殆と全部、本協 
會田中會長の手 KT 貝收せちれ保存しあれば*他日之 
を整理して1*を編し出來得べくんば本誌の附錄 S も 
なして"一般#員に頒布せられん豫定もあれば•兹 U 
は唯予が手にて調査•し得たる範圍に於て此報吿を作ら 
んとす * 蓋表面に顯れたる事路に就ては些の遺慷なし 
と思へばな b 

明治111十二年八月發行「寬永餞研究會報告」第三十四 
珑に吾輩が發案せる、明和木崎*及安永木崎座の年月 
訂正案なるものを揭げた b 

〇明和木崎座年月訂正案 
明 和木崎座の 事は、 藤譜に 
明和六年至八 年、 常陸國久慈郡木崎所鎢•徑八分 
重九分、背文久宇在穿上•二穐 


とぁれども、明和五子年四月御勘定奉行より"水戶 
K 家老への令狀に 

一水戶殿御領分打績き田畑不熟 、其 上度々の火災損 
毛等にて、農民扶助の御手當行届兼候に付、御領 
分の產砂銕を以て"農民扶助として鋳錢御申付け 
被成度由、右は無據御事に付 I ヶ年吹高十萬 II を 
限り、三ヶ年間於御領分"江戶定座差配にて銕錢 
御申付げ被成候樣可被申上候"尤小澤九郞兵衡ビ 
申者•當時江戶表へ呼出し S 候由に候間•諸事仕10 
方之儀•金座人へ致對談候樣可被致候"且公儀へ 
上納之御益金之儀も•右對険相濟み候上"員數等 
取極め可被#聞候 
明和五子年四月 

とぁ b て、 藤譜 とは 一年の相違われども、 そは 藤譜 
’に在ては、五年(:許可を得て翌六年よ^'着手せしも 
のとか、 或は又五年に着手して翌六年より通用し始 
めたるものビかいふなるベけれども•着手の年月は 
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Js 表餞相鴒に*き相障 b 候間、年季中には候得共 
御齟分鑄设ート先被差止樣可被致•尤當年分御益 
金之偁は是迄の月割を以て上納之秸りに可被相心 
得候 . 

明和九辰年十月 

(香哉日、明和九年十一月十六日安永と改元せられ 
たる ものな れば•則安永元年十月な 
とあれば*明和八年といふは誤らな6、されば木崎 
座の前薄は、明和五年よ b 安永元年十月1:至るの間 
11餞せられたるものと lr 正す 
〇安永木綺座年月改正案 


得共、去巳年格別之御顧の上、再吹被仰出候儀1: 
も候間、御領分鏑錢の儀は、其御沙汰に不被及候 
間、其段可被申上候、云々 
又德川十五代史 U 

安永三年三月二十日*水戶にて再び錢を鍺るを以 
て、 ft 視の爲め勘定一人を遺す 
又吹 II 錄中、「後藤庄三郎御內密申上候宵付」にも 
安永三午年ょり同六酉年七月まで•三ヶ年賒吹立 
有之候 

とあり、されば安永二巳年許可を得て、同三年ょ6鍺 

餞な した* 〇ものなる べし 
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又德川十五代史に . 

安永五年水戶頭にて错嫌の期を•來年七月迄ビ定 
む 

又 安永五 申年 十一月•水戶«家老への令狀に 
水戶殿 御領分鎢«吹 方、 來る酉四月迄の期日に候 
處 •三月 中鏑«塲燒 失に 付" 三ヶ月吹立相休候 丈 
け月延之儀被相 願 候、 御願 通り酉七月迄三ヶ月な 
理彼仰 出候間•其段可被 申上候 
と あ b て、 吹雇錄いふ 所とも 符合す るを 見れば、正 
に 安永六年七月まで鑛设な したる ものなる •へ L " 故 
に安永木 《 座の二度 吹き II は•安永三年ょり 同 六 年 
七月に 至るの N * tt 餞な したる ものと訂正す 
かくして 撰み たる ff は 

背文久字のものは' 

溻綠狹永 濶緣庚永 大字大久 
小字庚久 小¥狹久 
背文久二のものは. 


大字 小字 

な k し、 又新發 見といふ 程の事には あらね ども此背文 
の久二の意味の解鞸なり、久は郡名の久慈の久なる事 
は、他の十萬坪の十小梅の小と间じければ何人も默契 
する 所なれ ど* 1 に 二の字を追加した る 意味の不明 
なる にょり •風 山 軒泉括には 
背文久二の宇は久慈の郡名を略記すること•他の小 
梅村、足尾村の鎢錢に、小、足の字を銪ると同じく 
地名1:係る ものビす 12 
と ありて •二は想の宇ど同じく字音「ジ」なれば省略 
〇て當たりしの意見の如乙、然れども寬•寶の字の如 
き畫多き字をすら美事に«出す技術を布するエ人なれ 
ば* 慈の字の省略を要求す る 筈な かるべ し、其頃の寬 
永饯研究會報吿には•予轚之に一解を試みて 

木 崎 座は安永元年十月、一且鎔錢を差止められたる 
も、同しき二年に至 b 再び許可を得て II 酱 する事と 
な rl り•されど明和 度 U 用ゐたる 穐酱 を苒び 其值使 
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斯くの如く彫り換へられ、之を採用せる事とな b •しな 
ケ • (此項未完) 


せら n しぬ、小^家の笸底深く秘められたる彫 ni 錢二 
個 あ 6 •共1:田中會長の手に站 せり、 其内の一は饩に RNIA 
上圖の如し nAUFO 
則面背の文字は世に傳ふる"久二錢と同じ けれども、 nalfroOFC 
背穿下|:、在る*へさ二の字な.し，是云はでもしるき此 fSITY 
錢再鋳の時】度は前鋳のものと同じく唯背 1: 久の一字 IVER 
を置くのみのものを作りしが*詮盡の結果にもやあら し 
ん•二度吹の標識か、將二年の二かは知らねども、二 
の一字を追加.して新に 13 


用する U 鑄錢の上に於て再吹の KO 別立たざ n ば*新 
に神錢をも作りて"二度吹の意>」、安永 二 年(則巳 
年 {: して去巳年格別の御願の上再吹被仰出候儀にも 
候間といふ安永三年九月の令1:ある文辭)改めて再 
び許 PI を得たる年の二とをキカ•して二の字を加へた 
るものならん 

といひたりし が、少 .しく 穿ち 過たる 觀察な b しや も 知 
ら す、 然れども風山の慈の畧記 とい ふょりは條理に適 
せるものと 信じ居た5 しに* 今日果して予輩の推測の 
誤らざりし 事を 證據 立てられた b 
時、人を待たす、偶然どや云はん*奇蹤とや云はん、 
的に記せる小澤九郞兵衛が舊記を田屮會長の手 {: 買收 





〇有竅永安五銖 向陵述 

货幣二十五馘の附錄 VJ して永安五妹研究資料發表の後 
ち鷲田君の仲介に て 支那ょり更に抡安««白七拾五個 
を得た bo 其鏽色を一見して河南出土なる事を認め得 
る品にて内容も殆ど同様の結果な be 列に依りて類別 
俏歎を示せば 


86 7 1 114337 $ 6424648 
1 41 000 .1 1 + 4 

11 iA 

宋足昂接接頭針穿緣鉤針五點金朱計魏 
^短左右 左大陽 . 澗無 頭 陽 

長同同间同五晋廣同间 小方長肥洛尖西 


141019 〇〇 258. 

金點點朱點畫針 
大大欽大斯南 

歎一二间三同河 


餘 b 平凡な6しを以て®三再四調査を重ね何にか得る 
處なきかを轼みたるに謀らすも玆に揭出せる有竅餞な 
る者を撰出せ60しかし其當時は餘 b 重きを措か t * 悄 
然に發生 せる 瑕疵と認め居 b . しも 念の爲め從前ょり所 
藏せる全部を再調せる結果 U 依りて是全く約束ゐる一 
種類なる事を糙め得た b 

( 1 ) 特徴五字の交叉點に丸き穴ある事是なり其位置は 

一定せ t 上 T 左右に福する者あ n ども大槪は中央に 

ぁ上 isl 

(2) 俏然なちざる理由五字交叉點は宇 CD 巾廣き爲め湯 
通 b 惡く自然ひすみて穴の如き形狀を生じたるには 
あらすやビの疑あ b 此の方面特に注意〇て類品を調 
査すれども更に似寄の者をも見出し得ざりし 

有竅品は予が晋限の通貨と假定せし者に多數存在し 
て節•河南等の酱 {: は類似の者尠し 


27 

計 

總 


艙董二百四十匁五二 

.» / 

平均八分七厘四六 
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あ接接昂足金 
软右 A 1 友 M 软 


以上大正十年 

四月二十五 H 


(3)西魏故金と稱せし者を河南錢1:改む*两 a 欽金 i 稱 
せる者1:有联の形蹟あり未だ明瞭なる品を得ざれど 
M ふべき餘地なし本品を以て西魏 1: 編入せし a 予•か 
誤謬な b し事を知 b 得た b 今改て河南に®せ.しむ二 
十五號附錄論文屮本件に牴觸する者は他 H 改めて IT 
正すべし 

s > fl 菘錢の存在及0方 



〇寬永淺草錢座に就て 

儀泉敢史 

雜誌货箝第贰拾號及其贰拾登«»:於 X 先輩三上花林塔 
先生は寬永十三年淺草錢座を抹殺すべきものなりとの 
說を述べられた b 依て貧弱なる自巳の藏會に就て之れ 
.が調査を試みたるが素よ b 充分の資料を得ざれども猶 
未だ君の說に服從するを許さ ゞ るもの66愛に聊か佘 
肇の知 b 得たる所を摹げて以て君の示敎を仰： a * んと欲 
t 

君の說く所は寬永十三年の淺草餞座なるものは貞幹の 
錢譜及び之れを引用*したるもの、外は記述なきな b 而 
.して芝の錢座なるものは將軍家一夕の奇夢より起りた 
るものにあらすして# IM 革 fr の大企*1:よりて起れる 
ものな b との事な b 余«先づ兩座に明する記述の知り 
得たるものを11げん 

一國家金銀！8譜に日く、宽永通寶蒐永十三年に鎢ら 


る文字は正二位權大納言光廣卿の笨也とあ b て錢座の 
所在知るベからす且錢鼷眞寫にあらざれは何れの钱 U 
該當する哉を知るベからす 

(-) 貨幣通考に日く寬永十三年六月朔 H 始行寬永通寶鞔 
是時は江戶 i 江州坂本と二局を®き石谷十藏と云もの 
に鑒造せしむご云ふ〇此書は幕府御代官羽田十左術門 
正見の著にして安政三年の草とあり 
三吹雇錄に泰平年表を引用して記する所亦右1:同じ 
四錢錄に日く寬永江芦橋塲錢俗に御 IK 錢又志津摩手と 16 
云ふ此錢字體數樣あ卜極め盡 t ベからす右蒐永十三年 
江戶—橋堪に酱座を建られ(本橋場村神明社の m - 北 
の地な b 今田畑となる猶字して錢座ビいふ座人は秋田 
屋小左衛 SC 末吉與右衛門九田屋文右術門)鋳と.ころの 
«な彡錢文佐々木志津孽書す 

寬永江戶網«手錢右寬永十三年江戶芝網 II 手(後に新 
錢座といふ)錢座にて鎢るところなり{座人は麩屋乂 
右衛門郡司兵右術門な b 此時鳴海兵庫といふもの代々 
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人長谷州壽貞 it 宗覺とぁ b 

〇右錢錄は慕府の御*物奉行近藤守重の著す所なり 
ぼ嫌化嫌類苑に日く寬永通寶宽永十三年丙子五«初て 
錢座被仰付江芦淺草梅塲にて|»る 
A 貨幣秘錄に日く通用級の事 K 永十三年丙子六月銀座 
役 A 秋田宗古に命せられ芝濱手及び江州坂本に於て新 
たに钱座を立始て鋦錢を！14是れを窻永通被といふと 
あ b 〇此會著者不明な b 

以上列鼙する所を看るに lia 家余銀錢譜貨幣通考吹胰錄 
等の諸雀は唯に江戶 VJ のみありて典！！逝垅の位® r 知 
るべからす績化琛類苑は多ぐ貞幹の說を引用.し^りと 


S 可•し且«錄の著者は慕府の畜物窣行たり尤も奠率な 
る錢货學者なれば其記事の明柝なる(:欲し列舉せる諸 
害中尤も信憑し得べきものと思ふな b 而して若の說と]7 
符合するもの U 货幣秘錄 S す然れども余輩は此の薄の 
記事を尤も疑ふものな >釦何となれば此の齊其次1:左 
の ie 事 * h 

寬永十三年秋田{示古 U 命也られ江州坂本京都九條1: 

て鎢る所の餞は今世に耳白餞といふ云々 
其前載の記事と矛盾せるのみならす忘誕の咨 たろ 4 -IS 
る可く著者は不明なるが除 b 見 3i ゐる 人 !/) 作 l」ud め 
雌•し 
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而して彼の芝錢の起席を尋ぬる r - 將簞家の奇夢を天海 
信正が！ PW したる結果所謂禁壓的に說爾.し 7 W ろ事は鳴 
海平廉の由緒書を以て明かなり故 {: 其 lr 品をば將軍家 
の御%1:供す可く殊更に其製作を精巧ならしむる心耍 
あれしもの W 思は6從來芝錢と稱するもの面文に手變 
b 少なく製作殆んど一致整然たるもの乃ち是れに該當 
して比雞なきものたり且奇夢に於て城ょ b 南に當りて 
說置すべきものなれば唯芝のみ尤も正當の所たる可く 
別に江州坂本に鎢鴒を說る事の甚だ當らざろを思ふな 

故に余轚の 思 ふ 所は君の謂 il る 如く褚年錢貨の幣を改 
革す可き大企 H の錢座は即ち淺莩楢塲と江州.坂本に 設 
置せられ芝の錢座は別途(:將軍家の奇夢に於ける禁壓 
的のもの ビ見做ォぺし其開雔以後屢特殊御用の金銀錢 
を箱逭したる1:見ても察知せらる ゞ な b 唯其開 tt の 時 
期 接近せるが故に 種々 の 誤解を招ける もの さらん 歟 
後れども君(7)卓越せる研究は尙好く之れを打破すべき 


ものあらんか 余輩 淺學者流の爲め {: 詳細なる 示 敎を賜 
はらば幸甚なり 

次に事の序を以て呆仙君1:高敎を請はんビ欲す君が貨 
幣 C 拾五號に於て寬永番錢を論する項中に淺草錢 e い 
はる、古寬永の鎖造•期序を述べられしは佘も亦威を同 
じ.5 する 所なるが其次に 

然れ ども寬 永十三年の官設錢座開爐以前の錢と以後 
の ものとは同じ樣な 餞文の 形と 銪法 とを 備へて 居て 
も 一見して そこに 何等かの區別を言は す 語.』 すの間 18 
に推窺し得るものである. 

と云はれたるが是れにょりて見れば當時淺草錢ど稱す 
，る品(:は其內の幾部若くは全部が十三年官错以前 40 私 
雄餞 abvj の如く W ゆ是れ余輩の大<:疑惑を生する所 
希頋くは其何れの級を以て私 II 餞とする哉實物を 
指示して明解を與へられょ且 -it 私銪錢は何時何所に於 
て II 造せら^ i るものなる哉証蹟を摹げて示敎せられ 
ん事を希田；す 



〇扶布に就て(乾) 

杭《«-風室淘 薄 

茲所謂祅布奔•即明治泉譜第三免所 
載 之列國布是。其文字尙撕確定之解 
釋。鍺造年代-亦遒不明。佘小景ハ時 
就 牛 =研究之所得‘公衣於世。奴界諸 
君、如^爲有參软之偎値、則榮辛劣矣 
こ、 t: 扶布 といひます ものは HII ち 明 
治泉譜浪三集に敕せて 山る 列 I - S 1 布の 
亊 です 〇此布の文宇 ^. i だ 値 定した 
解釋もなく*亦鋳造年 Rt 不明です C 
私は自分の力を iM からす、：牛 nw 
究•した上の考をこ、に公表 OAf * 
皆さんが少しでも 御參考の 端に御加 
へ 下さろ m 値 ある もの i 御 ^ 卜？，〇 
なら IJ •私の榮幸‘ と- J る 所で - f 



»J1 
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(1) 释文 布之讀法不同、背文以释作十貨爲較 長。 今 井 氏引洪 
此布面 文、成 謂之商货莊布(見鄭樵通 志)。 或謂之殊布武十演以証其臆說。不知洪武當十錢未电十愼 一柯。 
當十化 (見李佐 賢 古泉滙 )0 或謂 之扶比當 十斤 (見古泉 舊諝所載之品、恐係十淅改刻〇且僦讀作頫 〇與膩 之 
翥話劉師陶 注 〇或謂之扶^ S 折(見今 井貞吉 古泉大 音義皆不相同 

全 )0 其他異說、不勝枚擧〇背文"亦 f 三說〇或释爲此布の面文を释いて•或は之を商貨莊布 S いひ。或は 
十德〇或释十^〇或释爲十愼〇茲無暇逐一辨较〇僅採1 :殊布當十化といひ。或は扶比當十斤といひ〇或は扶布 
各說之較長者、金以己見而客述之 ：|商折といひまして。其他にも異說が澤山ぁつ S へき 
(-) 面文右上爲办字之古篆〇劉師陶倡於前〇今井氏和：|れない位です〇背文の方もつばめると三說に分れて居 
於後。扶古作紡有所據也 、一；ます 〇或は十德だといひ。或は十貨だといひ◦或は十20 
(-) 面文右下爲#字之古篆。翁榭培古泉爱玫云、字書一；塡だといひまして_:々辨駁するの暇もな^^ですが、 
縱橫如辙布文。當是布字象形。其說可取 ：：茲には各說の中でゃ、長れたものを採' f るに私 
3面文左上爲&字之 io 可與魏權帶之當字、互相： I の意見を以て之を畧述します -i 

發明〇以裸漢瓦文之當字、漸相接近 -(-) ‘面文の右の上の字は*扶 S 古篆です。前には古泉 
g 面 文左下爲 -toao 二字之 tt 列 o -rr 爲纽之省 文、 iT 爲 叢話の註に劉師陶•か倡へまして、後には今井風山 
錢之古篆〇此不侫之創解也本誌第二十三號拙著 が之に和しました〇扶の字は古は紡でした から、 
纽字繁照} 據のぁる說です 。 

合 言 之••則爲伽初 so - toaoo 自上及下！！之•舆新？ ( r .) 面文の右の下の 字は， 布の古篆です〇翁樹培の•古 
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(¢9)面文の左の下の字は*十鋟の二字を竝列たのです。 
5=は纽の省文で•其纽は錢の字の古篆です。これ 
は私が劁斛です0本誌の第二十三猇の拙著 M 字软 
を御货下さい 

之を合せて申しますど、扶布當十錢 S な bi す。上 
から下へ讀み下すのです〇干：犇の十布の讀方とは違 
ひま ta 背 文の IK 方は十貨が 一番 善いやぅです、今 
井風山の洪武の十 m 說は採る1:足 b ません•洪武の 
當十に十满などいふもの、^る筈がありません、舊 
譜に4>るものは多分十淅の劁麻.しでせう、且愼は m 
で菊です〇滿 vj は黃も转も九でちがひま T 


か & ioo 同時又有小布！种，所謂四布當十錢者。面背 
文宇合而饋之。與扶布之讀方有別〇 W 布、非布名。謂 
此布四 枚、 可當十錢之用〇桷言之•即此布四枚•可當 21 
大布之一也〇大布與小布之比•屈指計之•爲四與一之 
比。今按其重量、亦屬相當。故其大 者、 命名日扶布。 
劉師.陶有言「醣投壺註"四指爲扶〇是扶字之義、與四 
宇袭同。於六畜爲會意 , - 〇其就此字發明之 功、 爲不可沒 
矣〇且 此布爲新薪十布所由昉〇莾布命名•皆苻取蕤〇 
又有所本〇一顧中瑢績泉志參照)殆由扶布脫胎而生 C 可 
斷言也 

泉 文が 馥めましたが 其? 1 味は どぅいふ m かと 申•します 
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と、扶布とは、其名を紀したもの、當十錢とば其直を 
記したもの、背文の十貨もまた直を紀したものです。 
李佐賢は背に十 It VJ したのは愚民♦か惑ひ易い炉ら重ね 
て中明したものごいひま.したが、窃に以らく當時の錢 
制は不一で名稱も同じでなかつた、例へは莢錢では錢 
といひ、一化では化どいひました(舊說の一刀は誤 b 
です) 〇言ふ心は此布は十錢の用にもなれば十化の用に 
もなるのでぁるぞと知らしめたのです〇扶布といふ名 
の由來は「四本の指を扶といふ」亡いふ意義から取た 
ので*此時のもの1:小さい布がぁります•夫は四布當 
+0 MO といひます*面背の文字を合せて讀むので、扶布 
の讀方とは違ひます、此四布とは布の名ではない、此 
布四枚で十錢の用に當るといふのです。之を言ひ換へ 
れば此布四枚は大布の一枚に當るといふのです、大布 
と小衔との比は、指で數へれば四とービの比と同じと 
いふのです*今按るに其重量も相當して居ます•故1: 
其大きいのを扶布といふたのです〇是は劉師梅 i > 禮記 


の 投壺の註1:四指を 扶とな す ど < i > るを 見付けて*是抉 
とは四と 同じで六書でいふ曾意 だとい ふた•此字の發 
明の功はえらいと#めねばな b ません*且此布王捋の 
十布の由昉 すろ•所で、 縣布の命名も^義の取ろあ b 、 
又基づく所か あると すれば ( vil 中溶紿泉志參照)此扶 
布から脫胎して出來たもの I 」斷 1 r. してもよいでせう 

(未完) 


$、 へ此搁 li 例食出品中 I り攒拔.し) V 2 
® 一初 It . 1 者の爲め跋く敎へんとマ) 

〇寬永四當極印錢 

4*:- 泉吉衬砂. M 出品 





--0元符 ® t 

宽永の四當助錢中•山無背と稱するものを主と•して、™ A 1 

其他の四常錢肜のものに打ちたる槲印錢類は ™ ffim 宮陵泉堂出品 

岩手縣上閉伊邶橋野錢冲 IU 內の通用 M 也 一慶長期の本邦私鍺錢類 (:;£ .して，製作 iw 肉銅色灰黒の23 
盛 IKJ 藩 1 :て大迫(ォホハサマ)所铛の背格字錢•及び™ IR 造な錢である、支 ffli ss の梭鍺たろ ことは 勿論であつ 
南部の無背錢 1 :小なる極印を打込み*山 'rt l : 於て俏格™て*見るから比較にならない下拙錢である 
二十五文 1 :通用せしむ 
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右と同時代の類：： il : 圖の如く平安通寶がある、明治泉 
譜第一集には安南の蓋平安王所鯓と〇て•錢文 i 歷史 
とを照 b 合せて、終ひに鑑別を誤ま製作上の系統 
を主眼とせさりし爲め"右の如な S 見を敢へてした* 
これは今初めて發見された本題ではないが、進規の會 
員の爲めに•平免通寶は安南錢でなく"本邦庚長期の 
私鋳錢に屬す V きものであるといふ注意までに附記す 


〇天定鐵錢 

在天津藤田篤生堂出品 

簦利的だか、奇を傚ふといふ譯だか、又は別に深い意 


味が6つての事だか•それは確かてないが•圖の如き 


不都合極まる锘錢が、頃 B 頻 b に支那から舶来される 
には"非常 U 各地の间好者が迷惑されて居る•聞く所 
にょると 漢口邊 りの鍺物屋から出るのだといふ 
大定通寶の普通 t .11111 を土台として、大の字の頭へ一横文 
を加工したものを砂錢に採りて、造られた論外の品で 
6る、第一天定通寶は元末徐壽輝の錢で•其天啓通寶 
と共に絕体に鐵錢を錤造されてない 
大定通寶は金の世宗代の錢で、製作端厳を以て知られ 
たもので•元來の諸錢には比すべきものもない、年代 
にしても* 約 二百餘年の大なる差がある 
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下 圖ど前の天定士を比較して獬霣なさい 



◎顧選.函 

〇貨幣御變革建白書三) 

貨幣御吹替の傕に付而は當特通用の品領败多御 
座候間一時に悉御礙革御 六ヶ«儀と 奉存候間 先 以袼 
合不相庙 の 品ょり御變革可然と奉存候 
一 It 幣の儀は分量小®なるを以て»;多の品類 相 求候事 
功能1:御座候と奉存候性相宜小贷 に 御製作可 然奉存 
候急速御吹替被爲遊搜奉存候貨幣品類左に 


一丁銀御吹# 

佴此品餘りに性柑不宜候に付當時其 下落いたし四 
民迷惑のま、に御座候問第一に御吹稃可 然奉存 候 
此品吹分純銀純銅に.什銀は上品の銀貨|:製造仕銅 
は鋇餞1:製造什«得ば四 K 性合の無疑感相塙の狂 
ひ等無之自然物價も狂 ひを 不牛寶に皇阈物品の 
基礎と 6 J 相成貨幣製造仕度奉存候 
一古赍步銀 

伹是 II 常時通用^之候銀貨の頬と違性相宜格介+邱 
釣合1:御座候間自然貯隱.し箱候間融通無益の品ご 
相成候間是又御吹# * 1 J 然存候 
一新金贰步判. 

但是は餘6性相不宜鍍金间樣相見候問分拆純金銀 
に什極上 r *., 1 , の佥質製造什度銀は同様銀货に製造什 
度本存候 

右三品吹分新貨幣製造分贷見込左に 
一丁銀小玉銀 
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佴安政度吹立の品吹 f 量了銀小玉嫌合百目に付 
同金割貳分五厘純銀に有之候 
一 «銀目方拾«办五分 
一純銅目方八拾七匁五分 
右旄銀新货浒に製造仕壹兩の目方六匁附に製作仕候 
割合見込左に 

一銀 C 拾五兩通用の品 此目方百五枪目附 
一銀拾兩 同斷 此目方六拾百附 
一銀五兩.同 P 此目方三拾目附 
一龈贰步 同斷 此目方三匁附 
一銀壹步 同斷 此目方壹匁五分附 
一銀貳朱 间斷 此目方七分五厘附 
i 金朱同斷 昔方三分七厘五毛附 
佴右査朱の莪は餘 b に小量に相成候間是は別»:品 
位少々劣候銀錢多 fi の品御吹 -Jt 通用可然奉存候 
一銅錢御吹立 

佴是は右吹立候艉《に而五拾文«製造の槙>尤も 


m 方三匁附出來の見込 

右丁銀御吹替の儀は當時相塲甚下落に御座候得共凡 
金壹兩に付買入平均八拾目替と見積り吹立內譯左に 
丁銀量目八拾目， 

此內龈拾匁 全純銀也 
鋇七拾目全純銅也 

右純镢を以金壹兩通用の目方六匁の割合1:而 
金壹兩は永六百六拾六文出來 
右製作の费六分掛りと見込壹兩に付永六拾文掛り 26 
見賴り此步一永百文也 
差引永五百六拾六文全御益 
右 M 鋇を以目方三匁附五拾文《吹立 
ft 歎^拾三枚三步出來 

右製作入费三ヶー掛卜の見込此代三百八拾八文餘 
差引七百七抢四文 全御益 
银鏑ニロ仓永五百六袷六文 ！： Mr 
• 錢七' ft ' 七拾四丈 
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と禎り金壹兩 VJ 永三百九拾三文九分三厘餘出來 
右製作入费费兩に付永六拾文掛 i 見込此 R 永八拾 
三文六分三 M 五毛 

差引永三 n 拾文) K 分九厘五毛御益 
一新余貳步判壹兩分目方赍匁六分 

右買上げ代金百兩1:付百五兩此双替壹兩に付赍兩 
五分贰厘三八右を純金銀に吹分內質左1: 

•純金四分三 M 四毛二八三 
純銀#匁〇八厘九毛五 I 七 
右純金を以新貨幣製作是は萬®貨 * 之規則1:倣ひ銀貨 
被の十六分の一と分 1 ; 相定め分勞：兩分目方三分七厘五 


} 金五兩通用の品此目方登匁八分ヒ ;qa 五毛附 
一金拾兩通用の品此目方三匁七分五 M 附 一 
|金戒拾五兩同斯此目方九匁三分七厣五毛附12:1 
一金五拾 M 同斷典 H 方拾 A 匁七分五厘附- 
一金百兩 同斯此目方三拾七匁五分附 
〆 

右百兩分買上げ代金 S 五拾兩此目方百六拾目の内純金 
四拾五兩六分を以新貨幣金壹兩に付目方三分七 M 五毛 
附の荆合を以此代金百式拾壹兩と永錢六百文出來右製 
作入费六分掛りの見込を以金七兩と永贰西九拾五文差 
引金九兩と永三百五文御益1:相成申候 



右西兩分吹分純銀目方 W 拾四匁四分新 it 幣銀壹兩に付 
目方六奴附の割合を以此代金拾九兩と永六拾六文出來 
右 M 造入费金壹兩と永百四拾四文差引金拾七兩三步を 
永百七拾式文御益に相成申候 

金銀ニロ合金«;拾六兩三步と四百七拾七文 
右に准じ古贰步判古貳朱其外是迄通用差留に相成居候 
金銀其^質の位に應じ疽增御買上げ1:相成右分量の新 
货幣追々御吹立に相成候樣仕度尙以_製作所御取雄 
幷製造手段御入费操出し方等難通筆紙塲合も御座候間 
御沙汰次第演舌可奉申上候先者貨幣製作の分量而已不 
取敢取諏奉申上候以上 

慶應四辰年正月 三浦乾也 

〇寬永異書彫母素銅錢 

是は水戶錢の記事中に 在 b たる、 明和木崎背久の彫母 
錢と"一つの包紙中に「夫婦錢」と書かれて、小深家 



に保存されしものにして嫌字大澗緣の異書錢なり 
錢文餘 bl: ili 細に彫 b 浚ひられたる•か爲め、終ひに未 
使用 して、 目的を運し 得 ざ b し類に瑶すされど砂范 
に活用さ ifi たる 跡を存する 1: ょり、 他 H 子錢の出現あ 2 S 
ることを期待す 

〇咸淳元寶の背九 

南宋の背番錢は諸君も御 承知の如く、淳熙の柴ょ b 成 
淳の八迄を以て一揃ひと稱し、總數八十八枚を算1-、中 
に嘉定の 十四までょ- 〇なき者を、十五十六の 紀年 ある 
•か爲め、之れを加へて九十枚と爲す人あ b と聞く街し 
嘉定の十五十六 {: は鎢造なし、それと 同じ樣に最後の 


Digitized by Coogle 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



度宗咸淳は元年ょり十年迄め b て•其八年の鍺窀を終 
りビしたれど•九年の初め»:於て大樣なる母錢のみを 
鍺造し、通用錢の發行迄には至らざりしもの、如き 優 
等の品を希 {: 存 t る事あり • H の如く優大端正の錢也 

©0 


光中大室 VJ 景进大 宝 >」は、共|:其寶字が«进されて俗 
に玉寶1:成つて居るが•景盛も光 中も 其 通 寶錢には 客 
衩の者がないと* 先頃出品 評期 中 i : 記して S いた^が 
今回田頭君の蒇品 中 1:•光 中通 寶の畧衩錢がぁつて、 
現品の送附と间時1:注意がめつたから、喜んで諸1?に 
報告•し•併せて藏主の好意を謝す次第である 
要する1:氏 M 雑誌を 精讀 せられて、熱心に意を注がれ 
た M 果に外ならぬことで*#幹一间よりも豚く敬;£を 


〇光中通寶の玉寶 

今治田；？ fl 仙泉出品 



〇七福小判の til * 說(四) 

〇守神小判 

此小判は前條に述る如く後妻の迚來る子異父よ b 守# 
の金を讓6猜て此ものは fll 锌りたる ゆへ か顏形志とも 
兄とは M 白の違ひにで男よく生得大器1:.して金錢片時 
も手に持事^成されども！心は iLl : して異父よ^'敎を 
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. 不輕守神の一兩を守 b となし暫くもは fr 身を放？す大 
切に持たる孝心(:や諸人1-愛敬有て金銀錢の才覺に妙 
を得無心したる人に斷りを受けたる事なく融通心の値 
なれば其身を始め一類ものたりとも聊不自由の事はあ 
ら L : 扨諸方ょ b 借たる金は數多に積り返す期に至りて 
も心1:も不懸かしたる人來りても申譯すべしとも不心 
附小兒のごとしされども諸人に愛きやぅ深く天性德6 
る生れにや此人になん沪しあたへし以後の不思議には 
金主毎1:次第金銀の融通よく幸ひ來 b て財寶を得る事 
寄牀の妙實なりとて後々は4もごめて金錢を我家»:納 
しとなん中 1) へ b 依ては大借たる人 ii 此守神を所持す 


n ば其勞をのがるとて七；關第七の寶となすょし承也 
右 七： 糊の小判を揃て持てば惡魔を拂ひ富' ft 离鯧來集 
して 子々孫々其家末代迄の繁榮限りな L と 傅へ承る 
浓之年来所持する商家など樣々見る1:其家に榮ゆ I る 
事不思通の事なりと申 あへ り (完) 


◎餘 興 

〇競 鑑 ' 

次ぎの題 _ 二 




一は大澤.阿部'^田の三君外數名には三材 > w 部 
二? r が正解當*の結果 (-) は大澤 L 一は大 R の阿部 
二君に贈輿す 

前錢の解 

!淳熙元奴 


© 


二東國通 W 篆書長冠資 




㉝❹ 


◎質疑應答 

〇再び貝貨(:就て 

大 R 半 文 生 

货幣第二十六號|:瀨尨氏の親切なる御敎示が打レまし 
たが、4れに就て生の意見を申上ます 
n 貨は海產動物學又は水產 H 說 1: ょれば、资 M I: •して 
子安貝に非す*雲南地方の產云々ビぁ b しと記 M す、 
他の見貨の分布のエ众にても*同地方ぁたクの者なら 
んか 、海 樓勤物の事故*移住等はなき {: 限らね ど、 只 
貨の通用を支那古代とすれば、東洋通史にパミ—/^高 
源は東方 1:向つ- r . 较漫なる傾斜をなせ b 、 古代の潢族 
は自然の地势に從ひ•其困苦なる移勒的旅行を給け、 
今の新腿の南部を過ぎ、*河上源の峽？取支邢 
本部陝两地方に入り(中略)黄河の長流急 U 北<:姻る 
所1. その 居住地を定め云々、 と 1) り、漢民族の Alt を 
珍屯 T る11尤もと云ふべし*それから交 M も禹の洪水 
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を治むる十三年を！#-^たる程度を考ふる|:、貝貨を供 
給するには相當の苦心を要せ•しならん*それから貝貨 
.の通用も學術的に案を建てたるものには非す して、 自 
然に交換よ b 通用といふ方面1:邊りたるものならん* 
寶貝と子安貝とは違ふにしても、近似品 vrt ば共1:通 
用せ〇ならん*要は得易い•得«いの程度网題にて、. 
支那の古 ft にては得難きといふ方か適當す 
こ、に一笑話6な.， 

先年或る大成金某•大ひ•に古泉备集す、«商競ふて 
珍品を納入す るに •某 Br 、 こんなに 澤山有る U 何が 
珍品な • 


〇會 報 

〇山口縣の金堳物に就て$律の後藤茂助君より其寫 
奠を添えて詳細の報吿記事到着せり、次號に登栽.し 
て諸君に報せんとす 
〇本誌 II 附錄を添附し發行す 


本誌定價及庚吿料 

一 冊 定價金五拾设送费金贰錢 
郵券代用一割增 

(一 頁 金五圓 
庚吿料一半 頁 金.三 圓 
(四分之一頁 金一面七拾五餞 


大正 十 年 七 H 廿九 B 印* 

大 1 E 十年 八月 1 日 »行 

柬京市神01區五奸町1番地 

2 I $% E 信 一 

寒京市神田*抽屋町 三十 番嬙 

diH 者 高檐與四郎 

*• 京市神田 U 北乘物町 三# 地 

.印， H 所 万. 文 堂 

東京市深川 K 靈岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

鸞括木所11111五三* 
東京市神田區五軒町一番地 

發賣所 駑田寶泉舍 

電括下谷七五九九番 

取大阪市南 Ml 問 S 町 下間寅之助 
_柬東市下»籩竹町十三#地 帝圃；ブ研究所 


Digitized by Coogle 


32 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



Digitized by 


Google 


Original from 

― UNIVERSITY OF CALIFORNIA 





❿貨幣蒐集研究家への福音， 

貨幣の拓本製作に最必要なる極上質柔軟性平ゴム板を一個宛特別 (: 製作したるもの 
なり。使 川屮毫も 移動す る こごな く*樂に 美麗に 印刷し 得らる は本品の特色なり。 
左の價にて諸兄姉(:提供寸。 

石 h 甲三號堅六寸横五寸厚サニ分金壹圓 
«本ぎ#四號竪八寸五分横六寸厚ナニ分金貳_ 

一時に五個以上御注文の埃合は五個毎1:仝一品一個特に無代進呈す 

東京：下谷竹 町 

帝國スタング研究所 

振瞽口 iE 東京11五五八五番 

〇世界各國ょり白金•金•銀•銅•鐵 •» 銅•硝子•アルミ-ーゥム•セルロィド等の貨幣約四千 
種及外國紙幣三千種新着。一枚々々 (: 値段を附し御希望の品のみ御抜取りの出來 
る 便宜送達 販賣 法にて御頒ち致します。御 希^の御方は 御 申込み 下さい。 a (: 御 
送り致，します。 

曇供物や瘼菹品は一枚も取扱ひません〇 »安心して御入手*>出来ます0 
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會傅幣貨浑東 
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◦貨幣 运參1號) 


目 次 


@論 說 

口本最古の貨箒を 
〇論じ和同两珍«の：；：第四章. 
新古に及ぶ一承前) 


i 庵 !. |頁 


〇肉£は餞の耳か . 向陵 . . . 一二頁 

〇水芦背卜宇當四錢の研究：：(下).…花林供.…一三頁 


@顧選凾 

〇货幣御 il 革建白書 ：！. (其三).. . 

〇裏の X - 1 (明^^譜第二集月旦)！： 
〇 長府鎢錢之遺路發掘記：.•(上)….佐野英 山： 

® 醫疑應答 


〇 K 物論韻泉俄史. 


五頁 


〇霣 開， ：.：： 一地方*員. 
〇其 答 . 理事 . - 

01君に鋒答へ，：…：呆仙…： 


〇常平通寶の木型. 


〇寬永十萬坪の無極印酱. 


一七頁 
一九頁 
1一〇頁 


® 投 書 

〇柳井津の無文錢といふ發掘品：：門外生. 

◦庚吿其他 . 
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二三頁 
一一六頁 

二九頁 
一一九頁 
三〇頁 

三一頁 
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掘發近附寺苑覺府長縣口山 

萡 i ? 珍開问和 

藏庵藪深井藤 
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貨 幣 第參拾赍號 

fc 

◎論 說 

〇 日本 最古の貨幣を論じ和へ，^^ 
同開珍錢の新古 {: 及ふ 

藤井深藪■庵 

◦第四章文武天皇四年ょ b 元明天皇 
和銅二年に至る間の事情 

前章に述へたる其鍺錢司を is きたる地は歴史 {: 明文な 
くとも•必ず今の長 P 1 の阈嫂浦郡長府の锻苑寺附近な 
らざ る'?からす*如何となれば此長府は往古仲哀天皇 
熊襲を征するや、行宮をこの當時の盌捕|:锌み、徒御 
八年にして崩したる迫跡に*して後阈府即ら長門の首府 
をこの行宫址 I: 蹬きたる It * 上古よ-^*畿内 M 方から 
筑前大宰府を經て朝鮮支那に通する圾も两國寄6の耍 
地にして、當時唐人及び韓人 等の；：： 本に來るらのは主 


として太宰府附近より外に來らざりしな6、丁度後年 
德川政府時代には外阈人は=本唯一の交易埸なる長崎 
1:枭6、其交易品は泉洲堺、乃至人坂商人の手を經由 
して U 本全國に頒布せられたと同 C く、乂明治維新後 
外國人の內地雜居を許されたりし後の今=1:ても外國 
人は槪して横濱神戸に居住し、大坂東京の商人はこの 
外國人と取引.して其商品を：：：本全^に頒布.し居ると同 
樣なり、而して此長府は地勢上#戶橫激 I :對する大坂 
東京に努減た？し位蹬にして、其鍺錢に_する技術家1 
なる唐人を招集し、其銪錢原料(:も支那朝鮮よ卜太宰 
府に輸入〇たる銅及錫を W 人れ、又中阈四國附近より 
僅かに產出する銅鉛を集中する(:も M 便利な4土地な 
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b * 只當時以前 u 支那ょり输入•し帝都附近に在 bf 2 る 

闋通元寶錢を鍺潰すぺく此地へ運搬するには稍不便な 

れども、他の便利と匹敵すべきにもあらす、故に此地 

を鎮錢地として 51-- ひたるは適當の所置な5¢考ふ . 

現に(口繪)の餞笵は其覺苑寺の土塀の崩潰したる土 

中 t 出てたるものにして EKMMfoll ! 
00000 〇 〇 oorQ ooeooo% 

したるは爭ふ < からざる ¥c 剪 リ b 尙此薄錢所は天平 

年代に至る迄和同開珍錢を鍺逭したるは事實なり天平 

二年三月 

丁吾周防國能野郡牛鳩西汀、吉敷郡達理山所出弟ボ 
加冶煉並堪 ; a 用、便國梂冶■以充1門鎢錢，幼 IEH 
とあるを見ても分明な b 

扨又當初、唐の開通元寶餞を鎢潰して和同開珍餞を鎮 
造したる證左とし T は一は從來和同開珎餞を發堳せし 
も©'、中に曾て颶通元定錢の混在したるを聞かす、二 
は支那にて t 數度前设を改 Iftt たる歷史あ b 、 三には 


開通-兀宅铎を._し和同開珎餞どな t ときは一個に就 
3一分六遛强即ち一割八分四;1の利1ゎるは左表の如 

*し •••; 

開通元寶初鎗最不傅世の八個の量八匁三分五 II 

iW の跫一匁〇四 M 三毛 

.机同開珎の最も S きもの三個の a 二匆六分四 M 

一個の®八分八厘一毛 

又茲に一例を取らん、此開通元过錢は121 ? JIS 5 
lal : 杓八 H 肸年傅世後四71餘年間土中明治末年發堀 
されたを硫酸にて銹を洗ひたるもの七十個の量五十 
八匆 一.個の量八分二厘八毛 
和间開珎無疵の者七十個の總量四十一匆 

一個の m 五分八 rl 五毛 

右の如く て當時-11較1 _§--¥*£ 物價 •！ 

鑄す“ *1 其利益莫大なり 

豈んや唐及朝鮮ょり鋦及錨を輸入 L 餺錢せば更に一層 
の利益なるは勿論にして、期くなすには此長府の地最 



も適當の 地な* X ば*日本最初の鎗錢地 どして » からざ 造！ E 頭を攝行 する 事 ざなれも、 即 t > 造幣局は更に|級 
る所以な b t 席の長官を頂くこととなれ卜、豈酷似したる ft 照(: 
かくて愈和同開珎錢の鎢造成 b 帝都へ搬入するを得たぁらすや 

るは文武天皇大寶-兀年ならん*如何となれば帝都なる是よ b 先文武天皇四年周防國にて船を造らしめ"大•致 
中央政府1;て U 貨幣即錢に關すろ事務を執るべく大寶元年正月丁酉栗田朝臣典人等を遺唐使と爲し*四月乙 
元年十一月左の ( T : 命をなしたり ：|卯遣唐使等拜朝し、五月 a 卯栗田具人節力を授受し" 
§:lo f ° lofROl §: Io 0 - so TO!s 9 ifo 3 EO ' § s : TO § fflo 大宝一一5ハ月乙丑漸く筑紫ょ4船し唐に向 ひ、 翌々 
〇〇〇〇-.〇〇〇 -" :裹雲元年秋七月甲申唐よ b 歸りた\此使節の役目の 
習命 UIS ::中には或は薄栽原料なる解錫を麻求する條目もぁ-な 
この紀事は從來货幣に關すろ省藉に見ざるものなれど：らんに*時は唐1:ては顳聖十九年にして、武后國政を 
も、余は斷じて貨幣即ち錢 I :閟するものと認定す*即：-執り國を 周と 號〇 * 天樞九鼎等を 鎢 て銅鐵を蹇•しれ.〇 
ち直大肆中臣意美麻呂より一級上席の爝努王を銪錢司二後な rv は、或は目的を達せさ6やも H られす、併し H 
の上に®きたるな 卜、 明治の©幣局に於ても其； 如く、 本の貨幣の惯は唐國よ b 非常に高貴なれは*或は成効 
明治三年九月銅貨を試 製し、 績て新銀貨を lim し*翌せしやも難計り*萬 7 >の時に初めて和同软を鍺造し 
四年二月十五 R 開業式を行ひ、同八月金貨の鎮造を關たるものとしても和同元年銅錢鍺造の記事より滿四ヶ 
始•し•萬事其緒 •: 就きたる其八月五日には艮官馬渡浼年以前の事な6 

速は造幣頭より造 瘠權 頭に下 6 租税頭伊藤 F 9 文は新 1: 第二 章よ b 以後の余の說に して 首肯すべきに足る もの 
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0000000000 aololooJOoooLO 
とせは"卽同開印な s 錢に和同年間以®に鏑造せられ 
|:い^«) 0 じ© 0 &$ 0 40?^や而して其和同年間 
以前1:鋳造せられたろ和同開 EK 餞は(第賫 H ) に示す 
如き其製作*唐の開通元寶の初鑄錢 r . 酷似した6最も 
端麗にして、從來の古餞家が新和同鉉と稱•したる稀類 
のものなら ざる •へからす、而して此型式のものは天平 
年間迄長門*近江及周防にて鎗造せ b 
降て元明天皇即位の翌年 

和銅元年春正月乙已武廉國秩父郡獻 H 和銅『詔日中略 
東方武藏國爾 0 °か你咖細 ^ otijoffio 止奏而獻焉此物者天一 
坐神地坐祗7>相 sits 奉13健奉事爾依而顯久出£寶爾 
在 ggih 神隨所念行須是以天地之神乃頭奉瑞寶爾依 
而御世年號改賜換賜§久詔命乎衆聞宣、故改- - R 雲五 
年，而和鋦元年爲而御世年號止定賜云々51 

の詔 t た- 0 0 0 C 〇〇 0 

云 ふ迄 もな く*此年號改稱の意味は自然作成の和銅の 

產出して喜ひの除 b 命名したるものに6て*從來諸國 


より献上したる銅は酸化銅-炭酸鍋、硫化銅、にて非 
金诞と化合し*且つ他の鑛物と混合したる鑛石のみに 
.して、製煉を耍せざる純金 M 即ち「メタル」を獻上し 
たるは始めてなれば、天^の喜ばれたるは無理からぬ 
ことなり、而して余は其和銅なる言は、往々鋇鑛山の 
露頭1:近き部分に稀に見る自然鋇のこと、考へろ、若 
し自然銅にてあるなれば多兑あるべきもの1:非.-すし 
て、天皇の喜びは糖^びに終りし事と考へ得られる、 
世界に於てこの自然銅の產地は米國「スペリォル 」 U 
限 b 日本に於ては荒川銅山に於て他の繽石と混じ僅 U 
採掘せらるのみにて*决して多量1:採取せらるべきも 
の1:非す、文武天臬當時對梅鼷より金を貫し大寶 S 改 
元あ b し*それよ b は更に心細き事1:して、文武天皇 
當時異形なる雲を見て ft 雲と改元したると一般ならん 
と考 へられる、然る1:後世鑛物學に素養なき歷史家及 
古泉家は#0年&&«0哥を10き又銅錢を發行した6を見 

v ."o>§osofcfo i fo loi§ iotos 
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.! < o®oc>ofros »io 知^ o s 0 敗和な f ) c 、 却て他の諸 H ょ b JR 
上したる鋇鑛の中に*多量(:產出し有望な^ものぁり 
しならんと考へらる 

序に鎢金術に暗き古銭家に銅錢鍺造に就き一言したき 
こと あ b 、そは鋇なるものは捸融に際し甚だ%動性に 
乏しく、 これ 1:.錫-] E - 鉛-ァル，、-!ユーム-金等-0嫌 
分を混合せざれば鍺型に流入せざるもの1:して、中古 
亞鉛の製煉發明せら*1眞馀なるもの、なき以前は鎮銅 
には必す錨を用ひた6故に如何に多量の銅を生すると 
も*錫を合金せ'3れば緒錢するを得す、少なくも二三 
パ1セント以上を混合すべきものな-^、而してこの合 
金を靑鋦或は唐金と稱す、文鋇餞に多少鉛を含有した 
S もの多 C 、 これ鉛は廉價なるもの^れぱ增量の意眛 
にて加鋳した V 0 ものな b - かくの如く古は餳は鍺錢の 
最必用 M 料にして、文武天皇四年1:丹波國錫を獻じた 
ること 歷史にあれ ども* 劣 *{: 產出したる形跡な し、 
故に當時鋇は n 本 f : 產出•し^るものあらん も、 錨は支 


那ょ 611 入を仰ぎ.しなるベ.しと余は考へる 
併しながら此詔中の自然作成の和鲖なる意眛は鉍を含 
有せる銅即ら唐金のこご/ i ろやも H り難*し、如何とな 
れば谷稀銅鑛の中に鴒鐵を含有.したる硫化礦*5•こ 
れを黄錫鑛と稱す*この黃错鑛を製煉すれば銅及鍚を 
得べし•今 m は黃铋鑛は鋦及錨を分解して市場に送れ 
ども*當時は冶金術の幼稚なる時代なれば、この黃鍚 
鑛を熟し硫黄を分解し*鋇錫に少量の锇を含有した6 
合金即ち不純^る唐金を還元し得て献上したろものな5 
るやは疑問なり、この合金を和銅即ち和合したる銅と 
解釋したればごて决して不當なる言にもあらざるベ 
し*如何せん千贰百年前の事なれば何れとは明言し難 
きも多量1:產出したりとは考へ得•へから t * 

何れ1:しても、和鋇なろ年號は和同開珍錢鋳造後の年 
號にして*和同颶珍餞には關係なく* ロハ後人を迷はす 
年號1:•して、支那1:ても唐の高 m 武德四年記に 
唐初行 S 元通寶餞 S 批 W , 代通艦 e ‘ 十九 


二年 ( g - Tf ) 廢五铢錢行開元通寶设 ■ 通* 

の明文 S 史にな くば、 開通元寶錢は其九十年後の $ 宗 
開元年間.1:11造せられたるものと誤解せられ•しや必然 
な b 、 又和同開珍の酱文は人の親睦する意味の dfcrp 語に 
して*こ の事は先肇今井風山翁等の露骨に稱邋し其古 
泉大全に記戴したる如くなるべし、而して其和銅元年 

こ i 、 

■n fev 

二月.甲戍(十 I 日)始置催饋餞司•以從五位上多治 
比典人三宅麻呂„任之 staa 

の記事ぁ b この催鍺錢司なる官は、文武天皇大寶元年 
以來銪錢事業は官營なる長門圃鑛设司に於て七年前ょ 
b 銅 S を鎢造して成功せるに*銀 ao は彼の振玉の in . き 
不钵裁のものなれば、これを改籌して鋇錢同樣なる圓 
孩方孔なるものになさんと企 H し置きたる官1:して* 
其原料銀は纔て帝都附近に集注•し居り*これを官營な 
る長門鑄錢司まで運供せんには、途中盗 II 等の恐れあ 
6-、又«なれば難破の危險ぁり、見っ往復の手數ぁれ 


ば*帝都附近にて鍺逭 する は甚便利な—又數量に限 
b ある瞄時の事業に•して、普通錐錢司の如く外國原料 
の購入、又は H 本各處鑛山の監督•其他 M 料配合の技 
術等、供雑なる事務なく、 R 鏑錢技術あれば足る事茉 
なれば*政府はこれを人民に受員はじめ、これを催促 
11 wlo すれば足れ b 、 故1:多數の官吏を置か t * •初めは 
國庫1:ある銀を請負人1:波し银錢を薄造し"從て鎢造 
成れば民間1:ある銀玉と交換•し*繰返してこれを鎢窀 
發行すれば足り、至極簡單に•して"器械の如き長門錯 
錢司のものを換逭し•職工等も其熟煉のもの一二名呼 
寄せ、他は帝都附近の鑄物師を呼集すれば足れり、故 
に鎢«司外に別に此官を置き肽|:事業に着手し、直に 
製品を發行マる事を待たるな b * 即ち催薄錢司を置き 
てょり滿九十 H I : して同年 
五月壬寅(十！日}始行：銀錢一 If 
この；!て像设を行ふの始てなる文宇に就き世人は往々 

HOro-coso-corc&feoLO 、 顯宗天皇當時の —は 
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勿論-如何にし 1&«0ひ ll °3 gs & xo 齡 A 0+0 一。- 

して其意味に非す、其 Ao + O 日 slo 二月十 - H の催鏑餞司 
sotossos い、か < Q 如く解すこれ t 
腠史に對する濃霧は漸ぐ睹れ初まるべ•し、又始て和鋇 
元年に錢なるものを鎢造し、其錢は銀钱なりとして* 
これにて和銅なる年號 S 和同開珍なる餞文と關係あり 
と言ふ矛盾說も消滅に歸す•へし*併しながら余はこの 
鈕餞は無文«にも非す、銀玉にもあらす馇に和同開珍 
の文ある錢なるは認むるものなり- . 

七月丙辰(二十六 H ) 令 近 江國嫌+銅錢 ±5 igb 
これは 帝都附近の河內國 にて 銀錢を 鋳さしめたるに 稍 
良好なる 成 跡を寒け 得 たれば* 造大幣司は更に 銅 餞を 
も 席都附近に て鍺 造せ しめんと、 鋇錢 鋳 isl : 最も 便利 
なる地を物色研究の結果 •近 江國は舊來鏟 等の 鋳造地 
にして 其工人も あ^'、 又 外國產の 銅、錫、鉛 等の 運搬 
にも淀川の便利あり、翌々三年に谌郡すべき奈良よ b 


も程遠からす* g 督1:も便*!なればこの地を撰定した 
るものならん*而して其位|£は媵史に明文なく、且つ* 
長円 li 錢司跡の如く«范等の近江阈ょ6發掘せられた 
るを聞か3*れば、確言はするを得ざれども*余は今日 
の9|0^0#近ならんと推察するものなり、如何ビなれば* 
當時の阈府(今の縣 B ) は今の勢多橋本衬の邊なりと 
は*倭名類聚抄〔伊呂波字類抄•近江國輿地志略等 U 
あ6-、膳所はその附近にして、官吏の監督•舟揖の便、 
最も好位贤にして、當時の鍺 II 所は長門1:あれ、周防*' 
にあれ*河內にあれ皆國府附近なる如きに鑑みれば動 
しがたき樣考へらる"尙膳所は錢所に通じ他1:意味な 
き限6は一の立證ともなるベ I 、更に一^とすべきは、 
從來湘田撖 S 稱して勢多附近乃至其下沬ょれ端鹿なる 
和同錢の採取せらる、 ことな b 、 これにつき從來の傅 
說には * 勢多橋を通行すろ旅人が往來安全を水神に e 
b 赛錢としてこれを水中に役入したるものな 6との- 1 JS 
あれども.當時の鋇錢は驚くべき 高價な るは後章に述 
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ぶる如くにして信を措き II し*余は膳所にて « 璋した 
る諸栽の運搬中等 U 何等かの炎 II の爲 U 水中に沈沒し 
たるものならんと考ふ.加之この瀨田堀錢は皆«麗に 
して永く使用せし形迸なきもの、みな b 
以上の說にして然りとすれば此膳所の鏤錢所は明時の 
小規換のものに非ずして、比較的大規換のものにして* 
全部日本人の手にて銪螫せられたる I 、其器械及製造 
法は長門鋪錢司の型式を全部採用し、從來所謂新和同， 
錢なるものを II 造したるものな故に其 II 逭に取掛 
b た. 0 は數ヶ月乃至一二年 -£?> 後の事ならざるべから 
す〇而•して何時迄雄續せしやは S 史に明文なければ考 
る能はす 

八月巳已(十日)始行鑼 jsg 
この：!て銅钱を行ふなる記事も五月の銀® {:» す始め 

て-〇同じく、 mo»o«oI&{:o«oforoso s & so io llo い 
Tolofeoros-coso^cgto 、 xolfcoissi# 
M 1 。?〇 .& 0 〇|:〇 £ 〇 〇: 〇 0 〇 2: & LO-co i 如 K ro るもの 


0000000 000000000 〇〇〇 0000 

とは別種にして、河內國1:て振錢を瓣 f したる堪所に 
TOsaoi ^ ffloLOio ^ oLOsio^s い、如何 e なれ 

ば七月近江 H に令した'る日よ b * この銅錢發行&の日 
數は + OKO 0 OMO なり-近江國の國府迄は、當時の帝都雅 
原宮(大和高市郡にて香久山•耳梨山•故火山の中間 
にて今の鴨公材にて高殿、醍醐附近)より順路十八九 
里あるべ•し*即ち三日路にして*往復1:六日間を養す 
ベ.し•十四=間よ6六日を差引八 H 間は*如何なる準 
備如何なる行動をなすとも、成數量の«を II 造するこ8 
とは 不可能なこは何人も首肯す•へきことなり、故 
に|〇<7)〇#!〇°*〇0〇4^-§||〇&な\而乙て近江 
の鍺錢所 t : 於て鑄造を M 始したるは、®和同二年八月 
後ならん i 察す V き理由 あ\そ* i 後 1 : 述ぶべし•然 
らば この鋇錢及银錢は如何なる形戕のものなるや、余 
siocoH 0 一?〇和 MSSMiigoiKlo 
ooooooooooooofoo_ooo;ooo*JOo〆 
蘇 me 揮に同型を存 する ものを指定するものなり而し 
〇 〇 〇 〇 , o'o;:o,otolo;oiolo.oio>o l ofoto£)oLOlofo 
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す 6 表な b 而〇 て dt 私鍺银錢は發行後間もなく行はれ 
.しも*銅錢の私鍺は行ひ得さりしは、翌和銅二年正月 
の詔令1:て知る v し即ち 

壬午{正月二十五 B ) 詔闕家爲政兼濟居先去虛就 K 
其理然矣向者,1°銀錢以代前錢又銅錢並行、比奸盜ぶ 
利私作濫鋳紛亂公錢、自今以後私鈦銀錢ボ其身沒官 I 
財入吿人行濫遂利者加杖二百•加役常徒"知情不、吿 
者各與同罪^ «8 an 





1 


tos 伽 so 雾 1 :〇裝い品迄 1 |»:〇»〇-^ 0 〇*6〇む當時の人民の5所にぁ1め1たるもの 

SOS 4 SOP 0 O ^ O«)O •銀錢を頒ちて Ifloflo に代ふ、又鋇錢な办、又和鋦元年に發行したる銅銭は、赝造は易々な 
並び行ふ、なる語を云ひ代へれは•鋦錢は銀錢と共にれ ども 、 R 造するな rl ば*銀敍の方利益なれば K 造せ 
通用せしめ-銀銭は前のものを療し•新銀錢を發行しざ b しなり*故に銀錢療止後* i 鋇錢に徙6たるは後章 
た b となるなり*然らぱ和同開珍錢は、和銅年間に始 I :述ぶべ.し、而して銀錢 IP 5 造の利益なるは、前の銀錢は 
て發しものにあらざるを裏赛したるものなり、即.不恰好 U して S 目不定なれども槪して重く、和同 ft 錢 
ち余の說に賛成した S 詔捂£見て過言にあらざるベ-は量目畧一定し胖裁美なれども量目少なく*これを改 
.し*果して然らば從來の歷史家及古錢家は、余以 T の 一： 鍺〇て利益なるは、余の所持する和同銀餞八俏の總量 
智識/ i るか、將又其事に不熟心なるかならざるベから：：十二匁六分*これを平均すれば一個一匁五分八厘な>10 
す、從て先輩の言は万古不滅の如く考へ届たる*彼の一これを第一 B の銀玉四匁二分と交換せんに其利益の莫 
弄錢者流、乃至は先蒙の«尾に附し雷同せる古餞家の一一大なる•奸盜利を遂ふは理の當然なり、加之銀玉に比 
憐れさ加戚は * 悯然と云ふも愚かなる•へし 一較すれば美術的なれども臨時的急造の鎢錢所にて且つ 
扨て此詔1:ょれば何故に銅«には私鑄なく銀®に限り人民輻湊の帝都附近にて鍺造せしは盜鍺の手本を^し. 
て私鑄あ b しかを研究せざるべからす、余は鋇餞に當たると同様の所置なれだな b 
時私錶なきは、彼の唐の開通元寶式の和同錢は、今日次に歷史に顯れた4記事は其三月 
一片の紙に印刷せる眩被を赝造する能はざるビー般 U 甲申(二十七 H ) 制凡交關雜物其物價 * 銀錢四文己 
て、其原料は些細のものなれども、其技栴の精巧な6、 上即用一-®«、其價三文巳下皆用七錢一一 J IBB , 


Digitized by Coogle 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



右は&府1:符利に乙て民間にて盜鎢に不便なる銅嫌を 
奬勵したるものな然る*:銀餞の私鏞尙¢4-行れ (. 
れば止むを得す其年左の令を發した b 
八月乙酉(二： n ) 瘵銀«一行鋇錢、大政官處分河內 
錄餞司官屬賜祿考 s - 一^^焉 _ 

右の記事に依れば銀錢の官鋒は十六ヶ月間 {: して鋇錢 
の鎢适は十ニケ月の內に僅かに副業と•して鍺造したも 
のな6、故に{第二圆)の銀鋇錢は今=:存在少なく殊 
に81钱の希少なろは當然なり 

而してこれ等の錢 U 河內鎢餞司1:て鎢造したるは憧に 
して、其堪所は當時の都*藤原宮に便利1:して且つ水 
運に便利なる河内の都會ならざるべからす*この意味 
に於て余は大和川流域なる道明寺附近の國府を推鹪す 
るものな b •若し大和川よ6所謂古和同錢を拾得し fz 
るか、阈府附近よ b 其鎢放〇錢乃至不具錢を發掘せば、 
余の說を裏<するものにして確定的たるべきものなり 
又之を療するに瞄み"其官篇、即ち猜負人に手當を給 


する に、官史の退職1:准 じ T 賜せられ たり* 而し て« 
年は奈良 1: 遷都あぅて、當時 41- 准®中に して* 此®® 

か ftosorao 和 1060 BE 0 於©〇和斬--して、11 a 司の臨時事業 
な b し tl 次年よ b 稍不便の土地 vj なるべきを見越しな 
がら康皎したる1:ても知る•へし、即ち和同銀錢及銅錢 
に L てこれと同型を有する第二 SI 錢を鎢造し f : る河內 
11錢司は早晚瘢止し、前年七月 {: 新都祭良を基點 w し 
て便利なる近江國1:完全なる鍺錢所を建設すべく命じ 
置きたる理由もこ、»:射明せり、近江の鍺錢所は此河11 
^內鑰餞所瘠止迄に滿ーヶ年を経通し居れば•建築其他 
の準備も粗ほ完成すべき時期なれば遠からす開煺の運 
び1:到りしなるベ•し*其開»の H は歷史に明文なけれ 
ば不明なれども•翌和鋇三年三月奈良遢都の前後なる 
ベ*し"故に余は II に近江鑄銭所の開爐は和同二年八月 
後なるべしと云ひた b し所以な b 
本誌二十九號第二 頁、 尙顧宗天皇より 十代、 より、 
叉«ありし一証なるベ0•迄の七行は•會員捕深睞 
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1翁の御注意に依 b 嫌倉時代の事項に關すること分 
明せるを以て茲に之を取消し•併て«外翁の厚#.を 
謝す (未完) 


〇肉 は錢の耳か 

, 向 睐 
古鋒菜異同記凡例1: 

肉は厚みな b 、 耳とも 云ふ、輪側と も云 ふ 
とありて 第一は 栽の 厚み即ち酱體の厚みを云び•第二 
外輪を云ひ、第三は其郭の外側を云ふ£三種の意味 
を有す$ 如く 解說せられて ある 和漢泉爱、朝鮮錢志に 
& 錢の耳を 云 ふと あ b て外郭の事 だとしてある 古錢菜 
及朝鮮栽志は我國最近出版の泉書である其術語の解释 
果して正當 とすぺきであらうか 予は甚だ疑し く 思ふの 
である 〇元來肉好の文字は 璧から 出た言葉で 如 淳は體 
を肉となし孔を好 i す〇肉は瑷の#、好は環の虛と說 


明! {!>* 逋切ビ思ふ P 日く 餞 形は璧の如し故に 亦 肉 好 tf 稱 
す舊解 肉を邊と篇すは 非な^' 邊は郭と日ふ肉は邊の中 
に在る也と 解して ある 古裘那の學者は此說を唱道•し 
て 居る 樣に思ふ。そ う して見るビ支那と .B 本は 肉と 稱 
する 局部が 體と 耳との相違を生するので ある 果*してど 
ちら * >* 正解であらうか疑義を生す るのである 一步讓 b 
支那は支那の解 C して我國の古銭家は®創の_を唱 
へて 居ので あるなら下間 君の解說の樣に三 揉の 意味を 
持つ着とせす 明かに局部を指摘し 得る 揉にしたいビ思12 
ふので?) る 

要するに古*は今更致し方がない•か進步せし我古錢家 
の術語と•しては適切なる意味を有せしむる爲め通雅の 
解說に從ひ 

外輪 I 內郭の間即ち錢の主體を肉と稱す 
る事にしては如何であらうか記.して下間君及大方諸君 
の同意を求む 
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〇水戸背卜字當四錢 の 
#究 (下} 

花 林塔 

此錢は「新撰寬永錢譜」前編1: 

同上、同上瘦字*鐵十*種五と ある6のな5 
香哉註す。同上とは前號に褐げたる、慶應二年水戶 
t 卜字肥字、同上無背文の次に揭げたる故1:同上と 
思省せるなり 



此錢は同 -: levf r- 

同上，同上無背文"锇十、純四とせるものな b 


案 t - るに此錢二補は、水戶背卜當四錢中最も早く錢商 
の手に出たれば*最も早く古錢家に知られたるものに 
して•他の背卜當叫錢 (: 费-し比校的多く古錢家の谠中 
1:藏せらる、ものなり、殊に此背卜刮去のものは、予 
M が擇錢中 1 :も三枚まで31出せ b 
唯览永錢譜に附せし等級、則存在數の推定は、予眾の 
見る所と寬永錢譜榀荠の定る所とは大 I :異れ6とす0 
凡如何なる錢たるを問はす、背文あるものと背文なき 
ものとあるものは*就れも宵背文のあるもの、方が、13 
數の尠きを通則 VJ す。こは古錢家ならぬ素人の眼にも 
通15と•して取扱ひつ ゞ ある間に不闕背文の眼 llfj きて 




す ゞ ろ に 好奇の心ょり 取 b 除け置かる、事など！^因を知らるべきも•其後#見せられたる彫母錢や次 U 3す 
な•して古錢家の嗶出に混入の少きをかこたる、なり。る此錢の背文刮去のものに就て考ふるも皆同時同一手 
予蜚一人の 例と しても此無^^の三枚まで手に入 b な U 出たるものたるべきか 
*>■ ら、背文あるものは一枚も手に入れざ b しにても知 
るべし。又事實に於ても背文ある領内限りの通用より、 

天下公用の通貨た るを 得る無背文のもの、方へ全力を 
注ぐこそ 人情の機微なれ〇理 論の 上. よ-'も、 實際の上 
よ.〇するも、 背文 あるもの/' 數の少 きを 正義とすべ*し 


此錢は前錢の背文を刖去せろものな卜、形狀前錢より 
大なるは一見奇なれども、背文ぁ6彫叻錢に比して比 
例よ し。此無背の磁錢は未だ發見せられざ几ども*4) 
るべき道理のものなれば .¥ 晚發見せらるべ.し〇鐵鈕は 
此錢は寬永錢譜51赛當時は未だ發見せられざるものに維新後早くより通用せざれば>擇出1の機會なく*存 
して、寬永錢研究會粮吿によりて初めて世に知られた外世に知らる、事遲き li 常の^なれば^しひに足らす 
6ものなり〇錢型の縮小せ るよ b 見ても其後鍵なるをとす(完) > 
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香哉白す、 卜字«の 研究 少てく冗漫に流れたれども" 
次號に其餘論 VJ して「薄造年度及鋳造所の研究」を 
報告して結末を付ん とす、 請諒之 


〇贋物論 

韻泉散史 

凡世間愛玩の物 一 W して0物のあらざるはなし、書害 
骨董より古器文畜玩具に至るまで•皆悉く然り*古錢 
の%集も、元來玩弄より起りて、今渐く硏究に向ひつ 
、あるものなれば從て古來より、赝物の發生絕ゆるな 
きが如し*是れ•か通用當時に於ける、幾多の赝造は言 
はすもがな*是れが爱玩の期に入れて足利氏の世早く 
瞬造の事聞ゆ"慶長の頃、武田禺千代亦赝物を造りた 
るの說あり•富山侯前田 峰 心齋"亦之れを作 b た>、 
但し是等は•自身之れを爱玩する爲 *:* 造りし物たり、 
降つて寬永堂稻垣尙友、及び其子古樂堂等•尤も巧妙 


なる寬永錢の W 物を造りた b * 其他^作者の著名なる 
ものを續化蝶類苑に懍 b て摘拏せん 
1兀祿年間新四郎初禪坊主なりし故に翰袈裟作と稱す" 
大阪1:住し"陶器を業とす、古錢に限らす古書古筆土 
器等萬似物の名人也、此の者は"唐鏡を潰して雔たる 
故1:*錢質靑味あり、厚さ中程を得、輪郭俱に可なり、 

富山侯の命に依り•竹を似て、古錢彫製したるに、面 
背渾 t 、 本錢に紛ふと云ふ 

升伊作直し物 (: て、朽ら〇て、古色を 付く薄 栽にじて、15 
輪郭最宜し、銅質は、直し物故、純々あ b 、 黃唐金も 
往々あり、中作なりと云ふ 

谷川作、泉州谷川の住"和泉屋與右術門後剃髮して西 
田逮陬と改む、手跡を能するが故{:、錢文皆自筆なり" 

4 c 文平錢共に其時代の華意は無く、备錢共に间筆法た 
り、又古錢面文以外(:、自作の錢文もあり、靈和通«" 

通蓆通资 、三 朝通寶、通達無邊、唐將千里、八糌宵5 r 
觀音«、大福 二 神其他枚搴に隙あら t 新銅を以て鎢 



出し、古色を付けたるものにして*#箱を最も得意と 
す•錢體厚く澗緣にして*內郭は細しビ云ふ 
柬條作、大阪小谷に住し東條屋德右術門 i 云 ふ、 此の 
作は紫金を以て* 11 たる もの多く*後には本餞を寫し 
たる もの多し*輪郭殊に卑しく•谷川と b 下作な り、 
靑銪は曾て之れな Li 云ふ 

與市作*大阪高津に住し河內屋與市兵術ミ云ふ•此の 
作は具餘製のもの I 殊に宜し、皆本«を萁し鎢たる故 
に*甚だ迷ひ具し*然れども、大顒 I :隆武の文宇を用 
ひる等の如き錯誤あり、自身高津錢座へ入りて勤めし 
者故•同志の a 多く"始は下作な b しに後»:は*銅質 
背形共に甚宜しく上作な5*其本錢を見ざろ品は、孔 
方 H 鑑の H を切拔きて*鎮型へ寫したる故に*孔方鑑 
の 所圖と 毫も違はす•該書著者は繪心 V き故、其 H 樣 
本錢とは雲泥の差あ b •與市之れを知らす-して*唯孔 
方鑑の面に依りて、造りたる故に、_樣等實品ビは大 
I :枏違せ\殊に軀鬌琏長*大上咣文*本命® f 官等の 


人物の面部、笑ふ可きなり*诹て錢文 H 樣等"孔方鑑 
の 圓に違は ざるものは 與市 作と 知る可し 
又寶磨明和年間*偽銭を 作る 者* 往々 2 )b •甚 に 
乙て 舆市 作1: 勝れ卜"又近年紅毛錢の僞品出た繪 
は波來の本錢を寫* し •鎢仡 る 故に、 王 面杯は最も能似 
たる も、紅毛の文字を 知らざる 故に、文宇に至りては、 
一向にたはいな •し 云々 

近世に到りても*腰造益多し、苔て横嵆に在住せし外 
人ラムスデンの如きも、其地の工人を，して、種々の袋1« 
貨造ら L - めた6もの甚だ上作あ卜と云ふ、其他各所に 
於て®んに 3 S 造し、*店等にて之れを販夤するに至れ 
り*我岡山地方に於ても、近年! S 作者ありたるを知れ 
り、又支那1:於ても、世々! R 造あり、近年益々•其數 
多きに至れるもの、如し•夫 n 古餞を研究す i や•正 
碓の品のみを研究爱沅するは、最蕃の事1.レで*人皆 
之れを希望すると雖も、是喵最善の理想にして*現代. 
の如く*多 St の H 物存在し、殊に少しく f なる品1; 
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到?」： r ■正品ょりも•寧ろ 55 品の方•存在多歎なる 
が如き觀めり*此時に當りて、唯1:正品の A (: ょ5て、 
研究を 遂 ぐる事は*尤も至 IK の 事と"：*5はざる V から 
す*必すや*躜物を t 併せて•之れを研究.し®;かざる 
ベからざるな-^ 

&:成島柳北嘗て說て日く"凡そ古餞の世*:存す6•少 
なき者は十の八九迄 IR 物な i •初學の徒，汴.々古色の 
善きビ•文字の正しきを以て*之を其錢 S 鑑定す*是 
れ咨商1:欺かる、所以な銅と云ふ者は、隨意自在 
に古色附けらる、ものにして， S 1 物は古色の善き物に 
.多し-^す•文字は正錢を咏として、銪れば.其逋 b 毫 
も違|1す、出來るものなれば，是れ亦據る|:足らす， 
唯歷代«風の、自然興なる所 i 、 輪郭の製作•殊1:背 
部の風采に•奠腾の差別、逃れ)!( I き所"有るものなれ 
ば.之^諦親し、熟察して、其真僞を辨す可きな h 、 
古來胛物を造る工人多し•我邦には浪華"支邯1:は薛 
を以て*其炎六となす•一 ggg の种頟1:四あり，一は尋 


常の既 IT 是れは正酱を植型とせす.自ら母酱 <v 造て 
鴒る者、®めて看破し易•し* I は正形寫し*是れ a 正 
«を母として•鴒た.〇者、其形，少しく縮まれども、 
文字は毫も具 a に異ならす • 一 a 漆嫌り•是れは古« 

の文宇を mb 去>、他の«文を漆にて"巧みに描き、 

館も亦•靑綠の漆 (: て點担す、中には朱班等を加 ふる 
者有り*一は龙直し"是れは錢文の一宇を雕り•直に 
炊和通寶を、重和通寶に大和通資を大寶通寶に爲すの 
類なり、和漢ビも|:、雕直しの妙#あり注意せ r れば*17 
爲めに 欺かる" 最も 恐る可き 者な b 云々 
夫れ期くの如く、0物の技巧*枰々にして*注々精妙 
なる ものあれば•之れを泉畜等に求む ろ も、益なし、 

須 らく* 實物に就て*考察するを緊要と す 


◎小 解 

〇常平通寶の木^ 
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銅鍺の m 用錢を出す迄に*銅母錢を有し、其又 B . I に木 
質彫刻の M 母錢•かある•次阕に示すものは•月 W 鍺造 
の木型で、全體を完全に彫刻仕上を濟.したるもの、典 
質は^^を用ひ*形狀大きく文字殊に嫌美を極1/*而 
して旣に原母として其目的1:使用せられたる痕跡を M 
然と認むるを得 

背文の戶は即ち戶曹錢監の標記にして•穿下宇は千字 
文に依り•左の六は番號を示す*現今東京に在ろ類品 
は本品の外•戶宇一•戶光一戶光二の四個を算.し•三 
洵大澤氏方に一個と京城に软品ゐりと聞くに止まる次 
ぎに揭ぐる折二錢の木型は、本會副會苌甲賀宜政君珍 


葳の品にして、半成の木製品な其木質前 M I1U と同じ 
く拓袖材を用ふ 



甞て同氏は大阪古泉會雜誌第七十號1:於て、本品の解 
譯を左の 如ぐ 報道せられたるを以て•其一節を 揭ぐ 
純錢を镇造する U は"先づ木製の^錢を彫刻して、 
之を^製したるもの、如し、薄き木版(:»]を記し* 
其內に毛筆にて文字を 墨書. し•後ち綿密に之を 彫刻 
.して完全なる 木製餞 形を 製 出せるな卜、其文字は 無 
論 凸形 it ， 余* か 藏品中 1: 半成の 木製 品二枚 3)6、 
明治三十八年中*京城に於ける度 支部倉庫 中ょ 


Digitized by Google 


18 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


b 


Digitized by 


Google 


見せる所に係る、其形狀此に揭ぐる圇版によりて、十月十一日以後ば重八分1:改め"！ JS 記を極印にして、 
槪略を窺知すべし、一は兩面ごも [ S 形を#き穿を切鍺造し•其四年十一月二十三=より铣錢を發行せり 
6 たるの みにして文字な きもの* 一は旣に常、通、 


衩の三 .¥v •彫刻し了り*平の^のみ枘塔；書の儘なる 
もの1:して•背文は 賑 •) 二なり (以上 拔萃) 

猶ほ中找君は同：：1111の銅 I ! Jra 並び I :其子錢を、完備して 
所藏せられ、岩國の山縣修.臧氏は同品の木型.これは 
まだ錢文墨書の儘にで、面背共未だ一宇も彫刻の 7 J 痕 
を加へざるもの"を所藏せられた6とて、甲 as より 
本待へ參考の爲め、现 Mi を送下せられ、披見を許ごれ 
たる好意を謝す 



此錢の書體を梭して鍺造せられたる•諸阈の寬永錢に 
左の政純あ b 


〇寬永十萬坪の無極印錢 

小林鍺泉堂 S 

元文元年五月よ卜背|:十.¥を囿き/:る特別1|1を鈦造し 
たるは重1匁を有して*淮許中に适りたるものと；，*す 


餞 







. 一次ぎの新題は下阖の二宽永錢の名稱を摩げ•且つ其特 
〇競 鑑 異の要點を明瞭： 1-答へて頂くので あ-^ ます 
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◎顧選函 

〇货幣御變革建白書其三 

. • •ン 

本書は HI ] 二項と共(:仙#潘士三浦乾也なる人が庚 


應四年 alh 明治元年に" it 浒改革を謀6諸々の參 
考を<£酌んで * 當局へ建白したる文書にして*當 
時の新智識た. or-mt く、 tt 幣の形狀、_案等に 
就ても其苦心察 t べきものあり*さわば M を追ふ 
て諸君の費* A -に備ふぺし(主事添記) 

今般御政道御 m 古被爲遊候1:付ては諸 1 H 御改政之内分 
て It 舴之制度被相改候御急務と本存候贫 Itli 阔家綷濟 
の基本 VJ 相成候事故和澳共歷代朝廷<:おいて錢 It 政# 

被相改候事1:御座候近來錢 It 制度相亂说則不相立縱に21 
M 造いたし海内江 M 用致怀に付て11吹科之度^諸物•似 
動搖を生じ四 K 難谈に及候 m 歎尨不過之當今に至候て 
は金銀货共に其品位相下 b 有名無 «(: 成 tr 外面ょり内 
質大に違ひ上ょり下え僞 b を示し 候^ に 至り民生疑惑 
上を侮都而は命令不被行上下和腌+什押而和行候 Jis - 故 
奇政相总.終には阈亂を釀し候事情海外歴史に相見候御 
改政に付ては 

御叙 班を以錢 K 御& 古 改製被 仰 Hi 純金銀を以吹替是 



迄通用罷在候所之惡性之金振通用被令停止悉®上正之 
金銀1:吹改普く御國內通用相成候®^四民共に都て復 
古之御政務公明正大之御儀と可窣仰候貨幣御典革吹替 
被仰出候においては_家の御大事に御座候間臣窣行 
仕都て製造所吹立入費諸 II 费相賄ひ取仕切成功相立申 
度心得に御座候何卒御吹替掛御委任被成下®度左候得 
ば臣家來之內货幣古*秤量釣り合製作等相辨居候者御 
座候間萬事取調爲取扱可申候且つ貨幣御改政に付 
朝廷之御益產出可仕候乍去 

朝廷 U 被爲置候ては御益御懇望不被爲遊候事は顯然之 
御儀1:は御座候得共方今之時勢四民困難之折柄御撫育 
不被爲遊候ては不被爲叶御儀1:御座候得共御益も御牧 
納相成夫に御救助被遊候は ゞ 御至當之御儀と奉存候 
旣古害1:も禹王水民之糂なく子を賣もの有王歷山の金 
を以幣を雄以賧之淇王旱民糫な、子を賣もの有幣を鏑 
以贖之と御座候得尨往古聖賢の世といへども危急を救 
候には货符を以專務と仕候事明白に御座候右菊御時勢 


肝栗之事件乍恐 
御英明奉仰候領首々々謹言 
右仰に隨ひ趣意書麁文奉入御 K 候宜御取捨可被下候 

以上 

金銀新貨幣御改製之趣意建言ヶ條之內 

朝廷御益之儀は窮民御撫育の儀を以相認め申上候所尙 

货蒂御改政之段是迄通用新古共悉く御吹替に相成候1: 

は格外御損分相立候品も御座候間新貨之御德分を以平 
均被爲遊候樣仕度就中 嫌餞 之義は割損て錆 腐敷 其 弊 22 
難防依速に通用御停止被爲在度尤通用之價4-以御買上 
潰し相成候は V 四民摹て御仁德可奉仰は必然の確と 
奉存候右事件1:付ても 莫大 之 金高 御 損 分1: 可相成樣 1: 
御座候得 共新 製 貨相當の 御® 益を 以融通 仕 候得ば 自然 
御引替之算當相立可申儀に御座候左候得ば强て 
朝廷御入庫の御®耳 U ぁら t - 國家一般の御益にて乍恐 
御尊號に閣候儀には 無 御座是則御至當の御所®と奉存 
候此段御英斷を以追次御建言被爲在候樣仕度奉存候 
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一镦饅货の镰は度七賸史に喿武帝初て班饅修造之事 
相見候夫朱朝1:至る迄度々製造の事相見候得共歷 
代帝王の II 所1:ぁら - t - 宋朝1:至て帝王鎢所一二品布之 
候得共何れの時 i いへビも供酱 T 落1-.及び民之煩とな 
4事 K 史の內食貨志世家の嫌に詳也 
皇朝においては和鋇钦ょ6始^'十二品及元和寬永に至 
る迄數品鴒錢の例御座候得共儎饉の義决，して無御座然 
る U 寶磨の頃常州1:おいて久々相紋の鐵莧永錢鍺立候 
ょり始 > 所々•において歎品製造通用相成居 b 候得共當 
今海外五大州の内1:嫌錢通用の國决て無之獨於 
臬國锇餞貨行れ罷在候は實に御囲辱残念至極の儀と 
挛存候依之急に御停止の御沙汰被仰出候様に御仕法 
被爲在度 i 奉存候以上 •，;•. 

辰正月 

.三浦乾也 


0裏の裏(_11)第ェ集 

古老「何ぅです、.明治泉譜一集1:は僞物が一つよ6し 
きやない£いふのは*大出來 S も 成 効と も#むべ 
きでせぅ、惡口 とい ふ ものは誰れにで も 云へ るも 
のですよ*一つ 位 H 物のぁるの も 却つて御®敬で 
すから*是は是れ r 善いビして匱くさ 
研究家「これは怪しからん* M 物のぁるのも愛敬とは 
何んです•神聖なるべき錢書*初心者は敎科宵ビ 23 
も信賴 する泉譜に*是は是 でよいとして S くさ' £ 

は何事です、好いとして S い.たのは前世紀の事だ、 

君等は確かに一世紀、晚れて居るのだから、默つ 
て居給へ.. 

商人 「夫 b やナ•現今の方は 研究 癖 fr から、.そんなに 
云けれど*研究ばかりして居たのでは御使が喰へ 
«から'そこを何ん i かできませんかナ 
賓生「喰ふと* t はぬ の 問題じ やないよ* 真 n の話だよ 
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古老「何 ンと いふても一代の文豪た る 柳北 •か 卓識で 
(然れども猶®習を一 柵 L 去る能はざ b しは吾人 
の毎に aM とする所なり今や文明の日に遭ひ百の 
學術皆一新の機會を見る好古の道亦何ぞ舊習を固 
守すベけん) やとい ふ意氣込みで著は.したのです 
から ナ*今時の若い者の月且は片腹痛い事ですょ 
學生 「柳北の卓見といふの ハ 何Vです か 
爱泉家「夫も一集の例言に有^'ますょ < 一、孔方圖鑑 
阜國の设を以ら漢錢の末に fs く®見最甚し今首1: 
之を改む)とナ 

讀書家「そんな事•か自慢にな bi すかい*夫は柳北の 
卓見でも何ンでもないです、保摸の古今泉 S . I: 淸 
朝餞を卷首に擧げたのかビントを得ため t 
物識 b 「明治泉譜¢27餞 ■ の抹擇法を聞いてますが"第 
. 一に餞形の大樣なる事、第二に製作の通嚴な6も 
のなる事、.第三1:文字の大な6もの•第 四 1: 面背 
に月 S などの文嫌なきものなる車等を標準として 


あるのですから . 

艦譎家「お歎 なさぃ 其採擇方は孔方艦も$ ぅです、 

柳北は孔方鑑へ奇：： i 圈錄ビ泉«=考遺を脚合して符 
合泉志を加味した ゞ けの調_師所位です安南錢の 
方ハ塚本ドクトル S 處方箋通 b •したのですから染 
局生にでも出來る敍譜 とぃ ふものですゾ ' 

研究家「大字だ無背文だと成張た口はきけなぃョ•崇 
寧を大® S 書體/合はす爲に大字を捨て、搾搽は 
無背を 捨て、 月星を取つ てるじ やないか24 
悪口家 「さぅ だ <龍凰を大錢と合はす爲め|:*なせ 
大字に•しなぃのだ洪武ハ…！ 

鑑黨家「モクぃ、くわかッた^、錢譜の辗赛方や 
餞 H の採擇論でなし;:、茲でハ唯 W 物探が，し丈に 
して置てもらいたいょ 

物知り 「 K 物とぃふ譯ぢやァなぃ*>一 集の $ L U X ° 火寶の 
元の字に鑛溜 b のあるのを出したのハ訊暴だ•所 
* 者えの情*で取捨することは愼しむべき事だョ 
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初心者「二彼の折二の中1:ぁ 6 淳愍の篆書の穿は、皆 
アンナ風1:なつて居るものですか 
新進 30 挪§伽_〇0〇如の格構から考へ付いて淸朝錢の 
花穿ごい.ふのが出來たのでせぅか 
鑑定家「さぅでハないのです、淳照の穴は餞串の名殘 
を Jh > めた力で"泰和の穿ハ艄摺をィタブラしたの 
です初心者君の御質問の出る樣な錢を M 品1:撰ん 
•たの >* 全柳牝の fil 漏でモット完備•した品を取ぐベ 
き - e す 

研究家「晰抦の椠刀を出したのも不嵇當でハないかと 
私ハ思ふのですが、差支ないものですか 
惡口「夫も柳北の考へ違ひダンべィ 
古老『二集となると蒐集に困難です"一年に1品も手 
一.:入らん事もあるし平1:四五品手に入る事もあ b 
ます•か、私ですら四十年間も心掛けて居て、今だ 
に五文程集らんでな 

物知り「穴から聯想したが、交^〇直筆とは面白名ダ 


鑑識家「其北魏の直箄五妹は•繪钱作者の手1:成つた 
2：本出來のものが原品»:揭げられてあるのです 


これは 
明治泉 
謂の品 


❹⑱ 



これは 
m 品 
永安手 


そして 次ぎに示し rz : 品が*北魏の正品で永安五銖 
の永安二字がない■ものです、それに今一つ北魏五 
妹には太和五铢の手ビ赀敷一秤がぁるものです 
研究家「北魏五銖此錢の背は乾道元资の小 fil : ょく似 
て M るね 
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初心者「成る 程ね、 中々六ケ敷いものですなア(未完) 


〇長府鑄錢之遺跡發掘記 ( K ) 

大 R 佐野英山 

余古代の泉貨を研究する事、爱に多年、其性癖として 
唯に古錢其物を愛玩研究するに止まら - T - •古今の史文 


譯知り「左樣さ、背もさうなら、銅色製作も其通りさ 
一つ畑で出來たものは爭へないものさね 



新進「乾道と隆典は折二ばかりと敎へられて居ます*> 
矢張り銅鍺の小平錢も あるの すが、锘錢だ と 聞き 
ましたがな 

研究家「その通6<小平錢には銅鍺はあれません、 
鐡餞には二三純あります 

泉譜好 r 遼の天寶は背1:月文* >• あるものですつてね 

鑑定家「左樣丁度此錢の薄•ホンャリして居る如に！ 
要するに本錢の完全のもの**舶來しない限 b 安心 
出來ないが*右第二圖の品は古火中錢ではあるが 
正品と認むる こと * >* 出來るやぅです 
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各秤の遺跡遺物等•其摁 V ての者に耽て"饱迄之を攻 
究〇盡さ中んば*以て我意を安す6能はざるなり、人 
或は思と評し、或は麋 VJ 罵るあるも、余索よ6關せす 
焉 

和同開珍の鎢跡に就て•往年中川近 ift 氏•周防鑄錢の 
遺跡を調査し、之れを東京古泉會報吿 に 於て發表せ ら 
れたるものを見るや •余81 かに以て 斯道の快事と なす 
余亦 ft に、 鎢货麵錄を著は すや* 之れ を 採録し . T 以て 
江湖1:頒てり 

明治四十二三年の頃•長門國長府町«苑寺住職進藤端 
堂氏、會々其地に於て、和同錢の鍺型を發見せらる、 
や、先づ之れを余に報せらる、依て請ふ. T 其幾分を讓 
り 受け以て*研究上の資とな し* 後又之れを同好の士 
に頒て>、該地の和间錢薄造地たること U 、 史旣1:之 
れを記すあ-'、又此等の還物を見て、益々 Hit を確實 
に爲可而して其遺物たる必すや此等旣に»見の物 
歎に Jb まらすして、猶幾多の埋蔵せらる のある可 


きを察し*事宜に依りて*之れが發振 M 表を遂げんと 
希願ひ、甞て忘る、事«はざ bo 
大正十年七月の頃•大阪每日新聞社長本山彥一氏の臺 
薄に赴かる ゞ や、途に禺關1:於て、橫山健堂氏 r . 薄合 
せらる•横山氏吿ぐる1:•長府に於て•和同设鎢造の 
遺跡ある事を以てせらる*横山氏當時は毛利家の爲め 
に* 史籍 調査に 從 事せられつ/'あるの士な6 
本山氏は人も知る當世有 ft の好古家 i : して、斯道の調 
査研究に 買献 せらる、 所尠 少ならす •故1: 一度此事を 27 
耳にせらる、や*必す是れが遺跡を癸掘調査せん事に 
决意せられ、直ちに事の進行を、橫山氏に委矚せられ 
た b •今愛八月横山氏ょり準俑成るの报あり•本山氏 
即ち余に命ずるに"代つて彼地に赴き、之れが發掘に 
從事 せん 事を 以てせ■らる、余や 年來 、氏の恩顧を 受 & 

事頗る厚 o *- a つ事の最も自巳の熟望せる所た b * 即 
ち勇躍命を奉じて之れに赴く 

抑も本邦和同餞の鎢造地として*世1:知られたるは* 



山城、近江•河內 " 掄磨*周防•長門、太 f 及び武 
廉等あれ、就中周防、長門は最も®大に鎢造されたり 
と聞く•周防は往年中川氏の謂査あ b たるも*長門は 
未だ曾て先人之れを調査せしを聞か中* $に余自か 
ら此任，を負ふて事に當る•又人生の快事たり"今之れ 
が記を叙するに當り、少 t く其史實を尋ぬるに•此地 
鎢錢の事"其初を審かにせすと雎も•垂武天皇の御宇 
天平二年三月丁酉周防國熊毛郡牛島西汀吉敷郡達理山 
ょり出るところの鋼鑛を試みに冶鍊を加ふ|:、用ゆる 
.に堪ゆる1:ょ b 同 S をして採冶せしめ以て*县門の错 
錢の料に充て.しむとあ b (大日本貨幣史)之れ長門鑄嫌 
の史に見ゆるの初めな b 、 故を以て吾人は將に此頃を 
以て其地鎢錢の開始ならんビ信するな b 
次1:嵯峨天皇の御宇弘仁九年三月庚寅長門の 國司 を改 
めて 鏑錢 司と 爲 L 、 長官一員次官一員判官二員主典三 一 
員薄钱師二員造錢型師一員史生五員を定む(類聚國史)一 
次に同十四年七月辛未長 re の画に於て、设を傭もこと 


の勞は*他 ■»: 異なるを以て、當年の庸を免 t - (製) 
即ち JK : 頃迄は鑄造あ b たるを認む司し‘而.して其療止 
の時期を知る事能はざるも•淸和天皇貞取十一年二月 
二十日長門國の鋇を採る使を is ることを停め，國宰に 
付0て採進せしむ ( JJ 抓)とあるを以て見れば•此頃旣 
に此地鎢«の事止みて唯採銅使のありし事を察すべき 
:な卜*又大 R 本地名辭書長門豊浦郡修禪寺(鍺錢司址) 

の頃に又周膳寺1:作る、功山寺の北隣とす*今異言宗 
一にして普門院と云ひ•文保元年乘行上人草創、天正十 28 
七年毛利輝元再典とぞ、按するに北地に主船司とて* 

長門關の關船警固船を掌りし官に居あらすや* 
筑前怡土郡に周船寺といふ村名あり*即ち太宰府の主 
船 IF 遺跡 i す、 再考主船司 1: あら t* して"结錢司か* 

長門周防1:餞を鑲たることは*周防の鎢餞司地の條に 
栽せ•長門ょり周防に移したる者とす、拾芥抄に弘仁 
一九年三月改長円固爲鍺錢司(國の字の T 、司宇脫せる 
なるベ t ) とあるは*國司兼帶の事を云へるにて之ん 
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ょり先き•天平二 年長 門鋇酱 の 事、® 武紀に 見ゆ弘仁 
のころ 迄此地に蜻« を 爲さ〇 のられしな 6、 « 雲賒典 
1: 、長府の某宅地中ょ 6 和同 開 珍の錢笵を 發見 すとい 
ふ，元就記云永祿五年毛利元就いつもの評議衆を召寄 
せ仰せられけるは*俑中は切* r 備前美作は靡き侯上 
方は先大形 {: 候 費前筑前兩 國へ矢 入すべき事如何とあ 
b て 打立給 ふ， 元就本陣長門の 國赤 間の關 ©. 北方周牖 
寺に陣て居給 ふ •一門其 他 諸大名备船手を 以て 押 渡 b 
豊前國門司の要害を乘取る云々 W あ6 (未完) 


◎質疑應答 

下記の名稱並に熟語を孕具 {: 解释 して 下?-いませんか 
私岡樣ゎからぬ人の爲に 一地方會員 
(H 古 SB 法 ㈡ 渾重 ㈢ 仿鍺 JS 
泗鴒線の陰起 g 中正手又は H 々手と、 i 手の意味 
承知致し ま.し rz ;/ r . l : お答いたします 理事 


一.古圓法「コ、 H 〆 才」と II みま tn も圓4同し 
M 法とは"古泉®1:九府圓法から思ひ付いた語で、 
栽を布，刀•圈法の三形!:區別して元、亨 * 利、貞 
の四集に揭げた i * のが P のをし&れぴ1の 則ち 
敍鬩幽方の意で t 、 故1:上は圓穿廻讀の類ょ b 下は 
明未の諸®まで國法正品中に收錄してあります*是 
を時代から云ふたなら秦の半兩以前のものは全古固 
法品といふてょい譯です•ソコデ我々は圓穿廼讀の 
ものは其中でも最古いものと思ひますから*從來か ？- 
ら古圓法品と呼びつ、居 b ます*佴し其內の第一重 
四兩だの•第一、第十九だの"權錢類や•兩嗇など 
の類は竿兩ょ6ズッと時代も降つて、恐らく漢初の 
ものでせぅ*何かの機會に此說を發表しませぅ 

二渾重「ゴン、チョォ」讀みます*手厚に丈夫に出 
來て居る VJ の意*美制が「ハィヵラ」なら*渾重た 
の*淳朴は®ヵラの意です 

三仿鎢铥「ポォ1チユク * «ン」と讀みます， ft 府本 
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爐の餞でょく •地方の私迪で真似て鎢た錢 s いふ II 
です•獻 i は除し吹きの 意、 彷鍺は大びらの義に用 
ゐます 

(0)錫綠の陰起是は書き方が T 手でしたから«な熟晤 
が出來たのでした、永利手に限ッて3)る事で"郭の 
隅から外糖へ接觸した升かけ筋が陰然見えるのを云 
ふたのです*®面倒をかけて申し譯が 6 りません 

($) 手といふ意味手とは種類ビいふ寧です*澳文では 
「ISTJi いふ字を當てます、重和手の政和を"重和樣 
とい ふ 風に*別 ur 手類」 とい ふ成語があります、 
安南栽に限ッて申•します*叛徒の多い國ゆ袅"夫等 
の鴿た鍺造地年月不明のものを一括して申します 


〇韻泉君に御答へ 

呆： 仙 

余は諸君の如く古籍ゼ涉*して m 蓄の史的考證を摩げ 
以て»述するの利器% , 有せざるを"自から悲しむ&リ 


である、從つて時;:は•空中樓開說又は軌道外れ等の 
御叱6を牲々受ける車があるが"それも何書|:如此例 
がある VJ か•淀が何時何®で出て居る VJ かいふ古典0 
急所を頭に入れて無い爲めで娃非もない事でめる*さ 
れば稀に論述 TS 記事1:も•確れる翥籍の引證が明か 
でないから*採るに足らん<いはるれば、それ迄のこ 
とであるが•具 H の區別だけを明かにしたい tf 考 EG 
つ、あるだけを諒として匯いて頂き度い 
却說前號に韻泉君から*事の序 {: 問ひ申さんと*淺草 30 
座の寬永に炅して一本槍が出ましたから、前述の範圍 
內で御答へを致します 

淺草座の寬永餞 •これ 1:は其節も論じ置きた る如く、 
十三年を塊と'して•以前の錢も•以後のそれとがめる 
のは、今更いふ迄もない事で*他 S 方の所見は知ら中 
余等の鑑てある區別の要點としでは 
T 十三年以前のものは tc 形稍や小にして肉®く"饪 
文の宇畫!:太き所細き所等あ6て整頓^ ■ 缺气平地 



は面に於て殊に深く鍺浚はれ•背も亦比较的淺から 
す•而して錢質は黄味を含みて灰白なるもの • 

( n ) 十三年以後の ものは «形 (-) ょり少しく伸びて、 肉 
稍や薄く、 « i 文は毕らなれど槪して太-鮮明ならす、 
平地は背比例•して別段に深からす•自から鍺浚ひの 
痕跡も存せすして背は前者ょ b 淺きに扁ず錢質は常 
.に赭紅を#びて.一の如く白味を^せす 
右が其相違點かと考へて居る 

而して是等の鍺錢塲所は"矢張6錢錄等に揭げられた 
如く、淺单本橋塲村又は其附近に於て行はれたものと 
思ふ>然かれども鍺造塲所の確定 こそは、 史籍考證家 
の引證宜しきを得て决すべきものであらぅ 

〇柳井津の無文錢 S いふ 
發堀品 

門 外.生 

前 號卷 末に記載された* 山口縣柳 井津»近 發掘錢 とい 
へる ものに我て*協會に於ては幹部の方•か* 彼 地に出 


張され rz 節に、現品鑑定の上、批評と共に後藤氏ょり 
の寄書を揭ぐと云ふて居らる、が、自分は大阪の古铉 
_ 誌上に發表された 、其_ 並びに寫與とを一見して 
直ち|:、ぁれは後藤氏の御考へ違ひ、寧る御早計でぁつ 
て"必らす無文餞は、和同時代の私鍺錢でない事£思ふ 
ぁの裒眞に顯はされた、種々の形狀をした小さな鋦片 
の屑や* 土錢ビいはる、穿の丸いもの等を見ては、何 
ぅ善意に窺つても、到底古代の無文錢ビ考へる事が出 
來る譯のものではない 31 
和同使が五六個混入して居からごて、必らすしも、其 
頃の通貨でぁつた L いふ證固にはならない 
それは後ちの時代に於ても、和同錢の保存せられたる 
もの*'*何等かの都合で•他の中へ混入して埋められ 
たと，®限らねからで 

要する1:•ぁの品は•决して和同錢行用時代の無文錢 
でない 事と 信じて疑はない*恐らく諸君の御意見も、 
自分の' SL 1 . ふ典と御同成で*らぅ！ 
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二 K 期撰古錢の穿8之部全】«逸》四《 

Ji 
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* 灯大正古《價格 B 鑑 


■ si 七二十 s 


ttl 嬤舍主人 B 

宋 S 符合泉志 


全 ii 


月 


刊 


古錢雜誌 


大 R 每日新聞社長本山彥 1» B ^ 

9 WM 技師 H 學博士甲茛宜 ft 荇序 
玉岛籌便局長安荘1次彥君著 

東洋錢貨年表^!: 
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# M 六ヶ月金壹圓五拾錢 
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大阪市南 K 問屋町(三 m 寺筋東堀两入) 

11 _賣買商虎傷樓商店 

M 口麈大 SC 九闪 pr,# 


〇弊店宛御照會は必す汴復はがき又は返信券在中の外御返事致さす候也 



葉書、»«品 I 振*口廉東京|1五五八五番 

^ 帝國スタンプ研— 

貨辖、參考害 I 東京下谷竹町 

の羅針鐾た60 

大正 十 I 年ょ 行の月刊外 1 繫画镰の內容等明記し， gbo 外鼸货稚蒐集硏究家 »: 對する東洋唯！ 
尙當 H 錄御 I 續.あれば外手-外 H 货格薄を無代にて II 方でも入手し得らる、規定詳紀あ bo 且つ 
埃太利軍にて發行使用せられたる軍用紙褓等を見本品と•して添附疽^'〇 

特に印別* ft 金壹圓御送 W の御方へ外囲貨被、メダル*外 H 切手及び世界戰爭紀念と I て戰時中に！ B 逸、 
活版所1:印刷を依賴しあれば中旬頃印？！終了すベ to 頁 ft は菊判七十頁以上百頁以下の美本。 

目錄又全部費送濟とな5茲に新着品多霣を加へ記事をも績張して多數の i 揷入及び新式の M 方によ b て 
箱十七蹌改正新大目錄は宑常の好况を以て研究家餚兄姉の前に多數*送し得られ第十八 tt 、第十九號 m 文 
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黑褐の銅鍺品で*俗に云ひ傅ふる 處1: よると、 豊太閤 
時代1:使用さ n た*歡樂の時の切手でゐると*即ち當 
今の入堪券代用に比すべき類^ らん、 されど正しき澄 
文な きを恨む 

寬永通寶以 Bib?+ 二年 秋 S 安田多 三郎：雲彫母の火形錢である* i 所錢 § 易錢にして、 

萬治二年七月よ許可され其 M 終は i ' i 享二年迄とさ 
れて居るから、 Jt 期阳 の ものであるが、此元普•類の方 
か*一秫芝錢風に以て居る純類のものより•年代も後 
ちで ある •細別を短点通(通字の.. J の点 * >* 一つよ りな 
いものを指す•二つあるものを重点通どいふ)の澗綠 
名稱を 肥 永 小字と いひ、古寬永中の|つで i > る、 原肉；と稱す * 然かれども本品より出たる子錢 に 相當•した も 
て 面の平地 深かく*普通の肥永 i 名けられた 品とは、 のを見受けられないのは、彫咏錢どしての目的を勤め 
其畑を別にして、 a 一 步先媒たる錢系に姐すべし なかつたのかと考へられる 

元豐通寶⑽治一一辟*** S * 井上又次寬永 御用錢 ® 厂玉蠢二宮靜一郎 





@© 


灰白色の大形な錢で*俗1:御用錢といふ、莩保の後を 
享けた伏見地方の鈷にか、る錢なるべく•不洱手とい 
ふのは"孜永 M . W の笨荠長崎 M 不傅の筆に摸した害風 
なるを W て、かく名つけられて S る 


北 m 新 g 糊 


知 


鄕本楠芳 



J , 


老靑の古鍺を被り f : る尖足布の一つで、從來は玆金化 
I 讀まれて居たのを’頃 H 北畿新と訂正された*北方 
畿氏 s 新といふ譯であ 6 、 而して携當 m 格は"他の小 
布等と同じく 半新であらねばならぬ 


大泉番千1:一 _ 


初磨 


戊 A 庵佐々木类山 



傅世の手辟れ：^し 5 大字•細綠の fslti である、大鈒五 
一百ミ共|:、三闽昤代の射政を誥るに足るべ?4,大俏格 
の大錢である 
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«外熊澤直七 


❹⑬ 


質白銅にして、製作稍厚けれども、面背の輪郭及び錢 
文の隆起平らかならすして 低く、 m 代の同文錢とは比 
較大ひに劣る*從つて雅味淺からぬを是とす、面文は 
後漢五蛛類の迸風を摸して•別に一种の觀ぁり 


0 


夜 J ご 





阜昌元 i 兀 f 


SW «*奸:-{-噗全 


永通泉貨|!餛 


南唐元宗 WW 


激泉堂鈴木源一 


南唐特獨の锔拽1:して灰褐色を M し、 大欉の割合に肉 
薄く、背は常に內郭の存立を失す、李璟保大年中の當 
百錢なれど*其鍺造は僅少なりしが如し 


❿藝 


金纈の支配—-ょり、丙 HC ;) 錢法を享けて造”れたる 





至精の 錢な り、昨今其具-#錢よ b は M 來少なく、現存 
する厂物頗る多し*阜昌元年は南末の雄炎四年に當る 


旱昌重寶眞書錢1 Jt ±* S 


- A - 影堂速水高虎 




同期の當三箕卉錢 にして* 其篆書錢 よりは稍や存在 數 
多き に居る、因に 阜吕錢の小 平は 元致、折 二 1:通寶、 
當三は®:寶にして、何れも眞篆の 二种つ、 を ^!す 


安法手の別柯に屬し、背に内郭も輪も66*或びは秤 
錢ならん か VJ いふ*錢文を威惣元寶 と稱〇來れども、 
如何なるもの1: や、 摸尨の變 体より來 Ac る•書き課 
b の 結果なる ぺきか 


祥符元寶1±± 


盛岡 


不知海*吉田顯次 ffi 


感想元寶 gr*ll 


»水軒新井源三郞 


.通，' 
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安法手の本流に出でたる品なれど•鮮元资の三宇に於 
て、種々の刀痕による變態を示す、奇なるものな b 


永利通寶畔代前 I 


盛'!: 


菜古 庵土井福治 



前號小解櫊に揭けたる、永利手の代去錢である 


元隆手異書錢1氏明£ 


今洽仙&堂田頭寅一 


明命十二年頃の亂 P 農文雲の鍺造した、元隆通寶錢： 



印平寶かざいふ•對讀に見たのは元隆手に傚ふて也 


淸光緖代奉天 


當百銅貨^省 sf 


革*莊古谷若松 



即ち一錢銅货の試錢である、飛ひ離れて奇拔な形式を 


類 M する元陡手の異宵錢で、未讀の錢文を假りに*劉頗る妙とする、背は銀 It の樣式と略ぼ同じである 
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光緒の半圓銀貨 «; して•洋式にょる下拙の品なり 
印度銀貨 M ル S 阿部仙吉 



印度 マイソー； ^の货幣なれ ど 年代は不明で ある 以上 


〇横山健堂氏の肝入にて、本山彥一君の補助1:ょり、 
佐野英山氏先月下句、山口縣扯府に出張、古代鍺錢座 
の遺跡たる®苑寺附近を發堀、和同錢范典他を發見 
せ b と報あり•何れ明細の通知を待ちて®載すべし 
〇下間虎限樓君 E 下「古札銘鑑 J と姐する袖珍小冊子 
を編輯印刷中なり•近く發灼せらるべし 
〇入 fr 

東京 淺田澱橋- 
廣東 森本贲樹 

〇會费滿 f の通知を受けら rl たる諸 fr は早速御拂込相 
成度候 

〇倦怠勝ちなる大署氣も過きました、諸®それ^^の 
御威想もあ b ませぅ、御.' H 說と共1:御通知を願升 
〇高松の岡侃君九月下旬上京せらろ 

§ - OJ OJ nl 

◎本會事務所は今回振科口座へ加入致しましたから會 
吿致します(東京五八二二〇番 ) 



廣 吿 

古錢、古券、骨董 
右賣買應需 

大連市東骞町一丁目福音重內 

崔家平 

御問合は返信料御加^を乞ふ 


骨錢 、蟻 鼻錢、橋壁錢(磬幣) 

刀錢、半兩、貨泉五銖 
以下唐宋元明淸の古錢 

五十五稱送料共金四圓五拾錢 

右希望者に分籩す數に限ぁ b 申込順序に代金引換小包00 
にて送る、三組取纏申込者には別に厭勝錢一個贈呈す 
外に！ 8 T 六朝金石拓本較十種ぁ b 申越次第代價通知す 

山東省濟南住之江吳服店隣 

古錢堂陳 腐 

鬈 B 六 A 1* 
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貨 醇 iiw 

『論 說 j 

〇日本最古の貨幣を論：し和同 
開珍錢の新古に及ぶ 

，深 藪庵 

第五章元明天皇和鋇三年ょり天平二年1: 

至る事情 

和鋇三年正月に左の二1£事あり 
丙寅太宰府献銅錢 
戊寅播厣阈献銅錢同 

この二項は兩國共前後に II 酱所ありし歴史 , *く，又產 
銅錫地にも非ざれば、從來貯廒し.ありたる原料を*長 
門或は近江の鎢设旬に依賴鋳造の上•献上せしものな 
らん、次1:同年 
九月乙丑禁天下銀® 

右の如き法令は、德川政府時代|:、金鋇改鍺の際、再 


三再四命令して容县に行はれざりし法令にして、德川 
政府の如く交換、或は買上もなさ f して、 R 單に禁じ 
ては人民は其所置に窮し、 K 富者の庫中に廉價 ■»: 納 i 
經濟界を攪氰する姑息なる惡令に過ぎざるな 
昨和銅二年八月銀栽廢止の法令を發•し，又玆に絕對禁 
止の令を出すに拘はらす•後年：兀 IE 天皇養老五年には* 
銀錢一を以て銅栽二十五に當つべし I の法令を發行•し 
居れ故に此法令も行はれざしは明かな而し 
て其間は如何なる狀態にあり•しや不明なれど气镰川1 
政府當時の事情を鑑れば•官邊に對しては不通用なれ 
ども、民間にては流通したりしは瞭然なり 
翌和鋇四年五月 

巳未以穀六升當錢一文•令良姓交關各得 其 利 • l tBU 
この一文は勿論銅酱の辜にして、鋇錢一文にて -IJ 六升 
を貫ふぺく*即ち穀壹石は十六文六分に當り*今 H の 
玄米 #石三十 二 三 IHU 比較すれば、 銅錢 一文と 金貨 五 
圓餘 VJ 同價隹にて*五 111 金貨一個の量目は一匁一分一 



厘なれば 4?oi o^oul^o flaoMO と 思はざる'へからす*當時の 
錢 即ち 和同開珍の貝きこビ、今日吾人の 想像 以外な b 、 
故1:此論文を讀まる5諸君は其事を脳裡に据 E き然し 
て總てを判 斷 せられたし 
次に同年左の令を發し -fsb 
冬十月甲子勅依 品位始定祿 法、職事 二品二位各拖 
三十疋 * 絲一百鈎、錢二 千 ^ • 王三位施 二十. 疋餞.一千 
文、 F?. 三位拖十疋较一千文、 王 四 位 施六 7E 錢三百文、 
五位拖四疋錢二百文、六 位七位各施二 疋錢 四十 文、 八 
位初位施一疋錢二十 文、番上大 舍人帶削舍人、兵術， 
史生、省掌*召使、門部、物部、 主師等並絲二输' 
錢十 文、 女准此•又詔日夫« 之爲 k 用所ァ 以 -ifi , 財貨，易 巾 有 
M 也、當今百姓尙迷習俗未: m 其理_ 、僅 nJt - V 猶 =111 
窖錢者、隨其多少節极授其從六位以下莕錢一 
十貫以 _上者 進位一階拟 ，二十 貫以上進_二階 1 叙*初位 
以下 每有五 貫 進一叙"大初位 上、 若初位進， 入，-'^ 八位 
下以一十 限 •其 五位 以上、 及 正六 位、 有 = +貫 


以上者、臨時聰勅、或借他钱而欺爲官者"其錢沒 
官•身徙一年、與者同罪*夫申#錢狀ボ、今年十二 
n 内祿狀幷錢申送訖太政* B 議奏令^ 1 rFf 1 ^ •勒对 :m 
位附、家存雲之心•人成遂觸之趣、恐.^ U 、 

或多-盜 M * k # 私鍺猶輕罪法_故權立，宽刑，•然斷未 レ 然 
a こ私镇錢'者斬從种沒官、家□皆流五保知而不 1 '^者 ^ i 
同罪 - f 知情者戚五等罪之•其錢雖用悔過自竹减一 
等"或未用自首免罪•雖容隱人知之不吿者? i ' 同罪、 
或吿者同前首法* 1 »EB 

fill-t> 王想及官吏の年俸は絹、絲及錢を以て支給し其差 
を定め又人民に«の便利なるものなるを說き-^錢を勸 
め其手本として 官吏の蓄錢者を賞し從て私鍺錢遇を嚴 
罸 しねり、 政府の通貨普及の事に腐心する思 ふべし 
如斯法令發布せられたる爲め富者に.し*I蓄錢名現れ翌 
十一月 H 1 戊蓄錢人等始,#位焉1 IEH . 

の記事を見乂官吏の蓄 a 者も現れ同月 
辛卯從六位下菅生朝臣大麻呂 、正 七位氣棰朝臣 男 
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足並授從五位下 ！ JleB 

即ち营生大麻呂は十茛»£«、高轎男足は二十^^萬以上 
の錢を貯菩したるものな-^ 

十二月には蓄錢叙位令の追加をなせり 
庚申又-«11錢叙位之法無位七貫，白丁十貢並爲人限* 
以外如前 

白丁の五万圓は少し高過ぎると余は考へる或は出來な 
い相談か、併し斯 S く..効力を無 S 人民に 
知らしめたるな>、明治二十年頃國防费献金者に位記 
を賜ひしこ£あ.〇*これは金を献上して位記を ri ひた 
る なれども、當時の令は錢は其儘 自身 所持し 別に 位記 
を貫ふなれば所謂牡丹餅にて頰を打れたる同樣 、甚だ 

割のょき法令な\併し私鍺饉者は笠臺の飛ぶは甚だ 
恐る•へきことなれ 

翌和銅五年冬十;] 

乙3:詔！：：諸阚役夫及速脚者、還鄱日 m 食乏少、無由 
得 1 RS 郡稻„地隨役夫到仟令交易-又行旅 AU 


必裔>爲資因 息重擔之勞亦 知 用 餞 之 便 # tea 
右の令は餞の M 値を發揮甘 .しむべき 善令に. して又 M 阡 
者 1; 容具に遠方 V」 交通す る 便を與へ られたる&のな 
往昔は旅行者は 嫌 H 分の粗食及 布 等を 携帶せざる 
.へからざるに、錢の十文も携帯すれば 幾 十 百里の道を 
旅行し得べく、 こ、1: 始て錢 なるもの、 便利の 頭は る 
、所な-^ 

関十二月辛 a 中略 又諸 阈所送 調腐 等物、 W 錢換•宜 
以餞五文准布一常 11 IEH 

即ち諸國ょり中央政府へ納入する租稅は錢にて梵し* 
重量^*〇穀布を速搬する必要なしと云ふ布令なれば益 
錢なるもの、効力を a:s め得べき前令の追加と見るを得 
v し 

* 和銅六年 

一一 一 月壬午詔日任郡司少領以上者*性譎淸廉雖堪時 
務_而菩錢乏少•不 : ffi ■ 六貫、自今以後不得遒任又詔 
日諸國之地、江山遐擔之轚 * 久芮行役 - *具陥 
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資模闕納貫之恒數、戚損重負恐9$路之不*少*宜各^此詔は錢の普及と共に私糖餞者の絕へざる € 共1:其箱 
1 H 一作當廬給永一省勞费往還得便、宜國郡司等募豪餞して利益あるを証するものな b 、 叉當時は銀錢の通 
富家側'-任^. »■ 買、一年之內、 - S 米一百斛以用を禁じあれば鋇錢の事な b * 余は前章に於て鋇錢の 
1一 以名奏聞、又賣買田以錢爲價•若以他物爲價 - H 盜鴒は和同ーニ年の頃にあら - t - 後年の事ならんと云し 
並一其物共爲役官或有规吿者則給吿人、賣及買人並科-も當和銅七年頃1:は鋇錢の私锗も屯利とな^'しを証せ 
違勑罪郡司不加檢皎•違十事以上即 -» 其任一、九事以 -- b * 且つ其原料たる銅錫も何れよりか入手するを得た 
下景降考第、國司者式部设察計達附考•或雎非 : ffl 我：ろを證せ b 而して、余は多分支那より入手•した6もの 
而情願通商者聰之 *Mg j | と考ふ 
右の法かも前一令£同じく设の普及を國5其價値を發揮一：同年 

せしむる策にして、錢の價值を知らざる無智の人民に一九月甲辰制*自今以後不得擇«•若有す實錢一梅嫌 
急撖に其利用法を敎ふる U は嫌分强制的なれども斯の 擇者、勅使^一百"其濫錢者主客相對破，之即 in 
如くなさ ゞ れば行れざる*へし、今日より見れば甚だ奇；唐式なる從來所謂新和同錢なるものは、今 H 吾人にて 
異の成あれども當時政府の苦心察す•へし も其中に盗鎮錢ありとは鑑定に苦しむ况や當時の人民 
翌和鋇七年六月 は當時の文明1:不相應なる端麗なる栽に若し盗鍺餞な 
癸未大敕天下中* I 常叛 JfK ; 免者咸救除之、其私鎢栽*りとしても(有れば支那輸入ならん)分別せらるべき 
及竊&並不在救限*伹鎢盗之徒合死坐•降罪一等云ものにあらす、故に錢を擇ふ*即ち好き嫌ひして嫌は 

ヶ繚日 -_ る、ものは*當時河內に於て银设鳙造の序1:臨時傅造 

々本祀 



したる彼の蠻的なる從來古和同と稱せし一秤の中(第 
三 ») の栽ならざ 6 •へからす、故に當和鲴七年には善 
惡二樣の錢あ-'しは明かな而*して又キ：客相對して 
破毀し市役所に送るべき濫錢なるものは如何なるもの 
なるや、勿論私鍺餞にして第三圖以外のこれに韜似じ 
たる從來所謂古和同錢の一穐ならざる•へからす•今 A 
現存する古和同錢と稱するもの ゞ 中には天平以後甚だ 
〇きは萬年神功の兩錢發行後に鎢造せられたろ新々和 
同錢 - j 命名す•へ きも のあれども是等は次辈に於て田中 
鷲田等の鑑定家に意見を聞きたる上論すベ*し、併しな 
がら當時無文餞等は决してなか b しなり*如何ビなれ 
ば當時の人民は中世以後の如く雜種の錢4-見たるこ w 
なく和同開珍餞の外は開通元寶錢を見たること4>るの 
みに〇て、それ以外は錢なるものを知らざる人民にし 
てこの人民に無文餞如きものを典へた b とて受取る•へ 
き理由もなく"又鎢造すれば直ちに分明すべく*分明 
すれば直ちに斬罪1:處せられ生命を失ぶ•へし•如何に 


當時未两の人民にても然る人民はぁらざるべし、»0勒 
0L0° ^ぃ 1-oixo k r oio uo?o40§o«o^s>roio?l 

らす•而•して河内錢後銪錢及私»の和同錢は漸次帝都 
附近を 追拂 はれ當時の 未開地へ 僅かに餘命を保ちしは 
今 H 是等の錢の發掘せらる ゞ は^^波^:ば—濃尾西 ri I 
俑前等1:して且つ衆圃して發掘せられたるもの少なき 
•*1て知る VL - 玆に至て余は和 銅 元年 »: 河內1:鋳錢司 
を S き 銀 鋇錢を鍺たるは、濫錢を出し人民を殺し且つ 
歷史家 古錢家を迷したる當時政府の失策なるを思ふも 5 
のな b 

靈龜元年春正月 

癸已詔日今年元旦•皇太子始拜朝、瑞雲 M 見•宜大 
敢天下佴犯八虐•私鴒錢•盜人常救所不原者、並不 
在救限云々 

右の如く私銪錢者は最惡人£して大敕に際し枚免せら 
れす"尙ほ此後元正聖武の二朝のみ1:ても左1:示す如 
く都合十四回の大教に際し皆右<7>詔語と殆んと同様私 
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雄錢者の目あるは•私路餞者の絕 へ* さるを知るべし 
元正天皇 里龜 元年九月 養老四年八月 
養老六年八月 

聖武天皇天平四年七月 天平四年十 I 月 
同.七年五月 同九年五月 
间九年七月 同十年正月 
同十二年六月 同十七年四月 
同 十八 年三月 同十九年正月 
同 十九 年十二月(以後略す) 

霣龜元年六月 

丁卯諸國人二十戶、移附京職由殖货也1 g 
其錢の流布に勉めたも知るべし 
元正天阜：银龜二年正月 

丙午 勅太宰府百姓家 釘 藏白筠先加禁斷、然不遵奉 
B 藏胃贾*是以鍺錢惡箱多肆奸詐連及之徒陷罪不少、 
宜 T » 加禁制無更使然、若有白^搜求納於官司 fIEB 
右の勅令は鍺錢に關し各种の證逋を提供したる重要な 


る記事な り * この詔語を 語を 變へ て言へ ば、先に 禁じた 
るに拘らす、太宰府の民家に白_を廉するものあなて、 

私鎢錢者に原料として賣渡せ彳、故に私鍺錢者の絕へ 
ざる所以な b •以後は嚴重1:取締りて彼等に白^を藏 
せしめす*且つ所藏品は搜し出し官に納めしめよ•と 
なる、然らば大宰府の市民中若干年前より白 ry を密 JV 
し、或時一度以上禁止せられたる1:拘らす尙ほ密赀を 
繼給したるものなり•而して彼等は其白 ly なるものを 
何れより求めたるや•若し n 本產の奔なれば其鑛山を6 
取締れば足り、太宰府の土地より產出せしか殊更容易 
に取输6得べく，然るに取締 b 惡く此令の出でたる後 
も谢私鍺錢者絕へ'?るを見れば、前章1:論じたる如く 
當太宰府は當時 H 本唯一の外國貿易港1: •して 支那朝鮮 
の商人多數居住し•今 n の橫溶神戶の如き狀况と考へ 
ざるべからす*尙當時支那人は：！；本より大國且文明に 
して、一度ば朝鮮に於て：：：本軍を打破•したる經歷もあ 
り*日本は支那より小兒扱ひ M 國扱ひにせられ居6し 
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時代なれば今 H の英米人以上に威張り居りしは明睐な 
-〇、而 して 其 白鍩な * ものは 支那ょ b 橡人した る もの 
ならす んば非す*■政府も又彼等支那商の供給を受けて 
銪錢 したるものなる は想像に餘りぁ b 故に輸入禁止を 
斷行 する 勇氣もなく、又人民に賣渡すべから す VJ て 支 
那 人に 對 する禁令も發 •し得 ざりしなり、. 只 日本人に 資 
It を 禁じたろ迄な卜、今 n 支那に於ける阿片と同樣 1: 
•して 餘^ '効な か-^ •しなり 

當時日本に於て白銳の產出なく、少貴の產出ぁりとし 
ても政府鍺錢に要する ft の產出なきか又は高價にして 
支那產 * 對抗する能はすこれを支那の供給に仰ぎ且つ 
鍺餞股料の一なる銅は當時主として中國附近ょ6産出 
〇居 b たるを見れば當時鎗栽に最も便利な S 地は長門 
の長府附近ならざるべからす、殊に鋇の一部も外國に 
仰ぎし形迸ぁれば，日本最古の！！餞地は長府と.して間 
逢なかるべし , 

.或は太宰府は鏑錢原料の供給地にして加之太宰府より 


銅 SI 献上の明文もあれば太宰府に鍺錢司ありし1:非 
すや V 」云ふものあらんも*余は 9 ( じて然らすと答へん、 

I 太宰府に鍺錢司を.1: くな れば 、日本人の 手にて鍺造す 
るょりは、 文明にして且權力ある支那人に委任した る 
方經濟上得策な >、 JM 支那にて鋳造 CH 本に褕入し 
:たる 方私鍺錢者も起らで更1:1厝 の 得策な6併し外人 
i ; 雜居の太宰府に於て鍺餞せんか白鉛と同様更に一解取 
八締の附 かざる こと、 な b - 立派なる支那人製の私鍺錢 
一； は給々鍺造 或は 输入 せらるべし、終 1:は鍺錢司の製品 7 
11 ば従物と なるや も計しされば第一、國 S 威嚴を M 
::し-第二政府の利益を減し、第三取締不可能と なる V 
:し、殷鑑速からす明治二十四年朝鮮政府は五錢白銅鉍 
を H 本人大三輪等»:受負はしめ造幣局にて M 型を製造 
するや他の外_地方に私鎖者出現し續々朝鮮に密蝓入 
し*朝鮮政府は勿論日本政府 1: ても迷惑した るは 耳新 
しきことなり 

故に今 HI : ても造幣局其他兵器等の H « は必す交妨港 
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に溫かす幾分距りたる不便の地に®け殊に兵器に和銅三年九月再度の銀錢禁止より十二年に•してこの令 
於 1 C 然るは人の知るところなり、接 re 銪®司は神戶に一あ h * 何時解禁したりとなく弛緩し兹に銅銀の檟格を 


於ける大阪にて、外圃原料使用鋪錢には當時最適當の 
地なるは余も殆んど威服する所な b . 

而して抑&白雄なるものは如何なるものな^'や文武の 
朝に伊豫伊勢ょ b 白銪を献すの明文あ b て"伊豫の白 
筠なろものは所箱伊豫白目(アン チモ , II )に非すや 
の說もあれどアンチモ -1 1は鎢錢原料には不適なるも 
のなり•鋳鈕原料とし必要なるものは錫にして"錨 tl 
丹波國ょ b 錫を献すの明文ありて、此所1:白筠と害く 
必要なき箬 > Ab 、 鎮銅法ょ b 考へれば此白錨は錫或は 
18鉛の合金所謂白目の事ならんと考へらる*余は當時 
の白銪なる語は錨®アンチモュー亞鉛等柔軟にして弱 
火'に溶融すべき白色の金屬の總稱ならんと考ふ 
降て元正天皇養老五年三月 


定めた4ものなり、去る和銅四年の穀六升1:付鋇錢一 
文の相塢な6せは銀錢一文今：：：の金百 C 拾五 Bl の價せ. 
し計算な b 
翌養老六年二月 

戊戍詔日市頭交舄元來定價•比日 W 後多不如法因 
茲本源欲斷則有廢業之家•末流無禁則有奸非之侶， 

更最用錢之便宜欲得■白姓之潤利•其用二百錢"當/ * 
兩銀、仍 R 物貴賎價錢多少随時平章永爲恒式「如^ 

違者"職 f 主典己上除却當年考勞•自餘不論蔭賊 
决杖六十云々^ 

右令に依れば坂銭の價は又倍加し、銀錢一文は二百五 
十 11 の 價ビなしな 6、而 して 令を 用ひざれば 罸 せら 
る V . し* 十三年前に銀錢を藏せ •し 富豪の利益思 ふ V し 


丙子令天下百姓_以銀錢 I 當緬錢二十五 t 以銀 I 兩當■同年 、 

一百«_行用之* aICB . 九月庚寅令伊賀伊勢尾張近江越削丹波播磨紀伊等-® 
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始輸饉調；^* &B 

去る和銅五年十二月に命令せし換錢調の法は玆 (: 實現 
せられたる^5其間十年は銭の不足の爲め錢にて納入 
不可能な6しか將又他に理由ありしか不明なれども、 
當時錢の普及したる範圍の狹少なる察するに餘 b ある 
ベ〇、當時の帝都奈良を中心£してこの諸國を除けば、 
大和山城河內和泉攝津の畿內五箇國のみょり*奈良朝 
以前 H 本文明の範圍知るベ*し、故1:錢貨 I :拘らす今日 
n 本の形勢を以て當時を律するときは太な S 誤謬を來 

すべ•し*又當時の歷史を被するものは心す V きことな 

hy 

降而聖武天 皇天， 平元年三月 
庚午諸國兵衛資物令當郡見在郡 IF 節級输之仍附貫調 
使送所司•其輸以 k 施一正充银二兩*以上絲小二斤 
庸綿小八斤庸布四段米一石並充銀一兩、即依當土所 
出准®一一十兩賴 JEn 

右の令1:て略ぼ物價の標準を知るを得たり、即ち銀一 


m は銀錢四文•銀鉉一文は銅«五十文の割なり 
同年 

五月甲午天皇御松林苑宴王臣五位已上賜祿有差 • 

亦奉騎人等不 :ra 位品給錢一千文 
この記事中味に奉せし人とは今日の供奉せし人と云ふ 
意味 ♦: 非すやと思ふ•若し然£せば和鋇四年頃の官吏 
の年俸に比し非常1:高金に當れ b * 即ち當時三位の人 
の年律の五分一に當れこは和銅四年ょ6二十年間 
引給锫錢し居るベければ流通せる銅錢の贷も嵩み價格9 
若干下落したるものなる•へし 
天平二年三月 

丁酉周防阈能野郡牛蝙两汀•吉敷郡達理山所出鉬試 
加冶練並堪爲用•便令當國採冶以充長門鍺踐11 
能野郎牛竭は今の熊毛郡1:崩し•山陽道柳井雄の西南 
I: 當り、當時 J1 の fm のぁ 6 •し附近 {: て •周圉二 M 二十 
二町の細長き一小鴫にして、上の關を通過の船は必す 
其附近を通行せ ?■ る可からざる位 {5: に在 b 而 して 長門 



鍺錢司迄は西へ海路二十五里許なり 
吉敷郡達理山は山陽道臺道驛ょ b 小郡驛に至る•中間" 
鏞錢司材の附近の山ならんも、今其地名なく其近傍に 
榈島なる地名あり、明洎二十九年二月發行の古泉 
會報告に*逵理山は達理山にして桐畠の附近にあら t 
やと云ひ居れり、余も或は然らんと考ふ、而して其附 
近長門鍺錢司迄は西へ海路十五里許なり 
面して此記事にょれば周防國は長門錄錢菏の下吹所即 
ち製銅の分エ鴆となりしな後年此«錢司材は鎢錢 
本エ鴆とな b し形迹あれどもそは後にて說明すベ.し、 
長5：鍺錢司なるものは此時始めて史に顯れたるものな 
れども-其文意にょれば此時始めて起6しもの1:あら 
す*當時旣にありしば明瞭な b 、 然らば何時頃起卜し 
ものなる や、前章よ b 論せ し 如 <、前後の事情を綜合 
■し考ふれば文武天皇三年に起りし=本最古の鍺錢所な 
らすんぱ非ず、而して當時錢の流通せし地方は主とし 
て栽內にして周防國より東方に當れ6、然るに練鋇を 


其方面に送らで反對の方面なる長門鋳铙所に送6鎢錢 
の上更に東方へ送るべき1:考へても長門薄錢所は如何 
に 重要なる鴒錢所な b しを察すべ L 、 余は當時鋳錢所 
は全國にニヶ所ありて畿內附近以東 r - 產出する銅は近 
江國膳所の鍺錢所にて所理し、中國四阈九州附近に產 
出せし鋇は長門長府にて所理し t るものに. して*外國 
ょり輸入したる鋇錫は兩方に 適宜 分配‘ したるものと 考 
ふ 

事の序に！言すべきは、所！一御國自慢なりこれ芙事に10 
.し -1:何れの國にも ある こと に C て决•して咎むべ きこ S 
に 非す 或る 意味に於て寧ろ獎勵すべきこと^ 卜、 然 n 
一 どもある 場^ には 朱2 をな す こ VJ め 5、即ち事實を隱販 
すること ^ b 、 古來歷史家古錢家 は H 本に初めて鎢逍 
，したる 和同開珍と云へば其原料乃至技術までも無埋に 
純 H 本產 となし n : 和 同と 和鋇を混同し從て其初鍺年代 
を操下げ、多 Jal : 採掘せられし形跡もなき武葳國秩父 
產の銅を鏑錢の原料とせし S 云ひ •= 本1:殆んと產出 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


なき鑭迄も內地にて產出せ O 如く思はせ*終には和同 
钱の新 S にまで ffi 倒•しす V く餘儀^くせしめた6、而 
して 當 時：11本に於ての餳の產出は絕無にあらざろ|1滕 
史に明文もあり又今日にても產出あれば非 BS はせざれ 
ども、明治四十一年の全日本の餳產額は四萬二千八百 
八十五斤にして內三萬三 f - 六百九十斤は il 廉谷山の產 
なり、而•して翌四十二年の錫の外國翰入は百四十七离 
斤(器械其他武力等に附蜀して输入せしは別な 6) に 
して H 本にて§8の霱要の百分の九十七迄は外國品にし 
て内地品は僅か百分の三な6、而して薩摩產を除けば 
九千二百斤即ち千分の六な b 豈に少量の產な， xt や* 
奈良朝時代と今 R とを比較するは甚だ不當なれども、 
思ひ牢に過ぐるの成ある•へし•又德川政府時代の I 分 
銀一朱銀等の原料にても安南鍰を多量に輸入したるは 
乎ふ*へからざる事實1:して、殊に今日多*に流通し居 
る五«白銅銭の原料「一 I ッケ少」は日本 U 一粒も產せ 
す全部外國產ならすや、古の古 餞 家をして 嫌 百¥後 U 


生れたらんには、明治大正時代に2： 本に「-1ッヶル」 

を產 せり故に 五錢白銅 ありと 云 ふならん 
凡そ貨幣の原料は なるべく 普通人 K に入手し 離きもの 
を 使用するは 賢明なる方法にて從て 外國ょ 6 輪 入する 
ものを 使用せば 私鋳を防ぎ 價格を 保持する上に铃て甚 
だ便利な6、往古支那周代(:於て其內地に於て 貝殼を 
货幣 とせし 地方 あ 6、 こ n 貝を得るに 不便な ればな.〇* 
海岸の - M 產地にて は 其貝殻は货幣と•しての資格はなき' 
なり、これに 鑑みても長門の鍺錢司は適當なる堪所な11 

»hv 


〇寬永年間に淺草座の存ぜ 

しや否やに就て 

花林谘 

私が本誌第二十躭•第二十一號の兩號に涉り「寬永十 
三年鴒造錢の研究 J の I 文を載せましたに就て•宇野 
の水原さん から 本誌第二十九號に「寬永淺萆錢 座に 就 
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ま。年©七、畧寬〇ど 
で〇に©#、 w 永〇も 
艇〇全©に、十、年〇二に 
績〇國3悉、三、間〇 5二 
し〇—0 く、年、よ0きヶ 
あ〇齋 q 停、開、江、.所 
り〇に®止、設、明〇戸、の 
■fzo 停 ◎せ、の、詹〇の、 錄 
る ojh ® ら、磨!'* ま 0 ®'*_ 
も〇ゼ ® れ、座、で〇草、座 
の〇ら9た、は、繼〇の、あ 
と〇れ©る、十、續〇 !) 

揭〇た®も、四、 L 〇座、た 
斷〇る®の、年、た〇は、る 
し〇を_3な、開、る0明、如 
て0知。い設、も〇曆、く 
— ,ら@ 0 の、の〇の> 記 
十。す3貞〇銭、に0再、载 
三。、^〇座、あ0興、せ 
年。明〇は〇 i 、ら〇に () 
至6曆〇此〇共、す*〇し、 
明△年〇十◎に、一て然 
曆办間〇乇◎十、中、れ 


て」 W いふお說をお寄せ1:なりま•じた 
拜見致しますと私の說の主眼たる 


上に立脚して禁壓的に出來た錢座で有といふ珍說を铒 
凝 表にな b ました 。私に執ては此 主眼點 で爭はねば、 
論遘 する 必要もない譯ですけれ ども「詳細なる 御示敎」 
とい ふ お言葉があ b ましたから、 原稿紙凡百五十枚斗 
6書いて 會 椏の許まで送れ i •したら 〇實 1:お前にも困 
る、ナン•ホ何ンでも長通る 卜 >4: られましたから*切 詰 


めま* j て要を摘でお答へ致•します 
一體 新らしい 說を出したり、舊說を級すには古 錢家間 
の周知の 書から 題材を 採る のは チヨット骨です•か、 古 
餞家以外の人の省いたものに、却て正確の事が多いも 
のです から 其方面の 有力な 記錄 でも お 探 〇 出し下さ ッ 
たら" 淺草«座の 十三 年1:存在せしや 否やは忽ち 解决 
の付く譯です - 

假令ば貞幹の譜に「寬永十三年至明膊中」£ あるは、 
何の書に據て書いたか•其出典を知る必要がある。夫12 
は「何々日記」1:據て書いたとか、「何々随筆」に據 
るとか V わかれば〇其書が僞軎 T * あるとか*杜撰の書 
であると か極ればすぐ解决がつく譯です。私1:しろ誰 
にしろ、貞幹の出典を知らすに閣中摸索で水掛論をや 
ッて居る のですから識者の目からは さぞ 可笑事でせぅ 
さて今度の御論で 委しく お調にな ッ てお擧にな ッた 一 
から六までの泉筲解題は後進を益する事多大な hi 威 
謝致0ます〇お恥かしい次第です•か其內私の持て居る 
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のは續化蝶類苑の原本ばか b で、其他は榑冩本や•古 
事類苑や、近 M 正齋全集で見たばかりですから、若し 
や誤寫や*誤植や、脫字がぁッたらと思ひまして*比 
較研究の異本*少くも！二の異本紮照しなければ批評 
勇氣が出ませんから試ません、お調になッれのが其邊 
I :御如才がなければ斯道の爲幸顙です S だ iff I :咖 sf'H 雜 

•牛年表、近代和«考，談海、繽«類苑等も解姐.して下さ 

- ソ T : らと存 £; ま . しれ、說«の滿足のさこそと忠ひまマ 

お答 VJ いふた所で要點はこれでおしまいです 
今度は私の方炉ら改めて申し上ます。お書き1:なッた 
事が私の腑に落ちない事が二三御座いますから*左(: 
列記して御辨明をお願ひ致します 
一「賴化蝶頬苑は多く貞幹の說を引用したりとの事な 
れば今は是を引用すベからす」卜いふの£「貞幹の錢 
15 なる ものは記事簡略にして座人等の名を記せざるを 
見て知る V し」 とお 說きになツたのは如何かと思ひま 
すから 

宗明の宽永錢觐と貞幹の寬永«觀の研究 


の一文を草しましたから本誌へ登栽されましたら*御 
覽下さいまして可否の御批判を願ひます 
「而- して 錢錄及び近代和錢考1:於ては明か1:淺草橋塢 
と芝纈手とを別記し备其座人をも載せて疑ふ可からざ 
る もの、 如.し此書たるや决して彼の貞幹の說に依嫌て 
記せるものとは思はれす必らす別 {: 據めるべきな b 」 

r •ゴこょノこ oi 近代和«考 11 私の見ない d !; v .- c-r から批 許 
w お說きになツ / の lilt 出來 i せんが、此 # i やとは«銥の 

1 fug l-irM パか根本的間違ッて居 b ま TVJ 思 ひます か 

ら、其先にお書きになッた「且錢錄の著者は益府の杳13 

物奉行た b 尤具率なる錢貨學者な H ば其記^の明拆な 

る1:徵し列舉せる諸 W 中尤も信憑し得べき&のど思ふ 

なり」.£共に 

正齋の錢錄の研究 

とい ふ一文をものしてあ^'ますから*誌上で發表され 
ま•したら御覽の上御感想を御勝かせを願ひます 
「貨幣秘錄とす然れども余輩は此杳の記事を尤疑ふも 
のな b (中塞)江州坂本京都九條(中畧}今世に5白錢と 
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いふ(中畧 ) sii の*たるを見る•へく著者は不明なるが 
餘り 見識 ある 人の作とは認め難 C 」 と說 かれたのは* 
餘 61 :著者佐藤次郎右衛門 *>* かはいきぅですから*幽 
明境を異にすると雖•此金座の座人の爲に寃を雪ぐベ 

貨幣秘錄の研究 

耳白錢の研究 

の 二 文を草しましたから、是も誌上で御结の上は故人 
に對して相當の敬意を表されんことを 願 ひます 
r 而•して彼の芝錢ば ® E 3 i .?? Q 起 f 覽るに將 I 
の奇夢を天 海 僧正*> 利 斷したる結果所謂禁腮的に設置 
〇たる事は鳴海平藏の由緒書を以て明かな6(中畧)芝 
の錢座は別座に將軍家の奇夢に於ける禁壓的のものと 
見做すべし 其開鎢 以後 虜特殊 御用の金銀錢を鍺造した 
る1:見ても察知せ'^る、?; b 唯 開 組の時期接近せるが 
故に種々 の 誤解を招けるもの^らん 歎」 ご御說きにな 
プたのは本論の眼目で*此御腹案があればこそ*私の 


十三年淺草なし•の論に異議^,お唱えになつたのでせ 
ぅビ存じましたから取^'敢え t* 

鳴海平蒇の畜上の研究 

とい ふ一文を草しました*それは本號から四五回位に 
揭げられる害ですから、御«下さいま•して、御再考* >* 
願はれますれば幸ひです*そ•して私*>佐藤次郎右術門 
の爲めに 筆を M 5 ました樣 U 、 韻泉君も嗚海平藏 の 爲 
めに擁護の筆をお執 h 下さるならば、斯道の研究の爲 
めに好參考、好資料でせう 

何れ 右の全文をお讀みの 上、 何等かの御言葉を御待ち 
申すこビ、して、 此項の筆を擱 きます (完) 


〇寬永十三年に就て 

大 K 滇村半文生 

貨幣第二十、二十一號に揭げたる、花抹塔君の宽永十 
三年鑄造设の研究"を貨幣第二十九號に韻泉君が、寬 
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永??草錢座に 就てといふ* 反閜 •かあなました、例の 香 
哉先生‘早速一文を草されましたが*何かの理由で編 
輯部に銓衡中であるそぅです、(現今宽永餞の#宿游 
仙君も西方說のやぅです)をこで恺越なから*生が一 
文を^ します » 

貞幹蒐永泉譜です、今春韻泉君東上後"古 冤 譜 が 何ん 
とやら1:て•貞 幹を こき 卸されましたが、 今回の文中 
に*其泉譜を引用されたのを見ますと其人を以て其 
文を捨てす£いふですか*然し貞幹も隨分其名を以 
て、後人にかつがれ、又た聖人にも あらぬ 人、多少の 
瑕庇は ある V し" されど其寬永泉譜は、不朽の著書な 
而 して 寬永錢書にも三期 あるならん か*第 I 創說 
の貞幹は傅說八分實物二分位か、以後柳北時代迄は後 
廑を拜 する のみ、第二中川氏宽永錢譜 m 說六分實物四 
分位か、第三の三上君寬永錢志は傅說四分實物六分位 
かの三期に分類す v きか、そこで貞幹寬永譜は創見の 


事ではあり、今 H の樣に研究を微細にやらす•一寸研 
究の出來る範圍內の仕事です*誤謬も#)りませぅ*近 
藤錢錄寬永部を、生は正齋自稿本を求めた6、何，フも 
貞幹の孫引で、狩谷に訂正さしてあるやぅです*然〇 
多少出色の事はあります*それから鳴海平葳書上です 
由來系圖由緒書は眞僞の交るものです、家光 11 .¥ 代に大 
久保と天海が出ると•諸談柯にも U 6 ます、天海傅1: 
和漢辨會錄云足利義近徙居铒州難波或夜夢虽出南海 
飛駐表近門前桐樹枝上放光煌々覺而後驚恠出見門外有]5 
兒男子桐樹下可二歲笑而不啼義近悅收育因呼宇星之助 
云々*生時から夢です、南です、何か附會したもので 
ありますまいか*星之助だから*背星錢は天海書など 
云ふ說も出來ますが，往古の泉家はつまらぬ傳說を茲 
ぶ人 多く*加 ふるに一寸色彩りといふも可笑しけれど 
咄が面白い のご、 寬永時代の經濟史料の少なき爲 め、 
相當の著書に も引用 さ.れ しならん*然し 職工 連中など 
.は 迷信深く*稻荷祭とか餞座に あり •そんな巷說も或 



はありしならんか*事實にはあらざるべし•德川實紀 
卷三十一寬永十三年六月新錢 は、 府下幷に近江國坂本 
云々 •同大猷院附錄三芝繩 に 於て 云々 (鳴見嘗上 ) 
i あれど奇夢の記事な し、 近藤錢镍に もな •し"又惡貨 
を行ふにもあ ht -* 夢に托し爲す如き事あるべから t 
それから近代和錢考です、生は虎甩樓珍本中に久野克 
寬 云々*曾て 水原氏蒇の錢諝合本近代和錢考を見た 卜 
著者名なし 

寬永通寶明正院御宇將軍大猷院御治世寬永十三丙子 
五月初而錆之寶曆%年迄百 I 十四年 

秋田屋小左衛門 
末吉與左衛門 
, 丸太塚九右術門 
y レ^り. 御引用の文 W 大差あり-それから妄與の害と 
ある貨幣秘鑼は、佐藤治郎右術門著で大藏省にも首て 
用ひられ•全本は田中會長廉の由にて、信用める著* 
にも引用されあち、决して妄拜とのみ見るべき者に非 


らす*それから水原君說金銀餞を芝にて鎢た b とある 
は、何か據ある說にや、鳴見畜上の御論®にや"然ら 
ば薄弱なり、これは源平盛衰記中宮御產の中小松大臣 
は蒔 tt の細大刀鷗尻に佩給金链九十九文"ょ b 起り•し 
ならん、 嗚見書上 U は金錢五千文、銀錢一萬五千文と 
6 b •此澤 山の金銀錢の 事は、他 書には何も見へませ 
ん 如何 K ; や、從來の 芝錢を 寬永初鑲の 韻泉君說ですか、 

三上君後鍺說なり、生も左ならんかと考へます、結局 
實物の問題です*願はくば珍品奇品でなく"普通澤山 16 
ある寬永錢を一層御研究あらん事を！ 


〇贋物論承前 韻 M 

而して余輩當時の泉家を鵝る1:、幾分の M 物を^ J せざ 
る者は、殆んど稀な\然れども ffs 物 V . 藏する•か故«: 
其人を輕蔑するが如きは*余衆の執らざる所なり*何 
となれば•奠 H を研究するには" III 物をも研究するの、 
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必要あるを以てな-^ 

余纒に田中邦泉君を訪ふて其贋物を所廉せらる、事 • 
頗る多歎^るは驚けり、之れが爲 U 費中所、歎千金に 
降らす、而して是れ等多數の赝阀に耽て其多巧多技な 
る點を*硏究する事の鑑識向上に多大の効果ある事を 
知 b 得たり•同氏が獨り•其藏泉に於て傑出せるのみ 
ならす、其鑑識に於て亦，崭然たるものある事の"决. 
して偶然にあらざるを知れり 

孔方 H 隹序說に、褪橋世子常1:日く、近歲弄《の人、一 
僞錢ど云へば强て•具に近き者をも棄•是大に弄铥の一 
意にそむけ b、 其故は古泉の書を得て*其書に ii ある^ 
則は銘文のみ畜する者ょり見れば•樂み大に勝れり、： 
押形を得る則は是具餞と異ならざる故に、其喜び猶勝 
るべし•然る則は-具錢を母 v> して、 lfi;u 樣となして 
造る者は、是古代の Mi、 大小輕重文宇製作少も異な 
ることな.し- R 銅ど時代との異なるのみな.^、其樂み 
正錢と同じからすといへども、押形を以て珍とするよ 


b も、亦甚展れり直し物等、正«を知 t して、作者は 
取に足す、蓍へば大觀の當十錢、徽宗帝の宸箄といへ' 
ども*帝自書す者一品也*是を樣として•數禺貫を造 
る、皆其錢を帝筆と稱す、さすれば•正錢を樣 i .7 x す 
者は*我朝にて樓寫すといへども* f *' I ぞ是を棄んや、 

然ども正敍赝物と共に、爱する者は'不智なり*又强1: 
捨る者は不仁なるべし、只正錢を正錢とし K ' 物を K 物 
として、是を愛せは、樂み其中にぁり云々と 
彼の龍橋公は玩弄の上ょ b して*臜物必すしも棄つ V 17 
からすと謂へ b 、 佘輩も亦*未だ弄餞家の域を脫せざ 
るが爲か、其 K 物たるを知ると雖も•製作好き品は、 
直ちに之れを棄つるに忍びす、尙之れを愛藏す*所謂 
語中の不智 W るものなり、然ども佘費は唯に、之 n を 
玩弄するのみならす、又その研究 (. 資せんと欲するも 
のな卜、ん各心ぁ6、余輩 Its 恐自已の欲する所を 
行ふて*足れ b とす-世評 W 如きは銮ら*顧みざる所 
なり、同好諸士 •决しで余輩の不智を學ぶ勿れ^ J * c の 



研究に資するの點は首肯せよ 

余 II 往年某泉會へ再三®物を出品したるに•幹部連の 
誤解を招きたるのみにして、他に得る所なか b しを以 
て•爾来之れを中止した b •素より、余輩暗思の致す 
所たるも其當時未だ、 i 會の氣運、 專ら 研究の域1: 
到らざ -= 'しを ia 城とせ b 

遇般我地方の古泉會に於て、某大家の出品中にも、赝 
物あ b た卜"人或は、之れを批難 t るあるも*余 II は 
赞せす、其精巧な.〇臍物は>地方初心者の研究上に、 
多大の參考たるを得た b 、 余辈是點に於て、大に出品 
主の厚意を*威謝せすんばあらす 
全*の如き、常に泉會1:出品する|:>例令筐裡に I 腭 
物ありとも > 敢て之れを除去せす、 素よ b 人の貧詞を 
受 くるを 以 t 目的 ごせす、其の 好く1( 串なる批評を受 
けん事を希建するものなり*凡そ人の35物を親て*瞬 
に之れを虡寅し"陰に之 n を批榜するが如きは、研究 
象の罪惡 w する所なり*當今の古錢界： r 旣に玩弄の 


時代を遇ぎて*専ら研究の域1:進みつ、あるの115に當 
b 、 彼の心にもなき虛寅の如き•誰れか、之れ を 喜ぶ 
ものあらんや*然も尙泉界の趨勢を知らや*敢て遊辭 
を弄する如き•徒 あらん か*是れ乃ち研究家の赝物 e 
こそ 謂つ ベ けん、且夫れ自身|'.0物を有しな* > ら人の 
腌物めるを笑ふ如きは*是我地方の方言に! th 蠣が鼻垂 
れを笑ふと謂類なる可し、又人の] S 物を見て、直ちに 
之 n を. II 倒する?!) >■ 如きは、謹 i ざる可からす1人各心 
l> b 必ず.しも、自已の意思を以てのみ之れを忖度す可 18 
きものならんャ 

余轚今茇に、©物に货する、自已の述べん !:•» 

一®物*:迷ふ事勿れ、二肢物を放棄するは是れ扁狹な 
り•三正品と圃物と併せて之れを研究するを要す、四 
人の K 物を觐て虛寅する勿れ*五人の M 物を視て之れ 
を%倒 t る勿れ、六人の M 物を親ては之れを精査して 
自已研究の參考とす' " J し、敢て之れを® I •し以て、间好 
鲼士の批翎を待つ(完) 
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天正十年頃の相鬈|-1£と黄金一核で三十五石<?>が支 
*が霣へ r : のだといふ今日 Tu ! 石 S ' 来4-貢ふの1:三 
十五 uutt るぅと••一て居る 

〇「鳴海平藏の書上」の研究 (-) 

花 林 塔 

廣い世間 U は•古人の害いたものでさへあれば•迷信 
するといふ淺薄な人が多く、我古錢界にも古畜の誤傅 
が先入主ビなつて*條理ある新說も取合つでくれぬ事 
が•柱々あるのは誠に愁しい事です ♦ 

茲に以前ょ b 古餞家の間に喧 m せらる、「鳴海平廉の 
*« 上」といふものが* b ます、是を私が研究致しまし 
た結果•別段に好參考*たるの檟值がないものと、放 
嫌して居きました »>* •まだ此窬を信 C て M らる ゞ 人々 
も少なくないやぅじすから.其袁を啓くが爲めに此文 
を草し i . した . 

扨て研究した「鳴海平藏の II 上」 なるものはどういふ 


ものであるか"未 fr 御存知ない方々の爲め (:" 今其全 
文を揭げて * それから批評を加へます 
香哉日〇此に揭げまし f (: 原文は*故友•大阪の方圖 
堂水野氏が、私共の組縝.して居た「蒐永《研究會」へ 
典害類大阪船塲古泉家末孫1:有之を先年為取所持 
し、此皮東京見永會へ書拔き挛呈す 
明治二十九年十 I 月二十六日•水野彌兵術 
w 奧書〇て贈ら n たものを*基として載せましだ、 
ーッは故八を傯ぶ爲です 19 

因1: 云、嗚»の#上は_*の度 (:*丰4-生”し»#る所1*) り今祐 
替か*酌 L て出 -T 〇嗚海か嗚兑とめ SU 水野 JE の取*の僂な y 

整 

1、元 組 鳴見，部賢勝 
應永年中足利公方勝定院義持公御代，朝鮮阈ょみ永 
樂«三千 H : 文奉 KI 是珍衩也どて日本1:て貧翫す " 
金銀ごの取替高庇 U て ia 文は金一兩 N 匁八分と定 
まる、然れども：：：数纔 I :三チ挝文 ( :て ilii 川不足故 • 


我 朝にて 其後永樂錢鑄足被仰付候•此節於 M 都針奉 

行職仕候 、 

一、二代目 利部一子同治部®勝 

刑部 ft 奉行職仕候此功を以て錢座毎に奉れ 職 仕 候、 
一子兵庫三代錢奉行職相勤め申候 
一、 三代 目 治部一子同兵庫賢則 
錢奉行 職相勤罷在候庳•永正七庚午年足利將軍尊氏 
公十代の後胤德佳院義澄公若宮御誕生 ili 利邮御 
母は會津蘆名右衛門大夫盛隆の嫒君な故ぁ6て 
會津へ御歸•若君も御伴御下向"此節若君外甩蘆名 
昔平氏姓を世1:奉申候、右京都ょり會津へ御下向の 
節、足利家ょ b 兵庫を御附下し被成候 
」、四代目 兵 HI 一子同刑部 fi 則 
袭隆公若君御出家 3 後、不動院御住職被成.候 節、. 境 
內支配役に被仰付相勘申候•父兵庫は會津 (: て病死 
仕候、巩後水戶へ罷出*佐竹家よ b 扶持を請け浪々 
にて 罷在候 


一*五代目 刑部一子同治部: nv 武 
同浪々にて水月に罷在候 
一 * 六代目 治部一子同兵庫賢信 
浪々1:て水戶に罷在候處"大僧正樣ょ b 出府仕候慊 
被仰遣*治部は老袞仕候に付兵庫出府仕候へば•先 
祖代々餞奉行職相勤候前功にて錢造樣可爲鍛練と被 
思召候に付•苋永年中芝網縄手新錢座御用被仰付候 
由來之儀 a 大猷院樣御瑞夢被遊御覽候*御夢中の次 
第は御城ょり南に當て御居城替る*此所ょ b 御步行20 
_にて被爲往との御夢、甚被爲御氣•蕾日局を以て上 
野天海大僧正へ御夢判被仰遺、大僧正判释の次第は 
御城替&は 代替る也 
御步行は 御兩足 U て被爲往也 
右御營中の御儀に無之、萬物を調候代物 S 申候儀也 
代物は餞也•錢を兩足 VJ 申すなり*圔中を能走通る.. 
といふ依を以て名附る也*女語1:御足と申故實も此 
玫也•又足袋を何寸€不云何文と申ずも此故也 
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狮夢想體金珐也、新餞被仰付候へ ば， 御治世の御代 
益々秦平にて御子孫可爲御繁榮御吉事と云々 

月 H 大僧正天海 

春日御局 

御披露 

右御判释の義の次第被爲聞召"大に御感悦御機嫌之 
餘 b +: 井大炊頭樣へ被仰付、重て新餞の置宇、將又 
吹座の塲所、錢造锫物師等、大僧 iE 御心の儘たる V 
し也、右の上意を御受、束數山の.寺號といひ•當 
時の年號といひ"寛永通寶末代不改の文可然•尤吹 
座の儀御瑞麥の方角に任せ、從御城南之方に當て垅 
所御見立•芝網 M 手吹座 £ 此節十井大炊頭樣 
へ被召出*栽座頭谢本人に被仰付•■則試錢百貫文鍺 
立奉差上候處 * 被偏上® r 御機嫌宜、爲御褒美御楙 
肴御時服幷に佘貳拾五兩拜領仕候、此筋被下 S 候 W 
拾五雨錢百霣文の賴りにて、四貫文に余赍兩の兩替 
被仰付候，其上諸國錢座爲司宽永天下平等通用重さ 


一栽、八分五厘、培判長«一貫文1:八百五十匁鍺廣 
，め可申旨、尤其節左錢御停止被仰付候段被仰渡、從 
是段々相動め申候錢吹候 中、 寬永十八年辛巳年三月 
御上御胎人の御祝依御 H 出度相濟候以後、御誕生の 
御用意命 fi 銀錢御調法御用被爲仰付 候、 佴員數幷秘 
法の御依に御座候*天海大泔正ょ h 御傳授被成下候 
は如左 

「父錢—二十八文 
一、母 錢银錢 三十六文 
次に家頭錢 • 

一、金錢 五千枚 
V 銀錢 一离五千枚 
尤兩文形 m 目寸法口傅^ 

右之通锫立奉 差 上候、同八月三 H 若君様被爲遊御 . M 
生*御目出度爲御祝依御時服黄余秤領仕 、難" 仕众 
奉存候 

一正保二年酉年四月二十三 n •若®楛御歲御五 mr - 
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候0曾祖父兵沛拜®仕候御本 It 、 以今大切に奉安'.? r : fig 
在候 - 
右之通り相違無御座候 W 上 

本所三-ソ=: 

察十二午年 鳴見平藏 
以上が鳴海の宵上の全文です(以下次號) 



，て 被爲遊御元服、奉稱大納言樣家網公 i 、 此御祝儀 
の節も金銀錢被仰付鍺立奉茇上候•如先例御祝依御 
時服黃金拜領仕•難有什合奉存候、右天海大僧正御 
幼年ょり奉屬三代惣恩譜從御憐愍を以て錢座に御差 
阑被成下"火を麁未仕候は >、天下萬民の不吉に成 
候由にて、天長地久爲國家安全、火防之行法御授被 
成候殊昔：：：東照宮様ょ b 上野へ被遊御 W 納候御襟掛 
之御守御本尊兵庫に被下谠候、其節被仰渡には*汝 
此度の新錢は、末代不改の宽永通寶、將又秘法錢等 
可被仰付證據に被下®候天下泰平の誓願常々怠間 
撤旨被仰渡候 

一,七代 目 兵車 一子.同平政重賢 
浪々.にて罷在•其上病身にて常陸へ引込罷在候、其 
後江戶表へ罷出御上御用の時節を相待罷在候 
一、 八代目 同 平 藏武賢 
一、 九代 目， 同 平藏 
私祖父年藏ょ5三代•御當地(:罷在、浪々にて罷在 
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安南黎代維 f! 昭統元年ょ 511 年迄の所鍺錢にレて*第 
一期、第二期の鍺造あり•第一期の鍺と見るべきは* 
景興錢の初鍺 vj 同じ黑灰の銅錢にして總ベて背文 
を有せざ4ものを指す-第二期錢は形稍や大 にして* 

厚肉な雖も、其質黃褐の- K 餘を主とし、必らす背 
文あ b 、 Jt 神類は一 、 正、 山 南 * 山、中等を存じ穿 
上穿下又は右側等一定せす 

背一の小樣錢に萁狳 ならざる もの あ b * これは 第 一 期 
の末鍺に出で たるものなる べし-其他餘製薄小の手類 23 
品は何れも阮代に至 6 ての彷錄錢な.〇 


〇民國通寶 

淺田水^莊蒇 


安南陳 氏の 手類發 に 鼉し、先輩は小字爪 正 陡の系焯1: 
類す るものと爲せ然かれども 頃日 改めて、 陳廢帝 
昌符十三 年所鍺 の苺本錢といふ說有力なり•盖し昌符 
は 祥符の音に通じ"安南1:祥符錢 の代表た る ものな < 
勿論 支那 錢の錢文を•寫 して 使用せ る 事•安南各時代 
の通例に因 b て* 怿むに足らす、此錢と同逋系と認ひ 
る、景德元衩、小字の爪正隆其他の手類餞に對 して、 
本 品を代表 品と 爲し、一般の JB するものを- 祥符 手と 
稱 す、 澗綠狹穿にして、錢文短小•全く異風を持す 

〇昭統通蜜第二期錢 

三 W 尾崎樹香庵藏 
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眞鍮にして小樣籼造なる錢で、 K 國初世の銥である* 
背の東川 ( t 即ち其銥地を示す檁記たる事"淸朝諸錢の 
前例に依る、福建の一文、二文(二文は存在多し)1: 
衡して、納珍ビすべき、初見の支那近世錢である 


〇 j 化の背吉字錢 

藤井深藪庵藏 



明治泉譜の第二集に、趙の明刀と列して、一刀と銘せ 
るもの、附記して"古泉匯云此一枚可直明刀一枚也と 
爲〇 "明刀錢と同じ パ、 趙阈 新明邑通貨盖周秦之際所 
造 S ある*然しながら、明7]は 餞 形無論無郭に.して、 


其式八妹の半兩に類似•し"一刀は典背夷没な b と雖有 
輪有郭にして同系煺の錢たるを許さす、必らすや鍺造 
地も異な.卜、俏格の拽當も同じなら？ • ろべからす、而 
.して其錢質に、鉛分を强度に含み錢形薄肉なる一种と* 

稍厚肉にして、黃銅質のものとぁり 

黃銅質 厚肉のものは、 全く 齊法货の鋇 K と弟違な く、 

鉛分薄肉のものは*刀形の明刀 U ぁる一种のもの1:努 
#,たるを見るべし、即ち齊と趙 V の二流に據6て造ら 
れたる"小瓶15幣な b 24 
刀形の明刀ビ、圈明7](九形の明刀«:$*«.抑||い明と 
は"其俏格の何のやぅに、和常するのか未定なれども* 

此一化錢(即ち 一 It 錢)の!!1顯 |: 2-6 て、 確 適 r - 科刀 
の背文とじて、上部に記入されたる-横線三本と中央 
部1:位置する、十字との意味を推定する事が、明か1: 
なつた 

背文穿上に倒書の吉字と、御刀吉背の筆法、及び動か 
さる 鋇 質の 對 照*銮し諸君は何と思はる ゞ が * 而して 




此 一 化«の种量 四分四厘强}約五分程の差 
齊法貨の秤量十二匁六分强 i あるのみ 

一化三十枚を以て、齋 7 J 1 本に殆んと相當し、其背の 
換當三十と Id せるは*指して一化餞の三十なるを示す 
ものとす、小货幣の方少しく«量なるは當然の理なる 
ペレ 

宝四化の宽平均 I 匁六分 
宝六化の m 同二匁四分三厘. 

是れ亦前の二品\£比較して、恐らくは、其鍺地をも想 
像するに II からざるものな b 

因に嘴吉字の一貨錢は黄鋇質の方に JS し、鉛分薄肉の 
類には、散見するを得す、以て其鎢地の齊趙何れに屬 
する*>をも窠知するに、易かるべし 

◎顧選面 

〇裏の裏<|) 


一同「いよく話が面白く成つて來たぞ * それから？ 
鑑定家「小平錢ビ折二は前述の通ヴ濟みました、後は 
大錢と安南£に三つあもます 
書生「ステキ^-まだあんですか 
古老「ァ、ァ心配な こど だ、漸く集めかけた人たちが 
氣を惡くせにやよいがな*昔の愛泉家はこん……： 
研究家「ァレダ折角佳境1:入ると、横道へ引張込むん 
だもの人の話を聞いて居られないのかなァ 
歸朝者「串被じやないよ、俣は時間を借むのだから* 26 
早くせ なきや •いけない よ 

鑑定家「何ぅか少し靜か {:* して下さいませんか*私も 
貴任が甫いのですから—、處で支那大錢では……： 
聞かぢり「開元だらぅ 

一同「東西 { 

鑑定家「袅らいね贵公は*其 itb 開 7 C 通寶です•然し 
此の錢は僞作品即ち®利的に出來た品ではなくて 
立派^座錢であることは請合ます、けれども時代 
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は精々明朝頃の品 l : M すべきもので*决〇て唐代 讀嘗家 r 顒天 大赛背 月文あり*といふ文章から思ひ付 


中宗期の鍺窀錢ではないのです 



熟心な人「ァそうですか*そうでせう、クム . それ 

から？ . 

鑑定家「次ぎは安南で、順天大衩對讀许月錢です 
惡口「此月は安南の月でなくつて、日本の月だそうで 
すね . 


.いて 此小平錢 を 作つ/: のでせぅ 
鑑定家「御說 の Mb で、月文を甲疽 とも畨いてないか 
ら(月)ビ正直 {:© いたのは*寧ろ此錢の作者が 
憐れ1:思はれます ょ、 そして 製作も銅質も殆 んど 
なつてお b ませんものですょ . 




27 


研究家「諸君どぅだい、御成想は 
熟心家「僕はこの先き、铤 S 事の出來る眼を卷成して* 
そ n から論をする こと 1 :宗3 1 - 1 # へを しょぅ、 今迄 
の無謀さが何だか恐ろ•しく成つて來た 
古老「古錢の分る A が居なくなつたものだから"言ひ 
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たい事をいふもんだ*日當にもな b も•し? i : いに：： 
一同「時節が違ふょ、一世紀前と今 HVJ はね 
惡口「オィ^-古老さん*君はそんなことを言はない 
で泉譜合の十番錢でも撰6出して居る方* >* い >ぢ 
やないのかい 一 
一同「カマ.ス賴きを、おや h . よ'^^ 

鑑定家「最後は大定元钗です 



出過者「> ぅだらぅと思つた•あれは變 /■<; 宇體だね 35 
，鑑定家 「此大定云衩に就て は 一寸"柳北 先生の 御考へ 
が 間違つ て居たやうです* 錢 風ですか •錢風 は 安 
南陳代 の 品 か 知れません がね、 li 文は 彫 直したも 
ので、到底識«の論中6に足らんものです、然-し 


其當時から一品物でね"一品物は無論三集の方へ 
出す笛に成つて居たのですが、此品に限つて二集 
へ褐げたのは、つま6自分ょ b 外1:二集を揃へて 
持つたものは ないとい ふ-味咐が御手傳ひを .した 
のかも知れません*今 H で申せば稚氣滿 々たる 6 
のです*か*自尊心から他を觝*して敢へてしたなぞ 
は反つて偉い處炉 とも 思は H ます、 け n ども 亦公 
平なる V き 泉1 i を*自家の都合で明を 失したとな 
ると 大ひに先生 も 91* あ^'と 成りますかな '28 
物知り「然しね"先浓は先浓で*充分(:馔榨して確か 
と認めた から 載た のさ" 今：：： はどぅだい*!ヶ年 
はさて^: て 半年前の智識と鑑別が、猫の眼の如1: 
镘る ことがあるじ やないか*つ眼が上•かれば 
上る稃 誤を幾見す る I :究易 I :成る譯で 、こんな ft 
物を厭々 と 栽せ たから* 故人は；® H だの m 鹿 /:- の、 

とはいへじいょ、誤謬を残して B . て.、れたから* 
吾等の向上6*認.ら H るこ V 」さ、柄此外(:漆胳りな 
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ぞの錢 B だけでは具 0 の^別できない原品もあ 
b ますけ れどもそれは、初心者を まどは す程の事 
でも あ.〇 ませんから、二集はこれでやめ ませう 
一间「大きにそれは御尤ですイヤ、鑑定家さん難 41 ふ 
御座いました*次ぎには三集をお願ひ致します 


〇長府鑄錢之遺跡發掘記：5: 

大 R 佐野英山 

八：：；：二十三 H 午後八時梅田驛ょ b 列車1:投じて西行す 
二十四日午前七時三田尻に着し、原田保氏を訪ひて、 
新藏の和同餞型を拜見す、盖し將に發掘せんとする長 
府の物に對*し*嵌め備へんが爲めなり 
同午後七時長府 U 着し、小串屋旅館<:投す、次で橫山 
氏に面會して其の勞を謝し*準備の次第を伺ふに旣に 
豫定地の地主に*し交渉を/せられ、人夫の手 -a 等諸 
事整頓せられゐ6進腌師も亦奔走せらる、所ぁ6しと 


いふ 

二十五 U 拂暌ょり癸掘すべく•現埸 (: 來 b 見れば地は 
長府町の西端にして覺苑寺と、毛利邱との中間に6リ 
小字を逢阪と稱し*狭 S にして印內川の上流に沿へる 
所な り•舊潘士有 川恒捣氏 の邸宅 1 C して、現時軍務局 
長 ff 野中將邸 VJ なれる所の西に隣接す•後方の山を準 
提山と呼び，往昔は鍺錢司山ごいひしとなり、山麓(: 
位したる田畑な^^凡そ古代鍺錢の地は山麓に.して稍 
年姐なる位匿を多しとす-之れを周防の鍺錢司、山城29 
の和樂邯加茂村錢司•河內牧方等;:對照して、正に同 
一徹に出、つるを知るなり、目的の地を相定して* lrl ち 
{: 發掘に着手す*雇用人夫中に小林米藏といふ一老人 
あり*以前此地を耕紜せし人1:して、其砌錢型の.二 
を認めたる事 あ bLVJ いふ、 幸ひ此人を雇ひ得*しは、 
斯畢の幸福ビ云ふ可み 



む望を山司錢鳞谘 b よ跡遺 


下寺弗® WfiKa 山 

跡遺錢鍺同和 


堀る事尺餘に0て、燒土及び燒灰を認む、夫れょり注 
窓して徐々に堀進む內•午前八時頃に至り、同珍二字 
を有せる一破片を獲たり、余先づ祝聲を放ら•更1:作 
業を進むるに"一塊又 I 塊、踵を次で顯はれ、坩堝の 
破片又は送風道用たる、園形1:して圖孔ある陶器等を 


嫌た b ‘遂ひ(:夕刻に及びて作業を止め、發掘諸品を 
整理して數ふるに*錢型の錢形全きを布するもの十四 
個、其全からざるもの及び坩堝の破片-又は 鞴 用^等 
五十餘點の多きを算せり、筲に豫想外の好結果にして 
橫山氏ビ共に相祝；糊する事極りなか.-し、速刻本山社 
長に ¥ f 况を打電し、親しく出馬せられん事を勸む 
二十六日勇氣曲 HI : 倍し*人夫を增加し*早朝ょ h 作 
業に從事す*此 H 收むる所亦前 HI : 讓らす、夕刻收将 
品を計上すれば，錢形全5もの二十個、其破片のもの 30 
二十八個、坩堝、銅滓其他の M ' 品五十七個1;及ぶ、迚 
日の勞苦は此好成跹に 依りて* 全然忘却して恨みな し 
二十七 H 又早朝ょ b •人夫を督す、此 U 亦 1 W 良好の 
收獲ゐ夕刻再び整理計上すれば、錢の全面を有す 
る&の二十七個•其破片三十個•坩堝其他の破片三十 
個あ b き*夜橫山氏1:吿ぐる1:、周防熊毛郡平生町なる 
弘津氏所蔵の•和同錢 W 共に發掘せられ，し飼片、其他 
を寶見せんと欲する旨を以てせ.し!':、横山氏意大|:勘 
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府長縣口山卩九十二月八年十正大 
景光の掘發跡逍造鍺錢同和 



—查山本山英野佐堡健山橫 b よ右 
夫人及氏諸平公井藤 
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3 ? r 地視察に數時間を cf •し*更らに橫山氏を伴ひ*周防 


二十九 H 橫山氏と長府に y る、京中本山社長に钤し、 
先づ作 m の好果なりしを吿ぐるに杜苌亦破顔祝 la せ 
らる*午前九時半下の關に舂し¥關門大每支局長藤井 
公平氏と*に、自動革を馳つて發掘地 {: 赴ぐ*社苌は 


き且つ日く-此地の發掘は三：：3間を以て豫定とせ^'、 
事好果を舉げたるを以て、尙一兩 H 繼續發掘するは可 
なり•且つ人夫 皆 »直の 者 なれば*宜しく彼等に一任 
し S くも•何の患ひなかるべし•乞ふ明 U 相携へて弘 
津氏のものを視んと、即ち其言に從ふ 事と す 
二十八 m 氏と同伴して平生町の弘浓氏を訪ひ、和 IP ] 錢 
外•銅片の圓孔ぁるもの•無きもの、土錢、土器等を 
湣る、芥然たる古色奈良朝期間のものたるを思ふ、亦 
其地ょり间時代のものと思は6、古龙をも發見したる 
事*りと聞く、此 M の銅片は未だ tr て發見されたる事 
を見聞共 {: せざる所のものにして、斯學の好參考品た 
り、按するに余は以て和鋇尤年以後の和銅錢流通畤代 
の品ならんと考ふるな6、然れども其形作の甚だ) ffi 雜 
なるは、以て意外とする所にして*乃ち其當時の狀勢 
を想察す v きものた6、夜に入 b •柳井津町凌波館に 
宿泊す•同地の後滕茂助君來訪せられ、泉談雅趣溢き 
t -> 遂び::鷀鳴を聞く 









U 九十二月八年十正大 
寺苑赀府畏 



一彥山本平公井藤堂健山模!）よ右 
氏諸山英野佐堂端藤進 


島田(:石器時代の遺跡を踏査せんが爲め發向せらる* 
此：：=最早逍物の存在多きを認めす、夕刻を以て作業を 
終 f す、 RlH 間の收獲は•錢型全きもの八十三個•其 
破片百六十五個•坩堝其他の破片七十個ありき、域初 
よ6推たる所の通計左の如.し 


錢形完全のもの 百四十四個 
其破片 二百二十餘個 
坩堝其他の破片 二百你個 
三十：：： 右諸 物を 包装"携 へて 祕途|- 矜く (中終り) 


◎質疑應答 

〇貨幣第二十六號韻泉氏の 
一和同開珍」に就て 

熊^蝶外 

右論文中の十一頁上段三行に 

其故は勝の字たる©に孝謙上皇の法名勝滿の一宇た 
ればなり . 

とあ b ます、然る 1:小生所持の|「本 ftie - 典大辭林中の 
卷二一一九一頁」に 「孝 謙天皇人泉 四十 六代1/)■天皇御女 
性な り御名は 阿部 聖武帝の皇女御埗は光明皇后 
(中略)天平二十一年 BP 位在位十年にして位を皇太子大 
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坎王に？ **• して！！ f°?STSii^K 


£1」 

又闻書中の卷二一〇二頁に 

華武天皇(翁 略)行某を 師として 菩疆戒を受け自炉ら 
三資の奴 VJm す在位二十五年位を皇太子に讓 b 太上皇 
と稱し又出家して » ofio と稱す天平勝宝八年五月嵌す- 
佐保 11 J の陵1:葬る天孕宝宇二年1;至て追#して胯寶成 
#聖武皇芾 と 日 ひ 天璽國押開豊楼査謚す 後ちに 
S 武无皇 i 稱す)大日本史) 

右の如く動かすベか t , ざる立派な史籍の證固があつて 
見る\||泉散史は塞武天皇の御法號« 0 «50を、孝廉天 
奥の御法號 i 間違ひられた事と思はれます*御金考に 
も成らうかと*老婆心を披 M 致，した次第であ &ます 


〇質 疑 

， .和*3 新米.生 

'货雪螽 S 一〇頁：好盡氏 q 天符元定を 


揭げ•說明に安南黎末とあ\然るに a 本百科大辭典 

第因卷第二五一頁に， H 々堂先生の畜かれし表にゆ • 

李仁宗耗«•天符審武年閫云々ビ*6•合點行かす- 

御敎示を乞ふ 

12外_貨幣の榻摸を取る際•表裏の判晒に迷ふ事*々 
なみ、例令ば.一面に某王の肯像あり、他面には餞名や年 
代を tt 出せる如き場合*何れを及 i するや*又*面の繪 
|錢にも(例せば期鮮の撤帳餞に在る•か如きもの)同樣の 
j 疑® 6*4 のあ b 、 別に I 定の標準なぞなきものにや33 
右に答ふ 主 事 
(- 天符元寶*れは安法手ど稱する*薄小なる一類に JS 
し*年號を餞名に.表はした鏟ではありません•成る程 
李朝仁宗期： . i は*天符睿武が七ヶ年あり-天符裹壽が 
ーヶ年ありますけれども*銪餞が行はれたか否かは分 
明で65ません*李明の初め丁部領は大平興«を造り 
其十三年後ちに黎椬は天福镇寶を1 r それから百九十 
四五年後の李高宗天感至寊迄は*安南の ！ la なかった 


Digitized by Google 


Original from - 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


ものか 4 思はれ itv 往年或る人は李太祖の乾符存道 
年間に11られた錢を乾符元寶で6ると稱し、且づ此餞 
が安法手の起因たるものである If 斷定されたことがめ 
b ました*然しながらかの安法元寶以下安法手なる| 
M の餞は、其饋裁が何ぅですか、薄小粗拙であって、 
到底一國の本爐錢>」して發行されたものとは思はれま 
せん"大卒典寶も天顧镇寶も天威元寶も、各 >&• 安南 S 
设として*形狀も11裁^:堂々たるものではあ b ません 
か、假6に乾符元資が安南の官鏑と〇て•安法手の起 
因として V 支那との時代を比較して御覧^さい、支那 
では丁度趙宋の勢當る V からざる*仁宗の寶元元年に 
，當 6皇宋通寶錢を被ん(:鎢造し初めた時で、兩錢を幷 
ベ見た ゞ けで*國は異れと同時代に使用されたもので 
ない事が分朗であ bi す*思ふに安南でも陳氏造 
を行ふに至る.迄の約三百年間は•大方支那錢を輸入し 
て.居つたものでせう•其間時々は小規換の鎢錢もあつ 
たけれど•現存するもの ゞ 數から推しても僅かなもの 


でゐつたで.せう*第一安法手と稱161種»5-决*して陳 
氏以前の鋟でありません•加之其餞文も必らす年號に 
依つて St かれたものでなく*多くは支那錢の錢文を葛 
したもの*かそれでなければ鑄浚ひして字盡 I :雜化を 
來したもの，又は漠錢の集成文字(例へば天符元宝の 
如きこれは天® - Tc 寶と元符通寶と：1一铗を加寐したも 
の}或ひは祥®通寶(屏符と天聖)治平畢：宝(治平と 
天聖等殆んと枚擧に違なき程であ b ます* されば此安 
法手類に JB するものは年%に關係 ある ものにあらす i 34 
御承知あれば從つて疑两もありませんですう 
二搀當價格 S 記された方を"表と•して製面さるればょ 
ろしい V 」の事であ^' ます 

朝鮮綸餞の如きは•文宇あるものは•熟字の粮き X 合 
で、 表裏を定められたらょいでせう、例へば 
吉鲜 釦 意、 春風 大吉、長命富貴等の如くに . 

文字のないものは•別段に規定さ.れた標準も聞かさ H 
て居.-^ません. 
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〇會 吿 

今夏本會顧問本山彥一君は•長府の和同錢鋒造遺跡を 
發掘して、佐野氏の記事の如く•其錢范歎百個を獲收 
せられたるを以て*同好.*の參考にせ AVJ 志され、來 
る十一月二十三 H を，して•大阪府下濱寺の本邸に於 
て、右披露會を催されんと•公表せらる、鸯観の榮を 
得んと欲する會員諸士は、至急申込まる. へ. し、本會 に 
於て<8介の努を取る V し 

〇美裝洋風又！一本特賣 

本會發行の雜誌「貨幣」を會員諸君其他の 
爲め- 

洋裝、總ク B 丨ス背金文字入、合本と L て左の 
如<寅费を以て分つ 

自第拾鱟號至第贰拾諕十册 
自第«;拾登就至第參拾號十册及附錄挺込 
各壹冊金五[9五拾钹送料金拾貳铢ブ * 

自85査號至第拾號十冊は一號より.三十號 

迄全部購人者に限9て讓る 


廣 吿 

L V s 1> /1«1/• 

古錢專業並に交換 
古錢古金銀參考書籍類 

右正實を旨 i し賣買仕候に付き多少に依ら t * 御用仰付 
被下度候 

大阪市西谣阿波座三番町立賣橋筋 

秋月堂安田多三郎商店 

振《 口！！大限三〇七九〇眷 35 


古錢 、古 # 、 骨董 
右賣買應需 

大連市東鄕町一丁目十三 

吉盛樓內 

崔家平 

御問合は返信料御加封を乞 ふ- 



頁頁頁 


金金金 

圓 

七三五 

拾 

五 

錢圓圆 


庚 一 


本誌定價及 f 料 

冊 定價金五拾錢送费金贰餞 
郵券代用一割增 


大正十年十月廿九日印 H 
大正十年十一月一日》 行 

柬京 市_ 田 H 五軒 町一#蟢 

.細洲找 KS 信 I 
柬食 市#田 ■« 屋 IV 三十*蟪 
印«者 高棰與四郎 
東京市#田《北乗物町三眷埯 

印 MBr 万， 突 貧 


東京市深川 K 靈摩町 百六十 六番地 
.發行所 東洋貨幣協會 

««本所二 SSS * 
镇簪寒東五八11110 • 

束 京市 神田區五軒町 一番 地 

鞔賣所駑田寶泉舍 

•酤下谷七主九九番 

j 大 BHe*asi? 下間寅之助 
所 柬京 lb - 下# Is 竹* r 十三#地 帝 H **5研究所 


0000 鲞四冊定價九圓 
__ _ 送料一一一十錢 

▲第 r 卷 ，幾 内。 東嬅道部 二元 H 

▲第二審 寘 电牝醣道部 一四 三 H 
▲第三卷 111 陰。山陽道部 一四六園 
▲第 i 南海。西海轚 

: -5i 

右ハ山城以下 * 馬 la 嚴 M 藩 二 至 ル 各藩及ビ明治 
轉府备府縣並1應下等-一於 r 發行セ 〆 金銀或は米ノ諸 
札六三六踵ヲ石版印刷-ーヨリ實物大 -1 其表裏ヲ圈載シ 
■之‘01札稱目ヲ附紀セダモノ 
卜 1 B 第 I 第二卷旣刊以 Tt 中95成内容見本轉照貪次«送呈 

大 R 市^ nr 橘町*小供鞞社東 

爱行所 佐野英山 

攘替 大 Rllil II 六 
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◎癀 吿 

大 sais 颺往»甲 RSB : 醣士序下閧寅之助箱 

sf Rtr ^ llE &. gK ?)-®** ft «fe1*lE 1l( /\+ a 
四 R 新»プぞ(7秀 Bai 全- « s 利 litlc 


四 R; 新撰 # s e W gttl 絮全 1 册辭ノ 「||(1 

安_»次彥君11:下间》之助《 

is 醆古！ Sf G 菜贬“全一冊 gug 

古*學遒人〇 

slf 大正古錢價格§?鑑 全一® SS 七二十 ttfil 

故一#舍主人® 

朱朝符合泉志 1 

大阪毎 n 新 Hiifi 本山 ft1RH.VL 
aw 局技師 T . S & 博士 rpK 立政奵序 
玉岛 KK 局長安藤 B ^ fsi !* 

東洋錢貨年 表^^ |全1冊ほ :* 旧 


全一冊 


iF.ffl«e 

送料二 e 


II 金石文拓本^ 等 1 S 




古錢雜誌 


r 一册金參拾錢 
會費六ケ月金壹 fs 
J ケ年金參圓 

(切手 (»: 用！割坩) 


/fev 

c 释店宛御照 S 必中 往®はがき又は返 S 在中の 外御返事 致さす候也 


* $ 大阪市南 K 問 M •町 (三律寺筋來堀西入} 

g : L 寶買商虎燿樯商店 

振替口座大阪査九四贰番 
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振替口麽東京 II 五五八五番 

帝國スタンプ研究所 

東京下谷竹町 

の羅針签た bo 

大正十一年ょり發行の月刊外國貨幣圖錄の內容等明記しぁ60外國货幣蒐集妍究冢に對する束洋唯一 
尙當目錄御一賴ぁれば外國切手•外國貨幣等を無代1.て雎方で6入手し得らる、規定詳紀，360且つ 
埃太利箪にて發行使用せられたる軍用紙幣等を見本品と〇て添附直送す0 

特に印別實費命壹圓御送附の御方へ外國貨幣*メダル、外國切手及び仳界戦爭紀念として戦時中に燭逸* 
活版所に印刷を依賴しぁれば中旬頃印刷終 r す*へ〇〇頁歎は菊判七十頁以上百頁以下の美 JAO 
自錄又全部發送濟 となり茲に 新着 品 多數を加へ IE 事をも镄張して 多數 の寫奧揷入及び新式の M 方にょりて 
箱十七號改 E 新 大目錄は非常の好況を以て研究家 諸兄 姉の前*: 多數發 送し得られ第十八 號 、第十九號歟文 

E B IV i ^ 印刷終了豫定 

玫_ ス目錡 _?f 


葉 書•附»品一 

i 

品 切手*燐 粟一 
g 紙！ r 切符 | 
貨 幣、參考害 + 
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貨髂第參拾贰號附錄 ^ 

8 fe 


來洋货幣協贪發行 
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(貨幣第參拾^號附錄) 

東洋貨幣協會々員名簿 

(大正十年十月現在〕 

〇赞助會員 

東京府茌原郡大崦町宇下大崎八四耜治堂 


大阪市南區安堂寺町三了目 
心齋橋筋北入 

同市南區長堀橋一丁目一六 
高松市天神前一六 
京都市元誓願寺智惠光院西入 
大阪市北區老松町一丁目ニニ 
東京市下谷區上野®木町四五 
同府茌原郡平塚村大字芦越一5 
餺岡市安倍町 
兵庳縣御影町 

東京市深川區踅岸町一六六 


福井縣丸两町 

大阪市北區新川崎町造幣局 
一番官舍 

東京府北豊島郡下練馬村字正久保寶水軒 


元寶堂 
竿文泉 
昌阜面 
橘庵 
美泉堂 
因泉庵 
邦泉 
靜修軒 
飛香館 
深藪庵 
霞泉庵 
圓々堂 


r tl ハ瓶 

林靜男 
原田 II 之助 
濱材榮三郎 
岡 侃 
渡邊定次郎 
龜島善五郎 
勝山縫次郎 
田中啓文 

野 W 彥左衛門 

黑外幸七 
藤井榮三郎 
藤山幸之助 
甲贺宜玫 
新井源三郎 


同市深川區常盤町ーノー 
大阪府下濱寺公園羽衣松侧 
鲳岡縣若松市濱六番町八ノー五六 
〇特別會員 

大阪市西區阿波座三番町 
爱知縣南設樂郡千鄕村大字杉山 
門司市西本町二九 
京都市本町十了目 
支那天津常盤街二九 
大連市濱町四〇 
長崎縣北松浦郡江迎村 
焚知縣西加茂郡高橋村大字寺部 
滿洲錦州府西街 
高知市帶屋町ーノー九 
小石川區原町一三 
牛込區津久戶町九 
滿洲奉天城內詖樓南 
下谷區池の端七軒町四 


花林塔三上香哉 
松陰堂本山彥一 
向陵亭瀬尾外與葳 


径行館 

蝶々困 
鴨畔軒 
洗玉齋 
自足軒 
日月亭 
知足齋 
幻夢軒 
楠寶堂 
00 
皆空庵 

墓莊 

餚泉堂 


泉吉次郎 

今泉忠左術 H 

石井亮 
伊藤庄兵術 
西村博. 
富田孝四郎 
德田眞毒 
大澤德三郎 
王球 全， 
鄕本楠芳 
中衬達太郞 
松平勇 
古谷若松 
小林洋之助 
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# 戸市湊町ニノ.四七 旭泉堂 
支那北京 西城箱 什坊 街孟婧胡同古香齋 
盛岡 市市十三日 町二〇 煙草 坊 
支那浙江省杭州樓大方伯二三 培 風 室 
大阪市南區上本 町 七丁目 東側 E 香 堂 
支那北京南 橫街普濟瞀院 蒐泉樓 
〇通 常會員 

高 知市本町四九 松旭園 
新涡縣高濱町字推谷 古化堂 
大阪市東區内久寶寺町ニノーー 聖瀵堂 
高松市旅龍町 豸砠室 
奉 天新 rti 街®道西滿蘖 殖産 株式 會社 
姬路市大黑町 尙古啬 
朝鮮開城西本町 

福岡 市 If 多 町 萬行寺前 町 五 随神 軒 
大速市伏見臺八區一五 古影堂 
支那濟南府望平街 泉壽庵 
庚 島縣豊田 郡瀬戶田町 玉泉堂 


小坂 0 
賈叔岩 
水原庄太郎 
周 畲 

平泉久右術門 

田中三郎 

今村駑 
今井藤吉郎 
今城梅吉 
乾莊三郎 
石田玄流 
井上又次 
石岭勘一 
林田重次郎 
速水高虎 
欏上龜治 
二宮靜一郎 


五 


高知市通町三了目 
東京市赤坂 K 靑山南町七 
同市牛込區若松町 八 二 
碰阖市 H 影門仁王通卜 
兵庫縣神崎郡舶津材三〇 
熊 本 市南千反畑 丁一八 
支那天津 B 々新聞社 
福岡市橋口町 
東京市本鄕眹弓町ニノ九 
岡崎市六地藏町 
豊橋市花園町 二 
神戶市兵庫永澤町四ノ九六 
東京市 T 谷區車坂町 八八. 
靑島大和町海關四號官舍 
大阪市南區松屋町11ッ井戶北入 
東京市本鄕區天神町 ー ノニ〇 
神戶市平野矢部町一,一一 
搴天小西關寿和店院內 


甘泉拿' 
テ六號靑#亭 
畔月軒 


菓古庵 
翠竹堂 
蒼松亭 
後素堂 
筑泉堂 
靑貨堂 
松湖 
松流軒 
不老 
班泉堂 
海瀵庵 
榮風堂 
靑致樓 
有無樓 
静治堂 


堀見馬之助 
細野義敬 

本間素夫 
土井福治 
東鄕陡次 
千代村勉 
張 晋 
儳木,1三 
茛并龈次郞 
大滕鎭太郎 
大山銀藏 
大岛藤太郞 
大竹货士 a 
茯 M 猪平 
获股六作 
小川 

大石 三千 穂 
岡野淸六 
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大阪市南區 八 ffi 筋教冶屋町東入邦' M 堂! 551出 房 次郎東京市下 谷 區 谷 中 三 鲔町五 七 莳方堂梶 S ? 贝七 
同府下 鶴 g 町字阑 南 川島 裼晴堂 岡 島 福 松高知市中新町三丁 a 片田稻奕 

t 縣寶飯郡下地町大字大衬 ©香庵尾峽—篇市十三不知海 §1 郎 
大阪市北區老松町三ノ四四 笠南奥平糞大阪市北區空心町テ六〇 凍永軒畜 S 
高知市本町上 I ノ七 四番屋# 正美堂戡田正道 岩 手縣下閉伊郡 岩 泉 桐泉堂吉村淸 
山口縣 3 S & 散ハ CL 1 大谷敏行今治市風早町二〇 仙泉堂田頭寅一 
東京市神田區五軒町一 寶泉舍 It 田 信一 一 長崎市勝山町三七 碧泉堂田中三平 
大阪市南區難波河原町二丁目 舊好舍若見好淸：；宇郡衿市塙田町 通一堂 E 野部 ft * 耶 
束京市淺草區北淸島町ーニ〇 千泉堂加 H 千代太卵 f 滿洲典京永陵 竹溪竹田津弘 
朝鮮鏡城郡羅南西本町 八九ノー 無奇川崎照一郎/支那濟南府商準緯四街 住廼江谷澤與 I 郞 
和歌 山 市金 fii 寺町四 花 月 川材徹介〈熊本 M 宇土町八一八 香 月1111 野 魏 
秋田縣 * ノ巢町 八 一 !晦坌河田嘉 兵 術；大阪市北區造幣局官舍五四 龍泉室塚本豊次郎 
束京市麻布町三井家內 雪島狩野常正西伯利派 it ' 第十一師團法官部 無 瞬 庵塚本浩次 
塞灣逢北南門外龍匣 a 庄一四五泳山樓神谷由道支 Iffi 營口新市街花園街寶來公司廣濟堂塚崎金次郞 
京都市五條通富小路東入 拥泉亭金森正次& 紙屋町五八 魚京堂津田繁一一 
束京市本鄉區元町 7 六二 考古堂龜田■熊本縣宇土町本町ニノ五 七 白水軒 中村 辰次 
我城縣具壁郡上妻村宇雄井二'*月亭門井右一郎螯縣象町南船 ® 松軒中村寅吉 
山口 Kft 三田尻港 芝蘭堂梶山升二郎京都市押小路通御幸町西入 泉貨豐中島辨一郎 



大阪市西典京町堀通四丁目 秋月中岛茂吉 
同市東睇唐物町 ーノニ五 烏江堂中川和三郞 
束京市下谷區上根岸町 I 二五 中村不折 
円司市姪子町一丁目 春陽堂永野伊之助 
岡山市上ノ町一〇五 _泉堂 II 波 iliff 
田郡大野村—七曇 林泉堂村井善吉 

東京市芝闼西ノ久保明舟町七 茶筌堂材上忠太郎 
同市 同 村上忠雄 
東京市淺草區田原町ーノー九 養明堂材松春代 
長崎市興善町三一 興泉堂村里常一 
東京市麻布展田島町ニニ 资泉梅谷勝一 
靜岡市茶町一丁目北材方 栗田淳二 
同市® 同 古個庵桑原伴治 
臺®高雄州高雄街新濱町！二三知足庵楠田金之亟 
姬路市天神町 照泉堂黑田*次 
東京市芝區三田松坂町=君塚方研泉堂藏野貞三 
同市芝區櫻田太左術門町四 蝶外熊澤葙七 
長崎市立山町四八 立山園八牧1¢治 


靜闻市茶町一丁目北材本店内 

橫黹市初音町ーノー七 
兵/4-:縣明石郡垂水村宇山田11八六 
京都市四條通柳馬塲西北角 
大阪府高槻町 
宮崎縣延岡町字新小路 
東京市芝 M 白金臺町ニノ五八 
山口縣荻町江向若松房筋 
大阪市西隄阿波座三番町.一三五 
同市间同 

東京市下谷區谷中初音町ニノ三二 
宇治山田市河崎 »] 六七三 
東京市下谷區，兀黑門町一三 
市外西巣鴨村字池袋一〇九〇 
庚島市大手町ニノニ六 
東京市 B 本橋 ISI 南茅堪町六 
新潟縣佐渡兩津町夷 
福岡市通り町東入口七七 


苔深堂八木牧平 

八木窃傳三邱 

貝貨翁矢^和三郎 
■家邊良三 
印子堂藪重正 
群芳阐山 P 德之助 
文久童 III 本右衛門 
九華庵山本勉彌 
秋月堂安田多三郞 
皇蝶仙安田キヌ 
槌泉堂丸山源次郞 
敬古堂松本豊吉 
牧野七十 W 
前田 淳 
究泉堂藤井德兵術 
藤川癸巳雄 
好泉堂藤紂太郞 
自笑堂雅崎淸次郎 
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支那天津支那駐屯軍司令部 
神戶市山本通ーノニ七 
津市二番町 

長野縣南佐久郡地中込町 
山口蚝柳井津町 18 道官舍 
滿洲鐡嶺西門外大街 
福岡縣大川町字若津二四〇七 
東京市四谷 K 內應新宿一番地豐號 
和歌山市玉藻町二 T 目 
東京市赤坂區新町ーノニ 
同市本鄕區駒込動坂町三二七 
岡山縣玉島町字新町 
臺海大稻灼下奎府聚街七 
大阪市南區南麩屋町八格’筋北入 
山形市香澄町字小鲸三一 
済松市野口六九三 
大阪市西區京町堳通四ノー 
朿京市牛込區株天町二七 


篤生堂藤田.•久 
赤松堂小礒吉人 
«田義三郎 
敬堂小林角之助 
泉々堂後藤茂助 
龍馬樓權太親吉 
天興江島政二郎 
我學宽逮藤於蒐 
鵝松庵寺田三男 
永昌堂赤地善八 
春海坊安達浚介 
游仙堂安藤嘉治查 
珍寶間姐左京 
補堂東谷昝海 
白水樓荒井雅雄 
珍泉堂上羽章都 
好和堂阿部種次郎 
S 片窖阿部 1 IIJ 吉 


同府下淀櫥宇柏木二三七 •水 雲 莊淺田澱棰 

岩手縣岩手郡太田 村 無疆庵 佐々木休次如 

三重縣松坂町宇西町一二四 凸凹居佐々木兼助 

轉戶市須磨町 字八本 松 虎泉庵佐々木 美 山 

山形縣酒田町本町六 T 目 三泉堂佐藤久吉 

高知市本町一丁目 方圓堂佐藤猛彥 

大阪府鶴撟町字東小橋一一五 蝶葉堂佐野英山 

臺濟嘉義土名大街 一 五六 佐野常臣 

朝鮮京城府松晛洞四八 芳泉櫻井小 I 

大連 市東鄕 町ーノ ー三士口盛 M 活泉軒崔釣政 

東京市芝區白金臺町ニノ六二 新古堂木村昌司 

麵卷嘯或§島郡雜司ヶ谷村 I 亭盖大介 

束 京オ 一二井 文 Mi 
三井家令族會事務局 卜：..； 
同市麻布區笄町一三三 竹淸三村淸三 a 

同市芝區芝口三ノー四 養泉舍_三村.留吉 

同市小爾區水道町 三 九 三 井 f 術 門 

阑山縣宇野町字田井 洗心齋水原岩太郎 

蹙岡市加贺野小路ニー 陵泉堂宮福藏 
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鳥取市立川 町 ニノ 1 一九 寶木 舍宮石字之吉 

熊本縣宇土 町 泉華堂源永光 

支那天津佛祖界二號路二四 私げ-••と ： B 
住友合資會批天津洋行內 ホ Sf 身'之® 

大阪市南鹿門尾町 虎傷榷下間亩之助 
.高知市片町八 提隣庵下村龜太郎 
九龜市中府虎泉堂篠原辰次郞 
大阪市外鲶江町 島田吉一 
東京府下南千住宇千住南八四 採蘭堂白崎致資 
间府 H 慕里町一〇七六 潜 tlE 比谷昇 
東京市下谷區徒士町ニノ三三 淸泉堂•平渾淸 
岡山市大 M 町 天眞堂平井 II 男 
名古 M 市西區上阒町五ノ九 大成堂土方萬雄 
円司市外大里町三三八一 春湖堂廣內竹三郎 
津市西新町 , 森啓助 
東京市牛込區喜久井町ニニ 禾亭淼川 M 一 
京都市下八幡町森ノ町 羟同淼本信富 
廣島市國泰寺町一二三 活泉舍淼本寬造 
東京府下大森入新井一、四五九 寶分樓守田重次郎 


東京市芝區明舟町七 持田降治 
支那庚東海鼷 淼本實樹 
埼玉縣南埼玉郡篠澤材高岩一、 E 0 八 高欲關山勉 
大阪市西區 II 麽堀裏町三七 聴古堂須藤利喜松 

東京市牛込區西五軒町一四 遊泉齋鈴木中二 

朝鮮庚尙南道慶山郡南川面河圓洞原乾€ぷ<原1 
西本組出 i 累庵鈴木源 - 


岩手縣遠野町 
臺肸綦中州臺中街第一市培 
京都市三條通富小路西入 
四：！：市々济田一、四七| 
滿洲海城郵便局官舍 


光泉鈴木吉十郎 
鈴木善七 
雅樂堂杉浦丘阑 
汹翠子杉村傅吉 
松林堂末安元太郎 


以上の外會费滿了の通知後、拂込なき數十人は揭げす 


新入會員 

營口 手島喜一郎 
同 關 甲子郞 


紹介古谷^:樂莊 
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京門三抗硌北須 舉三 
都廉河州 岡京磨 天河 

伊石今周松水贾小小古大 


滕 

泉 

原 

林 

谷 


井忠 

平 

坂 

庄 

庄叔 

洋 


兵 

左 

衛 

太 

之 

若 


衛亮門害勇郎耑協助松郎 


長天同大丸高大酹京同大 
崎津 阪岡松阪岡郤 阪 

德西枭下藤岡龜野渡济原 

m 間山 島崎邊村田 

田材 杏 

吉寅幸 善®定榮寅 

ft 左 

^ 次之之 五_次三之 

壽博郎助助侃郎門郎郎肋 
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謹賀新.年 

大正十一年—-*.月 元旦， 

東洋貨髂協會 



會長 田 
副會長 藤 
副會長 x± 學博 ±ESC 甲 
理&専務 一二 

理事 新 

名#顧問 林 
顧問大阪本 
同 福岡瀨 

同 大阪與 

主事 .M 


中啓文 
井榮三郞 
賀宜■政 

上香哉 
井源三郞 
靜男 
山彦一 
尾外與葳 

平昌洪 

田信 一 


一一： 


理 0 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

副主事 

評議員 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

间 

同 

同 


















































會規 


研究スルヲ以テ 
ーケ年四 Ipi 


一本绮ヲ東洋货幣協 ft 卜稱ス 
一本宵ハ货幣二關スル總へテノ事項 
目的トス 

一本 ft ハ毎 II 雑誌「货幣」ヲ發行シ陳列付ヲ 
開漼ス(開^時=ハ誌上-一 m 吿ス) 

一本會！ 一 钤 a ヲ四 柯_ 1 分 チ 通常锊員、特別會员 、赞助 
frri トシ功勞アル者ヲ名#-钤员ユ推 B ス 
一本 宵 事務所ヲ束京市深川 ^ 劣齡町 VJ 六 拾六番地藤 井 
榮三郞方-. R ク 

m 0 

I 科员ハ左/ Hl'ri ノーツヲ遝ヒ-ブ矜费ーケ年分ヲ前納 

スルモノトス . 

通常宵 a ー ヶ年灸四圓 7 L 拾錢 
特別會員同 金九 MO 〇 
赞助钤 fl 间 金拾 AM 以上 
但シーヶ年分以下ノ送金者ハ購讀衷卜見做シ定 m 

ニヨリテ換算ス 

一雑誌貨幣ハー部定價金 JL 抢錢トス 
一衧員-ーハ毎回 r 货幣」ヲ頒布ス 

一钤員ハ開會毎-一出品シ其他意見ヲ開陳シ得ルノ權利 
ヲ有ス 

一出品物ノ往復戏用ハ必ラズ出品者二於テ負擔スヘシ 

一科费滿了ノ捺印アグ雑誌ノ送逹ヲ受ケタル會員ハ K 
_1後チノー-ケ年分ヲ送金セラ< ベシ 
二入會ヲ望マル、方ハ宿所氏名ヲ詳記シ^:费ヲ添へテ 
事務所又ハ役員へ申込マ A ヘシ 
一一切ノ會務ハ會長及ビ役員-〗於7-處理ス 








吿 


毎年六同問 ft し來りたろ陳列曾を誌钱行の都 <"上 
「一本年ょ b 左の四： E1: 改めて開漼する こと r- 成 .し/. 

一月四月七月十月 

但し一月は八 H で其外は谷甸第一定め if した 
〇御出品物は從舫の通 b でありますが•可成は 一 N 1: 
二度分の御發送を願ひます、それは時間と手数どを« 
くのみでなく、順繰 bK 誌上へ發灰.し、品評する必要 
上であ b まして相 / 7.共に -tt IH も手数も簡 m に成る^で 
^ *o- 

されば一回に四五品以上を御撰榨の上御送り下さろ^ 
«ねて御願ひ申上て S ? す 

會誌は充分内綷を炊富に して、 必らす每月糙行致*しま 
す •• 

福岡の瀬兄向陵哲と大阪の奥平笠南艿とは、木矜3り 
顧問として、遊力さ る /' i JVJV 」 御 M ひ致しま.し rz 


.r 


el 

8 ! 

0 

G 
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貨幣 (第參揞四號 } 

『論 說 J 

〇日本最古の貨幣を論じ和 
同開珍錢の新古に及>(承前> 

酱深庵 

第七章天平神護元年ょり延暦十五年に至る 
翌稱德天皇(孝謙天皇重祚)天平神謎元年九月 
丁酉 HO ^ O - IO ' I'O 如歡 _llo „ is , 1 Jfo"lof 8 EB 

此神功開寶錢は萬年通資の銪造主權 者たる *- 美 押勝謀 
反伏誅 したる 後•昨天平寶字八年 弓 削道袋は 大臣禪 師 
とな 色敵なる 押勝の 撰 ひたる 萬年通 » なる « 文似 
不倫 快なるを以て •改め S 文したるものなれ ば*其鑄 
«所も艇績錄造*したるもの^^^故に其製作錢風殆ん 
2*同|な b •而〇此錢は桓武天皇延曆元年四月(天應 
二 年) 迄 十七年間鏞窀せり*今 この錢を論するに 先ち 

(第三十四 «) 


當時の事情を知るべく•茲に弓削道鏡の*傅を、大：：： 

本史ょ b 拔萃記述すべし 

弓削道«は河內の人、少く- i て僧となり、孝謙女帝" 
內道塲に召し入れて禪睇 となせ b 、 如意輪法、宿曜法 
を修する1:驗ぁ b ければ IK 遇せられたり、天平寶字五 
年(萬年通資始鑄の翌年)十月孝謙上皇、近江保良宮 
に行幸〇不豫なり•しに、道鏡常に側に侍した b •淳仁 
天皇これを諫めて*反て惡しみを買へり、是ょ b 先押 
勝寵を得て檷を擯にした6しが*これょぅ稍疎斥せら 
れたれば、反を謀6終に誅に伏▲した^'•上皇は自已僧 
衣を縛ひ國政を覽るを口實として*道銪を大臣？脚師と 
なす*淳仁天皇療せらる、や、道銪葡を囀みて彌恣な 
り、天平神 m 元年神功開寶錢を鎢る翌月道鏡を太政大 
臣禪師 w な〇"文武百官をして拜贺せしむ*道鏡の一 
族皆高位に拜す、太宰主神中臣習宣阿曾麻呂、宇佐八 
幡の神敎 V 」稱し*日く道鏡を帝位に即かしめなは天下 
太平ならんと、稱德天皇感ひて和氣朝臣淸麻呂を遺し 
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6m 

もして錢等 
のた私とを 





神 敎を受けし む*淸麻呂 還り奏•して日く、 神許 •し 給は 
..すと* 道鏡大1: 怒ヰて 淸麻呂 を 贬 m せり、 寶龜元年稱 
德 女帝由義に 幸し、 道銳ご遊處•し狎褻至らさるな し、 
帝終に疾を得平城に歸り-1;崩す.道鏡陵下に E したり 
しに、群臣白壁王を立つこれ光仁帝な り、 坂上莉 田 麻 
1呂逍鏡の罪惡を奏•し死刑を請求す•光仁帝は温厚大度 
の帝なれば、先帝の寵愛を誅 する 忍ひすビな し、 死を 
減し下野國に流す、又阿曾麻呂を多咻¢1:流し"淸麻 
呂を召還す"三年逍鏡貶所 1: 死し庶八の 13を 以て葬る 
天下神謎二年十二月 

辛亥中*是歲民私鍺錢者先後相 S 配銥錢司駈役•皆 

着鈴於其駄 " JaJ 逃走多嗚追捕焉城 IE 0 
以前の私鈷者は死刑なり*しも、當時は今 H ® 役人の如 
く勞役1:使用し、銥錢司に配.し、鉑の代 b に鈴を附し逃 
.□を防きたぅ、而〇て彼等の鍺迫したる錢は勿論當十 
錢なる禹年神功の兩 M の中なるベく、當時は旣に通用 
錢を 母と し鍺造する狍を知 b 居れば*かくの如 < t て 


Digitized bv 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




も結し母右 
のして錢等 
た私ごを 



翌神 m 景雲元年二月/ 

丁未中晷從五位 T -吉備朝臣典事爲鍺錢員外次官 
鍺錢司の業には私鍺錢監視等の課目も®かさるベから 
ざる時代とな b たれば、斯の如き官も必耍 i なりたる 
か • 

间年十 f 月 

丙寅私鍺錢人、王淸麻呂等四十人賜姓鍺錢部流出羽 

ia 昔 . -- : 

右に依れば當時私11錢者多く鍺錢司にても使ひ切 flt 
;の所置に出でらたるものなん ■ . ~ . : 
同年十二月. 

(第三十四绒) 


乙酉中* 阿部 朝臣三縣爲田原镑錢長官 刑 部大輔 Jfal 故 
右に依れぼ田原なる 地 ありで"此所に鍺錢司あ b しも 
の i 思は る、 而して 其 長官 阿倍 三縣は刑郁大輔を 兼任 
•し居れり、刑部大輔なる役は、帝都に住むべき tp : 要な 
る今；一一の司法次官の如き役な H ば、帝都を住居として. 
遠方へ出勤は不可能な 6* 然らば111原なる地は帝都附 
近ならざる.へからす、今：2奈良附近|:田原なる地名四 
ヶ 所め 6 J は今の奈良の東方一 M 石 切 峠の先1:して、 
即ち 春 H 山の裏手に當り田 M 衬めり、中外錢史は或は 3 
此地ならんかと疑へり、一は今の祭良の西北三里餘* 

河內國に田原村 あり* 一は舊汆良の正南四 里に 田 M 本 
町あり、一は奈良北方四五里山城國綴喜郡に田原鄕あ 
令* 以上四ヶ 所と も 今=に至る迄 •鍺錢 の逍跡ありし 
を聞かす*茲 U 於, - C 余は當時の田原鋳 鉉司な る地は今 
の 山城國相樂郡に 在る 錢司村 こそ 夫れ な b と推定す る 
ものな b 、 而してこの錢 Ml 村 li 天長四年(常壽神寶當 
時)の太政官符に•此司岡田‘ {: 在りし ノなる字句 あ4 
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て以前此地」し鍺鍺司ぁ b しを示*し、尙貞觀七年に銅を 
山城 國相樂 郡岡田鄕舊錶錢司趾に株る云々の記事、三_ 
代實錄にめり{繞益神寶當時)て更にこれに裏書し居 
れ b 、 而して此錢司村の中1:田原なる宇地6りと謂へ 
ば•更に疑ふ餘地なく*又今の奈良よりは奈良坂を基 
點として木津川に架せる恭仁大橋迄二里弱*それより 
十町佘に•して錢司村なれば * 舊奈良よ b 三里弱な6ベ 
し地勢木津川に臨み伊賀街道に沿ひ奈良よ b の路も惡 
しからす、奈良住の官吏の兼官にも差閊なかるべく" 

他1:確寶な る 証跡ぁる地なき限れは此地なる ベ•し 
神護景雲二年五月 

甲子 授緒錢 長官 從五位下 M 部朝臣淸成從五位 上、 次 
官正六位上多治比眞人乙安從五位下，以-~1|公-也 

翌三年三月 

戍寅中唇右中辨從 五位上阿部朝臣淸成 _«"« 田 原错錢 
長官中晷從五位上阿部朝臣三睬1一筑 »1守， 

右二項に最雲元年十二月の前項を衡照し考ふれば•當 


時 緒錢 長官と*田原鍺錢 長官と 二 稀の 官ぁ b たる もの 
i 思はる•假に 景雲 元年十二月任命の 田 原鍺錢長官の 
阿倍三縣は、任命後直ちに他に轉 任し、 阿部淸成田原 
錯錢 長官とな-^しもの vj しては、其在職 僅かに 五月な 
れば、次官と共に勸公とは盼 b 早過ぎる、又二年五月 
に 鎖錢長官に て 在 b しものが、三年三月 U 右中辨1:な 
ク居るは宜しき•か、 此時田原鍺錢長官を兼任した 6は 
淸 成は 鍺錢 事業に 憤れ 居る 爲■* 、 田 原錆錢祛官を兼ね 
たるものにして •筑前守に轉 任した 6阿部の三縣は其 
時迄刑 部 大輔黧田原鍺錢長官 r - 在^' たる もの U てはな 
きか* 然れば帝都よ b 距り たる 地方 {: 鍺鈸司ぁ b て更 
こ田 原に糖錢司を®き T 2 るものなるべし、 恰も和同 1 C 
年の長門(:銷錢'司})^' て、 帝都附近即ち河內 (: 催错錢 
司を s きたる 如き ものに 非すやと考へら る、 斯く考へ 
ると*本錄錢司は近江國膳所に在りて、原銅を以 S 
錢し、田原1:ては和同錢を錄潰し鍺錢したるものに非 
すやの疑念か起る、 


4 



斯くの如く考へ左の事寅か念頭に涌出する•夫 
は一は當時献«授位の槿活して蹙なることな卜それ1 
神功開寶を薄造•し fs る前月ょ 
天平神護元年八月錢百萬 = stt 登乙虫 
同 九月嫌百萬1 i » 民忌寸磯麻呂 
间 11年正月錢百萬 伊吉連*次 
同 二月錢百萬 橘戶高志麻呂 
同 九月同.' 科娜 II 日下部眯淨方 
同 十二月同 ^ 赛 n 戶材主 JBA 
神誰景雲元年二月«千二百貫1,1.嫌越智直飛烏 g 
同 三月餞二千貫布千 H 新治直子公 
同 四月錢百萬敢磙部忍國 
.同 间月设百离糌万 JK 額田部 is 塞夺 
同 八月錢二千霣1卞 秦忌寸 II 成 
同 十月錢百萬 m 凡 ill: 艇人 


Hsllfc 登乙虫 
民忌寸磯麻呂 
伊吉連度次一 
橘戶高志麻呂 一 
日下部9^淨方 
赛 n 戶材主 SA - 
越智直飛烏1 
新治直子公 
敢碓部忍國 
額田部商寒：守 
秦忌寸輿成 
凡 niL 艇人 


以 T は本«!:も物を献し外從五位 >• に叙すと稱して畧 
しあれども多分®等な らん、 各外從五位 T に叙•し居れ 

(第三十四 fitJ 


h 、 余^>推量なれどもこれ等の錢は田 M # l 級司にて吹 
直されしものに非すや*余は八九分迄的中せりと考ふ 
二は鎢錢畏官の阿部の淸成の ことなり、 夫れは天平寶 
宇八年十月 ft r- 惠美押勝 V 近江1:討伐.して功め b •し諸 
氏を筲したる中に、阿部朝臣淨成なるものあ6、淸成 
と淨成とは異人なるやも知れされども、當時の書には 
時々 斯の 如きは同人の 事 あれば*同人ならすやにも考 
へらる、 而 .して 淨成は多 «: 人と共に從五 位下に 叙せ ら 
れ居れり、或は彼は近江の鏑錢司の官吏1:して、押勝 
か近江勢多へ逃け來 b •しを、 如何にかなりた b しもの 
にあら t * や•彼是綜合して見れば*それに非- r * と非認 
するこ VJ も能はざるな- C ' 

三かく如く論 b 來れば湘田川にて採取せらる、萬年神 
功钱は睡所製 S もの1:非すやと考へ得らろ、 ub 
棘12景雲二年 

三月乙已^又長門呦费沛厚狹等郡宜養菰乞停調銅 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


代令 ^梅-？ •織 V .Vi 一 ： r 

豊浦郡は§‘の紅&-€&*長府にて萬年神功设を鎢 
造|^:たる形迹あ6しを»かす、然る|:兹に鋦を調する 
ことを停止•して，綿を納める樣記しあ b * 然らは當時 
長門にては銅の採掘引合はす"故に斯の如き請願をな 
したるものなる V し•又銅を調すると云へば原銅を 納 
めたるものにて、.何時頃よりか1は中止したるもの 
なるを證明せ其期日は天平二年よ6天年七年の間 
なるは勿論な故に長門！！ «司の存在は文武天皇三 
年より 三十三 四年間なる•へし 
光仁天皇寶龜111年 

八月庚申太政官奏、去天平寶字四年三月十六日始造 
新錢與舊並行以新錢之一當舊铎之十、佴_«年序稍賴 
新錢巳賤"限以格時良未安穩、加之百姓1間償宿® 
者、 以賤日新錢一貫 -# _ 貴時酱《十 貫、 依法雖相當計 
價隔_因茲物1#*_乱多致誼訴「 I 猜新舊兩錢间價 
施行、奏可' . 


此記事にょ n ば當時人民は旣に新錢い舊鉉-と間に相場 
.を立て*新餞は十文に通用せ?*6しものと思はる•當 
時の金貸は甚た因難せしものと思はる 
同五年九月 

一庚子中寻從五位下丹比宿禰具繼霣鏤錢次官云々^ 

|同八年十月： . 

一.辛卯中.*從五位下紀朝臣門守爲鎢栽次官云々 ^ WIBB 
一右の二項を見れば當時时鍺錢を繼績 したるものな b * 
而〇て其錢文は尙神功開寶 
同十年八月 

壬子勅法寶&三年八月十八日太政官奏、永止舊餞全 
j - fr 錢「今聞百姓徒蓄古錢•還憂無施宜聽新舊同價 
並行-? IEH - ^ 

寶龜三年の令は新舊兩錢即ち和同開珍錢も啟年神功兩 
錢 も、 總て同價 にて 使用せ ょとの 令なるに、右の 令を 
見る ときは 當時迄新錢 のみを 使用せ しめ b ものと 思は 
る•尤も三年の令は突然に發せら rt では•人 S 中困 91 



するものあるべし*止を得 f 十文を單位として一文 i 
云ふ語を癀•したるものなるベく、斯の如き例は德川政 
府時代にても、四當として銪造•したる錢は自然二當€ 
なれり、彼の波栽それな b , 9 鋦錢と同價たる•へき®錢 
は鋇錢の價を押上げ*十文錢となしたり、これ自然の 
理1:して*無理は永久1:績くべきものに非 t - •只此際 
に割の惡しくな b たるは、大形錢な卜、折二錢の價も 
なく、止を得す一文とな b たるなり、而〇てて余は寶 
龜三年以後に鍺造せられたる錢は小形なる彼の長7}神 
功なるべしと考ふ 
椬武天皇延曆元年二月 

庚申中#從五位下中臣朝臣鷹主爲鏑錢長官，13 
同年四月 

癸亥詔日朕君臨： si 宇撫育生民 I 公私彫弊情實憂^方 
欲拜此興作務茲稼穑、政遵儉約財盈倉票"今者宮室 

iiT 二 - ♦ 3 -ti こ - r 0-0 0 0 0 0 

堪居脤翫足用•佛廟云畢 isfst 旣宜•且罷造宮勅旨二 
^ o .&§« oMOso1 ° w 充府庫之寶「以崇簡易之化，云々 

t 第！一一十四！〇 


壤〇一 

だ 

■九年 

冬十月甲午復置鎢錢司一 
同月 

B 酉從五位下多治比眞人乙女爲銪錢長官 
此多治比乙女は當時ょり二十三年前1:鍺栽次官た-^し 
乙安の誤字に非 t * やとも思はる"彼は近江膳所に在 
て锗錢の經 驗ぁるもの なれば な5、 而 して 此鎮錢所は 
近江膳所に して、 其錢文は和同開珍なるべし、又其物7 
は/ r : 固の如く其製作形狀神功開寶錢の 末鋳長刀神功錢 
に酷似したるものならすんば非す*而して左阋の品は 
•伊勢松坂附近竹 藪ょり、 跳和 同 二枚禾和同一枚澗字和 
同一枚萬年通衩六枚#0功鼸钗三四十枚と同居して出土 
;したる同型和同錢四五枚中の一员なり 
諸君は萬年神功錢 71 後に和同錢を錤た 6 ¢論したるは 
甚だ無謀なる如く思はれんなれども、歷史を咀嚼して 
熟考す ると きは如何1:しても斯の如き «s 序とな b 且つ 
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長刀 
神功 


實物上ょ b して長刀神功錢に酷似したる和同錢の排列 
上 M 史と調和し得るには止を得ざるなり 
膳史上•前よ6論する如く、萬年通寶は惠美の押勝の 
勢力にて當 十と して鍺造せられ、押勝誅戮 後、 弓削道 
鏡は錢文を改めて神功開 致となし、 當十錢 と t て發行 
じ"稱德女帝崩御弓削道羝流滴せられ、光仁天皇即位 



後は帝位を s « 銳せし道鏡が撰ひし錢文は不吉ひれば* 
改正す•へきが當然なれども*览仁大度なる光仁帝は、 
道鏡をすら誅するに忍ひすとて流刑に處する位にて. 
錢文も亦改めす し . T 、 其儘鍺造を繼紿 した b •然る1: 
人民は當十の M なき萬年神功錢は當十として使用する 
を欲せす、孜龜三年の太政官の奏聞とな更に同十 
年には和同錢も萬年神功錢も同 m 格にて通用すること 
ゞ なれ b 、 斯くな りたる 以上は何れを鍺造 する も同樣 
な6、かくて光仁天皇は位を梪武天皇に讓られ、その 
延曆元年には鋳錢司を M め延脖九年更に鋳錢司を置き 
たる•か"此時に當り逆臣の弓削道鏡か撰ひし錢文を其 
儘繼泯す V きか、 將又 R 本 最初の錢文を附す るか、 先 
帝即ち光仁天皇ならば知らす稱帝に袭理なく且つ 
永年 帝都たりし祭良を捨て京部に傜郡 したる 程の 英邁 
なる椬武天皇にして、如何でか逆臣の撰ひし錢文を附 
すべき、必す和同開珍の錢文ある錢を發行した S は理 
の當然なら、而してこの和同錢の鋳造期は永くも延替 
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十五年隆半永玫錢 V 」鍺たへ.迄六年間なれども其以前 
にぢし鍺造を停 th せらたるや歷史に明文なければ不明 
なり 

延將十五年十一月八 H 

乙未、詔 日、 周朝撫曆*泶開九府之 珍、 漢室 
爱設三官之货、用能遷有無以均利、通□夷 [ ft ] 得宜 • ' 
濟 K 之耍須•乃益國之嘉笕、然而□機 適時、 賢哲所八 

以成務 • 權释作®•取子抱是 並行、 頃^〇私铖滋起奸 

§&然、施之交關•旣 j 輕賤•宛之貯菩.不％议用 ，• 

卯欲禁 [ hv 卒誰懲淸、事須平 M 以救流幣是以吏制 

〇〇一 〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇 一一 

新妓、仍增其 it - * 文日隆平永迸•宜以功錢！當洱錢八 
十•矿两兩色兼_使行用•但妈錢者始 S 來歲'»限以四八 
年、然後停療5沐 

右の詔に依れ li : 其頃尙私鍺錢の鋳造行る樣な6 • 
この私鍺錢は左圖の如き跳和同禾和同錢等の類 {: ては 
なきか、其製作後期和同錢(:類似し且つ發珈品はこ“ 
等と同居すれば^り後考を待つ 

(第 H 十四 «) 



而して兹 II 始かて隆平永寶級は當十铙と*して餺造せら 
れ **« 即ち和同萬年蚌功錢は一文 tf •して通用するこ 
tv - し b しなり、尙陴年後迄 U は舊錢ば全部緒 m し隆 
平錢とな b •奮酱は停療する豫定な60も*德川政府時 
代に金鏺貨ゆ ak ' 級なしたると同じく、絕對の効を奏せ 
ざ办しは掩の歷史か証明し居れ6、併.しなから和同開 
珍«©镛奢比其後祝錐錢と•し T . 寬永餞當時に行れしも 
通勝嫌としては延曆十五年迄な b •猾又峰級に和同開 
珍に似たる、 m . 鼢通寶又は和開珍資等ゐれどもそれは 
民鳙の理由：？き鎢冩し錢なり 

終に成み柚文1:して* 1 だ讀惡か b しを謝する i 同時 
に•余か說 J 1.: 誤謬おれば正?'れ•不足ぁれば補れん事 
を妬界の贫かに秦逢す-先氐本 UI '' 先先が和$錢型 M 覽 
•vA lf - lir せらルた矿席上、甲贺 W 士の演說 中、 和同錢 
4•其鋇色黑味を帯ひたるものと然らざるものとぁれ、 
彪 WSM - 帯ひた^.»は砒素セ?'クム等を含有したるも 
のにて"今 »:' 山晚 > llr 陰雨波 W 近に產する鋦は•是等 


非金爲を含有せ b " こ rc を見れば其黑味を帶ひたる鋦 
色の栽は、內地の銅を使用して鋳造したるものならん" 
と化學者ょ b 見たる«|察を說かれた6、斯の如き論は 
橫より見たる錢貨學 J して最も尊 -M し*且つ多大なろ 
逯考 となるべきこと、 考 へらる" 唐國の鋇 ご 日本の銅 
の差を見る微妙なる證明なれば•玆に博士の說の一句 
の拜借し、 余 等の大に得み所あ6しを謝す(和同稿 終) 


〇錢范ご錢祖二 ) 

呆， 仙 

現存せる鋟范と餞組 i に就て•吾等實見の成想を述へ 
未知の會員の爲めに解かんと欲す 
一錢范の恪質(:於ける禅類 

一、 鋇，鋇 f いふ 

二、 硪石、石范といふ 
三-泥<1碡范 VJ いふ 
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■四 、 M 砂泥又は泥范 i - もいふ 
I は婧鷇にして無文の饞形を脚へたろものへ、其時代 
©'. 適當錢文を彫り入れたも4-の、古くは半兩"五妹 
4り、五莽の大泉五十錢迄に、正品の傅流せる6' .0 
二！！^范①白 W - 質の石を以て製し、11亦無文の錢形 
を彫6込み、！！道の兩側へ通宜<2配列したな後、栽 
文を彫り入れ tl な式に M る、四妹半！ 61 :多く、莢錢 
t 稀に俄見す 

右印槍式 U ょいて一二共に铁文は必らす見た眼に傅形 
に•して、白文即ち陰文なるを例とす 
11_は砂土にて造 b たると、泥土 r . て作りたるとの 
二 »t 

.共に之れを半ば胸化して硬質に爲したるものな 
而して其土砂を採りて陶化し*磚范と.したるレのは 
# g の錢范に於 T ' 見る*5如く*錢形字文等を彫り 
込みたる類*即ち銅范石范 ) 如ぎ式によりて造られ 
泥土の本質たる_は飾漢第一期の五錄錢を最初 
〈第三十四*〕 


と.して、第二期の五銶又は王莽期の2銶•大泉 s 十 
及び小泉直 一錢等に歎禅の現存するものが 6、 右の 
内第 f 期五銖の碜范に限 b •規模小にして全体の型 
小様•錢形の配列も中央錄道の兩側に•僅か十個位 
を幷列して限度 i し•字文は亦陰文にして深かく細 
し•第二期五銖以後王莽代の諸范は•其形狀頗る大 
に‘して•餞形も字文も隆起.して、必らす陽文の特性 
に從ふ*而 C て錢形の se 列は大讅逍を中央に肢け 
て•其兩側に三連二連又は五連錢等のものぁれ II 
(因1:迚錢とは餞より他の錢に連績して鍺道の存す 
るものを指していふ) 

.されば一錢范の有する錢形、少なくも二三十個より 
五六十個の多きに及ぶものぁり殊に小泉直■一の如き 
小形のもの1:至りては、一爐に百餘錢を配列し - T 2 る 

齋法貨の1$范は、其質搴ろ瓦に近かく、砂十：を合*し陶 

化した る fe . のと 信す* 厚さ 約八 分より| 寸 K にして 
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稍や®質な^^其色灰黑1:して分子荒*し 

第一期^^のそれは厚さ枚一寸弱にして"質は泥土の 
細粉なるを堅め*之れを熟し/2るものなるにより、 
性質極めて朦弱なり"從つて其色赭紅の所謂煉瓦色 
を呈す 

第二期五妹の錢形字文共に鮮美な气現存せる磚范は 
其色灰白;:して*全く陶化し*極めて硬質に變じて 
厚さ約八分以下六分位迄を通例とし"然かも全体の 
形狀に、曲折を#•して、錢形歪みたるもの 多し、 之 
何によりてなるかを解かん wt 
思ふに如此白脚化したる硬質の磚范は、之を製造 t 
ベく>加熟せる際に於て•適度より熟度の强きに過 
ぎたる•か爲め、終ひに前述の如く*范の全体に不规 
則なる曲折を生じたるものに C て•目的たる實用の 
選よ h 排棄された る 不遇のものたるを信す、 さ rt ば 
今日に 及びて存在す るものも、 磚范上に顯はれ たる 
錢形字文•悉く鮮美に保たれたる理な b 、 之を換言 


すれば•加熟の强か b しか爲め型.：反 b を生じ*從 
つて錢形に歪みなぞを起.したるにょり、實用磚范た 
，らしむるを 不得、爲めに痨棄 され fs るものな b とす 
雄して王莽期迄に至る間の磚范にして"硕質の肉薄き 
錢形鮮明を保つものは、范の全形を保 R ざる ものと雎 
も*當時使用せられざりし療物と見做して不可なかる 


王莽の大 泉 五十、 小 泉直一等に至りては•磚范の 形式 
頗る®大なる其だけ、厚さも約二寸弱(:達するもの 12 
あり、 然れども其泥+質は、表面の錢形を有する部 
分1:於て稍や陶化の跡を知 b 得れども、全体に就て 
は殊に柔弱にして•手を觸る、每1:*分子の崩れ損 
破し具き程度に脆きは*當時の實用碑范に於ける* 
常例な b し*>如し 

然るに第二期の五妹及び第三期の五妹(王莽代初期の 
五錄 ) 碡范には、右の大泉小泉に於けるが如き厚肉に 
0て大型のものを存せ - T - して、厚さも僅か！寸位迄の 


べきな.^ 
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ものを通例とし，銭形の配冽も三連以上1:出すし 
如之其製作も*亦大泉小泉等の如きものに接せざるよ 
b 見て*予は王莽代に於て饋造せられたる五铢设の類 
を大泉五十及小泉直一等の所謂六錢より•一步前の« 
造なるべし >- 考ふ、要するに莽の錢制に大改革を行ひ 
たる以前の猁漢式は療せられて•新た*:多數の錢を一 
迪に镇出さんとする必要上より、舊式の碓范製造法に、 
改良を加へ從韵より大型厚肉の范を逭るに至 b たるも 
のが*即ら六餞の新式1:し五妹は舊式に嫌6たる 
ものな••つざる•へから t 

四砂范 これ II 古き時代に存影を認めさ•るものにして 
第二 期 前漢の 五銖 頃より 盛んに應用せられ n るもの 
な，〇ら ，し、 砂范は神餞又は磚范の睇文賜形なるもの 
よ次いて造らる、 范にして*之を實用の嫌范と 
して 使用. し •銅の溶きたるものを注人したる後ちは 
此砂乾は破碎され、其內に出來上4 たる® を 取 b .Eis 
すの 方法に 從 ひたるが爲か 、砂 型 其 者は•それと 同 
(第三十四«) 


時に打碎炉れて、爯び使用すぺきも©<:非す，然れ 
とも其曲粉と成りたる砂土ば、&々精練されて新た 
に砂范たらしめしものに疑あるな*し*右の理由にょ 
b て*如«なる時代に於てもの砂范は、確實に存在 
すべきものにあらざる事、 B- 支共に同理な b 
以上は錢范の種類及び本質に就て記述せ b* 次號に於 
て錢范使用上町傾序を報じ*次きに錢祖の作用 r- 及び 
て詳記せんと期す SS 

3 

〇萬延佐渡の無背文錢 

淼川禾亭 

佐渡錢の研究に就ては三上花抹塔氏の贊て本誌 S ハ號 
乃至第八號に於て詳細論述せられたる所なるが元文及 
安永相川錢に有背•無背の二樣ある*>如く K 延相川錢 
»;も亦無背文のものあるぺく思考せらる1然る|:新撰 
寬永錢譜後編所載 安政淺草(樓草は誤り<:て小菅な b 
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と)餞縮字なるものは即ち其の無背文の故錢なるべし 
とは今 B 寬永錢研究家の新說な b ごいふ而して未だ該 
品の子錢は發見せられ*?る*>如し 
予頃日阿部銅片窟氏共に鐵錢數貫を擇出すの機を得 
たれば或は未見の品もあらんかと樂みつ、精査せしに 
其.の中一倜 ( f 得た b 即ち左 N の如し 


今此の錢を安政小 ff 鐵錢に比するに其の錢體の大小、 
原薄、輕重幷に面郭の廣狹等大に其の風采を 異にせる 
を見る蓋〇前記佐渡無背に該當 する ものな らん 乎 
惟ふに鐵錢の如きは從來重きを措かれ?'りしを以て先 
紫中旣に筐裡に收藏 せられ乍ら却て看過せられつ、 あ 


らんも知るベからす*願くは筐底を探つて此が類品を 
索められんこビを、若し鐵錢にして挺 あら ば其の姉妹 
を得るの喜び如何ばか b ならん/ ro ふ萬延佐渡無背子錢 
發見の功を予等二人に私せしめざらん 二と を 


〇鳴海平藏の書上の研究(一 5 

花 林，塔 

二代目の傳 1 : 又 14 
刑部錢奉行職 ft 候此功を以て錢座每に奉行職仕候 
ビあります* 1 、此時分そんなに度々錢座の興廢があつ 
たのでせう炉〇其錢座の在つた地は無論京都 VJ ぃふの 
でせうが「錢座每に」は意味. 0 取樣に依ては！ヶ所で 
ないやう1:も聞えす、夫から 

一子兵庫三代錢奉行職相勸め N » 候 
と云つてある*> 、此初、1 » 三代の犋の連賴鍺錢は^ 
記錄の上では認る事* >* 出來ません。夫は 初 K : の頃で も 





指摘•して S ま•した•か、此時は明？ 8 の轍入♦か 1 んでぁつ 
て、「不足を鶴足.し」する必要に迫られては居ない時 
ですからです〇茲し應永以後の輸人酱を調 V て見ます 
と*前}:も引いた〔看聞 H 記〕の 
永享--一年酿 gslISHIA 七月-一文日 
自高麗公方へ進物到來•鹅眼千貫云々 
同五年關零0011??$明使來？し時 
又〔看聞 H 記〕1: 

同六年關 磨 501 §??4六月五日唐使室町殿金人 
の儎嚴重中略進物辛榧五十合"鳥籠十8 r 鹅眼三十 
离貫云々 
VJ ある*又 

嘉享三年 K -1£ ftAll 朝鮮使節の來 > し時 
寶德三年 I — I ? し時设千 
貫 

又此年明に銅銭を求め i * した•是は〔善隣國寶記〕1: 
最泰年間とあるに正合•します 
C 第三十四#) 


又 C 臥雲日件錄〕1: 

i-5 PG& 

得六萬貫 " T 略 

とある C 二年正月の記事1:「先是」といへは長祿元年 
の事と見ます 

寬正元年 g »;555 ffi +® s : 121の來た時 
同五年一暦千四百六十^！料 3 R へ銅錢を求ひ 
又〔齋藤親基日記〕の 

文正元年關 ?* pf 十 ノー ハ 特七月1一太0琉球人參洛 S 
の時 

此時の進物*料足一千貫の事は前に例に引ました 
又〔戌子入明記〕に貿易品の品名評價を載す 
此時細^料 liA 錢も卩たるを知るベ，し 
又文明年間は明ょ b 再々輸入ありて 
文明元年1 gM -, 4^雪舟の歸朝*した時 
同七年千四百七じ¥¥銅錢を求むる時 
同年十關？西百七 ++ AHJ 五萬貫來る 
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同十五年 S " 千 四百八 IJ ¥¥ 十 ^貫 兌換す 
なとある、是等を〔善隣圃寶記〕|:衡照して見ると 
天順 A 年 g ^ s 錢を請し文 
成化十一年§4^5錢を靖し文 
此文中に*、成化五年 gg に後を得た事*>記してある、 
雪舟は其船に同船して歸朝•したものらしい〇私の考へ 
た船の出入の度に 輸入 錢が在つたらぅ£いふ推測は之 
で 證嫌 立られた 樣 なものです 
成化十九年知明作五年餞を猜し文 
が載て居る-此最後の文4•には-成化十四年！^にも 
栽を得た事が畜いてある 

かぅいふ風に此時分には支那と交通のある度每に、夫 
を利用 〇 て鋇錢を兌換輸入する事を 勤めました から* 
明錢は隨分多一来て居る譯です O f •して是は重要記錄 
上だげの調べですが* IB 錄にも m らない大內家や*九 
州の豪族などが自由自在に沿岸 貿易をして 取ゎ込んだ 
額は、どの位の額だかわかりません、殊に雄 T 2 ら文 


書に顯はれ て 居る以上ではなから うかと 思は れたので 
す 

かういふ風に莫大の輸入栽のあるのに、室町政府が錢 
座を建て、不足を错足 すと いふ事は どうしてもうべな 
うことが 出來 ません〇私は 永樂錢 の 鑄 造が豊臣氏以前 
1: あると いふ事は認る事が 出來な いのです 
夫から三代目の傅です 

永正七年庚午年•足利 . 若君御誕生 . 故あ 

b て會津へ…：…右京都より會律へ御下向の節足利家 16 
T り兵庫を御附下被成候 

是は古錢家に必要のない事だからどうでもよう樣なも 
の/'歷史により出合ふ事だから此際の事情を說 f る 
i •是より先き明應二年四月に將軍義植が畠山義豊を 
伐て河內で敗榱した爲に京へも歸れす周防へ奔て大内 
義興に身を寄せた。其跡で京では義澄*>將軍になつた 
の T - あろ。所が前將軍の義概は周防に在て歸路の準備 
を策し•期熟•して永正五年四月、大內義典は義植を奉 
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じて 大擧 して 京 1: 入 bi したから* 新將軍の義澄江州 
へ奔 b ました。了度此騒動で若君が會津落となつたの 
ですから、是丈は事實です。唯此御供が御家沒落のド 
ナクナ紛 rv とはいへ武士でもない錢奉行の嗚海ビいふ 
のはおか•しい、夫も突金的ならょい•か*上からのお附 
を命せられたは少々眉唾ものでぁる 
夫から四代目の傅中に書加へられて居る♦か「若君御出 
家の後不動院の住職になられ」て後の事が 
境內支配役に被仰付_相勤 m 候 
は零落したもの•た、前幕には修羅堪で奥方若君を守護 
して待津落ち•次幕では錢奉行職さんがお寺の差配人 
夫で跡慕が出ないのだから芝居にもならない 
夫から「其後水芦に罷出」のは理由も害てなく 
佐竹家よ b 扶持を謂け浪々にて罷在候 
は一寸おかしいが、錢に關しない事は省略.し1113:て、 

五代 目の 

(第三十四拔) 


同浪 ゞ にて水戶に罹在候 
此所で花林塔一涞の皮肉を云ひます • 

常陸志料に•佐藤新助の事が珂なり委しく出て居まし 
て•錢座興立の事や、金主の事が、我々研究家1:納得 
の行く樣に害てある〇足利時代から立派な推しも推さ 
れもせぬ袋奉行をした嗚海兵庫父子三代が居るのに* 
土地の記錄にはヶもない。夫も昨日今 H 來たのではな 
い、佐竹が水戶を領 C て居る頃ょ b 居るのである"慶 
長初年からとしても寬永二年或は十一一年迄に三四十年17 
も住んで居るのである、世間の狹い田舍で錢座の建つ 
たのを見て鳴海の一族は何とも思はなかつたのでせぅ 
か〇新助の座でも人が入用です、足利時代から連綿と 
錢奉行職を•した人や其子が眼と鼻の先に居るのに交渉 
の必要もなかつたのでせぅか〇私が鳴海の書上を疑ふ 
主服は此處です。常識の上から言て鳴海の書上は何處 
迄信 c てょいかが疑间です 
私は推測します ■ 
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鳴海は佐籐新助座の職工で*佐藤家の由緒の内鍺鍈 
に係る事項を潤色して自家の瓶^中に書入れたので 
はないかと 

是は將來佐藤新助なり、淸兵衛 W りの由緒書でも發見 
した時の左前1:致しませぅ 

さていょ<本論の眼目たる六代目の傳の研究にぅつ 
b ます 

大泔正搽ょり出府仕候搽被仰遣*治部は老衰仕候に 
付•兵庫出府仕候へば、先祖代ヶ鉍奉行職相勤候前 
功にて•錢造り様可爲緞 #: VJ 被爲思召付一 
天海僧 JE の御 fit をした三代目兵庳は.此害上で見ると 
成程錢奉行でぁつたが、四代目•五代目の二人は全然 
錢!:關係した事がない、從事した事らない*勿論其傅 
(: 杳てない。六代目は猶更の事である*其邊の^情を 
天海•か知らぬ譯はない。主從關係で何もかも知て居る 
天海•か「錢造りやう鍛錬たるべし」など、言ひ出す譯 
はない窖で心る。もしもさういふ言* >* 天海の口から出 


たものビすれば*六代 目 兵庳はど，？しても鍺錢事業を 
實地にやつたものでなければならぬ。私が佐藤座の職 
H ではなかつたかといふた推測は正锄に近づいたらし 

r 

IV 

夫に面白く思ふのは三代目も六代目も同じ名の兵庳と 
いひます*玆に何か綾があるのではないでせうか。同 
一人の傅を二つに分けて飪くなんて事はない事でもな 
いでせう。錠ひ出す—-限りがない 
宽永年中於芝網細手、新鋅庳御用被仰付候 18 
此「宽永年中」 とい ふのも チト不 蓰がある。三代兵^ 
の會雄落の事由を私•か推測*した通 bW す“ば、典兵馬 
忽慌の際にも JF . 確 i : 「永 IE 七庚キ年」 VJ 立派に进く程、 
嗚海家(:•は確 K な配錄がある i したら*此耵名な , 4永 
の新錢の「十三年」 i 立派に書"ぬ譯がいぶかしいと 
いはねばならぬ。私ゆ邪推かは知らないが、此文字の 
上から考へると、苋永十七年1:芝 座の 廢座に なつた 跡 
を受けて 鋳錢 したビでもい ふので はないでせうか。 



さぅすれば後段の「十八年三月 »: 金銀錢を饋た」とい 
ふ事が生きます-さもなければ十八年の錐餞も明曆へ 
持込まねばならなくなる**けれども十八年鍺錢は理由 
がょいから生かしてもょいが*私の意見としては明層 
へ持込んだ方が穩當と思ふのである、其事は其條で說 
明しませぅ 

「芝 m 縄手」の事は私♦か本誌第二十一號に r 宽永十11一年 
物造錢の研究」中に詳說〇まし;;則約言すれば 
芝梅手と害き介るを。芝*笠ビ草 g 通ひ、 ST 網も草 
體稍似寄なれば-1:網縄手となり、芝茏網細手とな 
りたるものなるべし 

であ b ます*蜀山<のある隨筆に此鳴海の書上を見て、 
新錢座の古名を笠網縄手 VJ いへ b といふ樣に書である 
のを見た事があります。其源が鳴海の書上以外にない 
のならば*私の ]«: 解释は斯界の定兹としてよいでせう 
と思ひます 

「新錢座御用仰付られ候」は一に座の字がないのもあり 

(第三 '+• 四**) 


ます* 栽鋒座御用といふど廣義で滇然として居ますか 
ら•栽座建設の工事を請負たとも、錢座の必霱品 * 則 
薪炭*砂* gr 鉛等の御用蔺人とも解せられる。新錢 
御用といふのと狭義で鎔錢技術の上/ r けの事となる。 
是は®海書上の本旨から見て狭義の方でせぅ(未完) 

◎小解 

.〇寬永四當短寶 

大阪安田 キヌ 藏 19 
四當錢の短宝 は、 曾て同餳母錢の大形なる.ものを發見 
?れた時ょり、庚應年中江戶本所小梅の水戶邸内に於 
て鋳造された事が•明白»:成つて以來•各人も注窓す 
るやぅに成つた結果»'、これ|:鐡餞の子があるものと 
ti : いものとの二稀あるのを 區別 す る ことが 出來 T 2、 即 
ち！圖の方1:は镦錢が あつて、 二圖の方にはない 
現品を幷 V て比較す ると、 確か 1: 文字に細肥の別が * 
つて、平地の深さに ら 相違が ある， 其外微細な點を寒 
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(二） （一) 


のるせを子 もすを子鐵 

もざ笮鉸 のる疳錢の 



けると、寬字末进の足、 M 字.. J の點、及び內郭と通字 
間の深淺(一の方は必らす内郭の通字に幷んだ一片が 
少しく反つて、通宇と內郭の間が殊に隔つて谷が深い) 
それ1:通宇の頭 VJ、 、 A _ と •か、 接せざる ご、 接したの i 
見易い特點である*永字ら點が少さく加之第四畫の筆 


勢が瘦せて居る*寶字 J は大なる異り♦かないか喺《 
冠の點が少さく 、貝の M 1 I 足が短かく反りが ^い 
右の樣な譯ですからよく比べて御覽なさい、そして何 
れも•花林塔氏の論じつ、 ぁる、 卜字錢類と錢風 *> 酷 
M して居る 

現存數はIの方が少な く、 二の方は多く散布して居る 

◎顧選函 20 

.〇古泉大全の事共耠 

韻^散史 

今最初のもの V 」見る可き二册 S 1?; の酋端(:引用^目を 
記•してぁります是“は爾餘の本には何れにも記 m なき 
ものでゐる から御承知の人 も 少なかろぅ と M ひまして 

參考の爲に愛に轉載します 
歷代古泉書目 
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〇割氏餞志 未知何代人 
〇頋氏餞譜一卷 梁顥垣 
〇封氏續錢譜六卷唐封演 
〇張氏钱錄一卷 密張臺五季人而宋初猶在 
〇姚氏錢譜 旃姚元澤 ■ 

〇陶氏货泉錄 I 卷唐陶岳祁陽人官太常博士知端州 

〇金氏錢衩錄 宋金光襲 

〇歷代衆譜十卷 宋李孝美紹聖問所著 

〇鍺錢故事 宋杜鎬 

〇餞幣考 宋羅泌 

〇莆氏錢譜十卷 宋萤追字彥逮官軎學博士 

〇洪氏泉志十五卷宋洪遵宇景嚴鄱陽人官同知 m 密院 

〇于氏錢譜 明于公甫 

〇錢法愆要 明邱潘 

〇錢通三十二卷 明胡我琨字自玉 

〇徐氏錢蹭 明彷象梅 

Q 西淸古鑑较錄一綠淸乾隄帝 

(*1:十四«)_ 


〇 泉刀匯纂 淸邱峻 

〇雁代餞法年號通考淸桐川进志達畜城 

〇鈕錄十二卷 淸張端木宇" k 喬上海人乾隆壬戍 

進士官諸55縣知縣 
〇歷代錢圖 淸趙彪詻 
〇方氏錢譜十卷 淸方嵩年 
C 歷 Rflli 淸華師道 
〇古命錄四卷 淸無錫禹光嫜字子昭 
〇歷代鋪官阑經七卷淸陳萊孝誰 lie ] 21 
C 歷代錡官闕經溢述七卷淸錢 W 梁公處山蔣 
〇賴泉志八卷 淸宋振赛藥川 
〇績说志榱補 淸宋慶凝思村藥川之子 
C 古金待問錄 淸杭州朱楓近漪 
〇古錢考四卷 淸休寧金忠沒古還 
〇江氏鉸譜. 淸江都江德景秋史乾隆庚辰著. 

〇古泉觉考八卷 淸大興翁宜泉嘉庚已未由庶常官至 

.刑部 a 外 
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〇虞夏賊金釋文一卷淸洪同猁師陸靑固嘉慶庚辰由庶 
、 常官至覇昌道 
〇泉史 . 淸供洋盛大士子履 
〇錢志新編二十卷淸雲間張崇懿麗灌道光庚寅著 
〇貨布文字考四卷清華亭馬昂伯昂 
〇吉金所見錄十八卷淸萊陽初尙雛謂園 
〇泉志辨誤補遺兩集淸嘉興褪木夫仲容 
〇古泉叢話四卷 淸錢唐戴熙醇士道光壬辰翰林官至 

大司馬同治初年杭州城陷殉節 
〇晴韻館古泉述記淸仁和金錨鬯辟殺 
〇嘉蔭浮論泉絕句二百首淸諸城劉喜海燕庭文正曾孫 

同治丙子孝廉官至淅江布政 
使 

〇觀古厢泉說 淸鲍康子年 
〇古泉匯五集六十四省淸利津李佐賢竹朋同治初年所 
著首集四卷序例目錄諸說元集十四卷刀布九百九十 
四品亨集十四卷刀希七百零五品利集十八卷团法正 


品二千二百九十七品貞集十四卷無考厭勝雑品泉绝 
共一千零七品 

又余の持藏せる同書三十八册の普通のものは備後松永 
の故人高橋長％堂の舊藏のものであ b まして伊豫の尾 
崎星山子が所々に註を加へて居ます此の星山子は gl 山 
軒か大全の著述に就ては大分助力して居る事は該書中 
に風山訐が言ふて居る所にても窺ひ知る事が出來ます 
實際に潢字の素養は風山軒よ-も星山子の方が餘程深 
かつた揉であります風山軒は漢文は餘り上手ではぁ卜22 
ませぬ故に大全の文章も文法に叶はぬ所が注々ある樣 
でも支那人にも讀み下らぬ點があるとか謂ひます 


〇最高債の皇朝錢 

明治三十年八月中旬•近江瀨田橘の附近水中ょり發見 
されて*其二十三 H ょり大阪某家の筐中に珍貧せられ、 
優に鏡益錢中に冠たるものとも褒詞を植に •し、 皇朝錢 
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尊攻家の羡望措かざし•初鍺の大饒益錢 




星霜二十四年を經たる、大正十年八月二十三 H 、 或る 
串情の元に、同じ大阪の新進某家の熱踅は、終ひ|:本 
盈を動かして*座席ここ|: 新らた^るに至れり、而し 
て其 Isnl : 金一千數 WIRI 也*敢へて空前絕後ごいはし 
むるなかれ 


〇銀壹匁明冶通寶の彫母錢 


質は紫 A 色の精銅•所謂什上けの坍き颇る鮮美を極 



換當通用 fs 格の銀一匁と記し" t は明治通^の對諕を 
遐き"中央に桐の御紋を屺し，周綵は共に菊花御抆章 
の十六片を、外よ bls ^ i しめて、岡案の裝钸1:意を留 
のたる跡を認む、維新改革に際しての試作品1:して、 
終ひ1:採用の榮を把はさ-^.しと雖も*彫工加納 S 雄の 
名と S # つて•光彩腌離たる明治® a 錢の最たる If 也 


•>3 


〇嫱康通寶祈二篆#錢 

S 州王氏所藏 

む* 肉 m や^3力!:して* 外輪の磨總亦 佳な 面に 支那の大陸 的 泥土の 中ょ b 龄掘せられたもの、 如く. 

(第三十 W 彼) , 
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僅かに灰泥を被む-^裸々に鍩肌を Mfi して、扮裝な 
きを誇 byj するが如き职あり、宣和通衩澗緣小字錢の 
錢系に出た る •北宋欽宗末期の錢なれ ば、 降盛時代の 
諸錢1:比し•頗る損色を示せるは*自ら亡國の哀史を 
語る もの か"王氏最近の獲收に0て、翫貧措かざるの 
品と聞く 


〇宣和通蜜鐵折二 

松平皆空庵藏 

锘鋳折二錢の宣和通寶は稀に篆書のものを見受けるが 



本圖の如き楷書接郭の著を見る のは、 初めてである、 

字文の筆意等から其鍺地ヶ推測すると、陕两省地方の 
錢であるといふこと 11 1確かに思はる、*背に陕字の 24 
標記* >* ある小平宣和等に"何とな C 似通 ひた 悌を存す 
るのが、動かぬ證と見ることが出來る 

寬永長嘯子 今#田頭仙泉觉出品 

寬永十三年以後の所鍺|:逛し、製作優美の品である、 

木下長嘯子の書と俏稱と*其背長？15といへる品に充る 
冤永泉志に日く 





木下勝俊は長嘯子と號す、從四位(:叙し•少將若狹 
守に任せられ、^州小濱の 城主な り、 晚年東山に隱 
居して乂天哉翁 C : 號す、慶安元年六;]十五 H 卒す。 
本錢は銅色稍や黃く、形狀憋頓して、綠傅かに澗く、 
錢文割 <3に淺きを常とす、然るに頃：：：灰白の鉻莴し品 
を時々散見す ることがある-それは 矜律地方で 先年 僞 
造したのであるが* i 見して暗漫とした品位の劣等な 
ものである•初心の方は注总を耍す 


〇貨^£御變革建白書續 

御一新に 付 貨幣御變改 の義は急務の御依と奉存候洱慕 
(第.一1十四放) 


府段々制法相亂 t 性合劣6悬用格兹外國々に通用 
に齟齬仕候 t : 付交易の問に損耗多く御阈 fi 相 成候に 付 
御改正被爲在度奉^候旣1:去る M 年正月中/ S 私京師に 
罷在候砌土州侯へ建 ft 什候所 fnl 州御藩寺村左膳樣ょり 
三|£1 次郎樣へ右事件御咄 しも 被爲/! : 候由何れ其 内 私御 
呼出し御尋も可 ^! 之 3 II 被仰 fill 候 所 ー ヶ n 科 も 彼の地1: 
在住 fL - 居候得共何の御沙汰 も 無之候に 付 i {£ 京へ ^ N 什 
候其後尙咋秋中長谷川仁右術] ,1 ]^へ平紹を^1別^瓚件 
申入候所御逢被仰付右迚泊の： J*:W 紐並1:委細 M 込の次^25 
霄取盖出し候様御談に付京郤に於て差出候迚^挖並私 
年來取調胙吣-^國《幣海外國々行幣等の_面通用格合 
等相 HS め候 ： is 札一册並两 ff - lt 幣座阔 面 等 港 : M し 候 所御 
同 入被仰 間候には- R 事件御採用町被爲在哉1: 付 改革 貨 
幣 形ち等 見込 相認候所 被仰 付則 差出し K き候然る 
所 御 同人其後御上 京1: 相成其碏打過被 在 候所 常 今風 |1}1 
承候得共臬 國 It 幣の儀 に付 外人ょり H か中出候满も布 
之哉1:承は り 及候に 付て は Itff 御變革の依御大切の堪 
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合と奉存候尙建言申上度候得共要路の御方樣に言路無 
之候に付不得止事閉口罷在候所車件乍恐節迫仕候儀と 
奉存不絕縮意に - t 師御懇意筋の內御重人の御方樣被爲 
在候一々別寄の事件申上度候間此段宜歎御配慮奉願候 
以上 

巳二月 三浦乾也 


〇北京に於妨る日支古錢大會 

會員奥平昌洪氏は大正十年十月下旬北^^に開きたる國 
際辯護士協會第一回總會に出席せられたる際、司法總 
長にして有名なる古錢家董康氏の知遇を受け其開催し 
たる古錢會に眩みその著眘「東亞銭史」十八卷を出し 
て相示し支那の古錢家と意見を鬪はせ遂に東洋の古錢 
學渚として名®を北京に®かされたり、同氏の出發前 
九月二十二 H 「大阪朝 H 新聞」は其第一四二八〇號紙 
上に左の記事を揭載す 


古錢史の編纂 

旣 {: 十餘册を完成した奥平氏 
■大阪の辯護士中能文家として知られたる大阪市北眧 
老松町三丁目の法學士奥平吕洪氏は業務の傍東®〇錢 
史の大著述1:沒頭してゐる%來氏は大學時代から古 
«の蒐集に趣味を^•し常1:研究を怠らなかつたが未 
だ我邦に完余なる古錢史のぁらざるを憂ひ明治三十 
七年頃東亞錢史の著述女思ひ立ち爾來古錢及び材料 
の蒐集に沒頭し數年前稿を起•し今や十三四冊を脫稿 26 
するに至つたが未だ支那の一部を記述したに過き ri 
いで更に調査研究 V 賴けてゐる最近東京の辯謎士 
原嘉道博士* 1 世界的の古錢學莕で數十禺の古錢を蒐 

集されてゐる伊太利皇帝グィクトル"エマニユエ1 
ル 第三世陛下が十數年前から年一卷つ、著述 發行さ 
れた 伊太利 錢譜と稱する八 卷* m 量十數貫と云ふ大 
部の著書を 伊太利 C ;) 宮內 省から 取寄せて奥平氏 1; 贈 
b て來た 此錢譜 は 我國 (: は 唯一部し か 無い と云ふ 珍 



ら•しい 書物であるから氏は之に力を得本職の辯 II 士 
そつちのけの有様で脫稿を急いでゐる氏は麝考資料 
を山のやうに入れた 多 歎の行李の堆く賴まれた中で 
語る 

古錢史の辗赛は物好き半分からではあるが i だ完 
成には至らぬ錢の起原は支那では貝で其次が布刀 
泉と 變 b 我國では太古は無 かつた * >* 中古1: なつて 
支那に倣ったもので夫等變遷の跡を見人智の進み 
行く樣を見ると興味津津たる もの •かあろ今度原博 
士の厚意にょって伊太利皇室の御發行の珍本が手 
に入つたので之を參考に私が畢生の事業と•して折 
角やってゐ1所です今度國際辯 m 士協酋の大會•か 
北で開かれるので出席し其序に支那の古錢の硏 
究を しやうと思うてゐます 

奥平氏は十月十一日東亞錢史の稿本十八卷を携 へて 大 
阪を出發し京城奉天大連旅順錦州等を歷遊して到ると 
ころ古錢家を訪ひ古敍の研究を爲し同月二十一一日北京 

〈第三十 EHD 


»:入り司法嫌長董康氏の有名なる古 M 家なることを聞 
き二十四 H 總長主催の國際辯護士協會總會出席員招待 
會の席上に於て板倉松太郞原 E 逍莊景珂三者の紹介に 
ょりて始めて總長 w 相識り淡古錢の事に及ひたるが總 
長は氏の古錢の學に造詣の深きを認め一見！ S の如く翌 
二十五 R 氏を自邸に招き無數の藏錢を出して品評を求 
め且氏の東亞敍史の稿本十八卷を見て其搜羅宏常•考 
證精確なる(:驚き特に氏の爲めに古錢曾を聞かる、こ 
と、な 6 て同月二十九：：：の夜•西磚胡同の自邸に古錢 27 
會を開き支那料理の珍味を遊して欺待せ b 出席者は奥 
平氏を牛；賓と I て、主人兼康、北京古錢家の領袖陶洙、 
寶賊 "范 兆昌、趙衡 の 外1:司法代理次長司法部參 m 湯 
鐡樵•北京政府法律顧問法學博士板倉松太郎•奥平氏 
が通譯として伴ひたる法學士盛沛東の諸氏にして午後 
十一時遇に至*0まで錢譚湧くが如く非常^る碰會な b 
.し由、十一月二十：一:東京發行の「法律新聞」は板倉博 
土の通信を載せて左の如く報道せり 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


燕信錄 

法學博士靜洋漁夫君 

古仙會 十 n 二十九日此會を董司法總長の本邸に 
於て日本一の古！ g 研究家奥平法學士を主賓ミして開 
催せられた、同邱は北京の西端最も閑靜なる所、東 
京1:比を求むれば代々木か新宿かの末に當るのであ 
る總長の K に撖れば一千三百年を經たる寺院なりと 
のこ¢3¢邸內の廣きこビ、建物の宏壯なるこビは此 
言 r- 依りても推測す at に難からざるもの寂靜の象徵 
化とも申すべく現時の標緻者流とは其撰を異にする 
主人公其人の性格にも相應はしき住居である室內の 
裝飾にも現時の成金的厭味あるもの毫も無く何れも 
高雅なるもの計り蕉翁をして評せしめぱ閑寂好みビ 
も申すべき歟支那の奥床しき特色を浮はせておるの 
である主人公は漁史が平素の想察誤ら t * 高潔達觐の 
士なることは是に於て一暦明瞭に看取せられたので 
ある{中畧) 


抑も古錢の愛玩なるものは直接には 幣制 變化の徑路 
を詳密に知ることを得る實證的研究にして間接には 
歷史の誤謬を正し國際交通の狀態を明なら•しめ歴史 
殊に經濟史|:貴重なる材料を供與するもの(其$&_- 
13^7き；0に付ては奥平法學士の著書「東 3& o 錢史」1: 
詳說せらる、ものなるを以て玆1:は一端を舉げたる 
に止まる)道樂としては^ f 益にして弊少なく高尙 K 
して趣味最も深きものと謂ふべきである 
閑休奥平君の東亞錢史の稿本は旣|:十八卷を成.しお 38 | 
b 董總提の所藏は歷史的1:貴重のもの計りにして數 
百品を算す奥平君の精密なる研究にして未/ r 達せざ 
6、し古钱數筒*同君の稿本に旣に顯はれなるも未だ 
實物に接せられざりしもの數十箇を漁史 & B 目窺き 
に陪觀するを得て漁史は大1:知見を 廣 くしたのであ 
る*右稿本を一瞥して同君の根氣の强きと材料蒐集 
の豊富なるとに一驚を喫〇たのである 此杳 公1-せら 
れたる晓には文學博士の槩冠は忽ち同君の頭上に安 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




んせらる^.こと蓋し疑を容 n ざる所ならん董雄長も 
肚書に序文の 筆を 染めら る、とのこと ゆへ錦上華を 
添へたる好著述たろ東亞錢史は一二年の中に世に公 
に せられ 日本文學1:誇りの一を增す こと、なるので 
山る此夜集りし斯迫の専門家は何 H も造詣深き人々 
奥平君の宿疑は總て氷释するを得て大 I :滿足せら 
れたる容子、御馳走は商資屋の支那料现には見る 
を得ざる珍品づくめ其味加減に至りても喋々 の 要な 
きもので 6 る(漁史は玆に大なろ敎訓 V 」得た庖厨の 
設偏塵へろ支那大官連を勝手知らざる外國人が商賣 
屋の支那料理に招待することの如何に御迷惑千萬な 
るかを 推測 t る こごを得たのである)宴前•宴 中* 
宴後に於ける晤談は何 n も古錢に關するもの而して 
浞混と.して逛くるを知らす十 II.V を過ぎて漁史は擗し 
去りし * >主客の談ば酣 なる もの、如くであつた、奥 
平君の著書公にせられ東洋一、否 ffi : 界一の名を博す 
んに至らば董君も亦其知識に於て將た其菩藏に於て 
c 第三十四«〕 


世界一の名を得らる、であらぅ 而 •して日本の ft 研究 
家ご中華民画の古錢大家と を 相&せ* しむろ 播躲を造 
b 出せしは國際辯謐士協會大會に外ならぬ然らば此 
大會の齎らす間接の利益は此古泉曾を一例 V 」して觀 
察するも頗る大， ■; るものあるを覺へしむるのでゐる. 
(十一月二 n 稿) 

而•して北京に於て發行せる日刊新聞「順天時報」は十 
一月三日發行の第六三七〇號紙上1:右古錢會の始末を 
記載して 三皇五帝以來未曾有の集會なりと云へ b 其文 29 
左の如し 

中日之古錢大會 

此次 參與牝京國際律師大會之 H 本大阪样師法學士奥 
平昌洪 氏、 號.笠南•性喜 古錢 "自研究以來、今旣三 
十餘年矣•和漢之古錢 、姑 勿俟論•卯朝鮮安 南、 以 
及 古之间紇 、突 厥、 吐蕃 、準 ^爾等寒外諸國之 錢货、 
罔不搜羅以資金考 * 巋然爲日本古钱學之泰斗、顧此 
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等東方亞細亞 諸國古錢 之沿革•缺乏記載、殊不足以 
供人研究，於是氏自 十七 年 前* 即苦心 孤 詣 * 一 意經 
铎、 遂著成東亞 錢史 I 省•共十有八卷* 此次與會 之 
便"並携此秘本*來華"茲 聞、 氏經法學博士原嘉逍 
莊景 56T 二氏之介紹*得晤司法總長董授經氏*蓋黄氏 
亦古錢家之翹楚也•比見氏之秘本•深訝其熱心與才 
力•遂於本月二十九：：： 夜 •在 西 碑胡同私邸、特爲氏 
開古錢大會、並邀北京 rp ] 好陶洙、寶熙、范兆昌、趙 
頌：牛•汲鐵樵諸氏"及 ； n 本 法學博士板倉松太郞氏等 
各出所藏•互相品評*氏由碰沛東君通譯•詳述關于 
日本古錢嗜好之沿革•藉以討論、今：：：本古錢家*與 
中阈古錢家、相聚于一堂-特開古錢大會•實 爲三皇 
五帝以來得未曾有、此書即謂之爲國際的 古錢會•亦 
無不可•其陶氏所藏之泰和®苡具畨當十大錢、通行 
泉貨、及董氏所藏之應運通寶錢 * 趙 興 重嫂錢 、皆爲 
錢1 i 所不載、和淡古錢家•所未及見*實大下之 珍品 
也•氏均擬載諸東亞錢史以資後世之參考 焉-至 午後 


十 I 時方始散會云 

例によ b て之を邦文に譯すれば左の通り 

支那日本の古錢大會 

今度北京(:開きたる國際辯護卜■協會大會1:出席され 
た日本大阪の辯 Mir 法學士祀平昌洪氏は笠向と M す 
古錢がすきで研究を始めら H てより三十汆年になる 
和漢の古錢は勿論•朝鮮安向より43のウィグル、卜 
ルコ•チペット、ブンガル等寒外諸阈のもの1:至る30 
まで蒐集.して參考1:*されざるはなく巋然 S して H 本 I 
古錢家の泰斗でぁる-顧るに此等の東方亞細亞諸國 
の古錢に關する沿革を記したる -# 籍 (: 乏しく世人の 
研究の用に供するに足る V きものなければ无»1十七. 
年前より苦，心經眘して mosjMOito + oAO 約を著はし今度 
國際辯謎十；協會大锌出席旁その稿本を携へて中阈1: 
來ら，れた•承れば氏は法學博士原嘉道莊景珂二氏の 
紹介にて司法總接萧授經氏 VJ 面晤 された、蓋—董氏 
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も亦古錢家の大關である*氏の稿本を見る1:及ひて 
其熟心と才力とに成*し十月甘九 U の夜西磚胡间の私 
邱にて特1:氏の爲めに古錢會を開き北京の同好者陶 
洙•蜜 勝， 范兆昌、趙頌 平、 湯磁樵及日本の法學博 
士板食松太郞の諸氏をも呼ひ谷所藏の古錢を出して 
品評された氏は盛沛東君の通譯1:ょ b て H 本に於け 
る古錢嗜好の沿革を陳へられた日本の古餞家と支那 
の古錢家と一堂に相聚まり殊 (: 古錢大會を開きたる 
は實に開賜以來無いことである之を國際的古錢會と 
云ふことも出來る•其陶氏の藏品中、泰和重寶具省 
當十大錢、通行泉 貸， 董氏の藏品 中、 應運通寶錢‘ 
趙興重寶錢等の如きは皆從來の錢譜に見えざる S こ 
ろ又和漢の古錢家の未だ見るに及はざるところのも 
のにて實に天下の珍品である氏は此等の珍品を悉く 
其東亞錢史に載せて後世の金考にされる由*午後十 
一時に至 b て始めて散會せられ r : りと云ふ 
右古錢大會の翌三十日董總長は陶氏等と共に自動車を 

C 第三十四 K ) 


驅 りて 奥平氏を その 旅館 1: 訪ひ 談論 ft SIJ の 後北京第一 
流の支那料理店致美赍に到り酒を酌みて研究を綾け三 
十 一 U 奥平氏等は陶氏を訪ひてそが藏錢を觀、同夜東 
興樓に到 b また酒を酌みて研究を績け十一月 一 H 陶氏 
は更に上海の古錢家程文褪、天津の古錢家張晋の二氏 
を伴ひて奥平氏を旅館1:訪ひ錢談縱橫夜に入りて尙盡 
きざり しと 云 ふ* 委細は追て同氏の北京古錢會の記を 
椹けて諸君に報道せん 


〇德川氏貨幣史續 

〇第八章 

二朱銀發行及び是に因 b 生せ•し弊害 
改鋳の弊風元祿年間1:行はれ、しょり、元文1:至るまで 
旣に六回の更鑄ぁ6て、品位益劣惡1:赴きしが、明和 
年間復貨制を紊亂する*更に元祿年間ょり甚•しきもの 
あぅた-^き、 當時の勘定奉行を川合越前守初次郞兵術 
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久敬といふ•久敬創て五匁銀を餚造し(明和二年)糂 
て南箱二朱銀を發行せり(同九年)»五匁銀は品位劣 
惡•銀銅相半しければ、庶民皆之を用ゆるを欲せゞ b 
しも、二朱銀に至りては、二枚を以て-分に換へ、頗 
ろ携帶に便なるを以て盛に流通せり 
五匁銀の鋳造は姑設き、二朱銀の發行は元祿年間改鏑 
の俑を作り•しょりは、更に非常の影響を及ほせしもの 
r して、彼の.!1(秀の如きは•貨品を劣惡にせ•しに止ま 
るも、久敬の鍺造に至りては貨幣之ょり盛に濫出し * * 
國內其影響を受く幾何なるを知らす*蓋其二朱銀を發 
行するに當 b てや、金銀價格に注意せす、無法にも八 
枚を以て一兩 I : 換 ゆる 設制を設けた bo かば、金價夥 
しく低下し、金一に銀六、一七余の% •] 合となれり•之 
を西洋諸！®の金，銀貨に比較對照する1:千七百年代(元 
祿十三年)よ b は平均銀十四と九十一を以て、金一に 
街.し•千七 C 九十五年(寬政七年)代1:至--ては銀十 
五を以て金一に對する割合なり、明和九年は正に西洋 


千七百七十二年に當る、乃外國に於ては金 m の貴き、 

我邦よ b は殆んど三倍余に遇ぎ."和 蘭 ®きよ6我 
邦 S 交通せ6、我邦金銀價の比例不佾に、して、令價の 
低下するを親て•奈何んぞ默視せんや、爭て地銀を我 
邦に输送•し、金貨及び地金 U 兌換-' I 其本國1:持歸れ 
り、金貨是より盛に濫出し、文政以來天保に至る、貨 
幣の空乏する實 {: 明和年間二朱銀を發行する1:起因す 
元祿以來旣に二人の貨制を紊亂するものありて、或は一 
改鍺の俑を爲.し、或ひは金貨の濫出を開く、改鍺の俑 32 | 
を爲して、貨幣始めて棄亂し*金貨の濫出を開きて、 
貨幣缺乏す*德川氏理財の人に乏しと雖も、豈盡く蒙 
眛不能此の如き者あらんや、而して國家の大本を擧け 
て之を二三小人の手し委す、此故1;元祿以來僅々七十 
余年を出で- t -* して貨幣制度棄亂.し •外國 の爲めに金貨 
を持歸らる、に至る、宜^'るかな財政整理せす•慕府 
世を終るまで、唯貨幣を改鋳するのみに從事せしこと 
を。 (未完) 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



豆草別露草草文 m 
文 *1^ &文政 
丁其^；分小金 

銀轚中典判判銀 


〇 

德 

川 

氏 

貨 

幣 


別稱 

草文字鈒 
新文字镢 

二 朱 銀 

別稱 

小南镣 
文政南设 
新南鑛 

<第三十四#) 


定量 

匁 

13 

rf 

r 七五 


規定の品位 


金 

S * 

美 ri 
美 n 


一一、00 


銀 

豐5 
置.九 

13 

吴〇 *0 


上銀 


表 ( H 大 R 甲*宜政編 


一 • 

0 

要 

i 美 

茨 〇 

二* s ! 

金 

に 多 
依 歎 

九 

九 

# 

m 

% 

〇 

S § 

〇 五 

% 

Q 八 

鈒 

! 寅 

m 

五灭二文 
朽保月政 
圭元よ七 

T 年り年 

jL ^ r \ /-\ 

八八 

—' . — • 

• — • -— • 

O B 
年年 

— < KJ 

1 文 
リ政 

天三 

保年 

fl 

¢3 

■w 

t 文 

VJ 政 
同元 
十年 

で# ti 

年 又 

よ文 

M 二 
十年 

ーハ 


m 

造 

年 

代 

七 

〇 

兩 

ra 

% 

fu 

i 

九 

ノ•く 

兩 

5. 

i 

〇 

兩 


薄 

造 

高 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



保分十古 


朱金 


銅六一 
-■朱 


金銀朱朱銀 


Digitized by 


Gcx -gle 


Original from 

iMi^ERSlIY- OF CALIFORNIA 


i 朱 金 

別稱 

角形一朱金 

草文二分判 

尨箱 

艸 中 

I 朱 銀 
O ST 


另箱 

古二朱金 

五兩剩 

大制 

RT 

月箱 

吹增大判 


0 i -I 八5 三 r 一八宙 .0 g ^ I ?? ,s 5l ¥ « 二-九二 0.5 兩 

rw 四八八•九五二*一 S 、 二五 05 ^ it 2 ¥ ssfesx-r 雪 ro 六一 兩五〇 

, - 

30 —上銀 5 九八九’五 1 sA+psiil で <K (西八、七四 30 S 

【 

. . 

. 

j . 

0 、 電五 1 $ -* 寅- - tsl 瓦べ交 rs gf /\Hf? ; TI?s 七ぶ 一一 rl、wo 兩一一五 
九 * A 1 一、九 15 <311、四5 - 二 fgt (四 西 ^一で 八％年) 15 S 兩 

5 丨丨大3 I 發§_,報 枚 




豆保 

別 

―— 

保保 

字 

額顴櫻二古稱 


字宇 

板 

—櫻— 

按分 

分分 

丁 

小 

银銀 

钾振分辑銀 


判 


二 o 

* • 


芙- n 七 
芙七•七 


1-2 

13 

上 m 


卖 

要ハ V . 五 

二 、I 


a 5 

afls 

矣、犬 


一— 


0 、四 一二六 2 


0H 


13 S— 

四年〕十八年 


天«八年十一月七日安 
js 年四月十一一日 i で二十 


八*二2吾南 


131 九_: 00 兩. 


K 二、 10 八貫 

(未完) 


3 & 


〇競鑑 

前回に揭げたる寬永餞二個は*何れも御存知の通 ' 
元文押上«ビ云へるもの、二種で、各地よ b の答案* 
正宇と小玉寶との區別名稱は答へられました、竹れど 
(第三十四«〕 


も其字畫の相違(小王寶の異りは勿論)寬字の{冠と 
テ fi との間の隔^'、次に見畫末尾の小異•永字 K 査と 
第三畫との小變、通宇頭及其走の尾が正字の方は長く 
小玉寶の方は短かく延ひて居ない等に於ける僅小の要 
點を*明確に答へられた方がありませんでした 
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本誌定價及廣吿料 

冊 定價金五拾錢送费金贰錢 
郵券代用一割增 


大 3 E 十年十二月廿九日印 H 
大正十一年一月-一日《行 

東京市神田瓤五軒町一香地 

糊狀 S %田信一 

東京市神田 H » 屋町三十#麴 
印 ■ 者 高棰與四部 
東京市神田 Is 北策物町三#地 
印«所 万 文 堂 


東京市深川區靈岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

*鱔本期 IIUISUI * 
振 «* 京五八 1111 〇番 

東京市罅田區五軒町一番地 

發寅所 鷲田寶泉舍 

電|£下谷±五九九 • 

取大限市南再聞屋町 下間寅之助 
職東京市下£竹町十三5 帝困5>メ研究所 


佐渡の 藤村 好泉宜君が、 il 形 稍 小 1: して郭も又 細 < 字 
欠も縮小な9、寶字の王査小に•して永字斜になり點畫 
も小 1: して(联を含 i す) 通 字 も 又縮つて 見 ゆると丁 
寧のお答•かありましたから、右二品は同君に贈呈する 
事に致しました 


〇警 吿 

去&十二月廿九日#行の報知新 M 夕刊1: 

富豪•兩替屋が小判大僞造*被害全國に及ぶ 

とい4見典しで*靦岛解若松市の福西常治4いふ人か中心|:、東京淺草 
麻島町の某 m 替店主か*格取引め*嫌 M 者と目楢し、若松*で右等を召 
* L 、 »遺|并1-其*先令な取謂べ、事件の掇皋じ全力^-注いで居* 
と«けられてわつ|:。 

先頃來本育が古金»の#¢1-連 rt て、供通多じと警告 > ftt X *い r :<?> 
炉、柊ひ1:其*の注意4>鏐んだ事と察 - tf られる、一般人の爲*|:鏟構な 
事でわ* 

廣 吿 


古錢、古 券、 骨董 
:右賣買應需 • 

大 a 市*鄉町一丁目十三 

1樓 e 崔家平 

御問合は返信料御加封を乞ふ 
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蘇翳顥 SfiKSS 鉍宇下間寅之助編 

irJS 古錢の菜 sli? 全 一®^ A-t 5 

安«霣次彥芯序下問寅之叻！8 

il 黯 * 錢の^2!!;全一冊 ^ s ra ll 


«泉學逍人 a 

砂贴大王古錢價格№1艦 


故 lft 舍主人 B 
宋 M 符 合 


泉志 


全一冊正«七十 tl 

全一 ffl * 料二 « 

&三»£價奎阃 八十 錢 
1儀金料六« 


大阪毎日新 n 肚疫本山彥1君 H 字 
«■ 幣局技師ェ學博士甲«宂政丑序 

3 H AK 便 局長安 « S 次彥右著 

東洋錢貨年表 


靜ケク>用 
ク Q t 聚 0 


全 issfis 


SS 金石文拓本^等11持^ 


祥細御間合次第*答可中候 
其像* II 古«睿雇次販寶 


月 刊 


古■錢雜誌 


一册金參拾錢 
會費六ヶ J ] 金# BM -/ L 拾錢 
ーケ年金參圓 

{切手代用一割增) 


® p . 大阪市南區問屋町(三津寺筋東堀西入) 

iis 賣買商虎僭樓商店 

振 SP 座大阪奎九四贰番 


謹賀 

新年 

C 弊店宛 御照會 は必す往復はがき又は 返信 券在中の 外卸返事 致 ? す 候 4 
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振替口座東京二五五八五番 

帝國ス タング 研究所 

東京市下谷區竹 ■! 

本百種以上の品を進呈す0 

ぁ bo 印刷實費金一囬御送 b の御方へ對して特1:欺洲戦爭紀念戰時紙幣と外國貨幣メタ 〆 並に谷種の見 
密に附せられたる外國貨幣圖は本所にて月刊にて同好者へ*送の準備なれ bo 詳細は圖入大目錄に記載 
菊《-^六頁に0:6多數闽入詳細邦文|:て說明付きの大目錄に改正せられ非常の好評を博せ\從來秘 

田圖入大目錄 ( I 5 II ? れて) 

*--、»* 

一個無代進呈す)前金のこと。尙、購讀者の所磬 pa 揭載及び無 IV ; 配本等の特點は 脚 入大目錄に詳記せ"。 

なり0毎號送料共にて金二圓十錢、年極め金二十四圆(特に年極讀者へは拓本押印臺特製橫長形二邱の品 
內務省へ納本後配本す0配本の日の多少運る、ことぁらん も、 送本は書留郵便にて托送-$安 尨 信賴して可 
ザヵテヵス州-チァァハ州等の金貨—銀貨^鋦貨‘黑銅貨幣ャ揭载し邦文にて說明つき〇 
了抹國*ク V リャ 共和 國、 佛似 チユ •ー ス 、北米 合衆國"英領 パル バドス•英領ペン ガル、 E 西亞帝 阈、 
は拓本にて貼付し III 者へ 配本す。第一珑へは西暦千六百年代以後 £. 發行せられ rz る羅馬法王 如パパル 州、 
第一 號は 大正十一年一月 T 句ょ b 發 行し每月末一冊宛外固貨幣の珍らしきもの新ら*しきもの等を印刷又 
左行体に て 月刊のもの 本書を 以て最初と す 0 
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{货幣第參拾四號附錄) 

〇 東洋貨幣協會第貳 拾壹回1 品々 轉 

〇記事 ' 

本會第戴拾赍间例月は大正拾年十一月六日定刻ょ b 編 
樹所階上に於て開會せ b 當 H の出席荠 は 

林 舴»三上? f 哉 大竹寅吉 
小川 浩 拾木中二 北浦大介 
付松奍代 M 部仙吉 1 -t 井銀次耶 
本間索夫 丸山海次郎 坭野卯 t 
森 ill 穎一 前 E w E 中啓文 
藤井*三抓 鷲田信一 
等の諸君で、锌長よ6前冋會塲に於て撮影せし寫眞を 
出席者に贈られ、和氣邇々裡に午後六時散會せ b 



俗に狭穿といふ、稍や原輪澗緣に* して、 字文短小內郭 
細く狹穿な b •背上部の輪ょり平地にかけて、丁度中 
正永樂等に特冇の鍺去りたる餞形を存す、恐らくは十 
三年改革に先ちたる私煺に鍺られたるもの^らんか 

同背千小字の別爐錢® M 不知 海 庵吉 田 M 次 fin 





鋦色紅褐粗造の小樣錢な-^明和石卷小字錢よ b 轉寫 
された*後期の品で、岩手地方私鍺の鈴寫錢 {: 旭す 

皁昌篆書當三錢1 

S 州幻夢钎王璞全 



銅色帶黃灰褐•古き發堀錢にして"泥土の古 M を被む 
り•背の平地に朱斑頗る类なり、前间附錄に符合の眞 
害錢を揭く、對照あるべし、正品今猶希少なるものなり 

嘉泰元寶折こ鐵錢1!%特 

大述古—速水高虎 


背同元の锘折二錢なり •-ftIPJa 舒州同安監の局標•元 



は嘉泰元年の紀年を示すものな b 

隆武通寶麵き啊 聰松庵寺田三男 



缶隆の下點武、且つ重點通の背有星錢なり*されど其 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




存在は割合に少なからす 

紹平聖 S 法 f 三河 


栓行箝今泉忠左衛門 



本品は對讀に紹平聖贲と讀む•黎初に紹平通宝あるが 
爲めなるべし-又紹豊平宝といふあ b •をれは循讀な 
b * 蚤し紹豊元宝•通宝の二稀•か陳初にあるが爲めな 
るべし*安法手は槪して循讀を普通とす 


阮氏 


大阪 


安南寬、氷{^|?. 锚晴堂岡岛福松 
其餘の鍺寫し錢 , I : ; L て*安南阮氏代の元隆手に#ォ. 
必^. '1-ふ* 採りて 鋳 葛したるもの •敢て本品に 限る. 


のに非ふす 



英國 S 片銀貨^ 


3 


門 - 3 ] 荞限堂永野伊之助 


⑩⑩ 


ジ H 1 ムスニ世の女、一七〇二年ょ七一四年迄を 
期 Hi す 
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天啓當十銅錢 ノ et s 好舍若見好淸 

明茲宗の天啓錢には小平折二當十の三柿|:+-^秫ぁる 
は周知の事 K に.して*錢質昔具綸を用ひ、字文而背何 
れも鮮明なるを例とす•然るに本錢はこれと異なり* 


く、 最も 近かぐ 本邦 長綺錢の手法 U 似ね令•殆んど長 
崎永曆具書折二餞の小樣灰黑なるものに; « s 肖せるもの 
あり*故に本 MIIII は支那明朝の鍺1:非 t * して、正しく本 
邦人の銷造に係かる*貧易上に使用した所謂彷錯錢に 
M するものと篮別 e り 



1 通寶 I17c _l 


畔月 IF 本間索夫 


錢質は灰黑褐の銅錢面文体裁充分;( I 精美なれど 
飜つて背の配通を見ょ*恰も煙雲を透:6て逹く盟む•か. 

如く 醜粗•而して 錢風鏠 法共 1-明錢 t 比すべきな俗に日光寂光寺衬の長字ビい < る もの^'その子 穢で ぁ 
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る*近頃久治從村に鋳造 ia 跡•かあるから U 光胺光寺と 
いふのは不穏當といふ說 *> ある•此長字錢の母.錢は現 
存希少である 

福海壽山麵嫌 神：！： I 堂梶野卯七 



鋇色灰黑質荒糙の^州地方所鍺錢で、垛澗く廣郭厚肉 


なる字文大な 品で、 水戶錢といはれてある所の素銅の 
同文錢とは其相逢少なからぬ*鐵錢系の樂鍺品に旭す 

政和鐵錢 _ J-h 遊§鈴木中二 


奥州特產の锘鍺に拘 b •粗醜の外觐を呈 す、 錢文は支 
那宋代徽宗紀の市•和樣政和篆軎を採りたるものなり 

半兩有輪有郭_兀ぎ1讓章勇 

三銖手といひ建元五年改鍺の三銖半兩に屬し•俗に有 
輪半兩と稱す*然るに本品には内郭に準すべきものを 
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對讀な h 、 珎とするに足るべし、背は漢哚監の局標た 
る漢字と、元字即ち元年の紀標とを配瓰せり 


弘光折二 i 光福年赃 


推 «• 


古化堂今井藤吉郎 


見る碰洒 にして ^すべき体裁を耵す.兩字の兩側は缺 
沒して頌る奇な b 


題 g 通寶鐵折二_1 Esi 


開 M 元年 

本天草樂莊古谷若松 



參_ 


眞餘美制の折二錢 で 、 Iff 右に確然と換當 M 格たる甙字 
を Ef * 本錢は明末价惶の時節に出たるものなれば、 
多くの異 vr 等を存せす•年代は丁度淸朝の順治二年1: 
相當す 


唐繼髡金貨 


民國初世 
十 囬 


CR ^ Me 藤井榮三郎 


開 M 通宝は一般|:循讀を通例ごす、然る1:本錢は特1:面中央圈中に民國の阈旗を交叉. し、 外侧に擁護共和紀 
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念佥幣 ^記し下段に常銀幣拾昍ビぁろ、背は唐氏肯倮 
と、其上に 5 P : 務院撫 軍長唐と明記す*伍圓金貨亦同じ 
体裁にして小形なり 



餉金は正贪と闾じ：義どぃふ、新骝喀什(カシガル) 
の金«?で、最近政個を输入された•背は- St 向きの II 圖 


ど* 四隔に トル キス タン 文字 ごを ^し、 M 格袷圓金貨 
と比適すべき容稂を保つ 



薄肉小樣の梏禆錢で、銅®灰白稍や^味を含む、普通 
に存在する銅色紅赭郴の楷行雜種を交へた I'r 体の緣澗 
きものに比すれば*製作精美にして寧民通宝等1:似た 
風雅^點がある、因に安 m の永 a 元年は本邦後西院帝 
の萬治元年にして、支那は明末永明王の永胛十二年* 
淸の順治十五年、西胯て一千六行五十八年に充る 
以上 

大卍十年十一月六 Q 衆1? 
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幵可 



(號六治尜第) 


會犓雖貨浑乘 
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〇貨幣 (第參拾六%) 


巨 


次 


©論 說 

〇周省君に興へて錢幣を論する嘗….奥年吕洪：…一頁 

〇再び和 間開 珍に耽て：：！韻泉散史 . 二頁 

〇駒曳錢は寬永錢の變態か . 1 . 一八頁 

〇嗚海年藏害上の研究…：…(五)！花林塔1 • 二〇頁 


〇元震の尾度の篆通. 


@小 解 

〇大中背京 . 

〇崇禎璧二 . 


三三頁 j 
三三頁 


〇光緒吉林局銀貨•：…：藤井深藪庵藏 • 

〇廉應二百 •：.：.. 千足軒 . 

〇質疑應答 . 

〇中川近 Ift 氏の口演 . 

〇庚吿其他 

(全項禁轉載) 


三四 K 
三四 H 
三五 M 
三六 H 
三七 M 
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貨幣 (第 il 拾六號) 


〇周書君に與へて錢幣を 
論する書 

奥年昌洪 

周書君足下•聞ぐ足下餞幣の學に於て造詣極めて深く 
藏錢亦富むと私心傾注•最慕淺から - r * 一書を裁 C て敎 
を乞はんと欲し俗事紛擾、未だ能はす想愧慙愧 * 雜誌 
r 貨幣』及び『古栽』の紙上に於て屢貴文を拜見した 
b 大抵考據鑿鑿•識見俱に高し成島抑北謂ゆる無學無 
識の古錢家多きが中に足下の如きは洵に鵝辟の一鶴歟 
伹其所論まま卑見 >」 異同 あり 因て唐突を 顧みすーニ卑 
見を陳べて以て'相質さんビ欲す 
足 T は大正九年九月一日及び同年十月一：：：發 ifT 貨幣第 
十八號 及び.第十九 號紙上 »:魏權幣發朗之經過ビ題する 


文を栽せて古泉 B に謂ゆ，0$正爾金當愛、匕乘半辦 
二金當爱、 f 乘充化金當愛、 ( T ) 乘充化金五二十當愛等 
圃肩方足の餚布は奠夏の被に非す周代のものに〇て其 
第一宇は乘に非す槩な b との意見を發表せられたり此 
說は今を距つること二十年前嘉魚の劉幼丹先生も其著 
奇解室吉金文述に於て旣に道破せられたる所1:して思 
も亦夙(:この見解を持せ b 然れども圓肩方足の梁布を 
以て春秋以後魏國の通貨にして大梁に於て發朽した i 
ものなりと爲す|:>至 b ては私心甚だ惑ふ思の見る所1: 
據れば梁 S いへる地名及び阈名の經傳»;見えたるもの 
三あ-^ 

!『春秋左氏傅』桓公九年の條に秋辦！：^〇你妙你你 
侯 M 伯伐曲沃 V 」見え杜注に梁國は馮翊の夏賜縣に 

在りと あ b 此梁は伯爵の國 にして秦と 同姓^ b 此 
梁は鹿及び安黄河を距て、地相近し春秋の世 
周の装王三十一年に秦の程公之を滅して邑と爲し 
名を少梁£改む其後四年にして周— 
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の項王二年に晋の靈公泰を伐ちて少染を取る、其 
後少梁は戦國の世に至るまで約二百年間晋に羼し 
たる*か晋の幽公%年に大夫氟斯(後の魏の文侯) 
少梁城を修築•したる こ£ あり 載國の世少梁は魏の 
版圖に入り魏に屬するこビ約七十年にして魏の惠 
王 十七年1:秦復た之を取れり『史記 J 魏世家惠王 
十七年の條に勤咖如如势と見えた卜少梁が再び秦 
の所有に歸してょり後百三十盼年にして秦遂に天 
下を— r » 統せ bi - の陕西關中道韓城縣の南二* f 二里 
0'^、>か|:'かめルかゎ即％古の梁國の都なり 
二『春秋左氏傅'-哀公四年の條に楚 H 及霍 £• 見え 

か.|:>梁は河南 m 縣の西南に在る故 0 M > 叫 bvj ぁ b 
此梁は周の邑にして戰闼の供に之を m 梁 . t 云ひ乂 
± o 砂とも云へ b かか.南： g 洛道&汝縣の西南四十 

五里、汝水の旁に在〃 OOCOOO 
三『史記 J 魏世家 E 王三十 一 年の條に安邑近，秦於レ是 

tloiso ^ oto ミ見え同三十 E 年.の條に^轲至梁梁患王 


00云云と 見え正義に大梁は汴州後儀なり V 」あ b 魏 
は惠王三十一年に都を大梁に遷し，てょ b 以後一時 
國を梁とも稱したる こと あれども全然魏 V 」いへる 
國號を廢して梁と爲•し rz る I :は非す f 竹^。紀〇年 tOEi 
王(史記には報王に作れり)二年の條に魏以^儀，爲 

細 > j 見え S 記』魏世家王假三年の條 I :秦 _ m ° 一大梁，、 

妒 IO 剛 iioMO 辦と見えた bfi 王の郡を大梁に準して 
ょ b = 魏一の 亡ぶる 1: 至るまで 百十五年な b 大梁は 後 
世汴 と稱し五代の梁晋漢周及び北宋此に都す今の2 
河南開封道開封縣是なり 

されば7夏陽の|\§は古の梁國に1て虡及び安邑ビ黄 
河を距て1地相近.し(-)^0§は周の邑にして河南の汝水 
の旁に在 bH )- s^o は浚俄に在 b て虞及び安邑を距つる 
、こと甚だ遑し三梁混すベからす今足下は三梁中の大梁 
.のみを 幕げて他の二梁に論及せす ffil 肩方足の梁布を以 
て春秋以後魏國の大梁に於て發行，し rz るものビ爲し其 
理由を付 •して 「此幣必與 安邑新同時之 物、 因其形 » 相 
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同*而安邑新之背文有充宇者、又與此丙丁二1®之背文 
無異也-此幣爲春秋以後魏國之通貨、魏都安邑、.安邑 
新爲魏幣之一"則此幣之薄地•亦可類推矣•此幣各 li 
之第一宇梁爲魏之大邑•自惪王遷都以後、且改國號日 
梁、其明箝也」と云へり一應穩當の說と聞ゆれども恩 
は 敬服すること能はす思謂 ふ® 肩方足の梁布は大梁の 
物と 爲さん ょりは 寧ろ夏 陽の 少梁の 物と 爲すべ •し VJ 其 
，故何ぞや貴說 の 如く [II 肩方足の梁布は安邑布 yj 形製相 
同.し然れども形®の相同し きこ VJ は 必す.しも此等の布 
に 限らす他の布に於ても牲往見る所なるが特に夏陽の 
少梁は處及び安邑れ距つるこビ近く而かも久•しき以前 
ょ b 晋に JSS じ魏に 屬. して 晋魏の治下に在 6 、 しを 以て夏 
隖の少梁に於て布を鎢逭し/ 2 h ^ すれば 3 C - 形製は處布 
及び安邑布6相同* しからざる ベから t 形製の相同*しき 
こと 背に 充の宇 ある こ ビなどは 取 b て 以て庚及び安邑 
i 距離逋き大梁の.1£'爲すの證 VJ 爲 3' んよりは寧か炎 
及び安邑 S 距離近き*'陽の少梁の物 w 爲すの箱ビ爲す 


の的切なる1:若？一ざるなり足：卜或は云はん庚及び安邑 
に於て何れも圓肩方足の布を#行せるに地相近き S 陽 
の少梁に於て別 IInM 方足の布を發行するの必要^か 
るべ.し却て庚及び安邑に遠き大梁に於てこそ別に布を 
發行するの必要あるべけれど是れ亦：應理由あるに似 
た h 然れども地相近ければ別に布を發れせすとは謂ふ 
♦へからす奧と安邑、蒲坂5猗氏、西都 VJ 中陽、武：牛 i 
武安、彘と郞 * 平陽と北屈*祁と陽邑*晋陽 V 」玆氏" 
霍と中郡*藺と離石*潞 A 唐咎如、長子と屯切ビ襄垣3 
と鋇鞮等の如きは何れも地®めて相近けれども各自布 
を幾行せるに非すや假に一步を讓6て圓肩方足の梁布 
を以て大梁の 物と 爲すも春秋以後魏國の通貨なりと云 
ふに至りては恩の領解1;苦〇む所なり春秋時代に魏國 
な*し魏氏は晋の大夫なり•其韓趙二氏と同しく侯國 W 
して認められた S は周の威烈王二十三年にして即ち戰 
固の世の初な b 故に發行期間を春秋以後 (£ すれば之を 
_秋時代の晋及び戰國の世の魏に繫けざる V からす然 
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れども大梁は果6て春秋時代に布を發行するが如き相 
當の邑なりしや否や、大梁の始めて史籍に見えしは魏 
の惠王 H 十一年な b 固より布を鎢造するは必ずしも 繁 
華なる都會の地に限らざれども人烟希薄の寒村僻落1: 
於て鎢造するものとも思はれ中、弊邦の江戶に於て* 
永十三年に寬永通寶设を_»したれどもそが一二百年 
以前 U 在 b ては江月は草澤の地に•して錢货などを 嫌 造 
才るが如き S ころには非ざりき大梁も亦或は魏の惠王 
三十一年より一二百年前の春秋時代に tf . 6ては貨幣な 
どを鎢造するが如き相當の地に非ざ b しや^得て知る 
V からす 戦® の中葉 1: 魏の惠王が都したるくらゐなれ 
ば大梁は春秋時代よ b 戦國の世の初期1:在ても貨幣を 
鲕るが相當の邑な b しならん i は後人の想惲： J 過ぎす 
想像は事貨1:非す想傈1-よ h て車實を推定するは恩の 
好ま*?る所な6足下乂或は云はん大梁は W 南山中原1: 
在 b 東西往來の要地なれば戶口も多く商業も發遂せし 
ならん夏陽 S 少梁»5稍僻地1:して戶口も少なく商業も 


發運した bw は思はれす戶口少く商業發達せざる僻地 
に貨併を發行するの必要安くにか在るビ是れ亦一應理 
由ぁるに似たれども春秋戦國の際に在りて夏陽の少梁 
は周の國都洛邑を距つること大梁よりも近ければ必ず 
しも僻地とは謂ふべからず大梁は少梁よ5も戸口多く 
商業も金達*した b とは後世の狀况より古代を推測する 
ものにして亦想像 I :過ぎ t * 文獻上春秋 ll.'sp 代1:其存否さ 
へ明瞭ならざる大梁’か後世屢帝王の都と爲りたればと 
て春秋時代にも相當の邑に•して貨幣を發行したりど斷4 
定するが如きは愚の賛成するこ w 能はざる所な6故 K 0 
jaoJioiMO 加 M 040 裳 » 0 - 1 : 01050 勤 stofo 珈 1: 

時代よ6戰國の世に亘りて冶鍺相繼ぎ秦の始皇帝の天 

下を一統する1:0至るまで通用したるものビ認定ゼん >し 
0 〇 

欲才 

足下は大正十年二月一 M »行貨椎第二十三號紙上に& 
字考を褐載せられたるが中1:糸设の語ぁ b 古泉匯に金 
11:¢解释せる文字を改めて敍と解释することの當否は 
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姑く fi き袭の字は如何•镇の省字と爲す歟將た汞 J £ い 
へる地名あ b と爲す歟、李佐賢は顧の省字^6と〇『春 
秋左氏傅 J 隱公元年の條に S 姜氏於城潁とあるを引跄 

•し杜注'<:據りて城捩は鄭の邑な b と云へ b 城谓 U 今の 
河南開封道臨類縣の西北に在 b 愚謂ふに此說非な b 糸 
は頡の省字に非ず又杀といへる地名ある1:も非す劉幼 

丹先生も云へを如<か|〇|〇©0褽|:0_^勤|0 

の省な b 方 M 方足の梁布に软に作5漢の上官诎に耒に 
作 rt るが如きは皆引證すべし 

足下ば又大正十年九月十五日#行古餞第五卷第九號柢 
上に淸の世駔の順治通寶餞餺造の時と地 V 」を考證せら 
れたり然れども其說首肯*し難きもの一にして足ら T - 順 
治通寶錢のこビは古今圖害集成大两會典臬明 M 典 M 朝 
通志皇朝文獻通考制錢通考古今敍略等に記載せられた 
る•か中1:就て最も詳且精なるものは皇朝文獻通考の鈕 
僻考を推さざる V からす故に今«惟考に據りて逐一鄙 
意を披瀝せん 


足下は順治元年鎢造順治 41 寶錢の背文ぁるもの VJ して 
背文5河*背文 S 陕、背文5臨*背文3宣、背文说薊 
背文±«延の六揮を揭げられた b 然れども錢幣考順治 

二•年の條1:令山西陕西省及密雲薊宣府大间延綏臨淸等 

■-1 

S . 90 pfooo « 00000000 0000000 

钹谷開鼓鎢局"先是元年巳碩發錢式、至是各省鎭陸續 

0 0 0 0 00000000000000 
奏請開 3 T 戶部議准•毎文照 U •重一錢二分と見え 

fit 祖が滿洲硌京(順治十一:年に奉一天府と改稱す)ょ6 

北京に遷りしは順治元年十月にして十月ょ b 十二月に 

至るまで北京の戶部寶泉局エ部寶源局に於て傾治通衩5 

錢を鋳造し地方の省鎭へは錢式を頒發し翌二年に至り 

て山西太原府局、陕两西安府局、直隸密雲錤甸•直隷 

薊镇局*山西宣府錤局"山西大同镇局、陕西延綏錤舄、 

山東臨淸錤局の八筒所に命じて開鏤せしめたるなり 

今足下は順治二年に鎔たるものを順治元年とし太原密 

雲大同の三禪を脫漏•し順治四年河南開封府局鏑造の背 

文5河をも順治 7 C 年に繫く而乙て背文 S 宣の下に直隷 

宣府局と記せ^當時官*府鎭は山西省に JH す宣府錤を宣 



化府と改めて IIL 隸省に轉®せしは康熙三十二年な b 
足下は傾治三年以後のものとして順治通寶錢-<7)背文-11* 
荆のも.の一柯を揭げられた b 然れども錢幣考頤治三年 
の條に和如枷私 i 如勤！1|_と見ぇ順.治-二年 
湖廣武昌府局£湖廣荆州府局どの二箇所1:於て開鎢せ 
•しめたろな b 且背文以荆の下に湖北，州局と記された 
れども當時湖北省なし湖廣省を湖北湖南の二省に分割 
せしは康熙六年なり - . 

足下は順治四年銪造のものと*して順治通钗錢の背文城 
昌 、背 文过 寧、背 文*廣の三種を揭げ昌の宇の下に江 
西省局と記し寧の字の.下に甘肅萆夏局 VJ 記し廣の字の 
下に廣東省局(此錢未見)と記された b 然れども一錢 
幣考順治四年の條に令盛京及江西河南省湖廣之常德府 
各開鼓鏑局 e 見え順治四年骚京、江西南 M 府•河南開 
封府•湖廣常德府の四筒所に於て開鎢せ、し妁たるな b 
而して江西南昌府局媾造の順治通寶錢の背には江の.字 
置 <昌には非ざるなり昌は前記順治三年湖廣武昌府 


局！！る所の順治通寶錢の背の文な VI) 足下が rl 治元年河 

南開封府局のもの i して載せられたる背文过河は順治 

四年の鍺造に係 b 順治元年には非ざるな b {背文±6寧 

は果•して貴說の如くに甘肃寧夏局のものな b や否や柳 

北は浙江寧波に於て鍺る所なりと云へ b 蓋し膛說なら 

ん寧波鼓！！の事實なければなり古今國畜集成大淸會典 

制餞通考等には&說ど同しく之を甘肅寧夏局に繫ぐ然 

れども M は此等の®:の順治通寶錢に關す S 記事に信を 
00000000000000000 
置くこ VJ 能はす愚は甘肅卑 H 局鼓鋳の事實を否認し背 

文寧の字の順治通衩餞を以て江南江箄府屈のものと爲 

s&otoHO むば ！^ s:loMOiso&s い 60 

て今見る所の背文寧の字の結體順治十年の一溃字鈸の 
背文箏0:0字及び順治十七年鍺造順治通衩鈸の背文寧の 
字の結體と同一にして順治十七年錆造順治通 W 錢の背 
に寧の字を厣く旨錢幣考に明記-しあればな b 餞幣考順 
垢五年の條に開江南110珣府鼓銷と見ゆ江半府は明の南 
京應天府な b 顆治二年江南悉く定ま b 南京應天府を改 
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めて江寧府ど爲し五年江箏府局を狡けて順治通寶«を 
鋳造せ〇な b 古今 H 咨集成大淸會典斜錢通考等に甘肅 
局 i いひ又は甘肅寧夏局ビいへるは全く誤にはあらざ 
ろ； IT 當時甘肅省な.し陕西省を分割して陕西甘肅の二 
省と爲〇たるは康熙二年の事な All 背右廣の字の もの 
あ りと すれば貴說の如 く U 庚東省局の ものなるベ* し然 
れども錢幣考に順治四年廣東省局鼓讅 のこご 見えす足 
下 r 此錢未見 j といはる ゞ が思亦未だ見す 
足下は順治五年鎢造の順治通寶錢の背找江の字のもの 
、下に江南省局(南京)と記された h 然れどもこは前 
記の如く順治四年江西南禹府局の鍺造に係り江南江寧 
府局のものには非す ' 

足下は顒治七年以後のものビ、して順治通寶錢の背说襄 
の宇の もの 一禪を揭 げら n f 2 b 然れ ども 錢幣考順治七 
年の條に開湖廣襄陽郞陽二府鼓鎢局と見え順治七年湖 
廣襄陽府 局、 湖廣 H 3 陽府局の二简所に於て開鎮せ*しな 
h 〇碩治七年湖廣_陽府局1:於て順治四年滿洲盛京局 


1:於て同年湖廣常德府局に於て鋳る所の順治通寶錢は 
何れも思未だ見 t * 之を採訪せんと欲し去年十月京城大 
速旅顒撫順奉天等を M て北京1:遊びたる際到るところ 
搜査甚だ力めた il ども遂に其効なか b き 
足下は順治十年鍺造の I 釐字錢と、して背文 - n JS •背文 
-1®、背文- fllM ‘背文 fM " 背文-««、背文-*.1^背文 
--»« 、 背文-»厘、背文-»'背文4«,背文*?'背文 
-««、背文* Tm " 背文 fm 、 背文4 ffl の十五種を掲げら 
れた b 然れども錢幣考順治十年の條に銷一餞字«°、錢 

sir 絮絜— 0 &# 0 、&| 0 絜 S^TOIO 

一一 - 二 - J)-- 

xo”.lsm°itoSISaoiioi&MOmo 歡 llloffio&iso— 
〇 0-0 000000000 00000000 
及密雲薊宣府陽和臨淸等頷、竝鍺開尚地方一字 i 見え 

無慮 十六稲 あるにょり 湖廣武 CE 府局の' 神を脫漏 せる 
こ V 」明瞭な b 且足下は背文- ttM の TI : 江南劣局(南京) 
と記された れどもこは 江 W 南昌府局なるベく背文* f ® 
の下に江芮省局と記されたれどもこは湖廣武昌府局な 
るべく背夂の下に11-肅寧 SL 局と記されたれ共こは 
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二防と之〇 — 

滿が見餞〇 — 〇錢 
字んえ、面〇四 
をが各姑〇_鎢〇分 
鑄爲省_准ド順〇 » 
しめ鎭'■暫〇治〇磨 
めにの用〇通〇铖 
現面鼓、寶〇精 
行に鍺_俟〇四〇エ 
錢順を-三〇漢〇 、 
は治停^年〇_字〇且〇 
姑通止後〇 * •■兼 0 
〈衩し • 一 〇—用〇 
通の唯 II 〇面〇滿〇 
用四京_用〇_錶〇漢〇 
を漢局-新寶〇 _字〇 
ゆ字の錢〇泉〇 、 
るをみ*二〇„俾〇 
し鋳を鹆〇 滿。二私。 
三背存錢〇_字〇錢〇 
年にし盎〇 1 _難〇 
後衩私_彳扣其。 _ 於0 
に泉鍺 u 銷〇見〇僞〇 
はのを-毀〇行〇--作〇 
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新銪餞のみを行使せしめ舊餞は盡く鲋毀せ O むるこど 

、爲•した b 而して順治十七年に至りて復た各^錤の鼓 

嫌局を開き雲南省局を增置し俱に背に滿漢の二字ある 

新錢令薄造せしめたるものなれば同年別に雲南省局に 

於て一轚字錢を鱗造すべき謂なし 

足下はまた順治十七年嫌造の順治通寶栽 Vi して背1文 

江、背 f 浙•背|文 東 •背 T 臨•背8文原、背 g 

文宣、背關文莉*背賊文河-背關文昌、背1文陕、背 

51文 寧" 背は文同の 十二 穐を揭げられた b 然れ ども 錢 
00000 000000 0000000 

常考順治十七年の條に復開# C 省 a 鼓！！、增 S 雲南省局 
0002000000 - 
定鍰篡索鳙地名滿滇文：：：：時定各局錢背•分鑄地名 


江南江寧府局なるべし又背文- JR ® の下に山東省局と記 
されたり山東省局は山東濟南府局^ b 餞幣考順治十二 
年の條に又闋山東萊州府鼓鋳局と見え背文のこビをい 
はざれども亦一種の一渣字錢を鍺たるものビ認ひるを 
栩當とす果して然らば其背文は -* M なるべしされば背 
文-* m には順治十年濟南府局に於て鍺しものど順治十 
二年萊州府局に於て旗しもの VJ の二種あ bvj 謂はざる 

心 i ぃ卜 

足下は順治十七年雲南省局鍺造として背文- s « の I 釐 
宇錢を揭げられれ^^れども錢幣考順治十四年の條に停 
各省錤鼓薄、專歸京局、更定餞制、每文重一錢四分 
於錢慕薄滿文…！戸部！！；上譫、鼓鴒 之法、 原以裕國 
便民、今各省開爐太多、 II 造不精、以致奸民乘機盜鍺 
錢愈多而愈賤、私设公行、官錢雍滯、官民兩受其病 
欲使錢法無葬、奠若鼓 II 歸一"其各省« 0 爐 t 一 槪停 
止•期令京局鼓鑄、務比舊餞•醣質更加濶暉、每文重 
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ける！！錢の事實は之を甥むる(:由な•し是 nM の寧夏鼓 
嬸の事實を否認する所以なり綾幣考の禳修人は附記•し 
て日く臣等謹案*順龙十年所鎢一策字錢、慕澳字地名 

傕江南寧江作江一•江西南 H 作 M 字•湖廣武111作武 

U 1 U I II 

字•餘俱與是年所鍺字同ビ即ら顒治十年江寧府局は江 
の宇に作 b 南：！：：府局は2:の字1:作り武11府局は武の字 
に作りたれども順治十七年には江军府局は搴の字を用 
ゐ南： C 府局は江の字を用ゐ武=：府局は, '*, の宇を用ゐ其 
餘の各省錤は順治十年も順治十七年も同一の字を用ゐ 
た卜と云ふに在 b 恩また甚だ惑ふ、果して順治十年武 
3 fl 府局武の字に作 b しものなら li : 背文 fM のもの傅來 
す•へき害なれども未だ曾て之を見しもの.あら f - 果•して 
顒治十年江寧府局江に作-'しものならば背文-*«のも 
のあるぺき箬なし然るに背文-* a のもの現に存在而 


の字を銪る旨明記*しあれば背 g 文寧は江西南昌府局 


かも其寧の宇の結體順治五年及び順治十七年1:江寧府 


背■文昌は湖 II 武昌府局•背瞅文寧は江南江卑府局の一局 II る所の順治通寶錢の背の寧の宇の結體と相符合す 

t9-m,t 嚅•啤嚅 f_9 鬌 T^m99 礞 ff099 000000000000000000 0 * to 

ものなる こと® めて明確に•して謂ゆる甘粛搴夏府に於るが故に思は編修人の附記に信を£か治十年江寧 
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物1|:§勒0〇和 t : o 伽!)0&:§:&|&0:0§和«:0ぢ^&1|を紀す其文精到的切、信を取るに足るべきものなかる 
tioss ^ ouo ^ obo / zo ^ oioCDOwossliosgoto ^ o & ooo ^ o -^ ベからす思他邦の人を以て妄りに批評を加ふるは自ら 
天津の張晋君は大正十年七月一日發行貨幣第二十八號量らざるものに似た b 然れども事實に親疎な f 學問に 
紙上に rm - ず a -， か研 ^ J i 題する文を栽せ背難文 K 國境なし事實の具を求めて 錢幣 の學の發逢を S 3 ること 
の下に江西南！！局又日寶=1局と記し背制文寧の下に甘は吾儕の宜.しく努めざるベから?*ろ所な nii -敢て不文 
肅寶寧局ビ記し背1文江の下に江寧局ビ記•し背紐文武：を顧みす卑見を陳•へ疑義を質して斯道の研究1:資せん 
の下1:湖北!¥武局淇字武字未見 W 記された b 措語太/ r 〈と欲す足下其擗を咎めす 3¢ 意を察. して 誨淪を吝 むこと 
簡にして其意見を詳悉するに由なしと雖も順治通寶餞一-勿くんぱ幸甚幸甚 

の背に：：：の字ゐるものを以て江西南禺府^のものと爲-: 篇中考撖鑿々識見供に高*しの二語移*して以て是10 
C 背に寧の字 i ) るものを以て甘肅寧夏局のものと 爲 し).の文を評すべし 

又湖廣武：：一：府局鍺るところの順治通 If 錢の背に漢字武 先生の學間文章を以て支那の古錢家ご論戦を開 
の字あるものありと爲し殆と足下と見解を同ぅするも 一一 始せらる古來古錢界未曾有の大觀 G 彳知らす周 
の/•如し然れども以上愚の考證し來りたる所のものを 張一•一氏如何^る辨難攻擊を爲3る、かを刮目 { 
相當な b とすれば張君の南昌江寧武昌府局鍺造順治通 て待つ 

寶錢の背文に 關 する 見解 も亦 正鸽を 得たるものな4 大正十一年1晉 及 門 高島安妄評 
は 謂 ふべから t * 

抑も足下等は支那の人な b 支那の人を以て支那のこ 



〇 再び和同開 珍に就て 

韻泉散史 

余輩囊に一文を草して藤井深 1 C 君の熟考を求めたるに 
對し君亦貨幣紙上に於て樓々千萬言其の說の在る所を 
吐露せらる君の傍證の該博なる稗益する所多し i す唯 
惜むら<は考證の法誤れるもの多く眼目たる和同錢の 
鍺期に就ては遂に以て首肯すべき翼理を認め得ざるな 
• b 故を以て愛に再び稿を起して君の說を正さん I 」す矜 
の叙說甚だ長きを以て便宜上货幣の號數順に據りて之 
れを論す可し 

第二十八號に於て H 本害記に依り新羅の調 R - 八十艘な 
る事を述べらる此事たる直接に和同錢の鍺造期に關係 
なきも君が和銅前後の我邦に存在せし金銀を過大 r . 見 
誤ま.^つ/' あるは 此の八十艘を實際の數と思考せられ 
たるに 因1-るが如し故を以て今愛に少しく之れを辨せ 
ん 


凡そ古代の史文しは形容の詞多き事は君も旣1:知れる 
所ならん支那の古代は歎の多きを表はすに九を以てす 
禹帝記の九年の水め b 九州を開き九道を通じ九澤を陂 
し九山を度るの句皆正數にあら t - 唯多数を意味する形 
容糾な b 我邦に在 n ては多数を形容するに 八； r 以てす 
大八岛八 ¥1 萬 t 八甫の 潮路， 八頭火 蛇、 八- 1( 垣"八十 
总帥等の語あ b 又延與式祝 MI : 皇神の敷坐す^の 八十 
岛は V 」あり父遠き阈は八十網打ち掛げて引き寄す る 事 
の如くの句あり出 S 風土記國引の 條 にも韓十 •の 一角に 11 
八十網を 懸けて 引3來るの語あ bn 韓古史 噺に 0く大 
八洲は島々の多きを云ふのみ彌の莪八數1:限るベから 
す八の 古義は彌|:外ならす1あ4即ち知ろ可し八十艘 
は唯多數を形綷するの15なる事を 
應仁天皇の御世には金銀も府庫<;豊富なりしは事 K な 
る可•し然れども！一一韓の調貫も永 <續きたるにあらす金 
銀の W 用は年々1:餡§る期なし和銅の前後にあ b ては 
金銀の 顛 府庫1:充實せ りとは 見做す ベからす 
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天武天皇紀日三年甲戍三月庚戌朔丙辰對馬国司守忍海 
造大國言餵始出干當 s 即貢上凡儼有我國籾出干此時故 
悉舉諸神祗 

持統天皇紀日五年辛 卯 七月 壬申伊豫國司田中朝臣 法 麻 
呂等献宇和郡 御馬山白銀 三斤八 兩緋 一 IB 
文武天皇大寶三年癸 卯 五月 巳亥令紀伊國 阿提飯高牟漏 
三郡献餵 

右の諸項を見れば當時銀は漸く我邦にも出たるもの、 
如く獨 b 韓國の輸入1:のみ仰ぎたるにもあらざるぺき 
も敢て豊富なる貯藏あ b しとは思はれす紀伊三郡1:献 
銀を命する如き以て其事情を知るべきなり 
深藪庵君は愛に質間を置かれた4も其文袭明晰ならす 
判定に苦しむ所もあ b 要ずるに此の頃銀は多量日本の 
朝廷にあり之れを如何1:所理せしならんか.又和同開珍 
の銀餞は其 M 文を何所よ b 得たる哉 w 云ふに在るもの 
、如し 

余轚は當時籤 の 存在 稀少な6 し VJ は 謂はす 然れ ども 君 


の思ふが如く豊富なり•し 1 : も 4 ) らざる可、し且つ銀の用 
遂や多端なり帝室の御料は言は t * もがな社寺其他の^ 

用*けて謂ふ可からす决して府庫に死葳するもの多摄 
ならざるを信するなり和同銀 M の材料も勿論內地の產 
のみにて.は足らざる可く三韓方面ょ b の輸入品も亦使 
用せ*し事は論なきな-®' 

余輩一言する事ぁ b 此の頃朝廷ょ b 臣下に賜ふに銀人 
なるものを用ひられ. し事往々史に見 ゆ 即ち左の如し 
持統天皇五年九月壬#賜音博士大唐續守言•薩弘 格，12 
* 博士百濟末士善信銀人二十兩 
十二月巳亥賜 S 博士務大參•德自珍"呪禁博士木素丁 
武沙宅萬首銀人二十兩 

六年二月了未 _ M 陰陽博士沙門法葳道基銀人二十兩 
余 II 未だ右等銀人なるものが果して如何なる形狀のも 
のな b . し哉を知らす ビ維 ども其の銀を以て造 b たる物 
なる事は疑ふべからす彼の西行法師が銀猫を賜はりた 
る逸話等を叁考すれば或は銀製の人形ならんか其 T 賜 
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の狀 恰も後世の设货を賜ひ成は砂金を賜ふ如き ざ 相似 
たるものあれば典の頃未だ官11の餞貨めらざ^'•しが故 
に斯炉る物を造りて用ひられたるもの、如し是れ亦銀 
の一用途たるべ.し 

而•して君の引用せられたる韓画の銀玉なるものは彼の 
地の古錢と共に發堀せられたるもの1:乙て我和銅 
は年代尙降れ6ものな6隨つて斯の如き物が和銅以前 
に於て我邦 <- 楡入せられたる事も何等確證なきなり若 
又假りに君の說1:-隨ひて斯の如き物が幾分输入行使せ 
られた6ビするも之れ1:名づくるに錢を以てせ、し i も 
信すベからす且つ夫れ君も謂へる如く彼の銀玉は之れ 
を打ち平むれば恰も原田元寶堂氏の所廒せ ら る/'無文 
銀錢の如きものビなるなり事茇に到れば會々以て佘轚 
の持論たる和銅以前には無文栽あ-'し S の說(:|致す 
べきも のに〇て君の說 r : る和銅以前1:和同開珍あ b W 
の論」は毫も利14所^きな b 然れどら余輩は唯議論 
の正鵠を失せざる事 r 緊要と L て輕々数之 n を引用せ 


ざるな.^ 

次に第二十九號に於ては主として大陸との交通を說か 
れ直接和同餞には賙繫なきも就中孝德天皇五年七月遺 
唐の使歸れる語中1:多得文書寶物 VJ ある寶物は開通錢 
な6ビ晰定せられたるも余輩は賛せす如何-^なれば君 
も謂へる如く諸銅器の鉻文にも寶とあり寶物の意義や 
甚だ廣し何すれぞ錢貨に限る事を得ん君は謂ふ余をし 
て當時の爲政者たら*しめんならば必す實行せし事なり 
vj 之れ唯君が現今ょり推最せし謬見のみ我邦には和銅13 
年間に及びても苘錢貨の通用を强制的に指導せざれば 
行は IX ざ5し r . あら中や然る f : 何を苦んで孝德'大皇の 
頃獨 b 鍺貨をのみ貪 b 歸.〇 •へき必要めらんや 
次に第 Ml 十猇に 於て 弘文天皇 X 年の記事に進書凾與信 
物の句あり右信物は II なりと論せられ たる も亦執 I ベ 
き何等の 確 Is なきな り若尙 之れ を錢貨な b と主張せん 
には右一己の M 0 惻は不可な b 4 io 力なる證據を睾げられ 
た1君は又白風年代の较の使用#を十洱人と見钺り| 
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人平均白文を所持す 4 ものとして云々と言かれたるが 
其當時十离人の使用者ありしとは何等の證镲あれて論 
せられしにや又一人年均百文を所持すベ•しとは何等の 
事由 <: 依 b て 言はれたる/ J * 余轚は唯菜定の方法を知 
る事能はす乞ふ其證蹟を提示されん事を萬一君 1:6て 
據るべき^も G く漫然か/'る數量を吐麻せられたらん 
には妄誕の IU を免 0' るべからす 

又白 M 十四年五月に以珍寶奉 於佛の 記事め6珍寶は錢 
{: して 即ち苏錢と解釋すと言はれたるも是れ亦執る <: 
足らざるな6古ょ b 神佛に供進 T るものは錢貨に限ら 
す唯茇に珍寶の宇あるを以て之れ錢なりと解するは會 
々4 S 錢者流の目に映する覽のみ珍赉の範圍甚だ廣 C 
何んぞ獨 b 之れを錢と云ふ•へけんや殊に其當時は未だ 
官鏑の錢貨はあらざるに何ぞ之れを奉供するを得んや 
又朱鳥元年七月の詔にある貨財なる文字は钱貨 Vi 含 
むものなる事は論なきもその全部 ■©» 錢なりどは謀むベ 
からす唯是れ詔敕中の語 r . Jb まり當時果して民間に嫌 


許の錢貨ありしやは量るベからす . 

又持統天皇八年の記事に教〇て明治初年の事物を引用 
せられあ b 維新國家多事の際且つ文物も進步せし時の 
事を以て速く持統朝に比較するは 餘 bK 遠^ にして 頭 
底正 m なる比喻には成ら'?るものな〇之れを座上一時 
の獻談と t るには支障なきも苟くも斯道の重大事件を 
研究 tv き引證には爲 t* へからす君幸に熟考 I て 此の 
新古漠逮なる比喻は徹回せらるべきものなり 
又君は最初ょ.〇廣く阂圍の事情を參考すと稱•し M : 阀發14 
見の銀玉をも引用せしにも係らす獨 b 余輩の引證せし 
韓國同時期(:古铙と共に發見せる無文錢をのみ以ての 
外の一言にて乏れを拒否せるの理由如何斯くては君の 
唱道する所1:甚た矛盾せる1) b 君の論法甚だ我俊^り 
と言 U ざるべからす 

又大和魂なるもの ゞ 存在は敢て其當時に限らざる事人 
皆周知な b 和銅以谢に無文錢を行使したる事ありしと 
て何すれぞ大和魂を僂くるものならんや 



余辈も文武天皇の頃薄餞の笮備なしとば謂はす然れど 
も君の謂へる如く諸國ょり蒐集するものを悉く薄錢準 
備品な b とは認むべからす如何となれば例へ其物等•か 
鍺鋇用品た6¢するも其頃は朝庭並に神社佛閣等に要 
する鍺銅器も多からん佛法の m 典せるは寧ろ錢貨ょり 
も佛像佛具等の锗造を重要視せられたる時勢なればな 

kv 

又君ば文武天皇三年始置鋳錢司の章を以て漸く鍺錢の 
寶務に取褂 b 得たるな b と謂へり而して第三十一號に 
於て鍺錢司は長門に 1 : かれたるものに.して愈々和同開 
珎錢の鯓造成 b 帝都へ搬入するを得たるは大寶元年な 
らん中央政府にては錢に關する事務を執るべく大锊-兀 
年十 I 月丙子始任造大幣司以正五位下彌努王從五位下 
引田朝臣 <小閉一爲長官この記事は從來貨幣(:賙する寄籍 
に見ざるものなれども余は斷じて貨幣即ち饅に關する 
もの I ■•認定すと云はれた b . 

これを以て見れば君は文武朝三年鎢錢司は長府に S か 


れ而して其|»造せる錢を取扱ふ官を造大常司と稱して 
大寶元年に京都へ 1 : かれたりと云はる、ものなるが其 
三年1:鎢鋟司を長府へ設置せしと云ふに就て唯大陸方 
面 VJ の行通の便を說かる、のみ»:•して何等俱體的實記 
なきなり要は文武朝の三年鎢錢司が長府に存在せ•し實 
蹐を舉ぐるに在 b 然らゃんば佘輩も斷然之れを容認す 
るを得?'るな b 而して鋳錢 i*J たるものあ b て餞を鋳造 
し造大幣司なるものありて錢の事務を取扱てたりとは 
如何にも信用すべからざる所なり君は好く唐韓の引例 15 
に勉めらる、所なる) &'■ 果して此の如き類例^ b や余^ 

思ふ1:是れ又君が現代を以て往古を見るの謬なる可し 
現代の造幣局なるものを知る* >* 故に造大幣 P 1 を以て鉸 
货の官と誤解せしものなる可し幣は即ち「ヌサ」と ill 
す以て諸神祇に奉供するものな b 大寶元年の造大幣司 
w は即ち諸神紙に奉供すべき黹即ち「ヌナ j を造る官 
なり之れをしも餞貨を司とる宫となすは君に於て初め 
て之れを見るのみ君飜つて之れを歷史家に問へょ速か 
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に其誤謬を悟るを得ん 

而して文武朝三午の鎢铱司に就ては余輩 II に之れを論 
じたる 如く何等鍺设せし箝蹟なきなり或は多少鎢餞の 
準備は爲し f 2 b とす6も未だ實際に鎢襞せ•し事は認め 
難きなり 

又 君は 新和同 即ち長府ょ b 錢型を»見せしものと 同一 
畲體のものを以て文武朝ょ6の鎢品ど稱せらる、4甚 
だ非なり 長府發 見の 敍型は 昨年 本山 氏收得のもの二百 
餘點を最多と し 其他各地 K 少許歉 在せるものある も其 
製作は 柏ん と 一致す るものな^ '而 して少しく 考古學 を 
研究したるの士は 之れ を一見して 好く天平 頃の製品た 
るを認むるな b 長府の 錢型な るもの 必す しも現存のも 
のを以て 最初 期とは RK ' じ II きも 然れ ども 他 1: 未だ是れ 
以上年代古きものを發見し得ざ*0を以て此の餞型を以 
て 推斷すれば 該 地の！！ 錢は 天平年閲よ b 餘 り逮からぎ 
る時を以て两始せられたるものと認むべきな b 現存の 
供型を 以て 度ち 1: 文武明の ものビ謂ふ11 »>君等の誤 


解たるべきものとす 

假りに 新和同錢 を以て文武 朝ょ 6 起れ b とせんか 旣に 
我邦に此の如き整然たる錢を錄造すべき能力 ぁる1: 鬮 
はらす後段かい抵めたる和鋦兀年鎢造の銀和同錢等に 
.いか t の技巧現はれたる理由如何去大寶元年ょり長 
府鎢栽ぁりたりとす 4 X ば是等銀和同餞中にも長府發見 
の 餞 型ビ 同種類た 4 べき窨體の もの 多少存在せ. 3" る* へ 
から' 3 る1のなる|: 1も其品存在せ？4理由如何好く 
斯間の說明を爲*し得ば望外^り 
又君は两通錢を鎮潰. して 和同開珍を 鴒た b との12の 一 
€•して從來和同錢の發塌せられ•しもの ゞ 中に開元錢の 
浪 在した*0を W かすと 謂はれた杏 も 之れ亦 君 • *>* 調査の 
足らざる所な.^今 左に 其例を擧 けん 
明治十二年二月柏木探 古樓の 著は せる上代鋲金考 に 日 
く明治 九 年 三月二十五 H 大和 ii 添上郡法華寺村舊法華 
寺廢址(岡山義彬私有地)林地開拓の際金堂跡を穿ち 
鈑金二 枚 飯儀 二枚及び和 同期 珍《 若干 (余が得る所二 
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十除枚內全形のもの二枚)萬年通寶酱若干(余•か得る 
所四十餘枚內全形のもの十八枚)神功開寶栽若干(余 
が得る所•白四五十枚内全形のもの一二十五枚)開元通寶 
銭の破片三枚又水晶の念珠四十三顆を M 出せり云々ビ 
あり 

即ち和同萬年神功の諸錢中1:少許の開元栽の m 在せ C 
.を知る： r し之れを以て見れば開元通寶錢も本邦諸錢に 
混じて幾分通用せられたるは疑ふべからす然れども余 
輩は此の事寅を以て開元敍を鍺潰•して改鍺•した b との 
說を全々否認するものにあらす幾分はその如き事もあ 
b しならんと思ふもの而して其時期に於ては君の 
言へる和銅元年以前 U 在りて此のIIありし-云ふ何等 
の15據を認めざるな b 唯和銅元年以後(:於ては開元錢 
も鎔潰•して我邦の錢貨に改鎢せられたるものあり«爲 
す可きなり 

次に本問題には§利害を威せざる事なるも參考の爲 
め一言せん矜の引用せられ/2る«苑寺の土摒の崩漬し 


たる中よ b 和同錢 型を得たりとめる は事寅少しく相違 
せ〇覺苑寺は長府讅栽址の附近なるも其境内は稍雔铗 
地に緣故薄きが如し會々其附近よ-'發見せる錢型を寺 
主は爲にする所ありて其寺內土摒中より發見せしと唱 
導せしもの、如し君幸に之れを諒察せよ 
次1:元明天皇和鋇元年に武藏の國より自然銅を献上せ 
しに付て君は自然銅1:てあるなれば多量めるべきもの 
に非す•して天皇の喜びは糖喜びに終りし事と考へ得る 
と云はれた6素より其献上の數量明記なきものなれば17一_ 
少董な60¢も假定〇得ん然れども其れが僅少 C /) 量^_ 
りしとも我邦最初の產銅として之れが献納を得られな 
るもの决.して糖喜び V 」は云ふべからざるな6君の評言 
たる 决 t . て當を得たるものにあらず佴し續ひて產鋇め 
りしや否哉は 自ら 別問題たるなり 
余輩の以て古和同と稱する銅 It は其現存欺嫌許ありと 
なすか余輩案外荔僅少なるを成するものなり君試に古 
和同銅錢の現存數を列舉し見よ領底五十品を遇ぎざる 



なり余 i ょ b 現存の歎を以て和銅元年鎢造の歎を計 
る事罷はすと雖ども其の元年所鎢たるもの决して大炊 
ならざりしを想ふなり而〇て亦其鎢品全部が武葳產の 
自然銅な b とは斷定するものにあらざるも所謂和銅な 
るものも必す薄錢に使用せられたる事は疑ふべからざ 
るな b 過日本山邸に於て甲賀博土の述べ^れたる和同 
錢の分析表中に於て古和同には鶬鉛等の混和物少な，、 
殆ん V 」純銅に近.しビの點は大に吾人の參考たるを得た 
るも該純鋇に近きものが果して自然銅と認むべき哉否 
哉に就ては未だ明亮ならざるな b 佘輩の素人眼を以て 
.親るも彼の古和同と稱するものは銅中に r 種の含蓄せ 
る光輝 ありて 新和 同と 稱 t る口 Dr と全々^ J ' する ^^得 
るら のな 6進んで 専門家の調査を 煩は しなば 或 a 斯間 
の消息を 判明—得ん 

次に君は和銅なる年號は和同開珍錢鎢逭後の年號にし 
て和同開珍錢には鬮係なく R 後人を迷はす年號にして 
云々 i 述べ開通元寶 i 唐の開元の年猇を例に引かれた 


然れども開通元寶は或は開元通寶ども稱して未だ讀方 
一定せす玄宗の開元の年號を定められたる事を以て我 
朝の和銅の改元に比例するは解释上誤れる因な b とす 
べし我朝の和銅の改元は詔敕にもある如く武藏の產銅 
の端}:依りて定められたる年號なれば他の事情を以て 
例を求むべからざるものな b 而して君等の言へる和銅 
以前に和同錢ありとの說は未だ信想すべき何物をも有 
せざる浮說な b 何んぞ今遽かに和銅の年號を以て後人 18 
を迷はす年號な bi 放言するを得んや(未完) 

〇駒曳錢は寬永錢の變態か 

鶯 泉 

德川氏の寬永期から引嫌いて•各地の 錢座で鎢 造した 
繪錢の 中に， 鞫曳錢 i いふのがあ b ます •先轚 は 「地 
の用は Aryl : 如かす」との言葉から出て居るといはれて 
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あります 私も近年迄御說御尤 と 成心して 居り ま. した 
か*熗錢を研究する " Li 從つて•色々 と 面白い考べが浮 
んで來ましたから•今それを述べて、皆さんに笑つて 
頂き度い V 」思ひ 左に 記*しま.した 
駒曳錢は其種類多種多様で•一々記載する事は困難で 
ありますが、最初出來た駒曳は* 上に 馬があつて 下に 
人が曳いて居る繪であつた事は 確かと 思ひ升、 橫や下 
に駒のある類は •幾分 か後れて出來た事は、 古錢 家の 
箱し來たれる所であります、例外もあ n まゼぅけれど 
も 

又私は出駒や草喰 駒 及び永字胸の類は、其初期に 屬す 
る種類であらぅと思つて居 b ます* 可とな^ 尤其鍺 ^ 
上に於ける諸點から•判断が出來 ます、 多数の中には 
後薄 品 も 混じつて ありませ うが！ 

閑休 今 述べんとする所は 「胸 曳錢は 寬永錢の變態か 」 
ビいふ問題であります*. 播磨國明石 郡と加古郡の一部 
では•米俵を見れば貫目•か あるかといひます、そして 


貫目を客して* 貫と いひ、中には 寬と 普いて 居るのを 
見 r2 事^^ 4 )^^ ます 

されば德川時代には、馬に米俵を M めば、必らす霞即 
ち寬 i いふたもの だと聞いて居ります、そして mo は ^ 〇 
と 音が通つて居る、是等の諸點 から割出しますと、 繪 
び^は寬 ごな り、人の曳いて 居る 所は 即ち、 ^ 0 1 : 當る 
事になりませぅ 

最初出駒草' 1 t 鞠の類を-戎大黑等の類と一所に造つた 
頃には•駒引を寬永 と讀ま.したものかと思はれます /) >* 19 
世1:出して見ますと*寬永とは讀む人がなくて、駒曳 
とい ふた結果、永字駒を造つて寬 永と讀ましたのでせ 
ぅが、 それでもまだ •寬永と 知る 人がなかつた爲 めに 
今度は寬永と二字を入れた 駒曳錢の類を鎢造したもの 
ふ思ひます 

永、寬永•寬永通寶の文字入りは* 寬永座系統の もの 
であるといふ事を表はした VJ 考へます、 然し阿外は b 




ませぅ 



を〇て駒曳錢は宽永座で最初午の年に作り"又猿曳駒 
は色々說はぁ b ますが(意馬心猿の話)申年に 銪造し 
たものと思ひます* 猶私 所有の 寬永较 の內1: "背穿上 
に鼠の It を置いたものがあ b ます、之を前述の理由か 
ら推しますと、！ f 年の鍺造に係るものかと思はれます 
如 W なものでせう (終) 


〇鳴海平葳の書上の研究 i ) 

花 林 塔 

其節古錢御停止被仰付候段被仰渡_候 
是も問違て居る〇寬永十三年六月一日、新錢發兌の時 
の高札は 

16 かか^ ill * o « o 私 UO 金子1兩.|:四貫文、勿論一 
分 i : は一貫文の賣買たるべし。若•し違背致し高下 
の*貝仕に於て k 從双方其賣買の代一倍、遇料と 
丨て可出之事 


一人かけ〇かたなし〇ころ錢〇なまり錢〇新惡錢〇 
&0加和*« 0 。若撰者*六錢を押て逍者存之者。成 
は其所に三 R さらし、 或は可爲斑舍〇其 BJ の通料 
は右同削の事 

一新錢、江戶並近江 i 本に ； -WJ 付•候間兩所の外 
不可鍺出。若し背く族は可爲曲事之事 
ビあも〇 r 惡貨は善貨を隳逐す」 S いふ格 fr も•北條 
氏か永樂錢を用ゐた 時と、 此寬永新錢發行の時だけ 
は當らなかつたのです〇是は一時に多額の發行のあつ20 
たのと、 - HI 中の锼の在高拂底であつて瘢慝する事が不 
可能であつたのも一原因でしたらぅ兎に角「古錢御俦 
止」は此時にあつたといふは事實でない〇然らば「古 
銥御： i =」 VJ いふ樣 G 事が在つた事はない沪といふと、 

览文十年の六月二十八日の 町觸 1:かぅいふのがある 
寬永新鈸の內へ古錢を交•諸色不 :.»!:# 贾之 *■ 〇勿論 栽 
南替屋-新錢に古銭をませ 商 買仕間 敷候 
心之通相背ば急度可爲 ■曲事者 也 
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是で見ると*此時は大佛錢の新出當時であつ r : から、 
當事者の鼻息が荒くて、古錢が眼中になかつたものら 
しい。鳴海の 害 上は兎角事實の在つた事でも跡先にな 
つて居る事♦かあるから、此古錢停止の記事も或は寬文 
頃の出來事を 害き 入れたのかと知れない•ぅつか b 信 
て居ると飛んだ間違ひへ引すり込まれるから、用心し 
てか、らぬ i H ラィ 事 1: なる 
夫から 

從是段々相勤め中候、錢吹候中%永十八辛己年三月 
此文句で見ると寬永十三年ょり「段々」則繼續して薄 
錢して居る中寬冰十八年にといふ事になる是が間違で 
ある 

〔常陸志料〕に 

同十七年 八月、 江戶 、水 戶其外八ケ國の錢座悉く 停 
止せらる 

とあるが正確の記事 'C-- あるからは-此 5C 句は.， f- li 當で 
ぁらねばならぬ、此記錄の信を措けぬも此處でぁる 


.御上 御 胎舍の 御祝儀御目出度相濟候以後 •御誕生 之 
御用 意、金錢、銀錢之御調法被爲仰付 候、但員數並 
秘法の御依(:御座候。天海大僧正より 御 傳授被 成下 
前にいふ通り其前年の十七年に全 國の錢 座が悉く停止 
といふよりは廢されて 居る〇故に此十八年には 鋳錢す 
べき座•かない〇錢座以外で鍺を鋳る は阈禁 である〇如 
何に慕府がノンキでも法律を犯.して御用を勤めよ W は 
いふまい 。又 命せられ ても夫 相當の 機具♦かなければ 出 
來るものではない〇機艮も機具だが鎔爐に困る、金銀 21 
の事であもから壺吹でよい•か*火事早い江戶で大火を 
焚く事は 十分の 設備がなくてはならぬ〇此設備や。機 
具の 新調 やが、ナマ優しい金で出来るものではない。 

又工人の募集や、幕吏の出張監督や•かある〇 I 卜通 h 
やニタ通りの事で濟むものでは^い。此鳴海の書上の 
樣に鍺錢 m 業が簡 m (: 運. e で行く w 思ふのは、餘りに 
寬永錢の研究心*かな5過る。けれども强ていへば、水 
戸では二十年まで錆て居た V 」いふから、嗚海が水戶へ 
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rr て吹て來たどいへば云へなくもあるまいといふ氣か 
は知らぬ、幕吏の出張監督の點がどう•しても融通を利 
かせない。又夫では芝座で鏟たといふ此書上を全然抹 
殺す る 事になる。何れにして it 薄が合は ない 
かういふ風に鳴海の普上は他の IF . 確^る記録と一致•し 
ない、 撺着する事だらけである〇故 (: 此筆法で，- fr つた 
貞幹譜の如く「十三年至明曆中」を信する人があるな 
らば、夫は共に寬永錢を研究すべき價値 ある 人でない、 
最時勢1: おく H たる 學界の落伍者 w いはねばならぬ0 
兎に角十八年に錢を鎢たいふ事はは tfli 以錢座が#在 
して居ない時だから成 b 立たない夫とも前にいふた樣 
に 芝の廢座跡で鎢た〜曲解す るなら ば、どうにか趣意 
は立つ•か〇さういふ危險な解释令下すは學者の^一で 
ない 

「御誕生御用意の金*餞」はある事だからよろしい 

〔山槐記〕1: 

治承二年十一月十二 H 辛未•未二點皇子降籤•令レ奉レ 


i 御替帶_.給云々•內大臣誦祝詞三反、*?1 

I ,於皇子御帳御枕上- 11 齡駿ぜ， II イ 

»レ括、 S 產3 WC 二两門一被，献 i 之太夫取レ之 
HL 傅11内府-皇子渡 « r 以前被レ胜一一白 ftlM 内一也 

又〔花園院御記〕にも 

文保三年四月二十- H 、 入夜科暫降誕之由奸撕«內 
々女房吿之*1«有頃朕參御凡帳邊•女房抱兒予唱贶制 
其詞云|^^^<轉•母?一一-返唱ユー耳左耳「^ 

一金錢 _{ g 御帳中枕方 -㈣ 

と ある、 是は皆皇室の例でゐる、將軍家でも其奥似を22 
したので あらぅ、 又胞衣壺に錢を入れる事がある〔伊 
is 庫助注記御產所御道具〕に 

| 一灸なのおさめやぅは、其つぼの中へ御きぬ一尺、 
くれなゐに染て入れ申候•御ふでかた <太平の 
御あし三十三、つぼのなかへ入れ申、し候、大方此 
分に候 

此外に明治年間に奈良から胞衣壺に镀金の無文钱が五 
•丄ハ文入れて在ったのを释掘した事•かある s 
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K ^ f 5 r :^7 nisM * 胞衣壺の方は金錢には限ぎ 
らぬ樣だが•御出産の時のおまじないの方は金錢に限 
る樣だ 

然るに次に. 

一父錢金錢二十八文 
一母餞銀錢三十六文 

どある〇銀錢の必要の起つたのは何れの時からかは知 
らないが、此書上に書いてある數は天の二十八宿•地 
の三十六禽から起つたのであらぅ〇合して六十四枚は 
易の六十四爻から來たものか0兎に角余錢九十九枚•か> 
金銀錢六十四枚に變じても理屈は合て 居る 
次に家頭錢 

!金錢 五千枚 
一銀錢 I 禹五千枚 
尤兩文形重目寸法口傅あり 
是は一寸推定が 出来ない 家 m 錢 VJ I 1 如何なる£:味か、 
た•しか.に口傅の價值はある。け rt どもわからぬ士舞： 


する も □ 惜〇い，から、 口 傅の眞意に 當るか當らぬかし 
ら《が•花林塔一流の窠的推測を下〇て見やぅ 
〔朝野群載〕1: 

謹上泰山府君都狀 
南間浮州大 H 本國天子®筆親仁年二十六 
献上冥道 諸 神一十二座 
銀錢 二百四十 貫文 
白絹 |薛二十疋 

鞍馬 十二 疋23 
勇奴 三十六人 
右親仁謹啓泰山府君芡道諸神等 M 若非蒙^道之恩叻 
何壤人問之凶厄哉料敬設禮典謹献諸 #^ T 

永承五年十月十八= 天子親仁謹狀 
といふ事がある、十二座で是だけの數であるから一座 
は、銀錢二十貫文、 ft 絹十疋.按馬一疋*勇奴三人を 
献じた事になる、夫は同咨 (: 

謹上閣罹：大子 



% 


银錢 二十贯 
絹 十 正 ■ 

鞍馬 一 疋 
奴 三 人 
右爲延年；^送上謹狀 

永久三年十一月二 S 百 
從四位上行右中辨兼備中介藤原朝臣謀狀 
とあるの VJ 一致する〇此泰山府君は地獄で娑婆の人の. 
命を支配する官吏である。間羅天子は閻魔大王ともい 
ふキ：權者である。此泰山府君の修法といふは、凶厄を 
樓ひ、壽命を延ぶるの祭をするのである C 夫は〔平家 
物語〕に櫻町の中納言が泰山府君に祈て、櫻花の七 H 
に散るを惜〇みて、二十日餘 b も盛 b を延べた とい ふ 
事と〇謠曲の〔殺生石〕に、安部の泰成が泰山府君に 
祈て、玉藻前の變化を退散せしめたビあるのでも b か 
る。鳴海の鍺た金銀餞の嫌歎二萬枚は二十貫である0 
了度一座の献餞に相當する〇唯昔しのは銀錢ばかり、 


是は佥銀交りだけの違ひである。天海 m 正の口傳なる 
ものは則泰山府君の修法を加味•したものをいふのであ 
ら推定する事が出来る又此塲合定那の例にある洗 
兒錢の古智を學んだのかも知れない〔古玉 H 譜〕に 
按開元遺圔 、唐 宮中毎皇子生三 H 、 則賜玉錢犀巢、 
以爲洗兒之庚"毎賜近臣外戚云"即此錢 也、 錢文亦 
皆祝嘏之辭 

VJ ある。 玉錢では ある ♦か H 本には玉の類♦か少いから 
金でしたのかも わからない、 r 錢文又祝嘏之辭」 S あ 24 
るからは永樂などは目出度いといふてょい。近臣外戚 
に賜ふといふ例を應用•した VJ すれば、幕府の勢で二萬 
枚は少ない位かも知れ^い。又支那でも玉錢のみなら 
す金銀の洗兒錢が ある 
C 容齋四筆〕1: 

洗兒金錢 、車 瑰都錢塘以來。皇子在都、生男及女***則 
戚里三衙門淅 W 京 尹、 皆有餉献 、隨則 致答〇_0_企幣 
之 外洗兒錢果動以丁'數合*極其珍巧〇若惣而言 之、 
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殆不可勝算。劉原甫在嘉祐中因論無故、疏决云〇在 
外群情皆云、聖意以皇女生故施此庚 - •恐非王者之令 
典也。又聞多作 金、 銀、犀 象、 玉石、號珀"玳瑁、 
檀香等之錢 、及 錆 余 銀作花果•賜于臣下"自 宰相 矗 
諫皆受此賜* - F > 

yj ぁります から、金銀の洗兒錢は和漢同 轍です 
正保二酉年四月二十三日、若君樣御歲御五歲にて被 
爲遊御元服奉稱大納言樣家綱公•此御祝依の節も金 
銀錢被仰付鍺立奉差上候 

是は一考せざるを得ない。出産の時に金銀 錢の人 用の 
事は前 {: もいふた通り條理が立つが•元服1-:も金銀錢 
が要用な りてふ 事は聞 ハ 事がない。夫 {: 前にもい ふ 通 
b 其當時錢座がなければならぬ。正保年 (1111: は錢座が 
ない。 そこで 私は此鳴海の書上にいふ所の金銀錢はい 
づれも金座か銀座の下吹所で鍺たものではないかと推 
測する〇夫はなせかといふど、お産の御入用も理があ 
bo 此元服の時の金餵錢にも考が あるからである、 其 


私の考 VJ いふのはかぅです 

昔元服の時は新調の鐙を作つて着初式を行ふたもので 
す。大きな大名は皆仕ました〇此書上の網千代はまだ 
五歲ですから、鐙の着初式は出來なかつたでせぅが、 
鐙だけは新たに絨さしたもの VJ 見てょいのである〇鉸 
の新調に就ては稀々の附 M 品が入用である〇旗指物で 
ある i か、武具-馬具で ある V 」か*一通 b 揃へるのは 
莫大なものである。其中 {: 一寸人の氣の付かないもの 
がある。弦卷 、燧袋、 兵粗の割籠など钝々あるが夫等 
でもない。金銀錢の用窓である 

私は大問が金銀錢を作つたのは金銀 lt (7) 前提で：|; : .用111111 
である VJ いふのです戰塢で用ゐた時 I ' t 今 H でいふ泐窣 
の樣な性質に用ゐられはした もの、、 元ょ5通 K とし 
て使用するとも差支ない ものと して出來た もので あ 
る。故に通用錢の形狀を具備さしてある。昔の古錢家 
が通貨と見なかつたのは ac 一を知て二を知らなかつた 
のである〇其例を皋ると〔常山紀談〕に 
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淸正腰に付たる緋暴子の袋を座敷へ投入たるに•ど 
ぅと 落る、 米三升許に 味 噌、銀錢三-白文入れられた 
6、馬印をさすに腰のつ-^合、是にて能どなり 
此朝鮮の役の時は淸正 A 少しく老て•有名の九枚馬蔺 
の指物®く〇巳の艚量が疲て不足.して來て釣合が取れ 
なくなつたので銀錢三百枚米三升のハンデキャッブを 
付けた>」いふのです。か、る多額の銀錢は通货でな< 
て何でせ ぅ。 又同畜に 

伏見の城 «:て諸大名幾等も並居たる中|: "伊達政宗" 
懷中ょ 6 金錢取 出して 人々 1:見せられしに* 其頃金 
錢の始 りし •にて 珍ら しとてもてはやさろ*1¢江が 
末座に在りしを、これ見られょと有し時、直江扇の 
上に金錢を {E- て 打 返し*女童のはねつく樣にして 觀 
しかば* 政宗 いや苦しうも 候はす手に 取られよと 言 
も終らぬに、直江、謙信の時ょり先陣の下知して麽 
取 候 手1:、か、る賤しき 物 とれ li : 汚れ候 故" 扇に載 
せて候とて玫宗の方1:投げ戾しけり 


とある戰場で首取た賞與に。則今 H の動章に相常する 
ものならば直江山城が麽収る手1:持つとも何んで汚れ 
ませぅ 。無論通 It と、 して出來ものだから賤しんだので 
す 

又〔室 WJ 殿 H 記〕に 

大政所の御追善 £ して四十九 H I: あたる日は*兩 H 
が間*乞食贫人1:施行をひかせたまふ。からかねの 
錢の內に，金餞銀 fl を相交へひかせたまふに"請け 
ぬ〇非人の內に許多の得失 ありて、 我等如きの一錢 26 
U しの貧人となりても*貧福の境はあ6けるもの哉 
ビて打笑ひ、筇く難爷きためしとて勇み1:け6 
とある、是は純然たる通货として金銀錢を扱ふて居る。 

成島柳北が，天正文祿の銀錢が，木下家1:深山あつた 
から安心だといふて錢譜は載せながら•天下に深山あ 
る同し^公の金銀永樂に留意する事の出來なかつたの 
ば。遠くを見てのみ居て足許 r _ 氣の付かなかつたもの 
といはねばならぬ 
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扨镫を新調する時に金銀栽の入用 VJ いふのは是で理解 
されましたらう、元ば永樂錢形であつたのでせうけれ 
ども•其當時錢座があれば命じて作らせるけれども. 
錢座のなき時は II させる事* >• 出來ない推.して鎢させれ 
ば私箱 S 國法1:觸れる"夫6>*打製永樂の出来た M 因で 
ある。寬永錢發行後も永樂にした人もあらうし、宽永 
の面文を用ゐた人もあらう〇けれV」も大槪は永樂餞で 
あらう. なせならば寬永の面文を用ゐて私薄の嫌疑を 
萣るのが嫌であるからである。永樂なら背へ定紋をつ 
けても平氣である 

此時鳴海の鋳たのは無論寬永の面文を用ゐたに違ひな 
い、噍正保年間に錢座のなかつたのが識者を首肯 させ 
得ないのである。故に私は明曆のものではなからうか 
と思ふのです〇其理由は世間にある金銀餞は私が明曆 
のものと判定して〔寬永泉志〕に出した柿類に限つて 
あるからです〇此一類の製作、手法•鋇質等何ん VJ な 
<寬永期のもの W 合致〇ない听があつて*時代が降る 


ものと見受ましたからさぅ判定.したので•今 n まで幸 
に寬永錢 I 般研究家の同意を得て居 b ます Q 又事實に 
於ても此金銀錢が皆明曆期の面文でぁるといふ事は實 
に嬉しい事で私の霉的推测は茲に到て神的推測となつ 
た事を喜びます 

夫から明曆の大火の時•本丸も延燒•して御金藏も燒落 
ちたので、灰嫌の中から拾ひ出し金銀塊は性众の ii い 
ものは吹霞されたが*性合の不良と見たものは錢に吹 
き直させて臨時の用に供された事があるとの事ですか 2 I 
ら〇明曆期の金銀錢は可成6多額に作らたれものと見 
えます錢座の存在•して居る時ですから至當の m です 
火を麁末に仕候は ゞ 天下萬民の不士 I - II : 戍候由にて、 

天地長久爲國家安全火防行法御授被^候 
是は江戶は火 m 早い所から r 已は火防の法を知つてる 
ぞよ*已を使用ふ錢座は火事の心配はないぞよ」とい 
ふ自家廣吿で、一顧の價値 G き黄文字です 
東照宮よ h 上野へ被遊御寶納候御襟掛の御守御本竹 



兵庫に被下掼候其節被仰渡候1:は•汝此度の新錢は 
末代不改の宽永通寶、將又秘法錢等可 HJ -]* 誑據に 
被下 E 候*天下泰平の寶願常に怠る間®: It 被仰渡一候 
此文句で 見ると 天海坊は甚不心得な泔で ある 〇お寺へ 
納つた孜物、則寺寶 を* 私の勝手で人に與へるとは隨 
分亂縣な僧ビいはねばならの。今=かぅいふ坊主が我一： 
菩堤寺の住職であつたならば、我々梢家は鼓を^らし- 
て- It むる のみならす*放逐せなければならぬ。けれざ 
も是は例の嗚海一流のぅそ.に逮ひない〇當時椎現樣の 
一語を聞けば皆人怊伏した もの 故、こんな事を云ひ 出： 
して 所'- wi 我佛饵 しを 振 b 廻した もので せぅ 0 を.して「將 < 
又秘法錢等」と秘密の餞法を知るは天下我一人と標榜一 
して次の 七代 m の「御上御用を相待罷在候」照應せ - 
しめて、 政府事業の錢座には是非鳴海家の ものを 使用 
なさらねばな6ませぬぞど脅迫的に書いたもので せう 
此研究 も 眼目の六代目の傳を殂 上に上せて 枓理 して 仕 
舞ましたから。 跡は秋風 落莫たるもので。甚だつまら 


ない事ですが、序ですから論じて置きます 

浪々にて罷在5其上病身にて常陸<:引込み罷在候。 

其後江戶农へ罷出•御上御用の時節を相待撾花候 
全く此七代 a は 六 Rnrr - 比べるど不宵の子で花たら し 
い丁度年限から考へる S •吳服所の加役で大佛錢を鍺 
て 君る 時で T から、少しく技兑 ある ものな'^採用もさ 
れ、父の名を恥か•しめなかつたのでせぅが •待つ 御用 
の時節はドン^.^過ぎ去て平凡に M . y . 味に終って什舞 
た樣です 28 
八代目の壯年時代は享保元文の鍩錢最盛期に®遇しな 
がら其就れ の 座1:も聘されな かつたのを 見る V 」、又沈 
香も焚かす屁も放らぬ男と a えて•碌々なすなく世を 
過したらしぅ御座 b ます 

九代 a 、 則本杳上を出した男は察するに M 父父と異 b 
擗氣といはんょ b 山氣の多いものらしい〇此樣な宵上 
を作6て後世を惑はすのみか*私にまでかくまで御手 
數をかけて雜誌の一部振の印刷费を浪费させた不都合 
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勝 

勝 



fAf 政 勝敎時 


義 義義 莪義 


八二一六三二三三五三二一四 


明仁正正祿正德德安享享益永 


文應文寬長康享饮文嘉永正應 


軍 


鳴 

海 

代 


年齡不明 t £ れでも軔鮮使 ffi の來り L 十七年か Ht 
年の顷と&て其家4>起.しむ*|1應永以前なろべ 
けれ w t 假 I :元年 i り起第〇て 
二代 B 迄五十五年 


時代明嘹なら5'れ£'1森政顷の人と兑て 
三代迄四十三年 


元年より 


rnl 


四年より 


極まる男である〇殊に此害 上げの末尾の I 句な>」は甚 VJ * V 」うも年代の矛盾がありは 〇 まかと思ひましたか 
だ當局に對して威#的の言酔を弄してある。典にズク j ら•參考の爲一つ年表を作つ て、 如何なる結果が現は 


/、しい男である 

热かく 此書 上げを研究しました 後*猶 っら<考へ 


れるかを見ませぅ W 試みました。果然宥すベからざる 
事實を發見致しました 
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家秀家秀 

秀秀信 

義 

義 

義莪 

袭義 

光忠康賴 

次吉長 

昭 

輝 

晴植 

澄植 

-JL. 

五 


四 


ご 

ft 

代 


代 



丘 

治 


刑 


兵 

庫 

部 


部 


m 

货 

重 


重 


則 

信 

武 


則 


賢 


三-一年より 
九三年より 

三 

五年より 
七元年 i り 

四 

廿三十五苹より 

三 

十二.十一年より 

三 

十九元年より 
十四年 i り 
十九年よ y 

四 

十九五年より 
八年よリ 

十年より 
九九年 i リ 

二十 


義澄の_裹若丼の S 供して會津落の時な壯年と 
見又 

四代迄四十年 


時代不明な；；ど^前後の關保ょり天文頃の人と 
兑て 

五代迄！：十一年 


佐竹水戶領の事あ nlt 天正頃り人として其 txl な 

pIAi ? 一年 " sii 


?靈|年 ？ if , 


Digitized by Google 


30 


Original trom 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




家家 吉家家 辋 冢 

治 里 宗繼贷 吉 網 


正 保 
慶安 

承.應 

明 曆 

萬 治 

寬文 

延衩 

天 和 

貞享 

元 祿 

玫 永 

正 德 

享保 

元 文 

宽保 

延享 

宽延 

寶曆 
!9.永元年 i 
り霣麿十二 
年迄 tt 


四 

四 

三 

三 

三 


八 

三 

四 
十六 

七 

五 
二十 

五 

三 

四 
三 

十三 

三百六十 


三年. 


元年より 


六年 U 
三年よ： 
元年 


一-年5 

十二竿 


七代平藏重迓 


ベ代平藏武賢 


九代 平 


藏 


應永 i リ享和泛でと - T れば 

四百十年 


00^1 


lit 前後！ほ— 

九代迄四十年 


此香上、出•し r : 時明*®十二年ょり十代：：！迄 •!- 

^^11 


1 

3 


Digitized by Cookie 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



此发で ri る VJ 鳴海 MR の世を張て屈た間0-長いに驚か，，〇應神天皇以前は餘 b 遠い昔〇故こ、には考虛 (: 加 
さ n も〇九代で1 r •百十年、一代の；牛杓四十七八年どい.ません、仁徳天皇の在位八十七年。允恭天皇の Yh 位四 
ふの U 古今未 tr ^ l - である〇まづ和^の例を調べて見る i 十二年の二帝の外、最近 1 :明治火帝御在位四:!:. 71 .年を 
1，1本では北嚷氏，か丁度九代で傲々百三十年〇支那で iM 長きものビして百代の帝王中侦1:三帝にま—ます。 

は北宋 *> 九主で n 六十六年、南宋も九主で^五十四年一他(:三十年以上の御在位の帝は漸く十指を Mf る i : 足 
で兩方合せても樾1:三百二十年にしかならない〇此外一らぬのであ b ます 

に*9 は九主二^: 十 年、金が九 主 百二十 年であります 、 i 私はかういふ順序 1: 研究を詰て行きまして、此嗚侮の 
浪片諸君の腦ヘは何ん 1.- 魏 きま. したか•しらぬ •か、 九 R 一-#上は徹 y;l 徹尾信を祁く|:足らぬど判斷したのであり 
四百 年と いふは Hij 代未聞は m な事、 末代 も か、 る 例は 一ます 

出まいビ私は斷言する • 昔し「系岡作り」「系圖書き」ビいふ特殊な存が 

= 本の苦、 しからの謹に 「人一代二十年」^いふ言葉が|あつて、注文 次第、 思ふが11の系龆を作つて吳れたさ 
ある C 長く M く內1:は長壽の人も あり 夭折の八もある！：うです〇此谨上も或はさう いふ もの、手に依て作つて 
から一槪にはいへない が•其平均點は一代二十年が眞貰つたものでは ないで せうか。結局寬永土 二 年の錢座、 
理であるやうである。短期の計算£しても五年と違は 則 芝の新錢 座 1:僱はれた職工で、少し文字のある满で。 
ぬものである〇嗚海の歷代は此レコードを依以上に破其頃見聞の事を書留めて®いたものが家 r - 遺つて居た 
て居る - ので、夫を系圖作 b に見せて こしらへて 在たのを•此 
又例に引て It 畏れ多い* >* 我^室の御歷代 V 見てもわか書上の時|:應用.して、沽ん哉-^-主葙を，明白|:、东 



骨に*自家廣吿したものでは G いでせぅか 
私の此一文は時事に成じて草•しましたので，殊に玉島 
の安藤遊仙さんにはょく讀で戴き又御批许も ipl ひ度い 
i 思 ふので to 御著述の「古錢年表 J 御$訂の折の御 
參考にも！(完) 


解 

0大中背 M 



N *.1 ノ 



末の後ちを享けて*古雅机朴である•背穿上1:京字© 
優大なるを存して、他の背文類1:冠たるの趣あ即 
京師餞監の鍺造を示す標記に•して•現存唯一の正 品 也 
明初の大中洪武兩錢には•背文各 M を布するこど周知 
の 事であるが•京 字の 背文ある もの は*京十の大錢に 
大中供武二秫あれど•當五、常三•折二、小平錢等に 
在 b ては*本 品の 存在を認 1/ ろ以外 |:、類例なきを異 
彩 VJf 


〇崇禎監 


群青の堅錆を點在して•曾て土中の跡を語り*製作元 
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崇禎通寶の折二錢は"普通背穿右の二宇を有するもの 
を以てす、稀に本錢示すが如き、監二 VJ 兩側に記され 
たるものあり、內地に散見する數、傀か三品の外に出 
です*小平鉸は未だ其背文に何秫あるや、限度を知ら 
されど、當五錢には戶、エ、監の三柿ありて、何れも 
傳流少 G からす . 


〇元豐虎の尾度の篆迪 



陳太宗 元豐年間鍺る處の元豊通教 は、 安南一流の篆體 
にして•其通字の J はウネ b て*長く異風を形作れる 


を以て、 俗に 虎の尾兀 0 VJ 傅稱して •# 任も網少なく 
陳代錢の 珍 it として 稱拗 され、 紹豊大 治 南 錢の 上位を 
占む、こ、に揭けたる兀 © 錢は•正しく同迪の銷に係 
かり、特に通字は篆書にして、古來よりの要 點 なる" 
虎の尾の例を•製切 り、 最も 稀觏の品 V 」 す、製作稍 や紹 
豊大治より大樣 "背の 平地淺く、銅色 淡设褐 奇古の錢 
なり 


〇光緖吉林局銀貨 

膝井ば藪庵藏 
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右四秤洋風の打製銀货なり、面廠平戈錢、三錢"半兩 
采錢と劃中に記して、其左右上下に滿文四個の文字を 
配し*其上部に在る一滿文は、四 UI 共(:異なれども、 
他の三滿文は飧んと相違なし、思ふに式•三、半兩、 

在等の異なる換當價格を湖示するものなるべし•背の 
上部に吉字崩しの11案記章を fs: き、屮央の劃中には" 

一錢三錢の二秈は、光緖十年吉林官局製と記•し 
半兩装錢の二種は、光緖十年吉林機器官甸監製ど有り 
て•彫刻精致極めて美術的意匠なり、吉林局の試鍺に35 
か、り*現存稀少な聞き及ふ品なり 


〇慶應二百 


橋煥御世二大阪 -1 テ鍺之 M 用不成止 


千 足 粁 











1 货廣大坆 f 辞-<^甩 




淡黄の銅錢に •して、 幕末慶喜公上洛に際•し、軍用一時 
の策に ょり 假鍺 し、 通用に不至して止みたる品な h 、 
面の 緣上四隅1:小阆剷を作 b 江府極之の四字を鋳出せ 
り、 背(:京都と記せる は、 通用區域の表示なるベ、し* 
拓本上の添記は*故鬼頭千足軒の筆跡にして、此錢の 
错造に關睬ありし 工人よ b 傅 聞せるを書すといふ 


◎質疑應答 

〇問，銀塊和拗に 何十 H 片 何分の Hi ぁり 
右は 銀塊 H 匁 {: 就ての 相塲 ですが*そ•して M 片とは 日 
本の 何程に 當 るのですか 新入生 
• 答、 偷敦の銀塊相塲は •ー ォンス(我が七匁五分六 
M )!: 就て申-します〇片ビ いふのは、英爲替相埸の 
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鏺動に よ b て、一定致.しませんが、大凡三錢六厘 位 VJ 
思へ ばよろ•しいでせう、それから十二片が一志、一志 
が一磅 VJ 成 b ます(係.〇) 


本山邸和同錢 n 1 ! 展觀替席上 

.〇中 川近禮 氏の 口演 

私は古泉社界を去 b ま、してからモク ニ十年に もな b ま 
すの； J 、 今：！：此所へ潜越にも參上して和同錢型に就て 
のお噺を致•しますのは自分[:ーッの^任が あるから で 
御座ります•私は古 ， M 界 を- M いた II.V 切實に成 じた 事が 
ありま、 し； ^夫は古泉家かガ錢といふビ唯蒐集する丈 
の興味に捉は H て古泉本來の趣意を失つては居ないか 
i いふ事です-年代を調 vf ' riMv 」 鑑別するのが古枭研 
究の主意ですの(:、私が初めて古枭社界に出た當時の 
古泉家は、名は古錢家でも錢を作る事、.則鍺鈸の方法 
を知た人がないのでありま、した、私は古， M 社付を退き 
ま. しても自ら 研究は. して 居 b ま〇た 、今茲に和词 餞 型 


の說明を致.しますのは•自分で試に錢笵を作 b 自ら鍺 
物師の典似を〇て遣て見た事實に當箝て自分の推斷を 
お話*しやうと^じますので御座 b ます 
錢の椿へ方は、德川氏三百年間寬永通寶錢を疥へた方 
法*其褅へ方は第一に彫种どいふものから錫 M を取り、 
夫から靑銅の’秫錢を取り、更に通用錢を鋳造したので‘ 
是は時代が近いから誰でも知て居るけれども、夫から 
ート足先の普臣時代の天正通^ VJ いふ銀錢はどういふ 
風に、して出來たか、更に遡て足利時代の鏢錢はどう 0.37 
て出來 るか、 夫を知て居るものはなかつた*更に遡て 
萬年通•致(和同 VJ いひたいが和同の新古が問題になつ 
て店る今 CE 其議論の渦中に俗込れるのを好まないから 
假に萬年 VJ する)から机.兀大衩に〒：る、^良朝平安朝 
を通じて二百年問の錢の疥へ方は でう、 したか* at 先 (t 
今 H 拜見、した錢型.がある、 H 本 テ你•な 古錢の中でも此 
位の變遷かあろ况や支那の如き三千年の歷史を持つ古 
錢には多くの變化があるやうであります•先戦阈時代 



から棄漢、王莾から三國に至るの一劃が約五百年間は年も前の舊式の仕方を敎へる莕がない、又 U 本から視 
今は遺 b 方が異て居る•其次が晋から南北朝を輕て察に行た人が在つたとしてもそんな古い事を見て來る 
唐•五代、 北 宋の末迄 約千年、又遺 b 方が違つて居 b 、 理もない、故に絕對に否定す る 

夫から南宋、元、明、淸に至る八 百年が又異て居るが* 古 や學者 速中•か V 」う*してそ/ t な事を一 K 出*したかど 
是が則 日本の 寬永通寶 ビ 同じ遣り方です*是は私 * >* 推-いふ ビ 、第 一奈良朝時代は支那の 文明を檢入、して 居た 
斷故間違て居るかも知れません •或は旣に諸君の御研事ビ 、第二には 和同錢•か開元錢に似て居る事ビ.第三 
究濟いも知れません から 畧 t さして和同1:就て申]1 ま：；には長門方面に锗錢司を镫たのは支那に近いどいふ ^ 

す から 斷定したので > う 、.けれども奈良朝時代に支那の 
明治初年の古泉家は和同錢は B 本で初めて枏へた時は|一文明を輸入、したのは文學や、宗敎や*依式の^な方面38 
巧く 出來なかつた から、 支那人を雇て來て遺らせたら-の文明を主 ど* して輸入.したの •で、 製造工業どいふ方面 
巧く行つた、 則下手な出來が古和同、巧く出來たのがは其當時の输入ではない、其以前から M 入て來て居る* 

新和同 V 」推 fT した、是が存外深く古泉家の頭に染：勿論大陸盖由、」て朝鮮 t 來たので f うが、其當 
渡り •古錢家以外の學者までもさう信じて居らる、方時の口本人の總ての緒造の技術の上から見ても、和同 
•か澤山ぁ る、 けれ r も私は是は大問違だ S 思 ふ、 なせ開珍の一つ位出來ない VJ いふ事はなからうど思 ふ、 ヌ 
ならば當時の支那では和同の錢笵と同じ樣な遣り方を和同錢が開元錢に似て居るといふのは古泉家の見間違 
して居たのは五百年も前の事です*夫は王莽の時で其です*成程くらべて見れば似ては居るが失は他人の空 
仕事は終て f のです"如何に考へても支那人が五百似で•其間何等の脈絡も關係もない、 i 血緣鬮係は 
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ない、 夫から長門方面に鋳錢司を S たのも决 して 支那 
關係では ない、 是は錢笵を椿へ る 土が周防の鍺錢司村 
方面から產 する、 現に陶材 いふ 地が 在て 錢笵を 作る 
に 便宜♦か あるの みならす、銅山が澤山 ある、 又 九州方 
面には鍺物に從事 する 一種の勞働者的のものが深山居 
たから、夫等を使つ て 遺れば大潛便宜が多い、故に都 
を離れ五畿も離れて、長門に鴒錢司を置たのであらぅ 
思ふ 

扨錢型に就ての お 話ですが、私がい たづら 1:遣て見た 
經驗を申* し 上ます VJ * 何が難 か*しい VJ いふ VJ * 赤十の 
含で居る水分の蒸發 すると 共に型が 小さくなる から、 
是を縮まぬ樣に する のが一辨難か•しい、又考 へる VJ 此 
所に ある 錢型も 作られる 基本が/ i ければ ならぬ、 木 か 
石 か 金かの內 である、 就れ に、 しても五個か十個かは知 
らぬが 、和 同錢を彫付けた物がなければならぬ、是を 
假に原板と名付けて置く* 是から 種栽を取る、其種錢 
は V 」んな物だ VJ いふ V 」、從來古錢家のいふ唐銅で出來 


た揷錢ビは違ふ•私の經驗上から推斷した所では、軟 
質金屬、則錫ビか鉛 VJ かいふものから出來たもの•十 
中の八九 i で鉛でせう、今注き込で(|[く出來るもの、 

則石で あらう が金で あらう がょ•しや木で あらう が-其 
出來て居る錢笵へ泮込ど造作なく出來るもの、則鉛の 
種錢なるものを拚 へて" 一方赤十-を木の枠に® て (竪 
八寸橫六寸位のものでせう)支那では此土に白芨水ビ 
いふものを用ゐた さう だが、 〇： 本で も そんな事を 〇た 
かも知れぬが、是で表輿の型を洧へて sr 、 鉛製の稲39 
和同錢を(二十枚位で せう か) 蒔き付けて 塗 h こむ、 
此遘6方は砂型 VJ 少〇も異はない方法です、唯砂型な 
ら玆で穐錢を拔かなければ出來ない•か*錢型の方は玆 
で種錢を拔く VJ 水分が蒸#〇て型がひざく縮むから、 
钝錢を拔かすに錢笵を鼈の中へ入れます、私の實驗に 
ょる VJ 七の水分が蒸發 して 終る程度の熱では型の中の 
鉛は溶けない、夫から夫以 h の熟を加へると型の中の 
鉛の稀錢は一且溶 けて しまふ、夫から一定の時間を S 
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て®から出す•需が冷て來ても中は矣热い、饺が—でない•是は— 1& ら來て t の—らう • 
溶けたま、で居る、恰も地球の表面は冷て居ても其內いくら立派に美術的 {: 出來ても錢港では生產能傘•か拌 
面は熟•かある樣なものです、是が鉛でなければいかんらない、砂型なら錢港丄二 H 掛 b の什事を二時間か三 
といふのは、—いた際に唐®の糧ではとんな時間で出來气—は奮 SI の樣に何年掛つて 
に巧く 出しても翰郭文字が奇麗に行かぬ、鉛だミよ•しも良くさへ枏れば宜いビいふ譯にはいかぬ、生産能率 
ゃ殘つて居るも火へかける と 直く溶げ落てしま ふ、 か一一の反應がなければならぬ、ある程度まで 良く 描へ なけ 
う.して作 isf 今度は燒付 S に一稀の砂を衆-:ればならぬ•か、夫以上美術家が搶を描いたり彫刻をす 
て 置く是 を拂ひ落すにはブラシの樣なものでコスッて一る樣にしなくてもよハ'^同と®年には製作は劣ても 
掃除をする、古錢の表裏の鎌の棟な筋の現れて居るの；萬年の方が歎の多く出來るといふ點では技術上の一進40 
は此掃徐の跡でせう夫から穴を堀て笵を立てヽ貯て夫二步である*唐の開元は决、して錢笵で椿へたものではな 
へ鎔鋇を注き込めば通用の鋇錢が作 b 上られる銪上て一い* R 本の萬年以後のものも是は錢笵で出來たもの、 
弘」錢 ao よ開いては出さないで上から叩き壤•して出*し二是は砂型で出來たものといふ事は見別る事が？ I •しい 
たものら、 しい 夫は出來ない譯だ稀錢が錢港で出来て、薄る時に砂型 
和同錢の鋳造法はさういふ風ビ推斷 して、 扨萬年からになるのだから判らない譯である、此鉛の純錢である 
乳元までも鉛の種錢ではあるが砂型で錄る事にな々、*^いふ一つの證據は、=本錢の古來のものは堅に練の 
最初の和同は美術的で如何にも立派だが、萬年以後の一搛な筋が這入つて居る、是は鉛でなければァ、いふ筋 
ものは製作が劣るといふのは文明が遲れた樣に見えるのつくものでない - 
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夫から古錢家諸君にょく調べて頂き度 s は鐵錆の錢で 
ある、 中か鉛で Jb るか銅で あるか 分らないのか ある 
此鉛の稀錢は澤山なければならぬものだが、悲•しい事 
には鉛 V 」いふものは年月を永く持たないの V 」、始末の 
惡い事には昨日出來たものも百年前に出來たものも古 
色の上では見別る事•か出來ない、眞 M も是程鑑別、し {: 
くいものは ない、 其邊 (: 注意、して頂かねば ならぬ 
此長門の 鋳錢 司の起原の年代の定 b ますのは新和同古 
和 同の解决される一の標準で ある、藤 史には天平の二 
年三月に鋳錢司の事がある、周防の方もズット後れて 
出て居るが决 して 歷史の上では起原を知る事が出來な 
い、今此錢笵で錆る v すると、日に二十づ V 一 H I: 二 
百枚、しか出來ない*之を十回繰返.しても二千枚か出來 
ない、 1 R に二貫文ならーケ月に六十貫文、しか出来な 
い、一年中で僅に七百二十貫文の錢〇か出来ない•此 
難か、しい錢型の鋳造能力て十萬貫文の錢を鍺るには、 
騖く勿れ五十萬個の錢笵か入用 だ、 すれば兩面で百萬、 


此百奥が粉になつて飛で居ろ、若しも是を長門 VJ か周 
防とかで埋めて置いたとすれば、錢笵のビラミットが 
二つや三つは出來て居なければなら！ 2、 さぅでない VJ 
する VJ 此錢笵で疥へた和同開珍錢は詢 {: 少いもの(:な 
る、故1:全阈の古錢家の藏する現存數を調らベ、其總 
數と錶造年月 VJ の比例 VJ を合、して考へたならば^門の 
-鍺錢がいつ頃まで繼續、したかが推定されるご思ふ、是 
が新和司と古和同 VJ の年代を解決するに非常に必要な 
事でぁる 41 
以上述ま*した? ri - は唯私山緙驗上だけのお話ですから • 
他に有力なる說が出て立どころ(:壊されても更に沿城 
はない•古錢の研究は永久に間違はね VJ いふ斷一 K は出 
来ない、 順次新〇い說が出て來ろので本統の研究♦か進 
むのです、 今：：： 私が此所に參上、して rK 述さ〇て頂い 
t 2 のは、和同錢は支那人に桁へて貰つた VJ か支那人を 
傭て來て遣らせるビかいふのは根本から問違てゐるか 
ら、斯る事は甚だ大和 E 族の m 先に對•して氣の毒でぁ 
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福岡の瀬尾向陵君と大阪の奥平笠南君とは、本矜ょ b 
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(货幣第參拾六號附錄 ) 


〇東洋貨幣協會第貳拾貳回_:: f 々 l 

一月八 R の出席者及出品々評は次の如、し 


今泉忠左衛門 
小川 浩 
松平 奧 
山木右術 r'l 
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等で出品物は 
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久〇く土中せる爲め薄き铖鍺を被む b て、背の平地に 
は猶ほ砂土の堅きを附着.し-錢文端嚴なる中形錢な b 
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銅色 灰：褐古色' ni ^ 1; * して、 傅 tit の古色 ^ は〇き品な 
表に和同珍問 V 」めるを以て名稱 V 」す-背は猿猴の 
駒を曳き たる 關なり•克永期の仙^ 潘所鉛 に係る、跛 
寶览永 V 」錢姿•究狀£宵して、加之悄流彼地方に散見 
多き を 據 VJ . して、 然か いはる、 所な b 
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福井藩は V 5 : 文年間發行の銀札以來、文化文政天保弘化 
安政萬延文久：兀治鹿應等に涉りて紙幣を使用 L 、 煺應 
明治};かけて錢礼を出せ 5 、然かれども金札の發行は 
本" i を以て初€て兌る所 (:.して、 福井綿何所の發行せ 
るも0な5 


常平平二 ^ S 

B /1 


佐渡 


藤村太郎 



淡黃銅の折二母錢で 、背に 平二と ある、 平は 
棰記で、此邸錢は比較的介在少ないビいふ 
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加治木錢中の元祐類にょく似た靑味ある灰黃白の錢質 
で、支那錢の篆書 iE 郭 V 」 いへる もの (:を其儘に鍺寫し 
た、 所, In 九州の H 易錢に璐 する、 加治木錢後期の品で 
ある V 」見るを得べし - 


福井金赍朱札 
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古く火中•して後ち埋沒せし跡めり、當三錢の背寅 {: し 
て、至正初鍺の大錢なり、小平、折二等 H れも背寅の 
ものは*'在他に比して希少を常 VJ す 
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名古 M 


大石三千穂 


灰褐黑の安南明朱手に妬する奇文錢に.して、本品に類 
品の小差數 ili あり皆佳^のもの、みを存す 


光緖銅貨 


泰天 


古谷若松 


第二十九號の附録(:有穿耵内郭のものを揭く、本品は 
その無穿なる未成品なり 
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銅色帶紫白の至精^る二水览永の ii : 字錢どいふ、苋永 
十三年以前の所鍺にか、るもの VJ 傅ふ、然れども其製 
作や錢質の樣子ょり考へても•恐らくは览永の本座開 
爐以後の鍺造であらぅ VJ 認められて居る*.*>併し何の 
座に M するものであるかは、未だ定まつた証據が見當 
らない、二水永の綰字と稱する類ょりは、確かに新し 
き風姿♦か观はれる 

同上背一兀⑽1?1 槐野卯七 


古出土の古色鹿はしき*中綠錢の字文精秀な品である 
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端正頗る美しく、各部の總痕亦佳なり、萬治初期の長 
崎錢は其風恰も芝錢 vj いへるものに#辦し、此元费類 
の母錢は * 丁度延寶龜井戶錢の一鞀に製風よく似て、 
猶美明な b 


背元览永狹穿縮字錢の最人樣初鍺の雄美な母錢である 
小^の同：：§は啤々散兑するが-本品樣のものは甚だ少一 
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元朝1:特有の深黃銅色を顯はし、製作亦 M 野古朴であ 
る、所^廟宇錢_ •地し、同 Lltnt の形狀に大小數 M を有•し 
本：： i は其大槌 なる もの {: して、 字文埋れ て 醜なり 


天霊寶11徐轉 S 


淺田澱橋 



普 M の肥字にして*稍や緣澗きものょり、僅か薄肉で 
文字も瘦て居るが、同じ細緣の品でも*其拉字 V 」稱す 
る狹長な形狀のものより、優炎！！正で、恰も前提たる 
元の至大 M 奴のマ頭通細緣のものに、形こそ少•し小さ 
いが、よく 似て居る 
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宇野 
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銅色淡黃褐製作細緣至精、錢文殊に淸秀の佳品でぁ- 


銅色赭褐黑、細緣肥.- r {: こして、廣字黃迸の縱二本が他 
の同品と比して、稍や間隔が ある、 背の平地は淺いが 
輪郭共に整然 V 」、して優逸の品である 
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振瞽口廉東京 11 五五八五番 

帝國スタンプ研究所 

東京市下谷區竹 町 

本百種以上の品を進呈す0 

ぁり〇印刷實費金一圓御送-の御方へ對 して 特に it 洲戦卞紀念戦時紙幣と外國貨幣メタル並に各韆の見 
密に附 せられた る外國貨幣 II は本所にて月刊にて 同好者へ 發送の 準備 なれ be 詳細は H 人大目嫌に記« 
菊判七十六頁 |:百：り多數國入詳細邦文にて說明付きの大目錄に改正せられ非常の好評を博せ6、從來秘 

图圖入大目錄§»]1||?れて) 

一個無代進呈す)前金のこと。尙、購讀者の所藏品揭栽及び無代配本等の特點は H 入大目錄に詳記せ b 。 

な60每號送料共にて金二圓十錢、年極め金二十四圓(特に年極讀者へは拓本押印臺特製橫長形二圓の品 
內務省へ納本後配本す。配本の日の多少遲る、ことぁらんも、送本は書留郵便にて托送す安意信賴して可 
ザカテカス州、チファハ州等の金貨、銀貨•銅貨"奠鋇貨幣や揭載し邦文にて說明つき。 
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は拓本にて貼付し 讀 者へ配本す0第一號へは西曆千六百年代以後に發行せられたる羅馬法王領パパル州、 
第一躭は大正十一年一月下旬ょ b 發行し毎月末一冊宛外 W 货幣の珍らしきもの新ら•しきもの等を印刷又 
左行体にて月刊のもの本害を以て最初とす。 
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貨 幣 

『論 ^ 


(第參拾七號 ) 


〇齊六字刀の第四文字に就て 

■湘尾 向 陵 

揭 題の文字に就ては古來諸說あ5てまだ首肯出來る程 


の解說を聞かぬ今試に余•か解释を述べて諸君の批評を 
請ふ 〇泉窨 載する處の字胖は 

古泉 !_(!) M £ M (3); i ^ ⑷吟⑻ #5: 

績古泉匯1>?(7)提⑻碼£ 

吉金錄向陵 所藏 jg/11) 








:し塗 


•以上の書钵|:外ならす今仔細1:文字を分解すなに傍は f. ⑴灵⑶汗(3)三柯 あるのみ其他は減筆又は 作 

(第三十七號) 


滅せしに邊ぎす龙の三宇に相當する者を求むるに「長」 
宇に左の篆脒あ b て同字なり|£斷首するも何等異鎗を 
挿む餘地がないビ思ふ 
良 (1) 免 (2) 是 (3) 長字篆文 
次に偏の文字を見れば ( a :(2) ll :(4)±(2) 且0の四 種 S 
なる是亦長字の一部分に餸むる者あ b 

_ ⑴羁(2)最(3)最(4) 

(1) は形狀符合せ b(2) は直接符合せざれども長の一^^ 
なる^ は法字の 一部なる 去に相當 する 者に て 
iy 等の字で6る去の篆文は恰も長字の一部分 
に相？ 斯く分解すれば第四宇 
の長 字なる こ w 瞭然た 6 故に六字 71 の文字は 
齊建封長法货 

と謂ふ解释を得る〇長は短の射又大也で大法貨を意味 
する者で ある 頗る平凡なる解释ではあるが事*である 
から繼して以て饍紊の批評を仰ぐ 

以上大正十一年二月二十六日 


〇貨幣秘錄の研究 

花 林 塔 

凡世間でいふ秘事だの秘傅だの w いふ事1:ろくな爭は 
ない。大抵•牛凡な事に勿髏をつけて 宣傅 Lrz •か多い〇 
又「秘事は S &* の如*しどいふ諺もある〇ゎかり切た事 
柄であ b ながら朌り目の前遇ぎて見逃して仕舞事-®あ 
る秘傅 tf いふの1:なると一子相傅など、いふ御大潛な 
のがある〇是は自分が種々な苦心を*して屈竟到達し S 
たのであるから*容易に其方術を知らしめたくないミ 
らふヶ fo な1[見から出た事である•夫が爲め我國の藝 
術 T -. も*學藝でも相傅すベ>子の幼稚なる中 {: 夭折•し 
て*可惜貴重の研究結果が暗から暗へ葬られた事が、 
どの位あつたか知れ f 2 ものではない私も僅々三十餘年 
の 研究ではあるけれ V 」も*本誌に研究 m 吿を揭げるの 
は*斯道啓發の爲のを思ふがらである 
明治二十四年五月博文館發兌温知叢寄の第四編に集錄 
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された 〔货幣秘錄〕 にしてもさぅです 〇柳詧秘錄 だの 
何々嚴秘錄 だのビいふ書の 內容 は大槪空虚のものであ 
るから.して •私は此貨幣秘錄 S いふ名に 對 .しても*左 
まで多大の期待も持たなかつたのである 
所が貨幣秘錄を一績 ，して、 其餘 b に 金 座の內部に 精通 
‘した*き振 b に驚いたのである〇是は定めて金座の內 
部の人の手に成た*であらぅと威じたのである 
猶 夫ょりも此害の著者の硬貨 1:菊す る抱負の堅實な 
る•財政に對する®41の高遠なるに瓣嘆したので6る。 
其時ート わたり 鯓舉〇 た感想は 
第 1 記 事の 簡潔明瞭 

なるを非常の好戚を以て迎.へたのである。記事をテキ 
パキビ運んで行く畜き振り♦か氣に入つたのである0 
麋長から天保までの長い間の出來事を、 スラくと片 

付けて行く•ナツパ リと した寄き方に成伏したのであ 
る 

第二他書に見出す能はざる記事 

(第三十七 «) 


の多くあるも»しく見たのである〇則ち金銀 nm ^ の ie 
入。金銀吹立高の槪歎〇停止金銀引替殘高の記入〇大 
判の沙汍〇金銀分銅の記事〇出目の記錄等の事は*ぃ 
づれも金座、銀座ならでは知り能 U ざる事で あろ〇秘 
錄と C て他見せしめぬ具意は此處にある I 思ふたので 
ある。茲に舉げた項目の中には實際慕政の批評 V 」いふ 
ょりは失敢の指摘 VJ いふ樣な筲き力もあるから〇て、 
あな恐こ秘すべ.したのは尤千离と思ふたので 
ある 

第三編者の高論卓說 

が赛中に記されてある〇皆正しい見解である〇茲に其 
例を害き拔いて御覚に入れる 

按るに元祿以來替貨の度毎に品位を改る事は屢なり 
，しかど、都て輕重を亂る事は乾金の外絕てあらざる 
事な bo 後世同時1:行なはる、金銀品位輕重混淆し 
-て一方ならざる弊は•實に愛に基本と’せ bo 乾金は 
其位を古製に復せられん*>爲、暫らく攉に強はれ；し 
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ものなれば、後世の M 货と同日に蹌すべからす〇然 
れども輕窜混淆其實に適はざるの俑を作りし罪は猶 
免がれざるべし 

I は寶永の改鎢を論せし文です〇惡貨改造者を喝破痛 
11.したる大論文と見るべきでせぅ〇又 

御勝手御繰合の事は". JI 人及出の外更に別法ある事 
なし〇一 年の用は定額を立て正税を以て取賄 ふ V く、 
餘稅は收めて不虞の備とすべし0彼の税數を厚ふし、 
金銀の歎を增すの類は•小人 I 時の詭智に 出て、 君 
子悠久の至計にあらす 

といへ る如きは、寅に經濟に通達せる士の言といふべ 
きである〇此一項は簡明に税制の整理、備荒の貯蓄、 
通貨の收縮といふ大問題を、僅に此四五行の文字にて 
言 ひ 表はして居る。大正の 今日にあらしめても 立派に 
大廉大臣の戦責を盡 t べき程の人物といふ V きであ 
io 私はこ ゞ で古敍家よ一枚の銅片の奠»に、 m も又 
足らざるの麋態を演ずるを止めよ•大正の古錢家は亦 


是一简の緙濟學者たるを沄る>なょ|眼孔を大にして 
か/一ろ有益なる大文字を咀嚙せょといひたい。又 
按る r _ 吹替に付ての目出納を文政以來御益納 w 唱へ 
來れ是小人の上下を歎罔する辭な bo 其品位を 
貶{、其輕重を損•し、其歎を細か く^ ^ て、 益ビ いふ 
可けんや〇假令ば一石の米を一斗づ、分けて是に秕 
糠を加へ、各一石の數1:充しめ九分の.益あ b といふ 
が如し〇况や屢々改鋳すれば、其度毎に吹欠と稱し 
て消礫するもの少からす*其寅損ありて益ある事な 4 
•し。故に元文以前益納 S 唱へし事を聞かす〇今玆に 
出目納と記•して其實に隨はしむ〇是區々の稱呼どい 
ペども 、名實ニッながら失せん事を恐れて、聊か其 
辭を；▲す而己 

といへもは痛切に善貨を主張して時弊に抗せんとした 
経濟哲理に卓越せる識者といふべし、か、る大抱負あ 
るもの 、當時の金座呶に在りしとは實に驚き入つた事 
といはねばなりませぬ 



夫から此書は H 時頃出來だものかご、ズーッと見渡し 
ますと 

天保十四年癸卯八月十七 H 金銀吹替序 it の令あ6、 
此 H 金銀 tli : 上有高左の如•し 
どある日附： Si 一番最後のものであるから、是から考へ 
ると•文政、天保を盛1:過し•弘化年度あた b 迄勤め 
た金座の座人の著述である I 」推測 *>* 出來るのである 
かぅいふ風に此書を觀察*して見てから何か外にも特笨 
する事がないかと見通す VJ 
同 MIS 十九年甲寅長 W 芋 Mi : 銀座を設く 
宽政十二年庚申十二月に至 b 麕す 
といふの*?在った。早速〔長略年表' fss 0IE ^ l:L » t 切 

VSXS れし t の、明治二十一年二" f 爾一/: 'こ？、电 
v 出板、县崎蒔廳蒐輯、長井後行 < as •を P へて見ましナヵ洗 

石の年表1:も脫して居る〇しかし J 1- 附錄を M ると 
.^原廉 

といふのがある0一瀬川に架-:檻であ*〇〇芊原 VJ 思 
ふたら芊原であつた。則^冠..干でば：く下であつた C 
へ第三十七 «) 


長崎の地圈で見る と 今は薄原 橋と なつて 居る 〇此 橋の 

ある地に昔〇銀座はあつたので あらぅ 

又耳珍ら、しいビ思ふたのは 

寬文三芊辛 a :' s § 嫌日* 三 伴 (:元年の 誤りなり。後段1:寬文元年 
w - psii 与与3辛丑ょり養四年丙；^ まで 十六少年の 間鑄る所の 

. XJI 凡 S 九十*- b 貧文といふ記事の#)*〇 p r f * ^ > 
y 見ても知る ~ し。^.^は誤りなこ^都方廣寺の銅佛を 

毀ちて新餞を鎢る、裏に文の字を記す、世に是を文 

錢といふ0(寬永十三年秋田宗古に命せられ、江州坂 

本、 京都九條にて II る所の錢は今世に耳 白錢ビ いふ) 

.^ lm ^ l ^ Tl に文錢は則目方に隨ふて鎢5 

る故に品位輕重同じ 

とある京郡九條の一語です。金座の內部に精通せる人 
の書いた VJ 思ふ書•座人^らでは知5能はざる機密を 
書いた書5£すれば、必らす座にある記録を參酌して書 

いたと思はねばならぬ〇秋田宗古—一 M 都九條の鬮係を 

K らね JHi -ふら Q 大拥 -« の，享は別1:考，< もり0 
孩ナ#別|:1文4草1て播げんと彳 

近藤正齋の〔栽錄〕は、宽永錢研究家に革命を起さし 

めたいふてょい位に、重要記事が各種の記錄か ら抜 
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萃してある 0 就中 最古设家を 屈伏せ，しむる 程の記事を， 
止めたるは’ 〔餹錢 m 寶記〕 -であ 2)' 〇正齋も此記を 得て 
後"餞錄の編基方を全然更改*したのを見ても b かる。 
私は此鍺錢重寶記は金座或 a 其直轄座の監瞥官廳の記 
'錄 かも 知れぬ^ 考へた〇 ♦此本寄はまだ見ないから斷言 
は 出來ない •か 私の想像では監督官吏 あた b の害留では 
ないか VJ も考 へ 12のです。.此〔鱗錢重寶記〕1: 

京建仁寺並栗 [ H 口にても鎢錢あり"受負人郡司兵右 

術 門、 其始末いまだ詳ならす〇又肥前國1:ても鎢る 

ぐ、乏&ぼ泛李香哉日、 ft 事は 84 11私が「承 應禁裡脚 用錢」- 
吹人及始末未詳と？ふ一丈に？辱から拄•しは？ 4ん 

といふ記事がある〇京都の九條だの、建仁寺たの■栗田 

口だのと目まぐるしい位の餞座•か出て來た〇何か典據 

があるには違ひないが一寸考察に苦•しむのである。併 

しな•からいづれも確實な出所•かある1:違ひないと思 

ふ〇私は此九條といふ點は保留 t て後の研究に讓る事 

1する〇唯時代は直永期でない VJ 思ふ事を附加へて S 

きます 


扨私は貨幣秘錄を'*か.ぅいふ風1;見て居りまし^が。 
後年中川春布庵が古泉界を退く時に、私が典藏省今•部 
を買收しました〇其中1:寫本の此貨幣秘錄•かありまし 
た。此畜は大藏省の藓紙1:害てある。私はす ゞ ろ1:好 
奇の心を以て再！ T しました•か博文館本と少.しも違ひも 
ない〇さすれば博文館本も此省の轉寫本から出たもの 
であらぅ 〇と思ひつ/ •讀終 h ま.したら卷末に朱齊きで 
容易ならん寄入 b があるのを癸見しました。今原害の 
裰採錄して御覽に入れます 
本編は元と租税志辊篓掛の藏に係れり其編者の姓名 
を詳にせざるを以て同掛大類氏に質せ*しに佐藤次郎 
右術門なる由回答せり 十八年八月 i 1日誌 
本*は固と正副二删(本のま、)に蹐寫せり其正本 
なる者は II きに 簿害踝 1:交附す此卷は全く不用に« 
.するを以て後來貨椎(本のま ゞ )編輯の*考に供す 
る♦か爲め宅下す 

明泊十八年八月二十二日校了 



これ ♦か原文の儘です〇果然私の推測は的中しました。 
是を以て見れば 

貨常秘嫌は金座々人佐藤次郞右術門の著述 
である 事、 疑ふ所がない 

然に水原君の「寬永浅草«座に就て」の御文中には r 妄 
挺の*」「餘6見識のある人の作ごは認め雜し」ビー 
蹴せられました〇其御非議なさる要黏は、此書の中の 
何れの箇所かは知 b 能はぬ事ですが、或は「京都九條」 
どいふのど「耳白錢 VJ いふ J i ある二點から*輕々に 
評し去られたのではないかど思ひま*したから*此稿を 
起しました 

又氏の御覽になつ f ? 貨幣秘錄は M 人の所廉かは知6ま 
せんが〇も〇博文館本であつたなら-其「解題」に 
此窨德川氏關東に遷〇し以米金銀鲖の三貨幣に調す 
る事を類聚畧說するものに•して其雅の所著なるや知 
るべからすビ雖窨事天保十三年[:止ときは水野越前 
守執政の時將に火に#^する所ならん i •して勘定所 

(第三十七8 


に命じて編述せ•しめたるものならんと考ふ當時の有 
司岡本近江守向山源太夫等の手に成るに非んば恐く 
は此簡明核壶を得•へからす寅に一部の貨幣志といふ 
て可な b 後來編する所あるも必此寄の體要を得たる 
に及ぶ可からす後世德川氏一代財計の大體を知らん 
と 欲する もの 此番に據て以て之^詳にせば必らす大 
に稗益する所あらん * T 

とあ b ます〇此解題中の「天保十三年」ビあるは十四 
年の記事のあるのを見落したの VJO r 勘定所に命じて7 
編述せしめた6ものならん」の推定が、暗中摸索の S 
b である二點を除けば、此書を賞賛する事は私以トーで 
〇^ま^〇?し|〇»〇|〇 だの、 ^〇^〇»〇か 1〇0〇 你 
ビは想め難•しビは評*しませんで•却て r 此畜に嫌て以 
て之を詳にせば必す大に稗益する所あらん」と推奬し 
て居^：'ます 

此「解題」の笨者は御存じかは知 bi せんが 
水戶の碩倕內藤恥叟先生 
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で"儼者中の經瘠學者であられた事は當時天下一般の 
認むる所で在うました (完) . , 


〇再び和同開珍に就て(承前) 

韻泉散史 

次に君は和同開珎の錢文は、人の親睦する意味の古語 
にして、この事は先蜚今井風山翁等の露骨 {: 稱道6 • 
其古泉大全に記載したる如くなる V しビ言 はれた 6 依 
て古泉大全を見るに日く 

陰陽和合義古者講天地渾沌理者替之於人身妊孕發生機 
能公言生殖器不撺甚者模造以3^於上坐又爲歲旦贺飾渐 
轉耆隖莖正面俗呼謂妙理寶珠之玉古寶貝亦象女陰又以 
開爲名上已節以餅象開稱御形後世更男珍又閛珍出和字 
解男根日閛又偁意窬升鍵瞻月令註 _ B 鍵牡閉牝究意不他 
牝牡和合之義也故慶應年間若水戶藩所銪四當班錢醜態 
是極雖然烈公' Jfll 意.®和餺開珍也抑唐高祖武镰四年,« 


開元通寶固非年號與和同開珎意義相近時期亦同後跸九 
十三年間開元爲年號而正當我和同六年事跡太符合亦+ 
奇哉云々 V 」あ b 

風山軒の斯の論*和同を以て陰陽和合の義となすは、 
後世の六條錢と稱するもの以來、俗間に和同閘珎和同 
男珍其他陰陽錢等の發生せるを見•且つ氏が東北地方 
民間に男女の生殖器を银拜するの風俗あるを知りて、 
立論せしものなるが*是れを故人に聞くに"風山軒は 
頗る好色爺な b しものに*して、各地の巡遊 U も娼婦を8 
近け0事往々あり〇とか•故を以てか生殖岽拜陰哚錢 
等の事は頗る氏の意思に投合したるもの、如く*遂に 
和同開珎の義をも男女和合の意に牽合するに到 b •しビ 
な b * 案する U 和銅年圚前後に於て•男女和合の意を 
以て和同«の錢文を爲せりとの証は一も發見せられ 
ず、唯是れ風山の附 曾す &のみなり、風山軒は進んで 
唐の歐陽詢の開元通寶の文を制するをも男女和合の困 
內に抱合せんとせり*其條理なき知るべきのみ、深蒙 
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庵君の說は全く風山軒の譫を嵚拜せられたるもの、如 
し*斯の如き僻諭君の共鳴する所となれるは奇なる哉 
ビいふべし•然れざも是れを沈思せよ*此等の論は唯 
後世の害錢顛に男女和合の偶意あるよ6追想せる淺薄 
の見解なることを*殊に見よ、風山軒は四當の i 錢 
を烈公の路く所となるなぞと論 t * るは亦滑稽ならす 
や、氏は危く烈公をも自家好色の侣伴たらしめんとす 
るもの、如0、氏は唯後世俗間の鞾風を見て•之れを 
上代一國鳞錢の上に及ぼさん W せるに通ぎ t 其異理 
なき事識者を俟つて蠢るべき1:あらす 
次に君は元明天皇の和鋇元年始めて置かれたる催！！錢 
旬を解して*旣に普通鋒餞司は長門に1)〇•之れは京 
師に置きて銀栽を請負人に11造せしな V き官な b と猬 
はれた b 、 此の說の如くなれば和同の銀餞たるものは、 
後代德川氏の頃銀座の如き受負人ありて«造したるも 
の VJW るな〇ノ和鋦元年に銀栽鳙造の請負人ありし w 
は*愛に君に於て初めて II き得たる奇說なるが、惜む 
(弟三十七癘) 


らくは未だ か、 る者在し W 等の a 據をも#見 •し得ざる 
なり 村が一片の浮說のみにては 素ょり 採用すぺき限り 
にあらす*殊に催鎢«司の催の宇を催促督勵の義ごせ 
られたるは大なる誤解な6•催の字は催促の二字連續 
して初めて督促の意を表はすものな6、單1:催の字の 
みにては詧促の義は殆ん VJ なきもの ビす こは、曩 に 余 
轚の說ける如く實地に催 J , すもの* 即ち 實際の鲭錢司 
e 見るを允當とす可し、殊に和銅元年民間に鋲鍺錢の 
事を請負はせ. しな ぞは* 全く 後代の事を知れる人の追 9 
想に止まるなり 

次に近江國に令して銅錢を轎せしむるの語あるを以 
て V 亦請負錢座の如{解する人あるも是れ亦後世の請 
負栽座 VJ は大に趣を異にするな6、旣に近江國に令す 
ビあるは、近江の國司應に命令するものに〇て、决.し 
て或る請負人に命令するものにあらす、即ち近江國司 
を•して薄錢司の事を行ばせしめたるものな b 
君は又五月壬寅始行 銀！ Jg の始ての語を、我朝に於ける 
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始めての梧にあらすして • IMIfiE 司に對する始めての 
语な bvj 言はれたるも*.大なる狭- CN な b * 若し君の言 
へる如く•是ょ b 以前に1娥酱6りしならば、其時 
に始めて銀酱を行ふの梧なからざ &V から t •拭に 两 
ふ"果して何代に其事あ b しや、蓋し其事斷じてあら 
ざるなり•是れょ b 以前の銀觎は•若しあり fzbvj す 
るも决して¢111のものにあらす、故に愛に始めて 1 ttt 
供 栽を 行 ひたるな司に#する始めての語と 
稱する釦きは、徙らに理屈に走りて却て具象を誤れ6 
ものな始行鋦酱の件亦同じ•和銅元年以前に和同 
の嬢鋇錢なき事は"此の項を玩味せば自ら利然たるも 
のな b 

次に君は河內 H にて镢餞を 鑄せ しめたるに 稍 良好なる 
成跡を*げ得たれば云々と述べられたるがノ河內にて 
銀酱を11 - T 2 るこビ何の|£蹟4)るや*宜しく實証を示さ 
るぺきものな b 

又和銅元年七月の頃に逭大菁司は M に銅供をも帝那附 


近にて傭造せしめん w 云々 w 言はれたるが*果して然 
らば元年には催鏞錢司ビ逭大擦司の二官京師は在りて 
重〇:に錐嫌を取扱ひ代るもの、如くなるな b •斯炉る 
奇怪なる11度あ b しビも信すベから t * •宜しく其實証 
を擧げられたし 

又君は八月始行銅鋟の銅錢は、河內國なる轚«座にて 
«造したるものな 6 VJ 首はれたるが、是れ又河內鏞造 
たるの事實を容認し難し、相當の証據あ b や如何 
又君は镢餞の H 四個を揭けたる以外は • 隸_不隸開に 
拘らす私鎢のものな又古设_以外の銅錢は鋲錢麋 
止後の？！$11な bs 斷定せられた卜、然れども君の揭出 
せられたる MH 以外に鑲銅の古和同錢尙歎稀あ b •其 
»作に於ても必すしも右四種以外の物が劣れち ビのみ 
謂ふ V からす•君が It 四稽をのみ§?し•其以外を 
私！ Is せらる>の理由を知るに苦しむものな君果 
L て何の雄ありて斯<官鶬板鎢を區圳し得たるや而し 
て其範圍は四種に限定せられたるも、夫れ等の古和 P 1 
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錢ミ 薄す る ものは•和銅元年1:始めて！！造せられた b 
の事は"君の說も 亦余 tt 0 脫 VJ 鬨 一のものなる事を 
知り得た\嚯君の說は一方に&門錢の新和同«なる 
ものが、數年前なる大資元年ょり11られた hyj 稱する 
差あるのみ*然も君の其耽たる殆んど何等の 根雄な き 
ものたるな-^ 

而して又君は和銅二年の詔敕に向者碩供錢以 H 栽 - * 
又銅«並行の語に依 h て"銅酱は銀栽 VJ 共に通用せし 
め、銀 ff は前のものを廢 C て新振餞を發行した b ?£ な 
るな b * 然らば和词两珍«は和銅年 M に始て»行せる 
ものにあらざるを褢畜したるものな即ち余の說に 
赞成したる詔捂ビ見て過言にあらざるべし、果して然 
らば從來の歷史家及古酱家は*余以下の！ WR なるか* 
將又其事1:不熟心なるかならざる•へからす*従て先輩 
の言は萬古不滅の如く考へ居たる彼の弄鋟者嫌、乃至 
は先輩の|»見に附し雷同せる古 M 家の111れさ加 M は" 
憫然ミ云ふも愚かなる•へし w 云はれた6、然れども是 
(第三十七 •> 


•れ亦若•か slft の居を誤解せられたるものな6、供蕺を 
碩.して以て前较に代ふとあるは、始めて和同の銀錢を 
行つて前の諸々の私！！«外來錢の類に替へ大に幣制を 
策革せしの謂ひな b 、 豈に銀和同錢を！！て前の銀和同 
錢に替ゆるの謂ならんや、一旦官嫌の銀和同酱を發行 
して舊«を一掃•し、績いて鋇の官鲭和间餞を發 V した 
るの詔文な6、君自ら之れを誤解せるを知らす漫りに 
世の歷史家古錢家を誹謗する事の如何にも見苦しき V 』 
惜ひ k のなり、且夫れ和同開珍の文說の如5も、君旣11 
に風 III 軒の糟粕を嘗めたるを自白•しつ、、尙人の驥尾 
に附する V 」笑ふべき理あらんや 
次に君は近江鎢錢所の開爐は和銅二年八月後な6可し 
と言はれたるも、又首肯し得べき何等の賓証な•し*此 
の說に對する栩當の証蹟を示さ ゞ るべからす 
次1:第參拾貳%, J 01 降の說は、和同錢の鑛期に RS 繫なき 
を以て暫く之れを論せす、上來記す，0所のものを以て 
君の和固錢傭期に B する論說は批評し*.した-'と考ふ 
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な b •尙君の_を求むる點は多々?) b * 然れども余 
は君の原理ビする所のも.のには遂に執るべき何等の檟 
隹をも見出さ ゞ るなり 

次に余輩は無文钱に就て少•しく述べん" II に韓國發見 
の無文设を K したる•か"是れビ相似たるものを我邦に 
ても發見されたり、即ち山口縣玖珂郡新庄材發見の物 
にして、同縣熊毛郡平生村弘津史文氏所廉のもの是れ 
なぅ、此の品は曩|:後藤泉々堂ょ6鼸誌古錢に報吿せ 
られ、又其内の幾部は去る大正十年十一月二十四日 sf 
寺なる本山邸に出陳せられたるを見た6、和同開珍錢 
の少許混在せられありたるを以て、成は和鋇頃の無文 
餞ならんとの說あるも未だ首肯する事能はざるな b * 
就中薄き銅板を粗なる m 形に剪作•して•中央»:小孔を 
穿てるものは其製作に於て鞞圃發見の無文錢中剪作せ 
'る ものに酷似せり*即ち知る可•し此の稞のものは日韓 
共通のも.のなるなる事を•今韓固に於ける是等無文錢 
の年代を考ふる1:•海東* W 三韓等の猪 II ビ混在 1 r •る 


を以て•高麗患宗明寒王朝の前後 W 見做〇て大差なき 
もの、如し即^;邦に於ては堀河天皇の頃なるべし • 

我邦に於ての其頃•の史實を得ざるも、四條天皇の朝に 
左の記事あり 

侍所沙汰篇に日く、延應 7 C 年四月十三日の下知狀に錢 
切事伺伺搦可被下進關東 VJ あり 
又吾妻鏡に龜山天皇の弘長三年九月十 B 丁亥、切錢事 
-^■3 沙汰近年多以出来之由有其聞、自今以後者用切 -« 

事可停止 之、 存此旨普可令 T 知之由被以左典厩等云云12 
其狀云 . . 

切錢事右近年多出來之由有其聞、於自今以後者、用 
切 餞 事可 停- It 之•存此旨 普 可令 Tt 之狀依仰執達如 

# -_ー レ=一 . 

弘長三年九月十 H 武藏守 

相模守 

加 賀前司 殿 

とあり•吾妻嫌要目集成に日く •切酱の事文面は通用 
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の li に切れ4)るこ VJ の樣-見ゆれども•切れ小判 i 云 
6-るビ違ひ、 IJ ] れ鉉と云ふことあるべからす•然れば 
钢を切て錢 (; 准じ、切錢ビ唱へ漫に通用せしや"難慮 
又難解とあり"要するに前記の錢切、若く a 切錢なる 
ものは*從來未だ如何なるものなるかを考へ得ざりし 
も"吾人は愛に山口縣下發見の剪作の無文餞を以て之 
れに宛つる事の尤も允當なるべきを思ふなり、而して 
韓國の無文錢に比しては年代少しく降れる如きも•延 
應弘長の頃は該切錢なるもの次第に增加せしを以て、 
即ち停止の令を下せしものに*して•其以前ょり是等の 
切錢なるもの存在せし事は想像に難からす、昆陽漫錄 
に日く •庚畜に云々兩京錢有鵝眼古文絹錢之別每貫不 
通三四斤至剪锘而綣之云々、又同書に云く •雉葉皮紙 
皆以爲锇とあり•然れば唐に於ても剪作せる無文の錢 
貨を混入して使用せ L 事あるを想像す v きな b •果■し 
て然れば和韓唐三國共1;此の穐の無文錢あ5たる事を 
誌むべき•な又同時 {: 發見せられたる銅の小方片は * 

(第三十七*5〕 


如 MI : 之れを善意に解釋するも•到底錢貨に使用せし 
ものどは思はれ中*又同時に發見せられたる土錢|:就 
て考ふる|:-筲て東京古泉會雜誌第二十二號1:故岡材 
穠芳園氏の記せる事あ b 日く" 土錢之事伊勢八兒王直 
高隨筆中|:、延喜式大殿祭の脩|:、总部取玉懸殿四角 
一と、あるを、後1:は十錢に更られた江家次第大殿の 
-如條1;は揷土錢(以糸貫之)とあり"今の土錢は深草 
-燒にて、•餞の如く穴ある物な>、•中臣ょり調進す、木 
-綿を付て白糸にて繫たぅ*淸凉殿の內の所々1:釣るな13 
b 云々、この記事を以て考ふれば我邦中古にも土錢の 
使用ありたる事を想像す V きな佴 L 夫れ* >* 必すし 
も通貨としてなる哉否哉は明かならす*而して唐の頃 
にも亦土！ K 使用の史實あり•古今栽略に日く、右劉仁 
恭錢未見舊五代史日劉仁恭以瑾泥作栽定部內行使盡 i 
鋦栽於大安山巔鑿穴以觐之とあり、 111 ち五代に於ても 
一時土錢使用の例もあ b 、 以上の事*を總合して山口 
縣 T の發見物を推敵するに、少許の和同錢あるを以て 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


時代以抝のもの wfe 其すベからす、同時に發見せられ 
たる- f: 雄 11 未だ -Jt lr 物を見ざれば確論*しIIきも其形狀 
等にょりて見れ a 平安朗頃の物たるを想像し得可し • 
芡此9處ょりは奈良明期の»ビ見る*へき古瓦を發見し 
たる事あり VJ 云ふ•奈良期頃に建造せし古尨の埋？ 
るには*少なく w も歎十年乃至歎百年の後ならざる•へ 
炉らす•彼是金考すれば•該發見物は平安明中期の埋 
沒品ビ見做*して大差なきもの/•如*し 
次に古 C 京都 m 近ょ6發見せられたる！！文銅饞一個あ 
b •こは往年中川近禮氏•か其理厲箱に*«せられた6 
ものにして*現品は今三上花林洛氏にあり•他の東北 
地方若<は九州方面にて往々發見せらる、無文錡に比 
して一層古く*1を濂れるも製作端正にして、其銅 
霣を熟視するに*隆半永寶の或物1;頗似する所あケ、 
金轚此の物を以て直ちに和銅资の無文 a な6¢は斷定 
し難きも、少^*くも半安明期の無文錢な4事を B むる 


f 

次に乂花抹塔氏の藏に•上野 B よ々發 M せちれたる鉛 
栽二あり、一 lr 群馬郡倉質野町大應寺古墳よ h 發見せ 
られたるものに.して•恰も深薇庵 W . の引州せられたる 
韓，國發見の振王と酷似す4ものなり*目方十匁八分6 
bw 云ふかの銀玉を•しも雄 W 謂ひ褂ば•無論此の鉛玉 
をも使と稱•して可なるものな一は II 坞郡岩鼻町綿 
貫古墳より發見せられたるものにして*目方三匁六分 
あ云て*此の方は•中坦 (: .して外 ii 方孔尤も雔を連 14 
想せ0ひるに足るもの7り、前者は成は粉«ビ稱する 
には尚不充分するも*後者は正、しく無文紛錢ビ 
稱•して可な.るもの：：'卜、但•し此の二品は II 然たる年代 
は 知 きも其古色等よ b 推しても•奈良明 №1 後の 物 
たる 事を想め 得べきな b 

以上列記する所の答 fi 無文«は、余輩直ちに以て和絹 
以顱の無文餞な b ビ斷定せざるも-是等諸穐のものあ 
るを以て推せば•和鍋年間以前に於ける我邦私*の錢 
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货なるものは無文錢たるべし i の余輩の推定を傍證す 
るに足るもの VJ 信す *0 な-^ 

次に又柏木探古樓の上代鈑金考に紀されたる•飯金钣 
嫌なるものを見.〇に•何れも長方形の®にして*飯金 
は長さ一寸五釐澗五分五着厚一分重七錢七分五厘と注 
され、中央に少さく嫌にて M ちれたる一兩三分の四宇 
あ-^飯銀は長一寸五釐濶五分七 S 厚一分三潼重五餞 
九分弱ビ注され、中央に少さく錐 U て鑿たれたる！兩 
一分の四宇あ5斯の如きものも成は通貨 wo て使用せ 
られた るならん* 同時に發見せられた4錢貨は和同离 
年神 功、 及び少許の两元通寶なれば其年代を推知す V 
き^^> 

次に古和同錢に就ては•深藪庵君も和銅元年镛たる事 
を睇められたるもの、如〇*但し树一方に於て長府鱗 
造の新和间餞を以て大寶元年頃ょり两鎢せしもの VJ 稱 
せられあるも*首肯し得ざるものなる事は前段旣1:之 f 
れを論 Tr 凡そ斯 so 称！！ - i0 »°. t0 . tosov . f 410 
(第三十七11 1> 


年 #?！， 等の 铉士混合® 見せら る、ものあるに*獨り古 

10.^0000000000000000000300 

和同ご稱1るものは是等の他の餞文のもの i 泥在しあ 
りたる事を聞かす•單に少歉宛獨在せるものを發見せ 
らる > のみなり*此の一事を以て t るも古和间錢なる 
ものは必す多少前期にある事を認むべきな而して 
古和同中の隷開と稱せらる、ものは、從來古和同と新 
和同との中間通渡期の品ビ目されあれ、余輩其錢質を 
見るに*飱んビ新和同に近くして、其文字の古和同錢 
に類似するものあるが、故に從來の說を是なする 
ものなり、若深藪庵笤の如く新和同なる物が和同以前 
ょ6ありたりごすれば此の隸開和同と？る*渡期の 
ものを如何に驗着せしめん VJ する哉*成は是れ民間私 
11品な bW して一螂•し去らんも知れざるも•然れども 
此の隸開和同餞中1:も*製作婧正に•して一槪に民間私 
鏑とのみ見俄す •へか ら ざ る もの i ) り、 要は各人愼重な 
る研究を遂げ•其言勘を苟くもせざらんことを之れ祈 


5 

1 



、次1;余輩は fil : は和銅年間和同两珎 # 行後も埘私鶴の 
もジは無文鈸なるべしと論じたるも、爾來種々研究の 
結果此の點は少，しく訂正すベ，ぎ要を認めたり、何£な 
れば和同萬年神功等の餞1:耽て其多數を閱覺せる內に 
は、製作甚だ不整なるものあれ•一見して普通の通用 
錢を取り來りて*直ち1:之れを母錢に使用し « i 造せし 
i 認むべきものもあり、是等の粗粟品あるを以て考ふ 
れば、一旦官鎢の铁貨發行せられたる後は"私傳餞に 
も幾分有文のもの發生せ b ど見做すを允當 stv f 
佴•し當時私鳙敍の全部が有文のものなりは斷定する事 
能はす*唯其內の幾分は有文の私 II 栽もあ b しなるベ 
しと認むるな^' 

次1:余輩♦か ft に愚見を發表せ〇に*•し、兩三氏ょ 
网を寄せられたるあり愛に順次之れに答へん 
安藤游仙堂氏の日く •元明天皇紀二月甲戍始鐶催鶴® 
司云々の文中余は催字に殊に重き S く者^卜、催字は 
促の意迫の義にして*是迄鎢錢司なる者は存じな•から 


其實皋がらざるを以て催促するの義にて、催字を特に 
冠せ 〇にあら t * やと 推す 今な b 云々 £、然れ ども こは 
前段に論じたる如く、催は「モヨヲス J I: て實催雔« 
司と見るを允當ごす可し、即ち和銅年間以前の薄錢司 
は•决して«際の鏑錢司にあらざるは同烕な y ごす 
次に和同とは和銅の年號に依らす、穂井田忠友は財用 
不乏民以和同の文を採りしならん i 唱導せ b 云々、 勿 
論此の說は明治以前ょ b あれたる事は余輩も知 S 所な 
るが、然し其頃は未だ和同餞を以て和銅以前の鍺品な 16 
りとの 論6 b しを知らざる なり" 故に余輩は和同錢 を 
以て和銅以前の所籀とするの說は明治の頃ょ b 起 b * し 
ものな bvj 云へるな b * 乍去余輩の寡聞なる此說も肖 
明治以前ょ5ありし哉も知れす、老.し知る人あらば乞 
.ふ高敎を恪むなかれ、且余輩の言辭足らざ b し點は謹 
謝する所な^' 

次に開字は女镳を頌するものなの說は、往年同鄕 
の友人某氏が•或る (9 筆本にて見た bi て余に示墩甘 
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られし所なるも*惜むらくは蠤人飫に逝きて今其出所 
を知る事徒はざるを遺铖とす * 而して風山軒も亦其著 
古泉大全 、. 並 {: 風俗霱银所載の泉話等にて•開の字は 
女體を示すもの；：！-る事を詳說せり、其說盡く執る Y か 
らすとするも-少なくとも開字 r 女德を頌するの意あ 
ることを傍證す Y きな -^ 

次に珎は說文に致也 ビ あ 6、即ち 珎は赍の S なり、寶 
の 略な b とせざる なり、 故に 余輩は 琛の字 を 以て衩の 
意なり -^ M せ . しなり, 珎の字を以て寶の略 ビせ ば、 一 
方に同を以て銅の略と する に對し 尤も有力なる引證な 
るも • 余輩は其强牽に流る、 を 恐れて斯く論せ V 」 りし 
なり 

次に僧尼 令 集解和同元年正月二十；一日の太 政官所分云 
々、其性質ょり云へば成は公文畜と目す v きもの ゞ 如 
し*然れども公文書に和銅と書.し*或は和同と嘗する 
事は有 b 得 •へからざるもの なれば、 或は 傳寫の際誤れ 
るかも知れす*唯當時の人士の 筆と，して-和 同 元年と 

(第三十七 


記しある事を以て當時其風 fj あ6たるを引15せしもの 
なり*之れを私文書 VJ 稱せ•しも•又佘II立論の純潔を 
期せしなり 

次に開基勝寶の文に？は' 余：^に大 なる祝ぶを記 
せり"是れ全く佘辈粗忽の致す所深ぐ諸士 に谢罪す 、 

即ち孝謙上皇の御法號を勝滿どせ.しは全く誤りな6、 
勝滿は其父帝たる^武天皇の御は名，.；？ り* 孝 謙上皇は 
正•しく法名を法基 A - 稱 せらる •而 L て其 fjc 名の 錢 文!: 
姐は il たろ點は動かすべからざるなり、即ち開基の基171 
は、 即ち法名の基な 6、 開は即ち其女德を頌〇而 して 一 
法名の某の字をも用ゆ.其 ^ >R す*へき货幣たる事は論 
なさな 思 ふ 1:此の金錢 なる ものは其错造も僅々た 
るものなる可し 

次に吉備公祖母失人 (妣掲 设氏に あらす) の^ょ b 發 
見せられたる古和同錢ば*獲 (- は 骨藏器の 中 *: あ b た 
る 如く說きた る も、是亦佘輩穿鑿の足らざりし 所たり、 

右 骨藏器は元祿年間に發堀せ られたるものにして•古 



和同设は骨廉器を納めありたる班赛揉の大甕の中ょ 
6.、明治三十三年に再度の調査の際發見せられたるも 
のな b 

而して他に大和地方にも還骨 i 共に和： g 錢を納めあり 
たる 例は ある も、元來是れ は 骨藏器の外に於て共に埋 
藏 せらる、 を正式- yj するもの、 如し、即ち是は飯含の 
禮と稱し、支那にも古くょり行はれ たる 所^ 卜* 彼の 
後世の所謂六道||ごは少しく其趣旨を異|:する&のた 
6•文献通考にも此事出たる由"榷弓に飯用米貝弗忍 
虛也不以食道用美焉爾とあり、司馬溫公の t 儀に、又 
陳飯含沐浴之-貝於堂前西壁下南上錢三實十小箱檀弓日 
古老飯用米貝弗忍虛也飯用貝今用錢猶古用貝也古禮諸 
侯飯七貝大夫_五士三大夫以上仍 i 珠玉錢多旣不足蛊又 
口所^容珠玉則更爲盜賊之招故但用三銭而己と*り、 
卸ち古へは貝を用ひ•後钱を用ゆ、其起原古きを知る 
可し*吉儀氏は世々地方の大族にして、其家に文學の 
素養*6しは歷史家の均0く抵むる所なり•吉備異備 


公の後に大成せしも决して偶然にあらざるな卜、故1: 
迅く懦道の缠を以て葬送の事あ b しものな b 、 反對諭 
者も旣に古和同栽を以て和鋇元年箱たる事は略認めた 
る如くなるも、此の吉擗氏の古填ょり發見せられたる 
錢 については>囊 J 記せる所少.しく相違せる點し 
を以て愛に改めて論述せ•しものなり、此の納骨雅1:和 
銅元年十；月二十七： C 成の銘あれて古和同銅錢の共に 
納めあ“たる in は•古和同銅 f { の元年に存在せ し 事の 
動かすべからざるの實柑なれ 

次1:瀬尾向陵亭君ょり、三年正月丙寅太 f 献鋇錢云 
々に對し•右貢献せ•し t - JMn は有文錢な6や無文錢^6や 
の質問あ b •余藏案するに當 昉太 f 方面は、 韓唐等 
交通の街 !:當ヴ 、大陸の文物を傅來するに尤•使利の地 
位にあり、我邦(:於ては比較的進步せし地方 f -'* り.殊 
に 地方« と—- ては尤も^力に•し r 重要の位置«;ある太 
f の献錢に•して•無文のものなりとは想像し得す* 
播磨も亦東西行通の街に當り、且つ京畿に近き所なれ 
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ば*比較的進步したる地方 i 見るべきなり*故に此の其後熟考する|;、該周防發見ビ稱せらる、«型も近頃 
地の bs 靡よ b 貫献せ.し鲅貨も無文のものなりしビは認長府發見^&事に多少の II 念なき事能はす、自ら其 t 
め雕し、以上の理由によりて余輩は太雳嚣ニヶ所 f 得るにあらざれぱ如何ビ 4 じ難きなり-余輩は 
よ-^進献ゼ、し錄貨は、有文の和同開琢錢に〇て*中央愛に暫く實箝を得る迄は周防齒錢司發見の和间錢型あ 
政府錯造の正貨に對して餘-〇遜色なきものた b •しならることを主張せざるを允當と恕考す、简上幸に之れを 
んと考ふなり、但し其書體等の委細なる事は考へ得ざ 11 諒せよ 

るな卜 ：一次に和同開珍▲下し*珍と資间._なれば云々に就 

次に周防發見 S 和同錢范あ. 〇 や V 」 の質疑あ6、余®往-て、余輩は和同開 ^£ なる事 ^知る も，和同開 ^ 〇 なる 事 

年中力近鷉氏が周防鎮錢司址賙査の記事に よりて 间地一| を知ら t -、 要するに和同開 1 と 得せし ものを•印刷の 19 

の春日赴に和同 I ある事を知 b 得たり、次に—春1: I つて^〇の宇に誤植せられたるものなるベへ余輩一 

泉堂 氏の 許に周防 f の 和同型。る もの 來 りし 事め： 一斯 論に 於ては决•して和同開珍基した る f し、幸に 

--、同氏の日く、都濃郡富田村岡田 半香墨へ る人-.; | 之れ を禁 せよ-然れ ども 六書 通を見るに、 g の部に 

周防鍺錢司村より發堳せし和同敍型を持來 <:より 購入-かあり、或は同 宇たるものならん 

せり、年月は確かならざるも明治三十八年頃ご覺ゆ*次に又開の字に就て質問あれたるが、こは Htl 段游仙君 

其人は確實なる入なれば事實と信すとの事なりき に答ふる項に於て承知せられたし 

以上の！ WI : よりて余輩は周防鳞錢司村癸見の和同錢次1:熊澤蝶外氏の述べられたる孝謙天皇の法名の相運 

型あるもの i 信じ #»- 之れを記述せ，しなり、然れどもも旣に前段に於て之れを榭せり、爱に重ねて氏の厚意 

(第三十七*0 
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を 謹謝す (完) 

〇水戶背卜字錢の鑄造年度 
及び鑄造地の研究 

花 林 塔， 

水戶藩鏢背卜字錢の ef 究 U 本誌筘二十二號ょり筆を起 
して第二十三蒙及第二十四號の三號に渉りて其小錢の 
實質を fir じ*第二十五 tt 及第三十一號の二回に其當叫 
錢の實體を說きた¢0是にて今日まで吾人の實見した 
るもの、總てを解說し盡•したれ ども、 廣大無邊びる研 
究海の事なれば、我等の海圖に漏れたる暗噍もめる•へ 
く、今後突發的1-.湧出する 新 島も あらん。夫 等は其 時 
々得たる報吿を «r 案調査し或は實物を精鑑 M 究して本 
誌へ登載し、斯界の羅計盤、燈臺ビ稱？れつ、ある本 
誌を 0 て益々有意義なる雜誌た ら•しめ、 我等 3 &> 禿せる 
賴顱の銅色 98 々光澤を生 t るを も忘れ、 甘んじて其燈 


蟇 守 な b て 生を畢 るを も辭せ ざらん wt 
かく 蘭後： 3 L 回に涉 b て 論じたる所は皆實品其物の上に 
立脚して說 きたる のみ なれば •史的考證を基礎ビする 
研究家1:執りては大に物足らぬ威を起されしならん0 
いで や本饒には實物を史的1: 講究し、 其鍺造年月及鋳 
ie lljl を推定せん乎 

馆〇木^第二十三號-說き*し所の背卜字の狹穿及廣 
穿の二品 r ' 是は〔新撰寬永錢譜〕には安政年間のもの 
V せり此編者は何の據る所ありて安政度のもの >しせし20 
や、其出典を明示せざれば編者の心理を忖度し能はざ 
れども*煎じ詰れば蓋.し好い加殡の當圖法なる•へし0 
予は其二十一〗一號に於て 

案るに此二錢.畲體殆 V 相同じく•製作又酷似せり、 

蓋 同一 時の 出なる べし 〇然れ V 」も其鎮造時を安政年 
間 ビせし は•何等の- 82 錄に據 て 確定•したるにや*甚 
曼束な く 思 ふなり 

ビ評し轚きた-^〇實物を橡し見ょ〇此狹穿のものは製 
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作何 £ なく天 保深川錢 从^^_%—1 $|*? し|いょぃりふて ^ 0?吾友我域縣人門井掬月氏"予の爲に〔水戶見»實記〕 
黯？5?^§|:'^||?5^!?|に似た1是にょを拔萃*して送らる0全文左の如し 
b て考ふれば•安玫度のものょ-〇古きものならすやビ 弘化元年四月。水戶元老中山備前守〇阿部豊後守役 
の暗示を與ふるもの、如し〇假に安政期のものビして 宅に呼出され*水戶の攻事向*不審の 廉 々訊問せら 
其類例を求れば金座の出には安政小菅の小婕あり雛^1: れし 時の申し開らき狀〇七ヶ條の內 にも- 鍺錢の儀- 
!?^' arols ?l ss * l : s "5 i 用は鐵錢なれ f 、： { 談候箇條 f 此時も密かに錄錢せしゃ-又內 
稀錢の製作を比較していふ)銀座の出たる安政吹增の：遘のみにて化みしか〇軍用の爲め务かに鍺錢せし風 

當四錢 t ^■雜* '^ Mfli 駐い ro ■一 說はあり•し由 

2如、本 SIISSW ぱ ms 銀座の手法は別に一家の風；文中「鏑錢の儀、內淡に及び候简條 t 」 I ろは誠21 
あ b て•金座のものと似るべくもなきは•予輩が言を：；1:初耳た bo 錆錢の內諛ビは今 H の言葉}:ていへば鍺 
俟たすして知らるべきも•小 II は元來金座の勢力範圍；：錢の計割 s いふ義なり〇水戶ほ V 、 J の大藩にて鍺錢せん 
なれば•金座のものに似るは當然な60然れ V 」も其似：計劃のありし VJ せば、瀞地1:は斯道の_の奔小澤九.郎 
たりといふ中にも•手法に新古の®}化あり•錢質に時兵術の在るなり*明和以来の縛•驗 VJ * 水藩の御威光を 
代の彩響あり、此背卜宇の俠穿*廣穿の二錢は殆 VJ 天笠(:着て其計劃を進行せしむ*幕府へ願ひ出る前に計 
保*安政の中間に：^ V ベき1:論なきもの VJ 見らる 、 i 劃は着々進抜-して•早くも? f 行の域に到達.し、彫母は 
朦*斑-ろ天保度の方に接近せるもの VJ 斷すべき素質を精妙に作られ"把一裝|2口同、錫の母錢も相當多く 
具備せるものビいふ•へき乎 用意され*しは勿論、通用錢を作るべき黃銅の母錢も頗 

(第三十七！！〕 



る多額に作ふされ l !?^ fgi : i たればぃかでか慕 
府の耳に入らで叶はざをべき。忽ち御不審ねの御 
上使の御入 b I £なな0元老中山備前の申.し開らきは、 
彼の大石 •か 十八ヶ條ょ b 箇條は尠く w も•辨解の苦衷 
は蓋•し想像以上のものたり•しならん〇無論世上の無根 
の取沙汰 VJ して言ひ逃れた4なるべく触 SI -- H 群1败邮 
mlsn 爲に此時の鎢錢計劃は一堪の夢ビなり 
て*曉の枕1:残るは唯此卜宇錢ばか6>フた、當時の有 
樣を髮酴せしむるのみ〇かく考察を進むれば•予輩*か 
宵物鑑定上*天保深川餞に近きビしたる見地ょ安 
政度ょり引き上げて弘化度のものビせんビするも*强 
ち不搽當との御'4:も裒るまじ VJ 思ふなり•况んや此錢 
の母錢のみにして子錢 vj 認むべきもの ゞ なき事實が、 . 
計霱のみにて沙汰止み V 」なし. VJ いふ記錄 VJ 一致する 
に於てをや 

窃二〇同號に出〇たる嫌鎢の小錢〇是は予輩が其誌上 

に於き て 


此錢 •を 前編同樣安政年間まで引き上げたろは 又 杜撰 
を免がれ t* * 予の精 9£ する所にょれば*此の鐵の質 
ビいひ製作どいひ、維新前後の風貌のほの見ゆる所 
はあれ、决して安政まで翅るものにはあらじ VJ 考ふ 
るな b 

ビ說きたる如く*此錢の鍺肌のザラ^- > J したる樣子 
ば、慶應年間に出たる铣錢類と同 C 〇锘餞通ならす VJ 
も後出のもの fz るに想到するに雜からざるべし 
第三〇本誌第二十四號に說きたる錫 M 餞〇此餞は銅母 22 
栽 W 共に今日の所絕少なるのみなら中*此錢の子錢も 
未見のものなれば*妄斷は少しく惲 b なきにあらす0 
然れ r も鍚の質を狹穿、廣穿の鍚の質の優良なる落ち 
附きあるに比すれば此錢の方大に劣 b て輕忽の觀なし 
ビせす〇夫等の點ょりしても又前者 VJ 同じく維新前後 
の作と見るこを穩當なる V けれ w 覺ふ 

第 四。 本誌第二十五 號に論 じたる、當四錢の二秫四樣 
のもの第三十一號に說きはる別穐の當四錢の二穐 
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四樣のもの。此當四 «の想 »1さ il たる事情 ば •慶應 二 
年三月 十八 日•町年寄橡 後 之助 方に て lr 戸三組番組の 
甫替保共へ申•し渡したる 

水戶嚴にて吹立相成候銕錢の儀は、領分錢拂底に付 • 
領分限-通用の賴り"精 嫌銭 吹方 御 差許に相成 b 、 
世上通用錢ど不紛樣•裏へ卜之文宇有之•領分限之 
通用 1: て、世上 一般 通用 御0濟1: は無之候 
右11北御番所へ伺之上申渡 
寅三月 

にて知らる V し。思ふに是は當時水戶殿にて練の四文 
錢吹立らるべき i の*鼠聞の、早くも江戸(:て取沙汰 
するものぁ b ければ〇江戶の兩替 M 共ょり*田舍錢の 
混入は 111 中の錢相塲に惡影響ヶ及ぼす事を ( i のめか•し 
て、杭議的とにはぁらやとも*故障的ともいふべ3愁 
訴め きたる 申*し文^ど出た^'けん、夫等1:對して譫達 
せ•しもの rl るべ し。水藩の當車者 (1 .如何なる巧妙な 
る手段をや執 b けん、勘1:四ケ： c の後に至 b 其上は手 

(第三十七城} 


を行きて、其年の八月四 nl : は•江戸の小 □ 年播名主 
共へ 寧し 

水芦 殿 I 松平肥 後 守 殿 t 精 銕四文錢吹立 中、 出格の 
譯を以て、御當地限 b 通用御差許 相 成候 間、 - fi 來通 
用錢1:取6 交、 無差支通用可致候 
右の通り御奉行所ょ b 被仰達候間*町中不洩樣人念 
早々可申通候 

VJ 髙 M 的に出るを得る事に成効せ6 
背文を s く 事が「領内限 b 通用の積り」なれば「御當23 
地限れ通用御差許相成候」となり >•• •乙上は•「世 h 通 
用钱と紛れざる様、^へ卜の文宇苻之」の必要 U 解除 
せられたるなり〇是背文の？； •'! 去せられ*し原因なり 
さて是等諸铐の鍺造地を講究せんに。維新前後の際は 
國家多事の時とて*か、る各藩經濟の事情1:關する? H 
項*殊 .: 古錢家に必要なる事は何等記嫌の徴すべきも 
のなきものから、勢當時身自ら餞座1:關係せ、しもの* 
或は其職エなどの今3!に生存せるものょり直接聽取.し 
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て•其證 H を綜合—-、講察推究するの外他に途なきな 
bo 故に予は大门本貨幣研究會時代|:"執り得る限り 
の手段*知り得る限 b の搜索を盡6て隨時世に報告せ 
り*今此水戶錢に 11 する項を捅記すれば 
大 R 本貨幣研究會雜誌第三號 T 安政以後江戶諸錢座 
の見聞」中、小梅町稲錢方阪上大助の箝営 
一、 m 分は淺草橋塲眞崎の天保錢座及小梅水戶屋敷 
錢座の稀餞部へ通勤-したり 、、 

一〇、大阪ょり歸 b て後再び小梅水戶保敷にて鐵四 
*° aos 411 1-0 鋳造受負者は增田某な彳 
同南葛飾郡綾瀨稱錢棟梁田中岩市の證言 
一丨自分は今年五十五歲にして錢座に於ての履歷は 
小菅座に初ま b 橘治 ft 崎を經て常陸祝 Bio 辰の口座 
l:oibov 更 I :小梅水戶邸座よ5深川會律邸座同藤堂 
邸座1:至 b 苒び水戶邱座に戾りたり 
一六*卽&挪耐»1 〇 §'好0〇〇〇«〇&は水^鄕士川崎縫殿 
之叻(八右衛門)の計窬せるものにて江戶よ b 種 



一七、辰の口錢座の錢は當四寬永銕錢にして自分は 
其穐錢及砂型を磨くに用ぅる鏡を鍺造、し、五月上 
旬出張*し七月上旬に戾れり 
1 A 、 和斯 7 X 0 和藩邸！^は同邸-21:大砲の錄造所ぁ 
b 其趾に開座6たるもの1:て其位. , 5:は同邸戍亥の 
隅な b 此座は水戶藩に於て爲府の許可を得開きた 
i 私かの座なれば眞崎或は小 f の如く金 M の支配 
を受けす其規摸も隨て狭小なり 24 
一九、小梅錢座の開始は涔草に出火ありてボ神門の 
燒失•したる：：：ょり十：！：程前なし V 」記臌せり 
二 CT /J'O 斯辦 M 0 は前後三回の改错あ b 第一回は H 本 
樣釘店の伊勢平といふ釘商請負ひ第二回は芝の签 
M 權右術門5いふ金物商請 ft ひ第三回は间釜 M ビ 
川崎八右術門 W に•て一時邸內にニケ所の錢座あ"^ 

第 四回は又签屋なしも 大に鍺造せ すして 止みた b 

ニー、 第一回は&四*〇永&錢に.して背波紋に卜の字 



を加へ第二回も當四銕して此時は背文を加へ 
•しや否やを記臆せす 
第三回は當？ C 文天保銅珐にして 
第四回は當四鐵錢な b 

二 一 * 背波较に自分が加へたる「卜」字は松葉を以 
て糊着せ*しめ錤褪を作つて文宇を正したり 
二三、錢座に於て特に職工へ日當を給するに計算上 
の宜ょり?0如繁^〇紙伽い其中には^私 

へたるもの60-0 

三三*江戶各錢座の廢止は明治元年なり 
四 - ;川崎八右衛門•か小梅座にて鎢出.したる錢は小 
石川の水戶上屋叛にて仕上げせ b 
かく阪上火 助、 田中岩市が 聘 せられし r いふ江戸小 梅 
の水戶家中屋敷中の錢座にて鎢餞せ*しは銕の當四錢が 
表面の願ひなれども*內實は最利益多き當百錢を鎢た 
6しな60當時は水藩に限らす •各藩 i も # 百錢の鎢 

造によ b 收益を計り居り.し際なれば•銕の小錢は最利 
(第一 n 十七 II ) 


益少きため、ホ N の申！ t 的ょり鍺造せす、當百錢のみ 
に重きを错きたるもの/'如し* 

當時水藩には江戸の外本國にて二筒所の錢座ぁ b た 
bo 其一は湊の錢座な bo 則岩市•か招かれて行き6座 
なり〇 川崎の關係 せじは 盔金主な り.しならん最も 大現 
摸に鋳造せしもの、如•し 

其二は钿谷の II 座なり〇是は湊の餞座程盛大なら？ , b 
しも•揍 VJ 同じく、銕の小錢も銕の當四錢も共に鈴た 
るが如し•此本國の二錢座共當四錢以下のものは或は 20 
背文の 卜の 宇の なき 錢を鋳た b しが如し•前述の如く 
小錢は利薄き爲め殊に嫌つて幾 H も鋳造せざり•しなら 
ん . 

友人掬月亭門井氏は我藩の事なればどて此邊の事情を 
知らんと苦心せらる、|人たり*宵て害を寄で日 
水戶大黑錢•虎饯は 、細 谷#勢館にて鍺造すと閜及 
び候も•銪造の場所は或は館外ならん VJ 疑居候。神 
勢館は嘉永六年の設®-常時五町矢塲と稱.し、阈中 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


の士民に神發流の大砲及騎铯，騎射の術を敎授せ、し 
處0元治元年水戶親亂の際*錤嫵の爲め宍戶藩主松 
平賴德氷戶に赴くに入城す6を得す、此館に雒るに* 
市川弘恭等に要擊せられ•此時神勢館も燒失す〇麽 
應年間1:は空•しく其土墨のみ存せ b といふ。併•し大 
黑錢虎錢は細谷にて鎢造せるは確な b _ 
予屢々水戶1:遊び"！！酱還跡を尋ね、古老に問ひ"：| 
諸耆を海 b 候も得る所なく實に渐愧の次第な bo 先；一 
年細谷に至り神勢館の遺跡を見る。今は其邊一圓町一一 
M とな b 今昔の威に堪えす〇榣の袂の老婆に鴒錢の： 
事をたづね*しに、此婆の若き折は職エ共數多出入を 
な.したる由1:て、大黑錢"虎錢ビも此所にて造り、：- 
又四文の波錢、一文の小錢も鎢た b といふ。虎錢 i 
大黑餞の鋇酱は二百文の通用にて*銕錢は五十文な 
bo 大黑餞は»取^'1:振酱を鑄た ho 又稱々面白き 
錢も吹きた bo 我宿にも銀#を殘し置き•しに、今は 
紛失した bwo 以上の說、取るに足らざる可きも聞 


くがま、 1 C るす 

香哉日〇大黑錢に限 b て銀敍を鋳た b •然.して其 
辨 s ： に「數取^'なり」といひしビは•蓋世間を欺 
むく一片の口實にして、其 Kli 一分銀を潜銷せ * し 
ものならん{江戶小梅邸にても。二分金•一分銀 
の潜鍺な b •しは事 K な ho こは世人の周知の事な 
b しな * Cv 

又其後の書に 

一反射逋跡 26 
那珂潘 本町 字 山の 上 1: あ b 、 此爐は烈公の劁設せ 
られた るものに て、 天保 十三 年國中の掻 鐘、 儒佛 
等を鎢潰 •し •茲1:て大砲巨駁を鍺造•して邊防に備 
へ•しむ •水戶錢の盛んに鍺造 せられし も此所な b 
といふ •現今は水戶赘察湊分署のある所な bi い 
へり 

又是ょ b 先に中川春布庵の報吿あ^^其原文左の如し 
〇常陸阈東茨城郡細谷村錢座 
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此錢座も寬永錢を鎢造 •したることは 古來明瞭ならざり 
し 所な 今回の 探 撿に依て 寬永當四撖錢を 雄造せ.し 
ことを 知れ又類を 分ちて 記載す V . し 

. 第壹遗路の位趙 

細谷村の遺跡 (i 字を新船渡どい ひ、 新町六丁目を行外 
つれたる陸 前街道の右側なる畑地な此所は那坷川 
の北焊にして往時 □ □館と名づけし水藩の武器製作所 
の在りし所な b * 銭座の跡は同村三十番屋敷福田三由 
の持畑を始，め•其四邊一丁四方許りの地に*して•別に 
溝渠等の存する1:てもなければ座の區域等は判然せす 
班滓は夥〇く#〇て鳙錢瓶の多きを示*し、時にょ b 班 
栽の 出るこ VJ あ b ビ いふ、而して其栽は當四铎な bvj 
いふ*班錢なれば悉く打捨てた b とぞ 
第貳鎢造の年度， 

水戶當四班廣は背に卜の字あ其# I 啤は * 泉家の古 
記に依て新撰寬永錢譜には庚應二年どせり"近著の古 
事類苑に載せ.し「市中取締書留」には 

(第三十七 雄) 


水戸殿にて吹立相成候班錢之依は領分限浦用之 M - 精 
鐡錢吹方御差許に相成世上通用钱 V 」 不紛樣枭江卜之 
文字有之領分限之通用にて世上一般通用御願濟には 
無之候 

右は北御番所へ伺の. H 屮渡候 
慶應一一寅年三月十八 H 

〇按する1:背文の卜の字後故あ b て削去といふ 
是ク以て庚應二年巳(:通用せ〇を知る*、し、又按乙に 一 
背文： K 々古^頻苑記荠の考へ(:て iff 文刮去の所以|.1何£1 
に據るや知り難けれ V 」も•同年八 n 四日申渡-し {; 

水戶殿松：牛肥後 守 殿精铖四文錢吹立中出格の譯を以 
て御當地限 b 通用御弟許相成候間有來通用錢に取交 
無差支通用可致候 

V 」ある如、し*僅かに四ヶ月後に.して江戶市内に於て之 
が通用を許可せられ*し故*是ょり以後の鍺造には卜の 
宇を附けたる必要も自然に失ひしならん(小梅水戶邸 
錢座の ff)tsfum?g?i£^i&^p 



本所小梅の邸內に於ても亦鎢錢を公開するに至れ b .、 
又此 f に於て俗に寅錢ビ稱する當百錢を！！たるこ vj 
6、之に就ては中編に詳說すぺし552 SN 
以上は春布庵の原文な-^文中「□□館 S 名付〇水藩 
の武器製作所」ビは、掬月氏〇-害中の「神勢館 J VJ 反 
射爐 VJ を混同〇たる聞き誤ぅなしなり*此不穿整に 
よ b 彼は湊の反射爐の遺跡へは到らすして止みたり" 
笑止 >」も氣の毒ビもいは ゞ いふべし〇將來何地の遺跡 
にもせよ、探撿家のよ i 注意すべき事な b 
是等より外得る所なき貧弱なる材料なれ V 」も*今 m の 
所にては是以上、事の tt る V きなき次第^れば、夫是 
，掛 酌して 水戸鎢錢の年月は結局 左の 如き所に て 落着く 
ものならん ^ 推定す るな b 
〇第二十三號の狹穿庚穿の二釉は 

弘化元年水芦本國にて鏟錢の內讅あ b し時のも 
の 

同號の嫌の小錢は 


文久元年水戶本國湊の錢座ょ b 出たるもの 
〇第二十四號の»战錢も又同じく本 K 細谷15 g 
同號の彫母錢は錨或は鋇錢の出たる上にて考ふべし 
〇第二十五 K の當四«の二稱四樣は 
慶應元年江戶小梅邸內の錢座にて 
〇第三十一號の當四錢の二種四樣は 

庚應元年水戶本®1:て鋳た bo ものなるべし 

i 

〇古錢家列傳 

〇字都宮俊良傅 

奥平昌洪 

、、、、 0 0 0 0 0 00 ◎% VP 鬌 W 礞零，鬌 W 

韓愈云ふ、盲者業專於 V 藝必称と、然れV」もそは一藝に 

鬌, 、、、、、、>、、、、、 ％、、、、、 

限られて、IIく衆茲に涉れるは尠なし、其能<衆蒭に 
:§にして、殊に古栽の鑑譎に長し、具眼*'を•して後に 
瞠若たらしむるが如きに至りては、盖し絕えて無.してV 
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僅にあ & ものな 6 其人は誰ぞ•姓を宇都宮*名 VJSK 良 



宇都宮俊良は舊高崎藩士宇都宮八郞治の男な6、文 
化六年高崎に生る通稱は民太郞、幼に、して父を喪ひ零 
丁孤苦、然れども資性聃慧にして通記•書を能 く.. 5學 
を好む"甞て論語四卷を背誦•して諸人に嘆貧せられた 
り"文政五年俊良年甫めて十ーニ、眼を病み終に失明せ 
6•乃ち餐然 W して志を立て、翌年藩を辭し江戶に抵 
大堪勾當の門に入りて.名を左馬一と改め*铖治 
の術を學び"旁按摩を業ビして自ら給せり、深<辨財 
天を信じ、毎月一次相模江之島に詣る此の 如き もの凡 
そ一年餘 、長す る K 及びて將棊を好み、慕府將基所伊 
藤宗看を師として三段の格に進みしが、其嗜好益甚だ 
•しく•爲めに 或は本業を 总 b 、 食を求む るに 由な く* 
後に R 腐の滓を資9 て □ に 糊するに 至れる ことありと 
云ふ、旣にして大に成す る 所あり、 一磨して復な 顧み 
t 益力を绒治の術に用ゐて*遂に簏ぐ其 A 奥を究め、 


蔚然？して一家を成し•居を京橋彌左術門町1:卜して、 
専ら緘治を業 VJ す 

弘化四年俊良年三十八、勾當官ど爲りし後、高崎藩に 
仕へて、醫師の格に列せられ*祿若干石を食みぬ、俊 
良常に歐米の S 術を慕ひ、病理解剖の諸科を學ぶ•然 
れざも當時飜释書に乏しく •僅 {: 坤輿圖識等の-#を得 
るに過ぎざりしが"頗る海外の事情に通せり-米艦の 
浦賀に來る、上下騒然人々爭ひて提夷の說を唱 ふ •俊 
•!■' 其妄を知り•努めて開港の利〜歐米兵器の用とを29 
, f たれ V 」も省みるものなし-嘉永六年遂に致仕せ 
安政元年俊良年四十五、檢校官に進む*一年十月二日の 
夜江戸地大に震ひ、災害の多く且大なること曠古未聞 
と稱す、總錄役所及び本所一目辨財天廟も破壤せり、 
俊良爲めに金五十兩を捐 て、修理に 資し、賞狀を受く、 

又宅地の H 本播箔 M 町に在るものを*總錄役所に納め 
て"木杯及び紫衣を賜は6、且緋衣を著るこごを許さ 
る總檢校官1:#すして*之を許されたるは蓋し異數な 
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6、人以て榮と爲す其後、家を神田於玉池に移し、同志 
の檢校と相謀り <cr を醵•して辨財天の廟を建立せ b •五 
年火災に罹りて邸宅灰燼に歸す•是ょり先俊良京橋銀 
座四丁 tl の人小山政敷所有の同所の地所を買受けた b 
.しが、是に至 b て其家宅土蔵をも俱に11受けて移居せ 
俊良酷だ音律を好み•巧に笙を吹く、晚年麻理を 
好み、か川增林寺の長老を路に就て疑義を免し-金禪 
數次览に豁然 vjO て悟道徹底せり"主路之を奇として、 
號を豁眼居士 VJ 授けぬ 

俊良幼ょ b 古錢を好み、 失明の 後、 益之を 好みて 狩谷 
望之、賑那中を師 VJ す、望之字は景雲、掖齋 S 諕す、 
江戶い市人なり、博學を以て聞え尤も考證に長せり、 
亦古餞を愛玩*し •從來 行はれたる栽譜 の誤髎 を指摘せ 
〇 こ VJ 尠〇とせす•其子懷之•字は少卿、父. の 指敎に 
よ.〇舊譜を增損して、文化十二年新校正孔方圖轚とい 
ふを 上梓せ b 、 中は篡府旗下の 士な り-通稱は度之助、 
また伊賀 守と 稱す•亦古«を* 玩 して* 自ら 爱鵝 堂と 


號鉍を鵝眼 VJ もいふを以てな”、中少時父邸(:求 
むるに我妻を娶らん<:は瘵呆に非ざれば、醜 Rfi なろ i 
不具^るとを間はす-持參金の多き^を擇じれんこと 
を：2.てし；^れば*父母そが意を間ふ-中：1;く持參金を以 
て好むころの古錢を貝はんと、父母乃らその希^を 
容れた b となん、亦以て其古錢に熱心^6しことを知 
るに足る、故に中が蒐集せし古餞 tr 大抵精美のもの 
にして、特に新校正孔方圖鑑に揭載せる阑象の报品の 
如きは、同好者の最も健羡する所たり•俊良此說の先 30 
輩|:從ひ、古錢<:關する史俜、其存在の多寡、. > .. , .格の 
?.* r 下•興僞の銨定等を研究して大 {: 造詣する所ゐ，-、 
且自家 獨 得の見を出して*益之を發揮*した b 
小山政敷も亦江戶の市人な b •京檐銀座四丁101:住0、 

茶商にしで貸金を兼業す"通稱は駿河屋 JI 兵衛、靜好 
堂と號す•亦極めて熱心なろ古«家な6、財力にまか 
せて古錢の蒐集を爲 •し、 珍錢奇品累累と•して緒に滿ち* 

筐に溢れ W 乃ち其散逸せんことを懼れ、特;:土藏を 
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造、て之を收 納 す、土藏の結構は堅牢比な <* そを葺 
ける芄には一一栽肜を付せ6、安政二年十月二日の夜 
の震災にも*其壁土だに金裂を生せざりしどぞ、俊良 
旣 (: 静好堂の邱宅土藏を買受け、尋てまた其古錢をも 
讓受けた？しが、其古錢中に從來希世の珍と•して世に 
知られたる唐の建中通寶、元の皇慶通寶二錢の在りた 
るを56び、遂にそが字文を取りて、自ら建皇堂 >- M す 
是の時1;當り、江戶吉原の妓樓大文宇樓の主人 C 村田 
元成 i 云へる者め b 、 狂歌を善く 0「かぼちやの元成」 
vj して细らる、亦古錢に熟心にして自ら文樓*又は文 
字樓 V 」號す、尤も力を宋朝の對錢に擅にし，拮据黽勉 
して對餞譜前絹を著はして刊行し*其 後編 S 稿を脫せ 
.し頃•偶名古 M の人山田孔章の符合泉志出づ、元成之 
を 見て、自著の及ぶ ところに 非す とし •慙愧 の餘 忽ち 
精神に異狀を化じたり i 云ふ•其 後 元成歿し•遺愛の 
古錢は其遺族 U 傅は りて、 淺草大音寺前の別莊に在 b 
し•か、俊良其珍錢奇品の多きに垂涎0且無歉の寳貨の 

(第三十七！ S) 


空•しく筐底に年を經る^惜み、之を己れの手に獲ん w 
て逍族との交際を繼續し*年の頭末寒暑常に其礴を闕 
きしこ VJ こどなく、以てその歎心を求めたり，しが*安 
政二年九月遂に代金二百七十五兩にて、之を收買せり、 
然るに其翌月二 H の夜の震災の爲め•村田氏の別莊は 
破壤の上燒失〇•逍族も亦空 I く爲？しかば、人人皆 
文樓古錢の靈、炎厄^豫知して建皇堂の手に歸 >し*以 
て克く其難を免かれ.しものならん yj 云ひ合へりとぞ〇 
俊良旣に文樓及び靜好堂の古錢を收めて已れの^1に歸 31 
せ〇め•猶自ら歆然たるものあ b たるにや、益天下珍 
奇のものを求めて之を蒐集し、收藏の宏富俱に M を比 
する^なく*また蔚然 V 」•して A - 錢の大家を成せ b •而 
•して朝に».し"夕に摩•して愛玩已ます、半夜寐られす、 
疾痛慘慌の際£雖も、起て古錢を把り欣赏すれば心機 
一榑 •快快として復た些の苦悶をも感せざ 60 VJ 云ふ • 
且手つから 能く 其字文を讀み•其色擇を 辨 .し•其僞の 
艦識 t :' 於て最も精到的確な.りしかば•人或は其 la * に非 



さ〇な 0 に〇將〇は〇抑は 
る0る〇通0基〇肓〇も 
ベ0に〇曉〇を〇者〇亦 
け〇至〇せ〇好〇な〇俊 
ん〇 (> 〇ざ〇 み。〇 良 
や。 て。も〇 、、の 

»は〇は〇笙〇而〇啓 
伊 、 iHo を〇 6〇發 
藤的〇 く 〇吹〇て〇の 
氏に 0 、き〇能〇功 
を骧〇特〇、く。に 
娶古〇に〇禪〇緘〇歸 
b の0其〇理。治0せ 
て 一〇古〇に〇見〇ざ 
子 Ao 錢〇參〇術 0 る 
な ^〇を〇乙〇を 0 ベ 
し謂 0 爱〇、究〇か 

、ふ〇 玩〇往 〇 め〇ら 
舊べ〇し〇〈 〇 y 。 す • 

膳 いて 0 と 0 奮：、1 

藩豈。讖〇て〇を呼〇ム 
士傅。に。其。5俊 of 
佐 へ 0精©道0へ 0 良。' 
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藤文平の子壽網を養ひて鬍ビす、安政六年七月二十三 
日残す享年五十、浮屠雄して*法光院觀春喜道豁眼居 
士どいふ、墓は芝西久保 G 町光岳院に在り(完) 


ざる歟を疑ふ者あ6たれ VI 6、 就て見るに及ひて81^ 

• • 鬌争，9,,警贄零勢騫峰 9m, 蠓 9f 

io て驚き、悚然として退かざるもの無かりき.時に 
成島柳北年少く、古《の道に於て造詣未だ深からす、 
1«を得る毎 K 必す俊良に乞ひて•そが鑑定を爲さ乙 
めた6、柳北がその後古«|家と6て名を成すに至り6 


◎小 解 

〇通行泉 tt の背仰月錢 

本誌第三十五鱿に揭けた•奉天 T . 幻夢軒 A の通 ； sMOlto 
あれば活字の誤植で•表題を通寶泉貨 VJ された、全く 
校正の任にある同人の罪で*諸君に對〇て M に申譯の 
ない事であ b ました"こ/•に正誤を記して御詫ひに# 
へます 

扨て先諕の品は、其®詳紀し;:通〃、鋇色が赭紅褐で 32 
製作稍や厚肉、背が庚郭で且つ躲濶く、錢文所々陰起 
して贵風を含み' 南唐正座の製作鋇色とは異れ £*- 確 
か1:其當時に於ける別鑪の產であるこ vj に决 m され* 
誌面の I 片を飾 b て、好評を得たのである 
了度右に*して、南唐正統の本爐に11造せられた*正 
品が唯一個*先年舶來せ•し時、之を鑑る人なかりしに* 

幸ひ三上花林塔あ&てズ3內地に留まるを得たり、時 
も眨折も折であ4から*こ、1;其«跔を耜介し、錢風性 





質をも述べて•比校研究の料1:資せんビ欲•し-次き1: 



褐ぐ銅色帯 ftl : して稍や n 味ぁり-恰も旃阈通致 n - 通 
錢又は錢子说_ビ稱する小様の錢|: 於ける銅饩-^差異 
なく 錢形少し，'大橾細緣に•し. 1、 細郭なり、錢文の筆 
意は 先號の II MII ょり 陰 起少じけれ VI 、 字休の筆法 殆ん ご 
兒戯に 等しく*四 偶の文字一つとして正酷を得す、然 
かれども 何處 と：^:、 Mi 位犯—- 難さ 結構を ^'〇*奇古 
不思謫の覜ぁり，背は中緣»,1'设.0して、僅かに内郭の 
み見るを得4>」雖も，枭志説く所の背月文を完全|:む 
するこ >」 丨 於て如る^ I 力な，〇據とす 
南 Mf 錢の背月文を^ i るもの：： rtK かに 大唐. 地 It の小 
〈第三十七 tt 


搽なる黄褐錢にのみ見るもいビす 

) i I I I I 1 —It 1 I > > > J >ct >- I '1 I — I . 

〇紹興通寶の異書 

南宋 S 紹興 M 致(:は•數 M の異 v l fM を Yf - し*先'っ故'11通 
品に細緣と澗緣とあり*大字紹典と背二の二 III 1 II は珍中 
一に錚々たる名あり、捫乂細緣狹長なる文字の一興 [11111 ゐ 
! b 、 祟^通寶の狹貝致錢(:似た#風なれど.大涪ぁり 



正然たる 本煺錢 (: して *111111 位 口/ P ら战 く、到庇 後- < の 
氾從を許 す•へきもの<:あら乙^り 
次き r - 又 一 I'ri の珍品あり、奇 lllttl 阔錄 I .載せて、 {n (ホ 
トギ}紹興 i 稱 す、 资字. ： nf の下、 ホ迸' ^' ft / lli 1 ? かれ 
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たるを以てな. 


が ある •今此阖を揭げて解說に替 ふ 



稍 や 黄色を 舍み 、少 •しく 澗緣1: して内郭 細く、通 字の 
初頭亦た他の類品 VJ 差異あり*背の平地深かく整然た 
るは、 鐵錢座の產に特有の象徴に して* 思 ふ 1:利州紹 
興監に於て鍺造 された、 銅 鋳 母錢類の一純に崩する特 
別品なるべし*佴〇現存する' IE 品-偁かに .本 品を 見る 
に 止まる 



此手|:屬するものは、面背共綠稍澗く"總べて狹穿を 
例ビし、稀に純金を41む錢が ある 


〇海東通寶眞書鉍の小異 



右は一の後身ら* しく •製作も N じやぅに 稍 や 厚く、錢 
文にも小差^けれど、形縮まりて躲濶く •文字が其镟 
為麗錢の海東通资眞書錢 1: 、 見る 所ざつ W 四稱の小異 1: 縮少して 居る 
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SI 



■ 一 


細綠に して 宇文 Hil 二：： i よ^ '肥へ、 常に内 ¥15 も細し* 
して特異の點は 、通 字. J の末尾が短かく終つ て居る 
故(:細緣短尨3£ ビも名く*へきか 


而 


四 




假1:フ頭通といふ、他の三 M は迓字の初點査、每錢共 
前進して一定の位置に在れど•此 Ifl に限りて正位殺の 
中央にあり*現在數も前三稱1:比して頗る少なく，文 
狀自から奇古の觀あり 
此外海東§$には左の數純を存在す 

>篆遵鈸、短冠寶-長冠寶の二 -fs 
二む, , rsi 浪緣廣郭の小字 fi と大樣澗緣 (; して 

內郞栂めて細き肥文長字の二钝 
三、 八分#錢 5 
等の三柿五||||||の小揭が心 6 


小樣と大様との二 sb* 本；^其小樣 r-f 廣穿 
細郭 (:< して 文字 紙細を例ごし、背狀亦完全のらの少し 
東字殊 •: 長大*通字の初 m は必らすブ形を爲 す、 故 (: 
(第一一一十七黻) 


(0)•顧選函 

〇當世通錢論上の卷 

多滿利 . tt ; •金右衛門が藏£:古.錢您る事 
附り唐5 ? n 本錢^てふ〇ふ之 m 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 





寬永通寶返答の事‘ 

和闻開珍靑樓之咄之事 

五代正辭が錢 M て室に盈り、室中常に 聲ぁ b 牛のこと 
6あやしとせ b * 人す、めて是をちら•し人にゆづれビ 
いふ、正辭が日く*吾者の聲を聞くにそのるいをもと 
むるのみ猶ょろしく栽をますべ*しどいふ*きくものみ 
な笑をなせし yj かや、唐人でも欲の深いやつは、金が 
かねをょぶのぢやごいふて、ぅ^る程持て居てもめつ 
たこ、こやるきは7しの木 i * しや ix る、通人これを聞 
こいつはいけない唐人じやと b ろふ、通人唐人 
のごろは同じけれど*親のゆつ b の金藏をあけてもく 
れてもけいせいに遺いはたして^分の酱も立引になれ 
ぱ金入の*そこは なき身になる V 」、今迄の面白仲 
間は逮くへよつて笑てはか h 居る、此時初めて思ひ知 
b 、 うつればかはる世の中じやア、むかし懋しやほ.^ 
ni と、 粟の B 追ふ鳥おどしのよふななりで、紙子を 
着て水馬ケ乘ふ* >* •浮川竹のけいせいも人づて1:きい 


た VJ て、筆のと </:• ネ b つち も 思ふようになりんせん 
<1 ん にふひんだ子工どいふた斗^'、何の 御 祈 JMi にもな 
ら^'、 凡そ Ai 生 rL 1:« I 金をつかひ 遊 ひてはわろいと 
いふ云事，しらないで、か、 る?; • 一人もなけれど、もふよ 
いかけんで.しまおふと思ふ 内、 其道1: して 義理がてき 
思ひおもひの 遊び 酒か呑たいむまいものがくひたいよ 
い^ 勿が 着たいなそ VJ いふすき^ 共 こいつ•かきらいな 
らしめ たもの-むつかしい學文をしようよりかせく U 
おいつくひんぼうなし•萬 能は一心 殿のそう b 取、窗人 86 
閑居.して高利をかすに 因 明手代と成るといへり"論語 
讀 ますのろ/>,こしらすがむねに手を IST 無い智 S を-娟 
ふるいてふるいノかんかへたが 最後の A つ屁を非理 法 
權天"それ非は 理を以 て分け、 理法 {: ならひ* 法は權 
を W1: 押す*權威 r-tl- こる時 Ji. 天足を罸すと I 古へは 
い/'•しが 今は天は あつてもなくつて も、此位^こと U 
かまふて居る 暇がなければ*當世は そのかはり金とい 
ふ 物を 入てあ f 2 まをおさせ 非理法權金•地獄の沙汰は 
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云もさらな b -袅よぅにも榮華1:もけ5:此卜*や J ) るべ 
き橫ぞつほぅをはられてもたんない <人盡樣•なん 
ぼ仇•しわい1-ふでも*持たやつはださせる•無い袖は 
ふられぬためし*先づ襟元の浮 ttt « T > しゆばんや下着 
の^6を引出.し^もんを作るを專ら vj する中に*輕薄 
いは中正直にた.ま5ゃの金右術£>」出來分限*元は僅 
かの裏家住みな6 0が餞金は大事のもの VJ 思ふの•か仕 
合のはじめ•こけの一心のろ—の玉子*唐の芋のふか 
•したておふあついおでんの夜商ひもゐんばいよし、 金 
は朝よ bfi - H 雇•なん T *' も. Jf $ に成ろ m な¢>-1 !文でも 
二文でも®がつもつて山程な驳もニヶ所建て•見世も 
廣き兩 # Mi 粢內は大勢基せども金錢は人手 i : かけす 
朝晩の出入も主人の如く敬ひける*相場もよき折なれ 
ば錢の數をあらためん V ご，幻る夜藏へ行し|:.怿しや 
內に？、笮 けろ 聲しけ る 故*物好1:すか. し 見れば r 此 
程作分け; § きし替 h 錢いつれも rr sl をて ふ A ふす 4 
態な是はめ〇-らしい事か G 、 さるにても^子如何 
(第三十七 It 〕 


に VJ うか ゞ ふ所に、先つ二宇銘付たる五銖半兩貨泉布 
泉なぞといふ親和染のやうなる文字の古錢•其外大觀 
通寶•洪武永樂をはじめど•して數•白の唐錢中にも半兩 
といふ錢少•し穴は大きくとも•秦の始皇の御代にはし 
ま纟•當辰の年迄二千三十四年久しい錢の親方、渡ら 
ぬ所はない とい ふ顏をして、何んビいづれ も久 .しふり 
でかふ寄合ィま*した*扨て H 本は小國とはいひながら* 

¢11うもない處で御座る*おいらが渡つた時分は 日本 
錢も性がょかつたが、今出る奴らはなんだか*どこの37 
古签か破れ鍋を打こわして*茶碗のかけの様な音のす 
る奴らが、おいらの仲間へつなかれて居ます、小言を 
いふにも大勢に無勢たまつて居るが*脊中合せて居る 
ご餃でこすられるやふだ•それだから鏟のかなしさば 
うでがして百の內でも壹貳文づ/.はこはれます*又板 
の間へ役けられるが最後の助 f 2 ちまち往生だ*ぁんな 
やつらがふへるゆへおいらも大分安ぐ成つたょといへ 
ば、布泉貨泉の貳文口をそろへ•成程 W -. VJ ん： U ! 茶签 




の炉けもござる•唐にても我々はたれ知らぬ者も^い 
氏素性、设に五つの名ぁり"大昊氏高陽氏は是を金と 
ぃふ*齊莒は 71 <い\有熊氏高辛氏是を貨ビいふ、 
商周是を布といふ陶唐氏は泉と いふ* 泉 t /) 土中を流行 
するこ w く 周旋して 滯ら す*通用す る 心にて泉ビ窬き 
0を•又錢の字に一名及ふ*かほど食き物とは知ら t 
煙营の厂首なんぞと一つにするはや b はな-しな國では 
ごさら 12か w いへば■開元通寶成程仰せの通6•拙者 
なぞは唐の高祖始めて两元通寶の餞を行ふ•十栽を M 
んで重さ一兩輕重大小最も爲折衷遠近これを便とす、 
めちの世錢の文寶の字を甩ゆる事こ、にはじまると網 
鑑にも出てござる通寶 w 書たはおれからじやに見ても 
見ない ふりを* -5 てびた 钱 W 同じやぅに される はざんね 
ん U ござる (未完) 

〇德川氏幣貨史(績) 


〇第九聿財玫困難霓に貨幣を更鍺せる事 
夫れ jl 貨幣を更鏑し*一時の利を得ん e するは•要す 
る|:1歲出納の多寡*及び國庫貯落の奈何<:注=せ？ 

るも、の致す所に*して、財用空乏する有るに際•して* 
姑息手段以て一時に苟且•し*目前燃眉の念をさへ救び 
たらんには*後來の所 U 如何に成行ビも•其時復好策 
も有るならんと、深思熟廉に暇あらす*其故に漸く 一 
時の急を救ひ終るに際し*復財用の空乏を吿く毎|:、 
貨幣改錡の拙策を取らざる を 得す*德川氏の財政を整 38 
理する方法ビは•貨幣改鏞ょり外に手段なき者の如•し 
當時理財の學未だ進步せさりし c £ 雖も*一國の財政を 
舉けて之を蒙昧の士に委•し•影響を社會に及 ii し、 生 
民の困苦を来す歎息すべきかな 
理財旣に其人を得す、財用奈何ぞ考るを得んや•明和 
以後財用復た困«|を吿け、文政元年に至りて、遂に金 
貨を改鏑せさるを得さるに至れ卜、明和ょ b 文化に至 
る*®時の財玫の有樣を ie する書を観る {; 
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勘定奉行服部伊賀守、古 ill 山城守二人の調査に して 
文化十四丑年三月政府に差出せ〇ものなり 
金三百萬四千百四十八兩明和七子年十二月晦日 有 高 
金八十一萬七千二百七兩天明八申年同 
，金 W 七萬九千七百六十三 M 宽政十午年同 
金六十五萬八百六十兩 文化十三子年同 
蓋し其初天明年問府庫空虚に 赴きし や、 之を 救 ふに 種 
々の手段を用 ひ、 帝室 費を 始 とし* 黢府在番を差止め 
其他 M 々の節儉法を用 ひしか tr 寬政十年に至6 て* 
二十余®兩の增加を視るに至60が*翌十一年に 迄ん 
で、蝦夷地方に非常の出金を要し*此貯蓄金亦不足と 
なりしかば、文化九年ょり同十三年迄、又節儉を行 ひ 
ければ*幾分か貯蒂もな •した b ける が、十二年以來臨 
時出金ぁ6 て •其貯菩も消费し去6、即宽政 十一年以 
還文化十二年に 至る まで、四十九萬九千百兩佘の不足 
を生せ釦此財政屢困難を舌けたれば•文化十三年 
に至 b 國庫餘す所僅か六十五洱八 S 1 兩佘 とはな b た b 

(第三十七 tt ) 


き•竝に又財政の困難を來せし事は其國庫の缺乏にも 
關せす、是歲所司代城代に地方各壹萬石宛十四年1:宗 
對馬守に二萬石•松平越後守1:五 S 石を增加し-合計 
九萬石余の減額を來せり"蓋天明年間ょ b 柿々の融通 
法を用ひ以て一時を苟且せしかば、文化年間に至り、 

終ひ1:融通の道を失 ひ、 復た之を奈何と もす る能はざ 
るに至る•是1:於て か 貨幣改鎢の讅復興6、文政元年 
遂に新二分判金を！！造〇、 S 年余：貨を改锗 する に至る 
(文政金)39 
元文年間貨幣を改餺せ.し以來、惡货再出し*庶民传之 
を惡み•貨物を大板に運輸するに"其代價は金銀货幣 
を以てせす*錢货を以てすべき事を嚅せしかば*錢货 
の耑耍頓に其歎を倍•し*®格亦騰&せしか-是歲金 It 
を改鍤するに及んで*從來厭忌せし元文金 It も-新 it 
に比しては t 品位 m 量遙1:其上1:出て、且つ新15改鉍 
に際し、獨 b 金貨を改め•銀貨1:及ばす、是放1:元文 
銀貨も其金貨に從ひ騰貴せり*蓋货幣を改鍺 t る1:佥 
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匁定 

量 


二 惠新别 安 

小 j -稱一政 
分 一 

&朱_朱金 

判常銀銀 银銀 


班二者相俱に之を改めす*一方をのみ改造•し•一方を貨のみを！|造せしは* 策の 得た る ものに非す •是以て 
放棄し*而して之れと共に沫通せし む* 乃其間非常の元文銀貨は其金貨に從ひ價格騰貴せ卜、政府亦 金級 二. 
差違を 生じ、 從來金銀貨比例*^ W 壹兩1:銀貨 六十 匁货を改鎢せす して •銀貨 騰 S-M せ•しを知 60にや、 翌年 
なる 者も、其金貨を劣惡 にし、 之に從ひ銀貨を改め t * 即文政三年遂に銀貨ゼ改鍺 せり {草文字銀) 

如此なれば•銀貨騰昂するは論なきのみ•文政年間金 (未完) 


〇德川氏貨幣表四 


大 阪、甲 钗 宜 政 


3鍺造年限结造高 


に依 S - 品位 ^ H 
金 銀 

裹永七年(西耙一八五西年；：|. 
1、ヒ そ一 iE 月十七日より 
IT j ノ TI 麋鼸二年(西 IB 一ん六六年) 
十二月-十五日 iT 十三年 


九、九 丑二、八00 兩 


S 3 畜 5 sII ?§ I « IAi 5 i 六〇〇兩 
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.別 萬 政利一萬別 

- m 小延 i 宇稱 延稱大 
新 新分 新 

分小金板了^;大大、 

判利判龈鈒銀銀銀判判判 


二 朱 銀 

別稱 

新二朱銀 
大形二朱銀 
正字小料 
正字 I 分 ！ P 


別稱新一分判 
二分利 

(第三十七 # n 
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安政六年(西«一八 H 九 6P .〕 
五月二十七日より 
八：！：：十一日 i で 


八八、 fs 兩 


安政六¥ 

(丙祀一八五九年〕 

安政六年よ： T 文久二尔(闪 
祀一八六二年)まで三年 


安政パハ牛八 sr 十一 n ょり明 
治え乍(两祀一八六八年： 

で十年 

安政六年十二 ETJ - H よ T # 
應元年(四№1八六五¥〕二 
SC 二十.-.：:一まで七年 


萬廷元年(西*[!1八六〇年〕 
二月一一1--三日ょ WK 應三年 
(两耙一八六七年 xfl 六日 
ま- C 八年 

® a 元年二月二十三日よ4 
元治元年(西祀一八六五年) 
十二月二十五 B 主で六年 


籠—年(西 


1 1、 80兩 

一七，％七枚 

二 八， SAV 8 兩 

5 r&vH 


六-.一五〇五〇兩 


五0、一 00、五七六兩 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



天具嫌鋇寶別 


吹•亞 货劣货 貨 


保鍮小小 


永稱一繼 
大川朱 
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一分 zw 分 
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別稱新二分利 
二 朱 金 


510 1三 o*oi 天0、0二12七31 g?gs 4 i 丈久三年十二5四。、〇〇〇兩 


0、八〇 一一 S 夫0、01、0 i g ^ I ?^ 


rip 二九兩 


0 "八〇 m .»0 八二 四、 〇 


明治 I 7 C 年〇〇紀1八六八年〕 六0八、80兩 

七月よ”九月麦で 


3八0六、六^??^で 


、〇六 r 八1兩 


八-- U 九、 0 IB ! 


n 七 io 兩 


一一、1 

0、主 

°.八0 

50 

五•丑〇 


寶永五年(西紀一 b 〇八年〕 

寬永十三年(丙祀一六三六 
年1 t 

明和年間 i で凡百-•十年 

元文四年(西耙一七三九年) 
ょリ庚應三年まで百廿九年 

明和四年021紀一七六七年〕 
ょり® M 元年主で九十四年 

天保六年(西紀一八三£年) 
ょり明治；一一年主で三十六年 
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久 錢 0、九0 
四文錢一 、三 0 


〇金座印章及包装紙押捺 

印醫 

塚本普次郞 

第一、 li 三號は共に金座1:於て使用•し居たる印章な 
り。此の内第一號は現在に於ける各官隳の瓸印と同一 
性質のものにして第二躭ご共1:水牛製の M も精功<;彫 
刻されあるものな bo 第三號は木製印なり 
第四、五號は何れも分判金の包装紙(:其の包装の金額 
を表示する爲め押捺するものにして何れも眞綸製な 
bo 此內第四號にはその取手に「文政二年(紀元一.四 
七九年)二月造、高野療」と凹刻せり、是にょり之を m 
れば文政二分金 ( gl ¥-$$« rig ) に用ひたるものならん 
第五•六號には何等の文字をも刻しなし然れとも第五 
號は天保一分判金第六號は新一分判金 {: 用ひたるもの 

(第三十七软) 


文久三¥ ( 西 1 C 一べ六三年〕 

よ^'庚應三年(西紀一八六 
七年)主で四年 
萬 S 元年より叨治元年まで 
九年 


、如し。以上の印章にょるときは二分 利金は 白兩 - 一 
分刺金は五十兩包しことを 知るべし 
第七、八號も亦金貨幣包装に押捺するもの!:0 てその 
內辫の名樣を表示(天保金に IJ 第七號を、 1 E 字金には 
第八號)する爲めのものに.して^七號1:は その 取手に 
「天保八丁 S 年(紀'兀二、四九七年)十：：：：屮旬と^八號 
には「安玫六未年(紀元二、五一九年)五;3*行年七十二 
才 j VJnfl 刻*し「才」の下に花押を1111刻せり 


_Jr 




ノ 



ノ 




2 bkp ^. 
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-I® 1 


〇競 鑑 

前號0>解 


一は宽永通衩背千字錢の中字と稱する"石卷錢の母 
錢で"今迄は明和期の錢といはれて居つたが、當 
今では"文久年度の錡造に拘るものと定められた 
二は一寸背鑑面推 VJ して、 易々 たる ものに非す、面 
は即ち 大康通寶の 小樣な る ものであ b ました 
右正解老は一に三河の大深知足齊氏のみ故•打品をさ•し 
上げました 



■»U- 
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◦▲山邸にけ於る甲賀 r 學 
博士の_演(速記) 

今度本山君•か山 a 縣で和间錢型の發掘を？れま〇て、 
其展觀旁古錢研究會を開くから•私には何か■話をする 
やぅ V 」の事ですから、諸家の新說やら自說 やら 取交 -T 
お話を致します ' 

和同の錢型の事は•明治三十五年九州で大演皙の在た 
時•天^哔下が九州へ行幸がぁ b ました其時ぁる地方 
に流行病者が出來たので-行在所が長府に設けられま 
した、此時長府の市民からして御资に人れる爲に*和 
同錢型を二倜、坩堝を二個*天赀に供〇ま〇たら御持 
歸 61 :なつたといふ事を聞ました、恰私の知人が長府 
の郡長を.して居"ましたから、長府に^つた和同錢型 
はないがと尋ねま、したら、郡長の返事に未び長府に持 
.て居る人•かある i いふので、段々交渉を進めて三個讓 
b 受ましたのが三十五年の基でした•其翌年大坂の博 
物塲で古錢の陳钊會の時私が*-^出品•しましたから • 

(苐三十七*) 


本山君 li 其時和润餞型 r 始て知られた事と思ひます、 
鉴—今度の#掘の萠芽は其時に在たのでせぅ*夫か4 
四十 Z 年の交に是を^興」撮て「和同錢型 Id 」 どいふ 
もの r 書いて«京の古泉會へも送り傍ら他の存在欺を 
も調べ iL た、其調1:ょると、宮内省が二個、東京守 
田氏のが一個、 S 石觭家1:1個、廣島の吉村といふ人が 
二侗、周防の富海£いふ所の藤并ビいふ人が二個、靜 
岡の野崎さんが四個、三上さんが五個、造幣局に十個 
であ6ます、私の三個を加へても合計三十個程でし45 
た、其後長府の凴苑寺で孤兒院を經營する1:地ならし 

をした時、和同錢型が出た VJ いふ新聞を見た事があり 

ました!8#3此身这型一出土數|1無盧十數澜1:.して艽內の1争 
/二® U 三上氏へ寄 m され r: るこ i、« 孑及び fi れ y 是等 

は皆長府の發掘となつて届 b ます聽齡はだ^今 

度長府の發掘は現實に此傳說を裏耆したもので ffl : 本 

山君の功綾であ-^ます併し他の地でも今度仕た樣な大 

仕掛で遣つたら、或は出ぬとも限きらぬ、大に可能性 

を持て居るど私は思ひます、今迄國史に見えて 古く錢 
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を II た地はと云ひますご、ま. r 近江國が最初に出て來 
る、次が和同二年の河內の鏑鈸司が見える、夫ょ b 後 
れて聖武天皇の天平二年に長門か出て來る、周防の銅 
を取て長門の！！錢の料にするとある、けれども夫がい 
つ始まつたどいふ事は出て居らぬ、夫から後に稱德天 
皇の彔雲元年に田原の鎢錢司長官といふがあろ•田 M 
£は何處か、大和國添上郡に田原村といふかあ b 山城 
の宇治に田原といふ所がある•〔三货圖棄〕〔中外錢 
史〕など1:も栽て居る、夫から淸和天皇の貞觀三年に 
山城 國相樂 郡岡田 -0 鄕の鎢錢司の跡といふ事がある、 
其跡で銅を採るとあるが、始がゎからない、典岡田の 
鄕は三貨阃棄には木津の鄕の加茂村の東の方に山があ 
志のが夫と6る、中外錢史には木津川の南口に在て夫 
からデ.ス村)唯今では加茂村の內の錢司といふ所が夫 
とある、是等に雄て見る VJ 田原も岡田も I つ. 沂；^しく 

V 

見える、此 外に 猶後れ て 山城國葛野郡に鏑錢司が a か 
れた•是は山再村 VJ 向日町 VJ の 中央 位な 所でせうか、 


-らば f , 今^樣 


是等を一々適當な方法で發掘をした 
な功績が！！るかも知れません 

夫から今 n 迄世に出て居る錢型も、今度發掘された錢 
型も、畧同じ樣ですから大抵：つ所から出たもの S 思 
はれます、製作は御覺の通 b 土を燒て描たもので，面 
背一對 のものですが，一度に 何箇位 鑄ましたらうか、 
精々八個か十個位のものてせう>」想像されます•夫炉 
ら文字 S 所は大抵は黑くなつて居ます' 是は中川君の 
說には銅が燒付て居るから黑くなつたとありますが、 46 
銅•か燒付て千年以上も土中に埋つて居れば"大かた酸 
化します、則靑い色にならねばならぬ*現に靑<な■つ 
たものも少、しは見える♦か' 化學的試驗をしなければゎ 
かりません、今度こそ本山さんから材料を頂いて試驗 
•したい vj 思ひます- r 兀來鎢物は油氣かないど綺麗に上 
りません、故に或は脂のやうなもの•或は煤の樣なも 
のを其所に塗て注銅•します、此栽型も n . ういふ風にし 
たので*油なれば焦げる，炭素にな r て黑く殘つたの 
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は夫ではないでせぅか 

夫から和同栽の品質ですが、是は私 fi ' チヨィ^^氣を 
かけて檩本を得る毎—分折.しま.した，昨 H 急に印刷.し 
て今日御手許1:差上ましたのが夫です、是で見ますと 
、一番古いと見なされて居るものには，俗(:シ〇メとい 
ふ砒索ア N チモ,| |を含ます、後に出來たと©ふもの 
にはシ〇 メが交て居る欉です、！^の貨幣の誌上で藤 
井君が發表されて居すが，和同錢は其初め支那か 
ら入て來て H 本の通貨になつた、開元錢を改嬸たもの 
だと云はれて居りますが，其開元錢もシロメを含んで 
居 b ません、|体支那の貨幣は古い所は鍺造.し易い爲 
か鉛分が非常に多い、跡になるに從て錫が段々入て托 
たが、 at 素アンナモ111はズット少い 、すると 藤井君 
のお說は肯紫1:當て居る、： C 本では中國の諸鑛 山、山 
陰道の笹ケ谷 ビ いふ様な鑛山では、 シロメビ云 ものが 
多く含まれて居〇 •古く奈,2朝 時代に白箱といふ文宇 
が 使は れて居るか 此白鏵 aM と讀だか知らぬが、シロ 
(弟三十七#) 


メの事かも知れ ませぬ、 又銅には多少ごも銀 ^含で居 
る ものですが古錢を分析して 見る ご、 寬永錢 にでもさ 
ぅですが銀が比較的多く 含まれて居りません、或は古 
くから銅中の銀を採る事を知て居たのでは ないでせぅ 


力 


夫から 此頃貨幣誌上の和同の 論でぁります、私が 文章 
を讀だ丈の威想ですが、水 M 君のお說は和同以前に錢 
が在た ビい ふのは支那から傅來の錢 と、日本で结た無 
文 錢ビが 通用して居た どいふので、藤井君のお說は銀 47| 
玉といふ ものが通用して 居た、支那の開通元孜錢 も 通 
澜して居た ど いふのです、此無文錢ごいふ ものは 今度 
山口縣 で 壺の 中から 和同錢と一緒に出た とい ふて、此 
處に陳列された(弘津氏出品のもの)が、和同錢 S 1 
所に m 用したら〇 く見えるといふ事ですが、も、しさぅ 
なら 無 文錢通用の水原君のお說通りかも知れぬ V ,いふ 
事になります、夫から 鎢錢司は何處に在た かとい ふ.^ 

水 M 君のお說では和间以前には鑛錢司はない、實際錢 
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を怍つ た 事はないビいふ、.柺井君のお說で は 文武天皇夫から長門の婕そ 作た 所は.、水原君 IX 和同以後どい 
三年に 餡錢 司が^かれたビいふの U 長府 であらう .'*鶬；-ひ，藤井君は天武天皇の 填か ^ _ v : いふのです 
た錢は今：！！ いふ新和同錢な るものであると いふので | 以上 i )> 其要點 .であ b ます* か"藤井君の窨かれ介所ヤょ 
す、 夫い ら水 M 君 a 和銅元年に銅 s 銀の錢を初めて 集く讀で 見ますと.、古 rr の歷史 に. n り、又福史其他に現 
たビいふ U 割しては藤井君の お 說でも矢張和銅元年にれ f 2 事々引いて證據を轚 られ 、夫へ近代の實際事實を 
銀鍋の和同錢を鍺たビいふのですが唯酱堪所は河內で ■«) て嵌めて證拔立られて居るから、物語と•しては甚た 
ある ビいふのです、此河內 の 遺蹟 a 今に 不明ですが、：:.ょく筋道が通つて居る樣に思 はれます、けれども 今日 
いづれ水運の便の ある 所でせう*昔の大和川の. « t 域はの所では双方未だ御論の出初めで、 fir じ盡された譯で 
今ビは 違て居て"ズット大坂の東の方を思つ て 北へ向一：はないのであります が、 今の處では藤井さんの御論の48 
て流れて居た"德川時代になつてかち今の大和川1:附一；方が優勢であるかの樣に思はれます、併•しながら千二 
け かへ たビい ふ事です•夫は兎1:角和銅元年二月に銀一百年前の事の考證でありますから"恰も簾を隔て、美 
錢二年八月に近江 S で鋇錢を鍺たのであらうビいふの：一人を望むが如くで、箪刀直入、し- t 美人の手を捶る所ま 
です、夫から水原君のお說では二年以後は和同の隸開では行て居らぬ樣で.す、 けれども 此和同の新古の論 
を薄た、 二 年以前は古和 同を！！ たビいふのです は、古泉界に取ては華府會議以上の重大な网題であ^' 

又和同の意味はどうかごいふと、水 M 君は年號か A 來ま C て、一朝一夕1:ば却て淪斷•か着かぬだらう w 思ひ 
た w いふ、藤井君は和銅の年號の出來ない以前から作ます、故にいくら藤井君の方が辨論が巧みでも •一方 
て居たのだから、他の意味といふお說です を十分說伏サて永久の平和を得る所までは行くまいと 
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頁 

下下土下下下下下上上下上下上 

欄 

—• — —- — * — * -- 

五四六七二七六三〇三五一七〇 

行 

周 

開國 るべ通成 

た佾 宵 足がけ粱の島 
及寧雪れ地繫迤 T 相れ及項抑 
円江南共方ぐ成 （） ば當ど霍王北 

誤 

鎢 

る 

が楚 

た開岡 如へ•驶阀成 

_ れ局 m 足きけ梁の u 

丞年雲と地繫出下相れ及項柳 
門寧南も方く成に) u 當と祐王北 

£ 

j 


〇正. 誤 

〇前虢掲載奥平昌洪氏の『洵書荇に與へて錢幣を論す 
る#」中活字の誤植を IT 正す&こと左の如、し 




思 ひます， 殊に朝鮮 あた b からは 天一坊 めいたものが 
出て 居る 樣で すから、 大岡越 前守たるものは、其出生 
ひ 立ち 迄、十分調べなければならぬと思ひます 
私のお噺は是 迄であ b ますが、從來 古泉家は他の 専門 
家 (:較て非常に天狗が多いど思ひます、自分天狗なる 
が爲に仕事に興味の乘 るの ル 結構です•か、 他の 天狗の 
茸嚴を 損じない程度の天狗で在て欲、しいと思ひます、 
でないビ充分の研究が出來ないかと思ひますから夫丈 
は御注意 •して S きます、私の此噺も 自分と.しての 研究 
が不充分ですから m 諸君のお說を誘 ひ 出す 樣な肖的の 

元に申*し上ただけであります(完) 

= 1 ■ 

古錢專業並に交換 
古錢古金銀參考書籍類 

右正實を旨とし資貝仕候に#き多少に係ら中御 

被下度候 

大阪市西區阿波座三番町立賣橋筋 

秋月堂安田多三郞商® 

観 VP1I 大 KSO セ九〇# 
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所次取 


大大 


本誌定價及 M 吿料 

一 冊定價金五拾餞送费金贰錢 

;.聋券代用一別增 ：一 

:、(一 一 頁 金 五 ..' HI 

資吿料一半 頁 金 三 圓 
(四分之一頁 金 一 B 1 七拾五錢 


正•十一年三月廿九日印 W 
正十一年四月一日》行 

柬京市# H 1 H 五軒町1#地 

aaJ j K 田信 

柬京市神田 IK 紺屋町 H 十番地 
印■者 高橋與四 
東京市神田.»北乘物町三番地 
印«所 万. 文 


郞 

堂 


_ HV - 1 

東京市深川 i & 靈岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

電括本所 lslslli 
振替*寒 SAII - IO # 

東京市神田區五軒町一番地 

■發®所 鷲田寶泉舍 

«話下谷±2九九番 


大 R 市南 BW 屋町 


下 M 寅之助 
_ n 二 I f * • fa 


繪錢 類、 天保形錢 類、 其他大抵 
の稀.品' も持合せ居候持合せ 
なき稀品ご云へ入念取調べ 
本物調達仕るべく候間錢名 
御記載御照合を乞ふ 
若し 元品御氣に 召さ/る 節 
は三十日間御取替へ買戾し 
御意の儘に致すべく候 
大阪市外中本 町 森九二 

近畿古錢集散商岩部天然堂 
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蕻黯 il?l?!ss 5 rr 間—助編 
器黠古錢の菜 ssis 全 -* 顛 r A +g 


安蘭嘉次彥君序下問寅之助編 

ils ^ 古錢の S 

古泉學道人& 

|5财大正古錢憤格@鑑 

tt 一 # 舍 主人 Is 

朱 III 符合泉志 

伏 R 毎日新聞社 S 本山*1稃8^ 
ca 幣局技師 h 學博士甲 W 宜政冇字 

玉 « R 便局長安藤 B 次彥君著 

東洋镂貨年表 

近蒙 


&|||;全一冊!£58=?2 


* 料四 ： S 

全晶七二十 s 


全三冊*11ハ八十錢 


錢 

.餞 




■•■用 

XR 


全 


頮金石文拓本黠等 is 持^ 


冊 sttn 


»_鹳閗合次供攀答 SI 申候 
其他各相 古 SC 取次販 * 


月 刊 


古錢雜誌 


! 册金參拾錢 
會費六ヶ月金壹圓益錢 
ーケ年 金參圓 

(切手代用一割增) 



錢 


大阪市南區問屋町(三津寺筋束堀两入) 


1鹿賣買商 虎 匿 


r 弊店宛御照^:は必—往復はが、又は返信券 在中の外御返事？す候 


構商店 

§口座大阪壶九四贰番 



振譬口座東京二五五八五番 

帝國 スタンプ 研究所 

東京市下谷 K 竹町 

本百種以上の品を進呈す0 

ぁ A 0 印刷實费金一圓御送 b の御方へ澍して特に歎洲戦爭紀念戦時紙幣と外願貨幣メタル並に各称の見 
密 I :附せられたる外國貨幣阚は木所にて月刊にて同好者へ發送の準備なれり〇詳細は圖人大 R 錄に記載 
菊判七十六頁に；旦 b 多數固入詳細邦文にて說明付きの大目錄に改正せられ非常の好評を博せり、從來秘 

图圖入大目錄 (l ilIf r) 

一個無代進呈す1,金のこと〇尙、購讀者の所藏品揭栽及び無代配本等の特點は圖人大目錄に詳記せ bo 
なり〇每號送料共にて金二圓十鈕 、年 極め命二十四 IB (特に年樺讀者へは拓本押印臺特製横 - g : 形二圓の品 
內務省へ納本後配本す0配本の日の多少迓る ゞ ことぁらん も、 送本は省留郵便にて托送す安 rr 信賴して可 
ザ ヵ テヵス州、チファハ州等の金货"«貨•銅貨"典銅货幣を揭載し邦文 {: て說明つ50 
了抹國、，べリャ共和國、佛^1チユニス、北米合衆國、英領バルバドス、英領べンガル、霃西亞帝國、 
は拓本にて貼付し讀者へ配本マ〇第一號へは西曆千六百年代以後に發行せられたる羅馬法王領パパ少州、 
第一號は大正十一年一月 T 旬ょり發行し每月末一冊宛外國貨幣の珍らしきもの新ら•しきもの等を印刺又 
左行体にて月刊のもの本害を以て最初とす。 

田外國貨枏圓錄發行 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



St K 

9t S 



( SI ハ治恭第) 



Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



〇貨粮 (第參拾八91 ) 目 


次 


® 論 說 

0答奥平先生論錢幣害 . •し . 

〇順治通寶錢背文之研究…：…張晋 •：： 

〇齊六字刀に耽て ::!貢井靑貨 . 

〇齊刀私考：：：：(上):……韻泉散史. 

〇古错の研究 ..：：： 奥平昌洪 . 

〇私の和同餞板……：金*仙人 . 

〇耳白錢の研究 .：••：. 花林塔 . 

〇 H 本货幣史の研究 ：：•：• 濱村榮三郎. 

® 小 解 

〇林鲜符 . 


: .1H 

…六 H 

一二頁 
一四頁 
二三頁 
二六頁 
二九頁 
三四頁 


〇海東重資の小異 . 

© 顧選凾 

〇纽字印1:就て：……一記者 . 

〇德川氏貨幣史：(嫌) . 

〇柳北の顔 . 

〇柬洋货幣協會第 yygd 回出品誶. 
〇廣吿其他 . . . 

(全項禁轉敏) 


四〇頁 


四二頁 
四 三 頁 
四五頁 
四五頁 
五 OK 


四〇頁 


Digitized by Coogle 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 































金本手金文草 

藏局幣浩阪大 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 




Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 



貨幣 (第參抬八靆 J 

『論 說』 

〇答奥平先生論錢幣書 

奥平先生足下•來由獎飾途恒、傀弗敢當、梧云、智者 
千 JR •必有一失、愚者千慮•必有一得、不侫研究泉學 
有年•常以千慮之I得、撰成長篇、擬名古泉說苑以网乂 
世、然思性疏愐、益以俗務醏凝、未克如願•今將改變一 
方針"遇有心得、助 ■« 泉話之體例、先行發表 * 凡曾經__~_ 
前人說遒者•皆不欲多费诔墨*以節勞神•說屬新搁-八 
嶷賣必多-仰仗 二 
先生糾正之處、正未有艾也*今®拜受詰II•獲益非汝 
不揣疏8 r 謀软來害之意旨、答復如下 
春秋戰國之世"地名有梁宇者，且不止有三-除來害所 
考之三粱外•尙有西梁高梁曲梁及梁丘等地名 


梁城、»漠之西梁 ar 路長源云、西梁故城在今冀 
之南宮堂211縝記云、西梁故城二三里*一名 
五梁城 

(2) 高梁春秋、高梁之墟(倩公九年)今山西河東 
道曲汾縣東北有故城(河北11云三十里)有高梁亭 
高梁墟、春秋 JB 晋 

( 3 ) 曲梁晋伐之(宣公十五年)杜預云、廣平曲陽 
BT 路長源云、今洛之溪澤•漢曲陽地 

⑷諸梁楚 地、 見路史 

( 5 ) 梁丘齊楚遇處(莊公三十二年)轂梁謂、曹邾 
之 間、 去齊八百里、杜預云、昌邑西南梁丘鄕、路 
長源云"今武成有梁丘山 

以上谷地、與魏權幣之鎢造皆無關係、不必深究•鄙人 

fir 年發表 r 魏權瘠*明之經過」? 0 如 loMO ^ o 和、 KO 0 O#O 

°|0«0 、一 AO r 3 ^oIO:^o«o^«oIOwo 勤 £ro 

度，略加說明而巳，所以認此等權幣爲大梁之産物者* 


⑴西梁伯益®、地理風俗傅•扶柳西北五十里有莽無論雒 - 私±0§歡:«;0歡や⑼其文字紀重與他 

(弟三十八篇〕 
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镲 Jfc 较 :- v 爲特殊的 V 爲期作的、當時卿大央釆邑•雖谷 8 D 其二十二年戊^;、：(周成烈王二十三晋烈公十七年). 
有！！餞之事實，然非所論於該幣之鎢作 也、 (3)梁下幣梁計4:十八年; 1 距韓趙魏三家滅晉之年乙巳、(即剑安王 
«| «等宇樣、與齊去化對照、似趄梁字爲國 名、 较爲正二汁戈年晋靖公俱酒二年魏武侯十一年)計一百〇五年 
當"⑷« 0 |! 1 !|阶索^ 0 歡&|髮勤加、& 0 &50在春秋之季、實無魏國、，雖魏之始封甚早'(姬姓、伯 
AO わ' 1 ; 0 » oaoli ® o か&&、 IJsosoao 、 g 安色爲魏之舊爵”畢公高之後)然旣爲晋(獻公)所吞併* (己入春 
都 V 大梁則其新都^^-辦办物和か*砂斯納4|邮--0银秋後八九十年>:賜於魏斯之逮祖畢萬爲釆邑*則前日論 
⑹若就相近地方之同形貨幣言之"如盧氏半錢亦 H 10 肩方一：文中春秋以後魏國之權幣一語"實不得謂無班也 
MO &-0 1*° 綜合此等間接證 镰、 可爲大梁産物之確證1:藕以少梁有無鋪餞之事實 、未 敢斷定 、縱 認爲有之*不 
不得謂之 推定、 卽法學家所謂論理的證的•綜合的證據 ：| 如將方肩方足之梁一錢梁半錢 等、 歸鵃於少梁、较爲有 2 
人爲上之證據是也 --- 理、蓋少梁奥晋陽蒲反皆屬相近•而幣文日梁一錢梁 
前之不敢直斷爲戰國時代之產物 者、 因當時僅以河南出半錢 、亦 非特殊的刺作的者也"(出土地點不明)來畜 
土爲根據、、未#想及其他理由•以爲大梁見於古籍、雖又以杀錢相詰 難、 不知 0 M 亦認爲梁 字、 與 
始於戦國 、而地 方未必始於戦國 也* 今承有益之詰腰* 足下相 M 、 糸字从 水、 幣文下半截从 木 、 KDO 可見其非是. 
加伽^ 0 ^ 0 职 smoMOioil ! 柳&、 0 〇«〇加 11 和^ 0 4#0勤^ 0 ^拙著古泉匯批評中、己言及之、 S 文 00 . 0 引用某錢 
iwo 伽^春秋終於周敬王之三十九年庚申(即晋定公論浓 - 故用較|行之舊說-而非認爲汞字也、今 
之三十一年)距魏斯(文侯)元年了己(却周威烈王二足下竟以此相飴、則鄙人不得不有®明者、：前丈'^祺之 
年晋幽公十四年)計五十七年、距媿斯始列於諸侯之年魚、联化之联 、亦 非不侫所賛同、請勿誤會以爲政 擊之 
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資料 

期於順治通寶之背文、除註明推定者外、皆雄唐西源之 
黼《通考"其詳別行答值*草草不恭*敬新 
塞宥、民國十 J 年三月十二日*周窬拜復 
右の 释文 

奥平先生にお答.します0頂いた御手紙は！^恒を逢え、 
敢て當らざ&を惋ます〇智者も千慮に一失あ b * 愚者 
も千 it に一得ありと古播にも申す如く*私も泉學を研 
究する事多年ですが"常1:千 ist の一得を心掛けて居り 
ますので0撰で長篇を成む、古泉說苑と名づけて肚間 
に間ひつ、あ b ますのです•か*私の性質が疎愐 s 所へ 
持て來て-俗務が敢襄.しく思ふ樣に參 b ませんから • 
に方針をかへやラす. f して、遇おもひ付いて泉括の 
體裁ビ•して發教しまし f : が。前に古人の說てあ44の 
は"笨费の無#折です'から*〇て.新說のみを述 v ま 
すので、接資は多ぃでせぅ*>:、先生の糾正を仰％だな 
-■- i ; 正確の I のとな〇でせう,<>今度脚 ii 詰を哀つたに付 

c 第三十八艫) 


て t •益を*る事少なくありません〇誔で n 來害に就 
てお容を致 C ます事 下の tl {であ6ます 

春秋戰 E の世の地名に梁の字の付くのは三つだけでは 
ありません。お手紙の三梁外にまだ*西梁*高梁、曲 
梁及梁丘などの地名があらます 
一西梁伯益 H の地理風俗傅に*扶柳の西北五十里*: 
梁城といふがある•即ち漢西梁縣 S あります〇路長 
源いふ0两梁の故城は-今冀の南、宮坌躲鎮に在5 
ビ〇縣道記にいふ。西梁の故城は二三里なり、一に 
五梁城と名 

に高篥.春秋<:高梁の墟ビいふが傳公の九年に出て居 
る*今の山西河東道®汾联の東北に故 M がある(河 
北圖にいふ三十里 W) 高梁亭、高燊墟といふのがあ 
る。春秋の時は晉 に JK •して居る 
(H) 曲梁宣公の十五年 1: 晋之を伐つ w ある〇杜預の注 
に*廣邓の曲»縣.にあると。路長獮： r 今の洛の® 
澤は琪 s 曲限¢5地であるといふ 
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( W ) 除梁笼の地で*路史に出て居る 釋の鎢作では: *'•!> ません 

(£)( 梁丘齊と楚の遇ふた處(莊公の三十二年に出て居⑶梁下 併* 梁 制 «啓の宇樣は、齊去化ヒ嚷照して染の 
る)毅梁は 費 部の間で•齊を去 I 事 八百里といふ〇 宇が國名と認むるがや •> 正當なるに似た4です ■. 
杜預は昌邑の西南の梁丘都だ《いふ〇路長源は今の⑷同じ形の貨幣を讅造•したから艺て、附近の地方とは 
武成に梁丘山あ b といふて居る ' 限りますまい*同一主權の T 1: 在ては同形の貨幣を 
以上の各地は* 此魏 の權幣の 錫 造とは關係があ h ませ 一鴒 造したといふても道理に近 < ii あヴませんか 
んから深く究むるには及びません故。私が前年發表*し*-~⑼安邑は魏の莴郡で•大梁は魏の新都です、背文の制 
た r 魏權幣發明之經過」の文は專ら重きを文字に注ぎ：！ の字は尤其" HII 後•一轍に出る如きを見つべしです 
i した•夫に最初の宇が梁であるといふ事は*古人 ai : ( 6 ) もし相近き地方の同形貨幣に就て之をいへば、 It 氏 
に#見してある事ですから詞を费すを欲*しません*紙！ 宇餞の如きも亦圓肩方足なる其一例です. 

燊の宇を證明する程度だけの說明に•して*ま•したが、一是等の間接の證據を綜合.して大梁の產物 fz る確證とす 
是等權幣を大梁の產物と*し代のは、論據なきに非すで. V ;へきです、之をし4推定 S いふを得ざればノ即ち法學 
す 家の所謂論理的證雄•綜合的證據，人爲 . h の說據なご 
⑴出土する地が、河南に限て多いの VJ いふの•か是です 

(2)其文 宇と いひ*紀 $ どいひ、他の幣と比較するビ特 W 之に敢て直 撕して 戦面時代の產物ビ乙なかつたの 
殊的たり、创作的たりです。 1 E 時の癤大夫の釆邑で は、 當昤®か (: 河南の出 ± を以て根雒 w •したに因る* 
各！ JSAi 鑄た事實•かあ^' ます けれども•論 t * る所は該未だ #て 其他の理由には想ひ及ばなかつた CD で to ^l 
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免ら く大 梁の 古籍に見えた るは «' 國 (:• 始ま i けれざ 
I 、其地方は必しも戰逬に始まるのではない*？*今有 
益なる難詰をぅけてから"私は敢て斷じて i 國梁の惠 

000000 OOP 00000000000 〇〇 or 

王遜都の時の K 念か*成は其他の特殊の事情に因て之 
h «° 阶1〇|2〇“0〇^〇6〇1〇卜*春秋は周の敬王の三十九年 
庚申(即ち晋の定公の三十一年) {: 終ります■魏斯(文 
侯)の元年丁已(即周威烈王の二年"晋の幽公の十四 
年)を距る事五十七年、魏斯扒始めて諸侯に列した年、 
即ち其二十二年戊寅(間の威烈王の二十三年、晋の烈 
公の十七年)を距る事七十八年•韓趙魏の三家が晋を 
滅〇た年乙巳(即周安王二十六年、晋の靖公俱酒の二 
年、魏の武侯十一年を距る事.白五年です、春秋の季に 
はまだ魏といふ國は無かつた*魏の始めて封せられた 
のは甚だ早い(姬姓，伯爵、畢公高の後)けれざも眈 
に晋 (獻 公)の爲に併呑せられてむる(巳に春秋に入 
て後八九十年)魏斯の遠祖舉風に肫ふて釆邑 VJ なつて 
ゐる♦すれば訊 B の論文4.の寿秋以後の魏國の權幣 W 
C 第三 十八# 0 


いふた語は-*赛は無疵ミはいへ t せなんだ.‘ 

81かに*2 へらく 3 少梁では11錢の事實は耽て斷定は ‘し 
ませんが•.縱や之あり <誌めても方肩方足の梁 I 餞， 

梁半錢等のものを少梁に歸逋せ*しめた方が较理あ6に 
如かすです〇蓋し少梁は晋陽蒲反等 L ' 皆相近 、しか 
も幣0-文を梁 I 錢•梁半餞ミいふも亦特殊的•創作的 
の ものでないからです(出土地は不明) 

お手紙には又糸錢をも難詰されま•したが"私も亦認め 
て梁字«なす事はあなたと同じです. •> 汞の字は水に M & 
ひますのに*幣の文の下は半分に截て見ると木に M て 
居ります、•して見れば是ならざる事がわか b ます* 是 
は私の著はし T 2 古泉滙批評の中にも a . に之1:言及して 
あれますが-前の文は僅かに某某の锇を引用、して論韨 
VJ したので•: ' 故さらに通行の谋說を用ゐて^字と認め 
たのではありません•今あ^たは竟に此を以てお詰に 
なる、 則 私と L て* ■ 明せねばなりません。前文の 魚湯 
の魚 だ©. 、賭 化の ^ だの4- 亦§賛同す る 舉 は J ) り 
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ません顯は C ば棋解して攻擊の資料となざらん樣に- 
順治の背文1:软ては••私が推定*して註 m -- したもの、外 
は"皆唐苗源の制錢通考に雄て害き i .- •したのです•其 
くは•しい事は別にお答へ致 C ませう•草々不恭歎て鑑 
宥を新る〇民國十一年三月十一 B •周害拜復 


〇順治通#链背文之研究 

天津..張 晉 

躕奥平君與周*君綸餞祭畜、關於順治通寶錢鎢逭之時 
地•學識高速•考據精詳•地名沿革•多所糾正、不勝 
歎佩•麋鞸國史乘•對於錢幣••不失之略、即失之 m * 
證之實物"多難骞信、執史乘 '» 貧餞僚•不足以袪疑、 
後實品尙足以正史乘之誤也、顒治通寶»之記-«*綜畆 
計之•不下十種、其4•所栽，傾柏元年至十七年、各— 
嫌先後題准 K 局鼓！ r 互相岐 Brlr 非出入•令人失雄 


糞無褫侰 (• 似失之 «• «黹考所 I 矛盾•與實品 
不符之蠡•正復不少•通以質諸奥平 君、 不吝賜敎ノ實 
爲幸甚 

順治三年•令湖廣省城及荆州府谷開局鼓«、大淸會典 
戡辅通志制錢通考设幣考餚書•所記相同•伹湖廣省局 
所鲭、應係武字"今而未見•曾否開鑄、是一疑問•奥 
平君主張昌宇爲湖廣省局標•未敢賛同"以 T 詳綸之 
龈轄通志載順治四年題准盛京江西河南廣東常德甘肅六 
4 IT 各開局鼓鎢•而制鉉通考列五 IK •無河南、錢幣考6 
列四 AT 無廣東甘粛而有河南"査幾辅通志*河南省題 
准"先在順治元年條下栽之、此間重出"制錢通考亦云 
顒治元年題准、酱幣考則不列在元年而列在四年•河南 
省題准"究覚在元年、抑在四年*難以斷定、至廣東省 
局，鵂栽通考第六寅上•列有背右廣宇！ w「ar 而今未 
見•又在第十六頁康照廣字錢下*記康限六年•戸部想 
准復開#省爐座•幷添設蘇州鞏昌等 IBII 局•照式雔字、 


奠平君推崇文獻通 ilMr 爲詳丑精、而以其餘諸害有廣束！！庚字 一^№0命 so ^ lwoltolifro 知 so^ro ^ so 啲 
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和 Mo * 斯阶砂！|治一!和 ！ r 和 & SO 信* 說尚可通•以爲宇爲武 H 局之標記、不敢賛同*因顆治 
奥平君因錢幣考未列甘肅•而以各載爲全珙、竝以銭雖未見武字、而他錢固具在•且顢治餞但見設局明文 
陕甘分省爲康賊二年之事-相引證、否 as 寧夏局1!鎢錢未見實品•亦葬武 HI !局巳也*今：：！：字爲南： ： r-l 局之揉記 
之事實、憑 II 幣考順治十七年條下所載•江南江寧局鏑非武 a 局之棰記•已解決矣•若寧宇爲江琪局«>則江 
寧宇•江西南昌局鎢江字武昌局鎢昌字-即以寧字餞無所歸着、由.此以推、江字爲江寧局標•寧字爲寧 
宇爲江寧局！ 8 T . 江字爲江两局標*昌字爲武昌局* r 信夏局標 t 諸害所載、寧夏有鎢錢之事贲•固足信也、不 
如是•佘有疑問"請奥平君釋之-顧か錢鮮漢知 EO 和賊：：得因錢幣考未載*而否 ! g 之也-抑尤有進者*餞幣考於 
未見•雍正以後諸錢•則滿文武字作办•明々具江、確：：十七年條 T * 復開各洛錤鼓鋳•江南江寧局鍺寧字、江 
爲武：：：：局！！^見諸實；*_鈸在史乘、不能否^0之也、而：一西南昌局锗江字、湖廣武昌疴鍺/ | |字、而於附記中則日7 
同時屯滿文11宇錢•豈武 HI 局於雍正以後諸錢武宇 HI 字；浮等謹案、順治十年所鍺一潼^ r 慕漢字地名、惟江南 
竝薄乎、抑/10順治敍 SMO 宇在諸鼓^0武字乎、疑問一、〗江寧作江字•江两南昌作,'\字、湖廣武 ,'*, 作武字、按之 
南！ r 如鼓鍺 、歷 朝上譫妻章、班々可考、若以讧扣爲铕：：實品、其自相矛盾•不辨自明、且十七年條下、府有密 
昌局標 、_ 則雍正以後諸 餞、： 未見有江字者何耶•疑問二 ® 錤鎢密字•奥平君亦以爲十二挿之 外、 更有背 g 文密 
據欽定戶部則例餞法铋式頂下"江西日寶： 1 T 湖北日寶字*査密雪錤題准鼓 鍺 •在顧治元年、現有背右云字| 

武•雄非捐傾治錢而 11 Fi T : 而武 M 局爲武 宇、 南昌局爲11神、鸷密雲錤所鍺無疑•十七年若曾鼓 鋳、 背滿漢文地 
宇、 箝之寶品*考之譜錄、毫無疑！ r 歷朝相承•順治名、亦應爲云字•不應爲密 字、 而密字錢從 未見、 錢幣 
嫌何能獨異".故日傾治《未見武字:' % 武肖局成未鼓 tt v 考所記•不足信也、： 

(第三十八«> 
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今將順治年狡局 鼓鎢、 轚見明文•未見實品•各穐依次 
珣下•余好蓄淸錢•自惟_•所獲不豊"海內藏家 •. 
可以補所不及 者、 正復不少也、 

密雲局 見背右云一種、餘未見丨 
陕亩局 背城陕俱未見、制錢通考列 之、 

延綏局 用耆君在古錢第五卷第九號栽背上延宇云 
絕少•不知何所據而云然又有右襄亦云絕 
少、 

武禺局 各種武字餞俱 未見、 

«京局 未見、：. 

廣東局 各種廣宇錢俱 未見、 杏®) II 治年有瓣錢之 
事實•廣東局始於康膊六年， 

常德局 未見•常德局惟有咸®錢小平至當百ゝ 
江搴局 背！5江字俱未見、«栽通考列 之， 

則限局 未見" 

萊州局 未見•是否飾—待 #_• 

9 南局 十七年增置未見满澳文雲字、而有十年坦 


' 唯之'一釐錢、不可解 • 

福州局 右驅未見 g 文福字未見•古今栽賂刿之 • 
古今錢略又列有背右窭字川字二稞、査雲南設局、 
在順治十七 年 •四川局則始於康槪六 年、 而额亦未 
見•不足倌、又有背右午宇滿澳文西字、 待考、 

制錢通考 所 列背上 H 、 间 、背 右昌•寧、臛、未得 
亦未見" 

右の釋文 

奥平さんの周害君に與へて餞幣を論中るの書を拜見 I 
ま L . たら、順治通寶錢の薄造の時と地に關してお寄き 
|になつた所は、學識の高邃なる-考據の精詳なる•地 
/名の沿革まで多く糾正され i したは欽佩に勝えませ 
ん〇顧ふに私の國の史乘は餞幣に射しては之を略に失 
すといふよ-^は•之を譌に失すど申.してよい位で、之 
を * 物に引合せますビ盡く信じられぬ事が多ぅ御座い 
ます、史乘を執て錢甯を考へると疑を袪る|:足む全せ 
ん•いづそ*品に像て史乘の換を正すがよい位のもの 
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です 〇顢治通 寶餞の 記事に しても•綜めて十品に足り 
ないもので も*其 中で*せられたものは、 順治元年 か 
ら十七 年までの 各省錤の先後 @- 准や設局鼓！！ やは •互 
に違つて居り•是非出入して居て人を〇て懍を失は〇 
めます•奥平さんは文獻通考の錢幣考を推崇して詳な 
り精^りとせられ*其他の諸害は僧を微 するな しとさ 
れたのは少.し偈見ではないでせぅか*餞菁考に栽す所 
も 自ら 相矛盾して居まして實品と符合せ ぬ 所も亦少 く 
ありません故にこれを奥平君1:反間致〇ますから賜敎 
を吝まれざれば幸甚であ卜ます 
傾 治三年1: 湖廣省城及び荆州府 は 各 局を 開き鼓簿 しま 
•した事は •大清會典•嫌補通 志 •制 餞 通考 •餞幣考な 
どの諸書の記す所皆同じです*佴湖廣省局鎔た所のも 
のは武の字でせぅがまだ見當りません*曾て開鎢した 
や否やも疑两です*奥平さんは昌の字！&湖廣省局の標 
記 VJ 主張されますが私は賛同 L ません、其 b けは T に 
之を詳論しませ 5 

ハ弟三十八 ») 


幾 Nrit 志 1 :順治四年の題准は蹙京•江西、河南•庚束 
常德 、甘 IT の六ケ處で各 S 局鼓鎢したビゐるが、制錢 
通考には五ケ處だけで河南がなく〇錢幣考にね四ヶ處 
だけで廣東*甘肅がなくて河南•か人れてあ6 〇幾辅通志 
を査ベて見ると河南省の題准は是ょり先の順治元年の 
條下に栽せて居る•此間重出です〇是は錢幣通考 {: も順 
治元年の 題 准といふてあ b ます*餞幣考の方には元年 
~には人れてなく四年に入れてある。さすれば河南省の 
題准は究竟元年であるか四年であるか斷定〇難いです 
嫌東劣局1:至ては制銭通考の第六頁の上に背右廣の一 
品があ b ますが見た事のないものです〇又十六頁の康 
熙の廣字錢の下に康熙六年に戶部題准で復各济の壚座 
を開き•幷せて蘚 州、 鞏昌等の處鍺局を添設したのは、 
式に照ら*して宇を鋳たとある*廣東鎢の廣の宇の一條 
に有ては旣に添說といふからには從前は未設であつた 
のである•知るべし自ら相矛盾するこ VJ を•其記す所 
の艏治の庚の字は信するに足らぬものなること•かわか 



す 

奥平君は錢幣考1:甘肅がないから外の香に栽てあるの 

を 誤と され"並に陕甘の分省を以て康照二年の 事と さ 

れ相引證して寧夏局鎢餞の事實を否趄 され、 錢幣考の 

顒治十七年の條の下に載せた•江南江寧局寧の字を ！ r 

江西南昌局江の宇を鑣、湖庚武昌局昌の字を！！たとあ 

るに憑て•即ち搴宇を以て江寧局揉£な•し江字を江西 

局 標*昌 字を 武昌局標 となすは信 是の如 しですが私に 

疑厢がある* it ふ奥平さん之をお释き T 3 い 
0000000000000000 000 
順治錢の滿滇文' 0 武の字のものは實瞭未見のもので、 

雍正以後の諸栽では滿文で^>」なつてゐる事は明白な 

事實で•確かに武禺局の標でノ實品もあり史乘にも載 

てあるのだから否認するこ W は 出来ません•か*間時 1: 

滿文の昌の宇かのは*此局で雍正以後の諸錢 

には 武の 字と昌の字と 並鋪•したのでせうか、 夫 ミも顒 
000000000000000000000000 
治酱だけ3::の 宇と して外の諸« では 武の 宇と したので 

せう•か* 疑网の 一つです 


南昌局の鼓鶬の事は歷朝の上譫•奏章などに歷々と出 
て居る、も.し江の宇を南昌局の檩とすれば•雍正以後 
の賭栽には江の宇のないのはどうした事でせう か、 疑 
問の二つです 

欽定戶部則例に嫌れば•錢法鎢式の次下に、江西を寶 
昌艺いひ*湖北を寶武といひます*是は順治錢に對•し 
ていふたのではないが•武21：局は武の字*南；：：局は昌 
の字で ある 事は、之を實品1:も證明されるし*譜錄1; 
も出て居て毫も疑義なき事で、歷朝相承けて居るのに 
顒治錢だけが異て居るのはどうした事^のでせう、で 
すから順治餞に未だ武の字のものを見ないのは•武柃 
局は其頃はまだ鼓鎢し t 居なかつたといへば說が通じ 
ませう* >* •吕の字を武昌局の標記だといふ事には賛同 
が出來ません、順治钱には爻だ武の字のものはないが 
他餞にはある*且順治錢は佴局を設けた明文はあるが 
實品がない、亦武昌の一局のみではない•今吕の字を 
南： £琦の匾記と.し武21局の標記でないとす ix ば解决 *> 
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つく•もし寧の宇を江搴局のもの yj すれば*江の宇の 
持て行き所がなくなる、是にょつて推考するミ江の宇 
は江搴局の’標記"尊の字は寧夏局の穰記とする•諸« 
に載る所を見ても搴夏に鎢錢の事實があるこ 

VJ は固ょ 

b 信するに足ります錢幣考に栽て居ないから VJ て否認 
すろ事は出來ません•猶 f 步進めていへば錢黹考の十 
七年の條下に、復各省续の鼓鍺を阱く江南江搴局は寧 
宇を鎢•江西南！：：：局は江字を！ r 湖廣武11：局は！：：字を； 
鎢 W しながら其附記中には、臣等謹で案するに順治十； 
年鳙た所の一董錢の背の漢字の地名は *« t ふに江南江 I 
寧は江の宇•江西南！！！が：1¢の字•湖廣武！ I が武の字 VJ | 
いふて居る、之を實品に按するに其相矛盾する事私が 
辯する迄もあ卜ません、且十七年の條下に仿密雲雄は 
密の字を鎢 W いふがある、奥平さんは是を十二 M の外 
VJ された*更に背 JI 文密字のものがある•密霎錤の題 
准鼓嫌を査ベて見る i 順治元年で現 {: 背右云の宇のも 

のが！種あるから是が密雲嫌の所鎢である事疑ひな 
(第三十八#) 


い•十七年に もし 曾て鼓鎢〇 たら 背滿澳文の地名は云 
の字で あるべく 密の字で あるべき 筈がない•而も密の 
字錢はまだ見ない*錢幣考の記す所の信す るに足らぬ 
は是でも わかる 

文順治 年の設局 鼓！！ で 明文: 6>*あつて實品を見ないもの 
がある•其各棟を下に次列.します* 私は 好で淸錢を蓄 
えて居ります *>* 素ょ6淺陋で獲る所も豊であ b ません 
海 內の藏泉家に して 弊藏の及ばざる所を補 ふて下？る 
やぅお賴みします 

密雲局背の右の云の一禪はまだ見ません 
陕西局背の右と上の陕*俱にま/ r 見ません*制錢 
通考1:は出て居ます 

延綏局周害君は古錢第五卷九號1;背延字絕少 VJ 載 
せられましたが何の 據る 所が あろの/) >* わか 
b ません"又右襄絕少 VJ も ある 
武35各種の武の字錢*俱にまだ見ません 
§局見た事がない 
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廣東局各種の庚の宇«俱にまだ見あせんがら順治 
年間の鎢造は否認します、廣東局は康展六 
年から始まつたのですから 

常德局 まだ見ません、 常德局は咸豊錢 なら 小平か 
ら當百まであ6ます 

江寧局背右と上の江字は俱1:まだ見ません•か、制 
嫌通考には出て居ます 

_陽局 また 見た事がない 

萊州局まだ見ません、東の字は銪たかどぅか、御 
考を伺ひたい 

雲南局十七年の增里です•か、まだ滿漠文の雲の字 
を見ません•か*十年題准の一釐餞はあ b ま 
す、了解に苦しみます 

福州局右の福の字はまだ見ません明文の福の宇も 
見ません、古今錢畧には出て居ます 
古今錢略には又背右雲宇、川宇の二種がある、雲 
南の設局は順治十七年です> 四川局は康照六年で 


すが婕も見た事がないから信するに足6ません* 
又背右午の字 • |文の西の字がぁる"御考を伺ひ 

たぃ 

制錢通考 にぁる•背 上エ、同、 背右！ r 寧、福は 
品 も 獲られず見た事もない (完) 


〇齊六字刀に就て 

貫井靑货12 

瀬尾向陵亭君•か、前號に發表せられた齊六字刀の新释 
文を一讀して、碘か自分の考と違ふ點がある故*左に 
愚意を開陳したいと思ふ〇 
君の新釋にょれば六字刀の文字 
齊建封長法貨 

と讀む•へしと說かれる〇第}、-第五-第六宇の齊法貨 
たるは異說なき故省畧す〇君は第四字に就てのみ詳說 
せられた S - も卑見にては、第二•第 H の文宇に耽ても 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


又君と意見を異にする故箱二•第一 一、 第四の三字を併 
せて論議せんと思ふ。 r 
元來此の六字 7 J に就ては先轚の說く所紛々と*して未だ 
確定しては居らぬが一般的には古泉書ビ〇て古泉 BI が 
槪括的に完 1 i •して居るので李竹朋の說にょつて 
齊建邦就法貨 

• W 讀んで居る。こは諸君の旣に熟知せらる、所で6る。 
此說の外にも齊徒邦始法貨。齊途陽□吉化。齊逭邦 □ 
法化。或は途陽を遲陽 VJ 释せるもぁる。第四字は最も 
難解の字として大分學者を苦しまして居る*>*、陳壽卿 
は是を端 r 释して居る。吾風山翁の如きも软字說を非 
認せるも自說は立て/1居らぬ 

第二字。初氏は徒、劉氏は造、李氏は建 VJ 讀み、陳氏 
は劉氏の說に從て造字として居る〇自分も又拥氏の說 
に從て造と释するを至當と考える〇由來後世の人、刀 
布の文字を释する1:多く小篆以後の寄體を以て論議す 
れども、先秦の古物を論するには必す類を先秦の m 物 

(第三十八#〕 


に索めて是を論せねば その 正镝を搿る こ i は斷 じて 得 
ベからざるもの vj 考え*〇〇今此字を見るに、^と厂ビ〇 
半•或 ut に從ひ•如何に都合ょく見ても、聿に從ひ 
i-u 從ふと云ふ建 字と 同 I な云ふ事は到底不可能 
でぁる。鐘鼎文の中に造字€ 磬蕗に作るものぁりと0 
然ば字は正1:劉氏の說に從て造と釋するが至當ならん 
か i 思はる 

第三字。君は封- y 」 釋されたるも•諸寄皆邦と秤*して居 
る。君の封ビ讀まれたるは、字の圭に從ふの故を以て13 
ならん も字は 明に 邑 U 從て寸に從はす〇宜しく铒释に 
從ひ邦 wli むを穩當 wt ベ.し 

第四字〇初氏は傅形と見て始と •し、 李氏は就ど释 す、 
或は國字の 省 文 VJ 說くもの ぁれ ど不可な卜、陳壽 卿獨 
b 立に從ひ耑に從ふもの VJU し。端ビ讀めるは蚤し卓 
說と云ふ V きか*然るに君の新說にょれば、宇は正に 
長と释すべし w せられたるも•余は搴ろ陳氏の說に左 
粗せん w するものでぁる〇君は偏の^形を以て、小篆 



疫宇の下邊の一部分ど見做さる、も*古文には如此害 
檐 は 見當らす。元來長字は兀に從 ひ 七に從ふ^聲 VJ 云 
ふ許氏の說は大誤！ IUO 說文家の說にょれば 〇斤 VJ 老 
の省に從ふて 出來て居る ビ 謂 ふこビで 6 る 〇 其の古文 
は fe •失•一^此の如-4方足郎子布の.郎宇、從ふ典も矢 
に作る O A 形はその那邊にも見出す ことは 出來ぬ。今 
纗字の傍の耑字を换するに、小篆にては赤なれど•古 
文には等の例がある、必.しも T 部が四直文でな 
いこビは* 說文の上象生 形、 下象根也 ビ 謂へ^ • に 見て 
も證搛立てるこ w が出來る。今此の耑の古文に A 形を 
加え、第四字と對照せば即この端字なるこビ-一目瞭 
然である〇此を以て齊六宇刀の文は正に 
齊逭邦端法貨 

ビ释すべし、端は e 也で〇正直端正の意なるべし〇成 
は發皤の意 S して、はじめビ訓するも又通すべきか0 
以上饞する處皆先人の II 粕を嚙むもの•結論の出來榮 
の醜きは切«ぎの»刀銳利ならざる VJ •貼糊の拙手た 


るによ厶〇乞ふ是を諒恝せよ。 

織して以て向陵君に質し。併て諸賢の批肸を希ふ處で 

ある 


〇齊刀私考(上) 

韻泉散史 

余は無學にして殊に古文字を释するの法を知らす〇然 
れども多年古刀布の類を愛玩し • H 常之を手にするを 
以て、多少古文字に»する想像を畜くを得るに至れり014 
愛に少しく齊刀に H する余の M 說を吐*し、以て識者 
の高敎を請はんビ欲す。今余輩の齊刀 vj 稱するものは* 
齊の六字刀"同四字 71 •同三字刀•安陽刀、即墨刀を 
總轄して云ふなり 

一齊の六字 7 J 

先づ此刀の文字に*する辨先«の說を摘豪せんに 
ィ古今酱畧に日く 〇面文六字の上下を齊吉货の三字 vj 
爲す、中は橙共姨に作る•三字！！る可からで〇江秋史 
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は橙を释、して遲と爲す"謂はく中の一字は豐を以ひ、 
邑を以ゆ〇下の一字は、右は長を以ゆ VJO 山左金石志 
に、上の-二字を訓して途陽と爲す〇謂はく下の一字は* 
右(:戈を W ゆ VJO 俱に定訓無〇〇或は謂ふ、春秋に文 
公の十六年都に盟ふ〇杜注に耖邱は齊の地とぁ bo 公 
羊は犀邱に作 bo 毂梁は師邱に作ビ〇訓•して齊遲邱士口 
貨と爲すも、是否を知らす〇存、し以て软を待つと〇文 
蔚案するに〇孫琴西先生は检共を释•して造邦と爲 to 
則ち^は宜.しく邦に作る可きに似た b ビ 
P 吉金所見錄に日 < o 面文を齊徙邦始法貨 i 日ふ〇山 
左金石志〇古刀文には、齊途陽口吉化と云ふ〇第四字 
の右は•戈に從ふに似た bo 而•して左は識る可から す 
VJO 途陽ば亦必す齊の地名な b と〇劉靑園の日く、是 
れ乃ち齊造邦 口 法化な bo 邦字は反書 WO 尙齡按 t るに 
齊法貨•齊之法貨は地名を著は さす、. 蓋し都を建つる 
の區なり•祗だ須らく國猇を以て之を統ふるな50其 
の卽 墨、 安陽は齊の大都會た b •..則ち直ち 1: 邑名を以 

(第三十八雄) 


て之を紀 tc 杜氏の/ f 傅の注に、謂はゆる大都は名を 
以て通する者、繫るに國を以 てせ - t - ビあ50此品は獨 
b 冠するに齊の字を以てす"下の三字は邑名に非らざ 
ろを知る可〇〇今其篆法を諦視するに、第二の字は是 
れ籀文の徙の字に似た60第三の字は正に靑園の說く 
所の如く傳形の邦の字ビ爲す。第四の字は傳形の始の 
字と 爲す〇今其文を讀みて-齊徙邦始法貨と日ふ〇或 
は胡公始めて薄姑に遜 b て鎢る所か。且つ此品は靑郡 
に出づ P 薄姑の舊地と爲すなり、登萊の出土のものは 16 
齊 7 J 甚だ夥し、而.して此品は曾て：をも見るな•し*是 
れ胡公の遺訓と謂ふもの撖なしと爲さす。或は日く第 
四字は國の字の 外 口を省去するものと爲 す、 艟 鼎の 字 名 
に源內齊侯縛鏡南宮父乙顧の其銘文の 國の字を 供に作 0 
る所に因る〇或は亦理あるに近•し"姑く此說を存 t て ,c 
博古者の考訂を俟つ。又泉幣 圖 說を按するに。即墨刀 aitize 
に j 品背文を關伴に作るあ bo 山左金石志に•即墨刀 
一品背文を^狂に作るものぁ50愚意ふに、次の字は 
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俱に是れ傅形の邦の字な bo 開邦なる者は始、 めて 鶴る 
の辭なり。安邦なるものは刀幣の利用な bo 钵を是れ 
賜の字謂ふもめは非な60是又碼氏の金索に、輿侯 
麻銘の邦を#に作る^のを載す、是れ其明証な bo 又 
金索に日く C 金石志に懷るに、釋 して 齊途 陽と 爲す〇 
佘疑らくは是れ遲陽なり〇其第四字は钦に似た b 、 吹 
に似た b •未だ審かならずビ〇尙齡按 f るに此種を余 
は數品を見るあり〇齊以下の三字は、篆法一に雷同す 
るものなし。第三字の右の堅、或は直下し、或は中に 
止まる〇其橫も或は三-或は四、亦定制 なし 〇此品は 
又陸の字に酷似す、此れ集古錄に謂はゆる多省は意に 
任 t るものか VJ 

ハ金索に日く。文は齊途陽〇寶貨 となす 〇今人 呼んで 
齊の吉 化と なすは非な b 、 古文を識らざるに據 るなり〇 
是れ古文の寶貨の字の み〇漢 志に、太公 周の 爲めに九 
府の®法を立て、退て 又 之を 齊に行ふ〇今 此の刀を觐 
るに 頭に 頊 有り、 即ち 園 法な6 と 


二古泉 Mf : 日く。赛建邦就去化なり。第一字は西淸古 
1 S を恭讀するに念は古文の齊の字な bo 二、 三の字は。 
或は造邦ビ釋す•今釋〇て建ど爲すも亦造の字の袭な 
り〇邦の字を til 靑囡は傅形と謂ふ信に然〇〇四は或は 
釋•して始と爲す〇今释.して就 V 」爲す〇法の字は水旁を 
省く。貨の字は貝を 省く、 古布 i 同じ。法化 S は法飼 
に關はる所たるを言ふ。猶 < i 齊の建邦の初めて就る時 
の法貨ビ云ふ如きなり。此類の刀は昔齊の地に出づ、 
其太 公の九府の舊制たる疑ひ無、し〇三字の者は 多く、 
四字の者は少なく、六字の者は更に少は〇〇蓋〇始め 
鎮るは文義較繁な b - 隨て漸<撖易に歸するなりと 
ホ古泉大全には。古泉匯の文を轉载.し-其次に日く。 
此の刀は固ょ6周の宣王以前に在り、篆嫌最も古•し* 
竟に確かに释す可からす。四字の若き今就と爲すビ雞 
ども、 然れ ども每刀 多<異れ り〇 均 OC 同字と 爲す可 
からざる なり〇整0篆は體を變する者有 bo 乃ち世移 
り地易るの箝な而して一時一地の制に葬らざる事 
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明甚だ〇〇疑らくは是れ 81 の字に非らす•後考を俟つ 
な-^ と 

へ陳壽卿の日く0接は建に非^す、途に非らす0徙之 
に近.し〇而して據な.し〇第四字は立旁耑首•下に A . を 
以ゅ〇遽かに定めて就ビ爲す可からざるに似た b 
卜寶訓の日く。齊は明かな6、なは€旁/2るこ VJ 明甚 
だ•し〇盎は厓の字1:似たり、^の變か。或は進の字な 
らん。邦は明かな boAu 立旁たちこと明甚だ•し*^ 
は充の字に似た b " 合して班 VJ 爲す〇吝は寶の省なり、 
此字甚だ法1:似たり、惟內に 一 横斑多•し。古の隳の字 
は內矣な50劣に從 ひ* 吝 {: 從はす〇化は貨の省なり 
チ觀古閣叢稿に日く。陳壽卿の云 ふ、 宜しく初氏の造 
邦 yj 释す るを 以ゅ可し、^の口を省きて厂を加ふるの 
み¢0第四字の侃は、舊と释.して始に作 b 古泉匯に釋 
〇て就に作る。*卿の云ふ、立旁にして字首*下は尺 
を以ゆ、遽かに定めて就ゼ爲 す 可からす VJ •一字の释 
，し難き此の如•し〇春山の云ふ*第四の字は當さに释.し 
(第三十八#〕 


て京に作る可しと、之を胡石査に質すに•亦謂は，-然 
れども左の半は丘*左1:作るは、實に皆京の省なり* 

惟右に邑字を加ふ、亦變體な b 、 尙安からざるな bvj 
9觀古閣泉說1:日く 〇齊刀の吝の字を或は释して杏に 
作り、或は釋して太公に作るは、自瞽說に旭す0舊譜 
は鞸て吉に作る。劉靑困は背文の吉の字を以て之を證 
す*其誤 b は立ビころに見る、因て釋して法の字の省 
1:作る、後來の譜家皆之!:從ふ。或は又古文皆 Jil : 作 
b て法に作るものなきを以て疑ふ可•しと爲す。程易疇 17 
-、馮晏海 li 均〇く释して寶1:作る。胡石査說ひて亦 
以て寶の字ビ爲す、釋較ゃ長す。陳秦卿又日く。古义 
は溽廢一字なり、治«1も亦一字なり*吝は即ち溽を省 
ひて、而して U を1>に作6*、释*して鮮の省となすは則 
も古文中に之れな.し。又鞔は孟鼎に 見る、 小篆は^を 
以ゅ、泰量は即も吝に從ふ〇今文に法に作るは鹰を省 
くなりと 

ヌ吉金文述に m く〇垒造邦端漆化なり〇造を或は建と 
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鞾するは非なり、建ば^を以ひす*更に牛を以ひす、の時の正しき所の浓货な吝は该の省なり*化*^货 
玫ふるに頌联 sml :、 新造を金に作り〇頌鼎は燊に作は古文通用す〇說文に法は本を以ゆ•古刻は^を以ひ 
b (韻泉日く、燊は造にあら t 廟なり、金索に載するて廢と爲す*宵^を以ゆ、知る可 C 小篆には一筆を省 
周の銘に在 b ) 頌壺は免に作々、七を以ゆ、差*し <を。漢書食貨志に、文帝民を*して放まに薄せしむ 
宮室を以て義を取る"广も義亦同 C ? 此刀は痤の口を賈誼諫て日く•法錢立たすと。師古の日く、法錢は法 
省く者のみ。邦は E を以ひ^の，中に一筆多し、两 WS 5 一一 r . 依るの錢なぅと。此の法貨亦然り、今 A の云ふ制錢、 

の ^ 〇 矢 人 盤の箱と 同じ 〇宝を以ゆ 、全は 古文の封の 一；制法と 義は一な^' と (此文は某氏の寫本 1: 依 b て又® 
宇な \ 康焦鼎 1: 詳か pf 、 毛公鼎の终と 同じ。 端を！一寫するものなれば、或は誤字脫字なきを保せす) 

或は就と释するは非なら、案 t るに鏞の字は大畧相同;; :- 以上列記するものは*唯余の僅かに知り得たる所の者 18 
じ* 亦^ に 作6 ものあ^'、 A は立の字な-®' 0 A . 奎は繁 ~~ に 止まる も•猶本品に對する文字の释方諸說紛々とし 
文な bo 免•民、言を以ひ/ V を以ゆ0狡文の耑部にヤて遂に歸一する所なし〇余は今遂一之を論硪するの煩 
敎は沙ミ。人を以び支を以ゆ。豈一-:糞.即ち微の一に堪へす—己の董を敏し以て讀 f 判斷に訴 
本字なり、耑と敖は準聲を以て音を得、故に耑亦聲。へん 

揣 •蛊•瑞•皆支微部の 字な bo 而 •して 耑聲を以ゆ證由來古刀布の文は槪 して 地名を紀 するものな b 、 此刀 
す可きな bo 耑の篆は— {: 作る•許は忝を以ゆ、象物獨 b 徙邦始造嬙建邦犹等の如き、立 a の意味を祀せ 
之根、則^は即 t > l ^ .乃ち^*以ゆる所の耑の省なり。 byj は信じ il し〇又運 J 1 B •途隖〇等の如きは地名ミ 
3t 立を以 ひて f 爲す 0 « は正な bo 此 U 言ふ齊造并す f の、 in きも* -± に 1 を冠して下に地名を ) let 
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i もの亦例な•し〇近頃先士の說を w くに"春秋戟國の 
頃には二地若くは夫れ以上の地に貨幣同盟なるものあ 
b •しビの事な bo 余は大に此の說に賛成す〇存耳布の 
一一陰盧氏布(或は涅金盧化ビ釋せるものあるなり)の 
如きは其實例なり〇依て思 ふに、 此の六字刀も或は二 
地以上の同盟貨幣にして•各同盟地の名を列紀するも 
のならんか 

乃ち第一字の、念は齊なる事は動かす可からざ/所な 
bo 齊は周代の大國た b * 聯合貨幣に此の名あるを以 
て 見れば、他の三字も相當大國の名なる® X きを m なり〇 
依て第二字を按ずる に、 其頃の列國にして袤に近き盡 
ある ものを求むれば、趙 VJ 越なり〇越は地少しく南に 
偏し*地理上齊國との貨幣同盟には適當ならす-且其 
1も該當せざるもの、如し。趙は三晉の一にして齊 
V 相接す、而•して其字畫を見るに稍該當するもの、如 
し〇勿論余は橙を以て趙の字と釋すべき H 等の原理 
を 知らざる なり、唯其字畫の類似すると齊趙の二國は 

(第三十八 tt ) 


貨幣同盟を爲す可き資格を具ふるとを以て之を推斷す 
るのみ〇次に第三字を按するに〇其畫たるや韓の字の 
省客せるものに似たるを覺ゆ(韓は亦三晋の一 K * して。 
齊 •趙 二圃と貨幣同盟を 爲すに尤ら 適當 せる國な るを 
知る可 L 、 次に第四字を按 するに- 魏の字の 省畫せる 
ものの 如し魏は亦三■晋の 一な れば齊趙韓の三國に加盟 
すきものは必す魏 ならざるベから ざる 所な り〇本品 
の文は何れも省査せられたるもの {: して、# を初め 趙、 
韓 、魏の三 字は頗る簡畧せられた るを 見る〇而 して 此 
の 三字は、 元來多畫 の 文字なる •か、 其省畫の程度略ぼ . 
類す る ものあるは妙なら す や 

夫れ超*韓•魏の三國は俱に晋の大夫し b しが•次第 
に其勢力を增すに及びて、遂に相携へて獨立.したる國 
な〇〇而して其領土は齊ビ接す•今本品を以て此の四 
國の同盟貨幣と目するもの敢て不0/なきを信するな 
6。而して第五字は從來劣く去ご釋•し•乃ち法の省文 
と爲すあり〇然れ V 」も亦以て寶ビ爲すもあり。余は今. 
之れを推考*して寶と譯するを； S ' 〜爲すなり•古文の寶 



は其變化頗 S 多し•寶刺の日く•公は寶なれ、周の京 
姜鬲 に在りと、歎程易及び«瑤田の日く •此 7 J の*の 
字と、豊潤文廟牛鼎の^の字とは•皆古文の W の省な 
hi 、 劉心源の日く、銮首布の^の宇は資と释す可し 
と•又吉金志存に載する魯正叔盤の銘に菹あり、寶の 
字なりご云ふ〇是れ等の諸說皆參考とす可きなり〇次 
に^は•以て貨の字の省文と爲すべき事諸說一致 t る 
所 who 即ち本品の文は、赛趙镩魏寶貨と爲す可し 
抑も寶貨なろ語の初めて史1:見ゆるは•周の景王の時 
に在り〇景王錢の輕きを患ひ更に大錢を鱗る、文を寶 
货ビ云ふとあれ〇今景王の寶貨と認むべきもの殘存せ 
ずと 雖ども、其時寶貨を鎢造したるは疑ふ可から？ る 
な 5* 蓋し寶貨は周室の貨幣の稱な b •今本品ば齊趙 
幛魏四圃の间盟貨幣な b •故に王室の單稱寶貨に對.し 
て四國の寶貨たるを释明せしものな bo 恰も我邦の德 
川期1:於け6天下通用の天保通寶に*•して"各地方に 
於ける同形の货幣1:•瑰球通寶あり筑前通寶あり、土 


佐通寶あり、®阐飼山錢あ加越能钱あ b 、 各其地 
方名を冠.して以て慕府の公貨と區別したる類例を等 
しぅするものならん〇而して又周の世に法貨の稱あり 
0を聞かざるな-〇 

次に本品の II 逭期を考ふるに、齊の國祖たる太公の造 
る所と爲す說あるも取る^1からす*太公の九府の圓法 
を設げ乙頃の貨幣1:して若しあ-すれば•必す園錢 
ならざる可からす。何 VJ なれば其頃未だ刀の名あらざ 
るを以てなり、本品は其製作書風等を以て見る1:春秋80一 
載國頃のものたるは論なきな b - 余は此の鋳期に就て 
三箇の見解あり、第一は、趙韓魏の三國•か漸く强大 d 
なり*近く獨立せん W する頃*隣國に•して又舊邦たる 
齊の了解を要するもめあ り、 此際1:於ける外交の副產 
物と して發生したる ものと 見做す可き事〇第二は、三 
國相携へて獨立せし 際に、 同樣の理由1:因りて發生せ 
しものなる事〇第三は•三國の獨立成りたるの後短年 
月の間に於て 相# wt るの 必要 ありて、 國交上斯炉 る 
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物の 發 生したる 事 是れな bo 此の三案は今未だ何れを 
取. 0可しとも斷定する事 能 U ざるも•要す4 (: 其の何 
れに It 着するも年月の差異は僅少なるものたり。故を 
以て假 b に其中程を執 b て、三國獨立の際に發生した 
るもの VJ 見做し"之を史に求ひるに*史記の六國表に 
周の威烈王の二十三年趙韓魏始めて列して諸侯となる 
とあ b 即ち秦の簡公の十二年にして、秦の天下を統一 
する に先すろ事一百八十二年 ^ bo 而、して又其流通期1 
間を考ふるに戰國の^ひとして斯かる同監の永賴すべ 
き|:あらヤ、其殘^するものの稀少な6と相待て结造 
期の短か b しを察す可きな& 

次1:背文1:於ける諸先$の說を見て參玫せんに 
第一、上部に在る三橫線に就て、金索に日く、背文の 
三盡は乾の象7 b > JO 古泉匯に日く"’背の三供畫は 5 C 
字に非ら t * と〇陳赛卿の日く*背三十なる者は即ち卜 
世三十の義な り•豈 {: 古於 文 1 : 字 1 :非らざるもりあら 
んやと〇.鮑子年の背文 H 十の说亦未だ敢て深く 

(第三十八《) 


信すベからす*镉く齊刀の外郭を m るに面背の宇と相 
連なる者な0 * 此の三畫のみ皆外郭に連なる-他の字 
と泡かに異れ且つ果〇て卜世を以て義を取るなら 
ば、亦當さに卜年を以て義を取る可〇、何すれぞ只三 
十を見て八百なるもの有るを見ざるや、則ち又解す可 
からざるなりと〇寶訓の日く、背の三畫を長く引きて 
邊に及ぶは字に非ちざるな b * 古の i ? 文には字に非ら 
ざるもの恒に之れ有り*乃ち 7 J 光に横閲する1:作る、 
一時の製作是の如きのみ VJ 。 佘按するに、此の三橫線 2 i 
は他の文字の書體異動棰まりなきに反して獨 b 整然た 
るものあるは以て字にあらざるの證な b •蓋し易の乾 
の卦文となすもの可ならん。乾は乃ち天な b •此の三 
線は必中 7 J の上部に在り、乃ち天を意味して 畜きしも 
のならん、易は周の文王•周公•孔子の三璀人の手を 
柽て完成〇*前代に用ひられたる龜卜1:代はりて、當 
代1:は蹙んに行われたるものなれば*卦文を應用する 
事亦有6得 V き所^り 
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第二•中央の气7- —* +* 十等の文に耽て • 
古泉 BIUS - く•金石志に一星^釋して丁の字 w 爲す〇 
愚意ふに•三供 vj 皆一時の製作此の如し•文字に葬ら 
ざるな6¢。金索1:日<> 丁ビ爲す可し-成は丁公の 
時に II るか、成ば丁男の«に取るか VJO 陳壽卿の日く、 
上を三 VJ し* t を十ど爲し*乃ち卜世三十の義«爲す 
io 鲍子年の日<•三十の字に非らす"又別 U 他說な 
きを以て姑らく之を存す VJO 寶訓の日く*凸起の丁は 
乃ち十の字なり"蓋し此一刀を以て小刀布の十に當つ 
るなれと〇又日く •此の中凸起の尖丁は甚だ高.し*又 
文字 {: 非らざるな bvjo 余思ふに是れ决•して字にぁら 
す、此は背の型を陶笵に剣記するに當 b 、 其位 S を確 
定す可く先づ其の中心黏を紀.したる痕跡なり*必中 7 J 
形の中央に位するを以て知る可し*後人之を以て文字 
«なすは亦唯 7 J の製型の法を知らざるが爲めなり 
第三*中央若くは下部 t : 〇 • 0 等の文あり〇 © を以て 
或は H - W 鞸•し*或は a と爲すの說あるも亦取るに足ら 


す〇是れ唯圖形を書けるものなり、其央に I 點あるは 
コンパスの中針の痕跡遺れるものなり*.其の IB 形を黹 
けるは鑛爐|:於ける何等かの記號^る可し、此頃の製 
型にも n ンパ K を使用したるは疑ふ可からす、請ふ其 
の柄®の IB 環を見ょ、，之を作るには必ずコンパスを使 
用せしを確趄〇得可きなり 

箱四*下部にィ • - r •卜等の文あ bo 古 M 匯にはィを 
以て化の省文とす*成は可ならん0 -!-• I を以て*六 
の字の滅筆に〇て橫害 V 」爲すは首肯し II し是れ亦化の'22 
省文に、して*少しく其体を费じたるものならん。又^ 

の字あ60是は明かに貨の省文な bo 以上四字、皆货 
の字を記したるものならんも*余は唯未だ之を記する 
の意を審炉1:せす 

第五*下部に ij の文あるものあ bo 古泉匯に日く"上 
の字の傅形に•して"右に liL 査多きものなりと。此の 
說或は可ならん•亦唯未だ其記%せ〇意味を審かにし 
II し〇按するに魏に上郡あり•史記に襄王の七年、上 
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郡を秦に 入ると あ 是れ或は t 郡の記號ならんか 
六字刀の 背 文は或は是れ1:止まらざる可し〇佘は眾に 
古泉匯■■及び古泉大全1:載する所に限りて鉍せるのみ 

{未完) 


〇古錢の研究 

•奥平：：：洪 

一、安陽布 

方肩方足布中•現#最も多きものを安陽布•平陽布等 
な 6 VJ す〇今其品類*篆法、鋳造の地等1:付さて、聊 
か見る * W ころを 陳べんて欲す 



(第三 J - 八 ») 


品類品類甚だ多し。布の面1:於て•安の字右に在り 
陽の字左 •!: 在りて、背'-二 jfl 文あるものあ60安の字 
右に、陽の字左に在れて背平夷/ ■; るものあり。安の字 
右に•陽の字左に在りて•陽の字傳形1:作 b 背平夷な 
るものあ bo 質厚く形大に して* 安の字右に、陽の字 
左に在 b て•背三直文のものあり0質厚く形大にして • 

安陽の一一字を傳形に作り•背三直文のものあり。其他 
一一列擧すべからす 

篆法篆 法。 各品 相異 て" 繁簡 定ま 6 なし 23 
鋳造の 地 安陽に於て鋳造せしな6、安陽 U 都 ft の地 
の 名 ^ り、安陽 V 」いへる 地名の典籍 1: 見 ゆる もの 三あ 

范曄の後漢書趙彥傅 に、 苒 j 五陽之地と 見え、 

章懐太子の注に、謂城限南武陽開陽陽郴安陽竝逆 
莴と見えた60此安陽は宵の：：巴なりしが、春秋の 
世に铒の版阔に入^後更に楚の有に歸せり〇大 
刀 『安陽之去 化』 を發むせ•しはこの安陽 ^6 0其 



000000000 OOOOD 

他は今の山東省折州^ s 州 0 境內に在り 
I 一史記。趙世家*] i 文王三年の條に- 5 :〇 0 〇妙" so^o 
章 j 一代安限君と見え〇正義に•括地志云、東安隖故 
城在朔州定襄縣界と昆えた- > o 此安陽は晋の邑に 
•して載國の世 1: は趙 に 馬す〇惠文王三年は周の赧 
王十九年な卜〇其後七十五年に〇て秦の始皇帝は 
天下を一統せ60此安瞬は今の0|0酌物你撕|:0砂50 
三史記。秦本耜、昭襄王五十年の條に、抝勒 fro 和 
更名安—と見ゆ〇寧新中は晋の邑にして•戰國の 
世に入りて魏に属す〇昭襄王五十年は周の赧王五 
十七年•即ち神武天皇即位紀元四百〇三年、即ち 
泰の始皇帝の生れたる年にして、戰國の世の末期 
な b 。 i 王五十年に • 餽の事新中を攻めて之を 
取 b •名を安限と改めたるな. OC 其 後 三十 六年に 
して始皇帝は天下を一統せ bo 此安陽は今の Momo 
省彰德府安陽！|の«0南»:0«0.0 
然れども史記、後漠害は地灣害に#す、古代の地名は 


悉昔此等の書1:在 b とは謂ふ V か At * o 前記三安陽の 
外1:抑安 lig といへる地名あ-*:'しやも知れ^。故て方 M > 

方足の安陽布は*何れの安陽に於丁鍺 L ものないや、 
到底正確なる答を爲 t に由な LO 古泉匯•明治新撰泉 
譜等は秦の物な bW せ bo 果して然らば此布を發行〇 
たる、は秦の昭襄王五十年ょ b 始皇帝の天下を一統す 
るに至るまで僅々三十六年間のものと爲さざるべから 
ざれざも、吾人は爾かく後 R の短期間のものとも認定 
すること能は t - o 然らば代洲の安陽のものなるか*將24 
た H 州の安陽のものなるか*將た又其他の安陽のもの 
なる^ 

二、平 陽布 

品類方肩方足の平陽布も亦 品 類 多し。布の面の右1: 
平の 字 •左に陽の字ありて、背に三 夜 文ある ものあり 0 
左に平の 字 •右に陽の字ありて、背1:三*文あるもの 
あ bo 左に 平の 字* 右1;陽の 字あ b て•こ 字傳 形に 作 
り、背に三直 文 あるもの Abo 右に平の 字、 左に陽の 
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字あ5て背平夷なるものあ bo 右に平の字、左1:陽の 
字ありて•面の中央*直文の上部に|横盡あるものあ 
り。其他一一列皋すベから t 



篆法亦谷品相異なれり 

m 造の m 平陽1:於て鍺造せしな bo 平陽といへる地 
名の典籍1:見ゆるもの五あ^' 

一春秋〇宣公八年の條に、 J 平陽一と見え。杜預の 
注に、今泰山有平陽縣ービ見ぇ0潢書地理志|:"泰 
山郡縣東平陽と見えた bo 此平陽は、魯 0omo 和阶 
にして•今の山東省泰安縣新泰縣の两北四里の io 
ころに在り 


二左氏傅。哀公二十七年の條に、二月盟于平陽と 
見ゆ〇此平陽はも V 」邾の邑な b . しが-捭之を取 b 
〇な bo 即ち搀の两平陽1:して*今の山東劣袞州 
府鄒縣の西方1:0在6 
以上束平陽西牛陽。共に啓の地 f , -ふり 
三左氏傅〇昭公二十八年の條1:、魏獻+§趙朝爲 
平陽大夫と見え〇竹咨紀年、晋烈公•兀年の條{:、 

嫜武子都平陽と見え。史記。铋世家に•官•子卒、 

子貞子代立。負子徙居 平 陽と ri え 〇趙世家。患夂 20 
王二十七年の條 LT 3 I -0 趙豹爲平陽教 i 見§〇此：牛 
陽は晋の邑 なりし が、戰阈の世趙の版關に入れ60 
今の山两省年陽府治是なり 
四发氏傅。哀公十六年の條に、六月 frlo 侯飲孔怦酒 
於：牛陽と見ぇ。杜預の注|:、柬郡燕縣東北4平陽 
亭と見えたり 〇此平陽は•衞の邑にして、今の河 

IO- M 絜 go 絜 {:o Mt 、^ ^o^o 

陽喊あり"亦平陽亭とも稱す即ち是なり 


「依三十八 fit) 
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五史記？.桊本紀に* ¥ o 公徙居平陽 W 見. え、 徐廣は 
酃の平陽亭な bvj 云へり〇此平陽は秦の邑にじて、 
今の陕西省風翔府 « RO 縣に在り 
然れ ども 〇春 秋、 左氏傅•竹書紀年等も亦地理害に非 
す〇地名は事ぁれば書し事なれば書せす〇故に五平陽 
の外に尙平陽ぁ b しやも知れす〇未だ知らす方肩方足 
の平陽布は*何れの平陽に於て鶴造せしものなるかを。 
士口金所見錄の著者•初尙齡日く〇近時此布は長子屯留 
諸布と同じく山右ょ b 出土す るもの 劣、し、應に是れ趙 
の 物なる ベ し tf 


〇私の和同錢觀 

金*仙人 

去年から貨幣紙上で賑は C く 論じられて居る和 同開珎 
錢に 就ては、定めし今後諸方面の研究家から禰々有益 
な-! >. 御說4出 ませうし> 熾んに論鑲される事でせうビ 


存 C ますから、我々も大に稗益す る 所が 在て、 從來の 
腹案が、或は根本から覆される樣な事があ b ませ >フご 
，思 ひますが*まづ夫迄に*私も雜魚のビ、交りに思ふ 
所を通さして戴きたい筆を執し fz •か、元ょり 
藤井さんの樣に歷史を引合に出した b 、 水原さんのい 
ふ搛に證懞を舉げるビいふ譯には參りません C 唯現實 
に存在せる所の銀、銅の和同餞に立脚して論じますの 
で 御座いま t から*其思召で御寛をお願ひ致します 
天武天皇の白風十二年の K 四月壬申の詔に 
自今以後必用鋇錢 
VJ あるの VJ * 同じ乙亥の詔に 

用銀莫止 

と ある 記事はぅ •しても 抹消する事の出來ないもので 
すから •和同錢を和銅年間以後の出ビする舊來の說は 
どぅしても此媵史と共立を許*しません。昔の古泉家が 

?:し^^^ & 0OIO 卜| 0 §歡:!;し c , o ? 2 : 

は此紀事 U 迎合せしめん•か爲めだつたのです C 夫が少 
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進步•したのが•則其無文の銀銅餞の兒®に類せるもの 
なるを見て愛想をつかしたの：^*和鋇 s ° frIO 和^0如 i 0»)〇 
の說 V 」變化して來たのです。此天武の ft 風錢に古錢家 
の所謂古和同戗を持込んだのは、書籍の上1:ては三上 
榎本二氏の皇朝泉志が始まりですが*二氏の異見の違 
ふ所が在 f 3 のか、銀銅二? i を引放したのは其意の在る 
所•か一-' t 了解-し兼ます。私は是は引離す V きものでは 
なからぅと思ひます 

私は思ふ天武の銀錢 、銅 錢は史 に 明文な き 

も、今日古泉家のいふ古和同の銀錢、銅錢 

なるべし VJ 

錢ビいふもの ゞ 利用法を知て發行〇たる It 幣なら * 
則唐の制度を奠似で出來たものなら•無文錢である 
.べき窖がない。其頃の庚朝では文字のある錢を使用 
•して居た、决.して無文錢などは使用.して居らぬ、手 
近の朝鮮では錢の利用法を知ても自發的に鍺造して 
居らぬ* E 本は自發的に鋳造を〇た〇此點でも日本 

(第三十八號) 


が新文明を消化 - t る能力の在た事を知るベ•しだ v > 思 
ふ 



銀、 銅の：：： 本1:出鏘 •したのは此後の事で あるたら、 

此時の鍺錢原料の出所を疑ふて*此古和同錢類の時 27 | 
代を引下げたのが脔來の古錢家の說の根據で在 たが _ 
夫は 心配に及ばぬ、天武朝 以前で も H 本で鋳造. した 
ビ 思はる/'鏡などの あるから は、錢位の鋳造が H 本 
人の手で出來ないと斷するは腿病； U * 但典原料の銀 
銅は輸入品で在る事は論する迄もない 
そして此古和同なるもの、銀錢も銅錢も存在が割合 
に多く •柿類も少くない、故に相當の期間は鋳造し 
たらしいと思 はれる ものばか b だ、 竿年 や 一年位の 
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短期間に出たものでない事は*•現品其物•か證據立て 
る * 
此货幣を使用•した後の記錄類に、舊例に據 b 稻何 m 、 
布何 S の計算があるから•此時はまだ貨幣の發行に 
は早い W いふ論者もあるが•夫は心舒に及ばぬ•明 
治の新貨が出ても舊设則穴あき栽は幷び行はれて居 
た、夫も一年二年の短日月でなく •十餘年間行はれ 
て居た、否々今 H でも舊錢則穴あきの中の一厘錢、 
文久錢 、靑 波錢は未だ通行禁止にはなつて居らぬ、 
唯世間其影を見ぅけないのは、生活の程度が高くな 
つたから*其必要* >* 薄くなつたからで*古和同に•し 
ても銀錢鋇錢共に長く使用されて居た事は改めてい 
ふも野暮であ so なせならば元明天皇の時も*繰り 
かへして銀栽*銅錢を發行*して居るのを見てもわか 
i て： f 

又此古和 同は、 銀鋟•か多くて鋇錢が少いのも立派に 
40 い i のとの S 左になる -w 思ふ 


夫から元明天皇の時の"銀、鋇錢は何かといふど昔 
の古餞家は天武の銀銅を無文錢と•したから、何の躊躇 
なく古和同なるものを元明天皇の時のものとして仕舞 
ました•か"其製作が古朴でぁるから其初鎔のものとし* 
ハィカラな新和同錢を其後銪ビしました〇後には天平 
和同などといふ名なども出來ましたが、夫等は誰もが 
讀めぱすぐわかる歷史の文意を•勝手に引合に出.し rj 
までの事で徹底した說ではない 

私は思ふ元明の銀錢、銅錢は史に明文なき 28 
も、今日古錢家のいふ'*和同中の隸開ご稱 
する、 銀錢、銅錢 なる V，しご 

古和同中の隷開といふものには•銀錢もぁ b 、 銅錢 
もぁつて、史の文と符合するのみならす、此錢の製 
作は古和同式で"銅質風釆は新和同に接近して居る 
ご思ふ。夫に存在數も舊來の古錢家 U 誤鑑して見落 
して居る、私は随分普通和同餞中から拾ひ出した、 
今：：： でも 田舍 を！ 通じて來れば f 二枚や三枚は撰 




6 出して兑せる、夫程鋇質風釆が新和同1:似て居る、 
湃來の古錢家は隷開和同の厚■ホッたい物ばか b を古 
和同餞中に入れたのみだから、夫を信じて今も少い 
もの VJ 思 ふて 居るので*决して少いものではない、 
新和同を出す迄の過渡期のものとして拾當のもので 
ぁる •又古和同と違 ひ 此方は銀錢が少いのも嬉しい. 
かぅ考へ4すと-殘る新和同錢の問題は决〇て六かし 
いものではない、長府の錢型も、錢司の坩堝も自然に 
解决するでせぅ。唯！言申加へたいのは 
古和同類は日本式の 鑄 造法 
新和同錢は支那式の鍺錢法 
に據た ものと いへるので•决 C て支那人1:作つて貰つ 
(第三十八 «〕 


たの、支那山職工を^し/ •: の-」いふ r - は及ぶまいと思 
ひます 

私の和同錢の贲 lli をならベて見ての鑑察は大体かぅい 
ふ E ですが〇人各沿る所;,; y' 違ひます〇同じ贸品でも各 
自所藏すん所め品;:就て; ma の相違が出て來ろ〇どぅ 
ぞ传さんで CT 分^-思ひ'^の和同觀をお聽かせ下さ 
い ■(完 ) 


〇邛白錢の研究 

花 林 塔 

耳白錢といふ語は何から起つたのでせう？〇まづ其怠 
味は r うい ふ課で せう？ 私は览永錢研究^報吿時代に 
耳白はあて字で「み、いちじろ•し」の約された語で 
ある〇則ち錢の外側を俗語で「み、 J VJ いひます0 
其み、が著しくわかる錢といふ袭。則ち紺に貫かれ 
た錢の中に"此秫類のものが殊!:際立ちて著しく見 
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ゆる故に「み、しろ J 俗間でいふたのである 
かぅ解釋•しました 

其子細は vj 申•しますビ*宽永十三年に始めて寬永通寶 
錢が發行せられました時は*徑り八分重さ一匁1 gSM 

餞の制式で、大小»重の其中な得ズ"世の評«が宑常|:良好で在たの 
T 、 是が不文律の如く自然 IIW 0 法則•レなつれ、それが日本|:»用？ 

加は黄銅精煉で"風采堂々たる栽で在たからして。 
北條氏時代から錢騷動に苦しんで居た市民の氣受けが 
頗る良かつた。なせならば其當時の世の中の通用錢は 
> J んなもので在たかビぃふ io 京酱"びた栽、新惡饅、 
永樂餞の «• か雜然ビ緒に貫かれて居た。其中へ^制(: 
して黄銅な寃永の新錢•か浪入され r : のであ右故に、一 
箱の中で薪然 VJI て頭角を現は■して居た。夫故時人こ 
れを「み、じろ」則外輪の著明なる栽ビいふたのです 
是は支那にも例のある事で、支那では古くは蛙を「赤 
側」どいひました*則栽の外側が赤地であ6の義です 
1^?|れ俗語でいへ lir 「ひきだし J の怠です 
夫はなせ**ビいふど•赤側设發行當時の行用酱はどん 


な種類のもので在たかごいふ' 半 HE 时鵠分べ„ 

fi ? lu ? ーーー妹、初出の五錄|が鞍 VS 01: の中へ、 

初めて外側へ砥石をかけたものが發行されたので*一 
綣の中で新出の赤侧錢の混入は歷々指示•し得べ*しで 
す0故に時人之を赤側？稱へたのです麟||5^ 

#堂子の赤 aE 答1: 

类.レ就て見られょ 

3て此耳白ビいふ文字は、何々の書に畜かれにあるか 
ごいふ s 〔貨幣秘錄〕 r - 

寬永十三年秋田宗古1:命せられ、江州坂本"京都九 
條にて！！る所の錢は、今世1:耳白錢といふ 
ビある〇此寬永十三年に出たる錢 L ' は世間 
で耳白錢 VJ いふたビあるは的確に古餞家のいふ古寬永 
栽を指していふた害き方である•是が抑の耳白の定義 
である、泉友靑货堂子も之を認めて赤側問答の時 
耳白栽£いへば古蒐永の事なるに 
の晤•か6る、私€网し見解であられる事 VJ 思ふ。然る 

に〔货糌通#〕 
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寘永十三年六月用始行寬永通寶饉 

按る1:慶長以來、金銀は ill 年造6增された H ども 

錶錢の事^し、是吣は江戸；.江州坂本と二局を® 

き石谷十藏 i いふものに監造せしむビいふ〇淇鉍 

は今所！£耳白錢の中、背の文字なきものなり 

i ある。貨幣通考の著書羽田十左衛門は、古泉家の所 

諧古寬永類幷に寬文敍までを耳白餞と乙て居ます*今 

所謂耳白の中背に文の字なきものなりと明かに指示•し 

て居る〇是も正、しい見解である。宇野宗明は其著〔續 

化蝶類苑〕に寃永錢迄£其以後ビを別ちて、其後のも 

のに〔新寬永錢〕の題名を附.して居る。是は歐州から 

は、東浮ビいふ語はあろが•西洋 V 」いふ語ばないご同 
r r rooooooooooOOOOOQo 
じ事で、其頃は新寬永の語は在た•か古寬永の•語は無か 

つたらしい則耳白で通じて居たら、しい 

此宗明の〔續化蝶類苑〕には 


1 i 緣 

耳9錢 

銅 , H : 至宜し 


顏1 一戊 


藤氏說.文铱澗緣のものを穐ビ t て錄る 
私日耳白>」稱するは文錢の稱なな 
耳白の稱不審.し 

あります〇宇野宗明は寬文錢を耳白錢ぢやといふて 
居ます〇是も一理あ6ます 

なせ一理あるかといひますと、狀况が古苋永の出た時 
と同じ有樣であるからです〇則寬永十三年 I 十七年の 
第一期銪造が終 rf ると•明曆元年—萬治二年の第二 
期鍺造があ b ま、した。洒落ていへば二世古苋永です031 
此時も時人此明曆錢を「み ゞ じろ」ビいふたに逄ひあ 
りません〇此理を推し镢めて行くと、寬永の右法に則 
て鎢造-したる大佛錢の出た時 も、 時人「み、じろ J V 
いふたのは决して不思議な事ではありません〇宗明* >* 
子供の頃 JIW 2 S には文？「み、じ£ VJ 親兄弟 
から聞かされて居たのです O w ころが其友人たる*後 
翬ではあるが考古家たる所の貞幹が正德の吹增钱だけ 
を「み、じろ I 1いふ卜云ふのですから「いぶか*し」 


(第三十八飜) 
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ビ 不審す るの も道理です 

幹?)' 邊普 -< 天明七年歲次丁未八刀 oscaii わ** Jtl ® こ 
滇力^の Ll ^^ irJ 私の見 r: 內 T(i J *> 古ぃ t の、免县晚— 

は何 yj あるか yj 見る VJ 

右宽永錢正德四年至享保三年江戶龜戶所銪鋇質龙 
色製作精好俗日；：： t 白^形勢及宇文結體同文字濶躲錢 
但無慕文1甩九|^1^.轉^ 
v > いふてぁる〇則宗明のいふ藤氏の說なるもの、是が 
本體でぁる。けれども此說は少々おかしい 
なせおかしいかビいふと Q 正德四年は宗明の十三歲の 
畤だ。十三となれば子供 V 」はいへ物心は付て居る。其 
年に貞幹のいふ耳白錢が江戶で發行されたのでぁる0 
此酱が流通して關西へ行き渡るのが一年か、るして 
見ても*宗明が十四 m の時は此 II を手にしたに違ひな 
い〇此錢で飴菓子を買たに違ひ W い〇もしも此錢に特 
別に何々亡いふ名稱が付いて居たとすれば"宗明は知 
て居らねばなら<20貞幹が耳白ぢやといふたからとて 
不* *> る譯はない害である。•して又宗明の子供の時の 


世問に行用されて居た婕は * どんなもので在たか i 調 
ベて見る40大形のものには古寬永常時の諸錢の外に 
明曆の餞 C . 寬文期の銭〇寶永期の錢〇大錢後錢、享保 
餞等がぁ卜〇小形のものには荻原*類の輕目錢が澤山 
出て居る。勿論貞幹のいふ耳白錢 、則 正德錢も埔じく 
一 繕の中に K かれて雑居*して居たのである’か故 に、 殊 
更に此正德錢 K 限て異彩を放つて居たとは思へない。 
なせなら ば其大な6點に於ては寶永の丸屋錢ゃ享保難 
波錢 1 :及ば t ** 其美制なる點に於ては大佛«に及ばな32 
い〇又其戠形ビいひ棟 式と いひ。其 近き 年代に出た諸 
栽と 甚 しく 徑底する 所 •かない〇專門の 古錢家なら ぬ世 
間の人が此大形錢の一類中ょり此正德饅のみを抽出し 
て「此錢だ けが 耳白 t ; や」 と 分類 •し得る £思ふなど、 

は •常贜判斷を待つ までもなく、 有 b 得べき筈がない 
ではあ- c ' ませんか 

夫から又宗明の例に撖て貞幹の子供め時の事を考へる 
ど？？2||其十四歲の時 JlltsgSJ は®享こ年に 



當る〇當時世上の tf 用婕は どんな 類の ものかとい ふ wc 
宗明の子供の時の ff の 外に" 元文期の諸 5 T 直保の高 
涂•足尾等いづれ も 小形の M •か 加は hi したから「み 
、じろ」***£<永的は猶々「み、じろ」を發揮して一艚の 
中に著明に^^し得らる、譯ですから•貞粋が生れね 
先に出來て居た JK 德设を耳白錢と知り褥やう筈 V な 
い〇いづれ親兄弟か成は先輩の人から聞傅へたもので 
あらう 0 さう する VJ 宗明の說は其時代 1: 居合は •して‘ 其 
錢を手に•した人のいふ事/ r から信が置ける が、 貞幹の 
方は又聞きの又々 聞になる の rr から信が置けぬといふ 
ビ私の此裁判は片手落ではあ6ますまい•决して 
片言以て茜を聽くものビはいはれますまい 
猶又考へますに古寬永の發行された時代や、大佛好の 
出 - t 2 時代にこそ「み、じろ」といふ言累は浴間に唁傅 
されもしたれ"元文の輕目！^ r 明和の tR .典«期を邊た 
後は*耳白なる两は嫌去の思出の名制と0て*1の死 
焐 W なつては居な炉つたでせうか。何故 e いへば此み 
|十八艫〕 


、じろ 0語源を 推測して見る 4 
. 「喜 助さん 今度义莉銭 が 出來 ました3 
曹助「さうです か、 そ.して夫り や T どんな H , な 酱 
ですか 

源「ステキ I :ガヲの大きい敍ですよ、是です 
•喜「なる程"やッパ，み、じろ Tt ネ 
こんな R ではなかつたでせうか〇.かういふ會話ば宗明 
時代、別大形妊の賴いて出て來た時代 U は M 用しませ 
うが*元文期を遇た貞幹時代1;は有るベ5答*>あ bis 3 
せん C して見ると如何な.0方面から覼察しても、貞幹. 
譜の「俗日耳白鈸」 VJ 正 fe 錢に附杞したのは»りビい 
は.ねばなりません 

人と いふのがへ類全体の名で•是を亞細亞人稱だの、 

欺 M 巴人稀なとと別ける〇其亞細亞人稗の中を澳屬だ 
の苗族/:*の£別“る〇之が又綜合されて國家を構成す 
る VJ * 逆1:行つて滿"袋淇.苗族を一括して支那人 
^いふ〇之を班にして見&戈 
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宽永 « 


* 永期：：耳白® 

I宽 i 明曆期 - J 耳白敍一 
一宽文期…^^^联一 

r 寶永期 . 》耳白 til 

.H 德期： ：p 日栽 .. 

r 新寬永&享保期 .. 


附て日、み、じろなる語は、今日の我々に取ては此 
表の如く大形«全部を總稱せねばならぬ〇貞幹 VJ て 
ち又我々ビ同じてなければならぬ ， 
かぅ煎じ詰て見ると耳白なる晤は正德錢のみを指示〇 
たとするは不當であ*〇〇且或一種のみを局瞄指定する 
の意味は毫もない0又宗明貞幹の一一說を判斯して見て 
も當局者の宗明 V 」局外者の貞幹 VJ の立鴣をも察してや 
らねばなら so 局外者、傍觀者の說が實地 w 距離の速く 
なるのは昔も今も襄6はない。夫を判颤するのが讖省 
め役目である、貞幹を頭から' 1 t るのも可受さ3だ{完) 


.〇日本貨 f の研究 

濱村榮三郞 

貨幣學史の§ 

都合 K ょり終に付す 
上代貨幣|£襦助學科との關係 
第一には考古學の著嘗の偏はら《ことなゥ〇舊版の一 
小著のみ1:て、報吿寄•又は考古學雜誌の如きも"昨 
是今 非、 異說紛々、門外漢の取捨に苦しむ事多し。朝 一 
鮮考古學は我上代の研究1:は是非必要あるも著普な34 
し。現今東西兩大學に講坐あり*堂々たる博士あるに* 

著害の見るぺきなきは何ぞや。日本古代史ば•久 米、 
吉田兩博士の舊著あり、未だ全からす0喜田博士に前 
人未*の卓說6るも斷片的のま、なり。黑板博土のも 
词樣なり〇上代地理も吉田博士の地名僻書ど史學雜誌 
等に散見 t るのみ1:て好著な.し〇上代經濟史には內田 
博士のは創見少なけれど大日本货幣史には勝る歎十等 
なり。竹越先生の«1濟史は大著な れど二 千五百年史的 
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筆法にて文章の華のみ多し〇支那の II 史は那珂博士の 
東洋通史以來好 著な•しビ M く。上代の H 本の研究には 
唐以前の文物制度の如き尤も必要あり•空文 家の支那 
人は 其 任に あらす-東西 大畢 I : 碩學 多し 支那 史の 大著 
逋を望む切な bo 朝鮮は併合以來十餘年を 經た而 
〇 て林氏の朝鮮通史舊版 あるの み、他に 常 平庵氏の朝 
鲜錢史 あ \古«紙上 余の問に答へ て •日本史料は 
朝鲜支那の轉 栽の み故欠點多. しビいへり* 同古代地理 

等も著寄な し 〇萁他蓋衡-產業 •«. 俗-文學-宗敎- 
美術方面にも好著少なし 
上代の通貨 

マンロー氏の日本の貨幣には〇玉類、石類等を古代通 
貨ビせ b 、 考古學者は石器顧をも通貨と甘60111:界备 
HM 始の狀態に£み：！！本も然る事6る V 〇〇而〇て：：： 
本は H 本特有の事情もゐり*.'今.黡考古學者め研究 
新る〇然•し余は宝ミして tfi 川されたる者*: V て法貨の性 
霣は未だ•し w 考ふ〇月舍先生日.金級珠玉は衆八必黹 

(第！||十八齄) 


の物にあらざれば一般の通貨〜する <:足らす ビ〇 次に 
異銳紛々たるは鋦鐸な bo 洋人某氏貨幣な5ビいへり、 
面白し〇古くは空竹布、近くは貫井氏帽子形貨幣あり〇 
考古學者は初め有史以前 W いひ近叫は應卿帝以後 i い 
ふ說と見ゆ。而 L て皆形式文普 C /) 類推1:て一 t 製作上 
ょりの班論なし今茲に予は古泉 i の比較論を轼むべ 
し〇他山の石ごならば幸甚なら 
涣文帝五年の半兩石範あり(西 le 前 fl 七十五年) 

魏景初 二 年•倭+:銅鏡 ft * 枚 云々{神 功御代？) 36 
朝鮮古踏 lal 譜10樂浪時代 m 描面出土 〇鲖創•五妹 M 
五妹|1縮小胭|:て面文个明0後に常平五妹全21あり* 
五蛛は拙涣、後澳及び後代の私錆あ90時代の®定 
には隨分困る.事手し•考古學教の反省 V 望む 
九州地方〇鋦剣*鋦鉾•錢ビ共1:出土(應神帝御代？) 
右鋇鉾石型(同地方出土) 一 
货泉 (" 中 III 博士辑文> 

宽蚁年間〇周防國宇部村 C 長者屋敷出.- J : 〇泰半兩、四 
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妹半 Is •五^货泉*貨布等 V ; 古文泉約八百枚出土 
半兩は定丹に入 b 、 今久原家に6\貨布も同搛 
支那の技術を日本に實行する は、. 其時間何程を要する 
やを考ふるに〇淇竿. m 石型ょ b 應艸御代.^九州-5型迄 
は.^四百年な ho 樂浪の鋦剣を垂仁帝中期と T . れば約 
二百五十年な bojfli して周防出土の貨布と平泉氏銅鐸 
中精良なる者£同手法 w すれば*反正帝御代迄約四百 
年。應神帝御代迄約二百五十年。り〇李王家博物館所 
廠品寫 RW 。 三闽時代第-;金鋇阿彌陀如來の背部の 
右上部の長方形の窓あ b . o 銅鐸には上部表裏に頂部に 
穴あり*時代を想像せしむるなきか O H 本出土の郝同 
萬年等の古錢は脆弱なり〇同時代及古き支那貨は然ら 
す是等は學術的の研究を望む〇模迫競1:付ても朝鮮作 
か VR 本作炉、生は何に付けても上代の文化は朝鮮を 
考へざるべからすビ思ふ"王莽は泉界に革命を起•した 
他の銅器類 U も周府代を目標 e せ b 、 王莽 uiL 臣 
味子 is られし V 」、短期の爲め遺事の傅はら《事も多 


々あるべし、是等^細說を要すれども此位にて止む。 
而して是乂宝に〇て通貨にはあらざらん。其他奴牌" 
牛馬* Bt 皮、帛梅 * 稻米等を通貨？して使用せ bwo 
布帛以下は和同设以後の或荷期迄も通貨な b * し形跡見 

ゅ顯宗啼一一年十月0 1?: 忠篆わ stfzlRSC 此文 

の賛否一 K 論の主 72 る者を列舉せんに 
朽木娱の泉貨鑑に此文及圖象なし〇同藏泉目錄にも力 
し〇其師宇野宗明翁の IK 泉目錄にはなけれざ•績化蝶 
類苑1:は文幷 UB あ bo 狩谷望之先生の本朝量玫1:詳邡 
細なる記事6り、是否認論を發表.したる最初のものな 
らん0日く稻麻銀錢一文¢6れ紀の傍訓は解を^' 
^■と訓め bo 拾遺和歌集に行基僧正「百さかに八十 
さかそべて賜へし乳房の報今日ぞ我する」と。心地 
觐経に幼稚之前所飲母乳百八十石」を云ふなり•中略0 
按するに斛ぜ一^と云ひしは、斛を石ビも云ふにょつ 
て.石宇の音をもちてナカど云ひしに て、 度の尺をサカ 
之云ひし W 同じければ古 P 1 に非らす〇此頃未た西土の 
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供度を用ゐざ A-c 時^れば史^*めし人•其鲫代の豊 
禳なりしを云はん VJ て滇文もて两色せしなるベければ 
SEwa し蒙し(後漢害明帝紀是歲天 r 安平人無椎役歲 
比登稔百姓般富栗解三十牛羊被野)此頃銀 ft を用ゐし 
事佗に見えず VJO 此以後の否詆論は皆後滇害の》色を 
云々するのみなち 

賛成•即維挣論者も頗多し〇月舍先生 日、 顯宗紀の文 
は 後 薄書の文を潤色 L 記せるなれ V *、稻斛銀錢一文は 
其實を傅へ.たる者なぅ-〇通貨の制其始を詳にせすと雖丨 
此文にょり'是ょ-先に餞幣の通用有*しこと知るベ•し。 
此银錢本國の籀龟なるが三韓の將來なるかは今考べき 
由なしと雎*本3各地に往々竿兩五妹等を掘出すを 
見 ft '- ば，卓 <滇土の镅錢を 三 禅に も本國にも.傅へ 通貨 
t ^;. u ならん, 0 漢土には金銀の；^を MM せしことを 
知&-^-'三||^|龙共錢貨に傚ひ||學した6しを本 
繭 > u 填へ：^85^6にや办らん'/0«膺十一年、天王寺出 
十 m 铁七十 本 於 m m ;* A 分奸な bo 此银锇今所 ^ r 

C 第三十八 tt ) ， ■ 


样ならず•一は 官府， 一は予が所廉のみ。或は Ift 無文 
銀饅を以 t 瓸宗帝の時との確誑を缺け V 」上代(7)通貨な 
るべし。本國の鴒造が三韓の將來が定め難し。而て此 
轚酱は先年我浪華の泉界の巨頭が月含の古泉を買收せ 
tu 特に天下二品の此珍物を所廉者へ與へた >とい 
ふ。糞重か、放棄か、余蜚之を知らす。又前文先生の 
金供珠玉云々の文あ bo 0：本商業志日、案ずるに本朝 
の栽幣何れの世に在て行れしか應神の朝に後るベから 
ざらん〇神功外征筲獻の品類最多く 〇應神.亦孜々動業. T 7 
1:従事.し•我邦の商工^て隆21の日に臨めり〇百事の 
進化旣に此に至る〇登獨6交通至要の钗货なきを得ん 
や？此時•秦漢.白數十縣の生民陸續歸化せしこと古語 
拾遺及姓氏錄に見 ゆ、 是第の徒其本土ょり携帯し我朝 
に夙く錢貨行はれしなら t * や。四夷事略に*朝鮮以布 
粟爲市？： n 本以澳唐之錢爲市 w 論者此時錢幣な〇•有 
年を寄せんが爲め1;涣家の15書を假ると然れば漢踣を 
馊用すしもの害 iw - T 編慨ね然、ざる U なし*豈此一章 



に止まらん争，$|80|5||6りて銀«なし、晒じて« 0たりとは •!![ ちに假足し得べからす〇支那の通貨た 
货當時に行抵ぁさ〇■曾沼&氏の大日本商菜史に0〇 る銅«も*本邦にては單に異邦の珍玩として愛笕保廉 
<# nl :4 Bt 8 wi ; を用&•しは恰かも神功皇后が新羅をせられたるに jA ぎざべ•し〇余輩は漠錢が我國上古に 
征雇せられ〇.項に 始表る 01 g 志日•辰幛國出鐵韓油倭 M 用品た6し事を聪むる能はす。神功應神の朝發逮の 
省從取之、諸市*用鐵•如中§錢ビ0神功皇后紀に ，* T H 本商業志說く釦し，魏志の記事により神功皇后 
よれば•彼の鐵を出せ0は谷那鐵山にて我國に輪入し： の 時よ b 我國に金屬通貨の沫通 始ま^ •其金11班な6 
1の用に供せるは事買な bote に嫌货ぁ卜、顯宗 帝；： W の說は愼 m なる考察を缺く〇第一*神功皇后の時代 
の世に銀婕を鳙菹使用せ〇は順序な60久米博士、吉一一は學者の考察によれは*晋の世1:該當す〇魏志は其以 
田博土は三韓將來銀錢說を記せるのみ〇大 C ： 本史。食前な60又魏志の文は只班の產地たる辨辰•辰韓にの88 
货志日〇 ( 上略)故稱三韓日銀嫌〇又日-金銀蕃國、み*支那の餞の如く鐵を通用.した bVJ 解すべきなり〇 
货幣之典蓋始干典-顯宗帝時銀蹢始見. yjO 內田博士の我 H は只之を輸入し使用したるこ tf は確實なれど*通 
論は委曲を 盡 くす。和同に掛る文を除き甚要旨を揭げ货 V して使用したるや否やは魏志の文に於ては明瞭 
ん(上略)然らば則ち*我が山陽道の地に於て•甞てならす〇我國上古未だ金銀產 G し、然れ ％」 も金銀は之 
發堳せられた b と云ふ漢五铢雔等の in き*之を以て 澳 を韓地等よ-^輸入し*之を貴*-愛好•し•器飾の用に供 
代若-は之を距る遠からざる時代に於て*早く赙來ししたるは確實な bo 故に*の如き、成形に於て多少早 
たる者 tf 思惟する瘡も*亦蚤く理由なし.〇せざるなり0 く拂波物件£しても亦用ゐられたるこビなきを保甘 
然れど4*錢を我_にて被の地ご鬨じ<通貨の用をなす〇然れども顧宗祀の文によ6當時銀费ぁ b •通貨な 
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hvj は余輋の躊揉す 4 所な bo 學者•か ft 文を後漢書の 
成文を修飾*したる事を®めながら*稻斛銀餞！文は其 
實を傳へたるならんど思考するは、栗斛三十とあるを 
改め支那の本部には當時鋇錢あるも更に銀栽通用の事 
なきを以てならん>」(中略)通典に•梁初交廣の域は 
全く余銀を貨と L 0 後周の初、河西諸郡或は西域金銀： 
の錢を用ぅとあるのみ〇我國には和銅前後銀錢の早く： 
行はれたるにょり•睿紀の編者が顯宗紀に佐飾的文宇； 
中に銀錢と記*したるは當然なり。此文の修飾を知; 
通用を確言するは。研究上思 Is を免れざる^ b ご否認； 
論を爲せ b 一 
余輩も否越論に左袒する者な-'〇三固逡事： T 太子法一 
敏即位 (H 本齊明帝七年)城中布價布 I 匹、 租三十碩 
云々 租 u » 尨り 齊明 Jte 日•高 JK 使人持1皮一枚供其價日 
綿六十斤其他尙あるべ•し〇商又は價の字 II も我國にて 
は貨幣ならぬ1?あり〇和同銀迄貨幣の記事なし*我國 
及朝鮮の*墳より醑見なし〇又馬被野の文は魏志日 • 

C 第三十八5 


其他無牛馬の反駁とも見ゆ。大 H 本史〇食貨志日•至 
■應神帝時百*貢馬其 M 蕃衍 i 馬も一考を要すか。害紀 
記;*は鑲设日本镛ら•しけれど朝鮮將來說多し〇 B 本鴒 
は製作と量目の說明に困難あり。朝鮮<:はなし〇深薮 
庵先生に銀玉說あり、由來先生は物に偲込む風あ ba 
出土銅を見ては古代の敢錢と云ひ•朝鮮古銀を見ては 
上代 ■£ 思はる、御說の模樣にては高麗朝の物らし。顯宗 
朝の引証にはならぬ0萬 I 古いとしても貨幣 VJ 立證•し 
得る か、 形狀量目に付ても支那其他の比較論を要す0 39 
東都には實地大家多し*御協議を乞ふ0又今：：：の考古學 
者は先生の御考よ b は遙かに進步•しつ、あり〇先生の 
敎を待ちて後知る者にあらす。圓々堂博士の所謂天狗 
の尊 R を侵さぬ程度(:願ひたし0銀には未だ餘論あれ、 

和同の下に論 t- Vし(大正十一 S 欠 S〕 {未完> 


◎小 解 



”〇林，^祥 符 


大形の絰錢類の中に林群符ビいふのがぁる 


© 


0 


還 



是は島錢で祥の字6>*今に見えるのみか元の字は九の字 
の嗉になつて居る*次の 


此錢は一寸少いもので此類品には元豊、元祐などがめ 
るが大體本錢を模したので背の形式が鏢錢になつて居 
のと、廣穿になつて居るので. 此 一類 VJ いふ * >わかるの 
である 、廣穿ならぬものには島錢の類や"安南錢の類 
•か在てさまぐな風釆を備へて居るが、元來此類の鞣 
錢は九州地方のもの VJ 見うけられるから*本土には#] 
合に存在* >* 少い* 今此錢 に似寄つた島錢の類を揭て見 
る VJ 左の樣なもの•かある 






是も島錢 •た •か、元の 字 11確かに九の 宇で ぁる、林祥符 
の元の 字は 九の 字と も 51 ふ行き方1:なつて居るのは" 
改彫の結果に外ならぬ 

〇海東重寶の小異 
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前躭に海東通寶の小異四種を揭げて小解をを述べ"諸 
君の參考に供するを得た•今回は復た•海東重寶錢の 
小異四禅を次の如く報吿する 


一正樣 





一は 正 樣本爐の錢に して、 此種にも海東通寶一の如. 
耗金を含みたる、重量重き佳品を稀1:存在すろ 
二は濶綠の大樣なるもの"同種1:小樣錢あ b 


總べて海東重寶錢の背狀は、輪郭整然たるもの極めて 
少软にして*其多くは暗漫不規律を恒例>」す 




三は特別に別爐の細緣 VJ 指名す、興故は此手に限 b 三 
韓重！ S の 循讀錢 VJ 共に、江華^ょ b 發堀 されたもの1: 
のみ存するを以てな質 ー ニの類より殊更ら脆弱1: 
して、形稍少さく內郭亦他より細し 
次ぎに揭げ r ; る一禪は、海東通孜のフ頭通類 VJ 略ぼ等 
しき錢容にして、他 •: 興なる大差あり、諸君周知の如 


¢ 9 ) 服 郭 

/V ,rl 
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く凡そ海東重寶の寶字は*必らす內郭を離れて、外緣 
に密接•し*赛字 VJ 內郭ビの間は•どれも少許の空隔を 
有する約束あるものな然るに四に就て見よ•其特 
例£する寶字は、反衡に輪を離れて、內郭に接近し、 
且つ稍や字文の小なるを奇 W す*現存希少に•して、未 
だ正品の散見約三四の少數に遇ぎ t 


◎顧選函 

〇 ar 字印に就て 

_ 記者 

貨幣第贰拾參號1:培風堂周書君の起稿せられた「銘字 
考」に立論せられた「筠」の字鋇印なるものは左の如 
ものであ-〇 * yy 6 t 

是を周君は古印といはれ i したが今此實物を見 itVJ 
决して銅印では 6 b ません*何か古銅瓶の蓥のやうな 



もの VJ 見受 wi •した， 夫 (4 銅印として左め不合理を ど 
ぅにも解秤し得ぬからです 

一、外郭ょ6、文字低く一 i て 拾 印し能は? • る 事 42 
'二* 外郭の外に持 出しのある 銅 印は 他に類例な き 事 
三•背の蒲鋅肜凸面1:同し銅にて或形象のツマミの 
如きものを附符せしめし釕樣痕跡あ b 鋇印なら 
ば间髓にて持出•しある V き事 | 般の約來なり 
四、新の字體詳にいへば全と W との文字の釣り合 
ひ、則全は上6;= は 下 b たる事古餞の文字さ少 
〇も違はざ るは 古錢を見て後の摸寫 なるべき 事 
五 •鋇 色の古るび方*如何1:古る， し VJ 見ても： 兀诗代 


ょ-®'薄る V きもの 1:6 らざる 事 
今此物を 印ミしても* 押捺 すれば 左 文ごなる、 左 文の 
例は* あ ?,特穐の 填 合に ある もの1:て、 lg 無では あら 
ざれ ども、 か、 る 軍 II なる^ Mt のもには殆ビ 類例 乏.し 
く、夬のみならす全旁甚し{外側に樓 L 、 文字の配列 
も不規則で* 成權を 示すに用ぅる印章と、しては大に森 
嚴の氣に乏しい、夫是考へ合せて周*君の古印說は少 
しく 早計ではないかと思はれますが如何なもので せぅ 

9 


〇德川氏貨幣史(績) 

其二年の布吿を観るに、小判瑕金等多<雞薄の鳙に付 
追而爲引替候得共今以瑕金有之畢竟元文の度吹替之依 
にて此上年を轾候に隨ひ彌瑕佥も多く相成際限も無之 
爲め此度小判金是迄 Q 目方を以て厚みに吹直し被仰付 
候云々，、といひしは具に典亊の爲めに改鑰手段を行ひ 

(第三 十八#〕 


しに弈ざるべし、元文以來旣に八十餘年を經遇せ 
货幣の磨損せる 亦必中 *しか b しならん、然れども當 
時槺川氏正に財政困難»:遭遇せ 5* * 時に於て貨幣を 
£«せざるも、他日財用餘りあるの日•之を更造せば 
| r なるべきに*今日に當6て此手段を行ひ.しは、知ら 
す何を以て然るやと云ふに*蓥し货幣の磨損に際•し之 
を更鑛するを以て口實 VJ 爲し*暗に財用の缺乏を救治 
せしなり"何となれば改鎢の膝其品位を貶すを以て知 
るべし43 

一一今元文分•貨ビ比較せんに 

一貨幣名薄千分中純金千分中純銀千分中 II 分 
: 元文小判六五三、二三四五-! 11 〇〇 I 、五 

同！分 ！ P 

文政小判五六二"〇四三 五、 〇 〇〇二*〇 
同I分判 

即ち二金貨の差異は、元文貨の含有金分文政貨に比し 
て、九〇•二の劣量とす*此故に現今市纗に兌 f も 
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其問差等ぁりて•(明治七年大廉^ 8 M 0 货被檟格表に依 

3 

11づ砂湘 J 各 j W に付き金 s ' lfl' 七十五 SKA 九 

^ 0 ^ . 畫圖〇 一 i 九二 

即ち元文貨は七十三錢餘の高檟 W す*是に於てか知る 
改鎢の令を出たせ•しも財政を整理する1:道なき*>爲 
め•名を瑕瑾及び重きに遇る等に假り、其實は府庫を 
充すの策たる事を •且つ 數回令を出 •し、 舊貨と交換す 
•へきこどを命じ、其交換を請ふ者は、往復の#用を給 
し以て其交換を促 C •密に之を藏匿する者は廉科に處 
す V きの 令を布き或ひは從來使用せ t 舊貨を資買する 
を禁止す等*種々の手段以て舊貨を%めんこビを試み 
介 b しが、交換の價袼非常に低廉な b しを以て•人皆 
之を交換するを欲せす、若し之を藏苗せば、往復の费 
用を受け交換增步を得るよりも、利金更ら1:大なるを 
知6、决して其令を攀せざ b き、抑 ff 货の賣貝を禁止 


し、之に加ふるに若•し之を«匿せば嚴科に處すの令を 
出せしは*實に其謂れなき者にして、®制の手段ご 言 
はさるを得す*夫貨幣に〇て一たび沬通を失ふか*貨 
幣の効用は巳に失ひたる者な b •貨地にして其効用を 
失ふか、其貨品金た-0銀たるを論せ中、之を地金銀ビ 
見做す事を得べし、人地金銀を藏匿す•政府令を出*し 
て*之を藏する者は嚴科に處す云々の令を布く•抑 m 
亦甚〇 w 謂ふべし、殊に政府は貨幣の流通を禁止する 
の權あるも、人民藏する所の貨幣に射し•若新に鍺造44 
する貨幣と交換せされば刑に處すと謂ふに至^'ては、 
橫暴亦極れ b - 是以て人民峻刑の畏るべきを知る VJ 雖 
も"絕へて其令を奉せす"益固く之を藏す"政府も規 
窬する所の方策、其轨を奏せさるを以て、又一令を布 
き交換の期を限6しが•民猶之を葶せす、政府も B む 
を得す數回の延期を爲.し*民間«する II 貨を袍まで蒐 
盡さん事を勉めたりき {未完) 
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〇柳北の顔 

成- S 拂北の石 Itus 岛1:める，蜱文 ( t 信 
天怒«の«|:成つれ1ので「其の«驢の 
如 LJ と書い f : とこる、大一 r 如 W * が! In 

何»:-事寅|:1£ょ.故人な»辱0れ#合方 

0 0 0 0 0 

だと辯難-しれほ^顏の县い人で^つわ、 
當時事才奇行、共1*-有名な <*« 中井 
弘が、柳北を自宅に招：， f :、 柳北は坂1: 
乘つて»かけ f 〇支 MI 1 A 迎へた楼洲 II 
早速 

'、れ( 1 3て世 11 .さか-し主>.<なり|--けり 
乘つ T : 人より馬がまる® 

«石の期北も只若笑マるほがなかっ10 


〇東洋貨幣協會第貳拾參 
.回出品評 


北浦靈龜亭 
阿部銅片窟 
大竹銕泉堂 
田中邦泉 


森川禾亭 
九山槌泉堂 
藤井深藪庵 


大正十一年四月二 H 例會を開きま、した、出席會負は 

林紹治堂 淺田澱櫥 松平皆空庵 
小林錆泉堂 
山鹿義敎 
小川靑寶堂 
三上香哉 

等の諸氏で、今回は主事の鷲田寶泉舍•か病氣豫後の靜 
養の爲め轉地して居まして缺勤しましたのと、地方か45 
ら馬島翁古泉賣立の爲め上京せられた會 M で三田尻の 
梶山芝蘭堂•高松の岡！：：^園、玉島の安藤遊仙堂•夷 
港の中川雀子の諸君は夫々御滯京日程の御都合で•品 
評會當日まで御在京なかつたを頗る遣铖に存じま*した 
〇次會は七月二日で御座ります〇 
出品のは今回限り一寸目先きを替へて窨きます 
座長「今回は出品順により衆評を其ま、筆記致させま 
すから其御思召で御%下さい 
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筑泉堂樗木謙 MI 君銀和同を出品 tr ら 4 



一會員「是ですな•此頃八釜しい問題になつて居る新 
古轉倒1: なる か、 ならない か ビいふ品は！ 

二會 M r 遴論の上ではどぅ片付くか知らんが、品物を 
見る VJ 此類は新和间以後のものとは 見えません な 
三酋員「從來言て居た^に古は古，新は新で好いので 
はないでせぅか*確たる證據の摩らない限りは一般 
の古錢家眼で•品物の上に立脚.して新古を定めた方 
*> 安全第一といふもんでせう 
四會員「マア此新古論は®く藤升•水原兩氏 (; 行着く 
所まで遣つて賀つて、我々は我々で其渦中に入らす 
に別途に研究〇 i せ.？よ 


五會員「夫がィ、<、一體和同の新古を云々するの 
は明治以後の事で*貞幹の錢譜1:は此銀和同を認め 
ないで•子女の玩弄物だど苔て&た位です、今 U で 
は幸1:具物* >* 豊富だから•マナカさぅいふ^諭も出 
ますまいが•願はく品評中には自我論や偏執說は禁 
じて*公：牛1:書いて貰いたい*夫が爲思はぬ餘論が出 
C 來ない V も限らないから 子 
相泉堂吉村淸君宽永當四錢を出品さる 



一會員「蹙阐藩の仿鍺のものですな、此錢には逋の字 
を全然削 b 去つたものもぁりますが*此所に出品さ 
れた品は、打形では不明瞭ですが陰然としてでは在 



•か、有背の ものです 

1一會負「大迫の本煺でな：，とする VJ •栗林ですか*大 
橋で t か•八反淸水です/; • 

三會員「東北人は見て來た m な事をいふが*維新頃の 
出來事は；； ac 錄にもないものが多いのですから"さう 
確乎ど」た事を斷言：るのは危隨でせぅ 
古彩堂速水高虎君益 IJFI 布を出品さる 


一會員 r ィャに 白 くお白粉*>吹いて居る 子 
二會員 「鉛だからサ此鉛質のものには差陰(平陰)匈 
陽にもあるから裘ベタの類 (/) 坪縣や平陽のある一柿 
にもあるかも.し^.|ない、此類は.手取の重いのも鉛の 

符據サ 

- 三待員「折れ口を 見ると 茶褐色で鉛ら •しく も M えない 

I やぅだ*二枚密看して居るのでいないか子*益：：！：布 

の本體は背夷漫のものだのに此布は背文があるから 
-47 

- 二枚重な6若いたのではないかしら 
-四會 Mr 益, , ', 布に IJ 背のあるのもあるので、殊に此布 
: 左讀で、續匯に「鉛質異なり」とめるを見ても•今 
日我々のいふ鉛ではなく*昔の鉛 U かういふ M , なも 
のであるのでせう-鉛の癖として酸化作用を うける 
ど二枚に離れる樣な癖のあるものですから•夫で見 
ても鉛質のものでせう 



岡島淸六君^元甫寶を出品せらる 
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一會員「ハ、ァ接郭の軋元ですな 
二會員「是は明治泉譜に正合するものですネ 
三會員 r 孔方鑑の正合品より，明治泉譜手の此方が美 
品が多いものですよ 
樹香庵尾崎嘉市君通正•兀寶を出品さる 



二會員 「大様のものには害 体の ダムヶた！ 種が 在る 
三會員「此樋のものは泉譜には合はない•か*雄大なる 
氣分は泉譜合のものょ 6 氣持が いぅですョ 
四會員「此錢の改彫で•天成元寶 としたのを見た事が 
在 b ましたが、 手替餞の研究は粗畧にはなら12もの 
ですよ 

诠行館今泉忠左衛門君龍 E 通寶を出陳さる 



會員「左挑の通正ですナ•少し小形ですネ 


一會員「褪鳳の文字が目出度いので支那人も此錢を珍 
重して爱藏 する 故か*今日で も 支那から舶載し來る 
事がない といふ 事ですネ 

二會員「此錢は害体は謹嚴だが•折二式書体の方が豪 
宕な&がぁつて立泯だ、し，殊に折二、當三と害体の 
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违絡があるから•泉譜には是を捨て、折二式大字の 
方を掲けべき/ r ネ 

三會員「さうなる VJ 洪武錢も一錢洪武 を 載すべし だ" 
大 餞との 連絡*> よい £の一部の說を是認す るよ 
仙泉堂 田 頭寅 一君紹符 手の元 符錢を出陳 さる 



一會員 r 紹符手の中では珍品ごすべしだネ 
二俜 M 「紹符手の中の保泰が•安南歷代錢に伍.したる 
今 H 、 ょろしく此一類を保泰手と改名す•へしだ 
三竹以「元隆手の後に、紹承手が出來たから*此類の 
改名には赞成するよ 

靜治堂岡島福松君小竟の元^鈸を出品さる 

(第三十八*) 



一會 M 「 n リャ珍らしい形だ 

二會 Bro : 本のものか支那のものか夫ビも安南のもの 
か、チョット國籍が不明な代物だネ 
理事「此錢 も初見の品です•か此類品 V 」も E る？きは 
此 It 鑑不知品中に「天平通衩」といふのが出で K ま 
すが 夫と 錢 M がょく似て居ますから同一烛の出た乙 
事がゎか b ます能橋子は典天平錢を長吣-兀娯 の 次、 
永曆の前に褐げてありますから無論 H 本の ものと ds 
めたのでありませぅ•然るに大紂成當の珍錢奇品 N 
錄中には 萬 劫錢の次稱法錢の前に載ましたのは安南 
錢と認たのでせうが*今此元 JMI .: W : 錢 ^ 見ます と、 どう 
やら龍橋子の方へ團 a を上げたう御座6 ます、 兎(: 
角面白い K で御座 b .^ す 
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古錢？古金銀類 
古紙幣ミ古鏡の類 

右正實を以て賣貢仕候に付き御用命奉願上候 

東京市下谷！！徒士町三丁目九十六番地 

大竹寅吉 


古 

骨 


錢、古紙幣 t 
董、古器物 P 


右低廉勉强を主ビして賣買又は交換等の御用に應すべ 
く候に付御 T 命奉願上候 

本* Is 天轉町 1 丁目二十番蝙 


本誌定《及康吿料 

一 冊 定價金五拾敍送費金! K 錢 
郵券代用一割增 

f V 罵 金 五 Itt 
* 吿.料 j 半 H 金三圓 
严四分之一頁 金一圓七拾五錢 


大 E 十一年四月廿八日印 M 
大£十一年五月 一日 afr 

柬京审 W 田 ■ 五軒町一番蝤 

細訊 J %田信 

東京市神田 K 站廛町三十番地 

印 ■« 高棰舆四 

東京市_田 tf 北乘物町三*地 
印 ■» 万 文 


0 

堂 


東京市深川 KM 岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

電話本 所二 H 五 11 一番 
搔魯草家五八11110 * 

東京市神田區五軒町一番地 

*賣 所 鷲田、 賫泉舍 

電酋下答 - bz 九九 • 


取 

次 

所 


大 f 南 BnB«r 
東家市下谷 K 竹町十三*地 


T 間寅之助 
帝國纟5研究所 
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_lsf : 


二 ff 


安繭裹次彥君序下 m 寅之助編 

is 黯古錢の菜 s^ii 全 -* 額 52 


AIT 大正古錢價格晒鰹 


«* 學遒人 ■ 

Afr 

五版 

鋏一豊食主人 S 

宋柄符合泉志 

大阪毎 n 新聞肚畏本山彥 la - B - j : 
aw 局技師 H 學博士甲 K 宝 ft 君序 
S 岛 K 健局長安*#次彥君著 

東洋 il •貨年表 

近畿 


全；頮七二十 2 
tiSJElc 八十 S 




” S 全一費顛？！ S 


類金石文拓本齡?«ぎ謅 


«1,1 


月 刊 


古錢雜誌 


一冊金參拾錢 
會費六ケ 月金壹 圓五拾錢 
ーケ年金參圓 

( 切手代用一荆增 ) 



* 

古金！ 

舊藩札 


大阪市南 K 問屋町 ( 三津寺筋東堀西入 ) 

一賣買商虎僵樓商店 

振 8 口座大阪臺九四贰番 


〇弊店宛御照會は必す往復はがき乂 ，は 返信券 在中の 外御返事 致さす候也 
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振瞽口 li 東京二五五八五番 


帝國スタング研究所 


朿京市下谷區竹町 

むなきに至れり第三號又品切 HI : ならざる中御送命：ぁりた•し0 ( 第一珑、第二號絶版の旨茲一 J 謹吿す) 
を發刊す、第 I 號第二號共に豫定數以外の增刷なきため發行後に送金の御方へは殘念乍ら送本不能の止 
內務省指令第一八三號内務大臣の許可を得て第一號を發行し續いて第二號を睽行し今乂四月十一日に m 三猇 

1シア、ベン•力/^州の貨幣外1:西班牙‘白•へ- t 夕別大形金貨の拓本添附 

第三號|グアテマラ、昝利、ク少グアィ、イングランド、セラレオン、セ >- トゴール、サクソーー—、口 

醜 ㈣ 洚 f 英本國の貨幣にキユ—バ島廿べソ別大形金貨の拓本添附 

鮮111葡領ゴァ、英領マン島* アイ^フンド*モ 〆 •ホ ス、バジレア-英領セント火シ r - グアテマラ 

贿 S 郎ーチュフ”州.丁抹國 * こンァ貨幣にモナ， H 百法別大形金貨の拓本添附 

綱 T 紙 iy ベブァ合衆國"北米合衆國•ローマ法王領.パルパドス島*ザカテカス州、佛領テュニス、 


囹外國貨幣圓錄第三號發行3 %% w _) 


に添附•し東京市內1:ても未發賣の新切手を貼付し特に嘗留にて商送す 

直に货幣メタル、歐洲軍用紙 ！ T 燐！ sr 景色切手*人物切手紀念切手等百種以上の見本；： g を阏入大目錄 
外國貨幣一枚別、組別、洲別*種數別等により最見易く携帯至•使の美本たり印刷實費一圓送附せられよ 


圈圖入大目錄 ns - s ^ る r 
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(號飨 E 3 第) 


會燏带貨浑東 
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貨 糖 S 四拾號} 

『論 說 J 

〇與张晋君 

余在臺海廿五年 e 其間所採集順治錢。背文有漢字者廿 
有二種。曾作表列之欽隙甚多〇謂各局玻鍺之有無。諸' 
書所載難褙信。不若寧徵之實品。判以其苻無矣。爾後八 
致畨各ル諸友。廣索搜之。所得甚尠〇常以爲慽 U 頃者：- 
貨幣誌上，周書君、奥牛君•張晋君順治背文之研究。、 
諸君所論考據精詳不勝感佩。特至張君據實品足以正史：； 
乘之誤之語。得佘意者多〇而同君揭未得未見之背文〇與二 
弊藏较焉有無槪相合。佴有陽滿漢文弊蒇软。荆右一右弊： 
藏有之異耳〇於是乎即知0順治錢存在之有無0南北相同0 
今表弊藏順治錢背文〇以供張君之參考〇併致敬意云爾 

大正十一 年 五月 十五日 泳 山； a - 谷由 it 

右の譯文 

私は臺薄に二十五年も居ります間に集めた順治栽の背 

ハ第四十ま) 


文で滇字のものが二十二種あります〇ある時表を作て 
列ら•へて見ましたら随分欽品が多う御座いま.した、思 
ふ»:各局の鼓鑛の冇無は諸書に載せてあろものは信に 
られません。いつそ賁品に引合せて有無を判じたがょ 
からうと•夫から V 」いふものは谷地の友人に手紙を出 
•して廣く之を索めま〇たが手に入るものは極少くて、 
日頃遺慽に存じましたが、頃 H 貨幣誌上で周宵君典平 
君張晋君 VJ の順治錢背文の研究か^て、此方々の論也 
らる、所は考據精に•して詳、威佩に勝ません。其中 {: 
も張君の御說の「實品に據て以て史乗の誤を正すに足 
る」といはれたのは私の意ふ通 b です•そして張君の 
未得"未見の背文をお揭げになつたのと*私の藏錢ビ 
くらべて見る VJ * 殆ビー致します*但陽の滿漢文は私 
は持ちませんかはりに、荆の右•一の右の二つは私の 
方にある•か違ふのみです、して見れば順治錢存在の有 
無は支那では南北一致して居 VJ いふてょいやうです、 
今私の持て居ります順治錢の背文の表を揭げて張君の 
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御參考に供し•併せて敬意を表します 


順治通實钱背文表 0印泳山所藏 


X 

戶 

陕 

且 

薊 

寧 

東 

^3 

同 

臨 

淅 

河 

文 

霣 

/ 

/ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

上 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

右 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

一右 

厘 

/ 

/ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

滿右 

字 


延 


一‘ 

襄 

荆 

陽 

云 

雲 

籟 

原 

江 

背 

文 

位 

置 





〇 


〇 


/ 

〇 

〇 


上 


左 

〇 


〇 


〇 

〇 

〇 

/ 


〇 


右 







〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

一右 
厘 











〇 

〇 

滿右 

字 


〇本表摹本爐正®精且美者。佴同上、一口有®貨製 
作可 II 者 


左の 1篇は予が友中川近 It の草- f る 所な り、 近趙 II 其 yi 斯界の* 

«打破者と.して其逋見凡俗と典るもの/)リ•常時轚昧 s 予 U 風山 
軒を介して彼1:就で古钱の一般智識な傅習 cf : り L なり。彼事 tt 
わりて古«羿を退く、常年の硌里一度銳畀、去て其光芒な見?'4 
こ5寅|:二十年矣。昨年十月进4-予|:寄乜て古泉羿の近况4»»か 
んこ求む予則貨幣第一铖ょり逐次指示.し - c 常代泉3 k の盛况か 
rsio 此一夕の ra 談は寅1:主客地位を代ふ、•今昔の惑なからす 
やは=-彼乂*勃の愴禁する能(1ざりげん、想ち密雲か披きて其十 
一月 IIII 濱寺1:飛で本山邸1:和同錢型の私見4*我表 L 、 今又本文 
4*寄- r •則會長1:請て本誌へ欲載- f る事な得 r : り、彼此義1:感 C 
3今以後其研究したる亊項！：一本誌を以て世 llraII んと -T といふ、 

足 蚤 •し 彼の復活と いふべ•し •今後彼が研究1*- して見るべき tofc 2 
ら lr •予 U 新 1 : 一の遊 M 4 -S 見し f : £ の功 4* 負ふ ものと せん〇若 
夫 彼が g 星的 « 察の斯并 1: 些か r : りと t 剌擊か興 ふ it のめりと 
ぜ It •亦是太虚の一興* T : らすとせんや、記して以て序とす 

三 上香 哉 

〇舊唐書を信ず可 L 

中川近禮 

貨幣第三十九號に「開通元寶考」と題し、開元通寶と 
呼ぶは誤 61 :して•開通元寶と讀む可きものなりと'© 

說出でたり•按るに古來學者成は考古家に*して旣に是 
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を唱道せるめ b 、 古餞家 VJ . しても旣に尾崎星山、岡田 
村雄二氏之が主張に力め•本誌又社說として第 一 號ょ 
b 第四號に涉 b 論せられ*第三十五號に藤井榮三郞氏 
の說あ b 、 然れ V 」も奥平氏をして言は•しむれば*語 b 
て詳ならす論じて精ならすと、盖未だ以て天下の視聽 
を動かすに足らす獨6奥平氏其該博なる識見を以て一 
切の譖據を悉〇根本ょり枝葉に涉りて殆ビ餘す所なく 
開通元寶論を發表せられたり*誠(:以て敬服に堪へ t 
而.して其明快なる文法は普く讀者の腦砘に徹底するど 
俱に•舊來の開元通寶論は忽に•して開通元寶說 VJ 化1, 
去らんビす•亦一代の壯觀た b * 予冷靜是を讀む Irfto 
の解釋には«0:8乾容 S - ilioswtgot / o 、 予は氏 ビ 
久しく水魚の交あり、氏の高論を批判するは其罪蓥し 
輕き にあらざるべしビ 雖、私情を 以て 斯道の 研究を左 
右す る 能は す、 EI て此に之を辯す•請 ふ是を 恕 せよ 
開通元寶說を主張す る 者は*引用の 證據を一にするが 
故に織論の方向も亦た一樣なり日く「六典若くは六典 

(第四十篇) 


注を信す ベ 0 * 舊 唐 書 若く は 新 唐書を 信す 可ら す 」 i 
抑 も年代の古きものは信す V く*して、年代の新しきも 
のは信すベからすとせんか、古錢の書は化蝶類苑の上 
{: 出づるものな く、古錢家 は 富 山侯の右1:出 づる もの 
なき1:至らん、則ち社會は進化す决 して 退化すべきの 
; 理 なし、 古く•して疎な ろものと* 新た1: して 精な ろ も 
-の ビ" 夫れ孰れを か 信せんと 欲する や、予を •して 云は 
一し むれば 六 典注は疎 wb 、 泻唐 書は 精なり、 彼は 官制 
:の記 に て此は歷朝の史な b 、 若し 此を 捨て、 彼を収 3 
; らんビ 欲せば•其間特殊の理由な かる可ら す* 然る 1: 
丄ハ 典を取 6 て舊唐畨 を排 せんと 欲する 者は、何等 其 IHJ 
に理由を有せ t * •徒らに舊唐書の記載を以て孟浪信す 
可らすと 爲 す*焉んぞ知らん自ら 誤解し 却て事の 典相 
を窺ふ 能はざるものなる を、想 ふに 舊唐書の編者地下 
に在つて是を悲むこご茲に五百有餘年矣 
今奥平氏は 舊唐 書の章句を指摘し、是を四項に分ちて 
論_せられ•し故に •予も 亦舊唐害の全文を揭げ•氏か 
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論難に對して逐次是を疏明せんと欲す さる歟 I 
「震 S 貨志」高祖即位仍用隋五篇、武徳四年七—編者は奥平氏の言ふ•か如く、11諛 
月廢五蛛錢行開元通寶錢、乾封元年封嶽之後又改造新.したるにあらじ、又開元の年號ありしが故に"之に囚 
錢、文日乾封泉資、徑一寸重二妹六分*仍與舊餞竝行"はれて錢文を誤解せる如き迀濶なるものにもあらじ、 
新錢一文當舊錢之 十、 周年之後舊錢竝廢、初開-兀錢之唯當時の流俗の開通元寶ビ讀みし事蹟を記載せるもの 
文*給事中歐陽詢制 In ] 及書、時稱其功、其字含八分及： I なり、如何に曲解するも編者自ら錢文を誤讀せりごは 
隸體、其詞先上後下次左後右讀之、自上及左廻環讀之、 i | 認むろ能はす、蓥し舊唐杳の記載は平易且つ完璧の文 
其義亦通-流俗謂之開通元寶錢 、及 结新錢•乃 InJ 涞俗 --— とは湖ひ 難し、 即ち漢土の史籍 1: は一句一事のぅち附 
乾字在上封字在左•尋寤錢文之誤又緣改鋳、商賣不通、11帶する事物の說明を要 t る坞合は特に割註を施すもの4 
米帛增價 .乃議却用舊錢 "二年正月下詔日ゝ乾封新錄 ■■_ あり、 又割註に等しき字句を中間に置きて本文の首 
之錢 、令所 Ml 貯納更不須错•仍令天下置 嫌 之處竝鎢開1一尾を迚續せしむるこビも往々にして之れ 有り、 此の章 
元 通寶錢 ： 一の如きは 乃ち 之に屬す 、若し 行雲流水の如く一直線に 
以上は舊唐書の文なり、之に 對する 奥平氏の論難は-讀遇するときは解す 可らざる 點に逢着し、或は意外の 
一•(上略)開元の年號は貞觀と共に後世學者の記臆誤—招がん、以下項—ひて嫌明せん • 5せば自 

に存•し•舊唐書の編者の如きも•開元の年號に囚はら释然たるものあるべし 

れて漫義文を開元通寶 w 裏し、却て世人の開通一二、 S 上及左*蜃讀之、其義亦通とは何の謂そや(中 

元寶と廼讀するを以て誤れ bvj 爲したるものには非 略)旣1:開元通寶亡»讀.しながら*開通元寶5退饋 
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するも其義亦通すといふが如きは、固有名詞を見る 
こと通常の動^を見る VJ 一般、到底孟浪の言たるを 
免れす 

前項旣に言へる如く錢文誤讀の一事は舊康書編者 0' 责 

\、、、、為、、、％ ff 〇 

任を負ふべきにあらす、俗間に起6たる事赏なり、世 
0000000000000 0000000000 
上に發〇たる事物に封しては、學問上の議論を以て决 

す可らす、固有名詞の如何動詞の如 M 、 VJ 文法上の範 

を以て是を律す可らざるは明か又斯る癖見の T 

に典籍の輕重を問はんとす るは、 其編者に取りて は 迷 

惑至極と謂ふべし 

三、 及 鋳 新錢乃同流俗 云々、 堂々たる唐朝、豈流俗の 
稱呼にょりて 錢 文の布置を誤るものならんや(略) 

錢文の布置なるものは古來一定の法則あるを聞かす、 
時代にょ6皙值を參酌.して非$布阍を定め、或は輪郭 
文字の形狀によりて之を定め、或は循讀と〇或は街讀 
とせるものに乙て、 §5' 文の伤芯には决して窮屈なる法 

がむ VU お、故い雰 ii 

(第四十號〕 


0|: 0 |:0|:" 。 0^|0|0|04010^.50° 

たるも*栽文布置之誤とは言はざり0 40 、即ち開元通 
寶と讀むべき事を寤りたるものにして、開元錢にかい 
ては循讀.しても對讀.しても、何れも錢文の詞をなわル 
如く思はる、なれども、乾封錢にありては然らざるを 
以て、是に錢文は-定の制詞あいンいか2>>いい、 
尋寤餞文之誤一 VJ は乾封錢發行と同時に起れるこ VJ にあ 
らす、多少の時日を S ける後の事と解するも差支な〇 
但し此の一項は次項を併せ考ふるに於ては了解.し易か5 
る可し 

四、尋寤餞文之誤"又緣改鋳ビあれども•這は信じ難 
*し、何 VJ なれば改鋳せ*し對讀の乾封泉赍は今一も^ 

せさるのみならす、古來錢譜 I も道及せるものあら 
さればなり、果•して錢文の誤 b をさ VJ 6 て改锗せし 
程ならば、將來再三其誤りを踏 II す v からざる害な 
るに*云々 

此一項は本論の骨髓にして其關係頗る重大なり、尋氣 
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錢文之娛又却改鎢、ビ讀むに於ては恰も乳封泉寶錢を 
再び薄造したるこなる、世に對讀の乾封泉寶なき 
限 b は此事實を認め、從つて舊唐書の記載は孟浪 
杜選に、して信す可らす^謂はざる能はす、然れどもさ 
it かかは全く粗忽な b * 尋寤文之誤、にて章句に 
段落を施すぺきな b 、 而して「又 i 改鋳•商賈不通、， 
米帛增 t 價 、乃， 議却‘用舊錢、績き、前段の周年之後舊 
錢拉^^を受けて之を結びたるもの VJ す、 改鍺とは前 
段に «:- 造新錢文日乾封§ビぁるに照應•し、又新唐害 
に於»-乾封§と略記せるを見ても開元通寶を改めて 
乾封泉衩を鎢たるの意にして、乾封錢を復び鋳るの II 
に非す、循讀對讀の如き錢文布置の I 些事は此の改鎢 
の二字には 何等の關係な •し、乾封錢は開元錢 VJ 品位殆 
ど同じき1:も拘らす 、其價 を 十倍とせしは 不當 1:して、 
商賈不レ通、 米帛增檟の 結果を來 たせ b 、 若 t 從來 の讀 
法によ5て、 又綠，改鎢 とし、 之を前句の末尾 W する 


きは**讀の乾封錢を鍺たること ゞ な b 、 其上に錢文 
の循讀衡讀にょりて、商 M 不通米帛增價の成行きを 
生じたるこビ、なる、古今錢文の讀み方にょ b て 物偎 
の騰落したることは萬々之.れ有るべき道理なし、古錢 
家は餘りに古錢に密接•して却て斯の如き誤解を爲すこ 
VJ あ b 、 否々、之れ古錢家の み {: あらす 古來饵唐咨 
を讀むもの皆此弊(:囚はれて本來の意義を沒1'、深く 
循讀對讀の一事に拘泥するの結果、終に思はざるの謬 
想を招來するに至る*之れ予が谘唐宵編者の爲めに疏 
明 せんと 欲する所以 

以上に於て旣に槪要を盡 せり、 然れども字句斷々其通 
せさるを恐る此に予の信する所1:基き*必要の筒所 {: 
訓點を施*して"再び其文を揭げん 
乾封元年封嶽之後又造新錢、文日乾封泉赍、徑一寸$: 
二铢六分*仍輿舊錢竝行、新较一文當舊鉉之十周年之 
後舊《拉«:」纟「初两元錢之文、給事中歐陽詢制詞及害、 
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時稱其 功、 其字含八分及隸 ar 其詞先上後下次左後右 

= 一 - — ? - X UW レレ 

讀之、 自上及左廻環讀之、其義亦 通、 流俗謂之開通元 
寶錢 、及鎢 新錢"乃同流俗乾字在上封字在 左、 尋！錢 
文之誤ご又緣改 雄、 商賈不 通、 米帛增價 、乃議 却用舊 
錢 、二 年正月下詔日、乾封新鴒之錢、 j 所司貯納更不 
須レ錄 、 

又新唐窨食貨志の記載する 所は、 奥平氏の言へる如く 
舊唐書の劣略な b •如何なろ部分を省略せ S か乃ち前 
揭脔唐害の文中、「初開元錢之文」ょ b 以下「尋寤錢 
文之誤」までを省畧せるなり、兩々栩對比せば章句の 
段落は予の見解の如く(:して誤 b 無きを見るべし 
「新唐書」(食貨志)武徳四年箱開元通寶、徑八分重 
二銖四索•…：：其文以八分篆隸三體 
「乾封元年改錡乾封泉寶錢、徑寸重こ銖六分•以一當 
舊錢之 十、 踰年： rfii 蔼錢多廢」「明年以商賈不通•米帛 

(第四十! ft ) 


踊貴•復行開元通寶錢、天下皆鋒之、」 

凡そ開元餞に關する記録としては此の脔唐書及新唐害 
以上に精なるもの未だ甞て之れ無.し、然るに纔に一句 
の誤讀を以て其全部を否定し、代ゆるに六典注の簡率 
なる記事を遇信し、以て開元通资を開通元寶ビ爲さん 
ビするは*予の大に取らざる所なり、武德の年代1:近 
き頃に於て、天下の學者を聚めて鋦蒭したる書なれば 
ビて*一字一句の誤りなしとは斷言す可らす•六典注 
は湃唐書食货志の如く貨幣若くは經濟を主として記錄7 
したるものに非ざるに於て殊に然假令天下の學者 
を網羅して編 mo ゼる書物な b ども、古鈸の事 U 古化家 

◎ © ¢5 ◎- @ Q。Q ® ◎ ◎ e ◎ ◎ ◎ c) 、 O O .P 0.--?0 〇〇 

f ) 0 TO-&MO & 如 S 試110 れ挪 ^ 如如伽 (:010()010古你#0辦 
の造詣を經たる者ひ眼ょ b 觀る時は*格物究理の上に 
於て、] Ito の六典注の記載は平々凡々一顧の價値な*し、 
何に依て然 bw 爲すか、一言以て是を蔽はんのみ、日 
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「唐六典注」、皇朝武德中悉除五妹更鋪開通元寶」 

sllso & ffiio 4、 £§* aofo 4: S -3、 開元級は乾 il -4:® 

©©^©©©©◎◎©◎® ©◎◎◎◎®©.®©@® 

DT ょ^'贤行せしものなるに、武德中 S して其年月さへ 

115:|*54^か< 知らすして記入せざるか、或は知 

. ぃ T> ぃ |6>^:$' ぃぃ ” &KI: 乾 SMOSOKAO 

か^ 0 SO •い、奥平氏は「開通元寶考」の R 頭に、「唐 

の高祖武德四年七月、五銖錢を廢.して更に新錢を銪造 

.し」 VJ は何に據 b て知りたるか、六典注」搛りて記載 

ぜりとはいひ能はざる可.し•即ち铒唐書食貨志に據り 

000000000000000 
て記載せるならん、而•して尙ほ脔唐書を以て孟浪の言 
D00000000 0 0 0 0 000000 
爲す ことを 得る乎、次に「悉除五铢」 と ぁるは何事 

•ぞや*五銖は漢ょ b 隋に至りて其種類贿る多し初發 

時ょり最終の時迄は可なり悠久の年代を經遇せり、 
、、、、、、、、、、 oooooooor°o 0.00 
さるを單に五銖と記す•高祖の時に麻する所の五銖は 

跏 1瑟迄其 鏨：^ T' — 6 Ie > 

栽遙に勝れり 

r 舊唐書」高祖 即位 仍用隋五妹酱 •武德 四年七月 ^ 五 


妹錢行開元通寶錢 

&序整然たるンと六典注とけ雲泥の相違ご言ふ可 t . 
蓥〇六典注の著者李林甫なる者 U 位人臣を極めた hi 
雞 、其 性 頗る陰險に •しで 笊に玄宗の左右に鎇び、天子 
の意を迎合して寵を固ふする1:努め、言路を杜絶 L 聰 
明を掩蔽せ b 、 主ら賢を妬みて己れに勝る者を排斥す， 
時人彼を評して口1:蜜ぁり腹に劍ぁ b と稱せしけどに 
史上に於ても有名なる侫人じ り、 相たること十九年" 
歎々大獄を起し多くの賢伎を誅殺し、遂に天下の大亂 S 
を釀せ り、 彼は天寶十一載1:辛-した るに、 其翌年玄宗 
命じて位階を褫焯し又其棺を發か しひ、 彼は張九齡と 
隙ぁり、張が千秋金鑑錄を上りしに對て*己も功名を 
貪らんが爲めに表面を支宗の御選？して六典注を著せ 
り、 此轚の 手に 成 6たる書な“ば*或は後人ゾ芊に®〇 

容： slLOcosg 乾 t ° 輕々しく信を置く能は 
0000000000000000000 

ざるなり、由來學者錢幣の事を記するや頰る當を得さ 

U 0 O 知い、忠家なまぎ V ル迄^;ル 



平五千にして銪刀に非す*然るに史は鲔刀を鲭る S 記 
せい、 固語周最王大设を鍺るの條に 、或 者は其錢文を 

▼ 聲 9W 聲，雩 ’ nj^33^c>)©?.<T)^P 、》 0)3 

大錢五十と注せ b 、 學者の錢幣に愔乎たる斯の如し、 
00000000000000000000000 
故1:典藉を引用•して古餞研究の資料と爲さんビゼば、 

客 fo iow 影 so 乾 s #o;o s ^ro40 ニ ハル 

注の如きは僅々十五字、章句の構造も後世の氣風ぁ b 

て本間題に思する開通元寶の四字以外には•終に一點 
、>、、、、、>、%0000000000000 
の特色を認ひる能は t 即武德中に於て傭錢の#ぁ b 
0000000000000000 0000000 
たるくらゐのこ VJ を立證 し 得べきも、夫れ以上の問題 
000000000000000000 
を解决すべき資料となす1:足らざる なり、 斯る貧弱な 

る章句"不熟なる文字は、如何に盛唐學士の撰な5と 

はぃへ、 是を以 て錢 文を改讀せんとするは輕卒に失せ 

b 况んや其一方に事理頗る透徹せる洱唐咨の存仵する 

に於てを や、 若 t 歴朝の食貨志を抹殺せんか、古錢の 

八割迄は悉く銪地年代を失ふ 可し、 開元錢の如きも舊 

唐書食貨志によりて唐高®武德四年七月よ b 發行せし 

ことを 知る にあら to や、根本を信じて枝葉を排す-少 

(第四十 «) 


〇も其理由あるな.し 

かくは論すれ V 」も予徒1:頑迷なる1:あらす*將來開通 
元寶說に左袒するの時到らんも知 n す、 然れざも六典 

000000000000090000000000 

注を根據 VJ する開通元寶說は今日に於ては斯じて不可 
舊唐畨に撖りて開元通寶と讀む1:何の不可. i > ら 
ん 、君 夫唯須からく開元通寶と讀まる可し 

ys / N /\/\/ x /\/\/\(/^^ N /\(/ N/\/\/\/sflss 

〇隨手雜錄 

瀨尾向陵 

〇秦權：兩の目方 

隨手雜錄第四 に、 漢；兩の目方は七十匁以上 
あるべき 筈だごて、永安五妹、及黄金方：寸の目方ょ 
b 起算〇て 論じた 事が ある、 更に諸方 面ょり調査し/: 
者が あるから •今玆に追錄 する事とせ b 
同治甲戍春、 陳薄 卿復た瑯砑燊两南古城趾 {: 於て秦 
始皇百二十斤石權を 得たり、 今の權にて八 17 十九兩 
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五妹 ( SS 3 s なり云々 
淸の一兩を十匁ビすれば、八貫百九十五匁»:*して"其 
一斤は日本目方で正に六十八匆二分九厘一毛に當る 
亦政堂版考古 H にも、秦權として毕陽斤なる者を國示 
し*其目方を六兩ど註してある南宋の兩であるから矢 
張六十匁1-.相當する 

此の兩者を比較すれ •ば、 一斤に付八匁以上差違 あるが、 
永安錢の傅世品と登掘品とは 8 ^の差が あるから、 此權 
の左量に該當して居る、傳來經遇 中、 腐蝕•饮損•磨 
滅等に原因.して如此結果を生したので"本來は何れも 
七十匆內外 あつた 者と K むる も敢て不當では あるまい 
と思ふ 
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以上は宣和博古圖•考古圖等に記載する者にして*重 
きは七十匁一分、輕きは三十八匁四分 1: 相當 する、絹、 
鼎、釜 等煮沸用に供する者は多大の减量を 示•し、 燈. 
承蕖の如き比較的火力薄き者は戚量尠な-^全く火氣 
に接せざる壺の七十匁以上ぁるは怪しむに足らざる自 
然の 結果と 謂ふべ 6、 尙ほ傳世轾通に依つて增戒ぁる 
は勿論なり、此等秦滇の器物®量から見ても、一斤七 












十奴說の誤らざるを證するに足るビ思ふ 

大正 十1年 五月 二十 六日 

lit/ /\/ V* /* t /. /1/ %# " /i yl 1/ / / ' / / / - 

〇通行泉貨は遼錢には6 
らざ ろべ し 

花 林 塔 

通行泉貨の初めて發行せられ たるは 遼の時にはあら ざ 
るべし、箱州の王氏がたまく手に入れられた b とて 
其散見地を契丹初期の版 H 地 vj 斷定するは早計ならす 
とせんや〇泉幣は元來一地に永く留るものにあらす、 
流通息まざるが故に泉といふ* «の泉たる盖 L 世界を 
通じて然らざるはな、し*故に«州の王氏が假令百の通 
行泉貨を獲らる、ビも、いづくんぞ遼代の時行錢の證 
左 vj なすを得んや〇遼史食貨志に「先代擻剌的以土産 
多銅曾鋳錢幣•太祖襲而用之•遂致富强 J といふ文を 
以て通行泉貨を之に當てん w する如きは、餘りに史文 
の解释に粗ならすや、遂に富强を致す vj いふ程のもの 
(第 a 十*) 


^ % ^00000 000000000 0000000 
ならば餘程多額に鑄造されたるものならざる. へからす 

、、、、%、* 0000000000000 UOOO 

通行泉貨の如く現存僅々二三の散見にど ゞ まる絕爪稀 
00000000000000000000 0 * ， 
少のものを以て 國 家の富强を致せし ものと いふ、世間 

豈斯の. i き理あらんや、通行泉貨を遼錢とせんとせば 

今少•し 確 It の搜索を望む〇 H 本1:は劣數なる支那の諸 

子百家の雜書多く傅はらす、幸に周君は支那第一流の 

古泉研究家た卜、宜*しく雑籍を涉通して先人未發の動 

す*へからざる發見を遂げ、適切なる明解を與ふる1:吝 

なる勿れ*予は最も君の古錢觀に深甚の注意を怠ら'?11 

るもの^り 

〇三/:び齊六字刀に就て 

貫井靑貨 

私•か第三十八號に 、齊六 字 7 J に就て湘尾君の所說と逑 
ふ所を述べたるに*早速第三十九號に於て飽くまで長 
字な bvj の主張說を出されました。然るに未だ私には 
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何分腑に落ちぬ點がぁ b ます故、くどい樣ではぁりま 
すが今一回餘白を借りて愚見を陳べ史す。君は第四字 
以外の字につきては、別に御意見もない VJ 云にる/'故、 
私もこ ゞ には R 第四宇にのみつきて申上ます 
古刀布の文字を考索するに、小篆以後の書體を以てし 
ては駄目だと私の云ひしに衡し*大體に於て賛成せら 
れたが、索めて得られざる塲合には又小篆に依りて港 
考するも又-つの方法なりと云はれしは*誠に御尤も 
至極の事です然しながら參考に用ゆる文字が*文字の 
搆成上果して有理なりや•無理な b やと云ふ事も、充 
分考審•して頂かねばな卜ませぬ*小篆以後の書體には 
'古文とかけ離れて事理不通のものも尠くないのでぁ b 
ます故、其邊の處もょく**^-顧慮•して頂かねばな b ま 
せぬ 

私•しが端字を說明するに旁に就ては古文を引例し得れ 
ざも偈を加へたる纗の古文なきが祗|:、小篆を根據ビ 
して翅考した云はれたは-連罔 も又甚 しで ある、 


必•しも端宇の古文の例を得ざるが故ではない、只耑字 
の古文ょり小篆に至るまでの礙遷を示さんが爲めに例 
を寒げたあで ゞ あ b ます〇此の擧例の方法が貴意に滿 
ざる爲めにや、端字について何の御批評もな く 一蹴し 
去られたるは甚だ遺慽 V 」する處で i ) b ます 
君が長字の例と*して朝陽間字鑒を引かれ周史長父敦の 
長字を載せられましたが、是は君がその次に引きて載 
せたる博古圖の周史長父敦盖銘の"所謂張字と釋せる 
の VJ 同一です、筆寫覆刻の度毎に多少の誤りを來たし 12 
た爲め|:、別字の如<になつてしまつたのです、私の 
見る所では！^5|"璘ビ斯の如<同一物が版の異る每 
に違ふて居 b ます。それに第一此の字は fi な6や、將 
た張な b や、或は全然別字な b やも不明である〇とい 
ふ次第であ b ます故、此宇は長宇說の傍證ビして更に 
價隹なきもの V 」私は斷言致•します。序で^がら此字を 
除くビ同宇療百餘體あろ長字中に偏のある如きものは 
一向見當ませぬ〇又漢孝成鼎の同字鑒に引く嘯堂本の 
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長は a とつて居つ て、 决してエ 1: 從ては^らぬ〇乂エ 
は長字の構成上全然無關係である 
又尚敔敦班長の長字も*聚、笨、长など數體を見れど 
も、? J の推測に か、 る(推測や、文字を切り拔き切 b 
繼ぎするな V 」云ふ事は甚だ無謀で私には賛成出來ぬ) 
食とは全然別なものである故、これも證據不充分と思 
ひます 

右樣の次第故古文長字には立形の偏ある事は私には 如 
何とも-&肯する事*か出來ませぬ、從て齊六字71の第四 
字 l-i 長字とは讀む事が出來ませぬ 
朝陽閣字鑒の著者高田忠周先生 •か、 明治四十四年 (: 著 
された淡字詳解には、端字の.占文として 

4提 II 

ビ歷然 W 載せてあうます故、齊六字刀の第四字も又此 
說;:よつて端と讀ひ•か至當であると考へます 


(第四十 91 ) 


〇日本 貨幣史 の 研究 (一一一) 

演村榮三郞 

和31開珎の文字 

國語周語日、財用不乏民以和同ビ中外錢史にあり•余 
考ふ ろに淮南子日、因天地之資而與之和同、 ま r : •力物 
和间老德 也*)¢3 記日*天地和同万物 m 動と、 其他尙あ 
る*へ 0 •和 鋇四年十月 詔に 夫 錢之爲用、 通 財貨 云々 
あ U ど和 銅 二 年 詔に國家爲政、兼濟居 先、 去虛 就實、13 
其理然矣 、向者頒銀錢 云々 と あ り、冠位；:、德仁禮信 
義智を用ゐ、鎌足の弘文帝に德を修むるを 忠言し五 經 
全盛時代なれば H んぞ必しも利を のみ 云はん、引用す 
る.とせば淮南子、鱧記の類な らん 
開は(說文)張也 (增 補玉篇 ) 口該切、開闋 也、 說文 
作開(廣韻)解也 (爾 雅) 關也 (活字康鸺字典)金の 
韓道昭 撰、 五音集 韻に 通也と、遊仙先生の通 字說は 後 
代の學者說ならん . 



琺は珍寶兩說あり珍は(銳文)寶也(增補玉篇)張陳 
切、宝也*貴也、重也-珎 1 上 (爾雅)美也、献也(活 
宇康熙字典)玉篇 • f 珎、五音集韻俗作珎、珎 gjf 俗 
(明版字彙)珎^(芥+園重嫌正字通)琢 f 珍(字貫) 

豕 俗珍 
筠字 

鳥居博士の日蒙類似語に就ての中に「奶〕 

古事記、日本書紀、其他の古書を繙き行けば*寶•財 
の語あヴ、種々の言語を形成せり、假令ば 
王 j r 財郞 な」 「寶子」等の如•し、 この Takara は 
袭古語 Tawar ど稱 す、 其意味は寶なり、この語は 二者 
關 係を有す6ならん (中略) 日本語に 寶は 固ょり 金銀其 
他の貴重品を含める物た るは 明 なれども殊にかの 米俵 
に向て Tahara(tawara 一の 語あるは注意すべし云々 

ゥグ 

珍 

我21の古語にて珍を「クグ」ビ讀めり* こはまた「貴」 
「尊」等の如の い VJ も嚴く高き ことにも 庚く 用， Q & る* 
玉篇 には珍貴 也 •关也*重 也とあれば、この語 ま 莊嚴 


なる意味を有する事明けし 

日本害 3 T 1 » 日、 伊 1、吾—^ 

云々 - 
祝詞祈年祭文日、皇御孫命能ず ja 能1 ㈤ 云々 
万葉集六"聖武天皇節衣使卿等に 酒を賜へる時の御歌 
中、 天皇朕宇頭乃御手云々 

ilHC 語にては珍の事を Edyj 云 ふこの e は シュミッド 
氏 等の 著なれ V 」、 e 音に非ら す、稍 や U を含み a の 如 
く 聞 ゆるなこは^ 4 q 人なら では 出. し 能はぬ 音なぅ* 
され ど 今假に 6を以て記しおかん、 欽定 蒙文叢書には 
財と 注 •し、これが形容詞 的 位置に立てば「貨財」「寶 日」 
「司 庫」「敬神」「受顧」等の意味を有す、この語は蒙 
古人にては、いとも莊嚴 なる 貴き ものと して用ゐ 居 ^ 
り(中略)日本の古語たる珍はまたトルコ語中にも存 
在す る也、神代 卷に 「撖登 多那波多能」 の O S-VJ 弟橘 
比資命の Oto は奪稱に. して 同じ意味を 有する語なるベ 
•し* 兹に面白きは弟財郎女の otoltakara なり、こは 是 
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迄の學者は解释に困難なりし•か•二れを蒙古語にて說 
明せばい VJ 安•し、同語 i : ては‘ 熟 字 W して明かに Etta 
wara なる 言葉存在せり、こは即珍赍 の 袭あり、現今 蒙 
古人の間に行はる、言葉なるのみ^らす-欽定 t 文彙 
畲に財帛の譯を付せ5、云々•我國古語の弟が珍と同 
一義、同音なりとせば*其形容 IP 1 位置に立てる說明は 
敢て困難なるものにあらざるべし、次に注意すべきは、 
かの r 禹豆麻佐」は(中略)蒙古語の wd なるや明け 
この語は欽定蒙文語彙にょれば*室の注あ b 云々 
高田忠周先生日、珍の字の成立は形聲であるが、#の 
字義は「稠髮也人に從ひ、彡に從ふ」と說文に見え、 
彡はかざるど云ふ意で、後の M の宇であつて見ると髮 
の毛の美.しいとか•かざる vj か、云ふ II があるから-幾 
分か會意もあるかのやぅ思はる•寶玉であるから美し 
いものである、 榑 じて珍重する VJ 云ふ義も出る 

(歷史地理由水君)和銅開珍の珍は寶€云はざる•か如 
，し、狩野掖齊珎を IT の略字な bvj 云へり、併し珎は即 
(第 M 十嫌) 


ち寶な nvj も*古^^を瑤に作れるものはあれ V 」"寰 
を珎«:作れる例を見す' 且つ開珎の字は H 本後紀延曆 
十五年の勅にも周 朝撫 慰曆聚開九府之珎 VJ あれぱ 、强 
て寶の略字な bvj 解す る 必要な く 普通に開 珍と 讀みて 
差 g なし 

(同日 lg 君)(上略)珍の俗字珎は寶字に 非ら す、 され 
ど寶を瑶 yj する如く 其俗字の寶を琢 (正字に非ざるも) 

と略し得られぬ事 U ある まじ、搴我邦人屢かくの 如き 
無頓着の省略を常習どす るに あらざるか、延脬の詔を15 
以て和銅の字句を解せん事は珍ら•しき論法な6、况ん 
や延曆の鋳錢は隆平永寶 なり、 隆平開珍に非ちす、皇 
國の泉貨凡て寶字を以て終らざるな. し-即ち 勝寶(開 
基)元寶(太平)通•致(万年•延喜云々)開寶(神功) 
永寶(隆平貞觀文久)神寶(富壽、饒益)！！寶(承和) 
大寶(長年、寬平)等なり、未だ甞て開珍、勝珍大珍、 

元珍、通珍といふ如く珍なる名あるを見す、泉貨の字 
盡を省略せしは寧通例なるが如し、富*神寶の富宇壽 
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字 承 和昌寶の 承 宇の如き 皆然 b (中略) 唯一の 除外例 
として神功開實の神字(一 點 多し)切宇 ( H 篇を王篇 
とす) あるの み、 要するに字醫を省く は鎢 型を作るの 
容易なるビ、磨滅の爲め1:不明に歸するを防止するの 
必要ょり出づ(麿滅の速なる爲めに鋪1の譴責せら 
れし事は近代に至6ても尙あ b ) 和 同開琺の如き 初期 
の鎢錢にありて字窬を省き鳙型の製作を容易ならしむ 
るの必要あ bo 事を以て知るべし•寶を琢に作れ名 例 
を 見す VJ の理由を以て珎を 珍と 訓まば•字書1: 發 見す 
る能はざ るが故に承和昌寶以下を如何に訓むペき や、 
和同は和銅ならざる可からす、之を同どせしは其繁を 
避けし理由な6、其 a を 省きしな b 、 寶の字*餘 りに 
多き に遇 r るを以て、 これ も理由なく冠 卜沓卜 を省き 
て珎 とし、 開又本字の開を用ゐ す、 無親作に極めて不 
拾好なる開卜せし事な b 云々 ‘ 

{同由水君)延曆の詔の字句を引き開珎の字を說明する 
!:何の珍らしき事やある、漢文の宇句の會釋はしかく 


窮屈なるものにや、神功開寶の銘が開寶とあれば何故 
に早き時代に鎢られたる錢銘が開寶ならざるべきか、 
若し假に和同開珎よ b も早く鎢造せられし我國の錢貨 
及これよ b 後代に鏑造せられしものに皆悉く寶字を以 
て終りしならば寶字說成立せん、然れ r も和同開珎は 
我國最初の鍺錢なれば、これよ b 以前には銘のよるべ 
きなし、後出の物が悉く寶字にて終る故奠先に出たる 
ものも亦寶ならざるベからすの逆推は根據薄弱に*して 
受取難き說な 6 、果•して寶の字書多きが故に畧.して球 16 
となしたるならば*予は反問せん、以後薄造せられし 
餞貨には其銘中尤字竇多き寶字を省畧せす C て、却て 
富毒承和等の比較的字書の少なき字のみを缺窬せし理 
由如何、 而して更に問はん鎢 栽に無 經驗ならし和 銅 1: 
多*の宇を省畧 t るを以て鎢型を作る1:容易にして且 
つ文字の磨滅を防止せんとせし者が多く經驗を積みし 
時代には多害の字を其儳 W、 し*却て少害の字を更に软 
書すれば«型は一餍容易1:造られ、文字の磨滅を防止 
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するに一段の妙* b しや•又^•の 磨滅 逢炉なる M 爲 
めに 鎢餞 司の譴贵されし事は近代に至 b ても尙 
云へど、予の寡聞なる王 明 時代の貞觀十四年の一例を 
見る外此事あ h •しを聞かす*殊に近代には如何なる例 
あ b しや高敎を垂れょ、和调は和銅の畧字な h 、 然れ 
ども銪錢の爲めに特に畧せ•しに.は非ら t * 當昉に在りて： 
は普通にかく用ひしが如し"其例の一二を搴ぐれば ft : 
尼 令の 集解の中に元年正月二十二 U の太政官處分 V 」載 ▲ 
せたるもの、經國集1:四年三 )！ 五 H の對策 v」mt > たる； 
ものは、皆和同に造れり、そは兎も角同が銅の畧字な- 
る如く珎 i )> 寶の畧字な > との說は無鐡砲な り 
{同妻木君)和同開珎の琢は寶の字の畧にして•ホーど讀 
むべきならん、珍の字に寶の意親あるょ6開珎の珎の 
宇珍の俗字なる JX 许ビ思ひ r チン」 VJ 讀む赉あるは如 
何•支那にても凡錢文日通寶と あり、 又後世(:薄逭せ I 
る餞貨に万年通寶•太平、開基勝.が•神功開致等其神一 
品多きも皆資の字を用ひだるにても知らる 
(第 四十 


S 史家の古«に暗きは勿論なれ V 」富壽の富は富に非 
ら t * * 神功は神 Jfl にあらす、 MI : ょりて斯る事を云 
はる、1:や*而して敎ゆる人もな L 
引用すべき說もあれ r さまで u VJ て. II -.みぬ 
風山翁の陰陽說は別に云ふ程の事には非らねと、信仰 
者もあり、韻泉先生旣に反駁せられたり、而して斯く 
迄込入 b たる怪敷事は在り卜するも(錢文字) S : 平安 
朝中期以後のものならんか、元明天皇御名阿 m な6、 
後世明和九年を めいわくの VJ しナド云いぬ 
而〇て余の和同錢文は以上の說に異見あり、以下詳述 
すべし(未完) 


〇齊刀私考(下) 

韻泉散.史 

S 即墨刀 

本品の释文に 就て、 亦先人の說を見る U (ィ)古泉匯 U 




B く、金石志に節と即は古の字通 t * と〇乃ち即垦：巴之 
法化と釋す考古錄に.卽墨は齊の大都な-、今は萊州府 
に JB すと (D ) 吉金所見嫌に日く •山左金石志に節墨邑 
之吉貨 >- 日ふ、齊の卽墨、莒皆皴薄めり。故に流 m 最 
も 多し、即墨 7 J ' 尤も精齦厚重な bvj (二 古今餞畧に日 
く、文を節墨之吉貨と日 ふ、 山左金石志に日く、節ど 
即は古字通すビ〇此に锥れば齊の卽墨は正に節墨に作 
る 可し、 今即 に 作る者は省文のみ，"卽墨は漢の膠 ill 國 
な6、墨水を以て名を得たり、今萊州府に雇す〇古の 
三齊の一なり〇古.の即塵城は正に田單の火牛城なり VJ 
( _こ金文述に日く、節墨之法化なりと 
余思ふに、本品の文は正に節墨之寶貨と鞸す 可 〇〇節 
を今 IP に作るは乃ち省文なり、 夕の 字は乃ち邑なるも、 
其容殊に小に C て墨に附 is するなり〇乃ち以て墨邑の 
二字と爲す可からず*赛の字 VJ 爲す可き；：今墨に 
作る U - 亦省文な5.可し〇之寶貨の三宇は前に說く所 U 


同じ。本品には亦小樣 UC て之の字を省'くものあ b 、 
盖-後鹅のものなる：^し〇即墨は現盼山來省に在り、 
古の齊山地たるを知る可•し 

背の上' 1* 部 (: (t る三横線•及び等の 文は、 前 
諸品の如.し。又背(: 開 迷の文め る ものあり。或は開 邦 
士釋し 、或は 關邦 VJ 释す、而 して 開 邦とは即ち 齊國開 
> 釗の時の 製と說くもの あるも、取るに足らざるな 60 
1:余はんだ開或は關の 1'«J n か赴^るを判定する事能はざ 
るも H れにす るも 地名なる べしと 思ふなり、 S は 即ち 
::趙なり齊の六宇刀に類して又此の背文|:蒗りて*同盟 
一；貨幣た b . しものなる可し。又 (E 桂.匠挂哇等の文 
あるものあり、何れも安韓と释す可く、亦安陽及び韓 
にも M 用すべき記號 たる 可し*又大并の文あるものは、 
大は吝の省畫1:一してノ即 . t > 寶行と释す ： r く、行の地に 
通用す可き記號 VJT 0; 又吝切の文あるぁのは、邯鄆に 
通用す可き記%たる事前に說け60 •又上吉 GHY 等® 
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文も齊刀と等し〇其鎢造及び通用の年代相等〇きを知 
も可く、又以て 同盟貨锥に も充用せられたるものある 
を知る可きな6 

本 品の小樣のものには、成は之の字を省き、或は背上 
部の三 横線* 中部の中心 點た る符紀を省くものあり〇 
思 ふに此等の品は後鎢の物に0て、次第に其製法の粗 
鑾にな b しビ見る可く •且つ銅質も落下し、其全體に 
H りて劣惡になるもの多•し。又小品には背文の十; C — 
+ィ^-上のものあり0或は前の諸品に等.しく* 
又小布の背文等に相類するものあるを見る可し〇此等 
は亦後に至りて 民 聞に 私！！ せ、しものもある可けん又按 
t るに、此の小品の背文中には、尖首刀の文と關聯す 
るものあるもの/.如し*以て尖首刀の年代等を研究す 
るに參考となるべきものあるを ft ゆ 

又背の全體に魚 li の形を記せるものを往々舊譜に 載す 
ものあるも*按す るに 正品にあらざる可し 
S 安限刀 

へ第西十||) 


又本品に 就て、 先賢の說ける所を 摘 載せんに 
(ィ)古今 餞 畧に日く、 齊 刀の別補なり*面文を江秋史 
に訓*して女陽之吉化ビ爲し*目〇て女陽刀と爲す〇山 
左金石志に訓して安陽之吉化 VJ 爲す、形質俱に齊刀に 
同じ VJ 

(口)吉金}^錄に日く、尙齡按するに、安陽} t 史記の 
泰本紀を以て考ふる|:、先に晋に埘.し、後ち秦に屬す、 
巳に布品の下に詳かな即ち此刀も亦安陽と日ふ* 
齊法貨ビ規制二なし、且つ盡く吾鄕 に出づ、而 〇て歷 19 
下尤も夥〇〇齊にも亦別に安陽ぁるに似たり〇因て镉 
く齊の都邑を察するに、實に此の名なし〇惟春秋に* 

成 公の二年、 魯晋曹術諸大夫 及び齊蹇に戦ふ〇杜注に、 
寒は齊の地な 6 VJ ぁ60春秋地名考に、其地は即ち古 
の歷下 VJ 謂ふ〇豈に當年幣を鎢て塞る以て安 VJ 爲す* 

亦 布 品中に 偈 傍を 省く 事多き者の如きか。即ち此刀を 
以て 論 - r * れば 、陽は P を去 b て具と日ひ、法はシを去 
b て去と日ひ、货は貝を 去りて化と 日 ふ 〇車も或は亦 
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革を去りて安 W 爲す可•し〇一 陽の字を加ふるもの、亦 
布品中の陶を陶賜と日ひ " TT を TT 陽ビ日ふの意のみ。 
蓋し此品を齊の安陽と爲し〇布を秦の安陽ビ爲すも異 
遴なかる nr . し。向來譜を II する もの、 羅氏の說 1: 傅會 
〇 て、 是を高陽氏の金 w 爲すは、固ょ b 荒速の談1:屬 
す、而〇て凡そ安陽の字有る者を悉く#に附する も、 
亦未ビ固執たろを免がれす 。山 / H 金石志に謂 ふ、 卯墨 
精練厚®なりと〇今此品を親る(:亦然 bo 且惟に j 
钢 質の 精練なるのみならす、篆法遒勁に*して赛法貨に 
较ぶる1:尤も異なり〇洵に富み天下の甲た石ものと猙 
す可きな b VJ 

つ)金索！.：日く、安の字は-一首塞ひす厂首を以ゆ。 

古丈の通用を見る可し。安陽は豫州に属す〇按するに 
莒に亦安鵾あり、後漢の趙彥傅に云ふ*賊屯して宵に 
在り、宫に五强の地有-^、宜し/、五陽郡©兵を發 •して 
1こ從び磨を»ち、以て之を討す可しミ。注に五 II は、 
城陽•南武鷗、两 R'RS 、安 ft を謂ふ Gbi 


(- 一)古泉匯に 日く、 劉燕庭の云 ふ、 後漢書趙音傅に宮 
に 五 陽の 地 あち宜しく* 五陽郡の兵を癸•し t 之を討つ 
坷、し〇注に 城陽、南 陽、武陽、開陽、安陽な"。安 陽 
i 苒の地たり〇齊宮之を 71 と謂ふ〇安陽 71 は即ち莒 ;J 
な bo# 莒相近、し、故 1: 現製相同じ〇錢志新辗に、宵 
は子爵 r . •して巳姓、少吴の後に出づ。周の 武王、 玆輿 
期^莒陽城に封す。今の 山 東の莒州是れ^り〇按する 
に夏の君は 號 有--て？ し。 輿期ょり十一傅して茲 
吾至、始 i て春秋に共公庚輿を見る。而して下欲 M 
に>して復見へす〇又四世にして楚之を滅す。時1:周の 
#王十年庚戍の歲 G りと 

本品は 亦安瞬之 寶貨と 释す可.し〇其製作に於て、亦其 
篆豊こ •於て、以上の諸 71 ビー 致す る ものあれば* 其年 
代の 相均•しきを知る可し〇盖し泰の安陽にあらすして、 
齊の臺或は豫州の安陽或は莒の安陽の何れかに於て* 
造せられたるものなる^•し〇秦の安陽は昭襄王の五十 
赛 •寧新 中を 拔き名を安» と M むと あ bo 即ち瑰の安 
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fi 王の二十年にして、其立角の年を去ること一百四十 
六年の後な bo 方足の安陽布を以て秦の黹となすは正 
に隱當な6可く•同時1:此の安限 7 J は齊の物 VJ なすを 
可とす〇而.して莒は小@1:.して#1:近し。周の考王の 
十年楚の滅ぼす所となる V 」云ふ。即ち趙韓瑰の立候の 
年ょ6二十八年以前なり。若、し本品を以て莒の安陽の 
物となさば•三國獨立の頃は或は其地は齊の有たり.し 
ものならんか。本品の存在するもの亦少なきを以て見 
れば、其 II 造期の亦短か、6 しを 知る可*し 
又背文を見るに、上部の三模線*中部の*|+ナ等の 
丈は前諸品 V 」均しく〇穴ィ VUM れも貨の字の洛査な 
る可く0 0の說も亦旣に前に ttbo 上 Ht 等の文亦同 
CO 又竹の文あるものは*箱泉 BI I : エの字の橫畜 と爲 
すも 信 t - るの 限 ヴ |:あらす0余は未だ其释法を知らざ 
&な bo 其他肖ほ異文のものあらんも暫く數譜に見る 
所1:止めん 

六異刀 

(第〇十輦) 


古泉鼴に释 して* 齊呂陵 21左邑之法化と爲すものを 載 
•し。古泉大全に亦之れを轉载せ60又李佐賢の日く、 
拓本に面の齊 鈕易 奸狖 枯正吝 化なるものを見るも、具 
僞を决するな〇〇又面文を齊由蔌易左成之吝化と作る 
者66、乃ち僞造なりと 

觀古間叢稿に 日く、 齊の九宇刀は陳壽卿終に之を疑 ふ、 

近〇:廠肆に收むる所に絕て文理 r ♦き者 6 b 、 深く論す 
るに足らざるな b 又王廉生の云ふ、長倂を訪ふに收む 
る所頗る異品ぁ6、筋墨刀の一品色澤極て佳なり、背21 
の三潢書の T I: 復た建封屹法化の五字 J ) b 、 一刀にし 
て兩刀の面文を ills ふ義に於て取る所なし*若くは誤 m 
V 」云はんも•則ち背の五字は小に.して且つ弱•しか 
に習見の六宇刀に逮ばす•殆ど添刻に出るなり、沉泉 
を改刻して土中に置く事一二年^ n ば、即ち色^故の 
如しビ 

觀古閣泉說に日く、胡石査亦九字刀一品を得た劉 
蒸庭の故 物と 云ふ字體は鳍麗泉の藏するもの VJ 相似た 
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b 、 石査释•して齊遲陽賦結信之寶化 w 日ふ*旁通曲證、附記•して以て初學の般鑑 VJ 爲すのみ({元) 


著說數千言に及ぶあ bvj 

又日く、九字の齊刀は見る所僅か1:二三品のみ'古泉 
匯に曾て其一を收めて頗&陳赛卿 -'0 窨る所となる*其 
論殊に理に近し、古篆は多く離奇な b とす*此の字は 
謹嚴にして古意に乏•しく諸の齊刀 VJ 殊れ或は三字 
刀を以て磨 平し、 細々改剎する者な らん、 然れども雉 
線の篆は H を®めて辨じ難し V 胡石査の得たる者疑ら 
くは亦此に類 - t と 

陳 壽卿の日く、 凡そ九 字 刀は皆僞なり、敢て附加す可 

から^ V 」 

余按するに、以上記する所の異品は皆正 r - 贋僞の者た 
る可し、余亦古く支那ょり舶來せし榻換帖の不朽庵に 
傅はりたるもの、內に、面文を齊趙安陽寶貨 VJ 釋すべ 
きもの一品あるを灌た齙子年の謂へる相く、篆法 
謹嚴にして明晰なるも古意に乏しき所あり•三字刀を 
改則したるもの、如し、其他も推して知る可きな-^、 


〇古錢の研究 

奥平昌洪 

三、 弘光通 If 

鎮造の時明の安宗の弘光通寶餞始鍺の時は如何古今 
泉貨鑑"新校正孔方阚鑑、明治新撰泉譜•東京三省堂 
出版の日本百科大辭典等には皆弘光元年とす昧者察せ22 
す之を信じて弘光通寶錢は弘光元年に始鍺せ.しものと 
爲せ b 予謂ふに這は誤れり予の見る所」悚れば弘光通 
寶錢のことを記したるものは顧炎武の聖安本紀を以て 
始 yj 爲し又聖安本紀ょり精確なるものな.し锂安 a 弘光 
帝の謚號な-炎武字は寧人、亭林と號す明未浦初の大 
價に、して博學洽聞、最も考證に長せ h 明の萬暦四十一 
年に生れ淸の康照二•十年に歿す年六十九、弘光•兀年は 
炎武の三十三歲の年な6聖安本紀崇禎十七年五月の條 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


00 oopoooooooooooo 

に壬寅王即你大_敵天下以明年爲弘光元年—-見ゆ壬寅は 

十五 H なり王は顧王朱由崧なり同年十月の條に癸未 g 
结弘光通寶錢と見ゆ癸未は二十九：！：な b 又都漪の明季 

m 聞崇禎十七年の條に十月朔命鍺弘光錢と見え張崇懿 
U 其著錢志新編1:之を引用せり畢安本紀 には弘 光通寶 

錢の始銷を十月二十九 R ビ'し明季逍聞1:は十月一日と 
•し彼此二十八日の相違あれども蓋•し炎武の記事を以て 
正確と爲す V し又嘉定屠城紀髯に乙酉五月初九 C ： 南都 
破弘光出」しと見えた b 乙酉は弘光元年即 t 順治二年な 
b 南都は明の南京な6弘光は弘光皇帝を云 ふ ab 此等 
の諸書記する VJ ころを綜合•して推鼓すれば明の崇禎十 
七年五月十五 R 福 主 朱由崧南京に於て 皇帝の 位に即き 
天下に大赦.し明年を以て弘光元年-爲 t こ VJ 、し十月 
二十九 H 弘光通衩錢を始錆 i しものにして弘光元年に 
始めて鍺•しものには非す而して弘光元年五月九 H 淸兵 
南京を陷 n 帝出奔して捕殺せら n た6间年間六月二十 

七 n 唐王朱聿鍵福迚福州に於て皇帝の位に即き是の年 
(第 H 十耽) 


を以て隆武元年と爲•しぬ故に.弘光通寶錢を鋳造せ*しは 
崇賴十七年十月二十九日ょり明年 H 1] ち弘光元年五月九 
日に至るまで僅々六箇月の短期間に過ぎす 
品類弘光通寶錢の品類は幾何ありや文書の徵すべき 
もの無し諸家見る所によ b て 說を立つ るの み小平錢の 
背に文なきもの戶の字あるものェの字あるもの一星あ 



るもの二 星 あるものあり 又 a の 字 あるものあ b 風 は a 
陽な b 鳳 陽總昝取士英 、福 王を擁立したる功に依りて 
東 閣大學士 V 」爲り兵部尙霄都 察 右都御史を兼ね 仍ほ鳳 
陽 等の地方の軍務を總腎 •し M 陽に 於て 弘光通 ^ 錢を鍺 
て背に III の字を® きしな 6:::本百科大辭典|:「弘光通 



A 厶厶厶厶 A ， 鬌 i •雩囑警雩， f 罅 , 9 鬌鴦 9 

资馬士英所鴒」か記し弘光通寶錢は馬士英の！！る所 W 
なせるは誤れり 風 陽は今の 安徽淮 捆道風陽縣治な h X 
折二栽に C て背に 1 K の字あるものあり 
鋳造の地亦文書の徵す•へきもの無し南京 M . 陽福州等 
に於て鎢しこと論を埃たす 
四、 永曆通寶 

品顛永曆通寶錢の品類に就ても亦文書の欲す V きも 
の無〇今見る所に據れば凡そ四種あ上一)小平«は背 
1:文なきもの一星あるもの二星あるものエの字6るも 
の勑御部道固粤定辅督府留等の字.あるものあ b { こ}折 
二«は背に文なし(三)背に五厘の二字あるものあり 
(四)背に^分の二字あるものありて特に：搏大様のも 
のあ b 明治新撰泉譜古泉大全其他坊間に行はる、古錢 
書にに大抵昔背文五厘のものを當五と.し背文壹分のも 
のを當十ビ〇小平餞に對する交 i 値の標記ビ爲せ6 
44這は誤れ6五厘壹分は銀貨に對する交§値 
の f にし'^ 3 t • 蒙 § い®:か 心«'£-!*'.ぃ4ぃ 


背文壹分のもの一枚を以て銀一分に準するな-瀬尾外 
奥廉君は貨幣第十四號紙上に於て裕民通寶錢の交換價 
苗に就て裕民通寶の背文に I 酱 V 」あるは銀！匁に！分 
とあるは銀一分に一厘ビあるは銀一厘に當る旨考跄せ 
られた h 論旨正確な b 啻に裕民通® f 錢のみならす興朝 
通寶、永曆通寶、利用通寶、昭武通寶錢等の背文五厘 
i 分一錢一兩等の意雜皆相同し 

鎢造の地永曆通玫錢は隆武二年十月明の桂王朱由榔 
が廣東肇庚府に於て皇帝の位に即き永暦と改元してょ？： 
6永曆十三年一月捎兵1:逐はれ•実南ょ6逃げて親旬に 
入るに至るまで約十二年間鍺造せ.しもの1:して永曆帝 
の號令は I 時湖廣四川江西廣東廣西貴州雲南に及びた 
れども勢漸く振はす桂林梧州南寧安所雲南等に播遷.し 
たるを以て II 造の地も亦 I 定せす但永 ㈣ 通致大敍は典 
朝通寶大錢に依仿せ•しもの1:して永磨十年四月以後雲 
南に於て II •しことは推定するに«から t 
永曆通寶餞は永膝帝が南方支那に於て«造せしもの、 
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みならす i が我が江戶の慕府に乞ひ長崎奉行をして 
11造せ•しめたるものあ b 今江日昇の臺灣外記に據6て 
之を考證せん 


〇.〇〇〇〇〇〇〇〇 


〇 〇 〇 〇 


一事•灣外記脉靳八年辛卯十二月の條に鄭成功、〇^ 

1011起、 & MO & や緊 16 數-|〇 0 〇4 、 feo 

二 一 〇レ ニ - ) 

0 0 0 0 0000 0000 000 pooo 

王果大喜、相助鉛 銅、 令官協理 、鋳 鋇煩永曆錢盔 

甲器#^〇物と見えた b 順治八年は即ち永曆五年1: 
.して我が慶安四年な b 歯王は德;||將軍なり時に成 
功は MSZI : 雄る其後十年を經て順治十八年即ち我 
が寬文元年成功は臺潸を取 b 明年即ち康照元年の 
五月八 DC 臺灣に於て卒す一一「十九 
二同*康賊五^ oll ^ o 七月鄭成功の顧鄭經のことを 
叙〇たる條に MOXO 伽- iio 商船*前往各港"多價睹船 

〇 0 0 0 0 000000 000009.0 • 

料、 栽到 臺#_、輿 造洋艘烏舶"裝白鹿皮等物上 
通日本、* [0 M 0 鋇煩倭刀盔甲•竝鍺永曆錢、下販暹 

II 1 it t 11 
0000000 000 OGOboo 丨〇〇 〇 

開交趾東京各*、以富 B 、從此臺聲=进田疇市 

(第四十#;) 


肆、不讓內地と見えた6康熙五年 li 我が寬文六年 
なり 

三'同書康熙十三年甲寅鄭經のこと；ど汉.し次る條>}: 
000000 0 0 0 0 0 00000 l°[ooo 

差兵都#李德、箱船牲 H 本、鲕永曆錢竝鋇煩饜刀 
soMO 、 wo & 知 fflo と見えた b 康熙十三年は我が延贫 
二年なり日本は長崎を云ふな b 辟は成功の長子に 
して宇は元 之、 康照二十年一月病みて卒す年父三 
十九 

江：=界字は束旭、福建珠浦の人な6鄭經の嗣鄭克谀は25 
康賊二十二年淸に降り後二年即ち康照二十四年臺潸外 
記は成れ bli 建の人を以て其當時の福建のことを 3 d せ 
しな b 其書體裁は小說に似たれども內容は平實にして 
浮誕ならず頗る信を取るに足るものあ b 前揭の記事1: 

據れば鄭成功は慶安四年に長崎に於て永; ff ' 通寶餞を鍺 
造せ、 しめ 鄭經は 宽文六 年及び延寶二年に長崎に於て永 
暦通寶钱 を 鋳造せ •しめたること 極めて明確な b 前後三 
回鳙る VJ ころの錢の品類多かるべきも今識別し難きを 
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慽むのみ明■治新撰泉譜第一集に永 M 通寶折二錢の行書 



篆書のもの二 M を載せて鄭成功奉桂王正朔錫於臺稗ど 
說明せり杜撰も亦甚 L 成功は永 M 帝の正朔を奉せしな 
b 桂王の正朔を奉.した 4' こビ無 •し否桂王には正朔^し 
桂王 VJli 朱聿踺0-未だ帝位に即かざる以前の稱1:*して 


又永明王とも云へ6成功臺掰に於て永胂通寶錢 を鍺迨 
したる事贲な〇右行書篆書の永 M 通寶折二錢は長崎の 
鍺造 K 係る こビ 疑ふべからざれども未だ其成功の もの 
なるか將た經のなるかを知らす又 H 本- C 科大 辭典に 永 
胛通寶明桂王永胂年間と記、 し鄭 氏の長崎 鍺造のこ どを 
いはざるは疎謬 VJ 謂はざるべからす(此項完) 


◎顧選函 

〇培風室泉話三 )26 

杭州 周 書 

〇只全四 朱、 前人讀货良金四朱誤也•貝即 VU 劣•全即 
陰 之古文、有涅陰平陰可 証、 貝 陰、地名、 狀 n 汩水 
之陰也、慽佘所見 h 蔡四來、宜陽四朱 等、 皆於四朱 
二字上以冠以地名、其制作亦艇相间、泉匯載布良金. 

一朱上下讀在决非正品。 

右の釋文 

貝全四朱は昔しから良金11:朱ビ讀んで居るのは誤り.で 



す、貝は禪ち湏の省羃、全は fll ち陰の古文であること 
の*涅陰*年陰で證據立られます*貝陰とは地名で* 
言ふ心は m 水の陰といのです、私が見ました上蔡四朱 
や宜隖四朱などは皆四朱の 二字の上へ 地名 •か 冠ら〇て 
ある•其製作も同じ楗です。泉匯には良金.一朱といふ 
上下 讀のものを栽せてあ b ます •か 决して正•しい品では 
ありません(此項完) 


〇幕末に於ける金銀賣買 

篡末頃內國に於ける金銀の 比價ビ 海外に 於け る金銀の 
比價ビに甚しい差異のぁる事を錙國主<1の日本人は少 
しも知らなかつた〇當時海外に於ける金銀の比價は、 
金一に#し 銀は 一五•一九でぁつたが* n 本の金銀の 
比價は、金一に！ R する法定價が銀五*一四.市價が六* 
三六(安政六年)であつて、金の價が銀1:比して頗る底 
廉であつた。故に外商等が# 銀 一弗を以て一分齦三 個 

(第四十！0 


を 得て更に之を小料に 換 へて海外へ搬出.し去0ば莫大 
の利得を 博す る ことは 言ふ迄もない。利(:敏なる外商 
等は、我が余貨を盛に持去6、甚しき ：>. 至つては香港 
上海 地方に於いて、洋銀を以つて我が一分銀を H 造•し、 
之を if * し來つて金貨と 交換す るもの さへ ぁつた r - 後 
には彼等は 毫も 損失の憂な きこの 余 銀賣買を 煢業 とし 
て、歎月の間に巨萬の富を作たものもぁつた。殊に面 
白い話は*會々我が遺米使節を迎へんどして橫濱に來 
航した米 i 艦乘組の 一士官は、余銀賣 買の利ぁろを”!" 
見て•直ちに職を辭して商人となり、遂に！ i 利を得て 
横濱に商館を設立するに至つた V 」云ふ事である 

大 iF. 十一、五、一五、朝：：： 


用紙 (: 明治四十一年六月» » 鼷离岛邪役所 1 : 於 - c、'v 江葙樹 先生 
蹐位奉告 祭铋 行の節、背 拥小學校に於け4逬物 Kf 味列 ng 中よ 
り、故馬！？正通氏(同 XE の II 腰11次«に描ぐ〕の逮策1:係る•技 
濟史料(造 * 策) fi る 書類を •內田 銀* 博士が#見 S れ T: るより、 
帝 B 大學文科大學1:於て•高島邶役所よリー時借受研究 snr : る 
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もの|:して、爱泉家の好1*料と篡考せる^沒て兹に；れ1^ 
介マ〇 一!札狂前田淳酿 

〇造幣策 

蝦夷地通用新栽の儀御尋に付 
御答書並 H 式 

今度蝦夷御通用の新錢御鎢立！^成ぎ之御キ：意は、 
元來彼地は魯西亞、滿洲等の外國に隣纟、殊に西地 
滿洲に隣 b 候ソクヤ 、カラフト 島の夷人は外國の山 
丹人與交易いたし候筋今に有之 候、 然共是迄は蝦夷 
人典金錢通用の儀一向無御座候處•御用地に相成候 
ょ b 已來銑錢之通用計 b 有之 候、 尤彼地に罷在候支 
配人、通詞•番人 共、外 船方稼方の者に至る迄、も 
.し 邦人の內に ては 前々 ょ b 金龈の通用 もいたし 候へ 
共、蝦夷人は只今とても銑錢のみにて金銀通用は無 
之候、乍去漸々開け候に隨ひ、錢のみの通用にては 
不便 利 之 事故、£夷人も次第に余銀通用いた し候樣 
にも 可 相成候* 左 候得ば西地えも融通いた L 山 丹、 


滿洲えも洩候儀雞 計、 我 

邦の金龈外國え渡り候半事甚御懸念被成候に 付、 一 
向是迄の錢を相 止め、 紙鈔を以通用爲致與の御評 
議も有之候典、此義は差支の儀數多有之候て御用ひ 
_被成旨の御達、其代 bvjo て銑錢のみを以て一文 
ょり十文、百文 迄、 三等の新錢を鋳 立、 形容文字等 
も新たに製し、是迄通用の銑錢と取替、酲夷地のみ 
通用可爲致與の御事之由御尤之御儀 {: 奉存候 
一紙鈔の儀は甚惡政 {:> して民を苦•しめ候事先哲の確論 28 
も多く御座候、蝦夷地に限らす內地にても差支のみ 
多き事に候、まして蝦夷人首はに掛け腰にも帯て朝 
多海水にひた b 候 事故、 紙鈔御用難被成との御事御 
尤至極に 候、 漢土1:ても鈔を用ひ候は宋元巳來の事 
にて御座候、元來漢土は平常之通用錢のみにて金 m 
は あま b 用ひ不申候"窬籍に兼 金 若干を賜 b 黄金い 
か程を 用 ゆな V 」、多く見え候得 共、 是は R 今我 
邦にて大利をば R 間»:用ひ不申 如く、 只上にて用ひ 
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候のみにて民間平常の通用は錢のみビ相見え申候、 
餞のみ之通用にては不便利に御座候、夫ょ b * して紙 
鈔 VJ 申物起 b 申候、唐の憲宗の時の P ビ申灌も此 
類にて御座候へ共専ら紙鈔を用ひ候は宋已來の事に 
て御座候、宋の紹興年中に邊土に軍有之、其軍中へ 
播を 送り 候に困窮致* し 候故紙鈔を造 b て夫々の土地 
にて米を買入*運送の費を省き候、尤其節は商賣と 
も銅錢の重き物を持步き候ょ b は便利なる故、さの 
み害相成不申候得共、後々ば其弊出來•諸民困窮の 
基に相成候、元來彼土は金銀は寡く銅なども甚乏し 
き地にて、其上亂世のみ打績きて鋇餞多く箱亡*し、 
外國ぇ拔候もすくなからす-巧货は伟幢 g は 
nlltwio け國用に乏しく相 成、 無據鈔を用ひ 候、 明の 
太祖洪武年中には專ら鈔を用ひて民間に銅錢を使い 
候事を擗しく禁ぜられて*!^ WL «< l ^§ lt • 民甚だ困 
窮1:及び候事有之候其後は銀を專ら被用候與相見え 
申候、我 邦は素よ b 金鋦鋇も豊饒の地に候へ共今 

C 第四十雄〕 


に 至る迄諸候の®々 にて紙鈔を用ひ候處多く御座 候 
は•皆是用度困窮ょ^'起 b 候儀與相見え申候•是は 
元來貨財の權を取る者共の人1:無之故、武家と農民 
日々に困窮仕、國用に 乏しく 相成候故、 撖なく か、 
る惡 政をも行 ひ 候事に て 御座候、漠土元の代と申は 
舐 世ぅ ち續き 候に て、北犾の棠 古ょ bx 下を取候代 
に 候得 ば、 國勢弱く用度に 乏.しき 故專ら楮幣を用 ひ 
候はじめ 太祖、太保 ど云重き官に任せられ候劉乗忠 一 
與申.者|:、錢與楮幣と何れか可然哉與被尋候に、采29_ 
忠答へ申候は*錢は陽に用ひ偖は陰に用ゆ中華は陽 
明の， il : して & K は幽陰の域 W れば 、我 %朝にては 
褚幣を 用 ゆべ し VJ 申候•是以 物(: 托 •して辭を 飾り候 
事(:て，、實は，用度乏しく相成候故にて御座候•是等 
は誠に俗に云へらす。ビやらん申物<相見え候、か 
、ろ At: いはせ候は ゞ 、我 邦の 暇 夷も北地にて候 
得ば紙鈔を用て可然など、可申事勿論に御座候處、 

紙鈔御用ひ不被成候事一段の儀與奉存候 
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一文にて十文に直 b 又百文にも直り候酱御鎢立被成 
候事"是迄我邦にては寬永中1:拾文酱を鎢 * 四文錢 
只今も行れ候1 " W - 文にも直り候餞は無之候*是 
は金銀の幣多く通用いたし候事故、無之候ても差支 
之供無御座得共、只錢のみの通用にてはヶ樣の錢も 
無御座候ては不相成儀 Vi 被存候•、澳土1:ても子设母 
錢な V 」云名 m 有て、大小の栽便利に隨つて用ひ候事 
も御座候、唯今にても鲁西亞國など»:ては錢のみる 
の通用 {: 御座候故•其嫌の階級品々有之候由 



@ ® S 



國の ごとく種々の 階极有之候て、其 程に隨ひ用ひ 候 
事のょ •し 我 邦の 小利、.一分、 二 朱な どの 金銀幣品 
々有之候與同般にて御座候•蝦夷地にても錢計の通 
用に可相成儀に候は ゞ •十文文の栽は勿論の事* 
次第に 人事&開け候に隨ひては速路持步 き 候な Vj に 
も不便利に»座候故•其時1:至つては五百文一貫文 
な で |:も直6候«をも御造り不被成候ては不相成義 
輿奉存候 (¥ 次虢) 
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® 天顯通寶 

: • • • • 

大阪久原家秘藏 






天顯は遼太宗紀の年號にして、遼朝初期の發行に係 b 
存在天下に稀なる品である•本：： nn の製作比較的薄肉で 
あるが、錢文雠細稍や陰起して、文字の起居僅かに：牛 
衡を失したれれ v 、\ 字^を鮮明に 鑑別す る事が出來る 
銅色少しく黃哝を念みて他の後代逯錢の如く、赭紅 f 
點張"の色澤でなく、稍や赭褐を帶びて、其上 {: 薄く 
淡綠の籾铺を被むつて居る、握に故守田寶丹頗る愛廒 
し、終いには自家製造の資藥寶丹の看板にまで-此錢 
'の寶の字を習得應用して、獨6悦に入りつ、あ.〇き 
(第四十味) 


〇天國 '架寶： 


⑩⑩ 


錢質僅かに紅味を八! , I みたる眞餘の、稍や焯肉錢なり、 
由來洪秀全が鍺造する所の太平諸錢類は、其錢文の移 
植頗る多.し*日く 
太牛天國背禅^~ . 

太平 ^ ^背天國> 此等の諸錢皆大小輕重の差興 多し 
天國禅衩背太平一 . 

獨り天國背聖玫の一錢は、形狀大に .して 似格換當も、 
當十の一純を限^^錢文に小異あ6¢雖も、 3 C 形態 i : 
大小の-£1別 あるを S にせざ b .し-然るに頃〇:支那の泉 
友周書 君の 好意に依 b て、 送られた る 天圃錢 は前圖示 
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す M 如く、厚肉な bl 雖も錢 形小樣に して、 天國太平 
錢又は太平聖寶ょ b 、 稍縮小〇字文のみ肥大に して、 
奇觀の筆法を爲し•他の同紀錢類と大違の風あ6、錢 
狀ょ b 推•し乂天阈大錢の價格ょり窺ふも、唯に一小平 
錢 VJ して發行され たる ものには非 さるべし VJ も考へら 
れ、或びは折二通用の爲め小數を發行、したれど*更ら 
に 當十の 鋳造に 改められ たる結果、 傅流希少を吿げた 
るにあらすや*現存支那(: 於ても周 書君及び天津張晋 
君の 二 氏が谷一個づ 、を收藏 せられた るのみなりと 聞 
く、以て^ たるを 知る1: 足るべし 
本會埋事新井寶水軒氏は、洪秀全所鍺の錢に就て•幾 
多の种類を網羅し、研究〇つ、こ、に年あり、然かれ 
Vi も未だ如此は、聞もせす知 b もせされど、正 aM ふ 
の錄地なき珍錢な b 物語られたり 

—» J t- I I I I I- I - > 1 __■ I 1■1--1- ^ II I > I I It 1■-1-1 /n J(l — 

〇紹豐通寶背陳 

安南陳太宗の紹餿錢 (: は， 元寶と通 «との 二大別あり 


4H 



il 


て、 各穐共に錢文の小異否相違が頗る多數でぁる、^ 
に示0たるものは•澗緣にして錢文狹長且つ小字に31 
す、 而、して背の穿上に特設したる陳 字は、 時の王室た 
る陳氏の姓を顯はしたるもの1:して*本爐の鍺出たる 
を證するに足る•へし、然かれ V 」もそ^憚りて•其鍺造 
も僅かに*して中止せしにや、開泰元寶背陳錢の存在に 
比すれば、極めて傳流せるもの 少なく、 當時内地1:現 
存する正品は本品の 外、 絕へて有無をさへ耳1:せ t 

〇獨逸陶器貨幣 

*京下谷山鹿義敎 
蚨洲大戦 乱の中は、 獨逸に 於て 亞鉛貨幣鋼鐵貨幣 " 
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次では紙幣の發行とな奇拔なる意匠あるもの多數_ 
なること、 旣に旣1:御承知の事 W 存じます。曾て•東 
洋貨幣協曾例會の席に約五百純程を出品•して、皆樣に 
御目に掛た事も御座います•未だ當=御出席の御方へ 
は御目止まりの 事と 思ひます。斯くて、六角形•四角 
形•有孔、八角形等•樣々な異形の貨幣は次第1:姿を 
消.し陶器貨幣發行 VJ な bio た〇是は 全く、 財政窮乏 
から 来たものです V 、獨逸陶器貨幣は シァ ムの陶器貨 
幣の如く極彩色ではあ6ません、然し精巧な出來であ 
つて、人物でも細かい點迄も良く注意されてあります0 
陶器 VJ 申〇ましても土の關係上、燒き上つ た 結果、稲 
々色深が出て其の變化•か又非常に趣味あるものです。 
現在は、獨逸政府で發行して居ますァルミユユーム貨 
幣ゃ紙幣に追はれて、陶器貨幣の存在が非常に少なく 
な b ました VJ 、 獨逸人からの最近の通信です〇從つて 
値段も騰て居ります•か歐洲大戰亂の金融狀態(財政)調 
査にも、歷史研究にも缺くこビの出來ない好資料です。 

(第四十 


我が國大藏省へは極く少稀類あるだけで、獨逸から是 
等貨幣の到着が困難だビ、毕されて居ります。私の手 
許に來るのでも多くは破損.して來て、完全品は少ない 
ので誠に残念に思ひます。 

今、 その發行地を玆に御知らせ•します。 

レングスゲルド〇 
•ホ火デイクスム0 
ゴザ C 
ラクサ〇 
メイ セン〇 
サクソユ¬ 
ル ドイ t ◦ 

グロスワ; V テンブルダ〇 . 

ムンスタルべ 〆 ダク〇 
ライスリツ ブ 〇 

尙少數の發行地はあります が、 一時的發行品で有た 爲、 
その钝類も十7 H •ー ヒ (布) から二十 布、 二十 w . 布 • 
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五十布*までの物を普通ビしまじた"意匠も又奇拔な 
もの •かぁります 。多くは人物で神槺ビ か、 武人 ビか、 
子供等で有つて、植物鉍人物に次いで掲げられて居り 
ます。それも花 VJ か、 實 VJ か云ふ風で樹木の全體を現 
はしては 居ません〇次いで建築物"記章等で、文字ば 
か 6のも御座います〇御嫵考 にもビ 思 ひ、 一つの拓本 
を 揭げ ます。 

是に據て御推定 T されぼ其他のものは記事でおゎか 
6にな b ませぅ 〇尙シ ャム 陶器貨幣に就いては*現在 
調査中で すら 後 H 發表する機もゐる こと、 信 じます 〇 
此度は獨逸陶器货幣の大畧で筆を捆きます。 

(平和 W 開會中三月三十日稽) 


〇德川氏貨幣志(績) 

是後鑛 造發行する所の 货幣は•鳙 造する毎に品位を 貶 
し倉出愈 1 T 蓥し府庫の缺乏然りと at も•要する*:理 


財の官に在るも C /; 其人を得さる にあり、 旣1:理財の人 
を缺く、後意を余銀價格等 {: 用 ゆ ろ漭 なく、 天保八年 
以哝は金銀比例命！に銀四*六四ごなる(:至る、金の 
低下する未だ此時ょり甚.しきは なし、 抑も慶 ii 年 lii ] 貨 
制を設けしや、余銀價格は相衡比.して紊れす、能く其 
平均を1^ ちたり •其故は鍺造の銀貨は丁銀！ _ a 板銀に 〇 
:て、之を以て金貨1:交換するに、豫め重量を以て交換 
へすち事を定め、 it 数額を以てせす、是故に金银二艿の _ 
:間、 金俏騰设するあれば之に隨つて銀貨を膙贵せ•しめ 34 
一：能く其牛衡を得た？しが、明和九年南镣二朱銀を鎢造 
二せしょり-八片を以て一兩に換ゆるの制を設く、而.し 
:て其二朱銀を鎢造するや能く金銀二者の價格を對照し 
て然るに非す、是を以て二者の間甚しき不倫を生す、 

之に踵き文政七年二朱銀を改鎢•し、益々其品位を劣悪 
し、十二年又一朱銀を箱•天保八年一分判を造る*遂 
に金貨は夥しく低 T し金一に银四•六四に至り貨幣の 
事後言ふに忍びざるに至る鎢造すし貨幣を列記せん1: 
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文政十一年二分利を tf 
十二年一朱餵を！！ 

天保三年一一朱金を！！ 

八年五兩判 • 小； fT 1分を鎢 
同 年 I 分銀判を鑄 
同 . 年丁銀•豆板銀を鍺て 
以上六回の鎢造は文政十一年ょ6九ヶ年間の嫌1:して 
僅々の間 、 ill 是夥多の鎢造を爲すは蓥復財用の缺之、 
之を救ふに道なきが爲め言を假^'*以て此皋ゐるに至 
る、而して其改鎢の際政府 S 益納と稱〇て收入する金 
額は實に夥〇き者に . して、金銀座秘記(何人の著なる 
を知らす)に天保三年ょ b 同十三年に至る十ーヶ年間 
墓府財用の出納及び金銀貨改鎢に際.し收入する所の出 
目納 * W を記載せ b * 日く 

御勝手繰合のことは量入爲出の外更に別法ある事な 
〇一年の用は定額 V 立正税を取賄ふべ<餘6あらば 
不廉の備 VJ なすべし彼税飲を厚くし金銀の»を增の 

(第四十 tt ) 


類 > i 小人一時の詭智に出て君子賢人の謀 {: あら t * こ 
、 K 天保三年巳來每年出納と金銀吹替 {: 付て出 m 納 
| V 」を皋げて過不足の異同を知らしむ{表畧す一 
是に依りて十ーヶ年出納の多寡を調査するに入る所の 
額實に百五十九萬五千百十六兩の多き1:及べり、而し 
て之に十ーヶ年間出目納として收入するものを加ふれ 
ば•則ち九 百 六萬 八 千百五十九兩ビす、之れ十ーヶ年 
間の殘節なり」 

更11の 弊 脈流行する是の 如* し•苟も財用空乏するか、 
則ち此手段に出づ、何 yj なれば其力を勞する少に.して 
用を足す大なるを以てな^ V 、然れども其用を足すは其 
に用を足すの道に非 さるなり •貨幣を更鎢 するや 品位 
を貶し信用を失ふ、 影響 物價に及び其價昂騰し、從來 
一兩の價ある者今二兩に非ざれば購求する能は ざるに 
至る、 即更鍺貨幣は舊貨幣一個を以て二箇に 當るの割 
合な り •貨幣の更鎢豈財用を足すの道な らんや •金銀 
座秘記に更鎢の事を論じて日く 
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其品位を貶し其度童を損し其數を細かにして益 VJ い 
ふ•へけんや瞀は一石の米を一斗づ、分てこれに糠粃 
を加へ各一石 S 數を充しめ九分の益ありど：，ふが如 
L 且屢々改雔すれば其度々に吹め6ど稱し消嫌する 
者少なからす其實は損ありて益なし云々 
確論 i 謂つ•へし 
〇第十章 

米使來朝せ•しょり貨幣を更鴒せすんばあるべからざ 
る一大 M 因を釀成せし事 

天保度の改鎢は政府別に地金銀を出し、蹙に同品位の 
貨窬を鎢造せ*しを以て、縱令货稱價格半價に戚せりと 
するも、其鎢造は實」夥•しく財坎に向て缺乏を補ひ*し 
や少々ならす*是故に政府は少•しく燃眉の急を凌ぎ、 
十餘年を經通せしが、惠永六年米使 r ベ A リ」の浦贺 
に來り•しよ b 政府復货 * を更鎢せり•初め穗川氏府を 
江戶に開き海內を總攝す、是時に當りて外國の通商互 
市を 請 ふ者 無慮 二十有餘 H 呂宋柬埔塞安南太泥釜媽港 


暹鞔英吉利葡萄牙和蘭等ビす, , 而して支恥の商船亦雇 
奂す、乃ち肥前長觭を以 て II 市の塲 i し*避1:貿易を 
铎，‘，'實に慶長十六年：」り、寬永中敎匪の亂ゐ6於早ハ外 
舶の H 易を禁止し、獨 b 支那及び和蘭に許すに額を定 
め 71 市する事を以てす、典後邊徼赘を絕ち海內無事上 
下治平を樂む•蓥•し： A 射撒年時に外舶漂流するあるも 
未だ傲然兵を挾んで来る米使の如きあらざるなり 
木、使の港に入るや慕府大 I :庶き列藩諸侯 r - 令•し*水陸 
を屯妯せ、しめ江戸近海の邊防を修し•砲臺を品海 1 :築 36 
き、蘭人—.令*して戦艦及び汽船を輸せ I む、庚長以來 
兵備廢弛し.戦間の具一に之を不调に附す • 一見外患 
の起るに及んで始て其器械の要なるを知る•而.して砲 
* を築き戦艦を購ふ實に容易の業にあらす、僅々の財 
用豈能く之を辨せんや、燃眉の急を醫する貨幣改鑄ょ 
り好はなしと、遂に铒銀货を改鵪、して新 t : 一朱銀を錆 
造せり(新一朱銀) 

且つ新舊貨交換の事を令•し(安政二年)民間藏する所 
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の It 幣を出さ、 しむ、 其交拽愤 は 

慶長金百兩二 ff 七兩 元文銀十貫目 
武藏金同 同 十三貫九 S 三十 目 
元祿金同 百四十三兩！文政銀同 
乾字金同 百八兩 十貫六两九十 目 
享保金同 二百十三兩一古二朱銀百兩 
元文余•同 百二十兩： 百十五兩 
文政金同 百四兩二分 j 新二朱銀同 
g 二分判同同 百 I 兩 
五兩判同 同 

其交搀如是低廉なりしを以て*民間^藏して之を 出さ 
ゞ しも亦宜な b (未完) 

〇朝鮮通寶大錢の錢范 


去 M 門司に開催された- It 九州の古， Mft 上に於て、鈴木 
君 •か 獲收された、朝鮮通 寶大 錢の石造錢范である*極 

(第四十钺 ) 



朝鮮鈴木源一氏藏 
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めて小規模の試製品で事賞公貨を鍺造する錢范ビは首 
肯するに難い•背穿上の戶字即ち戶曹の局標も、後期 
の橫点戶を示し*仁祖初期の古常平1:有する縱点戶で 
ない事から見ても、年代の新いものたる事は分明であ 
る、穿右の一錢は換當價格の當十を衣するものなれど 
も•錢范の體裁ょ b 推して通貨を鋳たるものど鑑る品 
位•かない。 

此范炉ら出たる大錢が故藤間治郞作氏に一品と、谘韓 
國の當路に一個あ bvj 聞く、藤間氏の品は撤帳錢の一 
吊中 (:存在.したものらしく、綠邊に四ツの鑿孔がある 
京城にあるものは何うであるか、密かでない。 


◎小 解 

〇世高通寶 

琉球の世高王尙德が我寬正年間に鍺たものとい、ふ世高 


通寶は 


J れ♦か普通ありふれた薄手の錢ですが、此類の手替 



これが ある* 此錢は世の宇の廿の下が切れて居るので 
1 ?l+offio^o といふ 渾名が ある、 廿 七と も三十 一ともい は 
な V ' のは I 寸梢樓 である* 此類は前. , ., , ,ょ^'少.し手厚で 
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存在も杳かに少 - i い又泉譜に出て居る 



是は如系い形高 V 」いは n て居气錢の左右は錢其物ょ 
b いふから* a の面では入から見て左が右で•右が左 
です、左挑開元も其譯ですこ故に背$方は右が右で> 
左が左に-; る、 一寸人•か間 ii へるから辟注意まで {: 申 

添て S く 

因1:、昔は左記の如ズだの、右之通り£に受取申转 
と書くのも今： n 0 如くでへ广-反«に書、、たものも在 
た i いふ事です 

?}\sssssfy\ysc 

〇古寬永 II 力*水の M •類 

(祀 H 十*?-- 


古寬永錢中で择々の埯化1:富むもの、中で力永どいふ 
|類がある、斬寬永 « ?i l:ltt 澗永」 i 改名さ*してあ 
るが本來 II 力永といふた〇で風山轩 41 S では「反永 」 VJ 
•してある〇一つの^にか•つい，、つも名のある〇は隨分 
や、こしい事で/)る〇其 II は 



かぅいふ害禮のもので*「力、水一 i に木 0 字 3* 浴語で 
いふ力>^でゐ *0 •こいふの^で* |反永」は永 U >堅往-ヤ 
反つて居るといふので* .'故 / 4 C o 一褢 m の付 mra > ゎ 
るが「瀰永一に至て丄轮り不得要10乃侖名でぁる0又 
第二9のものは大字'.'!盾で**類品} i 皆.4コ福 y 大 
きいから一目して大字广-る箏-3»むシ5 
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是は其大字のものである。大字も小字も手替 b 則緒俊 
らひに 據て出來た僅かの變化が數種存 b ます。其中で 
一柿珍品がある 


是は〔寬永錢志〕で縮通 VJ 名づけたもので小字のもの 
、鋳浚らひが度に遇ぎ て 永の字も著*しく變つたが、通 
の字 i > 異に烈•しく浚ら はれて^な V 」 はイ•チケ て 見える 


ので縮通と命名されたので ある •此品 U ッマ ラヌ樣な 
もの、 中々ないもので現存四五品よ b ない V 」は ^永錢 
の 蒐集 も生やさし.い事.ではない 
附て云此力永類 a 大字のものは特別の彫地よ6出來 
た事は云ふ迄もない •か、 小字の方は星無背の類の錆 
後らひから 场 化したものがあるかも知れない、 K (: 
よく似て 居る、 けれ v •も銅色•製作が一致*しない、 

處•かあるので別1:分類されたのですが、非常に^化 ： 
に富んで居る所を以て見ると*餘程大きな座で技く4<|| 
やつたらしい〇高田か、萩か、斷言は憚る•か挑永だ . 
の太細だの婉文 •たの、 此力永な どは、 畏門ビ越後の 
候補錢ら.しく思はれる〇岡山も太細が識者から怦し 
まれて 居る といふ 事だから又更に選まねばならぬ 


〇中の島の大廣穿 

紀州中の島の班錢の中で寬(;)字の化(7)高いもの 
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と、又一稗宽の宇の几の低い 



どの二种•か ある、 此錢は仍來中の島大廣穿と稱せられ 
て鐵錢の坻錢 である、 然る(:錢形が大きいのでいつか 
間違へられて御用錢の中へ入れられて仕舞つ た、 夫は 
大形で さへ あれば御用錢ビ いふ 洱來の傅說に捉えられ 

た誤解で ある、 旣に安政度の fM 邊の錢家の譜には 

(第四十 fit ) 


通用錢中 {: 歷然ご揭げ て； 一$ ふ* pft 此打め中で最も大形 
のものを抽出して御用錢中1:褐げたもの、あろを見 
て、 無意識に全部御用錢にして代舞たのは杜授も乂甚 
.しい ものである •新撰寬永錢11の御用錢中に敕たもの 
は普通の形であるから勿論御用錢といふの資格はない 
も■のである 


〇栗林の當四錢 

本誌第五號に揭けた 



此栗林座の盛字當四錢に就て、當 II . V の, , .?. 評の言足りぬ 
所を癸見した から 改めて解說 する 



此錢は今日見た所四五品位あるが 一つと して同一のも 
©〇 仰如 1 ; 0 夫はょく-^精鑑 すると、 此錢は錯出され 
てから！つ/、 に錆浚を叮嚀に*したので ある* 故にあ 
る ものは寬の几變體を來たし、 ある ものは永の水部に 
異狀を現し、 ある ものは通字の^の波狀が 長短 不定 VJ 
なり、 ある ものは寶字の足が一高一低 ある VJ いふ風に 
なつて仕舞てゐ る。 かくの如き1¢ 々樣 々の變化を此稀 
少の錢に 見るとは 誠 {: 不思 m の次第 f いはねばならぬ 
が、 つら-^ 考へて 見る と不思議でも何でもない、鍺 
造術が幼稚で鍺溜 b が澤山附着したので直ち1:种錢と 
する 事が出來な いから一々 鉻浚をしたので、其鋳浚ひ 
職工の技術 •か 拙劣で あつたから 一種一體に彫 b 成す事 
が出來ないで传夫々變つたもの1:成て仕舞たのであ 
る、 そこへ行く VJ 流石に江戶の本座の文久錢の鋳浚ひ 
は聆然たる者で、十♦か十•百が 百、 分裔の相違•かないの 
は6 憎きまで 手が栎つて居る、何といふても月館八百 
八は田舍職人で此鈸を見ても改彫の下手^事がわかる 


此錢現存稀少で其彫 M と見た銀錢なるものも鍺浚錢に 
過ぎまい*か 絕少の ものである 

此錢の鐵の通用錢は類, , の發 M を 待て 論じたい、 今は 
少々斷定を 0fm- して居る•今 H まで見たものは架 林大 
字 VJ いふもの、姨に 似ない から架林 も大迫 もなくなる 
ので ある 

〇土佐二百 

直方堂梶野氏の出 rlllll に 
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•か ありました、 是は十：佐本阈では作らないで大阪で作 
つた、 夫故に此錢は坂地から多く發見されるど傳へら 
れて居る、大坂の天保座へ賴んで作らせた VJ するど慶 
應四年の事になり•此錢の樣な天保錢が大阪天保 VJ な 
る、一體大阪天保も江戶から職人•か行て作つたのだか 
ら江戶本爐と寸分違はぬものでなければならぬ、從て 
鑑別し得られぬ、 けれども 十：佐天保が大阪で作られた 
を事實とすれば、此鋇質を以て大阪天保の尺度とする 
事が出來る•其處に重大なる意味があるから大阪の古 
(第四十拢) 


錢家諸君に據て此十佐天保の生ひ立ちを鮮明 C て貰は 
るれば幸甚でぁる、記者の: W ; 見では十佐官券と十佐二 
百の類とは全然製作が界つ/:ものど M . て居るから、願 
はくは其間の消息を推定でなく確 K の記錄の上に立て 
釋明してもらいたい ， 

tyif/yirsc )17 \^/\r/\fss 17(1 K/(y \ > >\yf 

〇倒»の尖足布 

奉天の草樂莊古谷氏は前回(:43 



1 VV./V 

VA4«nirlx»ff -4, 


此尖足 布を 出 Mi され 走•し G 、古 M_(: は陳霉卿の說で 
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新城の倒書戚筆倒害不戚筆の次に出*して"文宇は 

讀めない VJ してあ b ます、あな i )> ち之を新城£も讀ま 
う W はして居ません、又其新城なるもの A 果して陳氏 
の謂ふ如 /\ である•かどうかわか^',ません、古73布の文 
宇を格搆や樣子で判讀、しやうビす•.、のは識者のとらざ 
る所で正當の筋道を迪つて文字の學問から讀み別け W 
ばな b ますまい、落語の木二つは柏子木といふ 嫌な 說 
は危險此上なしです、皆さんに研究を御願ひします 

〇元貞通寶 

自足軒宫田氏の出品に 



がぁ6ました•約束通 b の黄色い銅色で、粗野な風貌 
を見ますと"胡元 VJ 評？れた言葉を的切に.威じます、 

1體 元朝の錢は廟宇錢式なるものが多くて通貨らしい 
のが少ないものですのに、此元貞は其中1:在て堂々 f : 

る風を*してゐ ます、 至元などは通貨らしいのと、崩宇 
餞式のものと二欉ぁる爲めたま^^世祖にも同一の年 
號のあるゆ^世祖の至元順帝の至一兀と別けられたもの 
で*至大(:も二欉の秤類•かあるから、も〇も至大 VJ い 
ふ年號が二度あつたらば是も別けるでせう•昔しの 古 44 
錢家の考は、單純なものでした 


〇滿洲寬永 

聰松庵寺田君の出品1: 
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があつた、從來滿洲寬永類は二三の種類を 見、 其中で 
も背の文の字を穿上-置かす穿右に. t いたなど V /)奇拔 
なのもあつたが"皆 H 本寬永の面を摸倣しないのを特 
色と. した、然る(:此錢は四つ寶錢中のあるものを摸*し 
たの•か面白いどするのである、安南で元隆手の一類に 
宽永錢を寫したのがあるが滿洲寬永どは行き方が違て 
居て 一 a 直ちに鑑別•し得る*滿洲のものは S 道光より 
ズーッと 年代の下た もので 其一類中には無文の 如き も 
の や ホックの 潰れた樣な粗造物を往々見うける 


〇結び淳熙の手替 


(第2：十睞) 


珍錢奇品圖錄に結び淳熙 i いふのか ある、 安南錢 たる 
事論な きな れ ども 是にも多少の手# h , が あろ 茲に揭た 
のは其澗緣錢 である、 安南錢には如 I ' 1 ] なるものにも澗 
緣錢が出来て 居る、 是も- it 例(:は洩れない 
此手のもの VJ 見るべきでは- i ) るが、一風書0の變つた 
も0力 W る 貝ち 



是です*書體は改彫風に見えて奇拔であるのみか、元 
の字の第二啬 はまる で rl ! 風です•是も少いもので•俗 
に結び淳熙の不結といふて居ます、#在は存外少ない 
もので類品を余 b 見ぅ けません 





〇ペン書の太平 

古化堂今井氏の出品に 



が あろ、 此钝の類品(:は光中通过とした 



もある、此二吨は安南錢の中でも畑の違たもので、或 


は佛人に占 ^ せられた後*彼等 佛 人の手に撖て作ら n 
たのではない•かといふ說もめる*ベン書と仇名を附け 
られたのも夫故で6る、或はさぅかも知れない•記者 
は又一步進めて鋳造法 (:よらすベレスで 打たものでは 
ないかとも想 m する、 又 さうなると W 尺竿頭更に一步 
を進て光中 や 景碰頃1:もべレスで打たものが何は しな 
いか VJ も思て見 ;:くなる 


◎競 鑑 

0鑑定家鼻くらべ 

今度某地て左閫の樣な錢の發掘かぁりま•したが、御^ 
の通ぅ缺損錢で一寸見當がつかない、之が何錢でゐる 
かお當になつた 方には、 此錢の缺損しないものをさし 
上るさぅですから、皆さん#て おぁて下さい 
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答案は七月二十：：：限り、本曾事務所競鑑掛宛 


◎雜 

〇門司に於ける古泉會 

去五月廿五：！：廿六日の兩日 • 

大阪侮 =新聞の 門司支社 新築 落成を期とし其樓上に て 
古錢曾 開催の企 ぁり、東京よ b は本 ^ 副會長藤井深藪 
庵* 大阪よりは本山大毎社 長、 下間虎馄樓 ，佐 野英山 
安田秋月堂へ京郤よりは中島泉货堂等の會するぁ.9、 
九州よ b は 瀨 M IP ] 陵亭を始め殆ど想出に て 非常の盛會 
にてめ b し.， j 下圖 は 其景况 の 一端な b 

(第四十號〕 
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〇新しい銀貨が小額紙幣 

ご交代する 

貨幣法が改正されて本年度から新•しい振貨が發行され 
る事になつた が、 歐洲 戦 III の影響を受けて銀の相塲の 
變動•か激じく •現に大正七年四月に改正された貨幣法 
にょつて鍺造された銀貨が、未だ 其儘國 庫に包廉され 
てある始末で"それは五十 餞* 二十錢、十錢を合せて 
二千百萬圓であるが•是等は今度更に改正されて H 庫 
から新に出て來る事になる、仍つて十一年度から新ら 
しい銀貨が$ へ 出る S 、 それに順 li * して小餌紙幣は 
漸次引上けるので ih るが、十三年度迄*: • 毎年五千萬圓 
宛造り•白銅の方も三年間に 一 傲三千萬圓は造る豫定 
であるが、二十餞の銀貨は需要の 關係 上當分造らぬ方 
針である VJ いふのは、 現在でも二十餞の小額紙幣は造 
つて居らないから、先づ五十饅貨幣の方へ全力を注ぎ* 
二十敍の方は十敍の白銅貨二枚で之に代へたいのであ 
る斯くて大 JE - - I - 三年迄(: は、 世上に非難の聲高い小餌 


紙幣をも全部回收されるであらぅ(小野義一氏談) 

ノ^'、 S 、、ヽ、ヽ、、、、 

〇正 誤 

前號揭載奥平笠南氏の開通元寶考中第四頁上欄太傳は 
太傅•第六頁下欐看做すべきき歟は看做すべき歎、第 
七頁上橘それははそは•於戴は推 MO •第十頁上檷桑羊 
弘は桑弘羊の誤植1:付訂正す 

〇取 消 

同醮揭栽の培風室泉話中第吗十六： 1 C 下欄第十五行ょり 
十六行に渉り然れざも前者の机上空論の如きに比しビ 
あるは、 奥平氏周氏に對し不穩の文字に當るやの注吿 
をぅ けたる.に 付取消し兩氏に不注意を陳謝す 

一記者 
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廣吿 


古錢 、古券、 骨董品 

弊店專資支那賸代各穐古泉刀布骨董品類安價賣出§ 
合方返信料御加封乞 

大連市東*町一丁 B 十三 

墓樓內崔 家 平. 

古錢專業並に交換 
古錢古金銀參考書籍類 

右正實を旨とし賣買仕候に付き多少に係ら t - 御用仰付 
被下度候 

大阪市西區阿波座三番町立賣橋筋 

秋月堂安田多三郞商店 

摄替口麈大 KIIIO セ九〇番 


古.錢ご古金銀類 
古紙幣ご古鏡の類 
右正實を以て霣買仕候に付き御用命奉願上候 

東京市下谷 IK 徒士町三丁目九十六番地 

大竹寅吉 

, i 111 ■■ ■ - - - } ■ N 1 M - - 1 1 

49 

古錢、古紙幣 r 
.骨董"古器物 j ' i 

右低廉勉强を主どして賣買又は交換等の御用に應 TV 

く候に付御下命窣願上候 

東京市*.钃區天神町 一丁目二十拆地 

小川 浩 
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天保形錢類 

其袖大抵の稀品も持合.せ居り候 

持ち^せなき稀品 いへ. V 」も入念 
取調べ本物調達可仕候間錢名御記 
載御照合を乞ふ 

若し元品御氣に召さ y る節は三十 

日以 W ならば御取替へ、買戾し共御 

意の儘に可致候 

大阪市外中本町森九二 

近—餞集—岩部天然堂 


大正十1年六 A 廿八 n 印 W 
大十一年七=一日8行 

東京市神 Ee 五軒町一番地 

棚？ E | 资田信 一 

* 京市神田區紺屋町三十番地 
印 B 者 高橋與四郞 
東南市神 H * 北乘物町3番地 
FPMW 万 文 堂 

I T^— 1V4 

東京市深川區邊岸町百六十六番地 

發行所東洋貨幣協會 

*!£ 本所二三五三# 
振謇東京五八1111〇番 

寒京市.神田區五軒町.一番地 

發資所 駑田寶泉舍 

電話 下谷11八二八# 

取大 BHBSStr 下間寅之助 
1 e 下 S 溶4-三番地 帝？レブ研究所 


本誌定價3吿料 i ) 

冊定價4^五餞送费金贰錢 ( m ) 

f 1 H 金 六 Is 一 
庚： 一 r 5 g 1 inl ? 
特別指定«齿裏丧紙表《 企 拾 



o 

弊 

店 

宛 

御 

昭 

ハ 

會 

は 

必 

す 
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(三 m 寺筋東堀西入) 

樓商 

振 S 口座大販奎九四贰番 


◎廣 吿 

大阪造幣局長池袋秀太郞閣下 B 字 p @ とめ@ 

大阪 i 局技師 甲 i 政博士序 飞辟'貝之切賴 

mrr 大正&文 D 裳饰迕 maAMw 正價八十 fl 
四版新既活窗の深朝 tf 之部全】冊送料二 fi 

安蘿嘉次彥荇序下問寅之 WW 

增補大正&支 D 隹第二1 f 正 ra 费 B 31 三十« 
二 版— 古錢の菜 梅钱之部 全一冊 送料四《 

#泉®'道 Asj 

隸大正古錢價 格圖鑑 全一冊 II 七 二 十關 

故一存： 舍主人 ； s 

宋朝 符合泉志 tisiEu ハ 八十一 

大阪毎口新《杜長本山彥1君 S 字 
遣幣局技師エ學博士甲«宂政君序 
玉岛郵便局長安藤瘅次彥沿* 

東洋錢貨年表^け：^全一冊 IS 1 顚 
能城令•石文拓本^等1_|*赠 

詳細御問 合 次第確答可申候 
其他各樋古取次販賢 


月刊 

古錢雜誌 

一册金參拾錢 
會費六ヶ ;!. 金壹圆五拾錢 
ーヶ年金參圓 

(切手代用一割增) 
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• 新着品御報知 

西曆一九二一年度發行外國紀念貨幣 十 ■種 
x キシコ限立百年紀念五十べソ別大形金貨 


外國銅貨、白銅貨 三千種 
シア ム陶器貨幣 多 種 
獨逸 陶器 貨幣 多 種 
外國 金貨 百五十種 

圓銀大形外國銀货 二百種 


新着品購求御希望者は其の旨申込まれた し、 到着次第直(:一枚々々に値を附し送達 
す。御買上額丈け御送金下されば宜敷く、拔取の便法を應用す。 

東京市 T 谷區竹町 

帝國スタンブ研究所 

振替口廉東京||五五八五番 
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